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の一環としてまとめたものであります。
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は じめに

当協会では,わ が国の情報産業の発展に資するために,海 外の情報

処理および情報処理関連産業の動向を取 りまとめ,毎 年各種の調査報

告書を発行 してお ります。

本報告書 「世界 コンピュータ年鑑」は,海 外情報処理産業の実態調

査の一環として,当 協会が入手 した資料 あるいは海外調査員の派遣な

どを中心 に,海 外各国の市場動向,政 府施策,コ ンピュータおよび関

連サービス産業の動向,問 題点などについて分析 したものです。

本書が広 く各方面に利用 され,読 者各位のご参考となれば幸甚に存

ずる次第です。

昭和58年3月
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総 論

情報技術の広が りと

人間 ・社会

情報技術の広がり

コンピュータ関連 技術 をベ ース と した情 報

技術 が,現 代 の経済,社 会,文 化 の諸側面 に

多大 な インパ ク トを与えて いる ことは,論 を

ま たないで あろう。 そ して この 力 は強 ま りこ

そすれ,弱 まる ことはない といえ る。

かつ て コン ピュータが 開発 され た ばか りで

(当時 の)超 大型商用機が初 めて登場 した頃,

数 十 台 の超 大型 機 が あれ ば世 界 中 の必 要 な

データ処 理 はすべて カバ ーできて しま う,と

さえいわれ た。 しか しす でに,そ れ よ り10万

倍 も優 れ た コ ン ピュー タが実 用 化 され て お

り,さ らに高性 能の ものが求 め られ開発が続

け られてい る。

現在 では,い わ ゆる汎用 コン ピュー タと称

される ものだ けで も全世界 で20万 台 近 く,こ

れ に オ フ ィス ・コ ン ピュー タ や ミニ コ ン

ピュータ,そ してパ ー ソナル ・コン ピュー タ

な どのデス ク トップ.・コンピュー タを含 める

と,そ の総 数 は500万 台 以上 にの ぼ ると もい

われ ている。 これ ら多 くの コ ンピュー タは,

単 体 または複 合 した形 で,事 務 処理 に,各 種

デー タ処 理 に,制 御 用 に,あ る い は家庭/ホ

ビー用に……と,さ まざまな使われ方をして

いる。そして通信機能と結 びつ くことによっ

て,コ ンピュータの影響力はさらに強 くそし

て広範囲に及んでいる。

情報技術の発展 は,処 理技術,記 憶技術,

通信(伝送)技 術の3つ に大きく分けて考 える

ことができる。これら技術が進み,互 いに絡

まり合い,互 いの発展 を促 し,さ らに高度化

していく,と いったパ ターンが積み重ねられ

ているわけだ。

処理技術は,狭 義のコンピュータ技術 と入

出力技術である。大きな部屋いっぱいを占領

し,何 十 トンもの重 さがあった初期の コン

ピュータと同 じ能力のものが,今 では手のひ

らに乗るほどになっている し,そ の信頼性 も
'

1,000倍 も 向上 してい る。 論理 回路 の コ ス ト

は年率25%も の低下傾 向 を続 けてきた。 マ イ

クロプロセ ッサー技術 の進展 は,さ ま ざまな

装置の中 に インテ リジェンスを組 み込 む こと

を可能 に した し,何 よりも コン ピュー タそ の

ものを小 さ くし,手 軽 に手 に入 るように した。

素子 レベ ルでみ ると,初 期 の真 空管 や トラ

ンジスタか ら,現 在 は超LSI時 代 へ と入 り,

高 性能化,高 信頼性 化,低 廉 化,コ ンパ ク ト

11
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化がいっそう加速 されている。ジョセブソン

接合素子,ガ リウムひ素素子などの,現 在の

LSI技 術の壁 を突 き破ろうとする試みも着々

と進められている。

アーキテクチャー的には,今 のコンピュー

タの根底概念であるノイマ ン方式の限界が明

らかになってきたため,非 ノイマ ン方式 コン

ピュータの開発 も始められている。1982年4

月から新財団の発足をみて,本 格的な研究開

発に入った第五世代 コンピュータ開発 プロ

ジェク トが代表的な例である。

入出力技術の進歩 とは,人 間との インタ

フェースの改善といってもいい。機械語か ら

日常語に近い高級言語へ,紙 にパンチされた

穴による信号の読み取 りか らマーク,文 字そ

して音声の認識へ,数 字とアルファベ ットの

みの出力か ら漢字 を含 めたさまざまな文字や

各種図形の高解像度出力へ,ま た音声出力へ

と,コ ンピュータは人間に近づいてきた。

コンピュータ ・ロジックやメモ リー技術 に

比べれば,入 出力技術の進歩 は遅々と したも

のであるが,そ の努力は着々と積 み重ねられ

ている。第五世代 コンピュータや人工知能の

研究で目指 されて いる知識情報処理の概念

は,人 間とコンピュータのインタフェースの

劇的な改善でもあるのだ。

記憶技術の進歩 も著 しい。高速,大 容量,

高密度,低 価格そ してコンパク トなものの開

発が進められている。特に著 しいのは,半 導

体メモリーと磁気ディスク技術である。64K

ビット/チップはすでに広 く用いられており,

256K/チ ップの実用化 も目前に迫っている。

磁気ディスクでは,先 ごろ垂 直磁化方式の実

用化に目途がつき,記 憶密度の更なる飛躍的

向上が実現 されようとしている。シリアル ・

12

メモ リー(逐 次アクセス ・メモリー)で は,

超大容量化への方向が進められている。

コンピュータ側の仮想記憶技術やア ドレス

部の拡張 と,こ うした高速 ・大容量 ランダ

ム ・ア クセス ・メモ リー,超 大容量 シリア

ル ・メモ リーが結びつくことで,階 層化され

たほとんど無限といえるほどのメモリー空間

が達成 されることになる。大容量メモリーの

保有が可能になったため,膨 大なデータベー

スの構築ができるようになったのである。

最近のメモ リー技術開発で特に注目される

のは,光 ディスクである。高密度 ・大容量の

メモ リー製品として有望視されていながら,

書き換えができなかった光ディスクに,こ の

技術開発が行 われたのである。画像メモリー

として,ま た磁気ディスクの競合製品として

今後の利用拡大が見込まれよう。

電話回線を介 して,デ ータ通信が行えるこ

とが発見 されたのは,1958年 というごく近年

のことだが,そ の後のデータ通信 の発展には

目さましいものがある。電話網,専 用線 私

設線のネッ トワークが,単 独であるいは相互

に接続 された形で複雑に絡み合って利用 され

ている。

衛星通信や光通信 といった最先端の通信技

術開発 も日進月歩の発展をみせている。一構

内程度の狭 い地域内で各種機器を効率 よくか

つ高速で結ぶローカル ・ネットワークは,オ

フィス ・オー トメーション実現の有力ツール

として脚光 を浴びている。電話網やCATV

網を介する双方向の情報通信サービスも,一

部で実用化が始まった。国家 レベルの動きと

しては,音 声,デ ータ,画 像等のあらゆる通

信を一括 して収容する統合ディジタル網への

関心が高まってお り,先 進各国では意欲的な



取 り組みが始められている。

企業,行 政機関,家 庭,そ して個人をも巻

き込むネッ トワーク化の波は,徐 々にしか し

確実に成長 を続 けているのである。

このように,さ まざまな情報技術が,単 独

にあるいは複合 して,さ まざまな局面におい

てさまさまなインパク トを与え,そ の結果が

また新たな情報技術 を生み,あ るいは他の情

報技術と結 びついていく……。最近急に注目

を集めるようになったニュー ・メデ ィアも,

新 しい通信技術 と新 しいあるいは従来の処理

/記憶技術の結 びつきと して,ま たは従来の

通信技術 と新 しい処理/記 憶技術 との複合 と

してとらえることができよう。こうして情報

化社会の高度化が促 されているのであるが,

情報技術のインパ ク トは,プ ラス面ばかりが

あるわけではない。そこでマ イナス面を正 し

く評価 し,そ のインパ ク トを最小 にしてプラ

ス面を最大にかつ円滑に引き出すことが必要

になってくる。

産業へのインパク ト

情報技術のインパ ク トを,ま ず産業面から

みてみよう。これは産業構造面と産業活動面

との2つ の面から考えられる。

産業構造面のインパク トは,ま ず情報関連

産業の発展ということが考え られる。情報関

連機器産業,情 報処理サービス業,ソ フ トウェ

ア業,デ ータベース ・サービス業等の発展が

期待 されるが,こ のほか新たな情報関連産業

の発生,発 展 も考えられる。雇用機会の創出

というプラスのインパ ク トが これに付随する

ことになろう。製品それ自体の変化や物流,

人的交流の変化 も起きてくる。そうなれば企

13

情報技術の広がりと人間 ・社会

業立地や技術開発面 での変化 も起 きて こよ

う。 シリコン ・アイラン ドとも称される九州

の半導体産業が,産 業立地の変化の1つ の例

といえるだろう。ニュー ・メデ ィアの進展に

より,こ うした変化が さらに促進され,ま た

変容 させられることも考えられる。

一方
,マ イナスのインパク トもある。需要

構造が情報を中核 として大きな変化をみせれ

ば,供 給サイ ドにも当然変化が生 じる。需要

が構造 的に減少すれば,現 在好況の業種 で

あっても,一 転 して構造不況業種に陥ること

もありうるわけだ。 ここにはマイナスの雇用

問題がつきまとう。

産業活動面での変化は,企 業活動の変化や

他企業/業種との関係の変化である。ATM(自

動金銭出納機)の 利用拡大で,銀 行の窓口業

務に大 きな変化が生 じてきているのは,誰 の

目にも明らかだろう。一般企業や大規模小売

店内にCD(キ ャッシュ ・ディスペ ンサー)

の設置も認められており,今 後ファーム ・バ

ンキング,ホ ーム ・バ ンキングの方向が進む

ことはまちがいあるまい。銀行業務だけでな

く,例 えばビデオテックス等を介 してのホー

ム ・ショッピングが普及すれば,商 品の流通

形態が大 きく変わることになり,製 造業,運

輸業,卸/小 売業での変化も生 じよう。

製造業における各種オー トメーション ・シ

ステムやロボットの導入で生産工程の合理化

が進行 していることや,オ フィス ・オー ト

メー ションによる事務合理化の流れは,改 め

て言及するには及ばないだろう。

事業分野の拡大も予想 される。従来の事業

と情報技術を結びつけることで,新 しい製品

やサービスの開発が行 われる場合がある。業

際的事業の出現ともいえるだろう。また,他
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業種分野への進出の場合 もあろう。従来情報

技術ユーザーだった企業がベンダー側の一翼

に名を連ねるようになる場合もある。そうな

ると,今 まで関連のなかった業種間での競合

も考 えられる。事務機器メーカーと電気/電

子機器 メーカーとがOA分 野で競合 関係 に

入っていることは,1つ の例 にすぎない。今

後は,銀 行業 とクレジット業の競合といった

新 しい形態も予想 される。

逆 に異業種間の提携なども考えられる。デ

スク トップ ・コンピュー タの販売 で,コ ン

ピュータとは縁がなかったような企業 と提携

し販売網がつ くられているのは,こ の例とい

えよう(逆 の方向からみれば,新 しい事業分

野への参入ともいえる)。異業種企業のリソー

スを合 わせ,新 たな事業機会 を模 索すると

いった動きもみられる。将来的にみれば,ホ ー

ム ・ショッピングの出現 による,販 売業,金

融業,運 輸業の連携などが考えられる。

企業間格差の変化 もあろう。これは,企 業

レベルでのコンピュータ ・リテラシーの問題

である。企業運営や事業内容に情報技術 をい

かに取 り入れるかが,企 業の命運 を左右する

場合がある。大企業と小企業の企業間格差が,

情報技術を契機として拡大あるいは縮小 して

いくのである。

社会 ・文化 へのインパ ク ト

社会活動 に対するインパク トも大 きい。

CDやATMの 普及 により,銀 行利用形態は

大きく変わったし,各 種予約 システムも身近

なものになっている。オンライン処理が行わ

れるクレジット・カー ドも,登 場 している。

医療情報 システムの構築 も進 め られてお

り,地 域医療,緊 急医療の質的向上が期待 さ

れている。交通管制 システムや環境監視 シス

テムなど,他 の社会 システムの充実にも力が

入れられ,社 会資本の情報化が進 められてい

る。一般家庭を対象としたホーム ・セキュリ

ティ ・システムも注目を集めている。

今後はこうしたシステムがさらに高度化 ・

広域化することが予想されるほか,遠 隔学習

システムや在宅勤務 システム等の導入も考え

られる。双方向CATVシ ステム等 を介 して

の新 しいコ ミュニ ティ ・コ ミュニケー ショ

ン ・システムの登場 もあろう。行政側では,

行政事務の合理化,迅 速化が行われうるほか,

さまざまな統計資料の迅速かつ包括的な収集

とその成果の利用が可能となる。

生活の個性化,多 様化や社会生活の利便性

の向上,行 政効率の向上 などが達成されるの

であるが,こ こでもマイナス面があることを

忘れてはならない。

情報 システムの複雑化,広 域化が進めば,

そこに意図的悪用一 犯罪一 が入 り込 む余

地も大きくなって くる。誤った情報が蓄積 さ

れることによって大 きな被害 も生 まれて く

る。金融情報ネットワーク,ク レジット情報

ネッ トワークにおいては,こ うした危険性へ

の対処が特に重要である。

プライバ シーの問題 もある。また,行 政府

への情報の過度の集中に対 しての歯止めも考

慮 しなければならない。オーエルの世界もあ

ながち杞憂とは言いきれないのである。

社会活動が情報 システムに依存するように

なればなるほど,そ の情報 システムの信頼性,

安全性の確保が不可欠 となってくる。犯罪の

ような意図的介入だけでな く,事 故や自然災

害への対処であり,何 よりも平常時における

14



正常運行の確保である。情報の漏洩や損壊へ

の対応が必要なのはいうまでもない。

先に述べたように,情 報技術の進展は,今

まで予想 もしえなかった事業機会を創出する

が,こ の結果制度面での問題が生 じることに

なる。既存産業 との産業秩序 の問題 ,公 共

的性格 を持つ ものに対する規制の問題,標 準

化の問題などである。現行法制では対応 しき

れない状況の典型的な例として,デ ータ通信

回線利用開放論議 をあげることができる。今

後は通信法だけでなく,放 送法や著作権法,

銀行法 そして独禁法 などの見直 しも必要 と

なってこよう。プライバシー法などの新 しい

法律の制定も必要になるかもしれない。

情報技術の文化面への貢献 も著 しい。芸術

的作品の保存 と普及に磁気テープやテレビ,

ラジオが寄与 してきたことは明白である。言

語,習 俗などの文化人類学的行動形態,自 然

現象,生 態観察,文 化遺産などの記録 にも情

報技術は役立 っている。コンピュータを使っ

た作曲,演 奏,グ ラフィック ・アー トといっ

た新 しい芸術作品も出てきた。今後発展が予

想 されるニュー ・メディアも,文 化の創造 ・

保存 ・普及に寄与することになろう。

しか しここでも,情 報技術 は諸刃の剣であ

る。文化の画一化,一 面的な文化 の押 しつけ

の危険性 も少なくない。強大な情報技術 を背

景とした文化が,そ れを持たない文化の存在

を圧殺 してしまうことさえあるのだ。

国際関係へのインパク ト

国際関係への影響 も考 えなければな らな

い。たとえば,高 度技術製品としての情報技

術製品/サ ービスは,貿 易摩擦の タネとなっ

15
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ている。64KRAMや 光 ファイバーでの 日米

摩擦 は記憶 に新 しいし,情 報サービス貿易で

は逆の日米摩擦が起きている。 これはナ ショ

ナル ・セキュリティの問題とも絡まり,複 雑

な様相を呈 している。

先進国間においては国の命運を左右する戦

略産業の育成問題でも,発 展途上国にとって

は,情 報資源の偏在の加速による南北格差の

拡大という意味となる。TDF(国 境を越えた

データの流通問題)も この側面を持っている。

マイクロエ レク トロニクスの雇用へのイン

パ ク トも,先 進諸国よりも発展途上国におい

て,よ り深刻な問題 となって現れる。これは

また,国 際関係の変化へと結びついていく。

TDFは,プ ライバ シーの問題 ともかかわ

りを持っている。各国でプライバ シー保護が

進められたとしても,ど こか一国でその規制

がなく,そ ことの情報流通が自由に行われる

と したら,プ ライバ シー保護は事実上無きに

等 しいものになる。TDFは また,ナ ショナ

ル ・セキュ リティや国家主権の問題で もあ

る。例えば,天 然資源や地形,施 設配置など

のデータが他国のデータベースに入れられて

いると したら,そ の国の安全保障 にもかか

わってこよう。SWIFTな どの国際金融 ネッ

トワークがさらに高度に発展 し,各 国通貨当

局の意向とは異なった動きをすることもあろ

う。多国籍企業が自 らのネ ットワークを使っ

て独自の動きをみせることもありうる。

情報技術の発展 は,さ まざまな問題 を浮上

させ,ま た尖鋭化 させる。 しかしこれは,新

たなそして真の国際理解 と協調へ向けての前

奏曲でもある。これに対 し真摯に,前 向きに

取 り組むことこそ,わ れわれに課せ られた使

命なのである。
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1

新しい経済尺度
"イ ン フォメ

ー シ ョン ・エ コノミー"

情報経済の国際比較をめぐって

高度情報化社会への発展と情報経済

最近,高 度情報化社会への指向が各方面で

論 じられるようになった。その背景には,情

報通信の分野におけるめ ざましい技術革新が

あり,そ れに対応 した社会的ニーズの高度化

がある。たとえば,電 電公社が提唱 している

高度情報通信 システム(lnformationNetwork

System:INS)の 構築 は,高 度情報化社会の

インフラス トラクチャーとしての位置づ けを

与えられたものである。それによって,多 彩

なニュー ・メディアが花開 くであろう。そ し

て,情 報産業の発展はめ ざま しいものがある

と思われる。

このように情報化の進展は着々と進んでい

るが,こ れまでのところ情報産業の研究の実

態を見ると,い くつかの問題点が見受 けられ

る。その第1は,情 報産業の構造分析や発展

動向の展望に当たって,総 合的,定 量的な研

究があまり行われていないことである。約20

年も以前に,ア メリカのブリッツ ・マッハル

プ教授の知識産業論に触発 されて,わ が国で

も同様の推計が試み られたことはあるが,そ

れ以後はほとんどこの種の研究が行われてい

ない。情報化がめざましく進展 したのは,実

際のところ最近の20年 なのであるから,こ の

期間についての本格的な分析 に取 り組むこと

は,重 要な研究課題となるはずである。

第2に,情 報処理 と電気通信の 「融合」お

よび情報活動の 「電子化」という2つ の重要

な変化を情報産業分析の うえで明確にとらえ

ていなければならない。従来の情報産業の研

究は,あ まりにも広範な領域を対象とするか,

あるいはあまりにも狭 い領域 にとどまってい

るかで,い ずれにせよ,上 記の2つ の変化を

とらえるにはふさわしくないのである。

そこで,電 気通信総合研究所においては,

情報産業の新 しい研究に着手 したが,こ れは

結局情報経済の分析 につなが るもの であっ

た。情報経済の研究 を通 じて,わ が国の情報

経済の特色が明らかとなり,ま たこれから80

年代 を展望 しての情報産業の変化をうかがう

ことができるように思われる。

情報経済研究の位置づけ

さて,現 在の環境下 における情報経済研究

の意義が理解されたとしても,こ れまでの情
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第H部 調和ある情報化社会へ向けて

報産業ないし知識産業研究とどのようにかか

わりあうのかが問題である。 これまで内外に

おいて行われてきたこの種の研究 は予想以上

に少ないが,そ れらを大別すると,以 下の3

つの流れとなる。

第1は マクロ経済的アプローチである。こ

れはマクロ経済学的手法を用 いて,情 報ない

し知識の生産,流 通等の諸活動が全産業ない

し経済全体に占める割合の変化,成 長率の差

異等を分析 しようとするものである。

このアプローチを着想 し,大 きな業績 をあ

げたのは,ブ リッツ ・マッハルプ教授であり,

1963年 に発行された著書 「知識産業」 は世界

的な反響をもたらした。

マッハルプ博士の著作以降,こ の分野での

ま とまった研究が なかった ところへ,マ ー

ク ・ポラ ト博士がより新 しい方法論を開発 し

て,情 報産業および情報経済の分析を試みた

のである。その分析 は,産 業連関表によるも

のであるが,さ らに経済の分析 に当たって,

情報産業として特化 した部門(コ ンピュータ

産業や電気通信産業等)を 第1次 情報部門と

して推計するほか,非 情報産業のなかでの情

報活動 を第2次 情報部門と して推計 してい

る。このポラ ト博士の研究は,最 近における

情報経済の分析手法 として優れたものである

との高い評価を受 け,OECDも そのメンバー

国について,こ の手法による情報経済の国際

比較分析を試みている。その概要については

後述 したい。

第2は 産業文明史的アプローチである。こ

れは一種の文明発展段階説であ り,そ の歴史

的視座 において情報産業を位置づけようとす

るものである。たとえば,1963年 の梅樟忠夫

氏による 「情報産業論一 きたるべき外胚葉産

業時代の夜明け」 はその典型である。このア

プローチに属するものとしては,ピ ーター ・

ドラッカー教授の 「断絶 の時代」,あ るいは

最近の話題作,ア ルビン ・トフラー氏の 「第

三の波」 をあげることができよう。いずれも,

社会の発展動向を定性的に示唆するうえで,

貴重なものである。

第3の アプローチは,情 報化政策の視点に

立つものである。この分野においては,わ が

国の推進 してきたコンピュータリゼーション

関連の施策が推進 され,す ぐれた成果をおさ

めたものとして海外からも高い評価 を受けて

いる。ただ し,こ のアプローチにおける情報

産業概念 は,狭 義のものとなっている。この

点からもマクロ経済的アプローチによる研究

成果の,示 唆するところは意義が大きい。

情報経済研究の基本的な考え方

この研究はマーク ・ポラ ト博士のアプロー

チに準拠 して行われたので,そ の基本的考え

方の概要について述べておきたい。

まず情報経済の計測であるが,産 業全体 を

情報産業と非情報産業 とに二分する。次いで,

非情報産業 を,情 報労働者の働 く部門と非情

報労働者の働 く部門とに分類する。かくして

一国の経済が情報産業(第1次 情報部門),

非情報産業内の情報活動部門(第2次 情報部

門),そ れ以外の非情報部門の3つ の部門に

分類されることになる。

この区分 に基づき,次 の2つ の尺度で時系

列分析が行われる。

第1は,そ れぞれの部門における付加価値

額のシェアがどのように変化 したかの分析で

ある。 このステップでの特色は,第2次 情報
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部門の生み出す付加価値の分析 を行うことで

あり,こ れによってマ ッハルプ博士がとらえ

ていなかった領域 に,メ スが入れられたこと

になる。

第2に,情 報労働者の就業構造が,前 述 し

た部門別にどのように変化 したのかを分析 し

た。さらにその内容について詳 しく見れば,

全労働者を情報労働者と非情報労働者に区分

し,さ らに非情報労働者を,農 業,工 業,サ ー

ビス業に三分 した。すなわち,労 働者を4分

類で分析 したのである。これによって,コ ー

リン ・クラーク流ではない新 しい基準で,就

業構造の時系列分析を行ったところに特徴が

ある。

付加価値額のシェアはどう変化 したか

まず,第1次 情報部門の付加価値額がどう

推移 したかは図1に 示すとおりである。同図

に見るように,1960年 より1979年 までの5時

点を通 じ,教 育分野 を除き各分野で付加価値

は伸びている。とりわけ,情 報機械製造業の

伸びは大 きいことが注目される。教育分野の

減少は,出 生率の低下を反映 したものと考え

られる。

次に第2次 情報部門の付加価値額の計測で

表1第2次 情報部門の付加価値額と対GNP比 率

1新 しい経 済 尺 度"イ ンフ ォ メー シ ョ ン ・エ コ ノ ミー"

図1第1次 情報部門の成長

(兆 円)

19601965

情報機械
製造業

出版 ・印刷

通信

専門/情 報

サービス

医療

197019751979

(出典)電 気通信総合研究 所資料

あるが,こ の部門の産出価格は直接計測でき

ない。そこで仮定を設定 して計測することと

した。たとえば,第2次 情報部門は非情報産

業が購入する情報資源 をすべて消費すること

と仮定するのである。

このような仮定に基づいて,非 情報産業に

雇用 される情報労働者の雇用所得と情報機械

の投資額に対する資本減耗引当てを算出 し,

(億円)

1960年 1965年 1970年 1975年 1979年

第2次 情報部門

雇 用 所 得

資本減耗引当て

合 計

66,835

5,976

72,811

106,211

13,038

119,249

180,491

24,396

204,887

281,821

29,876

311,697

348,982

32,337

381,319

GNP総 額 472,380 723,680 1,218,173 1,548,653 1,843,363

対GNP比 率 15.4 16.5 16.8 20.1 20.7

(出典)電 気通信総合研究所資料
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図2GNPの 規模と全情報部門のシェアの推移

(兆 円)
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図32分 類時系列変化
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第2次 情報部門の付加価値額が得 られる。そ

の結果 は表1に 示す。その伸びは第1次 情報

部門の付加価値額のそれよりも大きい。1975

年以降は20%ラ インを上回っていることは注

目に値する。

第1次,第2次 両情報部門を合わせたもの

が全情報部門であり,そのGNPに 占めるシェ

アの推移は図2に 示すとおりである。この図

に見るように,1970年 に若干の減少を経験 し

てはいるものの,両 情報部門がGNPに 占め

るシェアは伸びてお り,1979年 には35%を 上

回っている。しか し表2に 示すように,元 来

表2全 情報部門の対GNP比 率

推移

情報産業としてとらえられていた第1次 情報

部門の,GNPに 占めるシェアはほとんど横

ばいとなっている。つまり,わ が国では情報

産業は成長産業ではなかったということにな

る。これ はマッハル プ博士の所説 とは多少

違った傾向であり,き わめて重要な研究結果

と見なすべきであろう。

情報労働者のシェアはどう変化 したか

情報労働者が就業構造全体のなかで占める

位置は,1955年 ～1980年 の期間にどのように

(%)

1960年 1965年 1970年 1975年 1979年

第1次 情報部門

第2次 情報部門

14.1

15.4

14.1

16.5

12.7

16.8

14.5

20.1

14.7

20.7

両 部 門(計) 29.5 30.6 29.5 34.5 35.4

(出典)電 気通信総合研究所資料
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1新 しい経 済尺 度"イ ン フ ォ メー シ ョ ン ・エ コ ノ ミー"

(%)

表34分 類による労働力比率 ＼ 1955年 1960年 1965年 1970年 1975年 1980年

情 報 職 業

農林漁職業

工 業 職 業

サービス職業

18.0

40.4

23.9

17.7

213

32.3

28.2

18.2

26.2

24.4

29.3

20.1

29.4

19.1

30.8

20.7

34.6

13.6

29.9

21.9

37.7

10.6

293

22.4

(出典)電 気通信総合研究所資料

変化 したであろうか。国勢調査の数値を利用

して分析 した結果は,図3に 示す とお りであ

る。これは第1次,第2次 両情報部門におけ

る情報労働者が急速に増大 している状況を示

している。その数値は表3に 示 してある。す

なわち,情 報職業 は1955年 の18.0%か らユ980

年の37.7%へ とシェアが急増 している。これ

は付加価値の増大のテンポよりもはるかに速

いものである。

これをアメリカにおける同様の変化と比較

してみると,わ が国の変化の速 さがよく浮か

び上がって くる。図4に 日米の就業構造の変

化 を対比 して示 しているが,ア メリカの変化

のゆるやかなのに比較すると,わ が国は急テ

ンポで変化 しつつあることが分かる。たとえ

図4時 系列変化一アメリカとの比較
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(出 典)電 気 通 信 総 合 研 究 所 資 料

ば,ア メリカの工業期(第n期)は50年 続 く

のに,日 本では10年 しか続いていない。 しか

し,こ れはすでに述べたように,非 情報産業

の情報化が急テンポで進んでいることを意味

するものであり,情 報産業そのものは,そ れ

ほど大きく伸びているのではないことに留意

されたい。

情報経済の国際比較

OECDは ポラ ト博士の情報経済研究の重要

性をいち早 く認識 し,加 盟国であるオース ト

ラリア,カ ナダ,フ ィンラン ド,フ ランス,

日本,ス ウェーデン,イ ギ リス,ア メリカ,

西 ドイツの9カ 国の協力を得て,ポ ラ ト流の

アブ.ローチにより国際比較研究を行 い,そ の

レポー トを1980年 に発表 した。ただ,こ の研

究では国際比較のうえで,GNPよ りもGDP

を採用 している。

さて,第1次 お よび第2次 情 報部 門が

GDPに 占める比率 は,表4お よび表5に 示

す。表4か らは日本の第1次 部門の比率が相

対的に小 さいことを,ま た表5か らは第2次

部門においてはわが国の比率が相対的に大き

いことをうかがうことができる。言い換えれ

ば,わ が国の情報化の特質が,非 情報産業の

情報化の進展 にある ことだとい うことであ

る。

現在,電 気通信総合研究所では1990年 およ
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第ll部 調和ある情報化社会へ向けて

表4GDPに 占める第1次 情報部門の割合

オ ー ス トラ リア フランス 日 本 ス ウ ェ ー デ ン イギリス アメ リカ

(1968)14.6 (1962)21.6

(1968)22.8

(1973)24.8

(1960)8.4

(!965)14.4

(1970)18.8

(1970)16.9

(1975)17.8

(1963)16.0

(1972)22.0

(1953)19.6

(1967)23.8

(1972)24.8

(出典)OECD資 料

び2000年 における両情報部門の,GNPに 占

めるシェアを予測する作業を進めているが,

それによればこのような情報化の日本的特質

は,今 後急速に変化する可能性が出てきてい

る。すなわち,第2次 部門か ら第1次 部門へ

の繰 り込みが生 じることが予想される。

次に,就 業構造の国際比較は表6に 示すと

おりで,こ の面でも日本の情報化が必ず しも

速 くないことが明 らかになっている。付加価

表6経 済活動に占める情報活動(情 報労働力)の割合

表5GDPに 占める第2次 情報部門の割合

日 本 イギ リス アメリカ

(1965)21.8

(1970)16.2

(1963)13.8

(1972)10.9

(1958)23.1

(1967)24.7

(1974),24.4

(出典)OECD資 料

値額の傾向とも一致する結果となっている。

ここでも,今 後の構造変化のあり方が,研 究

課題として指摘 されるのである。

国および年

情報
労働分類

オーストラリア

19511971

カ ナ ダ

19511971

フィンランド

19701975

フランス

19541975

日 本

19601975

スウェーデン

19601975

イギリス

195川971

アメリカ

1㌃501970

西 ドイツ

19501978

平均変化率

情 報 生 産 者 3.35.1 4.47.6 3.34.3 3,66.4 2ユ4.5 2.54.8 3.95.0 5.07.2 3.16.3 十〇.60

科 学 ・ 技 術 0.40.4

{26{・・

0.61.3 0、61.0 0.60.8 0、51.4 1.32.1 十〇.14

コンサルタン ト

・サービス
0.91.6 1.83.0 0.51.1 0.51.2 1,11.5 1.92.7 十〇.20

情 報 収 集 0、61.2 0,81ユ 0.30.5 nscnSC 0.10.2 1.00.9 0.30.3 十〇.05

市 場 調 査 1,419 1.01.2 0.91.6 1.02.4 1.52.6 1.31.2 1.52.1 十〇.18

情 報 処 理 者 10,717.8 20,125.2 12,716.3 13,419.7 12,320.6 17,021.8 18,323.5 21,226.5 11,219.5 十1.65

管 理 と経 営

{・・{77陣 ・
6.36.7 2.34.4 3.13.5 4.56.6 8.68.1

監 督 と制 御 1.53.2 nscnSC 6.07.9 3.23.7 1、42.0

事 務 関 連 5,910.1 9,712.9 5.69.8 10,016.2 7,910.4 10,613.2 11,216.4 十1.08

情 報 流 通 者 1.82.1 2.54.7 3,13.5 L93.9 1.92.4 2.54.2 2.03.2 2、34.0 1.12.8 十〇.36

教 育 1.61.9 2.13.9 1.63.7 1.82.2 2.33.9 1.72.9 2.13.8 十〇.35

通 信 従 事 0.20.2 0.40.8 0.30.2 0、10.2 0.20.3 0.30.3 0,20.2 十〇.02

情報の下部構造 2.23.0 2.32.4 3.03.4 1.42.] 1.62.1 3.94.1 2.53.9 2.23.4 2、94.6 十〇.24

情報機器生産 0.71.2 0.91.3 0.60.7 1.01.4 1.31.4 L42.3 1.02.3 十〇.14

郵便と電気通信 1.51.8 1.41.1 0.81.4 0.60.7 2,62.7 1.11.1 1.21.1 十〇.05

計 18,028.0 29,339.9 22ユ27.5 20,332.1 17.929・.6 25,934.9 26,741.1 30,741.4 10,332.2 十2.83

(出典)OECD資 料
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2

激化するマイクロ

エレクトロニクスと労働問題

悲観と楽観のさまざまな論議

政策的対応が課題

マイクロエ レク トロニクス(ME)と 労働

をめぐる論議 は,次 第 に活発化する方向にあ

る。古 くはフランスのノラ/マ ンク報告から

始まって,経 済協力開発機構(OECD)は じ

め多 くの国際機関が報告 を発表 し,最 近では

日本の労働省や総評もこの問題 に取 り組み,

調査報告を発表 している。

こうしたさまざまな論議を大別すると,雇

用に与える影響 については,悲 観論と楽観論

に分けることができる。ME導 入による人員

削減効果の側面をながめた悲観論と,技 術革

新は経済成長の源泉 とする楽観論とは,そ れ

な りに議論の背景があるが,ど ちらも説得力

に今 ひとつ欠 けるところがあり,MEの 雇用

に与える影響について定説があるわけではな

い。む しろ現在 は,社 会のあちこちでMEの

導入が不 可避的 に進んでいる現実 を直視 し

て,そ のマイナス面 を計量調査 したうえで,

いかに現実的な対応 をするかという方策を探

ることに,重 点が置かれつつある。

MEお よびコンピュータの労働に与える影

響は,① マクロの労働市場,② 職場および職

務内容の変化,③ 職種別の増減 の3つ に

分けて考 えることができる。さらに,こ の3

つの領域で発生する問題への対応策を検討す

るわけだが,そ の際注意すべきことは,議 論

を技術的要因だけで進めることなく,長 期に

わたる景気変動,産 業構造の変化までも視野

に入れて論 じることである。

たとえば日本の場合,ME化 の進展で従来

高かった中小企業の雇用吸収力は小さくなる

など産業構造 自体が大 きく変わろうとしてい

る。 これに対する政府の政策的対応 もまだ端

緒についたばかりであり,政 策の現実的展開

はこれか らの課題として残されている。

悲観論と楽観論

悲観論 と楽観論に分かれるのは,ME化 の

進展で生 じる雇用減と雇用増が差 し引きプラ

スになるかマイナスになるか,予 測が難 しい

か らである。この予測 を技術的要因だけでは

論 じられないが,雇 用減 を大とみれば悲観論

になり,雇 用増を大とみれば楽観論になる。

議論が両極に分かれるのは,そ の国によっ

てME導 入の背景となっている経済情勢に差
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第II部 調和ある情報化社会へ向けて

があ り,し たがって議論を進める場合でも着

眼点が異なってくる,と いった理由もある。

悲観論 と楽観論は国ごとに色分 けで きる

が,こ れが,国 ごと地域ごとに経済情勢が異

なっていることの反映であることは納得でき

よう。1981年 に発表 されたOECDレ ポー ト

をみると,ア メリカ,カ ナダ,フ ランス,日

本が楽観論ない しは積極的導入の立場をとる

のに対 し,ス ウェーデン,ノ ルウェー,フ ィ

ンランドといった北欧諸国や西 ドイツ,イ タ

リアが悲観論 ないし警戒的な立場をとってい

る。これをもっと大ざっぱにみると,ヨ ーロッ

パは全般的に悲観論,日 本,ア メリカは楽観

論と色分けすることもできる。

悲観論は,MEの 技術革新が急速でかつ広

範囲 にわたっていること,そ の国の経済的基

礎条件(フ ァンダメンタルズ)が 弱いことな

どを前提に議論 を進めており,そ の議論を集

約すると,次 のようになる。

「ME導 入の結果,人 員削減が行われてい

るのは事実であり,MEは 熟練労働者にとっ

て代わ りつつある。 しかも大企業 に比べ,中

小企業労働者への影響が大 きい。特 にヨー

ロッパでは現在でも構造的不況のため,大 量

の失業者を抱え,労 働時間の短縮 によって危

機 を乗 り越え ようとしているのが現状で あ

る。 したがってME技 術の急速な進展 は,雇

用への大きな脅威となる。また労働組合が職

能別 であり,異 職種間の移動が難 しく,労 働

者の再訓練 もそれだけ困難である。 したがっ

て労組の抵抗 も強い」

これに対 し楽観論 は,技 術革新の持つ経済

成長効果や国際競争力確保の立場から導入を

認める論議を展開 しており,こ れまでの主張

をまとめると,「雇用へのマイナスの影響 は

今のところ少なく,あ っても企業内で解決 し

うる程度である。むしろMEは 消費需要の拡

大を促 し,雇 用創出に貢献 している」 という

内容になる。

OECD日 本報告 は,こ の楽観論の代表とも

いえるもので,ME技 術の雇用への影響を認

めつつも,新 しい雇用機会の創出によってマ

イナス面 を十分カバーできる,と の主張を展

開している。また,ヨ ーロッパと同 じ職能別

組合 を持 ちなが ら,社 会の情報化 に伴 う雇用

の増大に着眼 した議論 の多い アメ リ・カは,

ME技 術,情 報化の最先進国で,現 実に情報

産業が世界 を リー ドしていることが,ヨ ー

ロッパ各国 との見方の違 いを生み出 してい

る。

悲観論 と楽観論は,国 別に大体色分 けでき

るとしたが,こ れは現在の産業の国際競争力

や産業構造 の違いか ら発生 しているともい

え,む ろん1つ の国の中にも悲観,楽 観の両

者が並存 する。 イギ リス産業 省 は,「 コ ン

ピュータの導入により,1990年 代初頭のイギ

リスの失業者数は,200～350万 人に達する。

最悪の場合,10～15%の 失業率がありうる」

とする報告を発表 した。この報告 は,最 近の

不況ではか らず も数字的には現実化 して し

まったわけだが,そ れは別 として,1979年 に

イギリス雇用省は,国 際競争力確保の立場 か

ら議論 を発表 し,「技術革新 は長 い目でみる

と,生 産量と雇用の双方にプラスの効果をも

たらす」と悲観論 を批判 している。

さまざまな議論

公表 されている調査 ・報告の中で主なもの

を挙げてみよう。フランスの ノラ/マ ンク報
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告 は,「MEを 応用 した機器に よって,銀 行

あるいは保険などの業種で は現在の仕事 の

30%が オー トメ化 される可能性がある」 と指

摘,ま た国際労働機構(ILO)が1980年 秋 に

公表 したレポー ト 「マイクロエレク トロニク

スの衝撃」の中で引用 されているC・ ジェン

キンズとB・ シャーマンの論文は,「 イギリ

スでは1983年 までにさらに100万 人の雇用が

減 り,1993年 までには380万人,2003年 までに

は520万人の雇用が減る」 と予想 している。

ILOの 報告は,MEと 雇用の問題 と政策的

対応について示唆に富んでいるが,1981年 に

も 「科学技術および構造の変化が非筋肉労働

者の雇用と労働条件に与える影響」を議題と

する委員会が開かれ,MEの 影響が事務労働

へ浸透 していることが明 らかにされた。

OECDが この問題 を取 り上 げたのは1976

年秋にさかのぼる。科学技術委員会が,「ME

の生産性 と雇用に与えるインパ ク ト」を議題

の1つ として取り上げたのが最初で,そ の後

1978年 になると,特 別専門家グループが組織

されて,各 加盟国に対 してMEと 雇用に関す

る報告の提出を要請 した。 これに基づき公表

されたのが,OECDレ ポー トである。

OECDレ ポー トの中で 「日本報告」が楽観

論の代表であることは前 に触れたが,カ ナダ

報告も 「技術革新によって大規模な失業が発

生するには,新 技術がきわめて強 く労働節約

的であることを前提とするが,こ れまでの経

験からみてこの確証はない。新技術が労働需

要 を減少させることは明 らかだが,そ れは直

ちに労働節約的であることを意味 しない。問

題の中心 は,資 本の相対的価値低下に伴 う要

素代替および職業移動の問題であり,労 働需

給がうまく合わないため摩擦的失業は生 じる

2激 化 す るマ イ ク ロエ レク トロニ クス と労 働 問題 論 議

が,そ の一方,情 報技術者 は不足する。か り

に要素代替 による経済的調整能力が不備で

も,資 本蓄積と経済成長が可能ならば,永 続

的失業は避けることが可能である」と して,

楽観論を展開している。

このほか,西 ドイツの大手電機メーカー,

ジーメンス社が,「大企業の事務職の30%が

標準化可能であり,テ キス ト編集およびデー

タ処理の25%が ワー ドプロセ ッサーによって

オー トメーション化が可能である。1990年 ま

でにオフィス労働の40%が なくなり,事 務職

およびタイピス トの200万 人(西 ドイツのみ)

がおそらく失職するであろう」 との内容の予

測を発表 している。またMEと 雇用の関係を

論 じたものと して,欧 州共同体(EC)委 員

会の報告(1979,1980年),ロ ーマクラブの報

告(1979年)な どがある。

世界の労働組合運動の動向としては,国 際

金属労連(IMF)が いち早 くこの問題の検討

に着手 した。

1978年 のIMF世 界電機電子産業会議 で,

「MEに よる技術革新は,第3次 産業革命と

よばれる状況をもたらす可能性が十分ある。

90年代に予測 される大量の失業,職 務内容の

変化など,内 外の労働運動に深刻な挑戦 をな

すだろう」 と宣言,1981年5月 の世界大会で

は,従 来 にも増 した労働組合の政策決定参加

の必 要 性 が決 議 され た。 国 際 自由 労 連

(ICFTU)も,新 技術が労働者 の健康 まで

含めた脅威になっていると指摘 している。

日本でも徐々に杞憂の念

日本でも以上のような各国および国際機関

の論議を受 けて,こ の問題への取 り組みが活
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第n部 調和ある情報化社会へ向けて

発化 してきた。労働省 は,外 郭団体の雇用促

進事業団雇用職業総合研究所に委託 して調査

研究 を進め,1982年8月 に中間報告 を発表 し

た。同報告は 「今のところ雇用に大きな問題

を投 げかけてはいない」としながらも,「今後,

輸出環境の悪化による経済成長の鈍化,ME

導入の普及などの影響を受 けて,中 小企業,

中高年齢者などの雇用にさまざまの影響 をも

たらす」 と警告 した。

同じ頃に発表されたのが総評のマイコン調

査委員会がまとめた 「技術革新と労働組合」

と題する報告 である。報告 は 「MEの 影響は

放置すれば労働条件など企業内への影響にと

どまらず,中 高年層を中心 とした雇用不安 を

通 じて社会に深刻な影響を及ぼす」 として,

「技術革新のコントロールが必要 だ」 と訴え

ている。

社団法人 「科学技術と経済の会」(土 光敏

夫会長)が1982年 春に発表 した調査研究 も,

「長期的には雇用の減少が予想 されるので,

職種転換を進めよ」との主張を展開 している。

この研究は,MEの 技術進歩の影響を受ける

度合いは産業 によってまちまちだと して産業

を分類 し,雇 用の増減を計量分析 したことに

特色がある。

また最近では,電 機労連が加盟組合を対象

に行った調査をまとめ,「ME機 器の導入 で

6割 の事業所で配置転換が行われ,女 子や中

高年労働者がME化 行程か ら締め出されてい

るなど,雇 用 と労働条件への悪影響がはっき

り現れている」 と報告した。

楽観論と分類 される日本でも,MEの 影響

のマイナス面 をかなり強調 しているようにみ

えるが,そ れでも欧米に比べ,① 企業が長期

的訓練で従業員教育 を行う,② 組合が企業内

組合で,職 種の変更,配 置転換がやりやすい

一 という労使慣行があることに留意 しなけ

ればならない。

労働環境を含めた具体的影響

ME導 入による影響は,雇 用だけでなく労

働環境全般,企 業関係ひいては国際経済にま

で及んでいる。職場に及ぼす影響については,

これまで挙げた多 くの報告書の中で触れられ

ており,労 働時間の短縮,新 しい形の疲労,

労働者再訓練の問題など,労 組および政策当

局の抱える課題は幅広い。

ME機 器,と りわけ産業ロボッ トの導入に

よって24時 間操業が容易化 し,そ れに伴い交

代制労働が進行 している。投下資本の回収効

率を高めるために24時間操業が導入される結

果,生 産性は向上するが,労 働者の間には,

①生活が不規則,② 長生きができないのでは

ないか,③ 人員 が少ない(国 民春闘共闘会議

編 「交代制労働 白書」1981年7月)と いった

不満が,年 齢に関係なく出てきた。

また,こ れによって生み出されたコス トの

安い製品が国際摩擦の原因となっていること

は周知の事実 であり,対 抗上,他 の国でも24

時間操業の導入を検討せざるをえなくなって

いる。このことは労働時間の短縮や,経 済的

理由による24時 間操業への反対 という,こ れ

までの労働運動と逆行するものである。

一方で,女 子労働者の増加も指摘 されてい

る。ソフ トウェア技術者の不足を補 うため,

最近にわかに高学歴の女子の進出が目立ち,

富士通,日 立,日 本電気といったメーカーが

女子ソフ トウェア技術者の採用 に踏み切った

ことは注目された。
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別 表 マ イ ク ロエ レ ク トロ ニ クス化 の 具 体例

① 機 械 の エ レク トロニ ク ス化 ②機械とエレクトロニクスとの有機的結合

エ レク トロニ クス に よ るメ カ ニ カル 機 構 の置 換 エ レ ク トロニ ク スに よる制 御 機 能 の付 加

情報機器におけるエレク 計 測 シ ス テム に おけ る エ

メカニカル情報処理 メカニカル制御機構 トロニ クス と有 機 的 に 結 レ ク トロニ クス と有機 的

機構の全面的置換 の部分的置換
人の作業に代替 人の判断に代替

合 したメ カ ニ ズ ム に結 合 した メカ ニ ズム

電 子 ウ ォ ッチ 射出成型機 NC工 作機械 フ ァ クシ ミ リ 自動キズ検査装置

自動柄出編機
電 卓 包装機械 VTR 超音波自動探傷装置

工 業 用 ミシ ン

電子料金秤 電 子 ミシ ン ビデオ 内蔵 カ ラー カメ ラ ME機 器

自動 車(ア ンチ ス キ ッ ド,自 動 変速 機,警 報装 置)

o

ワ ー ドプ ロ セ ッ サ ー 電子カメラ 産 業 用 ロ ボ ッ ト 化 分 機 テー プ レコ ー ダ ー CTス キ ャナ ー

電 子 レ ジス ター(ECR) 電 子 モー ター 溶 接 ロ ボ ッ ト 航 空 機 自動 操 縦
複写機(PPC) 超音波診断装置

塗 装 ロ ボ ッ ト 自 動 化 船 舶

電子血圧計 音声合成電子学習器 生化学自動分析装置

介 護 ロ ボ ッ ト マイ コ ン付 エ ア コ ン

電子楽器

ノ

CAD/CAM
植 字 ・印刷 機 械 〃 ガ スレ ン ジ

電子式交換機 マイコン付洗濯機 〃 電気冷蔵庫

出所:「 マイク ロエ レク トロニ クスの雇用 に及ぼす影響 について(中 間報告)」 マイクロエ レク トロニ クスの雇用 に及 ぼす影響調査研究会

◎対象:東 証一部上場企業427社(1982年8月)
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第n部 調和ある情報化社会へ向けて

安全衛生の面でも,MEは 新 しい問題を提

起 した。パ ソコン操作による腱鞘炎,VDT

による視力低下,放 射線障害,ス トレスの増

大などで,必 ず しも医学的関連性が証明され

ているわけではないが,す でに世界のいくつ

かの労組,団 体がガイ ドラインを示 している。

たとえば,西 ドイツ銀行労組 は1980年 に,

「VDTオ ペ レーターは1日4時 間以上 の作

業をしてはならない」との内容の労働協約を

結び,ア メリカの国立職業安全衛生研究所 も,

VDT作 業のガイ ドラインを定めている。

コンピュータ化が進むと,コ ンピュータへ

のアクセス技術を持つ ものと持たざるものと

の間に能力格差が生 じる。これはコンピュー

タ ・リテラシーといわれるが,コ ンピュータ

にな じみえない中高年層 に特 に危機感が高

く,職 場のモラル,持 たざるものの精神不安

などの,労 務上の問題 を提供 している。

24時 間操業の問題にみられるように,ME

化の影響 は単に国内にとどまらず,海 外にま

で及ぶ。1980年 に出されたECの 報告書は,

「競争相手 に技術革新で遅れることは,EC

にとって危機 である。ECは 域内の雇用を失

い,輸 入増大を余儀なくされる」 と述べてい

る。日,米 に技術的にリー ドされることによっ

て,ECと しても競争上それに対抗せざるを

えないわけで,か りに日本で雇用水準が維持

されても,そ れがECへ の"失 業の輸出"に

つながっていると批判 される状況にある。

この図式 はそのまま南北問題にもあてはめ

られ,ILO,ロ ーマ クラブの報告書はこの点

に注意を呼びかけている。

発展途上国が低賃金 を利用 して輸出を拡大

し,内 外の製品市場で先進国製品と競合する

例はこれまでもあったが,ME技 術の進歩で,

たとえばディジタル式時計が香港製品と競合

関係 にあるなど,対 象は拡大 している。逆に

先進国でのME技 術の進歩が,発 展途上国の

低賃金労働を基礎とする労働集約産業に影響

を与える場合がある。発展途上国の繊維産業,

電子部品産業が,先 進国でのME導 入による

資本集約的設備導入によって,危 機に立たさ

れているという指摘である。

韓国,マ レーシアに進出 している日系企業

は,そ の採算ベースが日本の本社工場と比較

されているといわれている。ME化 で相対的

に高かった日本の労働コス トが低下 し,製 品

価格 を抑えることができるか らで,こ れまで

の海外工場進出の主な理由であった 「低賃金」

は意味をなさなくなっているともいえる。ア

メリカのコン トロール ・データ社が韓国か ら

撤退 したのは,こ の理由による。またこの関

係は国内でも親企業と下請企業の関係にあて

はめて,内 製比率の高まりと対応 している点

を重ねてみれば興味深い。

今後の見通しと労組の対応

MEと いう技術革新は,い ずれの国にとっ

ても経済の発展,生 活の向上のためには不可

欠である。 しか し,今 後低成長下でME化 に

よる余剰人員 をどこまで吸収できるか,配 置

転換などによる労働者の再訓練 をどうするか

など,労 組,政 策当局が直面する問題は多い。

この問題にいち早 く着手 した国際金属労連

'は1978年 の宣言の中で数々の対応策を打 ち出

したが,こ れ以後多 くの労組が,労 働協約の

中にも対応策を盛 り込んでいる。先に挙 げた

西 ドイツの銀行労組の労働協約はその一例だ

が,北 欧労働組合評議会(NFS)は1979年9
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月に 「コンピュータ問題 に関する労働組合活

動のガイ ドライン」 を発表 し,雇 用,共 同決

定(事 前協議),職 場環境,教 育などについ

て細かく見解を明らかにしている。

また,イ ギ リスの労働組合会議(TUC)

も新技術導入 に際 して,各 労組職場交渉代表

に対するチェック ・リス トを定めている。

日本では,総 評が]982年 に 「企業内はもち

ろん地域社会や政治の場でも,経 営の合理性

だけによる技術革新をチェックすることが必

要だ」 として,事 前協議制の確立などを訴え

たが,そ の後,ME問 題についてさらに検討

を加え,1983年 夏 の大会を機に,本 格的な対

応姿勢を決める予定である。

電機労連 も個別に検討を進めていて,1983

年初めに調査報告 を発表 したが,な お加盟組

合員を対象 に行った影響と合わせて,労 使の

事前協議で組合がチェックすべき点,安 全基

準などを盛 り込んだME導 入基準を作成 して

いるところである。

ME問 題 に対する各国の対応ぶ りはまちま

ちである。日本では,OECD日 本報告 くらい

で,政 府 レベルの対応策としては,労 働省が

行っている影響調査 を挙 げられるにす ぎな

い。この調査は1982年 度から2年 がかりで行

うもので,ユ982年 に発表 されたものは,そ の

中間報告である。 したがって最終報告が提出

されるのは1983年 夏以降のことになり,政 府

の具体的取 り組みはその後の問題である。

諸外国の事情をみると,た とえばイギ リス

では産業省,雇 用省がそれぞれ報告 を発表 し

ているの をみても分かるとお り,積 極的だ。

イギ リス労働省 は,人 的資源研究グループを

設 け,ME技 術の発展とその雇用効果を研究

し,人 的資源サービス委員会と訓練サービス

2 激化するマイクロエレクトロニクスと労働問題論議

局とが,教 育 ・科学省と共同で教育計画 を実

施 しているほか,ME用 再訓練,高 度訓練用

の予算を計上 している。産業省 も予算を計上

してロボッ ト導入問題の研究を行っている。

西 ドイツでも研究技術省が共同で職業病,

労働災害の防止,労 働の充実感の向上といっ

たテーマに取 り組んでいる。

フランスは科学技術政策 に熱心であり,そ

の一環として工業省が予算 を計上,学 校教育

における情報利用開発計画 を進めている。学

校教育での情報処理用新カリキュラムの設定

や,マ イコンの導入計画などである。

ヨーロッパではEC委 員会も対応策づくり

に努めてお り,い くつかの政策がガイ ドライ

ンとして示 されている。生産性向上,労 働時

間の短縮,作 業環境や生活の質の向上,職 業

訓練 の充実,労 使の協力といったもので,こ

れらのテーマは今でもEC委 員会内の雇用委

員会で討議が続けられている。

アメリカでは,経 済情報化に伴 う雇用の増

大 に着 目 した議論が多 く,「アメリカ経済 は

1967年 の時点でGNPの 約半分が情報経済部

門から生 じ,こ の部門に従事 しているものも

全就業者の半分を占めている」 といわれる。

この場合の情報とは,MEに とどま らず最も

広義の意味だが,MEと 雇用については,少

なくとも悲観的議論は少ない。しか しながら,

コンピュータ利用が幅広 く進んでいることか

ら,作 業環境の問題 は進んでおり,VDT作

業のガイ ドラインを定めたアメリカ国立職業

安全研究所 は,人 間工学的発想に基づ く機器

の研究 など幅広 く研究を進めている。また,

すこし古いが、1976年 に会計検査院が報告を

発表,そ の中で自動化が雇用 に与える影響の

調査 とその対応策を検討することを訴えた。
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3

最新技術はどこまできたか

エレクトロニクス・デバイスを中心にした

先端技術開発の動向

はじめに

半導体を中心としたエ レク トロニクス ・デ

バ イスは,ま すます高集積化,高 密度化,高

速化 に向かって進んでいる。これによって,

大 型 コ ン ピュー タか らパー ソナ ル ・コ ン

ピュータに至るまで,性 能の驚異的な向上と

低 コス ト化が促進された。

また,民 生用にも,大 量に使われ,家 電製

品の知能化,高 効率化に大きく貢献 している。

このほか,通 信網のデ ィジタル化が進むとと

もに,そ の中心的構成部品として,活 躍の舞

台を大きく広 げている。

しか し,一 方で超LSI技 術に代表 される

ように,発 展途上での新 しい問題点も現れ,

これをブレーク ・スルーするための新技術が

求められている。

このようなエ レク トロニクス最先端技術 を

眺めるとともに,将 来の展望にも目を向けて

みよう。

微細化 とリソグラフィ

集積回路の微細化 ・高密度化に重要な位置

を占め る リソグ ラフィは,サ ブ ミクロン領域

をめ ざ して各種 露 光 法 が しの ぎを削 って い

る。

まず光 による露光 は,1978年 に縮 小投影 露

光 装置 が登場 してか ら微細 化が進 み,10分 の

1縮 小装置 に よって,従 来,紫 外線露光 の限

界 とされてい た2ミ クロ ンを大 き く割 り込 ん

だ。

現在,超 高圧水銀炉 の発光 スペ ク トルgラ

イ ン(波 長436ナ ノ ・メー トル)を 使 い,1

ミク ロンに近づ きつつ ある。 さらに,最 近 で

は,同 じ水銀光 のiラ イ ン(波 長365ナ ノ ・メー

トル)を 用 いて0.6ミ ク ロ ンと,サ ブ ミク ロ

ンを実現 した もの(日 立製作所)も 現れた。

縮小投 影露光の ような レンズ系 では,解 像

度 は0.6λ/NA(λ:波 長,NA:レ ンズ開口数)

と され,開 口数 に大 き く依存 す る。高 開口数

レンズの開発,さ らにマ ス ク位置合 わせ精 度

の向上,レ ジス ト材料の最適 化で,サ ブ ミク

ロン時代 でも,十 分活躍 が期待 され ている。

一方
,電 子 ビーム露光 は,光 露光 の ように

光 の波長 に制限 され る ような微細化 の限界 は

な く,サ ブ ミクロ ン技術 の中心 とな って きた。

電子 ビーム露光 の問題 は,レ ジス ト内で の
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電子の前方散乱,シ リコン基板か らの反射に

よる後方散乱で起 こる近接効果。 これによっ

てパ ターン外のレジス ド領域まで露光 されて

しまう。この対策 に,高 加速電圧が使われる

ようになった。

光の縮小投影露光の限界を打破する,エ ッ

クス線による一括露光方式が,脚 光 を浴び始

めた。その解像度 に影響する要因は,半 影ボ

ケ,回 折,光 電子,オ ージェ電子などがあ り,

このため最小寸法0.1ミ クロンが限界とみ ら

れている。技術の完成度が低 いため,広 く使

われるに至っていない。

しかし,筑 波研究学園都市にある高エネル

ギー物理研究所の放射光を利用 した研究は,

注目される。高速電子の軌道を曲げた時に出

る放射光のうちのエ ックス線 を使 うもので,

平行で強力な線源であるため半影ボケを解決

すると期待される。電電公社のほか,各 メー

カーも研究に参加するとみられる。

イオンビーム露光は,電 子 ビームと同様,

直接描画ができ,散 乱が小さいため近接効果

も少ない。しかも,As,Bな ど,半 導体特性

に必要なイオン源も得 られ,レ ジス ト不要の

プロセスも期待できる。わが国の大阪大学,

アメリカのヒューズで研究が進められている

が,実 用化には,あ と一歩のところ。

シリサ イ ドの形成 には,金 属膜 をシリコン

基板上に置き熱処理する方法と,高 融点金属

(Mo,w,Tiな ど)と シリコンの混合膜 を熱

処理する方法がある。

後者の方法が有力だが,混 合膜の均一化,

再現性のためイオン注入する方法をとるとこ

ろ(日 本電気)が ある。

一方
,素 子分離技術は,そ れぞれのデバ イ

ス活性領域を,電 気的に絶縁するための もの

だ。 従 来,LOCOS(LocalOxidationof

Silicon)法 により,基 板 シリコンを酸化 した

厚いSiO、で分離が行われてきた。

しかし,こ の方法では,マ スクとなる窒化

シリコン膜 の下にまで横方向に酸化が進み,

バーズビーク(鳥 の くちばし)状 にSiO、がふ

くれる。 これにより,分 離帯の幅が広 くなり

微細化 を妨 げる。

LOCOS法 に代わる分離技術は,さ まざま

に行 われているが,最 も有力 なのは,BOX

(BuriedOxide)法 である。 これは分離領域

の酸化膜を2段 階にわたって埋め込む方法で

ある。

分離領域 となる部分のシリコン基板 を,垂

直にエ ッチングしてできた溝部に誘電体(多

結晶シリコン等)を 埋め込む方法の開発も進

んでいる。

配線と素子分離 ゲ ー ト ・ア レイ とFPLA

超LSIで 集積度が進むにつれ,MOSで は,

ゲー ト配線での遅延が,高 速化に大きく影響

してきた。現在の多結晶 シリコンより,1け

た比抵抗の低い金属 シリサイ ド(シ リコンと

金属の化合物),2け た低 い高融点金属が必

要とされる。

論理 素子 では,設 計か ら生産 まで長時 間 を

要 し,費 用 もかか るフル カス タムLSIよ り,

短 納期 で低 開発費 のセ ミカスタム に人気 が集

まってきている。

そ の 中 の 代 表 格 が,ゲ ー ト ・ア レイ と

PLA(ProgrammableLogicArray)で あ る。
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両者 と も,規 則 的な構造 を持 って いるため,

CAD技 術 が適用 しやす い。 いずれ も,ト ラ

ンジス タや抵抗が作 り込 まれて お り,前 者 は

ユーザー要 求に よって配線 し,後 者 はすで に

配線 されてお り,不 要部分 を切 断 して完 成 す

る。

ゲー ト・アレイは,TTL,ECL,CMOSな ど

が使 われてい るが,1983年2月,ニ ュー ヨー

ク市で開かれたISSCC(lnternationalSolid.

StateCircuitConference)で,わ が 国か らは

CMOSゲ ー ト・ア レイが2件(東 芝,日 本

電気),NTL(不 飽 和論理)が1件(電 電公社)

発 表 され た。

東 芝 は,20Kゲ ー ト,遅 延 時間1.5ns,日

電 は4Kゲ ー トに2KRAMを 組 み合 わせた複

合 ゲー ト・ア レイで,ゲ ー ト遅 延 時間2ns,

電 電 公社 は5Kゲ ー トで500psで あ った。

RAMを 搭 載 し た 複 合 ゲー トは,外 部

RAMと ア クセスす ると,高 速性 が生 か され

ぬ ためで,ECLゲ ー トで早 くか ら採用 され

た。またROMを 内 蔵 したもの(リ コー など),

PLA入 りの もの(松 下電 子)な ど さま ざ ま

である。

一 方
,FPLA(FieldPLA)は,チ ップの

使用効率 はゲー ト・ア レイよ り悪 いが,ユ ー

ザ ーが ランダム ・ロジ ックを,自 由に プログ

ラム でき る。高速FPLAも 開 発 されて い る

(日 本電気)。

MOS-DRAMと ゲ インセル

MOSダ イナ ミックRAMは,キ ャパ シター

に情報電荷 を蓄 えた1ト ランジス タ構 成 をと

ることに より,3年 で4倍 の高密度 化 を続 け,

大 規模 メモ リーの主流 を占めて きた。

しか し,64K,256Kと 集 積 化が進 むにつ

れて,難 問 に直面 しは じめた。まず,ゲ ー ト

下の チャ ネル長 が短 か くなる ため,短 チ ャネ

ル効果 に よって,し きい値電圧(ド レイン電

流が流 れ は じめる電流)が 変動す る。 また,

ドレイ ン空乏層 中で高エ ネルギー を得 た電子

が,ゲ ー ト酸 化膜 の障壁 を乗 り越 えて注入 さ

れ るホ ッ トエ レク トロン現 象 も,し きい値電

圧変動要因 となる。

このほか,空 乏 層の広 が りで,実 効 チ ャネ

ル長 が0に 近 くな ること によるパ ンチスルー

耐圧 の低 下 を は じめ各種 耐圧が低下 する。 こ

れ らを防 ぐに は,電 源電圧 を下 げる以外 に手

はな い。現在 の5V系 か ら,3V系 へ の移行

は必至で ある。

一 方
,256K以 上 で は,α 線 ソフ トエ ラー

の対 策 も深刻 となる。 さらにセ ンスア ンプの

感度 も低下 す る。 これに よ り,4M程 度 が限

界 となろ うと予測 され る。

そ こで,メ モ リーセル 自身 が信号 を増幅 し

出力す るゲ インセルが考 え られてい る。電電

公 社 通 研 が 提 案 し たDSC(Dynamically

SwitchedburiedChannel)セ ル で は,キ ャパ

シタ下 の埋込 み チャ ネル の開(`O')閉(T)

で 情 報 を蓄え る。キ ャパ シター電荷 の検 出で

なく,埋 込 チ ャネル電 流検 出なので大出力 が

得 られ る。

CMOSとSOl

超LSIが 着々と進み,次 々と難問 を抱え

るDMOSに くらべ,CMOSは,消 費電力が

少ない,動 作電源電圧の範囲が広い,雑 音余

裕度が大きい(雑 音 レベルが高くても誤動作

をしない)な どの長所で優位 に立 った。
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短所 とされてきたメモ リーセル面積 の大 き

さ も縮小 した。DRAMに 対 し複 雑 とされ た

プ ロセス も,DRAMの マ ス ク枚 数 増加 で差

はなくな りつつ ある。残 され た最大の問題 は,

ラ ッチ ア ッフ耐 性の向上 だ。

これは,寄 生的 に基板 内 にバ イポー ラ ・ト

ラ ンジス タが形成 され,雑 音信号 な どによっ

て動作 をは じめると電 流が流れ続 けて素 子 を

破壊す るもので ある。

ラッチア ップを除 くため には,素 子 間 を完

全 に分離 す るSOI(Silicononlnsulator)構

造 を取 る必 要が ある。 この ため,高 絶縁性 の

サ フ ァイ ア上 に,シ リコ ン膜 を成 長 させ て

CMOSを 作 るSOS(SilicononSaphire)技

術 が注 目されて きた(東 芝 ほか)。

このほか,電 電公社通 研 では多孔 質 シ リコ

ン酸 化 膜 に よ るFIPOS(FullIsolationby

PorousOxidizedSilicon),酸 素 イ オ ン注 入

で絶縁 層 を形 成す るSIMOX(Seperationby

IonImplantedOxygen)な ど を 目下 開発 して

い る。

これ らの技術 によってCMOSイ ンバ ー タ

は,0.1ミ ク ロ ン以下 の微 細化 が 予測 され,

動 作 速度 は約10psと,ジ ョセ ブソ ン素子 に

匹敵す る高性能 も予想 されて いる。

また,フ リップ フ ロ ップ構 造 を とる ス タ

テ ィックRAMはDRAMの よ うな電荷 の リ

フ レッシュを要 しないため,低 消費電 力で,

高 速 である。

記憶 セルが多 い点 は不 利 だが,急 速 に大 容

量 化 が進 み,1982年 のISSCCで64Kの 発 表

が あ り,市 場 に も出荷 され は じめ た。256K

のSRAMも,開 発中で ある。
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マスクROMとPROM

ROMに も,バ イポー ラとMOSが 使 わ れ

ているが,市 場に供給 され るもののほ とんど

はMOSで あ る。

目下 注 目 を集め ているのは,マ ス クでユ ー

ザ ーの用 途 に応 じてデー タを書 き込 むマ スク

ROMだ 。 特 に,OA機 器 に多用 され る よ う

にな った文 字 発生用 の マ ス クROMは,256

Kか らIM(沖 電 気,日 本電気)ま で市場 に

出荷 され てい る。1Mで は漢字4,000字 の デー

タが記憶 され る。

情報 の書 き込み法 は,A1配 線 層 とソース,

ドレインとの コンタク ト窓 の有無 を使 う方 法

が代表 的 だが,セ ル ・トラ ンジス タが,エ ン

ハ ンス メ ン ト(ゲ ー ト電圧0で ドレイ ン電 流

が流れな い)型 か,デ ィプ ソー シ ョン(電 圧

0で も電流 が流れ る)型 かで記憶 す る方 法が

ある。

ユーザ ーが書き込 みや消去 のできるPROM

(ProgrammableROM)で は,1970年 代 の 初

めに,イ ンテル社 が発表 したFAMOS(Float-

ingGateAvalanchelnjectionMOS)が,現

在 で も変形 された形 で使 われている。

絶 縁物 申 に埋 め込 まれたゲー ト電極(浮 遊

ゲー ト)に 電 子な だれ による高エ ネルギー電

子 を注入 して書 き込 む ものだが,ゲ ー ト電極

と制御電極 の2層 に し,ト ランジスタ1個 の

セル に して,現 在64K,128Kな ど が実現 し

ている。

この構造 では,情 報 を消 す時,実 装 ボ ー ド

か らはず して,紫 外線消去 をす る。 これ を改

善 す るた め,消 去 も電気的 にで きるEEROM

(ElectricErasableROM)が 各 種 開発 され て

い る。 い ずれ も,電 子 がSiO,と い うゲー ト
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ト酸 化膜ヘ トンネル効果 によって注入 され る

の を利用 した方 法 だ。32K・ 一一64Kの 素 子 も発

表 され ている。通常 はRAMと して動 作 し,

装 置電源 がオフ とな る時,そ の内容 を固定す

るものと して,今 後市場 も拡大 しよう。

GaAsとHEMT

超高速 の素子 と して,シ リコ ンに取 って代

わ ろうというのがGaAsで あ る。不飽和 領域

で,シ リコンの6倍,飽 和領 域 でも2倍 もの

電子移動速度 を持つ ためだ。

また,半 導体 なの に,高 抵抗 の絶縁 性 を持

ち,Crの 注 入 で さ らに絶 縁性 が高 め られ る。

絶縁層 の厚 さに よる,配 線容量 その他 の寄生

容量 も小 さ くで きる。

トランジス タには,シ ョッ トキー ・ゲー ト

電 界 効 果 トラ ン ジ ス タ(MESFET=Metal

SemiconductorFieldEffectTransistor)が 用

い られ る。 これ は,ソ ー スと ドレイン間 の表

面下 に,活 性層 を作 る。 ゲー ト電圧 によ り生

じた空乏層 で,そ の下の電流 チ ャネル を変化

させ,信 号電流 を変 える もの だ。

GaAsの 論 理 回路 に は,論 理振 幅 が大 き く

高速性 に優 れ るノーマ リオ ン型(デ ィプ リー

ション ・タイプ)と,ゲ ー ト構成 が簡単 で消

費電 力の少 ない ノーマ リオフ型(エ ンハ ンス

メ ン ト・タイプ)が ある。前者 は消費電 力が

大 き く,1Kゲ ー トが限界 だが,後 者 は10K

ゲ ー トは十分可能 である。

問題 は,空 乏 層の ば らつきに よる特性 の劣

化 で,こ の空乏層 を小 さ くする ため,活 性層

をn+に す る方法 が開発 され た。富士 通 で は

高 融点金属 ゲー トをマスクに し,電 電公社通

研 で は,レ ジス トーSiO,一 レジス ト3層 膜 の

SiO,を マ スクに,自 己整合 的(セ ル フ ・アラ

イン)にN+イ オ ンを注入 している。

1983年 のISSCCで は,32ビ ッ ト全加 算 器

(日 本電 気,加 算 時間2.9ns),16×16乗 算 器

(富 士通,10ns)の ほ か,1KRAMを 富 士通(ア

クセス タイム4ns),電 電 公社 通研(1.5ns)

を発 表 している。

まだ,結 晶組成 の均質化,大 結 晶 など問題

点 があるが,2～3年 後 には実用化 され よう。

GaAsを 液 体窒 素温度(-196。C)付 近 に置

いて,電 子移 動度 を速 め て使 うデバ イス が

HEMT(HighElectronMobilityTransistor)

で あ る。室 温で は,結 晶格子 が熱振 動 して,

電 子 が散乱す るが,極 低温 で は格子振 動 も小

さくなるためだ。

HEMTで は,GaAsとSiを 添 加 し た

AIGaAsの ヘ テ ロ接 合 を用 い る。GaAs側 の

接合面近 くに,層 状の"電 子 の溜 り場"が で き,

AIGaAs側 の 電 子が移 動 し,電 子層 を形成 す

る。電子 は,こ の電 子居中 を接 合面 に沿 って

高速で移 動する。

AIGaAsと 電 極 で形成 され る静電 容量 を介

して電流 を制 御す る。高性能 のマ イクロ波 デ

バ イ ス と して は有 望 だが,演 算 素子 や メモ

リー と しては,高 集 積化技術 が鍵 をに ぎって

い る。

ジョセ フソン ・デバ イス

鉛やニオブなどの超伝導物質が,液 体ヘ リ

ウムによる一269。Cの 極低温で起 こす動作を

利用する,ジ ョセブソン・デバ イスの研究開

発にも拍車がかかってきた。

代表的な構造は,数nmと いう薄膜絶縁層

を鉛などではさんだもので,接 合部に電流を
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流すと,あ る電波値で超伝導状態が破れ,電

圧が発生する。接合部での電圧の有無を"1"

と"0"に 対応させるわけだ。

ジョセブソン素子の論理演算回路には,磁

界によって状態変化を起 こす磁界結合型と,

入力信号電流を素子に直接流 しこむ,電 流注

入型とがある。電流注入型 は,小 面積でプロ

セスも簡単な点で有利だが,2～4ビ ッ トの

加算器 ・乗算器 といった,試 作 回路 にとど

まっている。

メモ リー回路 には破壊読み出 しメモ リー

(磁束量子メモリー)と,非 破壊読み出しの

2種 類 がある。前者 は,磁 束量子 の有無 を

"1"
,"0"に 対応させ,後 者は,超 電導ルー

プ中に,永 久電流を右まわ りに回すか,左 ま

わ りにするかを"1","0"に 対応 させるも

のだ。

ジョセブソン素子は,ア メリカ,な かでも

IBMの 研究 が一頭地 を抜いてお り,破 壊読

み出しで16KRAM,非 破壊で4KRAMを 開

発 している。わが国では,電 電公社通研が,

非破壊型で1KRAMを 開発 した。

磁気ディスクと垂直磁気記録

フ ァイル記憶 装置 の中心 となって いる磁 気

デ ィスク は,ま す ます高密度化 が進 み,1981

年 にIBMが 開 発 した3380は,1,260MB(片

面),ト ラ ック密度801TPI(TrackPerInch)

を実 現 してい る。試運転段 階でハ ー ドウェア

障害 が発見 され たことを理 由 に,出 荷 が半年

遅 れ,1982年3月 か ら出荷が始 まった,い わ

くつ きの もの だ。

これに は,半 導体 プロセスで作 られた,薄

膜磁 気ヘ ッ ドが用 い られ,鋭 い書 き込み磁場
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分布,高 周 波 における高 い透磁 率 など,す ぐ

れた特性 を持 って いる。

注 目され るのは,フ ロ ッピー ・デ ィス ク ・

ドライブの小型化,高 性 能化で ある。8,5,

3イ ンチな どがあるが,8イ ンチ の容量 は,

両 面 ・倍 密度 で1.6MBだ が,5イ ンチ と こ

れと同一 容量 のもの も現 れた(帝 人 メモ レッ

クス)。

3イ ンチ は 日立製作 所,日 立 マ クセル,松

下電器3社 が統一規 格案 を1981年12月 に発表

し,各 社 に働 きか けているが,難 航 している。

と は いえ,片 面 で250KBか ら500KBに 向

かって研 究 が進 み,電 子 タイ プ ライ ター,

TVゲ ー ム,ポ ケ ッ ト ・コ ンピュー タなどの

広い用途 が期待 され ている。

磁気 デ ィスクの ような長手(水 平)記 録 で

は,隣 り合 う記録 のS極(ま た はN極)が

向か い合 うため,互 い に減磁作 用 を及 ぼす。

これ に対 し,1977年 東 北大 学 の岩 崎俊一教 授

が発 明 した垂 直磁気記 録 は,磁 化が面 に垂 直

方向で,隣 接す る逆 向 きの磁化 と閉磁路 を作

るため,高 密度ほど安定 す る。

磁 化膜 に は,コ パ ル トー ク ロム合 金 をス

パ ッタ法で作 るが,連 続 スパ ッタ法 の開発(日

電 ア ネルバ)に 続 いて,3イ ンチ 片 面 に3

MBを 記録 した試作機 が開発 され た(東 芝)。

垂 直ヘ ッ ドの開発が遅 れて いるが,1～2

年 後 には,従 来 の磁 気記録 を2ケ タ上回 る記

録密度を持 つ装置が実用化 され よう。

磁気バ ブル ・メモ リー は,1977年 に試 作 さ

れ た1Mbの チ ップが1982年 に は中心商 品 と

なった。バ ブル転送路 は,非 対 称 シェブ ロ ン

(山 型肩 章 の形)や,ハ ー フ ・デ ィス クが よ

く用 いられ ている。

現在,4Mbの 試 作 か ら16Mbチ ッ プへ向か っ
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ている。その際 転送するための回転磁界が

増大するので,こ れを小さくするイオン打ち

込み転送路が研究されている。

大容量光ディスク

最近,大 容量 デー タ ・フ ァイルと して注 目

されて きた。半 導体 レーザ ーの ビーム をレン

ズ系 で集束 し,高 速回転 す るデ ィス クの薄膜

を瞬間的 に照射 し,そ の熱 で薄膜 を溶解,蒸

発 させ て記録 す る。読 み出 しで は,出 力 を落

と した レーザー を当てて,そ の反射 によって

ビッ トの有無 を判断す る。

この一般的 な方 式 では,記 録 の消去 ・書 き

換 え はで きない。 これ に対 し,光 磁 気デ ィス

クは書 き換 え可能 である。

レーザー加熱 と同時 に弱 い外部磁 場 を加 え

ることによって,磁 化 が反転 し,ビ ッ トを書

き込 むの が,光 磁 気 デ ィス クであ る。消去 の

際 は,外 部磁界 を逆 向 きにか ける とともに,

レーザー加熱 をす る。

記録密 度 は,静 止 画 では トラ ック ・ピッチ

は2、5ミ クロ ン,動 画 が1.7ミ ク ロ ン,デ ィジ

タル信号 が1.4ミ ク ロ ンと異 な る。デ ィジ タ

ル2値 信号 で1.4ミ ク ロン,ビ ッ ト長0.6ミ ク

ロ ンとす る と,30cmデ ィ ス クで40Gb,20

cmデ ィスクで18Gbと な る。

記録密度 を増す ため,V字 形 の溝 トラ ック

の斜面 に記録 し,回 折光 を使 って読み出す方

法 もある。 これ によって,2倍 に 高密度化 さ

れる。

音声デバイス

音声処理用 のLSIで は,音 声認識,音 声

合成用のものが,次 々と開発 されて注目され

ている。

音声認識では,あ らか じめ話者の声を入れ

て標準パ ター ンを作 り,そ れと入力音声パ

ターンのマッチングをとる特定話者認識で,

しかも,1語 ずつ区切って入力する離散単語

認識 の範囲にとどまっていた。認識語数 も

100語以下だった。

最近では,不 特定話者認識,連 続音声認識

の研究が進んだ。不特定話者認識では,音 節

を組み合わせた文字単位で認識できるように

なり(電 電公社通研),連 続単語の認識 も40

語までできるようになった(日 本電気)。

一方,「 しゃべる……」 が民生機器 にまで

進出した音声合成LSIで は,4Kbps程 度の記

憶容量のパー コール方式 をさらに圧縮 し,

2.4Kbpsで す ませ るLSP(LineSpectrum

Pair)方 式 が開発 された(電 電公社通研)。

これを利用 し,日 本語文章を,音 声に変換出

力する装置 も開発された(同 上)。

また,通 信用の音声情報のディジタル符号

化 ・復号化を行うCODEC(coder・=符 号器,

decorder=復 号器の機能 を持つ もの)も,従

来は2～3チ ップ構成だったのが,1チ ップ

化された。

これによって,通 信網のディジタル化に一

段と拍車がかかった。

また,現 在は,PCM方 式 により64Kbpsで

符号化 されて いるが,帯 域 圧縮 に より32

Kbps(ADPCM=適 応PCM)符 号化方式 も

開発 された。さらに,16Kbpsに まで圧縮す

るAPC-AB(適 応予測符号化一適応ビット

割当て)符 号化方式 も試作された。この方式

は,入 力音声を3つ のサブ帯域に分割,帯 域

ごとにビッ トを割 り当て符号化する方法だ。
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このほか,音 声や音楽 など7KHz帯 域の

音声信号を符号化する64Kbps高 品位符号化

方式,プ ログラムによって各種音声符号化を

行うプロセッサーなどの注目すべき研究が進

んでいる。

光通信 とデバイス

光通信 は,電 電公社が進めているINS(高

度情報通信システム)の 大きな柱 として,急

ピッチで開発が進んでいる。

半導体 レーザーや発光 ダイオー ドなどの発

光素子,ア バ ランシェ ・フォ トダイオー ドや

pinダ イオー ドなどの受光素子,さ らに光ファ

イバーなどはすべて実用 レベルに進み,研 究

開発は一段落のかたちである。

わずかに目立つのは,家 庭やオフィスに配

線する加入者線路の研究や,こ れに使われる

予定の光多重方式 に備えての合波器,分 波器

の研究である。

しか し,未 来形の研究は依然として活発だ。

まず第1に,現 在中継器では光を電気にいっ

たん変えて増幅 し,再 び光 に変えているが,

こうした変換を必要としない光直接増幅の研

究がある(電 電公社通研)。

また,光 のまま交換や信号切 り換えを行う,

マ トリックス光スイッチの研究もさかんであ

る。現在研究が進んでいるのは,導 波形スイッ

チである。

これは,結 晶基板上 に,薄 膜導波路 を形成

し,こ こを伝 わる光路 を空間的に制御 してス

イッチを行わせるものだ。

さらに,光 集積回路化の研究 もさかんだ。

光A/D変 換器は,画 像処理,広 帯域 レーダー,

原子炉制御などに期待 されているが,連 続比

較型と並列比較型 の2種 類 あるうち,高 速の

後者の研究が進み,4ビ ッ ト,828メ ガ ・サ

ンプルの研究結果がある(電 電公社通研)。

さらに,光 の2つ の安定状態が得 られる,

光双定素子は,こ れは"1","0"に 対応 させ

ることにより,光 メモリーや光論理素子と し

て利用できる可能性がある。

また,導 波路光 を組み合わせて,検 出光 に

応 じて導波路光を変調する回路も,論 理演算

器として使 うことができる。

このようにして,光 コンピュータの研究も

着々と進められている。
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コンピュータが拓く新分 野

コンピュータ ・グ ラフィックスの世 界

は じめに

今 日,コ ン ピュー タ ・グラフ ィックス とい

えば,単 に図形 や画像 を処 理す る技術 とい う

狭 い概念 か ら,CADを 中 心 とす る産業 界 の

あ らゆる分野 はもとよ り医療,教 育 や芸術 の

ジャンル にまでその利 用分野が拡大 してきて

いる。

CAD/CAMシ ス テ ム 中 心 の コ ン ピュー

タ ・グ ラフ ィック ス の概念 か ら,ビ ジュ ア

ル ・コ ミュニケー シ ョンの手段 と して社 会生

活の あ らゆる分野 にまたがる広 い概 念 に変容

しつつあ るとい うことである。

コ ン ピュー タで処 理 した図 形 や画 像 の イ

メージ ・プロセ シ ングだけが特 別 な意 味 をも

つ分野の時代 は,終 焉 を迎 え ようと してい る。

つ ま り,コ ン ピュー タを使 って特別 の意味 や

価値 を求 めるとい うので はな く,コ ン ピュー

タを手段 と してよ り広 範囲 な利用価 値 を求 め

た り,簡 単 に応 答が期待 で きるという分野 に,

コ ンピュー タ ・グ ラフィックスの今 ま でのア

プ リケー シ ョンに はなか った新 しい ビジ ョン

があるよ うに思 われる。

1963年,MIT(マ サ チ ューセ ッツ工科大学)

の1.サ ザ ー ラン ドに よってス ケ ッチ ・パ ッ ド

(SKETCHPAD)方 式 に よ る コ ンピュ ー

タ ・グ ラフ ィック スの 夜 明 け を迎 え,コ ン

ピュー タ利用技術 に新 しい布石 を打 った。

そ れ か ら 現 在 ま で わ ず か20年 間 に,

CAD/CAMは も と よ りシ ミュ レー ション,

CAI,医 療,ア ニ メー シ ョン,デ ザ イ ン,

OAに お ける ビジネス ・グ ラフ ィックス等,

広範 囲 な領域 にその裾野 を広 げてい った。 ま

た最 近 で は,CAD/CAMも,シ ミュ レー ト

可能 な三次元 モデ リング ・システムに よる設

計か ら製造 までの一貫 シス テムと解析 シ ミュ

レー シ ョ ン の 高 度 化 を 包 含 し たCAE

(ComputerAidedEngineering)と い う概念

に広が ってい る。

ここで は,コ ン ピュー タ技術 の発 展 をコ ン

ピュータ ・グ ラフィ ックス という切 り口か ら

眺め てい きたい。

コンピュータ ・グラ フィックスの歴史

1946年,真 空 管18,000本 を使 い,畳30畳 分

の 大 き さ と重 さ30ト ン の世 界 最 初 の コ ン

ピュー タ,ENIACが 誕 生 した。ペ ン シルバ
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ニア大学 の学生 だ ったエ ッカー トとモー リー

によって弾 道計算 のために開発 された この巨

大 な計算機 は,37年 経 過 した今 日では同 じ性

能 のコ ンピュー タは指 の先 にの るわずか2cm

×2cmほ ど の ワンチ ップ ・コンピュータに集

約 されて しまった。

もともと,計 算す る道具 と して開発 され た

コン ピュータにイ メー ジ ・プロセ ッシングの

ための機能 をつ け加 え,コ ンピュータ ・グラ

フィックス という分 野 をき り開 い たのは,当

時MITの 博 士課 程 にいた1.サ ザ ー ラン ドで

あった。

1963年,サ ザ ー ラン ドはMITのTX2コ ン

ピュー タを使 って,CRTと ラ イ トペ ン によ

るスケ ッチ ・パ ッ ド方式 とよぶ コンピュータ

を通 じて図形 と直接話 でき る会話型 の インタ

ラクテ ィブ ・グラフ ィック ・システムを開発

した。 これ を契機 と して,ア メ リカの大 企業

で は競 って コンピュータ ・グ ラフ ィックスの

研 究 と導入計画 が盛 んに行 われ るよ うにな っ

た。コンピュータ ・グラフィ ックスの開発 に,

MITは 忘 れる ことのできない存在 で ある。

CRTは,早 くも1949年 にMITで 実験 的 に

使用 され,1955年 に はアメ リカ国防 省の半 自

動防空 システム 「SAGE」 を 開発 して,コ ン

ピュー タ ・グ ラフィックスの研究 開発に先鞭

をつ けた。1962年 に はMITの 中 にCADグ

ル ー プが結成 され,CADと い う概念 を確 立

す るための要 を築 い た。

1960年 前 半 には,CDC(コ ン トロール ・デー

タ社)の デ ィジグラフ ィック(Digigraphic),

270型CRT,IBM360シ ス テ ムと同時発表 さ

れた2250型CRTとDEC(デ ィ ジタル ・イク

イップ メ ン ト社)のDEC338CRTとPDP

シ リー ズの ミニ コ ン ピュー タの3社 の メー
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カーが早 くも商用 のグ ラフ ィック ・デ ィス プ

レイ装置 を世 に送 りだ して,CAD概 念 の確

立 に一役買 った。

DEC社 のPDPシ リーズの ミニ コンの登場

は,コ ンピュータ ・グ ラフィ ックスを専用機

と して使 うための ター ン ・キー ・システ ムを

つ くりあ げ,こ れまでの大型 コン ピュー タに

よるバ ッチ処理か ら,ミ ニ コ ンに よる分散化

を推進 することにな ったの である。

1960年 中 頃か らは前記 の3社 に続 いて,グ

ラフィックス専門 メーカーの設立 ラ ッシュが

続 く。主 な メーカー を挙 げてみ ると1965年 に

は名門,ADAGE社 。1968年 に はサザ ー ラン

ドの設立 したE&S社,Calma社,Houston

Instrument社,Computek社 。1969年 に な る

とApplicon社,Computervision社,Vector

General社 と,現 在 で もそれ ぞれ特 徴 をもっ

た製 品 を送 りだ して い る メー カー が続 く。

1970年 のLundy社,1971年 のRamtek社,そ

して1972年 のMegatek社 と70年 前 半 ま でCG

メー カーが相続いで設立 され,現 在 のCG分

野 図 を形 づ くった。

ベ ク トル ・スキ ャ ン型CRTは ,1968年 に

Tektronix社 か らス トレー ジ型CRTが 発 売

され るまで は,き わ めて高 価 な代 物 で,航 空

機 メーカーな どの大企業 や大学 の研 究所等 限

られたところにしか納入 され なかった。

60年 後 半 に参入 したス トレー ジ型CRTは,

ベ ク トル ・ス キャン型CRTに く らべ,図 形

の部分 的 な消去や ライ トペ ンが使 えない,画

像 の カラー化がむずか しい などの短所 があ る

に もかか わ らず,低 価格 の魅 力で,タ ー ン ・

キー型CADシ ス テムの確立 を促進 した。もっ

とも ライ トペ ンしか使 えな い こと は,新 しく

タブ レッ トや ジ ョイス ティ ック,ト ラック ・
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ボール な ど入 力 機器 を普 及 させ る こ とにな

り,今 日のCADの 基 本 シス テム を構築 した

のである。

ソフ ト面 で は1965年,IBM,Lockheed,

McDonnell社 等 で デマ ン ド(DEMAND)プ

ロ ジェ ク トが結成 され,コ ンピュー タ ・グラ

フィック ス の利 用 技術 面 に メ ス を入 れ た。

McDonnellのCADDやLockheedのCADA

Mな ど もDEMANDが 契 機 とな って前後 し

て開発 され た。

1970年 代 に 入 る と コ ン ピュー タ ・グ ラ

フィッ クス の重 要 性 が 次第 に高 ま り,ス ト

レージ型CRTが 産 業 界 に普及 しは じめた。

70年 代 後半 には,そ れ までの ワイヤーフ レー

ムによる立 体表 示 にかか わって色付 きの面表

示 がで きる ラス タース キャ ン型CRTが 登 場

した。 もち ろん,素 子 もICか らMSIと な っ

て年々性 能 は飛 躍 的 に向 上 し,コ ス ト・パ

フ ォーマ ンス もよくな り,コ ンピュー タ ・グ

ラフィックスに対す る信頼性 が 高 ま り,製 造

業 のあ らゆ る分野 にCAD/CAMの 導 入が は

かれた時代 といえ よう。

1972年 に はユ タ大学 では,サ ザ ー ラン ドと

エバ ンスを中心 に面表現 の実験 的 コン ピュー

タ ・アニ メー ショ ン 「ハ ー フ トー ン ・アニ

メーシ ョン」 が制作 され,話 題 を よん だ。 こ

れ は人 間の顔 の よ うな具 象形体 を入 力す るの

にポ リゴン(多 角形)に 分 けて表示 し,そ の後

スムー ズ ・シェイデ ィ ング(smoothshading)

技 術 や,隠 線消去,光 と陰の陰影表 示 などの

ソフ トウェア技術 に よ り実物 に一歩近づ くこ

とになった。

この技術 に よって,多 面体 の明 る さを各部

で コン トロール しなが ら明 暗 をつ ける ことが

で きるように なった。 また,ラ ス タースキ ャ

ン型CRTの 泣 きど ころ であ る走査 で表示 す

る た め に,曲 線 か 斜 線 を ひ く と ジャ ギー

(gaggy)と よ ぶ鋸 歯状 の ギザ ギザ を生 じるの

で,こ れ を除去 す るための アンチ ・エ イ リア

ス(anti-aliasing)な ど の ソフ トウェ アが開 発

された。 したが って,こ れ まで の ワイヤー フ

レー ム ・モ デ ルか らサ ー フェー ス ・モ デ ル

へ,そ して ラス ター スキ ャンCRTを 獲 得 す

る こと によって,形 体 を リア リス ティックに

表現 す るソ リッ ド・モ デルへ,現 在 導入がす

すめ られている過渡期 である。

ソ リッ ド・モデ リングの技術 は,ま た リア

リテ ィを増 やす た めのマ ッピ ング(mapping)

に よ る テ クス チ ャ表現 が ここ4,5年 全 米 の

研究所 や大学 で研究 され,そ れ ぞれ成果 をあ

げてお り,デ ー タとプロ グラム され たアル ゴ

リズムだ けで,煙 や雲 の ようなものか ら同 じ

立方体 で も金属 か らガラス,樹 脂,石 膏,豆

腐 の ような柔 らかい もの まで,カ メ ラも感光

材料 も使用せ ずに,表 現 し分 ける写 真の よう

な リア リテ ィ表現 力 を人類 は獲得 したの であ

る。

新 しい コン ピュータ ・グラ フ ィックスの

概念

これまで述べてきたようにコンピュータ ・

グラフィックスの歴史 は,イ メージ ・プロ

セッシングの分野であるCAD/CAM中 心 に

展開 し,技 術的進歩 もそれらを取 りまく形で

発展 してきたことがわかる。事実,CGの 利

用分野ならびに設置金額をみても,圧 倒的に

CAD/CAMの 占める割合が高い。

ところが70年 代末頃から,こ の流れを変え

るような注 目すべき動きがあらわれてきた。
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表1コ ン ピュー タ ・グ ラ フ ィ ック スの あ ゆ み
作成=三.井 秀 樹

第1世 代 第2世 代 第3世 代 第3.5世 代 第4世 代

素 子 真 空 管 、 リレ ー トランジス タ、パラ メトロン IC MSI LSI

1945 1960 1970 1980

デ ィバイス

コ ン ピュ ー タ ・

グラ フ ィク ス

テ ク ノ ロジ ー

コン ピュ ー タ ・

グ ラ フ ィ ク ス

イ ベ ン ト

プ リン タ ー ・プ ロ ッ ター の 時 代

●XYプ ロ ッ タ ー

ベ ク トル ス キ ャ ン 型CRTの 時 代

● ワ イ ヤ ー フ レー ム ・モデ ル

●1946=ENIAC(世 界 初 の コン ピ ュー タ)

●1949=CRT(MIT)

●1952=NC(MIT)

●1955=SAGEシ ステ ム

●1956=APTII

●1959=DAC-1

(GM.IBM)

●1960==,K－ イ ン グ737CAD

●1962=CADグ ルー プ結 成(MIT)

●1963三 ス ケ ッチパ ッ ド方 式(MIT)

●1947=サ イバネテ ィックス理論、ノーバー ト・ウイナー

●1950=「 コン ピュ ー タ ・ア ー ト」B.Laposky

●1957=「 イリアック組曲」

(イリノイ大学,し ピラー,

L.アィザクソン}

●1963=MAC計 画

●1964=IBM360シ リー ズ

●1964=DAC-LCDCのDigigraphics

ス トレー ジ 型CRTの 時 代

●サ ー フ ェ ー ス ・モ デ ル

●1965=CADAM(ロ ・〃キー ド),CADD(マ クドネル)

●1965=テ クトロ;ク ス杜ス トレージ型CRT

●1965=ADAGE社 設立,有限要素法〔ロッキード)

●1966=IBM2250CRT,DEMAND(IBM)

●1966=APL

●1967=COGAP

●1968=E&S社 設立〔

●1969=Applicon社 設 立

●1969=VectorGrneral社 設 立

●1963=モ ンドリアン.ライbJ－の絵の実験(M.ノ ル)

●1963=「COMPUTER&AUTOMtaTION」 誌

第1回 コンピュータ・アートコンテスト

●1968=プ`laッ セル 万国博覧会

●1964=ニ ュー ヨー ク万 国 博覧 会

●1966=EAT紺r∫ 茂

●1966=「MATRIXＬJ..t,イ

ラ ス ター ス キ ャ ン型CRTの 時 代

● ソ リ ッ ド ・モ デ ル

■1971=マ イ コン(イ ン テル 杜)●1980=FA(フ ァ ク トリ・オー トメー シ ョン)幕 開け

■1971=Ramtec社 設 立 ●1980=BG(ビ ジネス・グラフィック)本格的導入始まる

●1972=Megatec社 設 立1●1980=第1回NCGA会 議

●1972=IPAD(NASA)●1982二 第9回SIGGRAPH

●1973=SCANIMATE導 入(東 洋現 像 所)●1982=第1回NICOGRAPH(東 京)

●1974=第1回SIGGRAPH会 談 ●1983=INTERGRAPHIC(東 京)

●1975=ICAM(空 軍)●1983=第10回SldGRAPH(デ トロイト)

●1979=OAII聯fV.幕1掲1ナ

●1972=ハ ーフトー ン・アニノーション〈ユタ大学)

●1973=GRASS〔 リアルタイムア;メーション,tハイオ州立大}

●1973=第1回 国際コンピュータ・アー ト展(東京)

●1975=ソ フトアーキテクチャーマシン(MIT)

●1975=MEDIAROOM(MIT)

●1977=ANIMAII(C.ク ス:))

トニー

●1967=モ ン ト リオー ル 万 国博 覧会

■1967=CTG結 成

●1968=サ イパネティック・セレンデ ィピティ展(ロ ン ドン}

●1968=コ ン ピュ ー タ ・アー ト展(東 京)

●1969=エ レ ク トロマ ジカ(東 京)

●1970=大 阪万 国博 覧 会

●1970=「 アー キテ クチ ャマ シン」(MIT)

●1982=ANTICSシ ステム(日本ユニパック)

●1982=本 格的コンピュータ・アニメ導入(JCGL)

●1982=福 島国際セミナー(芸術と技術の共生}

●1982=;「TRON」,「 スタートレックII」公開

●1982三 「アールジュニ」結成(東京)

●1982=「 エプコットセンター」(ディズニーワール ド)

●1978=ANTICS(A.キ ッチ ン)

●1978=ソ フ トセ ル(NYIT)

●1978=・DNAシ ミュ レ ー シ ョン(L.L.N,L)

●1979=VOYAGERLPIONEERIIシ ミュレーション(NASA ,jAL)

●1979=エ レ ク トロ オペ ラ(東 京)

●1979=ANTTS(オ ハ イオ州 立 大)

●1980=未 来の 家(フ ェニ ッ クス)

膳

U

×
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コ ン ピュー タ ・グ ラ フィッ ク ス は,コ ン

ピュー タを支え るプロセ ッシング技術 の大 き

く3つ の分野 に分 け られる うちの ひとつ,イ

メー ジ ・プロセ ッシングに属 してい るわ けで

あるが,最 近 これ らの領域,つ ま りコンピュー

タ利用 の主流 を占め るデー タ ・プロセ ッシ ン

グとOAの ワー ドプロ セ ッサ ー に代表 され る

テキス ト・プ ロセ ッシングの3つ の分 野 との

統合 す る利用形態が現 れは じめ たとい うこと

である。

これ までは,そ れ ぞれの分 野が独 自の 目的

の ため に開発 され発展 して きた わ けで あ る

が,オ フ ィス ・オー トメー シ ョンの分野 での

ビジネス ・グラフィックス などの例 をみ ても

わか るように,そ れぞれの専 門分野 と統 合 す

る形 で新 しい形態の メデ ィアや機器 が出現 し

てきた。

グ ラフィック ・モー ドを もった ワー ドプロ

セ ッサ ーや コンピュー タと既存 の メデ ィア,

た とえば インタラクテ ィブ ・ビデオ の ように

ビデオデ ィス クとコン ピュー タを結 びつ けた

新 しいメデ ィア,ニ ュー ・メデ ィアと よばれ る

ビデオ テ ックスや テ レテキ ス トな ど も,CG

を と りま く統合化 された新 しい形式 と して捉

え ることができよう。

もっともこう した動 きの背景 には,半 導体

の技術革新 と70年 代 末 に市場 に でた ラスター

スキ ャ ン型CRTの 存 在 を忘 れ る ことは でき

ない。

三次元造形 を表示す る場合,そ れ まで のベ

ク トルスキ ャン型CRTで は立 体物 の表 面 を

三角 形や四角形のポ リゴンに分 割 して表 現 す

る。 この場合,実 際の造形 とはか な りイメー

ジ的 にか け離れて しまい,設 計 図 や情 報 デー

タの整 理用 と して は便利 であ るが,複 雑 な形

44

体 の 場合,向 う側 の線 と重 な り,非 常 に見 に

くい。そ こで隠 れ線 消去 のソ フ トウェアが開

発 され,か な り使 いやす くはなった。

しか しなが ら,ラ ス ター スキ ャ ン型CRT

の登 場 で,そ れまでの線表示 に加 え,色 面 で

立 体 物 の表面 を塗 りつ ぶす ことが可 能 とな

り,現 実 の視覚 に近 いソ リッ ド・モデ ルをっ

く りだす ことが で きる よ うに なっ た。 コ ン

ピュー タによる画像 は,線 表示 か ら面表示 に

かわ って,よ り自然な形 でわれわれが 自由 に

とりだせるよ うになったわ けである。

色彩表示機 能の面 で も,ラ スタースキ ャン

型CRTは 優 れ た特 徴 を もって い る。 コ ン

ピュー タによる色彩表示 は,絵 の具 や印刷 イ

ンキ などの顔 料 の3原 色 とは異 な り,RGB

(赤 ・緑 ・青)の3色 で ある。 もちろん,色 光

であるか ら3色 重 なれば 白色光 とな る。色彩

を出力 す るた めに,8ビ ッ トのメモ リー を使

えば28=256色 表 示 できるので,現 在で はパ ー

ソナル ・コン ピュー タ ・クラスのCRTで も,

これ くらいの性能 を もって いるもの も少 な く

ない。 さらに大 容 量 の メモ リー をもって2'2

=4
,096色 や,224=約1,680万 色 か ら,任 意 に256

色 選 択できるカラール ックアップ ・テーブル方

式 を採用 してい るCRTが,す でに市場 にでま

わっている。

豊 富な色彩表示 を さらに現実 に近 い もの に

するため に,同 じ色彩で も輝 く色(illuminatic

color),つ や 消 しの色(matcolor),透 明 な色

(transparentcolor)の3種 類 の使 い分 けができ

るようになって いる コ ンピュー タ ・アニメー

シ ョン ・シス テ ム も,す でに現 実 の もの と

なっている。 これ にマ ッ ピングな どの技術 を

駆使 したテ クスチ ャ表現 が加 われ ば,よ りリ

ア リステ ィックな表 現技術 を獲 得す るこ とが



で きよう。

また ここ2,3年,IBMの 研 究 員,マ ンデ

ル ブロー ト(B.Mandelbrot)の 提 唱 す る フラ

ク タル理論 を実践 した山肌 とか海岸線,惑 星

の表面 等 自然界の複雑 な景 観 を描 写す る新 し

い質感描 写 の手法 が注 目 を集 めてい る。 コン

ピュー タ ・グ ラフ ィックスの世界的 な会議 で

あ るSIGGRAPHで は,フ ラ クタル理論 を実

践 した数 々の事例 が紹 介 され反響 を呼 ん だ。

おそ ら く,こ う したスーパ ー リア リズムに も

似 た 写 実 主 義 的 な傾 向 は 当 分 続 き,コ ン

ピュータ ・グラフィックスの技術革 新の主要

な流れの ひとつになるであ ろう。

一方
,デ ータに よる画像 の生成 ではな く,

画像 処理 とい う,レ ンズ を通 してと らえ た画

像 をコ ンピュー タによって処 理 して,目 的 に

あわせ た出力方法 で再 び人 間が見 る ことので

き る画像 に置 き換 えて や る技 術 と,シ ミュ

レー ショ ンの分野 で の コ ン ピュー タ ・グ ラ

フ ィックスの実用技術 の進歩 も目 ざま しい。

最 近,す っか り身近 に なった気 象衛星 に よ

る天 気予報図 や,ラ ン ドサ ッ ト衛 星 によ る土

地 利 用 の リ モー ト・セ ン シ ン グ。 ま た

VOYAGER1号 に よ る 土 星 探 査 の シ ミュ

レー ショ ン,LLNL(LawrenceLivermore

NationalLaboratory)の 遺 伝 子工 学 の ために

開発 したDNAの シ ミュ レー シ ョン,Boeing

社 の フ ライ ト・シ ミュ レー シ ョン,コ ーネル

大学 の環 境設計 の シ ミュ レー ションなどが,

これ らの よい例 であろ う。

最近 の コンピュー タ ・アニ メー シ ョンによ

る コマ ー シャル ・フ ィル ムや 「TRON」 「ス

ター トレック[」 に み られ る よ うに,コ ン

ピュー タ ・グラフ ィックスの実 用技術 が その

まま コン ピュータ ・アニ メー シ ョンや芸 術的
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4コ ン ピュ ー タが 拓 く新 分 野

表現技法として定着 し,従 来の芸術表現には

みられなかった新 しい視覚を開拓 した。コン

ピュータによる映像表現 は,ま さにビジュア

ル ・ショックであり,わ れわれにまた新たな

視覚体験を提供 してくれたわけである。

コン ピュー タ ・グ ラ フィックスの今 後の

動向

これまで コ ンピュー タ ・グラ フィックスの

発展 を主 に技術 的 側面 か ら捉 え なが ら述 べ

て,現 在CGが ど の ような位 置 にあるのか,

各 分野 か ら眺めて きた。 現在 コ ンピュー タ ・

テクノロジーは第4世 代 といわれて いるが,

今 後第5世 代 の コンピュー タリゼー シ ョンの

中で,コ ン ピュータ ・グラフ ィックスが今後

どの ように発展 し,ど の ように とらえて い く

べぎか述べ ていきたい と思 う。

まず,コ ンピュー タ ・グラフ ィックス は コ

ン ピュー タの プ ロセ ッシ ン グ技 術 か らみ れ

ば,先 に述 べ たように イメージ ・プ ロセ ッシ

ングであるが,今 後 はデー タ ・プロセッシング

とテキス ト・プロセッシングの3つ の領域が相

互 にかみ合 って,統 合複合化す る領域 が拡大す

る傾向が強まるものと思 われる。

つ ま り,イ メー ジ ・プロセ ッシングと して

の コン ピュー タ ・グ ラフ ィックスの分 野 と,

統 合 された領 域の コ ンピュータ ・グ ラフ ィッ

クスの分野 が,次 第 に混 じりあい,そ の領域

をひろげてい くであろう。

この拡大 され たコ ンピュー タ ・グ ラフィ ッ

クスの領域 も よくみ ると,3つ の 分野 に分 類

できる。

第1に はCAD/CAMに 代表 され るように,

コ ンピュー タで図形か画像 を生成 す る分野 。
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CAD/CAMの ほ か に,コ ン ピュー タ ・アニ

メーシ ョン,シ ミュ レー シ ョン,ビ ジネ ス ・

グラフなどがある。

第2に 画像処 理の分野 と して,映 像 の素材

はすでに用意 され てお り,こ れ を コ ンピュー

タに よって,加 工,修 正,合 成 などの処理 を

行 う 分 野。DVE(digitalvideoeffect)や

VTR編 集 機能 にみ られる技術 であ る。

第3に,地 球観測衛 星の リモ ー ト・センシ

ングの映像 やCTス キ ャナ ーに よる診断 シス

テムの ように,情 報 を デー タと してと らえ,

再 び映像 と して人 間の眼で と らえる形 で コン

ピュー タを利用す る分野 であ る。

コ ンピュー タ ・グラフ ィックスにお けるこ

れ らの大 き く3つ の方 向は今後 と も変 わ らな

いが,そ れぞれの領域 と技 術的側 面 の掘 り下

げに よって,そ の利用分野 は限 りな く広 がっ

てい くと思われ る。

CAD/CAMは,現 在 の二 次元 システ ム中

心 か ら早晩三次元 ソリ ッ ド ・モ デ リング ・シ

ス テ ムに レベ ル ア ップ して い くと予 測 され

る。また,タ ーン ・キー ・シス テムやホス ト・

コン ピュー タ直結型 のCADシ ス テムか ら,

つ まり 単 に設 計 支援 の コン ピュー タ利 用 か

ら,設 計か ら製造 まで一貫 した システムお よ

び解析 シ ミュ レー ションの高度 化の概念,す

なわ ちCAE(ComputerAidedEngineering)

の方 向とい う有機 的 な トー タル ・システムへ

と発展 してい く傾 向に ある。

CAMに つ い て も,CADに よ る デー タが

NCに 伝 わ る とい っ た狭 い概 念 で は な く,

FMS(FlexibleManufacturingSystem)と

い う広 い概念 の中 で,コ ス ト ・パ フォーマ ン

スとクォ リテ ィを重視 した合理的 な生産 シス

テムと して捉 えられ よう。 いずれ に して も,

CAD/CAMはFA(FactoryAutomation)の

中 で最 も重要 な システムで あ り,コ ンピュー

タ ・グラフ ィックスを核 と し,今 後 とも統合

され た ビ ジュ ア ル ・シ ス テ ム と して コ ン

ピュー タ ・グ ラフィックスの中心的 な存在 は

依然 と して揺 らがな いで あろう。

コ ン ピュー タ ・ア ニ メー ションや デ ザ イ

ン,フ ァイ ン ・アー ト(純 粋 芸術)で の応用

分野 は,い わ ばCAD/CAM技 術 の副産 物 と

して,こ れま でアーチ ス トやデザ イナーが余

技的 に利 用 して きたにす ぎなか ったが,70年

代 後 半 に な る と,ア メ リ カ に お け る コ ン

ピュータ ・グ ラフ ィックスによる新 しい視覚

は,ア ーチス トも動 じさせ ないわけに はいか

なかった。特 に数学的 な三次元曲面の表現 は,

今 まで理論 的 には可能 で ありなが ら,実 現 の

むずか しかっ たもので あ り,ま たコ ンピュー

タの演算 ス ピー ドを利 用 した,限 りな く続 く

複雑 な幾 何 形体 や コン ピュー タ特 有 の ワイ

ヤーフ レー ムによ る具 象形体表現 は,ま さに

ビジュアル ・ショックであ り,ま ず単位当 た

りの制作費 の高 い コマー シャル ・フィル ムに

よってわ れわれの茶 の間 を賑わ した。映画 や

CFば か りで な く,コ ン ピュー タ ・アー トと

いう新 しい美 術 ジ ャンル を得 て,今 後 とも視

覚世界の発展 に寄与 する ことであろう。

ビジネス ・グラフは,1980年 代 のOA時 代

の幕 開 けとと もに脚光 を浴び た分野 である。

ビジネス世界 の文章 や数 字 というデー タ情報

を,グ ラフや絵 に よって視覚化 し,パ ター ン

化す る ことによって得 られ る情報 を企業 経営

に役 立 て よ う とす る もの で あ る。 パー ソナ

ル ・コ ンピュー タの機能 向上 に伴 い,今 後 ま

すます重要視 され てい くで あろうが,各 メー

カーか ら市場 に でるハ ー ドウェアの互 関性 と
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ソフ トウ ェアの質的 向上が今後 の課 題で あろ

う。

70年 代 か らのエ レク トロニクス ・テクノロ

ジー の急 速 な進 歩 は,コ ン ピュー タ ・グ ラ

フィックスばか りでな く,情 報 ・通信技術 と

結 びつ き,そ れまで それぞれ個別 に発展 して

きた メデ ィアが融合 し,各 メデ ィア間 の境 界

領域 にニ ュー ・メデ ィアが登場 して きた こと

も,見 逃す ことが できないであろ う。

現在 登場 しつつ あるニュー ・メデ ィアは,

モ ー ドと して は新 しい視点 はみ られ ない もの

の,ビ デ オ テ ックス と よ ばれ る有 線 系 の メ

デ ィアは,こ れ までの メデ ィアには見 られ な

か った情 報の送 り手 と受 け手が 自由に コ ミュ

ニ ケー トで きる 〈双 方 向性〉 メ デ ィアと して

注 目を浴 びている。

わが国で はキ ャプテ ン ・シス テムと してそ

の成果 が期待 され ているが,放 送 系(無 線系)

の 文字多重 放送(テ レテキス ト)や パ ッケー

ジ系(物 流 系)の ビデ オデ ィス ク,フ ァク シ

ミ リと郵 便 が結 びつ い た電子郵 便 と あわ せ

て,情 報 の量 的拡大 と質的拡大 の担 い手 と し

て,今 後 最 も有 望 な 社会 的役 割 を もっ た メ

デ ィアといえよ う。

ニュー ・メデ ィアのバ ックボー ンは,オ プ

トテク ノロジー(光 通信)や 衛星 通信技術 と

コ ンピュー タ ・グラ フィックスと,コ ン ピュ
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一夕のエ レク トロニ クス ・テクノロジーの統

合 され たシステム技術 の存 在である。

今後 コン ピュー タ ・グラフ ィックスの動 向

はと りもなお さず,こ う したエ レク トロニ ク

ス ・テク ノロジーとの統合 シス テムの構築 の

如何 によって左右 され ることが予想 され る。

第5世 代 コンピュータが,今 い ろいろな角

度か ら注 目を集 めてい るが,次 期 コンピュ ー

タ素子 と して期待 されてい るジ ョセブ ソン素

子,GaAs(ガ リ ウム砒 素 電界 効果 トラ ンジ

ス タ),VLSI(シ リ コン超LSI)な ど の量 産

化が実現 され るのも間近で あろう。 この第5

世 代 コンピュータでは,コ ンピュータをいか

に人 間の感性 に近づ ける ことがで きるかとい

う観 点 か ら,① 音声 ・図形 ・画 像 ・文書 な ど

の直接入 力が できる知 的 インタフェース ・シ

ステ ム,② 自然言語 による会話 処 理,③ 問題

解 決 ・推論 システムと して学 習 ・連想 ・推論

機能 の実現,な どの機能 を備 えた知的 イ ンタ

フェース ・マ シンが考 え られてい る。 ここで

も,人 間 の感性 を視覚 を通 じてコ ンピュー タ

と対話 す るデ ィバ イスが中心的存在 になる こ

とは明 らかで ある。

コ ンピュー タ ・グラ フィックス はこ うした

意味 か らも,今 後の社会 に とって ます ます重

要 なメデ ィアになることは異論 のな い ことで

あろう。
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ニュー ・メディアの世 界

世界の動向と

新しい産業の胎動

多 彩 なニ ュー ・メデ ィア開発

1983年 は,国 連 が決議 した 「世界 コ ミュニ

ケー シ ョン年」 で ある。世 界各 国で コ ミュニ

ケー シ ョン ・インフ ラス トラクチ ャーの整備

が進 め られ る零 囲気 が一段 と盛 り上 げられつ

つ あ る。 おそ ら くニュー ・メデ ィアの開発 に

も,さ らに拍車 がかかる こと になるであろ う。

さて,こ こで取 り上 げるニュー ・メデ ィア

の範 囲につ いて述 べ ておき たい。ニ ュー ・メ

デ ィアと は文字 どお り解釈 すれば 「新 しい媒

体」 であ る。電気通 信,放 送,新 聞,郵 便,

出 版,情 報 処理等 あ らゆるメデ ィアの分野 で,

目下 めざま しい技術革新 が進 展 してお り,「 新

しい媒 体」 が次 々 と登場 して いる。 まこと に

多彩 なニ ュー ・メデ ィア開発戦 略が展開 され

てい るわ けであ る。限 られ たスペ ースのなか

で,世 界各 国のニ ュー ・メ デ ィア開発 の動向

を概 観 しな けれ ばな らな いとすれば,む しろ

中核 的 な意 義 を持 つ い くつ か の ニュー ・メ

デ ィアに,焦 点 を絞 って記 述 したほ うが よ さ

そ うであ る。そ こで,以 下 のメデ ィア を中心

にま とめ ることと したい。

第1は,ビ デオテ ックスの動 向であ る。 こ

れは世界の先進工業国のすべてがその重要性

を認識 し,積 極的に開発を進めてきたもので

ある。その結果,よ うやく商用化の段階を迎

えようとしている,ビ デオテックスの動きに

注目する必要がある。

第2は 文字多重放送である。ビデオテック

スと並んで,世 界的な開発 レースが展開され

てきており,し かもその普及 はすでにかな り

進んでいる。

第3は,CATVの 新 しい動 きである。たと

えば,双 方向CATVや 多目的CATVの 発展

動向は,こ れからのニュー ・メディアの勢力

分野に大きなインパク トを及ぼすであろう。

第4は,衛 星通信および衛星放送の動向で

ある。わが国の実用衛星が打 ち上 げに成功 し

たように,世 界の主要国における衛星の利用

は新 しい発展段階を迎えようとしている。

以上の4つ のニュー ・メディアを中心に し

て,関 連のニュー ・メデ ィアについても簡単

に触れることとしよう。

さて,ニ ュー ・メディア全体の動きを要約

すれば,最 近のメデ ィアの新陳代謝の活発化

は,一 段と顕著なものがあることを指摘 して

おきたい。すなわち,高 度情報化社会への指
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向が次第 に明確 にな り,そ のイ ンフ ラス トラ

クチ ャー と して の ネ ッ トワー ク の 整 備 が,

ISDN(総 合 サー ビス ・デ ィ ジタル ・ネ ッ ト

ワーク)と いう形 で論 じられ,ま たその形成

に着手 され ようと してい る。 なお,こ れ に関

連 して,多 様 なデー タ通信 サー ビスが開発 さ

れつつ あるが,こ れ らは他 の項 目で触 れ られ

るので,こ こでは割愛 することに したい。

商用段階を迎えたビデオテックス

ビデオテックスの開発は,パ イオニアであ

るイギリスがリー ドしてきたが,そ の商用後

の発展に若干の誤算があったため,次 第に様

相が変化 してきている。すなわち,イ ギリス

が占めていたリーダーと しての役割が,西 ド

イツの躍進やアメリカ市場の活性化等によっ

て,多 元化 した形勢 とな りつつある。以下主

要国における最近の動きについて述べよう。

まずイギ リスのプ レステルであるが,1979

年3月 に商用化され,電 気通信公社が積極的

にキャンペーンを展開 してきたものの,そ の

伸 びは依然 と して緩やかであり,よ うやく

20,000加 入前後にとどまっている。 したがっ

て,郵 電公社としてはプレステルの設備計画

を縮小する一方,後 述するような西 ドイツの

ゲー トウェイ ・サー ビスの導入 に努めるな

ど,対 策に懸命である。

イギ リスのプレステルの不振についてはい

ろいろの分析が試みられているが,そ の主た

る要因は,マ ーケティング戦略の失敗である

とされている。すなわち,プ レステルの提供

するサービスについては,情 報検索サービス

を中心に構想 したが,む しろテレショッピン

グといった トランザクション ・サー ビスやコ
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ンピューティ ング ・サ ー ビスの ほうが評価 さ

れ たというギ ャップが あ げ られ る。 これとと

もに,家 庭 向 けのマー ケテ ィング戦略 が受 け

入 れ られず,か えって オフ ィスが主要 な市場

となった こと も,大 きな見込 み違 い というべ

きであろ う。 さらに,プ レステルの料金 体系

もその発展 の障害 とな った といわれてい る。

あま りにも割高 で あ り,特 に家庭 向 けサー ビ

ス と しては利用 しにくい もの となっていたと

いわれている。

プ レステル の今 後 の動 向 を展 望 す れ ば,

マ ーケテ ィング戦 略 を転 換 し,ビ ジネス市場

を中心 と して,ゲ ー トウェイ ・サー ビス を含

む多 目的 メデ ィアと して,市 場開拓 を進 めて

い くことにな りそ うであ る。 その発展 の足 ど

りは,や は り着 実 な もの とな らざるを得 ない

で あろ う。

これに代 わって注 目 され るのが,西 ドイツ

の ビル トシルム ・テキス トの商用化計 画で あ

る。 ビル トシルム ・テキス トの ソフ トウェ ア

は,元 来 イギ リスの プ レステルの ものを導入

したのであるが,1980年6月 か ら西 ベル リン

およびデュ ッセル ドル フでの実験 の過程 で,

前 述 したゲー トウェイ ・サー ビスの開発 に成

功 したもので ある。 これ は ビル トシルム ・テ

キス トの コン ピュー タの みでな く,外 部 の企

業 が提供する コン ピュー タにア クセスす る こ

とに より,情 報 検索,テ レシ ョッピング,ホ ー

ム ・バ ンキ ング,予 約等 の幅広 いサー ビスが

利用 できる仕組 み であ る。実験 に参加 した家

庭か らもきわめて好評 で あ り,こ れに力 を得

た西 ドイツの郵電 省 は,1983年8月 か ら全 国

的 にこのサー ビス を商用化 す る計画 を進 めて

い る。各地 において,ビ ル トシル ム ・テキス

ト用 の コンピュー タ ・セ ンターが建設 されっ



第H部 調和ある情報化社会へ向けて

つある。

テ レマティーク戦略を積極的に推進 してい

るフランスで も,ビ デオテックスの開発には

大きな力を注いでいる。その1つ はテレテル

であって,イ ギリスのプレステルに対抗 して

独自の技術 として開発 されたものであり,そ

の技術水準は高 く評価 されている。その実験

は,パ リ郊外のベ リジー地区において,1981

年7月 か ら18カ月の予定で開始 され,1982年

秋からは商用化が行われた。

このほか,ビ デオテックスの応用として注

目されるのが電子電話帳である。 これは現在

の紙 に印刷 された電話 帳に代わるもの とし

て,CRTデ ィスプレイに よる電話番号検 索

システムを提供 しようとする,き わめて野心

的な試みである。

もっとも,こ の導入 は途中で改められ,加

入者がいずれの方式の電話帳でも選択できる

こととされたといわれる。電子電話帳 も1982

年6月 から,イ ル ・エ ・ビレヌ県で商用サー

ビスと して提供されている。この方式が成功

すれば,ビ デオテックスの普及を促進する画

期的なアプローチとなるであろう。

目をアメリカに転 じると,同 国におけるビ

デオテックス開発の意欲が,よ うやく盛 り上

がってきたことが注 目される。ヨーロッパ諸

国やカナダ等に比較すると,ア メリカの ビデ

オテックスに対する取 り組みは,や や消極的

であった。その背景 としては,次 の2つ があ

げられている。

第1に,ヨ ーロッパ諸国と異なり,ア メリ

カでは独占禁止法の関係か ら,AT&Tが 電

話以外の業務 に進出できなかったことから,

ビデオテックスへの関心が高まりにくかった

といわれ る。第2に,双 方向CATVや テ レ

ビ電話といったニュー ・メディアの開発が挫

折 したことか ら,幻 滅感が関係者の間に広

がっていたことである。

しか し,こ れらの背景もその後の情勢の変

化によってすでに解消 し,AT&Tを は じめ

放送会社,新 聞社,出 版社,CATV等 多様な

企業が,ビ デオテックスへの参入を検討 しつ

つある。たとえば,AT&Tは ナイ ト・リッダ一

社 と共同でビュー トロンと称するビデオテッ

クス実験 や,CBSと 共同 でベンチャー ・ワ

ンと呼ばれるビデオテックス ・サービスの実

験を通 じて,ノ ウハ ウの蓄積 を図りつつある。

アメリカの場合には,こ のような電話ネッ

トワークのほかに,CATVネ ットワークやパ

ケッ ト交換 ネッ トワー クを利用 した ビデオ

テックス ・サービスの提供 も検討 されてい

る。このように多様なアプローチがとられて

いるうえに,そ れらの間の技術基準の統一が

図られないという点が今後の問題 となりそう

である。

もう1つ,ア メリカのビデオテックスの今

後の発展動向に大きな影響を与える要素とし

て,司 法者 とAT&Tと の間 に成立 した,

1982年1月 の同意審決をあげておく必要があ

る。 この同意審決のなかで,AT&Tが デー

タベース情報を作成すること,と りわけ 「イ

エロー ・ページ」(職 業別電話帳)の 電子版

を作成することを,今 後7年 間禁止されたの

で あ る。 これ は ビデ オ テック ス分 野 に

AT&Tが 進出す ることにより,大 きな イン

パク トが新聞業界に及ぶことに対 して配慮さ

れたものである。

以上 に概観 したとお り,ビ デオテックスは

世界の主要国でいよいよ商用化の段階を迎え

ることになり,そ の豊かな技術的可能性が現
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実の市場のなかでテス トされ,よ りニーズに

適合 した方向へと発展することが期待 されて

いる。

文字多重放送の発展

国際的にはテレテキス トと総称 される文字

多重放送は,世 界の主要国で着々とその地歩

を固めつつある。とりわけヨーロッパ諸国に

おける発展 は注目すべきものがある。すなわ

ち,ビ デオテックスよりも経済性にすぐれて

いるため,提 供 しうる情報量に限度があるに

もかかわらず,広 く家庭 に受け入れられる可

能性のあることが実証されつつある。

テレテキス トもパイオニアはイギリスで,

BBCが シーファックス(Ceefax)と いう名

称の下に1976年 から,また独立放送協会(IBA)

がオラクル(Oracle)の 名称の下に1981年か ら,

それぞれ一般向けの放送 を開始 しており,す

でにそれを受信するデコーダーを備えた家庭

は20万以上に達 している。情報内容としては,

ニュース,天 気予報,株 価情報等であり,そ

の現行維持が容易であること,受 信に当たっ

て,情 報料を支払わなくてもよい点が評価 さ

れているといわれる。

イギ リスに刺激されたヨーロッパ諸国は,

いずれもテレテキス トを開発 し,実 験放送な

いし本放送を実施 している。フランスでは,

アンチオープ ・ディドンの名で,1979年 から

本放送 を開始 している。情報内容はイギリス

の場合とほぼ同様である。

西 ドイツでは,西 ドイツ放送連盟(ARD)

と ドイツ第2テ レビ協会(ZDF)が ビデオテ

キス トという名称 で,ま た ドイツ新聞出版協

会(BDZV)が ビル トシルム ・ツァイ トゥン
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グの名の下 に,.1980年 か ら実験放送 を開始 し

た。 しか し,こ の実験の初期には,新 聞社側

はテレテキス トの普及 によって新聞への悪影

響が及ぶことを恐れ,あ ま り内容のある情報

を提供 しなかったため,実 験の評価 はあまり

高くなかった。その後,放 送側と新聞社側 と

の協議により,次 第に情報内容が改善されつ

つあるといわれる。

アメリカにおけるテ レテキス トの取 り組み

は,ビ デオテックスと同様 に,当 初 は比較的

消極的なものであった。 しか し,最 近になっ

て多様なテレテキス トの構想が検討 されつつ

あり,今 後はめざましい発展をとげる可能性

が出てきた。テレテキス トに参入するのは,

CBS,NBCと いったネッ トワーク局ばかり

でな く,ロ ーカル ・テ レビ局やCATV等 の

多様なチャンネルが登場するものと思われ,

しかもそれらが衛星を利用 して全米に情報 を

分配する可能性がある。

もっとも,ア メリカのテレテキス トの将来

に問題 を投げかけているのは,こ のような多

様性の進展するなかで,技 術基準の統一が市

場のメカニズムに委 ね られていることであ

る。ビデオテックスについても同様の問題が

あることはすでに述べてきたが,テ レテキス

トの場合のほうがより多様化が進みそうであ

り,そ れだけにユーザー側 に大きな混乱が生

じる危険性が危惧される。

新展 開を見せるペイTV,双 方 向CATV

これ まで ヨー ロッパ諸 国 にお け るCATV

の 発 展 は,主 と してモア ・チ ャンネル指向 に

よる再送 信型 のものが 中心 で あった。 アメ リ

カ で は10年 前 か らオー プ ン ・ス カ イ ・ポ リ
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シーに基づく通信衛星が多数打 ち上 げられる

ようにな り,そ れ らを利用 してのCATV向

け番組分配が急速 に普及 した。それによって

CATVは 空中波テレビのサブシステムの地位

を離 れ,コ マー シャルな しの映画 や24時 間

ベースのニュース専門チャンネル等 を売 り物

にするペイテ レビ(有 料テ レビ)の 方向へと

発展することとなった。ペ イテ レビはアメリ

カ社会の環境変化にマ ッチしたものとして受

け入れ られ,め ざましい発展をとげつつある。

さらに,CATVの 新 しい発展動向として,

双方向化への指向があげられる。これはオハ

イオ州コロンバスのQUBEシ ステムをパ イ

オニアとするもので,家 庭内の端末,コ ン

ピュータ,上 りチャンネルを組み合わせるこ

とにより,ス タジオに対 してリクエス トした

り,意 見 を表明 した りできる,つ ま り双方向

コ ミュニケーションのできるCATVが,商

業的にも成功 することが実証 されたのであ

る。CATVの フランチャイズを獲得するうえ

で,双 方向性を売 り物にすることは効果的で

あることも,こ れまでの実績によって証明さ

れつつある。

この ようなアメリカにおけるCATVの 新

しい発展段階は,わ が国にも,ま たヨーロッ

パ諸国にも,大 きな影響を及ぼ しつつある。

それは双方 向性 を含 む多国的広帯域 ネッ ト

ワークと してのCATVの 再評価 という形 を

とって,具 体的な動きを見せ始めている。そ

の背後に共通 しているのは,情 報化政策への

なみなみな らぬ意欲 であ り,そ れがCATV

の豊かな技術的可能性 を発展させようとして

いるのである。

まず,イ ギ リスにおけるCATV政 策 の動

きをみよう。1981年7月,サ ッチャー首相は
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「省庁間にまたがる,情 報技術政策に関する

諸問題」の調整組織として 「情報技術ユニ ッ

ト」を,政 策提言機関として 「情報技術諮問

パネル」(ITAP)を それぞれ設置 した。この

パネルは]982年1月,「 ケーブル ・システム

ズ」と題する報告書を提出した。この報告書

のなかで,イ ギリスにケーブル ・システム,

すなわち新 しいCATVの 発展を図ることが

緊急課題であることが提言 されている。それ

によって,新 たな情報産業の発展が促進 され

ることが期待されているのである。すなわち,

民間の手 によるCATVネ ッ トワークの建設

と,双 方向性を含む多様なサービスの実現が,

イギリスにとって重要な意義を持つことが指

摘されているのである。

ITAP報 告書が提出された後,1982年4月,

政府はハ ン ト委員会を発足 させ,イ ギリスに

おけるCATVの あり方 を検討 させた。関係

者の意見を求め,か つ多くの討議 を経て,ハ

ント委員会は1982年9月,報 告書を提出 した。

このなかで,こ れまでよりも自由なCATV

政策がとられるべきことがうたわれている。

これに対 し,関 連業界からは賛否 さまざまな

意見が表明されている。

このようにして,ま だ流動的ではあるもの

の,イ ギリスのCATV政 策は大 きく転換 し

ようとしており,ニ ュー ・メディアと しての

発展の可能性が増大している。

次 に西 ドイツのCATVで あ るが,1975年

12月,プ ラント首相 に答申された電気通信 シ

ステム開発委員会(KTK)の 報告書のなかで,

まず基本方針が打ち出されている。すなわち,

CATVの パイロット・フ。ロジェク トの推進で

ある。このパ イロット・プロジェク トの実現

に当たっては,政 党を含む多 くの関係者の足



並 みが必 ず しも一致 せず,ま だ具 体化 しては

いない。

もちろん,実 験 室 レベル ではかな り高度 な

双方 向 シス テ ム を,ベ ル リ ンのハ イ ン リッ

ヒ ・ヘル ツ研究所 で は開発 してい るものの,

そ の適用 が遅 れているので ある。

最近 にな って,コ ー ル政 権 はCATVの 実

現 を促進 す る政策 を打 ち出す に至 り,ま た,

各 地 のパ イロ ッ ト・プロ ジェク ト構想 も,次

第 に具体 化 され つつ ある。 これ らの構 想のな

かには,緊 急医療 サー ビス,テ レテキス ト,

有 料 テ レビ ・サ ー ビス等 々,多 彩 なサー ビス

が含 まれてお り,今 後の推移 が注 目される。

さ らに フ ラ ンス に お い て も,最 近 新 しい

CATV政 策 が発表 され るに至 った。1982年10

月,フ ランス政府 は光 フ ァイバー に よ るCA-

TVの 導 入 に関 す る政 策 を決 定 した。 ジ ス

カール ・デス タン大統 領時代 には,CATVの

パ イロッ ト・プロジェ ク トは凍結 されてい た

ので あり,そ れ か らみれ ば大 きな政策転換 で

ある。

この計画 では,1983年 よ りパ リ郊外 をは じ

め10数 カ 所 か ら順 次光 ファ イバー ・ネッ ト

ワークを建設 し,1983年 末 までに10万 世 帯,

1984年 中 に30万 世 帯,1985年 か ら1995年 ま で

は毎年100万 世 帯の割 合 でCATV化 し てい く

ことにな る。 これ らはISDNの サ ブ システム

と して位置づ け られて いる ところに特 徴が あ

る。 もっ とも,こ の ような雄 大な構想 が どの

ように実 現 されるのか は,ま だ今後 の検 討 に

またねばならない であろう。

いず れ にせ よ,こ れ ま で比較 的保 守 的 で

あった,ヨ ー ロ ッパ のCATV政 策 が大 き く

転換 し,ニ ュー ・メデ ィア色 を強 め る傾 向 に

あることはまことに興味深 い。
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5ニ ュ ー ・メ デ ィアの 世 界

衛星通信,衛 星放送の動 き

1983年2月4日,わ が国初めての実用通信

衛星 さくら2-aが 打 ち上げられ,無 事静止

軌道に乗ったが,近 くこれを利用 して多彩な

通信サービスが提供 されることが期待されて

いる。 もっとも,す でにアメリカでは,RCA

アメリコム社,ウ ェスタン ・ユニオン電信会

社,AT&T/GTE社,ア メリカン・サテライ

ト社,サ テライ ト・ビジネス ・システムズ社

等の多 くの企業がそれぞれ衛星を打ち上 げ,

多様なサービスを提供 している。なかでも,

サテライ ト・ビジネス ・システムズ社 は企業

のオフィス ・ビル等に衛星通信用アンテナを

据え付 け,高 速データ通信やテレビ会議等の

新 しいサービスおよび電話サービス等 を提供

しており,そ の動向は各方面の関心を集めて

いる。

そのほか,通 信衛星 を利用 したCATV向

けのテレビ番組分配によって,ア メリカのペ

イテレビが飛躍的な発展 を遂げつつあること

は,す でに述べたとお りである。

カナダも国土が広大で,人 口が分散 してお

り,衛 星通信に適 しているため,1972年 にア

ニクAと 名づけた通信衛星 を打 ち上 げて以

来,こ の分野の発展に努めている。

また,多 くの離島との通信問題を抱えてい

るイン ドネシアも国内通信衛星パラパを打ち

上 げて大きな成果をあげている。

今後注目されるのは,放 送衛星による直接

放送の実現である。これは各家庭がアンテナ

によって衛星からの電波 を直接受信するもの

であって,こ れまでの地上波によるテ レビ放

送に大 きなインパ ク トを与えることが予想さ

れている。
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データベ ース・サ ービス時代

データベース ・サ ービスの現状

データベ ース ・サー ビスの背景

データベース ・サービスが成立するために

は,多 くの社会的要因,技 術的要因が必要で

あ り,そ のすべてが整 うことに よりデータ

ベース ・サービスの成立環境が形成 されるに

は,二十数年の年月を要 したのであった。デー

タベース ・サービスの現状と今後の問題 を論

ずるには,そ の社会的,技 術的環境 と様相の

変化を観察 しなければならない。

データベース ・サー ビスが成立 する に当

たっての基本的な要素 として,ま ずこのサー

ビスに対する社会における必要性 と要請があ

げられる。次いでその要請を満たすデータの

供給があり,そ れがサービスにおいて利用可

能でなければならない。さらに,よ り高 いパ

フォーマ ンスを実現 するためには,デ ータ

ベースを扱うより高い技術の成熟が必要であ

る。このデータベースを扱 う技術は,デ ータ

ベースとユーザーを結ぶコミュニケーション

技術とそれを実現する社会的環境を必要とす

る。そして,デ ータベース ・サービスがまだ

未熟で発展段階にあるとき(あ るいはそのよ

うな段階にある所において)は,何 らかの形

での公的 セク ター による支持 が なければな ら

ない。 これ らの データベー ス ・サ ー ビスの成

立環境 は国に よって異 な り,そ れ を正 しく把

握 しなければ,デ ータベー ス ・サ ー ビスの世

界的 な現状 も,ま たその中での わが国の もつ

問題点 も理解 が不可 能であ る。

データベース ・サ ー ビス に対す る社会 的必

要性 は,そ の社 会 にお ける知的 な活動 か ら生

まれ るもので あ り,そ の社 会 の諸活 動の情報

への依存度 の高 さ,情 報 入手 に対 する競争の

存在 が,デ ー タベ ース ・サ ー ビスの市場 を形

成す る要 因とな る。機械可読 な形で文書 を蓄

積 し,そ れ を機械 的手段 で検 索 し出力 する シ

ステムの最初 の試 みは,第 二 次世界大戦終 了

後間 もな く,1940年 代 にす でに行 われた。そ

れはア メリカ中央情報 局CentralInformation

Agency(CIA)に お けるIntellofaxと 国立標

準 局NationalBureauofStandards(NBS)

に お けるRapidSelectorで あ る。 この時期 に

は,ま だ電子技 術 は未熟 で電子計算機 も揺 藍

期 に あっ た。 この た めlntellofaxは,そ の 当

時の 最新 技 術 で あ るPCSを 用 い る もの で

あった し,RapidSelectorは 当 時 普及 しつつ

あった35mmフ ィルムを用 いるマ イクロ写真
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技術 を基礎 と し,フ ィルム内 に記録 した黒 と

白の バ イ ナ リ ・コー ドに よって 内容(分 類

コー ド)を 表 し,そ の コー ドと指定 した検 索

用 コー ドのパ ター ン ・マ ッチ ングで必 要文書

を検 索 し,必 要部分 を別の未感光 フィル ムに

密 着 プ リン トし,そ れ を現像 する ことに よっ

て出力 しようとする ものであった。

この ような先駆 け的試 みがア メ リカで行 わ

れ た理 由と して は,戦 勝 国であ るアメ リカの

経 済力 と,ア メ リカ中央官庁 にお ける諸記録

の集積 が,従 来 の フ ァイ リング手段 の限界 に

達 したことがあ げられ る。この2つ の要 因は,

特 に中央 官庁 に固有 な もの ではなか った。 こ

の試 みの あと1950年 代 か ら1960年 代 の初 め に

かけて,ア メ リカを中心 に数多 くの検 索 シス

テムが開発 され た。

Filmorex(フ ラ ンス 国 立 科 学 研 究 セ ン

ター),Minicard(EastmanKodak),Walnut

(IBM),CRAM(NationalCashRegister),

Video(RCA),WRUSearchingSelector

(WesternReserveUniv.)GE-250(General

Electric)等 々 で あ る。 これ らはす べて技 術

的欠陥 の ため1960年 代 の初 め に姿 を消 したけ

れ ども,ア メ リカにお ける大資本 が数多 くこ

の時期 に検 索 システムの開発競争 を展開 した

ことは,こ の システム に対す る社会 的要求 を

反映 してい る。

比 較 文 献 学comparativephilologyと い う

学 問分野 は,す で に紀 元前3世 紀 に ローマ で

成 立 している。 この ことは,わ れ われの記録

を保 存 し,そ れ を利 用 す る社 会 的 体系が,

ヨー ロッパ社会 で古 くより成立 している こと

を示 している。そ して この体 系 は,石 で築か

れ た文化 の中 で市 民 生活 の 中 に根 強 く定 着

し,長 い歴史 を持 っている。その1つ の例 証

6デ ー タベ ース ・サ ー ビス 時 代

は,ヨ ーロッパ人の新 しく造ったアメリカ社

会の中で,新 しい都市が形成 されるとき小 さ

な都市であっても必ず図書館が造 られ,そ の

地域の新聞をはじめとする記録が保存 されて

いるといった事実である。

社会の形成 と発展 において,情 報のstock

の形成が必要であるとする社会的通念は,わ

が国においてはまだ成熟 しているとは言えな

い。この基本的な違いは,今 後のわが国にお

けるデータベース ・サービスの発展 において

考慮 されるべき問題である。

諸記録のファイリング,社 会的な情報集積

の形成が市民生活,官 庁や企業の経営体質の

中に普及 している中で,そ の積極的流通 を促

進 しなければな らない国家的要請 が起 こっ

た。それは一方では,国 防力の基盤 を築 く科

学技術力の強化のために,ま た他方ではより

良い製品をより安 くより大量に生産 し販売す

るための,新 しい技術の開発のためのR&D

に対する膨大な投資に起因するものである。

底流としては,第 二次世界大戦中か ら軍事力

のための技術開発競争 は開始されていた。 し

か しそれを促進する直接的誘因は,1957年 の

ソ連邦のスプー トニク打上 げ成功 に始まる米

ソの宇宙開発競争に代表される,科 学技術に

対する国家的体制である。

国家的な科学技術体制は,ア メリカとヨー

ロッパ諸国においてはやや異なる形態をとっ

ている。アメリカにおいては,国 防,宇 宙,

保健 ・環境等の公的セクターにおける巨大 な

研究体制が民間,特 に産業界の研究開発態勢

を基盤としており,連 邦政府各省の研究投資

を通 して産業界のR&Dが 刺激 され促進 さ

れるという特性をもっている。それと平行 し

て,大 学には,各 省やその関連機関からの研
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第11部 調和ある情報化社会へ向けて

究 委託 も相 当量の契約 が行 われ ていた けれ ど

も,そ れ では偏 りが あるため,学 会活動 を基

盤 とす る伝統 的研究活動 に対 して国立科学 財

団NationalScienceFoundation(NSF)よ

り膨大 な研 究助成金 が交付 された。

連邦 政府各 省の研究開発体 制の中 では,2

つ の 目的 をもって情報供給 のための施設 が造

られ た。1つ は,研 究開発活動 に豊富 に情報

を供給 す ることに よる効率化 。 もう1つ は膨

大 な研究 支出 の結果 と して得 られた研究成果

の(国 家機 密 に属 する もの を除 いて)国 民 に

還 元す る,技 術移転 政策で ある。一 方,膨 大

な研 究委託 を受注 した企業 において は,そ の

研究 を遂行 す るために必 要 な情報 システ ム構

築 の努力 が行 われ た。 その中で,1950年 代 に

試 みて失敗 した情報検 索 システムが,電 子 計

算 機技 術 の発 展 の 中 で,再 び開発 され稼 動

を始 め て い た。 その 中 に,ロ ッキー ド社 の

DIALOG,SDC社 のORBIT ,IBM社 の

STAIRSの 原 型が含 まれてお り,リ アル タイ

ム処 理,TSS処 理 技 術 も生 まれ てい た。各

省の中 に情報 の集積 と供給 を目的 とす る機 関

が数 多 く造 られ た。NASAの 中 のScientific

&TechnicalInformationFacility,国 防 総省 の

ArmedScientificandTechnicalInformation

Agency,教 育 保 健 省 のNati。nalLibraryof

Medicine(い ず れ も1960年 当 時の名称)等 で

あ る。 その 中 で民 間 各社 の開 発 した情報 処

理 ・検索 シス テムが導入 され た。

他 方,NSFを 通 して助成 を受 ける大学 や

学会 活動 の中 では,ネ ッ トワーク技術 や通信

処理理 論 な どの研究 が行 われ る一 方,電 子計

算機 に よる学 術 的 出版 物 の編 集 や,そ の植

字 ・印刷 手段 にCRTを 用 い るとい う印刷 形

式の変革 が行 われ た。 これ は,機 械可読形 式
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のデータベースの基盤を造ったのである。

これに対 し,ヨ ーロッパ諸国における状況

は異なる。まず基本的に,ヨ ーロッパ諸国の

研究開発 および情報問題に対する姿勢は,産

業 ・経済政策 を基盤としている。かつて植民

地を持ち,経 済基盤のある部分をそれに依存

していた国々は,新 しい経済基盤 と産業体制

を築 くことが当面の課題であった。アメリカ

との経済力の差 は大きく,R&Dへ の支出も

桁違いに少なく,情 報 システムによる経営支

援 システムの開発 も,ま た電子計算機の利用

すらも,1960年 代 はヨーロッパ諸国において

は普及 しなかった。ヨーロッパにおける電子

技術の遅れの1つ の原因として,ヨ ーロッパ

の電子機器市場がIBMに 独占され,ヨ ーロッ

パの電気機器 メーカーにとって,政 府か らの

受注をベースとして,政 府プロジェク トをテ

ス ト市場として電子技術を育 くむ機会が得 ら

れなかったことも見逃 してはならない。この

点は,わ が国はヨーロッパ諸国よりも有利な

立場にあった。

これに対 し学界活動を基盤とする情報の供

給態勢において,ヨ ーロッパにおいてはまっ

たく異なる形で問題があった。 ヨーロッパ は

学会活動において,長 い伝統 を持っている。

そ して学術のあらゆる分野 において,ま た伝

統的産業のあらゆる場面において,学 会,協

会の活動が普及 し,成 果の発表,文 献目録の

発行,デ ータ集の発行等が,如 何なる小さな

学会であれ,協 会であれ,風 格ある出版物と

して刊行され,そ の集積が造 られていた。科

学技術の分野においてもそのような形の活動

をする機関は,1960年 段階で ドイツにおいて

もフランスにおいても,そ れぞれ200を 越 え

ていた。



この活動はヨーロッパの情報問題の基盤を

形成するものであるが,国 家的情報体制を編

成するに当たって大 きい障害で もあった。

1960年代は,ア メ リカの華々しい技術開発を

見守って来たヨーロッパ諸国は,]970年 代に

入ってそれぞれの国において,ま たヨーロッ

パ共同体 を中心とする国際協 力の中 におい

て,国 家的情報流通体系の編成を開始 した。

その中での1つ の問題 は,こ のきわめて細分

化された学 ・協会活動 を如何に統合するかで

あった。科学研究が巨大化 し,学 際化 し,新

しい技術の開発は多様な技術要素の複合であ

り,産 業 も多角化する中で情報の供給は,可

能なかぎり多 くの分野について標準的な形態

で行われる必要がある。そ して,機 械可読化

とその機械的手段 による供給のためには,相

互に内容の統合をはかるための従来の伝統的

編集方式や基準の変更が必要である。

この統合化 と標準化 に対 して,数 多くの伝

統 ある学 ・協会は保守的に反応する。 これが

国家的情報の体制 を編成 し近代化するに当

たっての障害となっているのである。

データベース ・サー ビスを支える技術的要

因も,電 子計算機技術の発展 とともに変化 し,

現在 も新 しい可能性 を求めて模索が行われて

いる。

電子計算機がまだ登場 しない段階において

は,PCSや 光学手段 を利用 しようとして,

第2世 代の電子計算機 においては磁気テープ

を記憶媒体とするバ ッチ ・モー ドの検索 シス

テムが稼動 し,1960年 代の半 ばには数多 くの

検索 ソフ トウェア ・パ ッケージが売 り出 さ

れ,い くつかの大学の計算センターや研究機

関を中心 として,有 料の検索サービスが登場

した。
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6デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス 時代

第3世 代 に入 り,計 算 速度 の高速化 とデ ィ

ス ク ・メモ リーの普及(コ ス トダウ ン)と と

もにイ ンタ ラクテ ィブ ・モー ドの検 索 システ

ムが 次第 に主 流 を占 める。1965年 にGeneral

Electricな どが開始 したTSSに よ る計算サ ー

ビス の 中 で も,次 第 に数値 デー タベ ース の

サ ービスが行 われ は じめた。 アメ リカ国防 省

の研究開発促進機 関AdvancedResearchPro-

jectsAgency(ARPA)が 開発 したコ ンピュー

タ ・ネ ッ トワー クARPANETの 成 果 は,>Ne

ケ ッ ト交換技術 とい う新 しい技術 の有 効性 の

実証 のみ な らず,新 しい通 信サ ー ビスの可能

性 を も示 した。

1969年 に4つ の ノー ドで 稼 動 を開始 した

ARPANETは,数 年 間 に全米 に数十 の ノー

ドが参加 す るばか りでな く,ヨ ーロ ッパ に も

ア クセ ス ・ノー ドが置 かれ,多 くの種 類 の

サー ビスが行 われ た。 この 中で,TSSサ ー

ビス の1つ で あ るTymshare社 が そ の もつ

ネ ッ トワークを自社 の ホス トに よる計算 サー

ビ ス の み で な く,第 三 者 の ホ ス ト ・コ ン

ピュー タを接続 して,そ の ホス トのサー ビス

をTYMNETの ユ ー ザー に利 用 させ る 回線

サ ー ビス を1971年 に 発表 し,そ の最初 の利用

ホ ス トと して,ア メ リカ国立 医 学 図書 館 が

参 加 し,開 発 した ば か りの 検 索 シス テ ム

ELHILLを 用 いて その オ ンラ イ ン文献 検 索

サー ビスで あ るMEDLINEを 開 始 した。 そ

れま で,バ ッチ ・モー ド・サ ー ビスで は年 間

20,000件 の 検索 要求 しか処理 し得 なか ったの

に対 し,MEDLINEサ ー ビス は開始 後2年

間 で27万 に成長 した。

これ は多 くの方 面 に衝 撃 的 な影 響 を与 え

た。1つ は,NASAや 国 防省 か らの委託研究

を行 う中です でにインハ ウス検 索 システ ムを
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運用 していた所に,そ のサービスの商業的な

成立を示唆 したことである。もう1つ は他の

TSSサ ービス会社と電話業を中心 とする通

信回線業者に,ま ったく新 しい通信サービス

の可能性を認めさせたことである。そしてそ

の結果と して,ア メリカにおける新 しい通信

回線 業 とデータベース ・サービス業が成立

し,そ れが全世界にサービス ・ネ ットワーク

を拡大する傾向に対 し,ヨ ーロッパ各国が強

い不安を覚えたことである。

ヨーロッパ諸国において,電 子計算機の

ハー ドウェア産業がIBM社 によって独占さ

れ,ヨ ーロッパの情報産業の成立基盤に大き

い被害を受けた事実に重大な関心を持 ってい

た。そ してアメリカにおける新 しい通信回線

業 とデータベース ・サービス業の成立 にも,

強い関心 を持 っていた。1960年 代の終わ りか

ら1970年 代の初めにかけて,経 済協力開発機

構OECDや ヨーロッパ共同体 における科学

技術情報問題の検討組織の中で,情 報が重要

な役割 を果 たすであろ う来 るべ き社会 に対

し,ア メリカ系資本がヨーロッパの重要な情

報産業の基幹部分を制 して しまう危険性 を強

く警戒 し,新 しい通信網の形成と,デ ータベー

ス供給力の育成が強く論ぜ られた。そして各

国の郵電省(PTT)は,国 内の通信網の整備

に取 り組みはじめた。

その結果1973年,EC委 員会 はEC閣 僚会

議に専門別データベース形成の開発計画,新

しいヨーロッパ各国を覆う通信網の開発,情

報処理技術の開発の促進を内容とする行動計

画を提出し,そ れは1975年EC議 会 を通過 し

た。それにより,9カ 国のPTTとEC委 員

会の間で,各 国のパケッ ト通信網 を結ぶ国際

通信網Enronetの 開発の契約が結 ばれ,EC

委員会はその建設に着手 した。そ して1980年

に開通 した。そ してこのEuronetを 中心 とし

て,ヨ ーロッパにおけるデータベース産業の

形成 が計 画 され,DirectAccessInformation

NetworkinEurope(DIANE)と 呼ぶデータ

ベース ・サー ビス機関の協力組織 が造 られ

た。これを通 して各国において,ま たECを

舞台とする協力活動が行われつつある。

ヨーロッパ諸国における情報産業に対する

考え方は,大 略次の通 りである。

基本的には情報産業は近 く自由競争原理の

下で成立するであろうし,そ れを促進する方

向で多くの努力がなされるべきである。現在

は,そ のための基盤整備の段階である。ヨー

ロッパには長い学会や業界の活動を基盤 とす

るデータ供給 の潜在力があるか ら,そ れを

データベース化するための体制整備がまず必

要である。またデータベース管理,検 索,情

報加工の技術の改良 と開発が必要であり,そ

れを援助する公的な制度が必要である。情報

市場 を形成 するためには情報利用技術の普

及,利 用者教育も重要であり,ま た末端利用

者に直接サービスする中間流通業者の育成 も

公的セクターの力が注がれるべきである。

データベース生産や情報サービスに必要な

技術の開発やノウハウの取得には,多 くの投

資が必要であり,デ ータベース ・サービスが

国際競争の中にあるとすれば,強 力な公的支

持が必要である。データベースの生産,デ ー

タベース ・サー ビスの運営 ・維持,デ ー タ

ベースの輸出に当たっては資本の導入,資 金

の低金利による融資,国 際的協力プロジェク

ト,国 際的友好国間協力関係の樹立等,多 く

の制度や措置が講ぜ られるべきである。情報

産業が正 しく育つために必要な環境を整備す
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るための法的,財 政的,経 済的な新 しい制度

が検討され,着 実に実施されるべきである。

これはアメリカがその経済力と研究人口を

背景とし,10年 にわたる努力の結果到達 した

水準に,よ り早 く追いつくための全ヨーロッ

パ的な努力である。 しか しヨーロッパ諸国を

合わせれば,研 究人口,GNPに おいてアメ

・リカに匹敵 し得るが,各 国間の経済的利害は

必ずしも一致 しない し,言 語,制 度,産 業構

造等の相違 は大 きいハ ンディキャップであ

る。

各国の データベース ・サー ビス

アメ リカのデー タベース ・サー ビスは,

1970年代 に大 きい発展を見せた。その背景は

前節ですでに述べたように,1960年 代 に膨大

な国家による研究費支出と民間企業の開発競

争のための研究投資によって培われた情報の

生産と情報需要と,デ ータベース ・サービス

を可能とする種々の技術の開発と通信回線の

整備等の,デ ータベース ・サービスの成立環

境の成熟 によるものである。1970年代 は,デ ー

タベース ・サー ビスの急激 な利用上昇 の中

で,動 態の冷静な分析や予測ができないまま,

多くのサービスの参入と急速な規模拡張が行

われ,模 索 と若干の混乱 を伴 う初期状態 に

あった。1980年 代に入って,デ ータベース生

産者側においても,ま たデータベースのオ ン

ライン・サービス業者においても,現 状か ら

将来への分析 と,そ れに基づく次の段階への

対策が講ぜられる段階に入ったといえるであ

ろう。

表1は,デ ータベースの生産機関数を国別,

作成するデータベース数別にリス トしたもの

6デ ー タベ ー ス ・サ ー ビ ス時 代

で ある。 これをみて も分 か るとお り,世 界 の

デー タベ ース生産機 関 の約半 数 をア メ リカが

占 めて い る。ChemicalAbstracts,NTISBib-

liographicDataBase,MEDLINE,BIOSIS

Previews,COMPENDEX等 々 の年 間生 産件

数 が10万 件 を越 し,各 専 門分 野 にお ける世界

最 大の デー タベース を持 つ一 方,小 さな規模

のデー タベ ース生産 において も,世 界 の大半

を占め るアメ リカの底辺 の大 きさを この事実

は示 して いる。

また表2は データベ ース ・サー ビス を行 う

機関 の数 を,国 別,サ ー ビスす るデー タベ ー

ス数別 に リス トしたもので ある。 ロ ッキ ー ド

情報 サー ビスやSDCを は じめ とす る巨大 な

商業的 デー タベース ・サ ー ビスが出現 す るこ

とによって,1970年 代 におい ては イ ンハ ウス

の検索サ ー ビスの規模 を縮小 した りサー ビス

を停 止 す る傾 向 にあ った が,サ ー ビス す る

デー タベ ース数 が少 ない小規模 のサ ー ビス機

関が,今 も なお100機 関 を越 え てい る こと を

示 して い る。 ヨーロ ッパ 各国 の情 報政策 の浸

透 やEuronetの 開 通 に よ る デー タベ ー ス ・

サー ビス の成立環境 が大 き く改善 され,そ れ

に より ヨー ロッパ のデー タベ ース ・サ ー ビス

が成 長 しつ つ あるけれ ども,そ れ にもかか わ

らず依然 と して世界 のサ ービス機 関の半数 近

くを占 めてい るの も,ア メ リカの データベ ー

ス ・サー ビスの底辺 の大 きさを示 している。

アメ リカの デー タベー ス ・サー ビスは,再

編成 の段階 に入 って いる といえ よ う。 その1

つ の傾 向 は,コ ミュニケー シ ョン媒体 と して

印刷物 とオ ンライン ・サ ー ビスが競合 関係 に

入 りつつ あ ることで ある。 これ は1970年 代 か

ら問題 にはなっていた けれ ど も,デ ー タベー

ス生産者 にとってオ ンライン ・サ ー ビスの成
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表1デ ータベース生産機関

生 産 デ ー タ
ベ ー ス数 1 2-5 6-10 11-20 合 計

国 名

ア メ リ カ合 衆 国 154 49 7 2 212

イ ギ リ ス 35 7 2 1 45

イ ス ラ エ ル

イ タ リ ア 1 1 1 3

イ ン ド 1 1

オ ー ス ト リ ア

オ ー ス トラ リ ア 2 2 4

一

オ フ ン ダ 6 6

カ ナ ダ

韓 国

34 20 2 56

ス イ ス

ス ウ ェ ー デ ン 7 3

・

10

ス ペ イ ン

ソ 連 !

チ ェ コス ロバ キア

チ リ

デ ン マ ー ク

1

2

1

1

2

日 本 2 1 3

西 ド イ ツ 17 7 1 25

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

ノ ル ウ ェ ー 5 1 6

ハ ン ガ リ ー

ブ イ ン ラ ン ド 4 4

ブ ラ ジ ル

一

フ フ ン ス 17 3 2 1 23

ブ ル ガ リ ア

ベ ル ギ ー 2 2

ポ ー ラ ン ド 1 1

南 ア フ リ カ 1 1

メ キ シ コ

ユ ー ゴ ス ラ ビ ア 1 1

ル ー マ ニ ア

国 際 機 関 44 1 45

336 95 15 5 451
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表2デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス機 関

サー ビス する

データベース

数
1 2-5 6-10 11-50 51-100 101～ 合 計

国 名

アメ リカ合衆 国 88 29 6 5 1 2 131

イ ギ リ ス 14 6 1 2 23

イ ス ラ エ ル 1 1 2

イ タ リ ア 1 2 1 4

イ ン ド 1 1

オ ー ス/リ ア 2 1 3

オ ー ス ト ラ リ ア 3 2 5

オ ラ ン ダ 6 3 9

カ ナ ダ 14 4 2 1 21

韓 国 1 1

ス イ ス 2 1 3

ス ウ ェ ー デ ン 7 1 2 10

ス ペ イ ン 1 1

ソ 連

チ ェ コス ロバ キア 1 1 1 3

チ リ 2
■

2

デ ン マ ー ク 1 2 3

日 本 4 5 2 11

西 ド イ ツ 8 7 3 2 20

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 1 1

ノ ル ウ ェ ー 3 1 4

ハ ン ガ リ ー 3 3

ブ イ ン ラ ン ド 2 1 3

ブ ラ ジ ル 1 1 2

フ ラ ン ス 9 3 2 2 16

ブ ル ガ リ ア 1 1

ベ ル ギ ー 4 1 5

ポ ー ラ ン ド 1 1

南 ア フ リ カ 2 1 3

メ キ シ コ 1 1

ユ ー ゴ ス ラ ビ ア 2 2

ル ー マ ニ ア

魯

国 際 機 関 5 1 6

合 計 185 75 16 20 3 2 301
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長 は次第 にその経 営方針の再検討 を必要 とす

る段 階 となった。ChemicalAbstractsService

は,そ の 供 給 す る デー タベ ース の オ ン ラ イ

ン ・サ ー ビス をす る機関 に対 し,こ の利用 者

の名前 と利用件数 の報告 を求 め,そ れ と出版

物 の購読 者の動向 との相 関 を分析 しようと し

た。 これは,世 界各 国の多 くの機 関か ら,企

業機密 と利用者 のプ ライバ シーの侵害 で ある

と して批 判 をうけたが,そ れ を強 行突破 して

いる。この ような報 告 を,契 約条件 とす るデ ー

タベ ース生産者 も次第 に増 加 して きてい る。

また,デ ー タの供給 に当 たって印刷 形態 を

と らず,オ ンラ イン ・サー ビスの みに よるも

の も少 しずつ現 れ てい る。 これ は電 子 出版

ElectronicPublishingと 呼 ばれてい る。

もう1つ の傾 向 は,デ ータベースの生産 者

がみ ずか らオ ンライ ン ・サ ー ビス を行 う とい

う方 向で ある。 データベ ース生産 者 は,オ ン

ライ ン ・サー ビス機 関の得 ている利益 に比較

して デー タベ ース の利 用 料 は安 い し,ま た

デー タベースの内容 に適 したサー ビスを して

いない との批判 を持 って いる。 デー タベ ース

の 利 用料 は毎 年 大 幅 に値 上 げ されつ つ あ る

が,あ ま り極端 な値 上 げは許 されな い し,ま

たサ ー ビス機関 に よりきめの細 かいサ ー ビス

を実施 させ ようと しても,サ ー ビス機関 の シ

ス テム をそのデー タベ ースの利用 に適 した も

の に大 改造 させ てそのデー タベース の利 用 を

増加 させ ることは,そ のための コス ト負 担が

サ ー ビス機 関 に とって そ の デー タベ ー ス の

サ ー ビス によって得 られる利 益 に比 して大 き

す ぎるために不可 能で ある。 この ような不満

の 中 で,ChemicalAbstractsServiceは,通

常 の文献 デー タ ・サー ビス のソ フ トウェアで

は不可 能な化合物構造検索 サー ビス をみずか
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らの ホ ス ト・コ ンピュー タで開始 する ととも

に,そ のサー ビス範 囲を次第 に拡大 しつっ あ

る。そ して他 のサー ビス機関 には供給 しない

内容の デー タベース ・サ ービスを もみず か ら

開始 した。

また,ア メ リカ環境 保護 庁Environmental

ProtectionAgency(EPA)と 国 立 衛 生 研 究

所NationallnstituteofHealth(NIH)は,共

同 して 多 くの デー タベー ス と化 合物 検 索 や

種 々の処理 ソフ トウェア ・システム を開発 し

た。 こ れ は化 学 情 報 シス テ ムChemicalIn-

formationSystem(CIS)と 呼 ばれ,EPAと

NIHの 関係者 はこの システムをみずか ら指導

して小 さ なベ ンチ ャー ・ビ ジネ ス を通 して

サ ービスさせて いる。

また,多 くの デー タベー スが 多 くの オ ンラ

イ ン ・サー ビス機 関 を通 して供 給 され るた

め,利 用者 にはその データベース に対 する知

識 とオ ンライ ン ・システムに対 す る知識 が よ

り多 く必要 とな る。 そ して次第 に多 くの種類

のデー タベ ース,た とえば文献 と数値 デ ータ

と,た とえば法規 のデー タベ ースを,互 いに

複 合 して利 用 したいとい う要求 も生 まれ て く

る。

その ような高度利 用 に対 する利 用者の負担

を軽減 させ る方 向での試 みが行 われ始 めた。

環境 保護庁EPAは,毒 性物 質管理 法の強 化

とその よ り容 易な遵守 のた めに,関 連 す るす

べての情報 を より容易 に入 手 し利用 で きる情

報 システムの形成 を計 画 した。 そ して化学物

質情報 ネ ッ トワー クChemicalSubstancesIn-

formationNetwork(CSIN)と 呼 ぶ ネ ッ トワー

クの1号 機 を1979年 に 開始 し,現 在 プロ トタ

イプが実験的 に稼動 している。

これは アメ リカで化学物質 に関連す るデー

、



タベース ・サー ビス を,独 自の ネー トワー ク

で結 び,そ のネ ッ トワーク に対 するユーザー

端末 のア クセス ・イン タフェー スに,高 度 の

機能 を持 たせ てユ ーザ ーの負 担 を吸収 させて

いる。ユ ーザー の質 問 に答 え る多 くの案 内 シ

ステム,化 学物質 につ いての辞書 シス テム,

既 存 の シス テムの持 たない化 学物質 の製造 や

販売,貿 易 情報 に関す るデー タベ ースの供給

に加 え て,同 じ内 容 の 質 問 を種 々 の デー タ

ベ ースやオ ンライ ン ・システム に対 する質問

式 に変換 す るサポー ト ・システム,ユ ーザー

の行 うで あろう多 くの典型 的質問 のパ ター ン

を用意 し,ユ ーザ ーがわず かな条件 を指示 す

るだけで必 要 なすべての デー タベ ースの検索

を行 うサポ ー ト・シス テム等,多 くの高度 の

機能 が用 意 されてい る。 これが実用 システム

になるに は,ま だ多 くの政府 の開発資金 の支

出 が必要 で あ り,あ と数年 間の開発期 間を要

す る。 デー タベ ース ・サ ー ビス は,商 業 ベー

スに乗 った と表面的 に見 られて いるアメ リカ

において も,ま だ多 くの政府 の力 による基盤

整備が続 けられてい るの である。

イギ リス は,第2次 世界大戦 後 に植民地経

済か ら脱却 す るための措置 の一環 と して,世

界 で最 も早 く情報 問題 に着手 した国 である。

その基本 的 な考 え方 は,世 界 のすべ ての情報

の収 集 とその 国 内一 の供 給 体 制 の確 立 で あ

り,そ の ための図書館機 能 の充実 と統合化 で

ある。 これ は1958年 の 国立科 学技 術貸出 図書

館Nat三 〇nalLendingLibraryforScienceand

Technologyの 設 立 に始 ま り,1972年 に イギ

リス の5大 図書 館BritishMuseumLibrary,

PatentOfficeLibrary,NationalCentralLi-

brary,ScienceMuseumLibraryと 前 記Natio-

nalLendingLibraryをBritishLibraryに 統
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合 する に至 る。 このほか に,イ ギ リス政府 の

情報 関係政策 担当機関 であ る技術省 のOffice

ofScientificandTechnicalInformantion

(OSTI)の,開 発 助成 機 能 を もBritishLi-

braryに 移 し,情 報 関係 の巨大 な執行 機能 を

持 たせて いる。 この開発助成 によ り多 くの大

学 や研 究機 関 に,デ ー タベ ースの作成 や情報

研 究開発 を委任 し,国 家的情報体制 を強化 し

つつあ る。

デー タベ ースの供給 において は,物 理学 ・

電 気 ・電子 工 学関 係(INSPEC),農 業 関係

(CommonwealthAgriculturalBureauAb-

stracts),マ ス ・スペ ク トル ・デー タ(Mass

SpectrometryDataCenter)等 の 著 名 な デー

タベ ースがあ るが,全 体 と して アメ リカの活

動へ の依存 度 が漸 次強 くな って行 く傾 向がみ

られ る。

西'ド イツは,科 学研 究,鉄 鋼 や重化学 工業

において先進 的国家で あ り,学 会活動 を通 し

ての情報 サー ビスにお いて も世界 を リー ドし

ている。 しか し第2次 世界大戦後,東 ・西 ド

イツの分割 の影響 もあ り,情 報 の国家 的体制

の構築 は1970年 代 に入 ってか ら着手 された。

連邦 政府 の内務 省 は,わ が国 のNISTの 構

想 に刺 激 を うけ,多 くの専 門分野 の情報 セ ン

ターの設立 とその 国家 的 な統合 プ ランを1971

年 に 提出 した。そ れは実現 しなかったが1974

年 に,新 しくInformationundDokumentation

Program(luDProgram)が 提 出 され,全 国

に散 在 す る200に 上 る小 規 模 の情 報 サー ビ

ス ・システム を20の 専 門分野 の情報 システ ム

に整理 ・統合 し,国 家 的な助成 を行 う構想 が

発足 した。 これ は現在,総 合推 進機関 であ る

GesellschaftftirDokumentation(GID)の 下

に医 学(DIMDI),機 械 ・電 気工 学(ZMD),
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物理,エ ネルギー,数 学(INKA),化 学(CIDB)

の4専 門 セ ンターが設立 されて いる。

しか し,こ の全 システムの構築 に は多 くの

問題が あ り,必 ず しも順調 で はな い。

アメ リカやイギ リスが,国 家 の シス テム を,

各 省 の 自主性 に基 づ くか(ア メ リカ),責 任

官庁 を定 めて責任 を負 わせ るか(イ ギ リス)

して,国 家 の統 制下で計画 的 に形成 し,民 間

の システム はその伝統 と自主性 を尊 重 して助

成 を行 うに止 めるのに対 し,西 ドイツは学 ・

協会活 動 をも国家の システムの 中に統 合 しよ

うとする ところに問題 があ るの ではな いかと

思 える。

フ ランス は,ド イツと同 じく,き わめ て細

分化 され た情報サ ービスが存 在 し,そ れ ぞれ

長 い伝統 をもって いる。 この情報体 制の近代

化 は,1973年 か ら始 ま るフ ランス産 業の近代

化 を目標 とす る第6次 産業経 済5カ 年計画 か

ら着手 された。政府内 に情 報政策 の計画,遂

行 促 進 機 関 と して,BureauNationaledel'

InformationScientifiqueetTeckniqne(BN-

IST)が 設 立 され た。

こ れ は後 にMissionInterminist6riellede

1'lnformationScientifiqueetTecknique(ML

DIST)に 改 組 さ れ る。 こ の指 導 の 下 に従

来 か ら行 っ て きた デー タベ ー ス活 動 は整 理

され 強化 されつ つ あ る。 国立 科 学 研 究 セ ン

ター(CNRS)の 下 に設 置 され た文献 セ ンター

(CDST)は,1939年 以 来総 合 的 な文 献 デー

タ ・サ ー ビス を行 って来 たが,そ の近代化 が

進 め られている。政府 の標準 局(AFNOR),

特 許 局(INPI)の 活 動 も強 化 された。そ して

化学情 報サー ビス ・セ ンター(CNIC),医 学

情報サ ー ビス ・センター(INSERM)を は じ

め と して原子 力や金属 工業等 の15分 野 の情 報

サー ビス ・セ ンターが形成 されて いる。そ し

てオンライ ン ・サ ー ビス機関 と して半官 半民

(政府出資が,2分 の1を 占める 非 営利機 関)

のTさ1さsyst6mesQu6st61や,Compagneln-

ternationaledeServicesenInformatique

(CISI)が 設 立 され,国 内 はTranspac,ヨ ー

ロ ッパ 内 はEuronet,ア メ リカは じめ全 世界

へはTYMNET,TELENETを 通 して,フ ラ

ンス国内で生 産 されるデー タベ ース を中心 に

サー ビスを供給 している。

イギ リス,西 ドイツ,フ ラ ンス にお ける国

家的情報制度 の編 成 はまだ進行 中で あ り,ま

だ評価の段階 では ない。 しか し,そ れ ぞれの

国の特殊 な状 況 に応 じて,そ れぞれ の最適 の

道 を模索 し選 択 している。その中 で共通 して

いるのは,1つ の 国で はデー タベ ース ・サ ー

ビスの維持 が現状 では困難で あるため,一 方

では,各 国のそれ ぞれ独 自の デー タベー ス生

産 力 とサ ー ビス カ を養 成 す る と同 時 に ヨー

ロ ッパ域 内 の相 互 協 力,そ して ア メ リカの

サー ビスの利用 も図 って いる。 そ して デー タ

ベー ス ・サ ー ビ スの 基 盤 は国家 機 関,残 り

は半 官半 民 の非 営 利機 関 に よって担 って い

る。そ して もう1つ 共通 している点 は,科 学

研究活動 と情 報産業 を通 して,省 庁 の縦割 り

分担 を超 えて情報関数 を分析 ・検討 し,計 画

し,そ の推進 を調整 する責任 と権 限を もつ政

府機 関の存在 であ る。

わが国は,1つ の 言語 を用 いる1億 を超 え

る人 口と,ほ とんどすべての産業 が1つ の国

の中で成 立 している ことと,高 度 の工業社会

である とい う点 で は,ヨ ーロ ッパ の どの国 よ

りもアメ リカに近 い。 しか し人 口は3分 の2,

GNPは2分 の1に す ぎず,世 界 に通 用 す る

英語 を用 い る こと に よ り国際 的市 場 を容易
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図1学 術 分 野別 デ ー ター ベ ー ス数
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(内 容 により1つ のデータベースが複数の分野でカウン トされている)
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に獲得で きるアメ リカに対 して,わ が国の

データベース ・サー ビス は大 きいハ ンディ

キャップを持っている。

また,情 報に関する政策 も,通 商産業省 と

郵政省で食い違っており,全 省庁を通 して総

合的分析 ・計画 ・調整 を行 うべき科学技術庁

の権限はヨーロッパの諸国の対応する機関に

比 して強 くない。この中に日本科学技術情報

センターや,特 許情報セ ンター,日 経新聞社

等い くつかの世界 と比肩 し得 るデータベー

ス ・サービスが存在するが,日 本の持つ経済

力か らみれば,ま だ多くのサービスが存在 し

てよいと思われる。

これは政府の考え方にも努力にも問題があ

るが,民 間企業 も含 め国民全体 に,「情報

Stockを 形成 する」 ということの重要さの認

識の欠けていることに大 きい問題があると考

えられる。
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通信制度をめぐる各国政策の動向

自由化の波

これまで電気通信サービス(網 に接続する

宅内機器 を含む)は,ア メリカでは民営,日 本,

ヨーロッパ諸国では国営ない し公共企業体経

営と経営主体の相違はあるにしても,各 国で

独 占事業として運営 されてきた。

電気通信サービスの独占的運営の根拠と し

ては,通 常次の3点 があげられている。①電

気通信サービスの提供に当たっては,国 民生

活に不可欠なサービスを,合 理的な料金であ

まね く公平に提供 する必要があること(公 共

性)。②電気通信事業では,規 模 の経済が作

用するため,単 一の経営主体による方が国民

経済的にみて効率的な事業運営ができること

(自然独 占)。③電気通信 は産業の発展,技 術

進歩,国 防に対 し必要欠 くべからざる貢献を

行っていること(国 家目的)。

しかし,近年,通 信技術の進歩,デ ータ通信,

付加価値通信,衛 星通信等新たな通信分野の

出現など,通 信事業をとりまく諸条件や環境

の変化により,上 記の諸根拠に対 し,深 刻な

疑問が表明されるようになった。特に,独 占

擁護論の最大の理由づ けとされてきた 「規模

の経済」 は,市 内伝送部門は例外として,一

般には主張できないとする論が現在では有力

となっている。

このような背景の下で,1960年 代後半から,

通信回線,宅 内機器双方の分野で最も積極的

に自由化政策を推進 してきたのはアメリカで

ある。アメリカでは自由化推進政策は,ほ ぼ

実施 され尽 くした感があ り,来 年初頭 に予定

されているAT&T再 編成の実施(本 書 「ア

メリカ情報産業の再活性化」の項参照)で 一

応の終結を迎えるということができよう。隣

国のカナダも,近 年,ア メリカの影響を受 け

て,ほ ぼカナダの全域で宅内機器の自由化 に

踏み切 った。

アメリカに倣って,イ ギリスは,公 社制度

による電気通信の独占体制か ら急速 に脱却 し

つつ あ り,現 在(1983年5月),電 気通 信

公社 を一般の民営会社 に改組す る電気通信

法案が議会で審議 されている。イギ リスにお

ける保守党の優越的な地位からして,こ の法

案が本年中に可決されるのは,ほ ぼ確実 と見

られる。

英連邦の一員であるオース トラリアでも,

イギ リスが実施しているのと類似の自由化方
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針を勧告 した,ダ ヴィ ドソン委員会による答

申が最近提出されたが,オ ース トラリア政府

はこれを拒否 し,自 由化の進展は一頓挫 した

形となっている。

アメリカ,イ ギ リスともに,か つて隆盛 を

きわめた 「混合経済」の考え方一 政府によ

る適度の干渉 をテコとして,社 会の福祉を実

現 しようとする経済政策 は,い まやその

影 を潜めてお り,政 府の介入や規制を撤廃 し

民間の創意 と自由な活動を促が した方が,生

産性が高まり,技 術革新が促進 されるという

自由主義政策が,い まや主流 となっている。

電気通信面 における両国の非規制化,自 由化

の進展 は,こ ういった時代の流れにも樟 さし

たものなのである。

ヨーロッパの他の主要諸国では,電 気通信

は一般的に,電 気通信主管庁が運営 してお り,

また電気通信の運営により政府の政策の一翼

を担 うという考え方も強いため,通 信網の開

放には強 く反対 している。各国とも,主 管庁

が通信網を一元的に管理すべきだ,と いう点

については意見が一致 しており,こ の方針は

容易に変わるとは考えられない。

宅内機器の網への接続の分野では,事 情は

異 なる。西 ドイツでもフランスでも,法 令上

は直営 を原則とするという規定が置かれてい

るものの,主 管庁の認可手続を遵守すれば,

いずれの自営機器(本 電話機のみは例外)も

網 に接続できるという実態が生 じている。こ

れに対 し,ス ウェーデンでは,1980年 に宅内

機器の自由化に主眼をおいた通信法の改正が

実施 されたが,こ れによっても電話機 ボタ

ン電話,PABX等 の音声用機器の自営業者に

よる販売は認め られず,フ ランス,西 ドイツ

より規制が強い点に注目すべきである。

日本でも,通 信制度は大 きく動いている。

1982年10月 に,デ ータ通信回線の利用を一部

自由化する公衆電気通信法の改正が行われた

し,ま た宅内機器の分野で も,本 電話機を自

由化する方針が決定 され,実 施準備が進めら

れている。第2次 臨時行政調査会 は,周 知の

とおり,日 本電信電話公社の経営形態を民営,

分割すべきであるという勧告を打ち出 してお

り,こ れを受けて郵政省 を中心として,検 討

が行われている。

世界主要国の通信制度

1.ア メ リ カ

〈電気 通信 事業 者〉

アメ リカにおける伝統 的 な電気通 信事業者

は,従 来 国 内音 声分 野 で は,AT&Tと 千 数

百社 に及ぶ独立系 電話会社,国 際音声分野 で

は ウェス タ ン ・ユ ニオ ン,国 際記録通信分野

は,RCAグ ロ ブ コム,ITTワ ー ル ドコム 社

等 か らな る,い わゆ る国 際 記録 通 信事 業 者

(lnternationalRecordCarrier)で あ った。

ところ が,FCCが1960年 代 後 半 か ら推 進

した回線 分野 にお ける 自由化 の進 展 を通 じ

て,そ の後数多 くの新 しい通信事 業者が輩 出

して,今 日に至 ってい る。 これ ら新旧の通信

事業者 の概要 は別 表のとお りである。

〈規制機関〉

州際通信サ ー ビスを規制 する機 関 は,FCC

(FederalCommunicationsCommission)で あ

る。FCCは,1934年 通 信 法 に よ り創 設 され

た規制機 関で あ り,大 統領 が任命 する7人 の

委員 か ら構成 され てい る。FCCに よ る規 制

は多岐に及ぶ が,料 金 と公正報酬 率 による規

制が その 中核 であ る。 いずれ も,通 信事業 者
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別表 アメリカの主要通信事業者の概要

姦 名 称 概 要

国庫
内通
・信

国事
際業
昔者

AT&T 世 界最 大の電話会社 であ り,長 距離 回線部門(ロ ング ・ライン)と24の 電話運営会社 を通 じ,

国際音声サー ビス,国 内音声サー ビス(約80%)を 提 供 している。なお,1984年1月 に,運 営会

社.22社 はAT&Tか ら分割され る予定である。

国通

内信
土車口業

声者

独立電話事業者 ベ ル ・システム電話運営会社が主に大都市にサー ビス を提供 してい るのに対 し,独 立電話会

社 は主 として小都市お よび地方にサービス を提供 している。独立電 話会社の数は合併 によ り年 々

減 少 してお り,約1,400社 とな ってい る。主要独立電話会社は,GTE,ユ ナ イテ ッ ドテ レコム,

コンチネ ンタルであ る。

国通

鴫塁
薯

ウ ェス タ ン ・ユ ニ オ ン 伝統 的な電信会社であ るが,近 年,電 信収入のウェイ トは微 々たる ものであ り,メ ール グラ

ム,デ ー タ通信や 衛星放 送の配給 といった新分野が業務 の主体 となっている。

国

際

通

信

事

業

者

RCAグ ロ ブ コ ム 1919年 設立。世 界最大の音声/記 録通信 回線の国際ネ ッ トワー クを維 持 してい る。 これ らに

は,電 報,テ レックス,専 用 テレタイプ,交 互 または同時の音声/デ ー タ,フ ァクシ ミリを伝送

す る回線 が含 まれる。

ITTワ ー ル ドコ ム 有線,無 線の装置 を経由 して,世 界中に電報サー ビス を提 供 してい る。その他,テ レ ックス,

専用 テレタイプ、 交互 または同時の音声/記 録伝送サー ビス を提供す る。

WUイ ンターナショナル 同社は国 際電気通信 サー ビス一式を提供 している。 これには,国 際 テレ ックス,ケ ーブル グ

ラム,テ レタイプ,音 声/デ ー タ交互通信,デ ー タベー ス・ア クセ ス用専 用線,海 事用衛星サー

ビス,テ レビ用衛星 サービスが含まれる。

特

殊

通

信

事

業

者

MCIコ ミュニ ケー シ ョン ズ 1972年 開業 し,1975年 からエ グゼキュネ ットとい う市 外通話サー ビスをAT&Tよ り安 く提供

し,伸 びが急速 である。このほか,コ ンピュー タ制御の市外通信サー ビスのようなネッ トワーク・

サー ビス を数 多 く販売 している。特殊通信事業者中で最大であ り,WUイ ンターナ ショナルの

取 得が進行 中である。

サ ザ ン ・パ シフ ィ ッ ク ・

コ ミュニ ケー シ ョン ズ

サザ ン ・パ シフィ ック鉄道 の子会社 であ り,音 声,デ ー タ,フ ァクシ ミリ伝送 サー ビス を提

供 してい る。 さらに,1978年 か らスプ リン トとい うエ グゼ キュネ ッ トと同様 の市外サー ビス を

提 供 してい る。GTEに よる買収計画が進行中である。

USTS ITTの 子 会社であ}),SPNSと いう専用交換網サー ビス を提供 してい る。 また,1979年 か ら
一 、

シ ァ ィ ・コー ル と い りエ グゼ キ ュ ネ ッ トと同 様 な 市 外 サ ー ビス を提 供 し て い る。

付

加

価

値

通

信

事

業

者

GTEテ レ ネ ッ ト

コ ミュニ ケ ー シ ョン ズ

同社 の テ レ ネ ッ ト網 は 、 各 種 のデ ー タ伝 送 速 度 で パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス を提 供 して い る 。 こ

の ほ か,専 用 パ ケ ッ ト網 サ ー ビ ス,ホ ッ トラ イ ン ・サ ー ビ ス,エ レ ク トロニ ッ ク ・メ ー ル ・サ ー

ビ ス を提 供 して い る。

タ イ ム ネ ッ ト 同社 の タイムネ ッ ト網は,各 種のデー タ伝送速度でパケ ッ ト交換サー ビス を提供 している。
、

こ の ほ か,オ ン タ イム とい っエ レ ク トロニ ッ ク ・メ ー ル ・サ ー ビス を提 供 し て い る 。

グ ラ フネ ッ ト・

シ ス テム ズ

蓄積転 送網に より,デ ィジタル化 したフ ァクシ ミリ・サービスお よび一般デ ィジタル記録 通信

サー ビスを提供 してい る。伝送施設は各種の公衆通信事 業者か ら借 りて お り,コ ンピュー タや

集信装 置は,自'社 の もの を使用 してい る。

ITT-DTS 蓄積転送網 に よるFAX-PAXと い うデ ィジタル ・フ ァクシ ミリ ・サー ビス を提供 してお り,

伝送施 設は,各 種 の公衆通信事業者か ら借 り,自 社 の コン ピュー タや集 信 装 置 を使 用 して い

る。

衛

星

通

信

事

業

者

ア メ リカ ン・サ テ ライ ト ウ モ ス タ ン ・ユ ニ オ ンの ウ ェ ス ター 衛 星 シス テ ム を 賃 借 して,サ ー ビス を行 っ て い る。 専 用

線 に よ る音 声,デ ー タ,フ ァ ク シ ミリ,衛 星 デ ー タ交 換 な ど のサ ー ビ.ス を提 供 し て い る。

RCAア メ リ コム 自社のサ トコム衛星によってサー ビスを行 っている。同社はケー ブルTV番 組配送 で最大の成

功 を収めて いる。 また,政 府 や民間の特殊 のニーズに対応 したサ ー ビス を提供 して いる。

AT&T/GTE

サ テライ ト

AT&TとGTEの 共同設立 であ り,コ ムサ ッ ト・ゼネ ラルか らコム スター衛星 を賃借 して,市 外

通 話サー ビス,広 域 電話サー ビス,商 用専用線サー ビスなどを提供 している。

SBS IBM,エ トナ生命保険,コ ムサッ ト ・ゼ ネラルの共同設立 であ り,1981年1月 か らサー ビス

開始 した。ユーザー構 内に専用 の地球局 を設置 し,大 企業向けに音声,デ ー タ,フ ァクシ ミリ,

テ レビ会議 などの専 用サー ビスであるCNSを 提供 してい る。
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に対 し事実上の地域独占(ア メリカでは,通

信事業者に対する法的独占は認められていな

い)を 認める代償として,電 話利用者保護の

立場か ら,電 気通信事業者の料金,利 益 を適

正な水準に維持 しようとの目的から行われる

規制である。このほか,電 気通信政策策定に

関 しアメリカ政府を代弁する機関として,商

務 省 に電 気通信 情報 庁(NTIA:National

TelecommunicationsandInformationAdmin-

istration)が設置されている。

各州 の公 益 事業 委 員 会(PublicUtility

Commission)は,州 内電話サー ビスの規制

を行っている。公益事業委員会 による規制も,

おおむねFCCの 規制に準 じた方法でなされ

ている。

〈通信制度の動向〉

アメリカの電気通信産業に対 しては,こ こ

十数年来,FCCの 主導 によ り競争政策が導

入されている。

宅内機器の分野では,1968年 のカータホン

裁定以来,自 営宅内機器の電話網への接続が

徐々に認められ,1977年 の宅内機器の登録制

度(PBXと ビジネスホンの登録制度は1978

年)の 発効により,一 応の完成を見た。現在,

登録制度の最後の仕上 げとして,屋 内配線を

登録制度に組み入れる件に関するFCC調 査

が実施されている。

回線の分野でも,1969年 の専用線について

のMCI裁 定以来,自 由化が進み,現 在では,

専用線の販売,市 外サービスの提供,専 用線,

市外回線の再販売ならびに共同使用が自由に

行えるようになっている。なおFCCは 国際

回線についても,こ れの再販売,共 同使用を

認める調査 を実施中であり,す でにヨーロッ

パ諸国からこれに反対する動きが見 られる。

なお,1982年1月 の司法省 とAT&Tと の

和解に基づ き,AT&Tは22の 電話運営会社の

分離をはじめとして,和 解条件に従 った再編

成の準備 を着々と進めている。組織再編成実

施(AT&Tは,1984年1月1日 を予定日とし

ている)後 は,サ ービスの提供主体,通 信網

の構成,電 話料金等電気通信の主要分野での

変動が予想されており,ア メリカの通信制度

にも大きな影響が及ぶこととなろう。

2.カ ナ ダ

〈電 気 通 信 事 業 者 〉

カ ナ ダ で 国 内 電 気 通 信 サ ー ビ ス を 提 供 し て

い る 電 気 通 信 事 業 者 は,主 と し てTCTS(ト

ラ ン ス ・カ ナ ダ 電 話 シ ス テ ム:TransCanada

TelephoneSystem)とCN/CPT(カ ナ デ ィ

ア ン ・ナ シ ョ ナ ル/カ ナ デ ィ ア ン ・パ シ フ ィ

ッ ク ・テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ズ:Canadian

National/CanadianPacificTelecommunica-

tions)の い ず れ か の 通 信 シ ス テ ム に 属 す る 。

TCTSは,各 州 の 最 大 の 運 営 会 社 とTele-

satCanadaと を 会 員 と す る 法 人 格 を 有 し な い

協 会 で あ る 。TCTS加 盟 会 社 は 次 の と お り で

あ る 。

●BritishColumbiaTelephoneCo .

●AlbertaGovernmentTelephones

●SaskatchewanTelecommunications

●ManitobaTelephoneSystem

●BellCanada

●NewBrunswickTelephoneCo .Ltd.

●MaritrmeTelegraphandTelephoneCo .

●lslandTelephoneCo.

●Newfo皿dlandTelephoneCo .Ltd.

●TelesatCanada

上 記 の 会 社 の う ち,AlbertaGovernment

70



Telephone,SaskatckewanTelecommunica-

tionsお よ びManitobaTelephoneSystemは

州 政府 が所有 し,TelesatCanadaを 除 くその

他 の電話 会社 は,民 間の所有 になるものであ

る。 この うち,最 大 の電 話会社 はBellCana-

daで あ り,カ ナ ダの電話 機の うち,そ の58%

を有 して いる。 カナ ダ第2の 電話会社 であ る

BritishColumbiaTelephoneCompanyは,

ア メ リカに本拠 を置 くGTE社 の 子会社 で あ

る。TelesatCanadaは1969年 に特別法(Telesat

CanadaAct)に 基 づ き,連 邦 政府 お よび主要

通信 事業者 の共 同出資 に よ り設立 され た,国

内通信衛 星会社 であ る。

CN/CPTは,CNテ レコ ミュニケーシ ョン

ズ(国 営,カ ナ ダ国有鉄 道の 電気通信部 門)

とCPテ レ コ ミュニケー シ ョンズ(民 営,カ

ナ ダ太平 洋鉄 道 の電 気通信部 門)か ら成 るコ

ンソー シャムで あ り,電 報事業 を独 占 してい

るが,そ のほか の分 野,特 にデー タ通信,放

送 回線,専 用 線,加 入 電 話 に つ い て は,

TCTSと 激 しい競争 を展 開 している。なお,

CNCPは,一 部 の地 域 では,電 話 サー ビス も

提供 してい る。 この ほか,カ ナ ダ各 地 で約

250の 小 規模 電 話運 営会 社 が,主 と して市 内

交換 サー ビス を提 供 している。

TeleglobeCanadaは,国 際通信 サー ビスを

提供 す る国営 企業 であ り,カ ナ ダと諸外国 と

の間 の電話,電 報,テ レックス,専 用線,デ ー

タ通信 を一元 的 に提供 してい る。 なお,唯 一

の例外 と して,ア メ リカー カナ ダ間の国際電

話 は,TCTSと ア メ リカのAT&Tと の協 定

に基づ き,両 国 の国内電 話 を相互 に接続 して

提供 して いる。

〈規制機 関〉

連 邦政府機 関 のカナ ダ ・ラジオ ・テ レビ通 信
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委員会(CanadianRadio-TelevisionandTele-

communicationsCommission:CRTC)が,

主 要6電 気通信事 業者(BellCanada,British

ColumbiaTelephoneCo,CNCPTelecommu-

nications,TelesatCanada,NorthwesTel,Ter-

raNovaTeleco皿munications)の 規 制 を行 っ

て いる。そ の他の電気通信事業 者 は,州 政府

公益事業 委員会 または市議会 のいずれ か によ

り規制 を受 けている。

なお,カ ナダには,通 信省(Departmentof

Communications)が 設 置 されて いるが,こ の

組織 は規制機 関で はなく,研 究調査 の委託,

新 技術 の導 入に よる社会 ・経済面 の影 響 など

に関す る各種調査 の実施 などに より,政 策担

当者 の支援 を行 って いる。 また,産 業 界の支

援 を得 て,電 気通信 に関す る国際標準 や 国際

会議 の分野 でカナ ダを代表 して いる。

〈通信制度 の動向〉

ここ数年 間で,宅 内機器の通信網 への接続

の 自由化 は著 しく進展 して いる。1980年 夏 以

前 に は,カ ナダでは カー タホ ン裁定前 の アメ

リカ と同様 の状 況が続 いてお り,宅 内機器 の

自由市 場 は存在 して いなかったので あるが,

CRTCは1980年8月 に,次 のいずれかの条件

に合致 す る場合 に,宅 内機器 の自由化 を認 め

た。

① 宅 内機器 プログラム諮 問委員会(Terminal

AttachmentProgramAdvisoryCommittee)

が 承 認 した技術基準 に適合 していること。

② ベル ・カナ ダが提供 している宅内機器 と

同一 のものであること。

③ ア メ リカFCCの 登 録 制度 で定 め られた

標準 に合致 したもの であること。

上記 の裁定 は,当 初ベ ル ・カナ ダにだ け適

用 され た もので あったが,1981～82年 に か け
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て地域拡大が行われ,現 在では全カナダの電

話機中90%が,自 由化の対象となっている。

この結果,100を 超える自営宅内業者が生ま

れ,宅 内機器の提供 について電話会社と競争

する状況が生 じている。

3.イ ギ リス

〈電気通信 事業 者〉

現在,イ ギ リスの電気通信 は イギ リス電気

通信 公社 法に基づ き,198ユ 年10月1日 に,イ

ギ リス郵便 公社(BritishPostOffice:BPO)

か ら分離 し設立 された イギ リス電 気通信 公社

(BritishTelecommunications:BT)が 運 営

して いる(も っと もハル市で は,市 営のハ ル

電話 会社が電話業務 を行 って お り,こ れ が電

話事業 における独 占の例外 とな っている)。

なお,産 業大 臣は,1982年2月 にBTと 競

合す る公衆電気通信事業者 と して,「 マ ーキュ

リー ・コ ミュニケー シ ョンズ社」 に事業 免許

を与 えてお り,同 社 は,1983年 中 には大 企業

向 けに音声,デ ー タ,テ レビ会議 な どの通信

サー ビスを提供 す るもの とみ られ る。 この よ

うに して,イ ギ リス では複数 の通 信事業 者が

競争 を行 う時期 が間近 に迫 っている。

〈規制機関〉

通 信事業 について規制責任 を有 す るの は,

産 業 省(MinistryofIndustry)で あ る。 イギ

リス電気通信公社 は,産 業大臣 の総 括的 コン

トロール と監督 の下 に,電 気通信 サー ビス提

供の業務 を行 ってい る。

なお,利 用者 の利害 を代表 す る組織 と して

は,郵 電公 社全 国利 用者協議会(PostOffice

User'sNationalCouncil)が 設 立 され てい る。

同協議会 の メンバ ーは,各 界 の代 表 か ら選 ば

れ,産 業大 臣が任命 す る。同協議 会 は諮問機
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関であり,決 定権 は有 しない。ただ し,郵 電

公社が重要なサービス計画の決定 を行う場合

には,同 協議会と事前に協議をするよう要請

されている。

〈通信制度の動向〉

イギリスの電気通信制度は,こ こ数年来,

激 しく揺れ動いている。イギリス電気通信公

社総裁ジェファーソン卿の言を借 りると,「こ

の急激な変化は,過 去70年 間のイギリス電気

通信の歴史を通 じ最大であり,ま た世界中い

ずれの国にもその類を見ないほどのものであ

る」 という状況である。この変革はイギ リス

電気通信の自由化,イ ギ リス電気通信公社の

民営化を志向 したものであり,な お継続中で

あるが,そ の概要は次のとおりである。

(1)宅 内機器の自由化

宅内機器 自由化の基本方針は,電 気通信公

社法で,① 本電話機 を除 く宅内機器は,イ ギ

リス電気通信公社の直営 とする,② イギリス

電気通信公社は,認 定された機器に対 し,差

別的取 り扱いを行 ってはならない,③ 宅内機

器の認定制度 を採用するとともに,独 立機関

に依頼 して技術基準を作成 させる,と 定め ら

れてお り,こ の方針に基づ きスケジュールに

則 り,現 在自由化が着々進行中である。

宅内機器の網接続 に当たっての基準設定の

任に当たる機関と して,イ ギリス標準規格協

会(BritishStandardlnstitution)が 設けられ,

また認定機関としては,イ ギリス電気技術承

認庁(BritishElectrotechnicalApprovalsBo-

ard)が 指定された。

(2)通 信回線の自由化

1981年7月,産 業省はロン ドン大学のビー

ズレイ教授に委嘱 した 「イギリス通信網の使

用の自由化」と題する報告書の意見をも参考



として,次 の3段 階に分 けての回線 自由化方

針を打 ち出した。

●第1段 階

イギリス電気通信公社が提供 していない付

加価値通信サービスを,同 公社か ら回線 を借

りて提供することの自由化。

●第2段 階

イギ リス電気通信公社 と競合する付加価値

通信サービスを,同 公社から回線 を借 りて提

供することの自由化。

●第3段 階

回線の単純再販売を含めた全面自由化。

現在,第2段 階までが実施に移 されている。

なお,第2通 信事業者であるマーキュ リー ・

コミュニケーションズ社の設立 については,

すでに電気通信事業者の項で述べた。

(3)イ ギ リス電気通信公社の民営化法案をめ

ぐる動き

イギリス政府は,1982年11月19日 に,イ ギ

リス電気通信公社を民営化する法案 を議会に

提出 した。この法案の概要 は次のとお りであ

る。

① イギリス電気通信公社を 「イギ リス電

気 通 信 株 式会 社(BritishTelecommunica-

tionsP.L,C)」 とし,次 回選挙後,51%の 株

式を民間に売却する。

② 公正競争の確保,事 実上の独占による

弊害を排除するため,規 制機関として,電 気

通信庁(OfficeofTelecommunications)を 設

置する。

③ 電気通信事業運営に関するイギリス電

気通信公社の独占権を廃止 し,他 の事業者(ハ

ル市営電話会社,マ ーキュ リー ・コ ミュニ

ケーションズ社など)と 同様の免許を与える

(免許期間:最 低20年 間)。
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なお,産 業省の諮問に基づいて,1983年2

月に公表 されたバー ミンガム大学 リ トルチャ

イル ド教授の報告書では,イ ギリス電気通信

公社の民営後の施策として,① 本電話機の自

由化,② 専用線の他人使用の認可,③ マイク

ロ分野および移動無線分野での競争業者の市

場参入の助長,等 の自由化の一層の進展 を目

的とする提言が行われた。

イギリス政府は,こ れ ら提言の内容もその

ほとんどを織 り込んだうえで,早 急に法案審

議を推進する意向を示 しており,現 在のイギ

リス国会での与野党の力関係からすれば,民

営化法案は早晩,可 決されるものと見 られる。

4.オ ー ス トラ リ ア

〈電気通信事業者〉

国 内電 気通 信 業務 の提 供 を行 って い るの

は,1975年7月1日,旧 郵電 省(ThePost-

masterGenerarsDepartment)の 業 務 の う ち

の電気通信 部 門を受 け継 いで創 設 され たオー

ス トラ リア電 気 通 信 公 社(TheAustralian

TelecommunicationsCommission)で あ る。

同公社 は一 般的 には,テ レコム ・オー ス トラ

リア(TelecomAustralia)と 呼 ばれて いる。

国際電気通信業務 は,国 際電 気通信公社(The

OverseasTelecommunicationsCommission,

OTC)が 提 供 している。

OTCは,こ れ まで国 際電 気通 信業 務 を提

供 してい た2つ の民 間会社 を,オ ース トラ リ

ア政府 が取得 する ことに よ り,ユ946年 に 誕生

した もので ある。 テ レコム ・オース トラ リア

には現在,法 律 によ り国内電気通信 に対 し広

範 な独 占権 が付与 され てい る。 これ に対 し,

OTCの 独 占 は法 定 で はな く,事 実 上 の もの

に とどまっている。
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〈規制機関〉

電気通信政策の策定に関 し責任 を有するの

は,電 気通信大臣(MinisterforCommunica-

tion)で ある。通信 庁(TheDepartmentof

Communication)は,電 気通信業務の提供 に

係 るすべての問題に関 し政策上の助言 を与え

ており,事 実上,電 気通信に関する規制機関

となっている。

〈通信制度の動向〉

国内電気通信は,テ レコム ・オース トラリ

アの独占により提供 されているため,他 の公

衆通信事業者の存在は認められていない。専

用線の利用についても,共 同利用,再 販売,

公衆網との接続は禁止 されている。宅内機器

については,テ レコム ・オース トラリアの網

に大きな支障が及ばず,同 公社から得 られな

いか,ま た同公社が提供する予定がない製品

の場合だけ,自 営機器の公衆網への接続が認

められるという規定が設けられている。もっ

とも,1975年 から1982年末までの間に,1,300

件 に上る認可が行われたとのことであ り,自

営宅内市場は,相 当程度開かれているようで

ある。

オース トラリア電気通信の自由化 を主唱す

る動 きとしては,1982年10月,通 信大臣に提

出された電気通信諮問委員会の報告書(通 称

ダビッドソン報告)が ある。 この報告書 は,

テ レコム ・オース トラリアについて,次 のよ

うにかなり徹底 した内容の自由化勧告 を行っ

ている。

① テレコム ・オース トラリアの経営形態を

公社組織か ら政府所有 の株式会社 に変更す

る。

② 民間企業に対 し,通 信網設置 を認め,テ

レコム通信網 と民 間網 との相互接続 を認め

る。

③ 専用線の共同使用,再 販売の制限を撤廃

する。

④ テレコム ・オース トラリアから独立 した

組織による宅内機器認定制度を確立する。

ところがブラウン通信大臣は,2月 中旬,

電気通信分野における独占の利点,雇 用市場

への影響,電 気通信の自由化については,結

論を出すまでには一層の検討 を要する点など

の理由をあげて,ダ ビッ ドソン報告 をほぼ全

面的に拒否 した。1983年3月 のフレイザー自

由党内閣からホーク労働党内閣への政権交替

に伴い,新 政権が本報告書に対 し,ど のよう

な反応を示すかが注目されている。

5.西 ドイツ

〈電気通信 事業者,規 制機関〉

西 ドイツ の電 気 通信 事 業 は,連 邦郵 電 省

(BundesministeriumfurdasPostundFem-

meldewesen,通 称BundesPost,DBP)に よ

り,独 占的 に運 営 され てい る。DBPは 行 政

官庁 と して憲 法,法 律 に基づ き,電 気通信 分

野 を秩序づ け,こ の秩序 を保障 し,個 人 も し

くは社会 が必要 とす る電気通信 サー ビス提供

の義務 を負 っている。

郵 電 大 臣 は,事 業 管 理 委 員 会(VerwaL

tungsratderDBP)の 一協力 を得 て,DBPの 管

理,運 営 に当た る。郵電 事業管理委員会 は,

予 算,料 金,投 資計画 な どの重要事項 を決定

す る意思 決定機 関で ある。委員会 の委員 は,

連 邦衆 議院,連 邦参 議 院,経 済界,労 働組合

か らの各代表 お よび電 気通 信,財 務 の各専 門

家 か ら構成 され,総 数24名 で ある。

〈通信制度の動 向〉

宅 内機 器 について は,本 電話機 以外 は,郵
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電省の認可を条件 として,宅 内自営業者の機

器が自由に利用できるようになってお り,自

由化は相当程度進 んでいる。認可は,郵 電省

に提供 される機器 については電気通信技術中

央局(FernmeldeTechnischesZentralamt)で,

また利用 者に直接販売 される機器 について

は,別 の認定機関(ZulassungeninFernme-

ldeWesen)で 行われる。

なお,DBPは,専 用線料金 と公衆回線料

金との段差の是正の必要があり,ま た将来予

想 される専用線の再販売の事態にも対処 しな

ければな らないとして,他 国に先がけて従量

制専用線料金 を企画 しており,近 くこれを実

行 に移そうとしている。DBPは,公 衆網の

独占はあくまで も保持す るとの強い姿勢 を

取っているが,従 量制料金の導入 もその姿勢

の現れである。

ドイツでは,DBPの 独 占的事業運営 に対

する批判,電 気通信の自由化に関する論議が

活発に行われているが,こ のうち注 目すべき

ものとして,独 占委員会が1980年2月 に報告

した 「電気通信分野におけるDBPの 役割」

と題する特別調査報告書がある。同委員会は,

この報告書で,ユ ーザーによる特殊網の認可,

DBPの 宅内機器市場か らの撤退等,現 実的

な自由化政策 を勧告 したが,DBPは おおむ

ねこれら提案を拒否 した。

6.フ ラ ンス

〈電気通信事業者,規 制機 関〉

フ ラ ン ス で は,郵 便 電 気 通 信 庁(Secr6-

tariatd'EtatauxPostesetT616communica-

ti。ns,略称:フ ラ ンスPTT)が 電 気通信事業

を独 占的 に運営 して いる。 すなわ ち,ド イツ

同様,電 気通信 は郵電 省(PTT)に よ り,国
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の行政の一部として運営されている。

通信事業の規制責任を有するのは,郵 便電

気通信大臣である。独占は法定 されているが,

その運用 に当たっては,特 に宅内機器の分野

で民間業者の活動の余地が大きく認められて

いる。PTT法 令33条 では,「いかなる電気通

信設備といえども郵政大臣またはその認可に

よらずして,通 信を行 うために設置すること

も利用することもできない」 と定められてい

るが,現 在 この条文は,本 電話機の設置,保

守の責任 は郵便電気通信省が有するが,こ れ

以外の宅内機器については,郵 電省の認可 を

条件 とし,自 営業者が設置,保 守することが

できるものと解釈 されているのである。

この結果,フ ランスの宅内機器自営業界は,

現在,ヨ ーロッパで最 も自由な市場となって

おり,電 話機 ボタン電話,PABXな どすべ

ての種類 の機器の自営業者による販売が認め

られている(た だし,郵 電省の関連産業国際

局が企画 し,中 央研究所がテス トを行う認定

手続に従 い,機 器の認定を受けなければなら

ない)。

回線面では,公 衆網,特 殊網を含め,郵 電

省が一元的に運営 してお り,専 用線について

も再販売,共 同使用は認められていない。

フ ラ ン ス は 現 在,第8次 国 家 計 画

(1981-1985)の もとで,政 府主導 により多

角的 なテ レマティーク政策 を推進中である

が,い まのところ従来の規制の枠組を変え よ

うという動 きは,ま ったく見受 けられない。

7.ス ウ ェ ー デ ン

〈電気通信事業者,規 制機関〉

スウェーデンで公衆電気通信サービスを提

供 している事業体 は,ス ウェーデン電気通信
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庁(Telverket)で ある。電気通信庁 は,製 造

部門(従 業員4,000名)を も有 している。

電気通信庁を所管 しているのは運輸 ・通信

省(MinistryofTransportandCommunica-

tions)で あるが,同 省は100名 程度の職員 を

有するにすぎず,主 としてスタッフ的な業務

を行っている。

主要サービスに関する料金決定,電 気通信

部門への投資限度額の設定などの基本的政策

策定 は,議 会,政 府が行う。議会,政 府がこ

のようにして設定 した枠組の範囲内で通信を

行 う責任は,電 気通信庁に委任 されている。

ただし,電 気通信庁が行った決定に対 しては,

政府,行 政裁判所 に対 しての控訴が認められ

ている。

〈通信制度の動向〉

主として,公 衆網への宅内機器の接続に関

する政策 を明確にすることを目的と して,

1980年末に,新 電気通信法案が可決 された。

この法案で定め られた主要項 目は,次 のとお

りである。

1.網 への宅内機器接続の自由化

(1)公 衆電話網および専用線への接続に関

しては,次 の機器を電気通信庁の独 占にとど

める。

音声通信用宅内機器,50ビ ッ ト/秒以上の

通信に供するモデム

(2)電 気通信庁は,テ レックス網に接続す

る宅内機器提供の責任を有する。

(3)上 記以外は,電 気通信庁の認定手続を

遵守することを条件 として,自 営宅内機器業

者の提供を認める。

2.専 用線の再販売,共 同利用の禁止

専用線の再販売,共 同利用は従来どおり禁

止する。

3.分 離子会社要件

電気通信庁 が競争業務 に進出す る場合 に

は,原 則として分離子会社 を通 じて行わなけ

ればならない。

この法案は,一 見,宅 内機器の網接続 を大

きく進めたかに見えるが,電 話機,ボ タン電

話,PABXな ど音声宅内機器は従来 どおり,

電気通信庁の独占に委ねられており,ド イツ,

フランス両国と比較すると,新 法律発効後 も,

自由化の度合は低い。
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世 界 の コンピュー タ ・

ネットワーク ・サ ー ビス

データ通信利用高度化で新サービスの展開

概 説

近年,世 界各国においては,デ ータ通信に

適 したネッ トワーク ・サービスとして,デ ー

タ交換網や各種の付加価値通信網が整備され

つつある。この種のネットワークは,従 来の

加入電話網,加 入電信網,専 用線 よりも品質

や速度の面で優れているだけでなく,古 い通

信サービスよりも料金が安いこと,ユ ーザー

の多様なニーズに応えて,多 彩な処理機能を

付け加えることができること等から,今 後,

その急速な普及発達が期待 される。

世界のデータ交換網や付加価値通信網の現

状 を概観 してみて指摘 しうる点は,

(1)これ らの網サー ビスにおいては,通 信と

処理の機能が融合 しつつあり,通 信だけの機

能を持ち,処 理機能 を欠 くネッ トワークは伸

び悩んでいる。

(2)各国とも国情を反映 して,発 展の形態は

異なっている。アメリカでは,自 由競争を前

提として,基 本通信サービスと付加価値サー

ビスを分け,処 理機能のあるネッ トワークは

分離子会社(FullySeparatedSubsidiary)に

よって運営されるよう行政指導されている。

一方
,ヨ ー ロ ッパ諸 国 において は,国 が直接

または間接 に,こ の種 のネ ッ トワー クの建設

に乗 り出 し,そ の標 準化 と普及 に指 導的 な役

割 を果た して いる,と いう点 である。

しか し,ア メ リカの ような競争方式 が良い

のか,ヨ ーロ ッパの よ うな国 による指導方式

が良いのか は,未 だ結論 が出せず,ど ち らが

ユ ーザ ー の ニ ーズ に応 え,ネ ッ トワー ク ・

サ ー ビス を普及 させ うるか,数 年以 内 に結果

が はっき り出 て くる もの と思 われる。

回線交換サービスとテレテ ックス

世界各 国 とも将来 のデ ィジタル統合通信網

の先駆 的 な役 割 を果 たす もの と して,回 線交

換 サー ビスを評価 してい る。

デー タ交換網 のユ ーザ ーは,各 企業の コ ン

ピュー タ ・システム であ り,コ ン ピュー タ ・

システムの発展 の推移 をみ ると,最 初 はイ ン

ハ ウスのバ ッチ ・シス テムか ら始 ま り,次 に

リモー ト・バ ッチ方式 か ら会 話型 のTSS方

式 へ と発展 してい く。 したがって,デ ー タ通

信の発展 の初期 の段 階 において は,デ ー タ伝

送 や リモー トジ ョブ ・エ ン トリーのため に,
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回線交換方式 の方 が使 いや す く,ユ ーザ ーも

多 い。 しか し,デ ー タバ ンクや科学技術計 算

セ ンター,事 務計算 セ ンター等 が普及 して く

ると,次 第 にパケ ッ ト交換方式 に移行 して い

くもの と考え られる。

世界各国の既存 の加入電信網 は,実 体 は低

速の ディジタル回線交換網 で あ り,蓄 積機 能

や処理機能 を持 たない時代 遅れ のネ ッ トワー

クである。現在,各 国 で普 及 して いるバ ンキ

ング ・システム,座 席予約,販 売在庫 管理 シ

ステム等 で使 用 されてい る端末機(入 出力装

置)は インテ リジェ ン ト化の方 向 にある。 ま

た,オ フィス ・オー トメー シ ョンの進 展 に

伴 って,タ イプライター はプ ロセ ッサ ーを内

蔵 して,文 書の編集 や蓄積 を行 う ワー ドプロ

セ ッサーに移 行 しつつ あ り,こ れ に通信 機能

を結 びつ けて文書処理 だ けで な く,不 特定 多

数 を相手 にメ ッセージ通信 を行 いたい という

要望が高ま っている。

したがって,こ の分野 において は,加 入 電

信 の通信機能 とワー ドプロセ ッサ ーの処理 機

能 が融 合 して,新 しい高速 の テ レテ ックス ・

サー ビスが生 まれた。今 後,回 線 交換 サ ー ビ

ス とテ レテ ックス,各 種 の処理 セ ンター,デ ー

タバ ンクが接続 されて,ど の ような発展 を示

すかが注 目 される。

古 い加入 電信の形式 にと どま り,新 しい テ

レテ ックスに脱 皮で きないで いると,加 入電

信 サー ビス は,い ず れはデー タ通信,画 像通

信,公 衆 フ ァク シ ミリ と いっ た ニュー ・メ

デ ィアにとって代 わ られ,衰 退 して い くもの

と予想 される。

].西 ドイツ

西 ドイ ツ 郵 電 省 はDATEX(Electronic

DataSwitchingSystem)と い う回線交換 サー

ビスを,20数 都 市 に交換局 を設置 して 提供 し

て い る。 速 度 ク ラ ス は200bps,300bps,

2,400bps,4,800bps,9,600bpsの5種 類 が

あ り,こ れ を利 用す る端 末 は4,000に 達 して

いる(表1)。

西 ドイツの考 え方 は,将 来,回 線交換網 を

介 して,現 在の加入 電信サ ー ビス とテ レテ ッ

クス ・サー ビスを統 合 し,相 互 に互換性 を持

たせ ようと してい る。 テ レテ ックスの伝 送速

度 は2,400bpsで あ り,メ ッセー ジ当 た りの

コス トはテ レックス(50bps)の5分 の1で

ある。

テ レテ ックスは,不 在 時の着信 メ ッセージ

の蓄積,保 護が でき,ダ イビ ングと受信 の同

時処 理が可能 であ る。 また,接 続 および伝 送

手順制御 のため にHDLC(ハ イ レベル伝送制

御手 順)を 含 む標 準 プロ トコル を使用 してい

る。

2.北 欧 諸国

スウェーデン,ノ ルウ ェー,フ ィンラ ン ド,

デ ンマ ー ク の4カ 国 が 協 力 し て,NPDN

(NordicPublicDataNetwork)と い う回線

交換 サー ビス を提供 してい る。各 国 ともそれ

ぞれの国内網 を建設 し,商 用 テス トを行 った

後 に相 互接続 を行 った。西 ドイツと同様 に,

テ レテ ックス ・サー ビスの提 供 にNPDNを

用 い,こ の普及 に努力を してい る。

表1DATEX-Lサ ー ビス

サービス名 伝送速度(bp5) 同期方式 通信 モー ド

DATEX・L200 50～200 非同期 全二重

DATEX・L300 300 〃 〃

DATEX・L2400 2,400 同 期 〃

DATEX・L4800 4,800 〃 〃

DATEX・L9600 9,600 〃 〃
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パケ ッ ト交換網 サー ビス

世界 の主要 国において は,パ ケ ッ ト交換 方

式が急速 に普及 しつつあ り,公 衆網 と して回

線交換網 を建 設せ ずに,直 接パ ケ ッ ト交換網

に入 る国がでて きてい る。この ように、パ ケ ッ

ト交換網 サー ビスが普及 した原因 と しては,

次 の理 由があ げられる。

(1)CCITTの 場 で インタフェー スの標 準化

が行 われた(端 末 インタフェース,X.25,X.

28,国 際 間 インタフェースX.75)。

(2)パケ ッ ト交換 網サ ー ビスの方 が伝送 路が

効率 的に使用 で きるため料金 が安 く,経 済的

である。

(3)異速 度,異 手順端 末間 の通信 が可能 で あ

り,各 種 の付加価値がつ けやす い。

(4)各国 で デー タベ ース や会 話型 のTSSが

普 及 し,相 互接続 の要望 がでて きた。

(5)アメ リカ,カ ナ ダ,フ ランス,日 本が実

際にパ ケ ッ ト交換 網サ ー ビス を使 って実績 を

あげ,安 定 したサー ビス を提 供 して いる。

この よ うに,パ ケ ッ ト交換網 サ ー ビス は,

世 界 各国 において,急 速 に普及 しつ つあ るが

これに伴 って,新 しい別の問題 が生 じて きて

いる。パ ケ ッ ト交換方 式 には,必 ず蓄積 交換

処 理 を伴 う もの で あ り,ま た,既 存 の コ ン

ピュータ ・シス テムの相互 接続 を行 う場合 に

は,コ ー ド変換,メ デ ィア変換,プ ロ トコル

変換等 の付 加価値 的な処 理 を伴 う。

したがって,パ ケ ッ ト交換 方式 は,従 来 の

電 気通信 の概念 には入 らな いもの と して,新

しく付加 価値通信業(ValueAddedCarrier)

と い う分類 を設 け,こ の分野 は 自由競 争 で行

うべ きで ある とい う政 策 をア メ リカのFCC

は採 用 した。 日本 において も,ユ982年10月 の
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公衆電気通信法 の改正 に際 しては,中 小企業

用 のVANを 認 め ると い う形 で この考 え方が

取 り入れ られている。

しか し,ド イ ツや フ ランス において は,パ

ケ ッ ト交換方式 が新 しい形 の メ ッセージ通 信

サー ビス を提供 しうるこ と,将 来,普 及発達

した場 合 に は,社 会 的 イ ンフ ラ ス トラ ク

チ ャーと して公共 性 が きわめて強 い性格 を持

つ ことか ら,国 営 主義 で実施 している。

パ ケ ッ ト交換 方 式 が 普及 して くる につ れ

て,ア メ リカ以外の 国に おいて も,自 由競 争

か国営かと いった議論 に火が つ く可能性 が強

い。

また,ア メ リカの テ レネ ッ ト,タ イムネ ッ

ト,グ ラフネ ッ トの国際 間接 続 が急速 に進 ん

でお り,ア メ リカ の デー タベ ー スや 各種 の

データ通信 サー ビスの進 出が著 しく,近 年 国

際間 に次 のような新 しい問題 を投 げか けてい

る。

(1逓 信 システムの安全 と信 頼性 の確 保,(2)

通 信 の秘 密 の 保 護 と プ ラ イバ シー の保 護

(OECDの ガ イ ドライ ン勧告),(3)情 報 の不

均衡 是正 と自由な貿易 上 の障害 除去 をめ ぐる

国際間のデー タ流通 の問題等 が重 要 とな って

きている。

1.ア メ リカ

(1)AT&T

AT&Tは,1975年 か らデ ィ ジ タル専 用 線

サー ビス,デ ータホ ン ・デ ィジ タル ・サー ビ

ス(DDS)を 提 供 してきてお り,最 近 になって,

56Kbpsの 回 線 交 換 サ ー ビスDSDS(Data

SwitchedDigitalService)の 認 可 申請 を行 っ

てい るが,収 支分 計 の会 計制 度 の確立 をめ

ぐってFCCと 協 議 中 であ り,い まだサー ビ

スは開始 され ていない。
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1980年4月 の第2次 コン ピュー タ調査 の最

終 決定 に よって,AT&TはACS(Advanced

CommunicationsService)の よ うな処 理機 能

を持 った高 度 サー ビス を完 全 分 離子 会 社 に

よって提供す ることを認 め られ た。

分離子会社 であ るアメ リカ ン ・ベル によっ

て提供 され るACSのNet1000高 度 通信 サー

ビスは,公 衆 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク ・

サー ビス と して,異 種 コン ピュー タ,異 種端

末の相互接続 を可 能 とする通信処理 を行 うだ

けで な く,メ ッセー ジ交 換,デ ー タエ ン ト

リー,リ モー ト・バ ッチ転送,蓄 積後 送信等

の サー ビス を提 供 す る。 図1はACSネ ッ ト

ワークの基本 的な機能 を示 した もの であ り,

子 会社 である アメ リカ ン ・ベ ルの提 供す る各

ノー ドは,親 会 社 で あ るAT&Tか ら提 供 さ

れ る56Kbpsの デ ィ ジ タ ル 回線 を使 っ たパ

ケ ッ ト交 換 ネ ッ トワー ク に接 続 され る。各

ノー ドは,ア クセ ス ・コ ン トロール,デ ー タ

転送,通 信 処理,蓄 積等 の機 能 を有す る。

(2)GTE/TELENET,TYMNET

TELENETとTYMNETが,ア メ リカ を

代表 する2大 パ ケ ッ ト交換網 で ある。

TELENETは 最 近,TP4000を 交 換 機 と

して導入 し,応 答パ ケ ッ トで送信確認 を行 う

バー チャル ・コール の 方 式 に切 り替 え て い

る。現 時点で ネ ッ トワーク に接続 されてい る

コ ンピュー タ ・セ ン ター は400を 超 え,端 末

は5万 以上 で あるが,そ の3分 の2は 電話交

換網経 由,TWX網 経 由 とな っている。

TYMNETは,各 種 の通 信 制 御 ミニ コ ン

ピュー タを中心 と して編 成 されてお り,接 続

され てい る コ ンピュー タ ・セ ンターは300を

超 え,端 末 は5万 に達 している。

TELENET,TYMNETと も に ネ ッ トワ一

図1

ACSネ ッ トワー ク

疹○㌻ ご一　
パケ。陵 換 寸

ネッ トワー ク1

彫㌔璽薮]一巳

診 出所:AT&T投 資計画

クの拡大 を図ってお り,研 究,開 発 に も積 極

的な投資 を行 っている。

TELENETはTELEMAILと い う メ ッ

セー ジ通信 サー ビスを提 供 し,TYMNETも

ON-TYMEnと い うメ ッセー ジ通信 サー ビス

を提供 している。

ま たTYMNETは,TYME-GRAMと い

う電子郵 便サ ー ビス を提 供 してお り,端 末か

ら入 力 され たメ ッセー ジは ノー ド内で プ リン

トアウ トされ,自 動 封入 されて郵便 によ り配

達 され る。TYME-GRAMとON-TYMEH

は い ずれ も相互接続 されている。

ま た,ア メ リカ第3位 の電 話 会社 で ある

UT社(UnitedTelecommunications)の 子 会

社 で あ る ユ ナ イ テ ッ ド ・コ ン ピュー テ ィン

グ ・シス テムズ社 が1981年 か ら,パ ケ ッ ト交

換サー ビスを開始 している。

1981年 に お ける付加価 値通信事業 にお ける

収 入 の 占 有 率 は,TELENET41%,TYM

NET45%,GRAPHNET14%と な っ て い る

が,業 界全体 の1979年 の 収入 は4,400万 ドルで,

既 存 通信 事業者 の収入580億 ドルの0.076%に

す ぎない。
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2.カ ナ ダ

カナ ダで は,2大 通 信 事業者 であるTCTS

とCNCPが そ れ ぞれパ ケ ッ ト交換 サー ビス

を提供 している。

TCTSは,DATAPACと い うパ ケ ッ ト交

換サー ビス を1977年 に開始 し,現 在9交 換局,

15交 換 機 まで拡大 してい る。

ユーザ ーのニ ーズに応 じた付加価 値機能 を

付 けたアプ リケー ションごとに,DATAPAC

3000,3101,3201,3203,3303,3304,3305

の7種 の サー ビス が ある。POS用 の ア プ リ

ケー ショ ンで あ るDATAPAC3201が,最 も

多 く利用 されてい るといわれる。DATAPAC

は ア メ リカのTELENET,TYMNETと も,

ヨーロ ッパのパ ケ ッ ト交換 網 とも,接 続 され

て お り,メ ッセー ジ通 信 も国際 的 に可 能 と

な っている。

CNCPはINFOSWITCHに よって,IN

FOCALL,INFOGRAMと い う2種 類 の パ

ケ ッ ト交 換 サー ビ ス を 提 供 して い る。IN

FOCALLは 既 存 の ユーザ ー端末 を対象 と し

たサー ビスで あ り,INFOGRAMはX,25イ

ン タフェースの端 末 を対象 と したサー ビスで

ある。INFOSWITCHは,回 線 交換,パ ケ ッ

ト交換 の併 用網 で あ り,両 方 のサー ビス を同

一網 で提供 して いるの は
,世 界 で もカナ ダだ

けで あり,将 来 の動 向が注 目され る。

3.フ ラ ンス

フ ランスで は,準 国営 の トランスパ ック社

8世 界 の コ ンピュ ー タ ・ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス

が ヨーロ ッパ で最 初 にCCITTの 設 定 したX.

25,X.28に 準 処 したパ ケ ッ ト交換 サー ビス を

提供 して いる。1981年 現 在 で,19の 交 換 局が

設置 され,電 話網,テ レックス網 経 由での接

続 も可 能 と なってお り,加 入 数 は3,000を 超

えて いる。

4.イ ギ リス

イ ギ リス で は,郵 電 公社 が1980年 か らパ

ケ ッ ト交換 サ ービスPSSを 提 供 して い る。

パ ケ ッ ト交 換 機 は ア メ リ カ のGTE製 の

TP4000を 使 用 し,X.25イ ン タ フェー ス の

2,400bps,4,800bps,9,600bps,48Kbpsの 端

末 をサ ポ ー トす る ほか,300bpsか ら1,200

bpsの 一 般 端末 も接 続可能 で ある。 交換 局相

互間 は48Kpbsの 高 速回線 で接 続 され,網 内

プロ トコルと して は,国 際間 インタフェース

のX.75が 採 用 され て いる。現在,ロ ン ドン

を は じめ11交 換 局 と なって お り,カ ナ ダの

DATAPAC,ア メ リカ のTELENET ,TYM

NETと 相 互接続 され ている。

5.西 ドイツ

西 ドイツ では,郵 電 省 が回線 交換 方 式 の

DATEX-Lを 提供 す るとともに,パ ケ ッ ト交

換 方式 のサ ービス と して,DATEX-Pを 提 供

している(表2)。

DATEX-PIOは,CCITTのX.25準 拠 端末

をサポー トし,伝 送 速 度 は2,400bps,4,800lbps

9,600bps,48Kbpsと な って いる。DATEX-

P20はCCITTのX,28準 拠 端末 をサ ポ ー ト

表2DATEX-Pサ ー ビス
サ ービス名 サポー ト端末種類および伝送速度

DATEX-P10

DATEX-P20

CCITTX.25準 拠 端 末,2,400,4,800,9,600,48,000bps

CCITTX.28準 拠 端 末,50,110～300,1,200bps

DATEX-P32

DATEX-P33

IBM3270コ ン パ テ ィブ ル

ジー メ ン ス ・ トラ ンス デ ー タ8160コ ンパ テ ィ ブ ル
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表3欧 米諸国における公衆データ網の動向

国名 サ ー ビ ス 名 会 社 名 等
交 換

方 式

サ ー ビ ス

開 始 時 期
備 考

TELENET GTEテ レネ ッ ト社 P 1975年 1979年GTEと 合併

1980年 テ レ メー ル

TYMNET タイムネ ッ ト社 P 1977年 1980年 オ ン タ イ ムII,タ イ ム グ ラム

Graphnet グラフネ ッ ト社 P 1975年 1975年 フ ァ ク シ ミ リ ・サ ー ビス

1976年 データ伝送 サービス

ア 1977年 国 際 デー タ ・サ ー ビ ス

COM-PAK ITT・DTS社 P 1979年 1979年 フ ァ ク シ ミ リ ・サ ー ビ ス

(FAX-PAK) 1981年 交 換局縮 小

UNINET ユ ニ ネ ッ ト社 P 1981年 1981年 公衆サー ビス として開始
メ

ACS AT&T分 離子会社 P 未 定 1978年7月 認可 申請

1978年11月 建 設認可申請

1979年2月 タ リフ提出延期通告

計 1979年10月 建 設認可申請の撤 回
リ 1980年3月FCC申 請却下

1981年11月 分 離子 会社設立投資計画 をFCCに

提 出 。この 中 で,1982年6月 目途 に

画 ACSサ ー ビス開始を明 らかにした。

カ
X.25に 準 拠 し AT&T P 未 定 1981年9月X.25に 準 拠 した 基 本 サ ー ビス と し

た サ ー ビス て の バ ケ ッ ト交 換 ネ ッ トワー ク ・

中
サ ー ビス計画 を発表

DSDS AT&T C 未 定 1976年3月 認 可申請

1977年6月 条件付認可

会計 システム上 の問題か らFCCと 論議 中

カ
Datapac TCTS P 1977年 交換局9,サ ー ビス提供地域61

ナ
Infoswitch CNCP P/C 1978年 インフ ォグラム(P)交 換局4

ダ
イ ンフ ォエ クス チ ェ ン ジ(C)提 供 都 市56

イ ンフ ォ コー ル(P)

PSS BT P 1980年 交換局9,48Kbpsで 相互接続
イ
ギ

1981年8月 商用サー ビス開始

リ

ス
IPSS BT P 1978年 英米両国間のデー タベース ・ア クセスが可能

カナダへ拡大(1980年)

フ ラ

ン ス
Transpac トラ ン スパ ッ ク社 P 1978年 交換局19,72kbpsで 相互接続

DATEX-L DBP C 1975年 EDS15都 市設置。1981年 末 までに19都 市 に25
西
ド 台のEDS設 置予定。

イ
ツ DATEX-P DBP P 1980年 1980年8月 開始

1981年8月 商用サー ビス開始

スペ RETD CTNE P 1971年 交 換 局7,コ ンセ ン トレー タ ー41

イ ン 国際標準に準拠 した新 デー タ網 を構築中

オラ

ンダ

計
画
中
Datanet1 PTT P 1982年3月 交換局3,64Kbpsで 相互接続

北4
NPDN 北 欧4か 国PTT C 1981年 交換局4,64Kbpsで 相互接続

か パケ ッ ト交換サー 北 欧4か 国PTT P 1980年 交換局2,マ ルチ プレクサー2
欧国

ビス デー タベース検索用

Euronet EC委 員会 P 1979年 1979年11月 試 験 的 に ス タ ー ト

E 各国PTT 1980年2月 公 式 ス タ ー ト

C 36の ホス トか ら291の デー タベー スが提供 され

る予定

(注)Pパ ケ ッ ト交換C回 線交換 (出典)欧 米諸国におけ るデー タ通 信の動向1982.3電 気通信総合研究所
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し,伝 送速度 は50bps,110～300bps,1,200bps

と な ってい る。 そのほかに,IBM3270コ ンパ

テ ィブルのDATEX-P32,シ ー メンス8160コ

ンパテ ィブルのDATEX-P33が あ る。現在,

直 接接 続 され て いる端 末機 は500く ら いとい

わ れ る が,電 話 交 換 網,テ レッ ク ス 網,

DATEX-Lの 回 線交換網経 由で も接続可能 と

なってお り,ユ ーザ ーは逐次増加 している。

6.EC(ヨ ー ロ ッパ共同体)

EC9カ 国 が合 同 して,域 内 の データベー

スの共 同利用 を促 進 し,ア クセス手順,検 索

機 能 の標 準 化 を図 る ため,EURONETと い

うパケ ッ ト交換網 を構築 し,1980年3月 か ら

サー ビス を提 供 してい る。EURONETは,

デ ー タベ ースの利 用 につ いて,ア メ リカへの

依存か ら脱却 するため,EC各 国 の科 学技術,

経 済等 に関す るデータベース との接続 に力 を

入 れてお り,サ ー ビス開始時 点に おいて,25

の セ ンターか ら約150の デ ー タベ ース ・サー

ビスが提供 されている。

しか しなが ら,EURONET加 盟 の各国 は,

パ ケ ッ ト交換網 の重要性 に気づ き,国 営 ベ ー

スで 自国網 の建設 に力 を入 れ ば じめたので,

自国網 とEURONETが 重 複 し,経 済的 に は

二重投資 とな る。

理 論 的 に は,EURONETは 自 国網 を接続

する国際間の 中継網 とな るべ きで あるが,現

在,各 国が建設 しつつ ある自国網 は,X.75に

準 拠 した国際間プ ロ トコル とX.121に 準 拠 し

た番号計 画 を採用 してい るため,EURONET

との接続 は不可能 に近 い。

したが ってEURONETは,1985年 頃 に は

解散 す る とい わ れ て い るが,現 在,EURON

ETの ユ ーザ ー の端 末 機 の イ ン タ フェー ス

は古 い1976年 版 のX.25に 準 拠 してお り,各

8世 界 の コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビ ス

国が建設 している新 しい自国網 は1980年 版の

X.25に 準処 しているため,そ の移行は容易

ではない。国際的な共同利用がいかに難 しい

かを示す実例 として,各 国か らその成 り行 き

が注目されている。

ファクシ ミリ交換サ ービス

蓄積 交 換 によ る ファ ク シ ミリ ・サー ビス

は,付 加価値通信の一種 で あ り,将 来 どの よ

うな普及発展 を示 すか は定 かでは ないが,テ

レテ ックスやデー タ通信 用 の端 末機 が写真,

図面,手 書 きメ ッセー ジの伝達 に は不適 当 で

ある ことか ら,特 別 の交換 サー ビスと して発

展 する可能性 を持 っている。特 に,コ ン ピュー

タ ・シス テムと接続 して,デ ー タを イメー ジ

処理 を して出力す る技術 が開発 されつつ ある

こどか ら,将 来の データ通信 用の端 末 と して

は,キ ーボー ド・プ リン ター よ りも有望 とな

る可能性 がある。

タイプ ライターにな じんで きた欧米諸 国で

は,テ レテ ックスが有望なサ ー ビスであ るが,

日本,中 国,中 近東,東 南 ア ジア諸 国で は,

手 書 きメッセー ジの伝 達 と して は,フ ァク シ

ミリのほうが親 しみやすい。

したが って,フ ァクシ ミリ交換 サ ー ビスの

動向 とその技術の発達 につ いて は,十 分 に注

意 を払 う必要 があ る。

1.GRAPHNET

ア メ リカのGRAPHNET社 は,蓄 積交 換

によるフ ァクシ ミリ専用 のサ ー ビス を,提 供

して いる。

入 力は ファク シ ミリ端末 の ほか に,デ ー タ

端末,テ レックス,ワ ー ドプロセ ッサ ー端 末

が可 能であ る。出力 はユ ーザ ー宅 内の フ ァク
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表4付 加価値通信事業者の現状

会社名

項 目
GTEテ レネット社 タイムネッ ト社 ユニネツト社 グラフネット社 lTT・DTS社

サービス開始時期 1975年 1977年 1981年 1975年 1979年

サー ビス デー タ伝送 サー ビス デー タ伝送サ ービス デー タ伝 送サー ビス ファクシ ミリ・サービス ファクシミリ・サービス

非 同 期 非 同 期 非 同 期

50～180bps 110～1,200bps 110～1,200bps

同 期 同 期 同 期

2、400～56.000bps 2,400～4β00bps 2、000～56,000bps

テ レメイル オン タイムII

タイムグラム

交換局等 アクセス・ポイント222 アクセスポ イント234 アクセス・ポイント161 4 1

提供地域

国 内 300(市 内料金でアク 不明(約6都 市/日 の 不明 48(人 手による配達地 不明

セス可能) ペースで増加 し 域 。ニ ュー ポー ト

ている) 廃止)

国 際 34 37 31(予 定)

ユーザ ー等 (1980年)

テレネ ッ ト ホス ト:360 約4,000ユ ーザー 不 明 4,000端 末

約500杜 端 末:5,500
一

アレメール 顧 客:250

約150社

売上高等 売上高 純損失 売上高 営業利益 売上高 売上高 累積赤字

(単位:100万 ドル)

1978年 8.65.0 16.51.3 3.0

1979年 15,29.5 23.93.1 5.0 8.1

1980年 116,024.0 34.94.8 14.4 1LO

1980年 のみCNSグ ルー

プ全体

(出典)欧 米諸国におけ るデー タ通信 の動 向1982.3電 気通信総合研究所

シミリ端末が主力であるが,フ ァクシミリで

受信 した情報を郵便で配達するテレメール方

式のものと,電 話で送達する方式 もある。端

末速度は9,600bpsま でであるが,交 換局相

互は56Kbpsの 高速で伝送される。

2.ITT/DTS

ITT/DTS社 はITT社 の系列の子会社であ

り,FAX・PAKと いうファクシミリ交換サー

ビスを提供 している。全米で6つ の交換局を

設 け,800MBの 記憶容量 を持つ コンピュー

タを接続 し,現 存する代表的なファクシミリ

端末の接続が可能であるといわれるが,需 要

が期待 どお り伸 びず,赤 字 となったため,交

換局 を統合 す るな ど再編成が行 われてい る。

3.ゼ ロ ックス,XTEN

ゼ ロ ックス社 は,デ ィジタル終端 システム

(DTS)に 割 り当て られ た周波数 を使 い,フ ァ

クシ ミ リ交換 サ ー ビスで あるXTEN計 画 を

発表 して いたが,(1)多 額 の投資 を必要 とす る

こと,(2)採 算 をとる ことが当分困難 である こ

と,(3需 要 が十分 でない こと等 を理 由と して,

撤 退 を発表 した。 しか し,XTEN計 画 の中止

発 表 後,ISACOM,TYMNET,TELENET,

SBS等 がDTSを 建 設 し,フ ァク シミリ交換
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サ ービスの提供 を計画 して いる。

ビデオテ ックス

ビデオテックスは,電 話網やデータ交換網

をベースとして,家 庭用のテレビ受像機 にア

ダプター を付 け,画 像情報 セ ンターのコン

ピュータに接続 して,画 像情報を会話型で検

索するシステムである。

先進諸国は,ビ デオテックスが従来のテレ

ビと異なって双方向性があり,デ ータベース

に接続 して画像情報により手軽に検索が可能

であ り,料 金 も安 く提供できることか ら,将

来有望なサービスとみている。

ヨーロッパでは,主 管庁が国営ベースで,

アメリカでは公衆通信事業者や情報提供会社

が民営ベースで開発,実 験を進めている。

ビデオテックスは,各 国ともまだサービス

の萌芽期にあ り,内 容 は必ずしも均一ではな

いが,大 別すると,(1厘 復配置型のデータベー

ス方式と(2)ゲー トウェイ方式に分 けられる。

データベース方式では,従 来の古いメディ

アである新聞,放 送,テ レビ,会 員制の情報

サービス等と競合 して,有 料で果たして採算

がとれるかどうか問題がある。

ゲー トウェイ方式 によって,各 オンライン

の コンピュータ ・システムと接続 し,ホ ー

ム ・バ ンキング,ホ ーム ・ショッピング,ホ ー

ム ・リザーべーション等として活用するほう

が大きな市場が開かれる可能性がでてきてい

る。

しか しなが ら,各 国 において次第にユー

ザーが増え,家 庭で利用 されるようになると,

ビデオテックスにどのような規制を加えるべ

きかについて,新 しい問題が生 じてきている。

8世 界 の コ ンピュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビス

画 像情報 の伝送 につ いては,公 正 な料 金 で

公平 に提供 されるために基本サ ー ビス と して

規制 され るべ きであるが,情 報内容(contents)

に つ いて はまったく自由な競争 にゆだね られ

るべ きで あるという意見 と,プ ラ イバ シーの

保護 や望 まない情報 を受 け手 が拒否 す る権利

を確保 す るため,規 制 すべ きであ るという意

見が でて いる。

また,ビ デオテ ックスのよ うなサー ビスで

は,標 準化 がきわめ て重要であ り,言 語,ペ ー

ジ ・フォーマ ッ ト,信 号 コー ド,端 末機 の機

能等 につ いて段階的 に標準化 の努力 を しなが

ら普及 させていくことが大切 である。

世 界の各 企業が,競 争で開発す ると各デ ー

タベ ース は孤立 し,そ の端末機 か らしか アク

セスで きな くなる。 その結果,ユ ーザ ー市 場

が小 さくな りすぎて採 算が とれず共倒 れ にな

る危 険性 が ある。標 準化が成功 しない と新 し

い大 型市場 には成 長せず,し たが って新製 品

の製 造販売,ソ フ トウェア開発等 の新 しい仕

事 も発展 しな いことになる。

1.イ ギ リス

イギ リス で はPTT(郵 便 電 信 電話 公社)

がPRESTELを19都 市 で 提 供 して お り,

1981年 の 秋 には加入者が1万5,000を 突 破 し,

急 速 にサ ー ビス は拡 大 している。 ビジネス型

のデー タベ ースであ る各種の予約,バ ンキ ン

グ,メ ール ・ボ ック ス,POS等 の 利 用 が で

て きて い る。1985年 末 には100万 の 加入 を 目

標 と し,国 際サー ビスにつ いて も,イ ンター

ナ ショナ ル ・プ レステ ル ・サ ー ビス を開 始

し,世 界 各地のニュース,経 済状況,通 貨 レー

ト,株 価,商 品市況,航 空会社 の時刻表 をオー

ス トラ リア,西 ドイ ツ,オ ランダ,ス ウェー

デ ン,ス イス,ア メ リカに提供 してい る。
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2.カ ナ ダ

カナ ダで は,通 信 省 がTELIDONを 開 発

し,カ ナ ダ ・ベル電話会社 ほか8社 が6都 市

で実験 を行 っている。 加入 者数 は,1982年 末

には1万2,000に 達 す るといわれている。

TELIDONは,将 来 オ フィ ス ・オー トメー

ショ ンの ツール と して,ま た家庭 に お け る

ホーム ・ショッピング,ホ ーム ・リザ ーベ ー

ション,ホ ー ム ・バ ンキ ングの ツー ルと して

活用 され る計 画 になっているが,当 面 は,オ

フィスの利用 に重 点が置か れて いる。 また,

写 真伝 送が可能 な フォ ト・テ リ ドンが計画 さ

れ ている。

3.フ ラ ンス

フ ランスでは郵電 省 によって,電 気通信 と

情 報処理 を融合す るテ レマ テ ィーク計画 の重

要 な計 画 の1つ と して,TELETELが1981

年7月 にベ リジでサー ビス を開始 して いる。

ベ リジにお けるTELETELは
,2,500の 加

入者 に提供 され,各 種 の予約,情 報検索,メ ッ

セー ジ通信,シ ョッピング等 のサ ー ビスが行

われている。

フラ ンスで特記すべ きこ とは,サ ンマ ロ地

区 でTELETELを 使 い電子電話帳(Annuaire

Electronique)の 実 験 が行 わ れて い る ことで

あ る。 電 話 番 号 の 案 内 サ ー ビ ス がTELE

TELで 成 功 す ると,ビ デオ テ ック スに よる

情 報検 索サー ビスは各 国で一 斉 に開花 す ると

思 われ,こ の実験の成 り行きが注 目される。

4.西 ドイツ

西 ド イ ツ で は 郵 電 省 に よ り,BILD

SCHIRMTEXTサ ー ビスの 実 験 が,1980年

6月 か らデュ ッセル ドル フ,西 ベル リンで開

始 され てい る。現在,加 入 者 は3,000を 超 え,

航 空機,ホ テル,劇 場の予約,シ ョッピング,
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バ ンキ ング等 に活用 されている。

西 ドイ ツのBILDSCHIRMTEXTで 特 記

すべ きことは,こ の シス テムに よって,オ ン

ラインの データベ ースに アクセスす るゲー ト

ウェ イ方式が開発 された という ことで ある。

この方式 はイギ リスに逆輸 出 されて,PLES

TELと 外 部 の オ ンラ イ ン ・デ ータベー ス と

の接続 プロ トコルPANDAと して使われて い

る。

西 ドイ ツのゲー トウェイ方式 の発想 は,世

界各国 に広 ま りつつ あ り,ビ デオ テ ックス は

画像 情報処理 といった狭 い発想 か ら脱皮 し,

オ ンライ ンの コンピュー タ ・システム に不可

欠のニュー ・メデ ィアと しての地位 を築 きつ

つある。

した がっ て 西 ドイ ツ のBILDSCH工RM

TEXTで 今 後 開発 され普 及 してい くで あ ろ

う,バ ンキ ング,シ ョッピング,リ ザーべ ー

シ ョ・ン等 のア プ リケー シ ョン ・ソフ トウェア

の動向 に十分 注 目すべ きで あ り,西 ドイツの

シス テムが最 先端 にある とい う認識 が大切 で

ある。

5.ア メ リカ

アメ リカにお ける ビデオ テ ックスの開発 は

遅 れ て お り,農 務 省 が グ リー ンサ ム計 画

(GREENTHUMBPLAN)と して,1980

年 に ケ ンタ ッキーで実 験 を開始 したの をは じ

めと して,AT&Tが ナ イ ト・リッダー新 聞

社 と共 同でVIEWTRONの 実 験 サー ビス を

フロ リダ州で開始 した。

AT&Tの ビデ オテ ックスの標 準 レベル ・

プロ トコル(VideotexStandardPresentation

LevelProtocol)は,ISO(国 際 標準 化機構)

の定義 したアーキ テクチ ャーに よってい る。

ビデオ テ ックスは,標 準化 に先立 って,各
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表5諸 外国におけるビデオテックスの開発状況

国 名 機 関 名 シス テム名/サ ー ビス名 開 発 状 況 等

イ ギ リ ス 郵 電 公 社 プ レ ス テ ル 1978.6実 験 サー ビス開 始

(PRESTEL) 1979.3南 川 サー ビス開 始

端 末 数11,000

蓄 積 情 韻]il:183.000ペ ー ジ
'げ∫報提 イ只者数522

国 際プ レステ ル 1980.3実 験 サ ー ビ ス 開 始

1981.7商 用サー ビス開始

端 末 数300
蓄 積 情 報la20,000ペ ー ジ

情報提供者数60

フ ラ ン ス 郵 電 畜 テ レ テ ル ]981.7ベ リジで実験 サー ビス開始

(TELETEL) 端 末 数3,000

蓄 積 情 報 量15,000ペ ー ジ

情報提供者数200

電 子 式電 話 帳 1980.4サ ンマ ロで実験サー ビス 開始

(AIlnuaireElectronique) 1982イ ル ・エ・ピレヌで商 用サ ー ビス開始予 定

端 末 数150

西 ド イ ツ 郵 電 省 ビル トシルム テキス ト 1980.6デ ュッセル ドルフ、 西ベ ル リンで実 験サー ビス開始

(BILI)SCHIRMTEXT) 端 末 数6,000

蓄 積 情 報litl20,000ペ ー ジ

情報提供者数570

オ ラ ン ダ 郵 電 総 局 ビ デ ィ テ ル 1980.8全 土 で実験サー ビス開始

(VIDITEL) 端 末 数6,000

蓄 積 情 報 謎125,000ペ ー ジ

情報提供者数160

ス イ ス 郵 電 庁 ビデ オテ ッ クス 1980.7ベ ルンで実験サー ビス 開始

(VIDEOTEX) 端 末 数120

蓄 積 情 報 量60.000ペ ー ジ

情報提供者数110
フ ィ ン ラ ン ド サ ノ マ 出 版 会 社 テ ル セ ッ ト 1978.6ヘ ルン ンキで実験 サー ビ ス開始

ヘ ル シ ン キ電 話 会 社 (TELSET) 1980.4商 用サー ビス開 始

ノ キ ア 電 子 会 社 端 末 数300
蓄 積 情 報 量20,000ペ ー ジ

情報提供者数20
スウェー デ ン 電 気 通 信 庁 デー タピジ ョン 1979.4ス トックホル ムで技 術試験 開始

(1)ATAVISION) 1981実 験サー ビス開 始予定

端 末 数40
蓄 積 情 報lillO,000ペ ー ジ

情報提供者数40
デ ン マ ー ク 郵 電 総 局 テ レ デ ー タ 1981.8実 験サー ビス開始予 定

(TELEDATA) 端 末 数200
蓄 積Wll報 量40,000ペ ー ジ

情報提供者数10

イ タ リ ア 郵電 畜 および イタ リア ビ デ オ テ ル 1981ミ ラ ノで実験 サー ビス開 始予定

電話公社 (VIDEOTEL) 端 末 数1,000

カ ナ ダ ベ ル ・カナダ電話 会社 ビ ス タ 1981.5ト ロ ン ト,モ ン ト リオ ー ル で実 験 サ ー ビ ス 開 始

(VISTA) 端 末 数500
蓄 積 情 報lalOO,000ペ ー ジ

アルバ ー タ州政 府電話 AGT 198].7カ ル ガ リーで実験 サー ビス開 始予定

会社 端 末 数30
蓄 積 情 報 量45,000ペ ー ジ

情報提供者数5
マ ニ トバ 電 話 会 社 ア イ ー ダ 1980.6サ ウス ・ヘデ ィン グリー で実 験サ ー ビス開始

(II)A> 端 末 数33
蓄 積 情 報]il二3,500ペ ー ジ

グ ラ ス ル ー ツ 1981.6ウ イニ ペ ッグで実 験サ ー ビス開 始

(GRASSROOTS) 端 末 数60
蓄 積 情 報 」il:50,000ペ ー ジ

エ リ ー 計 画 1981エ リーで実験サー ビス開始予 定

(ELIE) 端 末 数150
蓄 積 情 報{ill61,000ペ ー ジ

ブ リ テ ィ ッ シ ュ ・ ビデ オテ ッ クス 1981バ ン クーバー で実 験サ ー ビス開 始予定

コ ロ ン ビ ア電 話 会 社 (VIDEOTEX) 端 末 数150
ニ ユ ー プ ラ ン ズ ウ ィ ッ マ ー キ ュ リ ー 1981.1セ ン ト ・ジ ョ ン で 実 験 サ ー ビ ス 開 始

ク電話会社 (MERCURY) 端 末 数2b
テレケー ブル ・ビデオ テ リ ド ンII 1982.秋 モン トリオー ルで実 験サー ビス開始予 定

トロ ン社 (TELIDONID 端 末 数250

ア メ リ カ 農 務 省 グリー ンサ ム計画 1980.3ケ ン タッキー で実験 サー ビス開 始

(GreenThumbPlan) 端 末 数200

ナ イ ト・・ リ ッ ダー 新 聞 ビ ュ ー ト ロ ン 1980.7コ ー ラル ・ゲープ ルズで実 験サ ー ビス開始

杜,ア メ リカ電話 電信 (VIEWTRON) 1981.2第II期 実 験 サ ー ビ ス 開 始

会社(AT&T) 端 末 数260
蓄 積 情 報ja18,000ペ ー ジ

CBS社,AT&T 1982,秋 リッジウッ ドで実験 サー ビ ス開始予 定

端 末 数200

(出典)通 信 白書 郵政 省編1981年 度版
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国が競争 で独 自の方式 を開発 したが,CEPT

(ヨ ー ロ ッパ のPTT連 合)が,イ ギ リスの

PLESTELに 準 拠 した標 準方式 を採用 した。

AT&Tは カ ナ ダのTELIDONのDRCS方

式 を採 用 し,北 米 標 準PLP(NorthAmer－

icanPresentationLevelProtcol)が 確 立 した。

したが って,日 本の キャプテ ン方式 を含め,

世 界 に3つ の方式が存在 する こと とな り,今

後の発展 の動 向が注目 される。
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9

パ ー ソナ ル ・コンピュー タ

産業の新しい波

コンピュータ産業の構造を変える力

産業構造の変革者

パー ソナ ル ・コン ピュー タ産業 は,ま す ま

す驚異的 な発 展 を続 けて いる。 この産業 に比

肩 しうるペー スで発展 して いる産業 はおそ ら

くな いであ ろ うし,コ ン ピュー タ産業の歴史

の中で も,こ の数年 の間 にパー ソナル ・コン

ピュー タが引 き起 こ したほどの変化 を,ほ か

に探すの は難 しい。

大 き くて複 雑 で高価 な メイ ンフ レー ム ・コ

ンピュー タは過去 四半世紀,確 かに重 要な役

割 を果 た して きた。 あ らゆる面 で人々の生活

を変 えた とい ってよい。 だが,そ のサ イズに

もか かわ らず,メ イ ンフ レームは あ くまで も

人々 の目に触 れない ところで機能 して きた。

この状 況 を一 変 させ たのが,70年 代 に始 まっ

たマ イクロプ ロセ ッサーの進歩 と,そ れ に伴

うパ ソコ ンの出現 であ る。 これに よって,コ

ンピュー タは容積 で も価格 面 で も大幅 にコ ン

パ ク トなもの にな り,数 百万 人の人 々がアク

セス でき るもの になった。80年 代 に入 ってか

らは,オ フ ィスに学 校 に家庭 に,あ らゆる と

ころに入 り込 むまで にな った。未来学 者の予

言 した 「情報革命」 が ま さに現実 の もの にな

り,人 々 の生 活 の仕方,働 き方,さ らには考

え方 まで変 えは じめたので ある。

この過 程 の中でパ ーソナル ・コンピュー タ

は,メ インフ レー ム中心 だった コンピュー タ

産業 の構造 を完全 に変 えた。 この ことは数字

の うえで も裏づ け されてい る。 アメ リカの調

査会社 インフォ コー プ社 による と,1978年 に

は世界 の コ ンピュー タ市場 の65%ま で を大 型

システムが 占め,こ れ に対 して小型 お よびマ

イクロ ンス テムは,35%に す ぎなか った。 と

ころが,1982年 に はこれ が完全 に逆転 し,大

型 は34%,小 型 お よびマ イク ロ ンス テ ム は

66%を 占 める よ.うになったので ある。1987年

に はさ らに,大 型 システムの比重 は16%に ま

で低下 す ることが予想 されてい る。 アメ リカ

で無名 の メーカーがパ ソコンを発表 しは じめ

た1976年 当 時 には,ほ とん どだ れも予想 しえ

なかった ような変化 である。

この ような劇的 な変化 は,当 然 なが らパ ソ

コ ン産 業 自体 の構 造 も変 えた。 ベ ンチ ャー ・

ビジ ネス が切 り開 いて いっ たパ ソ コ ン市 場

が,規 模 が急激 に拡大す るにつ れて,他 分野

か ら巨大 企業が参入 して し烈 な競争 の行 われ

る場 にな ったのであ る。ま た,製 品 の機 能が
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図1パ ソ コン ・メ ー カ ーの市 場 シ ェア(全 世 界 ・金額ベ ース)

中 位 機 種(価 格500～6,000ド ル)

1981年

コ モ ドNEC

－ ル

8%11%

タンディ

16%

1982年

コモ

ドー ル

8%

タ ン デ ィ

11%

IBM2%

下位機種(価 格500ド ル以下)

1981年

シ ン ク レ ア

13%

タ ン デ ィ

21%

コ モ ドー ル

28%

1982年

TI

10%

シ ン ク レ ア

10%

その他

13%

ア タ リ

2!%

(イ ン フ ォ コー プ杜 調 べ)

向上 するにつれ て,パ ソ コンが ビジネス に利

用 され るよ うにな り,市 場 は ホ ビー中心か ら

ビジネス ・ユ ース中心 へと移 ってい った。

低 成長 に移行 し始 め たメイ ンフ レームや ミ

ニ コンピュー タの メーカーが ,こ の成長市場

を見逃す はず はなか った。それ まで ア ップル,

タ ンディ,コ モ ドールが三分 してい た市 場 に,

1981年 以 降IBM,ゼ ロ ックス,ワ ング,DEC ,

NCRと いった大手企業がなだれ込み,市 場

は急速にマーケティング指向を強めて変化 し

つつある。

もはや小資本のベンチャー企業が楽々と成

功できる市場 ではなくなったのである。アッ

プルをは じめ この産業で成長 してきた企業

は,大 企業 を相手の競争 を強いられることに

なった。
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変わる日本市場

日本 のパ ソコン市場 は,タ ンデ ィのTRS-

80が 最 初 にア メリカか ら輸 入販売 され た1978

年 に始 まる。 これ に刺激 され て,日 本電気 は

マ イクロコン ピュータのキ ッ トTK-80を ベ ー

スに して,BASICが 使 える 「TK-80BS」 を

発表,こ れが国産機 と しての第1号 で ある。

輸入品でス ター トした 日本 のパ ソコン市場

は,1978年 当 時,市 場 の90%を 輸 入 品が 占め

て いた。 しか しこの年 に,日 本電 気の ほか 日

立,ソ ー ド,1980年 に は シャー プ,沖 電気 な

ど大手 メーカーが進 出 したこ とによ り,そ の

シェアは逆転 す る。以来現在 まで,市 場 は国

産メーカーが圧倒 的優位 を保 って いる。

現在,市 場 に参入 して いる メー カーは約30

社 あ る。最 大 の シェ ア を持 つ の は 日本電 気

(40%)で,こ れ を追 うのが シャーフ,さ ら

に1982年 か らは富士通 が,急 激 にシェアを伸

ば している。

しか し,現 在の国産 主導型 の市場 も,1983

年 か らは構造が変化 する ことが予想 され てい

る。 これ は同年3月15日 に,IBMが 日本 で

もパ ソ コ ンを発 表 した こ と に よる。 日本語

ワーフ.ロ,オ ン ライ ン端 末,単 独 のパ ソ コン

のいずれに も使 えるとい うふれ こみの,多 機

能 型16ビ ッ ト・パ ソ コ ン,「IBMマ ル チ ス

テー シ ョン5550」 は,日 本語処 理機能 な ども

盛 り込 み,ネ ッ トワーク機能 も持 て ることか

ら,ビ ジネス用パ ソ コンと して は本命 の製 品

ともみ られてい る。 アメ リカの ソフ ト会社 マ

イ クロソ フ トと 日本IBMが 開 発 し,松 下 電

器 が本体 を,沖 電気 がプ リンターを,ア ル プ
　 　

ス電気がキーボー ドを,そ れぞれIBMフ フ

ン ドで生産受託 したもので,い わば日米合作

のパ ソコンともい えるものであ る。

5550の 発 表 に対応 して,IBMは 代 理 店 網

の整 備 を も進 め てい る。IBM参 入 が市場 に

どんな インパ ク トを もた らす か。 日本 のパ ソ

コン市場 の1983年 最 大 の焦点 にな りそ うだ。

倍々で伸びる市場

パ ー ソナ ル ・コンピュータは,1982年 も め

ざま しい売れ行 きを示 した。 イ ンフォコープ

社 調べ に よる と,1981年 に 世界 全体 で183万

台 売 れ,1982年 に はその2倍 以 上 の399万 台

が売 れた。

最大 のパ ソコン利用 国ア メ リカで は,1980

年 に は20数 社 が72万4,000台,金 額 に して18億

ドルのパ ソ コンを売 った。翌年 には,メ ー カー

数 は さらに20社 以 上増 えて,売 上 げ は140万

台,30億 ドル に達 した。そ して1982年 に は,

合 計100社 を超 え るメー カーが,280万 台,49

億 ドル を売 っ た(デ ー タ クエス ト社調 べ)。

まさに倍 々ゲームである。

日本 で も,同 様の急成長 が続 いている。 日

本電子機械 工業会 の調べ に よる と,1978年 に

はわ ずか1万 台 の 出荷 台 数 だっ たパ ソ コン

は,1979年 に は4万 台,1980年 に は11万 台,

1981年 に は27万5,000台(金 額 で340億 円),そ

して1982年 に は推定60数 万 台が 出荷 された。

さらに1983年 に は100万 台 が予 想 されて いる。

これ は同会加盟 の メーカーの数 字で あ り,こ

れ に入 っていない小 メーカーの もの を加 え る

と,現 在 日本 に設置 されて いるパ ソコンは,

300万 台 を下 らな いともい われ る。

日米 両国 に比 べれ ば少 ない とはいえ,ヨ ー

ロ ッパ で も,不 況 にもかか わ らずパ ソコ ンの

普 及 は進 んで いる。調査会 社IRDに よ ると,
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東欧 を除 くヨー ロ ッパ で,1982年 に 年間39万

2,000台 のパ ソ コンが出荷 され た。同年 末現

在 の設 置台数 はユ70万 台 。国別 では イギ リス

が最大 の市場で,90万 台 が設置 されて いる。

ヨー ロ ッパ のパ ソコ ン導入意 欲 を支 えてい

るのは,各 国政府 のハ イテ ック振興策 である。

このため,1985年 に は設置 台数 は1 ,800万 台 に

達 す るの で はな いか とIRDで は 予想 して い

る。ただ し,市 場 は あくまで もアメ リカ系 メー

カー主 導。 コモ ドー ル,ア ップル に加 え,

1983年 か らはIBMが 大 々 的 にパ ソ コ ン を

ヨー ロ ッパ で も発 表 す る。今 後 も地 元 メー

カーが シェアを奪 い取 るのは難 しそ うだ。

本格化するlBMと アップルの攻防

いか にダ イナ ミックな産業 とはいえ,こ の

1年 あ ま りの間 にア メ リカのパ ソコ ン産業 で

生 じた変動 は,類 例 のな いものだ った。震源

はIBMで あ る。

1981年 秋 には,Applellは リーデ ィング ・

マ シンだった。単一 機種 と しては
,最 大 の出

荷 台数 と設置ベ ースを 誇 る選 ばれ たマ シ ンと

して,市 場 に君臨 してい た。 ソフ トウェア会

社が,設 置 ベース と月間 出荷 量 に敏感 な こと

はいうまで もない。 ソフ トの売上 げは ,こ の

2つ に比例 するか らだ。 その結 果 ,Applell

は最 大かつ最良 の ソフ トウェ ア ・ベ ースを形

成 してき た(現 在利用 で きる プロ グラム数1

万6,000本)。

こ う した中 で1981年 秋,IBMは パ ー ソナ

ル ・コ ンピュー タ(PC)の 出 荷 をつ い に開

始 した。 その時点 では,こ れがいか に恐 るべ

き製品か を,認 識す る人 は少 なかった。

1年 あま りたった現在,変 化 は驚 くべ きも
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ので あった。IBMPCは,ア ップルのデ ィー

ラー ・ベー ス に大 き な くさび を打 ち込 み,

真 っ 向 か ら競 合 す る と こ ろ で は ど こで も

Applellよ り も売 れて いる。発表後1年 で20

万 台 を出荷 し,1982年 の 出荷台数 ではア ップ

ルか ら トップの座 を奪 取 したともいわれ る。

ま さに1982年 の"コ ンピュー タ ・オ ブ ・ジ ・

イヤー"に なったのだ った。

市場 の流 れ を完全 にホ ビーか らビジネス に

変 え,従 来 の8ビ ッ ト機 か ら16ビ ッ ト機 時代

への移行 を決定づ けた。 この変化 を
,ソ フ ト

ウェア会社 が気づか ない はず はない。 ソフ ト

会 社 の 多 くが,焦 点 をApplenか らIBM

PCに 切 り替 えは じめ,IBM用 プ ログ ラム

は1年 で1,000本 に 達 した。 これ に つ れ て

IBMPCコ ンパ テ ィブル機 も数 多 く出 回 り

は じめ た。

IBMPCの 成 功 は,次 の4つ の要素 に起

因す るもの とみ られ る。

① 早期 に16ビ ッ ト・マ イクロプロセ ッサ ーを

採用 した こと

② ソフ トは市販 の定評 ある既存製 品 をい ちは

やく採用 したこと

③ シアーズ ・ローバ ックなど,大 がか りな流

通網 を整備 したこと

④IBMの 知 名度

こう した アメ リカでの成功 に続 いて,IBM

は1983年 早 々か らヨー ロ ッパ を皮切 りに世 界

各国でのPC発 売 をい よい よ始め た。 いずれ

の地 域 でも,周 到 に準備 した うえでの発表 で

あ り,市 場 の主 要勢 力 になる ことが出荷前 か

ら予想 され てい る。 この ほか,1982年 末 には

マ イ クロプロセ ッサ ーの トップ ・メー カー,

イ ンテルへの資本参 加 を果 たすなど,.こ の 市

場 にか けるIBMの 意 欲 はきわめ て高 いこ と
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図2ア メ リカ に おけ る主要 パ ソ コ ン ・メ ーカ ーの 製 品系 列
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が うかがえる。

これ に対 して,も ち ろん ア ッフル はIBM

の 攻 勢 を,手 を こまねい て見 てい るわ けで は

ない。IBMに 対 す る強 力 なカ ウ ン ターパ ン

チ と して出 したの が,「Lisa」 で ある。1983

年1月19日 発 表 され たこのパ ソコ ンは,6種

の ビジネス用 ソフ トを組 み込 んだ,初 心者 で

も短時間 で使 え る,画 期 的 なユ ーザー ・フ レ

ン ドリー ・マ シンであ る。価格 は1万 ドル。

ターゲ ッ トは はっき りIBMと 同 じ,コ ーポ

レー ト・ビジ ネス市 場 に定 め て い る。5メ

ガ ・バ イ トの ミニ ・ウ ィンチ ェス ター ・デ ィ

ス ク を備 え た この個 性 的 な製 品 の開発 に,

ア ップル は5,000万 ドル を費 した。 ま さに社

運 をか けた製品 といえる。Lisaが ど こまで売

れ る かは,IBMに よ る市 場 支配 の行 方 とい

う意 味で も,今 後 のパ ソコンの進 む方向 を占

うという意味 で も,今 年の アメ リカのパ ソ コ

ン産業で もっ ともホ ッ トな話題 といえ よう。

ただ し,Lisaに よって はっき りとビジネス
リ

市場 にス タンスを固め たとはいえ,ア ッフル

が従来 の ローエ ン ド市場 を見捨 てた わけでは

な い。 その 証拠 に,Lisaと 同 時 にAppleU

PIusの 強 化バ ージ ョンと して,AppleUeを

発 表 している。標 準RAMが64KBで 基 本価

格 が1,395ド ル 。 モニ ター,シ ングル ・デ ィ

ス ク ・ドライ ブを加 え た最小 構成 で1,995ド

ル というもの。 これに よ り,AppleIIフ ァ ミ

リーの ライフ ・サ イクル は延命 され ることに

なる。

IBMの 追 撃 が激 しい と はい って も,一 部

にあ った懸念 をはね返 して,ア ッフル は1982

年 も好業 績 を続 けた。Applenは1982年 に27

万 台 売 れ,同 年 第4四 半 期 の純 益 は前 年比

71%の 伸 び を示 した。

IBMに 続 いて イ ンパ ク トが 予想 され る新

規参入 者 は,ミ ニ コンの巨人DECで あ る。

DECは1982年 にRainbow,Professional350,
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同325と いう3機 種 を引っさげてパ ソコン市

場 に参入 した。まだ出荷が始まったばかりで

あるため,売 上 げ等 はわか らないが,DEC

の実力か らいって,市 場に波紋 を投げかける

ことはまちがいない。

離 陸 した ホ ー ム ・コ ン ピ ュー タ ・ブー ム

ア メリカのパ ソコン市場 における もう1つ

の大 きな変 化 は,ホ ーム ・コ ンピュー タ市場

に起 こった。 この1年 足 らずの間 に,失 望 の

市場 か らもっともホ ッ トな市 場へ と変 わ った

の である。

1981年 末 にはApplellの 半 分以下 だっ た主

要 ホーム ・コンピュータ ・メーカーの月 間出

荷 台数 は,今 やApplellの3倍 か,そ れ以上

に達 してい る。設置ベ ースでも,コ モ ドール

のVIC-20やTI-99/4は,1982年 末 にはApple

Hの 設 置 ベ ースを しのいで しまったといわれ

る。

TI,ア タ リ,コ モ ドール などが リー ドす る

この市場 の価格競争 は,き わめて し烈 な もの

に なってお り,TVゲ ー ム なみの値段 になっ

て しまった マ イ コ ンもあ る。 た とえ ば ,TI

の99/4Aは 最 初1,000ド ル で発表 され たものだ

が,200ド ル まで値 下 げ。VIC-20は150ド ル,

ア タ リ400は200ド ル,シ ンク レア は75ド ル 程

度 で売 られ てい る。 「本体 はギ リギ リの低 価

格 で売 り,利 益 はアクセサ リーか ら」 とい う

のが この分野 での小売店の戦略 で ある。 この

結果,TI,ア タ リ,コ モ ドール,シ ンク レア

の4社 で1982年 だ けで230～270万 台 を売 って

いる。

調 査会 社IRDで は,こ れ か ら10年 間 に ア

メ リカでホー ム ・コンピュータを購 入す る人

95

9パ ー ソナル ・コ ン ピ ュー タ産 業 の 新 し い波

の数 は5,000～8,000万 人 にも達 する と予想 し

ている。その トリガ ーになるの は,コ ンピュー

タ ・リテ ラシー(読 み書 き能力)へ の指 向で

あ る。 これ か らの時代 に職 を確 保 する ため に

は,コ ンピュータを知 らざるを得 ない とい う

背景 がそこにはある。

ただ し,真 の意味 で コン ピュー タが家 庭 で

利用 される ようになるの は当分先 の ことで あ

り,自 然言語 プログラ ミングが開発 され る ま

で10年 か そ こらは,死 蔵 され るホーム ・コ ン

ピュー タ が圧 倒的 に多 いの で は な いか と
,

IRDで は予想 して いる。

成長産業の中の成長産業

パ ソ コン ・ソ フ ト

パ ソコ ン ・ソフ ト産業 は,コ ンピュー タ産

業 の中 で も,も っとも急 成長 を続 けてい る分

野 の1つ である。 わずか5年 の歴 史 を持 つ に

す ぎないに もかかわ らず,1982年 の 売上高 は,

全 世 界 で推定12億 ドル(小 売 りレベル)に も

達 した。過 去,ほ とんどどん な製 品で も,何

らかの成 功 を収め ることので きた産業 だとい

える。 ただ し最近に なって,ビ ジネス は急速

にマ ーケ ッテ ィング(お よび流通)指 向 を強

めつつ あ り,も はや ソフ トウェ ア会社 が わず

か な資 金 で ス ター トす るの は不 可能 に近 く

な って いる。エ ン トリー ・プラ イス は年 ごと

に上 がっている。

世界 の中 で もアメ リカのパ ソコン ・ソ フ ト

市 場 は格 段 に大 きい。 フュー チ ャー ・コ ン

ピューテ ィング社の調査 による と,1982年 の

世界市 場12億 ドルの うち10億 ドル80%ま

で が アメ リカ市場 による もの である。 アメ リ

カ市場 の成 長ペース は驚異的 で,1987年 に は
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図3ア メ リカ のパ ソ コ ン ・ソ フ ト市 場 予測
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(フ ュー チ ャ ー ・コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ調 べ)

80億 ドル に も達 す る こ とが予 想 されて い る

(図3)。

1982年 の10億 ドルの うち,パ ソコ ン ・メー

カー分 を除 いた ソフ トウェア会社の市場 は5

億 ドルである。

一方
,世 界全体 をなが める と,パ ソコン ・

図4ア メリカの主要ソフト会社の製品系列

ソフ トの世 界市 場 は1982年 の12億 ドル か ら

1987年 に は110億 ドル に成 長 す る ことが予想

され てい る。 この うちアメ リカが 占める割 合

は,こ の間 に80%か ら70%に 低 下 す るもの と

見込 ま れ る。 これ は一般 にア メ リカが コ ン

ピュータの新市場 のパ イオニアで あるとい う

事実 を考 えれ ば,妥 当な進展 だといえる。

フュー チ ャー ・コ ン ピュー テ ィ ン グ社 で

は,ソ フ トを機能 別 に次の6つ に分類 して い

る。

① プロ ダクテ ィビテ ィ ・ソフ ト(ワ ー ドプロ

セ ッシング,デ ー タベース,簡 易言語)

② エ ンターテイメン ト・ソフ ト

③ ビジネス ・ソフ ト

④教育 ソフ ト

⑤科 学技 術 ソフ ト

⑥ シス テム ・ソフ ト(言 語,OS)

プ ロダクティ エンターテイメン
ビジネスソフト 教育ソフト 科学技術ソフト システム・ソフト

ビティ・ソフト ト・ソフ ト

Visic。rp ◎ ○ △ △ ○

Microsoft ○ ○ △ ○ ◎

Micr。pr。lnternati。nal ◎

DigitalResearch ○ ◎

LifeboatAssociate5 ◎ ○ ○ ◎

lUS ◎ ○

S◎ftwarePublishing ◎

Peachtree ○ ◎

S。ftechMicrosystems ○ ◎

Sorcim ◎ ○ ◎

SierraOn-Line ◎ ◎ ○

SiriusSoftware ◎ ○

Broderbund ◎ ○ ○

BPl ◎

MuseSoftware ◎ ◎ ○

◎ きわめて強い ○ 強い △ 弱い (フ ュー チ ャー ・コ ン ピュ ー テ ィ ン グ調 べ)
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この うち,最 大の売上 げをあ げた のは プロ

ダク ティ ビテ ィ ・ソ フ トで,1982年 で2.9億

ドル。次 いでエ ンターテイメ ン ト・ソフ トが

2億 ドル をあげている。

パ ソ コン ・ソフ ト会社 の大半 は,設 立後 わ

ずか2～4年 の新 しい企業 であ る。 こう した

小 さな会社 が,産 業 の成長ペ ースを支 えてい

る。パ ソコ ン ・ソフ ト会社の典型像 をあ げる

とすれ ば,初 年 度出荷額50万 ドル,2年 目に

4倍,そ の後100～200%の 成 長 に落 ち着 く,

と い うものである。

図4は,主 要 な独 立系 ソフ ト会社 の製 品系

列 で ある。順序 は上 か ら]982年 の推 定売上 げ

順 になっている。

パ ソコ ン ・メー カーの中 にも,ソ フ トの出

版 に力 を入 れ るメー カーが増 えてい る。 と く

にTI,ア タ リ,コ モ ドール な ど ホーム ・コ

ンピュー タ ・メーカーに この傾 向が強 い。 こ

れ は,こ の市場部 門が滑 り出 しの低 迷期 が続
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いた後い きな り離陸 したため,独 立 系 ソ フ ト

会社 の対応する時間 がなか ったためである。

個 別 の製 品 で これ ま で最大 の ヒ ッ ト商 品

は,ビ ジネス/プ ロダクテ ィビテ ィ ・ソフ ト

で はVisiCalc(VisiCorp)で あ る。累計30万 本,

金 額 に して6,000万 ドル も売 れ た。 これ に次

ぐ の が,WordStar(Micropro)10万 本,

3,000万 ドル,PFS(SaftwarePublishing)

10万 本 である。

一方
,シ ステム ・ソフ トのベス トセ ラーは,

マ イ ク ロ ソ フ ト ・ベー シ ック で100万 ユ ー

ザ ー 以 上,次 い で デ ジ タ ル ・リサ ー チ の

CP/Mが50万 ユ ーザ ー以上 に売れ ている。

エ ンターテ イメ ン ト・ソフ トでは,こ れま

での と ころ最 大の ヒッ ト商品 で5～10万 本 程

度 だが,2年 後 に はベ ス トセ ラー は100万 本

を超 えるようになるので はないかと予想 され

てい る。
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大変動期にある

コンピュータ産業

新世代への移行期

汎用コンピュータの地盤沈下

世界 の コン ピュー タ産業 は,IDC社 の推計

に よると,ア メ リカ系 メー カーの出荷額 だ け

をみ て も1981年 に は ほぼ334億 ドルに達 した。

対前年比15.3%の 成 長 と なる。 これ は,世 界

不 況 のなか にあって,他 の産 業群 が低迷 して

い るのと は対 照的 に,き わめ て高 い成長率 で

ある。 そ して,こ の伸 び率 を適用 す ると1986

年 に は,620億 ドルの産業規 模 にな る。

コ ンピュータ産業 の主 力 は,い うまで もな

くアメ リカが担 ってい る。1982年 の アメ リカ

の コ ンピュータ産 業 は,不 況 の影響 に もかか

わ らず,パ ーソナル ・コ ン ピュー タの旺盛 な

需要 に支 え られ て,11%強 の 成長 を遂 げた。

これ は,最 近 の コン ピュー タ産業 の伸 びと し

ては最 も低 いが,他 の製造 業 との比較 では,

最 高 の伸 びとなってい る。

コン ピュー タ産 業 は,こ う して急速 な成長

を して いるが,同 時 に成 長過程 は産業編成 を

大 き く変 えてい るのであ る。ア メ リカ系 メー

カーの全 出荷 台数 は,1981年 に 初 め て100万

台 を超 した が,5年 後 に は590万 台 に達 す る

見込 み であ る。 この期 間 の タイプ別年平均成

長率 は,デ スク トップ ・コン ピュータが最 も

高 く43.5%と な っ て お り,次 い で ミニ コ ン

ピュー タ20%,汎 用 コ ン ビュー タ7.3%,そ

して小 型 ビジ ネス ・コ ン ピュータが7.2%と

見 られ ている。

この結果,コ ンピュー タ産業の タイプ別生

産構成 は,1980年 代 後半 にか けて大 幅 に変化

す る こ と にな る。汎 用 コ ン ピュー タの 出荷

シェ ア が ほ ぼ半 減 し,デ ス ク トッ プ ・コ ン

ピュー タの シェアが急増す る ことにな るので

ある。 コン ピュー タ産業 は,い ま新 しい段 階

に入 りつつ ある。 これ まで,ど ん な目的 にも

一応 は使 えるとい う汎用 コ ンピュー タ主力 の

旧世界 か らの脱脚 である。

新世界 のチ ャン ピオ ンは,出 荷構成 か らも

明 らか な ようにまずパー ソナル ・コ ンピュー

タで ある。次いで,計 算速度 を極 限 まで追 及

し よう と す る スーパ ー ・コ ン ピュー タで あ

る。そ して,さ らに未来世界 の中心 となる人

工知能,第 五世代 コンピュー タの登場 が期 待

される。

パ ー ソナ ル ・コンピュータ,ス ーパ ー ・コ

ン ピュー タは,す でに開発 され,商 品化 され

た先端技 術 であ る。 ところが,人 工知 能,第
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図1世 界 の コン ピ ュー タ出 荷額(%)

シ ェア 推移 ユ00

80＼ ＼
、、

60

40

20

0

1976

___一 一 一 一 ー 一 一

/1・型 ビ ジ ネ ス

デ ス ク ト ッ プ

、、、、
、

"、 ・
㍉ 、、

197919811984
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お よ びIDC予 測 よ り作 成

1986

五世代 コンピュータは,各 国とも研究開発 に

注力 しているが,い まだ基礎研究の段階にあ

る。商品化は,将 来に待 たれてお り,そ の意

味では未来技術ともいうべきものである。

これ らは,い ずれも新世界マシンに属する

が,従 来の旧世界マシンと相互 に補完 し合う

ことになる。新世界 マシンであるパーソナ

ル ・コンピュータは,OA機 器の有力な機種

となると見なされている。いずれにせよ両世

界のマシンは,現 在相互補完 システムを構築

しつつあり,情 報化 をいっそう推進 している

ということができる。

現在コンピュータ産業は,旧 世界から新世

界への移行期にある。 コンピュータ産業は,

こうして大変動期にある。

汎用コンピュータ市場の新機種登場

汎用 コ ン ピュー タ は,た しか に パー ソナ

ル ・コ ン ピュー タの躍 進 に よ り以 前 ほ どの

華 々 しさ は見 られ な くなったが,依 然 と して

コン ピュータ産業 の中核 であ ることに変わ り

はない。

IBMは そ の中枢 に あ り,コ ン ピュー タ産

業 に大 きな支配力 を持 って いる。特 に,注 目

され る動 き は,積 極 的 な低 価格 化 戦 略 と新

リース方 式 に よる買 い取 りの促進,1982年9

月 の最 上位機 種3084コ ン ピュー タの発表 で あ

る。特 に低 価格 化 につい ては,3084発 表 と同

時に劇 的 ともいえ る価格 改訂 を打 ち出 したの

である。す なわ ち,そ れまで の トップ ・マ シ

ン3081の 買 い取 り価格 を10%引 き下 げ,さ ら

に10月 に は4300シ リー ズやデー タ ・マ ス ター

の10～30%の 価 格 カ ッ トを行 ったので ある。

明 らか にそ の狙 い はPCMM,SBCメ ー カー

に対す る牽制策で あ り,競 争 力強化 にある。

汎 用 コ ン ピュー タ ・メー カー は,IBMを

除 いて は,PCMMを 含 め て経 済不況 の なか

で伸 び悩 みの状態 にある。特 にPCMMは,

IBM戦 略 の影 響 を受 けて厳 しい状 況 に追 い

込 まれ る ことにな った。 たとえ ば,ア ムダー

ル社 は,5860の デ ザ イ ン問題 で出荷 が遅れ た
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表11982年 の 主 要 コ ン ピ ュー タ ・メー カ ーの 売 り上 げ および 収益 (』巨位::100フj'ド ノレ)

売 上 額
売 上 高

対前年比
収 益

収 益
対前年比

(汎 用 コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー)

Amdahl 462 4% 7 △75%

Burroughs 4,190 23% 118 △21%

CDC 4,292 5% 115 △9%

DEC 1,943 8% 118 △37%

Honeywell 5,490 3% 273 5%

旧M 34,364 18% 4,409 22%

NCR 3,526 2% 234 13%

Sperry 3,669 △8% 65 △54%

(注)DEC(7-12月),Sperry(4-12月)を 除 いて は歴 年

こともあるが,売 り上 げはほ とんど伸 びず,

収 益にいたっては80%減 と なっている。また,

ナ ショナ ル ・ア ドバ ン ス ド・シス テ ム ズ社

は,1982年 夏 のIBM事 件 の影 響 を受 け,政

府 関係か らの受注 が伸 びなか った。 マ グナ ソ

ン社に至 っては,1981年 に約3,700万 ドルの赤

字 を計上 した うえ,会 社更生 法 の適用 を申請

す るに至 ってい る。1982年 はPCMMに と っ

て非常 に厳 しい年 であったとい える。

1982年 は コンピュー タ企 業 に とって も レイ

オ フや賃金凍結 を余儀 な くされ,減 量経営 が

目立っ た年 である。バ ロース社 は,全 世界 で

1982年 初 め に6万7,000人 の従 業員 を年末 には

6万3,000人 に 減 ら して い る。 ハ ネ ウェル社

は,1982年1月 に1,150人 の レイオ フを行 った。

700人 は ア メ リカ国 内マ ーケ テ ィン グ ・サー

ビス ・グルー プ(USMSG)で あ り,450人

は スモー ル ・シス テム ズ ・ター ミナ ル部 門

(SSTD)に お ける もので あ る。 さらに12月

に は,1,750名 に の ぼ る従 業員 の レイオ フを

実施 してい るので ある。スペ リー ・ユ ニパ ッ

ク も,ア メ リカ国内 だけで もほぼ1年 間 に3

万4,000人 か ら3万2,500人 へ と4%の レイオ

フを行 っている。

こう して,ア メ リカの主要 コンピュ ータ ・

メーカーは,売 り上 げは伸 びたものの,収 益

面 で は大 幅 な落 ち込 み を記録す る ことになっ

たの で あ る。 ア ム ダー ル,バ ロー ス,CDC,

DEC各 社 と も前年 比 では売 り上 げが増 加 し

た ものの,収 益 で は20～70%の 低 下 となって

いるので ある。スペ リ一社 は,売 り上 げ,収

益 と もに大 き く減少 している。

この ようにIBMを 除 いて は,コ ン ピュー

タ ・メー カー は業績悪 化の年 であ った。 しか

し,1982年 は また超 大 型機 の発 表 の 年 で も

あっ た。6月 にCDCがCyber170/180を 発 表

したの に続 いて,ナ ショナル ・ア ドバ ンス ド

・システムズ社 が7月 にAS/9080
,9月 に は

ユニパ ック社 が1100/90,そ して10月 に はハ ネ

ゥェル社 がDSP-88,さ ら にバ ロー ス 社 が

B-7900と 発 表 ラ ッシュとな った。

これ は,IBMの 積 極 的戦 略 への対 応行 動

でもあるが,最 上位機種 の交代期 に当 た り,

製 品 サイ クルの谷 間 にあったためで ある。い

ず れ に せ よ,経 済 不 況 の なか で コ ン ピュー

タ ・メーカー は,生 き残 りの ため に新機種 を

発表 してい るので あるが,そ の ことが いっそ

う競争 を激化 させ ているのである。
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パ ーソナル ・コン ピュータ市場 の成長 と

lBMの 参入

1982年 は,パ ー ソナ ル ・コンピュー タが爆

発 的な普及 を示 し,情 報処理 に大 きなイ ンパ

ク トを与 える ことにな った。それ をもた ら し

た要因 は,価 格 の低下 と機 能の拡大 によ ると

ころが大 きい。

ま ず,第1に 低 価 格 パ ー ソナ ル ・コ ン

ピュー タ,い わ ゆる500～1,000ド ル の レンジ

に あるホーム ・コ ンピュー タの開発 と普 及 に

よって コ ン ピュー タの イ メー ジ を大 き く変

え,家 庭 内で も利用 されるまでになった。

第2に パ ーソナ ル ・コンピュー タは,従 来

の8ビ ッ ト機 か ら16ビ ッ ト機 、 さ らに は32

ビ ッ ト機 へ と大 幅 な機能拡充 が実 現 し,ネ ッ

トワーク化 などア プ リケー ション領 域が拡大

す る ことになっ た。 これに よりパー ソナ ル ・

コ ンピュ ータ は,OAシ ス テムの端末機 の役

割 を果 た しうるこ とにな った。パー ソナ ル ・

コン ピュータは,パ ーソナルな利用 とともに,

ビ ジネス ・ユ ース と しても大 き く成 長 しよ う

と しているのであ る。

パー ソナル ・コ ンピュー タの市 場規模 につ

いては,IDCに よれ ば,ア メ リカ国内では出

荷台数 で58万 台,1982年 に は93%増 の113万 台

に達 した と推 定 され ている。金額 で は1981年

の20億 ドルか ら1982年 に は39億 ドルにな った

とされて いる。ま た,商 務省 に よれ ば,1982

年 の全 世界 のパー ソナル ・コンピュータ(1

万 ドル以 下)の 販 売 額35億 ドル,販 売 台数

200万 台 を記 録 した と してい る。 うちア メ リ

カが約60%を 占 め,残 りの シェア をヨーロ ッ

パ,日 本 が折半 していると推定 している。

パー ソナル ・コ ンピュー タ市場 は,さ きの

10大 変 動 期 に あ る コ ン ピュ ー タ産 業

IDC予 測 に よれ ば,1983年 に は約194万 台 の

出荷,約67億 ドルの規模 となる と してい る。

これ は,汎 用 コンピュー タ出荷額 の約60%と

な り,ミ ニ コン ピュー タの約1.3倍 の規 模 と

な る。 さ らに,長 期予 測で は1986年 に はつ い

に汎 用 コ ン ピュー タの 出荷 を追 い抜 き,約

400万 台,142億 ドルの市場規模 とな り,コ ン

ピュータ市場 の約35%の シ ェアを占 め,ト ッ

プに踊 り出 ることになる。

パ ー ソナル ・コンピュー タの成長 に刺激 を

与 え たの は,何 といって もIBMの 参 入 であ

る。1981年 に この分 野 にIBMが 参 入 して以

来,市 場の様相 は一変 して しまったの である。

1981年 当 時 フューチ ャー ・コ ンピューテ ィン

グ社 によれ ば,16億 ドルの生産者価 格 の うち

ラジオ ・シャ ック(タ ンデ イ)が20%,ア ッ

プル が17%を 占 め てい たの に対 し,IBMは

わ ず か1.9%に す ぎなか っ た。 しか し,早 く

も1982年 に はIBMは ラ ジオ ・シャ ック,ア ッ

プル と並 んでパ ソコン"御 三 家"入 りを果 た

したので ある。ちなみ にIBMは,推 定 で17

万5,000台 か ら20万 台 を売 ったといわれる。

そ して,IBMは1983年 に は40万 台 か ら50万

台 のパ ーソナル ・コン ピュー タを売 る もの と

み られ てい る。 ここでIBMは,21%の シ ェ

アを確保 し,ラ ジオ ・シ ャック16%,ア ッ プ

ル13%の シ ェアを超 え,リ ー ダーの地位 に座

る ことになる。

IBMは,汎 用 コ ンピュー タで築 いた ブ ラ

ン ドの強 味 を背景 に,パ ソコ ン分野 で も同様

の地位 を確立 しつ つ ある。 ここで もIBMソ

フ トウェア標 準がまか り通 る ことにな る。パ

ソコ ン市 場 は,今 後 も急成長 を遂 げる もの と

予測 され てい るが,こ こに は約100社 の メー

カーがひ しめ き合 って お り,競 争 もます ます
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表2有 力パ ソ コン ・メー カ ーの 競争 要 因

ア
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リ ソ
ケ フ
1ト
シ ウ
ヨ エ

ン ア

ブ

ラ

ン イ

ド メ
・[

ジ

マ

ネ

ジ
メ
ン

ト

カ

金

融

力

生._

産 低
コ

コ ス

ス ト

ト)

販

売

力

小

売

流

通

網

サ サ

1ポ

ビ1
ス ト
・ 体

制

ApPleComputer * * *

Atari(Warner) * * * *

Commodorelnternational * *

DgitalEquipment * * * * *

FortuneSystems *

lnternationalBusinessMachines * * * * * * * *

RadioShack(Tandy) * * * * *

Texaslnstruments * * * * *

(出 所)Businessweek,Nov.22.1982

激化 する方 向 にある。

競争 の形 成要 因は,ア プ リケー ション ・ソ

フ トウェア,ブ ラ ン ド・イメージ,マ ネジメ

ン トカ,金 融 力,低 コス ト生産能力 ,全 国的

販売力,小 売流通網 の整備,そ してサー ビス ・

サ ポー ト体 制 な どが あ げ られ る。IBMは,

こ れ をす べ て 備 え て お り,つ い で ラ ジオ ・

シャ ック,テ キサ ス ・インス ツルメ ン ト,デ ィ

ジタル ・イクイ ップメ ン トな どが,競 争展開

の基盤 を持 っている と見 られ る。いずれ にせ

よこ こで もい まや,IBMが 主 役 になろ うと

しているので ある。

ミニコンピュータ市場の競争戦

ミニ コン ピュー タ分野 でIBMに な ぞ らえ

るの は,デ ィ ジタ ル ・イ ク イ ップメ ン ト社

(DEC)で あ る。 同社 はアメ リカ国内市 場だ

けで40%の シェア を誇 って いるのである。 し

か し,こ こで も競争 は激 しく,新 機種 が続 々

登場 してい る。

DECは,こ れ ま でスーパ ー ・ミニ コ ンと

してVAX11シ リー ズ最 上位VAX11/782か ら

最下 位 のVAXll/730ま で の4機 種 を発売 し

てい るが,価 格 は最 下位 機種 で もほ ぼ2,000

万 円 と な る。DECは ス ーパ ー ・ミニ コン,

ミニ コ ンで他 メーカー を圧 倒 して き たが,

1982年 ミニ コ ン大 手 の ビュー レッ ト・パ ッ

カー ド(HP)が1,000万 円 台 の 低 価 格 機

(HP9000)を 発 売 し,普 及 機分 野 で追 い上

げの姿勢 をみせ,市 場 は大 き く様 変 わ りす る

ことにな る。

HP9000は,32ビ ッ トVLSIプ ロ セ ッシ ン

グ ・シス テムを使用 したものである。これは,

HP社 が 開発 した もの でCPUは パ ター ン幅

1ミ クロ ンとい う高度 な技 術 で5.5ミ リ角 に

45万 の 素 子 を集積 し,32ビ ッ ト・プ ロセ ッ

サー を単一 チ ップに収 め ることに成 功 して い

る。 これ らの技術 によって部品点数93,ボ ー

ド数5と いうシンプル な構成 とな り,従 来 の

4分 の1と い う超低価格 が可能 とな った。

これに対 してDECは,1台 約600万 円 とい

われ る超低 価格 スーパー ・ミニ コ ンVAX11/

720(仮 称)の 投入 を計画 して い る。16ビ ッ
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(1981)
表3ア メ リカの ミニ=】ン ピュ 一

夕 ・メ ーカ ー世 界市 場 シ ェア
世界市場シェア

DEC 41%

Hewlet-Packard 15

DataGeneral 9

Texaslnstrument 5

PrimeComputer 4

Tandem 3

Perkin-Elmer 3

Honeywell 6

lBM 4

(出 所)ElectronicsBusiness,Oct.1982

トな み の 価 格 帯 で の 普 及 機 開 発 に,ス ー

パ ー ・ミニ コ ン分 野 の 競争 は移 行 しつ つ あ

る。今後 コス ト ・パ フォーマ ンスの うえか ら

も,こ の ため16ビ ッ ト・ミニ コ ン ・メーカー

は価格 体系 の見 直 しが避 け られず,同 時 に32

ビ ッ ト普及機 への対応 が要 求 される ことにな

る。

小型 ・中型 ミニ コン ・メーカーで あるデー

タ ・ゼネ ラル社 は,1983年3月 大型 汎用 コ ン

ピュー タの能 力 を持 つ新 しいスーパ ー ・ミニ

コン,エ クリプスMV/10000を 発 表 した。現

在 のMV/8000に 比 べ る と速 度 は2倍,IBM

の4300の 最 上位機種 で ある4341-12に 比 べる と

速度 は約60%速 く,し か もコス トは約3分 の

1で すむ とい う。あ き らかにIBM中 型 コ ン

ピュー タ4300シ リー ズ ・ク ラス との 競 争 を

狙 ってい るのであ る。

こう して,ミ ニ コン分野 で も新 しい競争 の

時代 が始 まって いるの である。汎用 コ ンピュ

ー タの世 界 で は
,IBMを 中 心 にBUNCHと

いわ れる企業 群が厳 しい競争戦 を展開 して い

る。 い う まで も な く,旦urroughs,旦nivac,

NCR,旦DC,旦oneywellで あ る。 ミニ コ ン

の世界で はDECを 中 心 にPHEWD企 業 群が

形成 され てい る。2rime,HEwlett-Packard,

Wang,お よ びpataGeneralで あ る。

留 意すべ き こと は,2つ の世 界の中心企業

と競 合企業群 は,必 ず しもま った く別 々の世

界 に住んで いるとい うことで はな いことであ

る。IBMが,い ま コン ピュー タとい う情 報

処 理機器 メーカーか ら,さ らに広 く通信分 野

にまで事業領 域 を拡大 してい るように,DEC

も ミニ ・メー カーか らの戦 略領 域 の拡 大 を

図っ てい る ので あ る。 そ してい す れ,工BM

と 直接競争す ることになろ う。

DECは,1982年9月,100%出 資 の日本 デ ィ

ジタ ル ・イ ク イ ップメ ン ト株式 会 社 を設 立

し,日 本市場 への本格的参入 に向 けて布 陣 し

たの であ る。新会社 は,形 式的 に はDEC本

社 の海 外 市 場 統轄 子 会 社 で あるDECイ ン

ター ナ シ ョナル の100%出 資 とい う形 をとっ

て い る。言 い換 え れ ば,新 会 社 は ア メ リカ

DECの 孫 会 社 と い う ことに なる。 これ は,

日本IBMがIBM・WTC(ワ ール ド・トレー

ド ・コーポ レー シ ョン)の100%出 資 子 会 社

となっているのと同様 の形 態で ある。

こう して,DECは 将 来 性 あ る 日本市 場 に

照 準 を合 わ せて事 業 展 開 を図 ろ うと して い

る。 これ はDECに と ど ま らず,IBM,AT

&Tそ してBUNCH,PHEWDも 同 様 の行
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動をとろうとしている。それは,市 場規模の

拡大もさることながら,生 産基地 としての可

能性 もあることか らである。

スーパ ー ・コンピュー タ開発の国際競争

コンピュー タ産業 の競 争 は ,ア メ リカの最

後 の"聖 域"と いわれ るスーパ ー ・コンピュー

タ領 域 にまで及 びつつ ある。スーパ ー ・コン

ピュータは,気 象予測,地 震予知,リ モー ト・

セ ンシ ング(遠 隔深 査),核 隔 合 にお ける プ

ラズマの挙動解析 など,主 に科学技術 分野 で

使用 され る超高速演算 用マ シンで ある。一 般

的 にい え ば,大 型 汎用 コ ン ピュー タ の10--

100倍 の 演算速度があ る。

現在 出回 っているスーパ ー ・コン ピュー タ

は,ア メ リカの ク レイ社 が開発 した ク レイー

1(1977年 出 荷,約140MFLOPS),CDC社

の サ イバ ー205(1981年 出荷,約400MFLOPS)

で あ る。現在世 界 にスーパ ー ・コ ンピュー タ

とされる ものは約50台 設 置 されてい る。うち,

約40台 は ク レイー1お よび ク レイー1Sで あ り,

残 りがCDCサ イバ ー205で あ る。 スーパ ー ・

コン ピュー タ市場 は ,ク レイお よびCDC社

の独 占と もい うべ き状況 にあ る。

しか し,こ の分 野で もいま新 たな競 争戦 が

展 開 され ようと して いる。 この市場 に,日 本

メーカーが参入 を図 っているか らであ る。富

士 通 は1982年,国 産 初 の スー パ ー ・コ ン

ピュー タ で あ るFACOMVP-200を 発 表 し

た。最 大 演算 実行速 度500MFLOPSで,ク

レイー1(140MFLOPS)お よびサ イバー205

(400MFLOPS)を 超 え,一 挙 に世 界 最 高

速の先頭 に立つ ことに なった。 しか しその後,

今 度 は 日立 が最 高 演 算速 度630MFLOPSと

い うHITACS-810/20を 発 表 したので ある。

スーパ ー ・コ ンピュー タの専 門 メー カー ・

ク レ イ社 は,直 ち に こ れ に対 して ク レイ

X-MPを1983年 中 に出荷 す ると発表 した。 こ

れは,ク レイー1Sの5倍 のス ピー ドとい わ

れる。 そ して さ らに クレイ社 は,そ の2倍 以

上 の高速 を誇 る ク レイー2の 開発 を急 いで お

り,ま たCDCも 新 鋭機 を開発中 といわれる。

さ らに注 目すべき動 きは,国 防総省 のスー

パ ー ・コ ンピュー タとい う大規模 プロジク ト

である。 これ は1984会 計 年度(1983年10月 ～

1984年9月)予 算 では5,000万 ドル予算 を計上

している もので ある。 これ は,国 家安 全保 障

の立場 か ら独 自にス ーパ ー ・コンピュータ開

発の必要性 を打 ち出 したもの。同時 にこれ は,

日本 の通 産省 のスーパ ー ・コンピュー タ開発

計画 に対応 したもの だともいわれる。

通 産省 は1981年 度 か ら 「科学技術 用高速計

算 シス テム技術研究組 合」 を発足 させ た。 こ

れは,国 産 コン ピュー タ6社 が参 加 して,並

列 処 理 の ため の計 算 ア ル ゴ リズ ムの 開発,

HEMT(高 電 子 移動度 トラン ジス タ),ジ ョ

セ ブソン接合素子 などの新機能素 子の開発 な

どを行 うものである。一 応8年 間の開発期 間

を 予 定 し て お り,現 在 の コ ン ピュー タ の

1,000倍 の 演算 ス ピー ドを持 つ コ ンピュー タ

の開発 を目標 に している。

スーパー ・コン ピュー タの 開発 にはフ ラン

スも意欲的 な姿勢 をみせ ている。フラ ンスは,

国 内 での独 自開発 で は な く,J・ ア ム ダール

の トリロジ一社 と共 同で開発 しようと してい

るので ある。 いずれ にせ よ,ス ーパ ー ・コン

ピュー タは,国 家の威信,安 全保 障 にもかか

わる ことで もあ り,各 国 と も競 ってその開発

に取 り組 んでいるので ある。
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11

ソフトウェア法 的保護の

気運高まる

ソフトウェア先進国の立法的動向と司法的動向

いろいろな議論

近年,コ ンピュータ ・ソフ トウェア(以 下,

ソフ トウェアという)の 法的保護への関心が

急速に高 まってきた。このような関心は,ア

メリカではすでに,1964年 頃か ら,連 邦著作

権法の改正提案や著作権局によるコンピュー

タ ・プログラム(以 下,プ ログラムという)

の登録 を,RuleofDoubtの 下ではあるが,

許容するという形で表面化 した。

イギ リスでも,1960年 代後半頃か ら関心が

盛 り上が り始めた。そのことは特許制度およ

び特許法を再検討するためのバンクス委員会

(1967年5月 設置)や 著作権法 ・意匠法検討

委員会(通 称 ウィットフォー ド委員会,1973

年設置)で のソフ トウェアの特許権 もしくは

著作権による保護についての検討に表れてい

る。

わが国では,1971年 に通産省が 「ソフ トウェ

ア法的保護調査委員会」を,1972年 には著作

権審議会が第2小 委員会を,そ れぞれ設置 し,

また同年2月 には(財)電気通信総合研究所が

「ソフ トウェアの取扱いに関する研究」を発

表する等,1970年 の初頭 にこの問題 は急に脚

光 を浴 び始 めた。

イギ リスを除 くヨーロ ッパ,カ ナダ等 では,

この問題 に対する関心 の盛 り上 が りは,や や

遅 れ た感 があ るが,最 近 で は西 ドイツにお い

て,こ の問題 に関 する判例 の集積 が進行 しつ

つ あ り,カ ナダにお いては ソフ トウェア保 護

の ための法改正作業 が進 め られつつ ある。

その ほか,フ ラ ンス,オ ース トラリア,ハ

ンガ リー,台 湾などにお いて も,前 記 の アメ

リカ,イ ギ リス,日 本,西 ドイツほどで はな

い に して も,後 述 す るようにい くつ かの進展

が見 られ る。

しか し,各 国の多 くの基 本法は,ソ フ トウ ェ

アな どはまったく念頭 にない時代の産物 で あ

る。 その ような法制 の下 で,利 用可能 な ソ フ

トウェ ア保護 の主要 な方 法 は,各 国法 制 に

よって多少異 なるが,(a屠 作 権 による保護,

(b)特 許 法 に よる保 護,(c)ト レ ー ド・シー ク

レッ トと しての保 護,(d)不 当 利得 ・不法 行為

法 に よる保護,(e)不 正 競 争防止 法 ・独禁 法 に

よる保護,(f)刑 事 法 に よる保護,が 考 え られ

る。

多 くの国 において,そ れ ぞれ の保 護方 法 の

内容,限 度,要 件,長 所 ・短所 などの検討 が
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行われているが,こ れらの検討の過程で,模

索されてきたのものは,こ れらの方法のうち

いずれがソフ トウェアの法的保護方法として

最適であるかということであった。

ソフ トウェアの侵害もしくは不当利用の主

たる形態は,ソ フ トウェア,特 にプログラム

の複製であること,プ ログラムを含むソフ ト

ウェアはプログラミング言語によって書かれ

た言語著作物 とみ られること,ソ フ トウェア

にはその設計やコーディングに関与 したシス

テム ・エ ンジニア(以 下SEと いう)や プロ

グラマーの学術 的思想 が表現されているこ

と,お よびその表現方法にはSEや プログラ

マーの個性が表れ,人 によって表現の長短 ・

方法等が異なりうるので,表 現に創作性があ

ることなどの理由か ら,各 国とも著作権 によ

る保護の可能性を検討 してきた。

他面,著 作権法は著作物(た とえばソフ ト
し

ウェア)の 表現の創作性のみを保護 し,そ の

内容(概 念,手 法,処 理過程,手 続き等)を

保護 しないという欠点がある。しかも,ソ フ

トウェアにとって最 も重要なものは,ソ フ ト

ウェアの内容であって,表 現方法それ自体 で

はない。そのような理由から,ソ フ トウェア

の内容 を排他的に支配できる強力な保護方法

として,特 許権 による保護の可能性も模索 さ

れている。

著作権法および特許法以外の保護方法につ

いては,各 国法の違いにより保護内容,程 度,

方法 に若干の差 はあるが,お おむね ソフ ト

ウェアの保護方法 として利用可能であると考

えられている。これは,一 般私法のソフ トウェ

ア資産への一適用事例にすぎず,新 しい理論

上の問題を含んでいるわけではない。その意

味では,著 作権 および特許権による保護が最

も関心 を呼ぶ理論 上の問題 を含 んで いるとい

える。

以上 の ような各国 の動 きに加 えて,ソ フ ト

ウェアの法的保護 に関 する,国 際機 関 レベ ル

で の動 き もあ る。 これ らの動 き と して は,

WIPO(WorldIntellectualPropertyOrgani-

zation)やEEC(EuropeanEconomicCom-

munity)の 動 向が注 目され る。

以下,ソ フ トウェア先進 諸 国の動向 を立法

的動 向 と司法的動 向(判 例 の動 向)の 両面 か

ら概 観 する とともに,WIPOやEEC等 国 際

機関 レベ ルでの動 向をもあわせ て概観 する。

アメリカの動向

ソフ トウェアの法的保護に関する研究,立

法および判例の集積が最も進んでいるのはア

メリカである。

1.ソ フトウェア保護に関する立法 と経過

アメ リカで は,ソ フ トウェア侵害行 為の前

記特質等 か ら,著 作権法 を改正 し,同 法 によ

りプロ グラム を保護 しようとする試みが1960

年 代 の初 め頃か ら開始 された。1964年 に上 下

両院へ提 出 され た著作権法 改正案(法 案番 号

1964年S.3008お よ びH.R.11947)以 来1975年

ま で,少 な くと も上院へ は8つ,下 院 へ は4

つ の法案 が提出 された。度重 なる法案提 出 に

もかかわ らず,こ れ らの法案 が議会 を通過 し

ないため,1974年 に は上院 へ提 出 された著作

権法改正案(S.1361)の 一 部 を分 離 して独立

の法案 と し(法 案番 号1974年S.3976),議 会

で審議 した。 この法案 こそ はCONTU(The

NationalCommissiononNewTechnological

UsesofCopyrightedWorks,す な わ ち 「新
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規技術を使用 した著作物の利用に関する国家

委員会」以下,CONTUと いう)を 設置する

根拠法となった ものである。 この法案 は,

フォー ド大統領が1974年12月31日 に署名 し,

同日法律となった。

CONTUは,1975年10月17日 か ら(a)コン

ピュータまたは複写機 を使用 した著作物の複

製および利用,お よび(b)コンピュータ著作物

についての調査活動を開始 し,1978年7月31

日,CONTU報 告書を大統領に提出 した。他

面,CONTUの 調査活動と並行 して,1976年

10月19日 には1909年連邦著作権法が改正 され,

著作権によるプログラムの保護への道が開か

れた。

しか し,1976年 法にはコンピュータ ・プロ

グラムを著作物と認める明確な文言が使われ

ていないこと,同 改正法117条 が情報処理自

動 システムで使用される著作物の著作者に与

え る保護 に関 して用 いた 「本 章 の規 定 は

……1974年 ユ2月31日現在 において……本法で

与えられる権利 よりも強い権利を与えるもの

ではないと同時に,そ れ よりも弱い権利 しか

与えないというものでもない」 との規定が,

何を意味するか必ずしも明確ではなかったこ

となどから,1976年 改正法の再改正が望まれ

ていた。

このような背景 を受けて,CONTU報 告書

にはプログラムに関連 した7つ の勧告が盛 り

込 まれている。 この勧告が,1976年 法の改正

法である1980年 連邦著作権法の基礎 となっ

た。1980年改正法は同年12月 に議会を通過 し,

カーター大統領の署名を得て,1981年1月1

日より施行 された。1980年 連邦著作権法101

条は,コ ンピュータ ・プログラムを著作物と

して明確 に定義 した。

11ソ フ トウェア法的保護の気運高まる

ところが,1980年 連邦著作権法の下でもい

くつかの問題が発見 された。たとえば,コ ン

ピュータ ・フ.ログラムを著作物と定義するこ

とはやや狭 きに失 し,よ り広い定義が望まし

いこと,ソ フ トウェア,特 に,機 械が読み取

りうる形式でのプログラムに◎という著作権

表示を行 うことには,非 常な不便が伴 うこと,

州法である トレー ド・シークレット法 との関

係 を明確にすることが望ま しいこと,ソ フ ト

ウェアの機密性を保持 した預託制度の創設と

そのための手続き規定が望ま しいことなどか

ら,1980年 法 の再 度改 正 の声 が あが り,

ADAPSOを 中心 として,改 正案の検討が行

われてきた。この改正案は,1980年 改正法と

同様,カ ステンマイヤー下院議員 をスポ ン

サーとして,下 院に提出された(1982年H.R.

6983法 案)。 この法案 は今年中には議会 を通

過 し,法 律 になると予測 されている。

2.1980年 改正著作権法の概要

CONTU報 告 で行 われ た7つ の プログ ラム

関連の勧告 は,す べ て1980年 改 正法 に取 り入

れ られ てい る。 プロ グラムに関連 した1980年

改 正法の概要 は次の とお りで ある。

(1)コ ンピュータ ・プログラムの定義

同改 正法101条 は 著 作物 の1つ と して プロ

グラムの定義 を新設 した。同条 によれば,「 コ

ンピュー タ ・プログ ラムとは,あ る結 果 を得

るため に直接 また は間接 に,コ ンピュー タに

おいて用 い られる陳述 も しくは指示 の組 み合

わせをい う」 と定義 されて い る。 この定義 に

は,ソ ース ・プログ ラム,オ ブ ジェク ト ・プ

ロ グラ ムの双 方が 含 まれ て い る と解 釈 され

る。

(2)プ ロ グラムの著作権の制 限
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1980年改正法は,プ ログラムを著作物とし

て立法的に認め,そ の無断複製,二 次著作物

の無断作成,著 作物の複製物の無断配布等を

禁止するとともに(106条),他 面,プ ログラ

ム著作者がプログラム上に持つ複製権(複 製

支取権)に ついて,一 定の制限を課 した。 プ

ログラムの性格上,そ の通常の使用過程にお

いて,著 作権法上の 「複製」に該当するよう

な行為が不可避的に行われるので,そ のよう

な行為は,む しろ適法な行為 として許容すべ

きであるというのが理由である。

このような行為の許容 は著作権者側から見

れば,同 権利 の制限である。この制限 は,

1980年著作権法117条 に規定されている(1976

年著作権法117条 はCONTU報 告の勧告に基

づ き,1980年 法!17条 で置 き換 え られ た)。

1980年 著作権法117条 は次のように規定 して

いる。

"106条 の規定(著 作権者の複製支取権)に

かかわらず,コ ンピュータ ・プログラムの複

製を有する者が,さ らに追加複製の作成 もし

くは,同 プログラムの改変を行い,ま たはそ

のような複製もしくは改変を行 うことを他に

許容する行為は,次 のような場合 には違法で

はない。

(1)このような新 たな複製または改変が,

当該 コ ン ピュー タ ・プ ロ グ ラムの コン

ピュータでの使用過程において不可避的に

生 じたものであり,か つ コンピュータでの

使用以外の方法で使用 されないこと。また

は(2)このような新複製または改作が,そ の

保存 を唯一の目的として作成 され,か つ当

該プログラムについての継続的占有権限が

失われたときは,上 記保存複製または改変

はすべて破棄されること。

本条の規定 に基づ き作成 された再複製物

は,原 複製物とともにリース,販 売その他の

方法で移転することができる。ただし,こ の

ような移転 はプログラム上のすべての権利を

他にリース,販 売その他の方法で移転する場

合で,そ の一環として行われる場合に限る。

プログラムの改変は著作権者の承認があった

場合にのみ譲渡できる。"

以上の条項からもわかるように,プ ログラ

ム使用過程で必要不可欠の変更や,保 存用に

作成するプログラムの複製などは,著 作権法

違反の無断複製 に該当 しないことが,成 文法

的に明確にされた。

3.1980年 著作権法の改正法案

1980年 著 作 権法 に対 しては,前 述の よ うな

背景 か ら,1982年8月12日,同 法 改正 案 が連

邦議 会 に提 出 され,H.R.6983号 法 案 と して

係属中 で あるが,同 法案 が議会 を通過 す る公

算 は大 で あると予測 され ている。主要改正点

の概要 は下記の とお りである。

(1)第1に は,1980年 法 が 使 用 す る 「コ ン

ピュー タ ・プログ ラム」の用語 に代えて,「 コ

ンピュー タ ・ソ フ トウェア」 とい う用語 を用

い,コ ン ピュー タ ・プログ ラムのみ な らず コ

ン ピュータ ・プ ログラム関連 資料 をも含 めて

著作権法 に よる保護 を明確 に しようとす る。

ここに用 い られてい るコン ピュー タ ・ソフ ト

ウェアの概念 は,WIPOモ デ ル条項の定義 と

同一 で あ り,コ ンピュータ ・プ ログラム,プ

ロ グラム ・デ ィス クプ リシ ョンお よびサ ポー

テ ィング ・マテ リアルが これ に含 まれ る。

(2)第2に,1980年 著 作権 法102条 は7種 類

の著作物 を例 示列挙 し,そ の1つ に 「言 語著

作物」(LiteraryWorks)を 挙 げてい るが,そ
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の規定の末尾に 「コンピュータ ・ソフ トウェ

アを含む」 という語を追加することにより,

コンピュータ ・ソフ トウェアが著作であるこ

とを明確にしようとしている(102条(a)(1))。

(3)第3に,著 作権法と州法との関係 につい

ての新規定をおき,著 作権法の規定 は著作権

者が州の トレー ド・シークレッ ト法で認 めら

れる保護 を変更 したり,制 限したりするもの

ではないと規定する。現行著作権法上でも,

理論上はそのとおりであるが,そ の旨の明文

をおくことによってこの点を明確 にしようと

する(301条(e>)。

(4)第4に,現 行著作権法上認められている

著作権表示は,◎ の表示,著 作権著名および

最初の出版年月 日の3つ の要素から成 り立っ

ているが,そ の要素のうち,◎ の表示 を(c)と

することを認める改正提案である。現在,機

械が読み取 り得る方法で◎の表示 をするに

は,余 分の費用がかさむため,こ の提案が行

われている。万国著作権条約でも,同 様のこ

とが要求されているので,同 条約のこの部分

に関する改正も同時に提案されている。

(5)第5に,著 作物の新 しい預託方式および

そのための手続きの新設が提案 されている。

現在,ア メリカ著作権法の下でも,無 方式主

義が採用 されているが,著 作権侵害に対する

救済措置を裁判所に求める場合には,そ の前

提条件として,当 該著作物の登録もしくは預

託を行っていなければならないこととなって

いる(408条)。 しか し,こ のような預託は,

内容の公示 を伴 い,ソ ース ・コー ドを トレー

ド・シークレットとして外部に出さないとい

う業界の慣行とマッチ しないおそれがある。

そのため,明 文で内容を秘密にした預託制度

と,そ のための手続 きの新設 を提案 している。

11ソ フ トウェア法的保護の気運高まる

4.ソ フ トウェアの保護に関する判例の動向

これ まで に,ソ フ トウェア上 の権 利 の保護

を求めた訴訟事件 は,(1)プ ロ グ ラムに特許権

を求めるケー ス,(2)著 作 権 による保 護 を求め

るケース,(3)ト レー ド・シー ク レッ トと して

の保 護 を求め るケ ース,お よび(4)ソ フ トウェ

アを無 断で コ ピー し,そ れ をマーケ ッ トする

行 為 を不正 競争行為 と して,そ の禁 止 を求 め

るケースの4つ に大別 され る。

(1)プ ロ グラムの特 許性

プ ログ ラムが特許の対象 た りうるか につ い

ては,特 許庁,関 税特許控訴 裁判所(CCPA)

お よ び連邦最 高裁判 所の間 でか な り意見 の食

い違 いが露呈 され,迂 余曲折 を重 ね た問題 で

あるが,連 邦最高裁 判所の基本 的 な考 え方 は

次の とお りである。

(a)コ ン ピュータ ・プログ ラムで ある とい

うだ けで特許性 を否 定 されない。 もし,そ れ

が特許要件 をみたす場合 には,プ ロ グラムも

特許権の保護 を受 ける。

(b)し か し,プ ロ グラムの多 くは四則 演算,

比 較 ・照合 など論理 的 も しくは思 考 的 プロセ

スの系統的記述 にす ぎない。 この よ うな思考

的 プロセス(MentalProcess)自 体 は特 許の

対象とはな り得ない。

以上 の ような考 え方 か ら,た とえ ば二進 化

十進数 を純 二進数 に変換 す るプロ グラムへの

特許請求 を棄却 してい る(Gottschalkv.Ben-

son,409U.S.63,1973)。 ま た化学 プ ロ セス

の コン トロール ・システム において,フ ロセ

ス変数 を読 み と り,所 定 の数 式 で警 報限界値

を計算 す る シス テ ムの特 許 を請求 した事件

で,そ のシステムの主要部分 はプロ グラムで

あ り,そ の他 の装置 方法 が システム全体 に持
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つ意義 は大 き くなかっ た事例 にお いて,最 高

裁 は特 許請 求 を棄却 した(Parkerv.FLook,

437U.S.584,1978)。

と ころが,Diamondv.Dier事 件(March2,

1981)で は,ゴ ム成 型装置 の一 部 と して,成

型装置 内の温度 お よび成型 時間の調整 をす る

ためのプ ログ ラムが組 み込 まれて いる装置全

体 につき特 許 請求が行 われた事例 につ き,最

高裁 は特 許 請 求 を認 め た。 このDier事 件 と

FLook事 件 の相 違 は,プ ロ グ ラム以外 の 装

置部分 が特許要件 をみ たすに足 るか否 か にあ

ると見 られ ている。

以 上の3ケ ー スを通 じて,連 邦最高裁 の上

記基本的 な見解 は変わ っていな い。

(2)プ ロ グラムの著作物性

プログラム に著作物性 を認 めるか否 か につ

いて は,1980年 著 作権 法 で明文 を もって肯定

され たことは,上 記 のとお りであ る。現在,

判例 上動揺 しているの は,ソ ース ・プログ ラ

ムの みな らず,オ ブ ジェク ト ・コー ドも独立

の著作物 た りうるか という点 である。

1980年 法101条 の コ ンピュー タ ・フ.ログ ラ

ムの定義 で は 「…… ある結果 を得 るために直

接 または間接 に,コ ンピュー タに おいて用 い

られ る……指示 の組 み合 わせ……」 となって

いる。 したが って,条 文 の文 言上 はオブ ジェ

ク ト・コー ドは直接 に コン ピュー タに おいて

用 い られる指示 と考 え られ,し たが って著作

物 であると読 める。 しか し,こ れ に関 する判

例 は動揺 して いる。TandyCorp.v.Personal

MicroComputers,Inc,(524F,Supp.171.

1981)で は,オ ブジェ ク ト・コー ドの著作 物

性 を認 め た の に 対 し て,AppleComputer,

Inc.v.FranklinComputerCorp.(USPQ.

July30,1982)で は オ ブ ジェク ト ・コー ドに

著作物性 を認 める ことに疑 問 を示 した。

さ らに,GCA、v.Chance(USPQ.1982)

で は,オ ブ ジェ ク ト・コー ドは著 作 物 た る

ソー ス ・コー ドの暗号化 した もの と考 え られ

るの で,ソ ー ス ・コー ドお よ び オ ブ ジェ ク

ト・コー ドは同一著作物 とみ るべ きであ り,

ソー ス ・コー ドの著作権 によって保護 され る

と判示 した。

(3)不 正 競争防止法 による保護事例

他社 の ソフ トウェア と同一 または類 似 の プ

ログラム を作成 ・販売 した事件 について,か

かる行 為 を不正競争行 為 と して差 し止 め る判

決 を した 事 例 で あ る(DataCashSystems,

Inc,v.JS&AGroup,Inc.,203USPQ735

1979)。 この ケ ースで は,さ らに オ ブジェ ク

ト・コー ドの著作物性 も争 われたが,本 件 は

1909年 著 作権 法(旧 法)の 下で の事件 で ある

ため,著 作権 に関す る点 につ いて は,先 例 的

価値 はあま り認 め られていない。

(4)ト レー ド・シー ク レッ トとしての保 護

プログ ラム,特 に ソース ・コー ドを トレー

ド・シー ク レッ トと して その 内容 を開 示 せ

ず,か つ トレー ド ・シーク レッ ト保持の ため,

体 制 と手続 きの下 に機密性 が保持 され ている

場合 に は,プ ロ グ ラ ムは トレー ド・シー ク

レッ トと して保護 される というの が裁判所 の

見解 であ る。問題 はソフ トウェア ・パ ッケー

ジの場合,ど れ くらいの部数 まで トレー ド ・

シーク レッ トと して ライセ ンスで きるか が,

実 務上,重 要 な問題 となるが,秘 密保持措置

の下 で600の ラ イセ ンス を行 った事例 で も,

トレー ド・シー ク レッ ト性 は失われ ない と し

たケースが あ る(ManagementScienceAmeri-

ca,Inc.v,CybergSystems,Inc.,6Comp.L

Sew.Rept.921,1978)。
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イギリスの動向

イギ リスにおける ソフ トウェアの法的保護

問題 に関す る動 き は,ア メ リカのそれ に比 し

て,や や遅 れて はいるが,方 向 と して はアメ

リカと同一 方向 をたど りつつ ある。 アメ リカ

においてみ たと同様,各 国の立法 お よび司法

の動きを概観 する こととする。

1.立 法 の動向

イギ リスで も,ソ フ トウェアの特許権 によ

る保 護が検討 され,著 作権 に よる保護 の立 法

作業 が行 われつつ ある。 まず,ソ フ トウェア

の特 許権 に よ る保 護 の可 能性 に 関 して は,

1967年2月 に設 置 された 「特 許制度 改正委員

会」(バ ンクス委員会)が 検討 の末,ユ970年,

否 定的 な勧 告 を行 ったことに基づ き,1977年

の 特許法改 正 において,ソ フ トウェア は特許

の対 象か ら除外 され た。

次 にソ フ トウェアの著作権 による保 護 に関

して は,1973年 に設置 され た 「著 作権法 ・意

匠法検討委員 会」(ウ ィッ トフォー ド委員会)

が,こ れ を検討 し,1977年3月,議 会 に提 出

された同委員会 報告書(ウ ィッ トフォー ド委

員会報告 書)で,ソ フ トウェアの著作権 に よ

る保護 を肯定 し,か つ著作権法 を改正 してそ

の保護 の内容 と限界 を立 法的 に明確 にす るこ

とを勧告 した。 この勧告 に基づ き,イ ギ リス

政府 は著 作権 法 の改正作業 を進 めて い るが,

1981年 に は いわ ゆ るグ リー ン・ペ ーパー,Re-

formoftheLawRelatingtoCopyright,De-

sign,andPerform'sProtectionを 発 表 した。

グ リー ン ・ペーパ ーに よれ ば,プ ロ グラムは

書面 に書 か れてい ようと,磁 気 テー プ,磁 気

デ ィスク等 に記憶 されて いようと,著 作物 で

あることに変 わ りはない。
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2.判 例 の動向

目下,イ ギ リス にはコ ンピュー タ ・プロ グ

ラムの著作 物性を肯定 した正式 判決 は見 当 た

らない。 しか し,1982年,プ ロ グ ラム著 作権

の侵害 を理 由 としたデ ィス カバ リー請求 手続

きにおいて,口 頭弁論前 の証拠 開示 を命 じた

決定 が行 われ た(Gatesv.Swift,1982RPC

No.13)。 この決定 は,イ ギ リス裁判所 が プロ

グラムに著作物性 を認 める有 力 な証 拠 と され

てい る。

なお,学 説上 はプログラムの著作 物性 を肯

定 す るものが多い。

西 ドイツにおける動向

1.立 法の動向

西 ドイツでは,目 下現行法を改正 してソフ ト

ウェア保護を明確化 しようとす る動きは存在

しない。しかし,民 間団体か らは著作権法を

改正 して,ソ フ トウェアの著作権 による保護

を明確にすべきであるとの声が出ている。た

とえば,西 ドイツ工業所有権 ・著作権協会

(GRUR)は1982年6月16日,西 ドイツ連邦

司法省に書簡を送 り,か かる著作権法の改正

を提案 した。それに対 して,同 司法省は1982

年9月8日 付書面をもって,現 行著作権法の

下 においても,ソ フ トウェアは著作物とみる

ことができるので,あ えて著作権法を改正す

る必要 はないとの見解を明 らかにした。

プログラムの特許権 による保護 に関 して

は,1976年 改正法でソフ トウェアの特許性を

否定 した。 したがって,西 ドイツにおいては

プログラムが特許の対象となることはない。

もっ とも,ア メ リカ にお け るDiamondv,

Dier事 件(前 出)に おけるように,プ ログラ
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ム を内包 す る コン トロール ・シス テム全体 に

特 許 を取 得 した ような場合 には,こ の特許権

による間接的 な保護 を受 け る方法 はあるであ

ろう。

2.判 例 の動向

ソフ トウェ アの法的保護 に関 して,西 ドイ

ツ裁判 所 は7つ の判決 をしてい る。最 初 に出

さ れ たの は マ ンハ イ ム地 方 裁 判 所 の 判 決

(1981年6月12日 判 決。FileNo,70143/80,

Betriebs-Berater(1981)1543-1545ペ ー ジに

掲載)で あるが,同 判 決 はプロ グラムの著作

物性 を否定 した。 しか し,同 判 決 に対 しては

カール スルーエ州高等 裁判所 へ控訴 していた

が,1983年2月9日,同 高 等裁 判所 はマ ンハ

イム地方 裁判所 の判決 を破 棄 し,プ ログ ラム

の著作 物性 を肯定 する判 決 を した。

そのほかに,カ ッセル地方裁判所判決(1981

年5月21日 判 決,FileNo.8084/80,未 公 刊),

シ ュ レー ヴ ッヒ ・ホル シュ タイ ン地 方労働裁

判 所判 決(1981年6月24日 判 決 。FileNo,2

Sa605/81,未 公 刊),コ ブ レンツ州高等裁

判 所 判決(1981年8月13日 判 決 。FileNo.6

U294/80,未 公 刊),モ ス バ ッハ地方裁判所

判 決(1982年7月13日 判 決。FileNo,KFH

O35/82。Betriebs-Berater1982,

1943-1944ペ ー ジ),お よ び ミュンヘ ン地方裁

判所判 決(1982年12月21日 判 決。未公 刊)の

5判 決 が ある が,い ずれ もプログ ラムの著作

物性 を肯定 している。特 に,モ スバ ッハ裁 判

所 の判決 は,プ ログ ラムの作成 と作詩 の文 法

お よび シンタ ックス を対比検討 し,両 者が類

以 してい るこ とを認 め,上 記 マ ンハ イム判決

は誤 りで ある と指摘 してい る。

学説 の大勢 は,世 界 的な著作権法の権威E.

Ulmer教 授 を は じめと して,プ ロ グラムの著

作物性を肯定 している。

その他諸国の動向

その他 の諸 国で は,あ ま り目立 った動 きは

存在 しない。

1.カ ナ ダの動 向

カナダ にお いては,カ ナダ政 府の要請 に よ

り作 成 さ れ た委 員 会 報 告 書(Copyrightin

Canada,ProposalsforaRevisionoftheLaw

1977年4月)で は,ソ フ トウェア輸入 国た る

カナ ダと しては,ソ フ トウェアの著作権 によ

る保 護 を認 めない方が得策 である旨が述べ ら

れて いる。 しか し現在,カ ナ ダ政府 は現行著

作権法 の下で も,プ ログ ラム は著作物 と認 め

られる との見解 をとってい るが,混 乱 と不 明

確 さを除去す るため に,目 下,著 作権 法の改

正作業 を進 めている。

2.フ ラ ンスの動 向

フラ ンス は,1968年 お よび1978年 改 正特 許

法で プログラムの特許性 を否定 した。

著作 権保護 に関 しては,裁 判所 はPeugeot

の前 使 用人 が,在 職 中に書い たプロ グラム を

無 断で複製 し,持 ち出 した事件 につ き,無 断

複 製の民事 ・刑事 両責任 を同使用 人 に科 した

(TribunalCorrectionnelDeMontbeliard,

Mai,1978)。

3.オ ー ス トラ リアの動 向

現在,著 作権法 または特 許権法改正 に よる

ソ フ トウェア保 護 の動 き や裁判 所 の判決 は

まった く存在 しな い。 しか し,学 説 上 はソ フ

トウェアの著作権法 に よる保護 を認 めるのが

大勢で ある。

4.そ の 他

興 味 ある判 決 に,ハ ンガ リーのブ タペ ス ト
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裁判所 のそれが ある。あ る研究所 の従業員 が

在 職中に石油探索 の 目的 で書 いた プログ ラム

を外国会 社へ売却 した事件 で,研 究所 はその

従業員 に対 し,売 却代 の返還 請求 を した。そ

れ に対 して,裁 判所 は著作者 はその プロ グラ

ム を書 いた従業員 で あると して,研 究所 の請

求 を棄 却 し た("LetterfromHungary"by

MihalyFiscar,Copyight(Dec,1978)P.461,

WIPO)。

台 湾で も,プ ログラムは著作物 と認 め られ,

著作権法 の下 での登録 が認 め られてい る。

国際レベルでの動向

国際機関 レベ ルで は,WIPOが1978年 に 「コ

ンピュータ ・プ ログ ラム ・モ デル条項」 を発

表 したが,同 条 項 で はプログ ラムの性格 を著

作物 と して構成 して いる。

また,EECは ヨーロ ッパ特許条 約52条 で,

プ ログラムの特許性 を否定 した。 この条約 の

故 に,イ ギ リス,フ ラ ン ス,ド イ ツ等 の

EEC加 盟 国 はソ フ トウェア の特 許性 を否定

す る立法 を行 っている。

わが国の動向

わが国では,1982年12月6日 東京地裁が㈱

タイ トー事件に関 して,プ ログラムの著作物

性を肯定する判決をして以来,ソ フ トウェア

の法的保護の今後のあり方について,い ろい

11ソ フ トウェア法的保護の気運高まる

うな見解が出されている。このような世論を

反映 して,文 化庁および通産省はそれぞれ研

究委員会 を組織 して,今 後のあるべき方策に

つき検討 を開始 した。ソフ トウェア法的保護

の今後の方向に関 しては,著 作権法改正 によ

る方向と特別立法による方向とが表明されて

いる。

ソフ トウェアの特許性に関してわが国の特

許庁はそれが特許要件をみたす場合には特許

権 を与えるとしており,そ の意味ではアメリ

カ連邦最高裁 とほぼ同一の見解 をとってい

る。

その他の保護方法と しては,契 約による保

護,不 法行為による保護,不 当利得 ・不法行

為法による保護,不 正競争防止法による保護

が現行法上認められる。

まとめ

以上,概 観 したように,ソ フ トウェアの保

護は著作権 によることを基本とするのが世界

的潮流である。そして著作権による保護は容

易かつ迅速に,そ して経済的に与え られ,さ

らに万国 およびベルヌ両著作権条約 の保護

ネッ トワークによる国際的保護が受けられる

ので,著 作権によるソフ トウェアの保護が現

行法制の下では最も効果的であり,か つ現実

的であるとするのが,世 界主要国の考え方で

ある。
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lBM,AT§Tの 対司法省独禁法係争

和解とその波紋

歴史的転回

1982年1月8日 。 わが国 ではや っと松 が取

れ た ばか りと い う時 に飛 び込 ん で き た ピッ

ク ・ニュースは,ア メ リカ ン ・テ レフ ォン ・

アン ド・テ レグ ラフ(AT&T)と イ ンターナ

シ ョナル ・ビジネス ・マ シンズ(IBM)両 社

が,い ずれ も司法省 と係争 中の訴訟 を終結 さ

せ たというものだ った。

アメ リカ最大の企業,つ ま り"地 上最 大"

の 企 業 のAT&Tと,世 界 最大 の コ ンピュー

タ ・メーカーがどち らも行動 の 自由 を獲得 し

た こ と を こ の ニュー ス は教 え て く れ た。

AT&TとIBMが 司 法 省 と争 っ て い た内 容

は,そ れ ぞれ異 なる もの ではあ るが,ど ちら

もや りたい こ とを 自由 に やれ る よう にな っ

た。 自由を得 た この2社 が,通 信 ネ ッ トワー

クとコ ンピュー タ製造 ・販売 能力 とい う,将

来の情報産業 を支えて い く2大 要素 を代表 す

るだけに,こ のニ ュースがア メ リカの,そ し

て世界 の産業地図 を塗 り替 え るものだ と,誰

もが信 じて疑 わない。

AT&T訴 訟 とIBM訴 訟 が横 断的 なつなが

りを法律 的 にもって いたわ けで はないが,和

解にせよ,取 り下げにしろ,そ の形態 こそ違

え,司 法省がこの2つ の訴訟の解決をはかっ

たことの底流に,ア メリカの情報政策の基本

があることは,い うまでもない。これは単な

る情報"産 業"政 策のあらわれではない。ハー

ドウェアからソフ トウェア,そ れに社会の基

盤としてのインフラス トラクチャーまで含め

た幅広い分野を対象とした政策であって,仮

にではあるが,"情 報政策"と でも呼 んでお

かなければ,説 明ができそうにない。

では,こ の2つ の訴訟決着がアメリカの情

報産業地図塗 り替えに一体 どのような意味を

もっているのか,ど のようにこの地図は塗 り

替 え られ ようと しているの か。AT&Tと

IBMは 自らこの決着 をどう受 け取めている

のか。そしてアメリカ政府はこの決着で何を

目指そうとしているのか。これはアメリカ国

内に限らず,世 界の情報産業界にとっても最

大級の関心事項であるに違いない。

AT&Tと 司法省が1974年 の司法省提訴以来

争ってきたもの,つ ま り司法省がAT&Tに

要求 し続 けて きたことは,AT&T直 轄 の製

造部門であるウェスタン ・エ レク トリック

(WE),ベ ル電話研究所,長 距離回線部門を
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AT&T本 体か ら切 り離すことであった。 も

しこれがそのまま受け入れ られれば,AT&T

本体 を構成するものは,全 米各地で電話サー

ビスを提供するベル系電話運営会社のみとな

る。つま り,AT&Tは いわゆる"自 然独占"

として認められている市内電話サービスが事

業主体となって,競 争にさらされている(あ

るいはさらされるべき)分 野を切 り離すべき

である,と いうのが司法省の要求であった。

しか し,1982年1月 に司法省とAT&Tの

間で和解に達 した時の条件は,こ の要求とは

趣をまったく異に したものであった。和解条

件 を大 ざっぱにいえば,AT&Tは 各地のベ

ル系電話運営会社(全 部で22社)を 切 り離す

かわりに,長 距離回線部門,WE,ベ ル研を引

き続 き保有することが認められる,と いうこ

とで ある。そ して,AT&Tに とって最大の

意味をもつ一節は,「政府の規制下にないす

べての事業分野 にAT&Tは 進出することが

できる」という内容であった。

和解以前のAT&Tの 事業分野をみると,

もはやすべてが独占下にある事業ではなかっ

たことがわかる。WEの 行 う通 信機器の製

造 ・販売,ベ ル研での研究 ・開発作業が,政

府の規制対象でなかったことは明 らかだが,

長距離回線部門についても,料 金などでは政

府の認可が必要であったとしても,MCIコ

ミュニケーションズ,サ ザ ン ・パ シフィック

社など,一 部の長距離電話サービス会社の進

出が認められ,す でに競争が導入 されていた。

新生AT&Tの 姿

つま り,今 回 の和解 ではっき りした こと は,

AT&Tの 行 って きた事業 の うち,自 然 独 占
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分野は依然として政府の規制対象下にある公

益事業 とし,競 争原理が導入されている分野

についても規制を撤廃するという基本のもと

で,司 法省はAT&Tに 分書1」を迫 り,AT&T

もまた自然独占分野,つ まり公益事業分野を

捨て,非 規制分野,つ まり競争分野だけを残

して生き残っていくことを選んだのである。

ここで 「競争分野」として分けられている

のは,WEや ベル研,そ して長距離回線部門

のほかに,伝 統的な"基 本的"電 気通信サー

ビス以外の"高 度"通 信サービス(付 加価値

通信サービスといいかえ ることもできる),

情報サービス,宅 内機器の販売サービスも含

まれる。このうちの情報サービスは,情 報そ

のものを"生 産"し,提 供するサービスの こ

とであり,AT&Tの 伝統である"情報運送"(お

よびそれにまつわる機器の開発 ・生産)業 か

らは大 きく概念が広がることになる。つまり

"新AT&T"は
,た とえばこれまでのパ イ

プライン業から,油 井の掘削やガソリン ・ス

タン ドの経営まで手がけることをも意図 して

いるのである。もっとも,AT&Tは 当分 の

間(和 解成立後7年 間),情 報サー ビスの分

野には進出 しないことを約束 させられた。

時間がたてば,こ の和解は 「1982年和解」

とで も呼ばれることになるのだろうが,こ の

和解 はこれまでAT&Tが とってきた態度,

つまり,司 法省に対する抵抗とはきわだった

特徴をもっている。条件 を付 けなが らも,分

割に応 じたことである。1956年 の和解 と比べ

れば,そ のユニークさが明確となってくる。

1956年 和解 は1949年 に司法省が求めたWE

の分離 を骨子とする独禁法訴訟 に対 してとら

れたものだが,こ の時AT&TはWEの 分離

にはあくまで応 じず,自 ら公衆電気通信事業
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第ll部 調和ある情報化社会へ向けて

年 lBM/司 法省裁判の経緯 AT&T/司 法省裁判の経緯

1949 ○司法省,AT&Tを 独禁法違反 で提訴,WEの 切 り離

しを狙 う(第1次 提訴)

1956 ●司法省/AT&T同 意審決

(WEの 保持 を認め るかわ りに,AT&TはWEの 活動

を電話装 置の製造活動 に限定 し,AT&T以 外のビジ

ネスでは競争 しない という形で双方が同意)司 法省 は

AT&T独 占問題か ら身を引 き,今 後はFCCにAT

&Tを 規制させる方針を採用

1968 ●司法省独禁局,IBMのTSSサ ー ビス調査に乗 り出

す。IBM,TSS事 業 をSBCに 肩代わ りさせ るこ

とを決定(10月)

1969 ●司法省,IBMを 独禁法違反で提訴(1月17日)

1972 ●エデ ルス タイ ン ・ニュー ヨー ク南部地区連邦裁判所判

事(当 時)が 全権裁決者に決定(1月)

●IBM,市 場の定義問題 に関 して別個の審理が行 われ

るべ きだと提案。司法省は反対 し,エ デルス タイ ン判

事 もこれ を支持(10月)

1973 ●司法省,審 理開始は74年10月 と発表(11月)

1974 ●IBM,司 法省の双方が,す べ ての証人か ら宣誓 ・証 ●司法省独禁局,AT&T独 占について調査続行,提 訴

言 をとったこ とをエデルス タイン判事に通知(7月) につ いては決定 していないと発表(8月)

●司法省独禁局,IBMの 反対を制 して訴訟範 囲を拡大 ●司法省,AT&Tを 独禁法違反で提訴,WEな どの切

(11月1日) り離 しを要求(第2次 提訴)(11月20日)

●AT&T会 長,「 ベル・システムが分割 されれば,ユ ー

ザー が最大の犠牲者になる」 と反発(11月)

1975 ●IBM/司 法省裁判開始(5月19日)

1976 ●ワ シントン地裁のワディ判事,審 議権 などをめ ぐって

もめていたAT&T/司 法省/FCC間 の論争に断を

下 し,裁 判へ 向か って動 き出す(10月)

●司法省,650ペ ージに及ぶベ ル・システムの分離案 を裁

判所に提出(12月)

1977 ●司法省,エ デルスタイ ン判事 に対 し審理再開 および1

BM証 人28人 につ いての証言を要請。判事 はこれを承

諾(6月22日)

●IBM,司 法省側証 人 ・マ ックアダムス博士 の証言 を

「関連市場の定義において修正がみ うけられ る」と主張,

無効審理 を求めて動議 。判事は,IBMの 要請を却下

(12月20日)

1978 ● 司法省の証言終了(4月26日) ●ワデ ィ判事 の病気に より,グ リーン判事の担 当に変わ

る(6月)

1979 ●司法省,IBMの ケア リー会長の召換を要請。判事は

これに同意(2月)

●ケア リー会長 召換は撤 回される。司法省は,宣 誓 ・証

言お よび他 の訴訟 で行 われた証言に よりケア リー会長
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年 lBM/司 法省裁判の経緯 AT&T/司 法省裁判の経緯

の証 言をとるこ とにする。IBMは 会長の証言内容 を

1974年 以前の問題についてのみ採用 されることで同意

(3月)

●IBM,よ り多 くの文 書を作 るよう命 じられ る(6月)

●IBM,エ デルス タイン判事の解任案を提 出。理由は

IBMへ の先入観 と偏見(7月17日)

●エデルスタイン判事,解 任案却下の判決を下す。IB

M,控 訴裁に上告(9月11日)

1980 ●控訴裁,IBMの 上告 を棄却(2月)

●IBM,エ デルス タイン判事解任案の棄却 に対 し,控

訴裁に再審理 を求める(3月10日)

●控 訴裁,IBMの 再 審要求 を棄却(4月23日)

●IBM,も し司法省が 「IBM解 体」 とい う前提 を放

棄 しない限 り,交 渉には応 じない旨を表明。シビレッ

ティ司法長官は 「司法省の立場は解体が前提条件では

ない」 と説明。IBMと 司法省,解 決に向けて再度審

議 に入る(4月)

1981 ●IBM,判 事解任あ るいは,無 効審理 を動議。理由は ●ベル側の弁護士 と司法省の間で和解の"コ ンセプ ド が

「手続が きわめ て公正 を欠いてお り,そ れによって誤 っ 一致 したと発表(1月5日)

た耐えがたい差別 を受けた」 というもの(4月9日) ●提訴後6年 を経て公判に入る。公判2日 目,当 事者間

●エデルスタイン判事,審 理最終 日を6月1日 に設定。 の和解成立の見込みが強い とみてグ リー ン判事は休廷

同時に,IBMに よる解任 ・無効審理動議 を却下。 ま を宣 言,当 事者に対 し,3月2日 までに和解の内容を

た,双 方に対 し法廷 外和解 をめ ざす よう提案(4月) 記 した正式な同意審決 を提出するよ うに求め た(1月

●審理 中止(6月1日)。IBMは 訴訟和解 を支援す ると 15日)

い うエデルス タイ ン判事の申 し出を受理。判事 は司法 ●レーガン大統領就任に より,省 内の変 更 ・調整作業の

省 とIBMの 会合す る日を6月10日 に設定,バ クスタ ため,司 法省は同意審決の提出が3月2日 までの期 日

一司法次官補 を召換。 に間に合 わない と発表(1月20日)

●バ クスター次官補は,「審理 に関す る自己啓発を行 うた ●審理 が再開。政府は,最 初の証人を6年 半ぶ りに召換

め」 ということで,審 理再 開後の手続 きを10月1日 か (3月4日)

ら12月1日 まで60日 間遅 らせ るよう求める(6月) ●ウ ィリアム ・F・ バ クス ターが新 たに,司 法省独禁局

に より司法次官補 として任命 される(4月9日)

●和解 に対す る商務省,国 防総省の反対にあって,バ クス

タ一次富浦は議会に この問題 をかけるため審理 を11カ

月延期す るようグ リー ン判事に求めたが,判 事は これ

を拒否。バ クスター次官補 は,ベ ル ・システムを解体す

るうえで効果的な法案を通すよう議会に求めると同時

に,こ の訴訟 を続行 してい くと発表(7月29日)

●告訴取 り下げ。AT&T,棄 却の申請 を提出(8月1日)

■グリーン判事は訴訟の取 り下げ を拒否。司法省に対 し,

AT&Tが これまで長い間,種 々の方法によ り独禁法

違反 を犯 したことを証明す るよう指 示(9月ll日)

●同判事,休 廷 を宣言,1982年1月2日 に審理 を再開す

るよう命令(12月18日)

●バ クスター次官補 とAT&Tは 法廷外での和解 につ い

て交渉を再開 した と発表(12月31日)

1982 ●司法省,IBM提 訴 を取})下 げ(1月8日) ●バ クスター次官補 とAT&Tの ブ ラウン会長は独禁法

訴訟 を解決 したと発表。129日間の開廷期間の末,政 府

はAT&Tに 対する告訴 を取 り下げ ることを決定(1

月8日)
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図1AT&T帝 国の解体
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の範 囲を限定 する ことで和解 まで こぎつ けた

のだ。

これでWEの 分 割 は免れ たもの の,1956年

和 解 か ら四半 世 紀 が す ぎたユ980年 代 に入 っ

て,こ の和解 の意味 が増 して きた。1956年 和

解 で定 め られ た事 業 範 囲 と は,AT&Tは 電

気通信サ ー ビスの うち,基 本 サ ー ビス しか提

供 しないとい うこ とで あった。1956年 当 時 は

これ はさほどの足かせ には な らなか った。 あ

るいは,AT&Tは そ の後 の技術革 新 の方 向,

ス ピー ドをこの時 に見抜 けなか ったと もいえ

るだろう。

い うまで もな く,エ レク トロニ クスの技術

革新 は速度 を上 げ,予 想 しない方 向 に走 った。

通信技術 とコン ピュー タ技 術の融合 で ある。

技術革新 に よって,こ の2つ の分野 の垣根 が

取 り払われた。

通信技術 が 直ちに コン ピュータ技 術 を意 味

する ようにな って くる と,通 信 サー ビスもま

た,コ ン ピュー タによるサー ビスを意 味す る

ようになって きた。 コ ンピュ ータを利 用 しな

い通 信 サー ビス は,ま った くの時 代遅 れ に

なっ て きた の で あ る。1956年 和 解 でAT&T

が押 し込 め られた 「基本通信サ ー ビス」 とは,

情 報(の 生産 ・提 供)サ ー ビスは もとよ り,

コ ン ピュータ を利 用 した付 加価値通 信サ ー ビ

スをも含 んで はいなか ったのだ。

アメ リカの情報産業界 に付加価値通信や

デー タ通信,あ るいは情報処理サー ビスが

1960年代,つ ま り1956年和解の直後か、ら1970

年代にかけて花開いたのは,皮 肉でもあり,

またAT&Tの 見通 しの甘 さを暴露 したもの

で もあった。 この時代 の変わ り目にAT&T

がとれたのは,基 本サービスといえばそうも

いえるし,ま た反対勢力が高度サービスとい

えばそうも受け取れる,デ ジタル ・データ伝

送サービスなどのいわばグ レイ ・ゾーンへの

進出だけだったのだ。

後述するが,AT&Tの"忍 耐"が 切れた

かに見えた致命的なポイントは,198ユ 年初頭

か らサービスが開始 された,IBMを 中核 と

する衛星通信サービス会社,サ テライ ト・ビ

ジネス ・システムズ(SBS)の 台頭であった。

コンピュータの分野か ら通信サービスへと切

り込みが許されるのに,通 信サービスか らコ

ンピュータを利用 した高度サービスへの逆の

切 り込み は認 め られな いとい う事態 に,

AT&Tは もう耐え られなくなっていたとみ

るべきだ。

電話事業 によって,地 上最大の規模の企業

にまで成長 したAT&Tが,い ま電話会社を

切 り捨てようというのだか ら,こ れはまさに

コペルニクス的転換であるに違いない。それ

だけに,"新 規事業分野"へ の期待が大きい

118



わけだが,こ の決断によって大きな迷惑をこ

うむる部門が,AT&Tの 内部に存在するこ

とも事実である。

WEの 影響力の低下

その筆頭が製造部門のWEで あることは

はっきりしている。年間売上 げが130億 ドル

もありながら,近 年までセールスマ ンが1人

もいなかった ことは,WEがAT&T傘 下の

電話会社が必要とするあらゆる機器 ・備品の

調達 を"自 動的 に",か つ一手 に引き受けて

いたことを意味する。ベル系電話会社といえ

ども,AT&T系 列外か らの調達 の自由はす

でにもっていたが,そ れでも今回のような完

全分離となると,WEの 影響力が極端に落 ち

て しまうことは目に見えている。

WEは 対司法省 との和解か ら1年 を経た

1983年初頭,早 くも大きな揺れの足跡を残 し

ている。攻めの戦略と守 りの戦略の双方 を感

じとることができる。

まず守 りは経営合理化である。電話会社の

完全分離 を待たず して,WEの 業績は悪化 し

ている。1981年 の売上 げ130億 ドル,利 益7

億1,000万 ドルに対 し,1982年 はそれぞれ124

億 ドル,3億4,000万 ドルである。減収 はわ

ずかながら,利 益 は半減である。この数字,

そして電話会社の分離を前にWEが とってい

る合理化 は,老 旧工場の閉鎖,従 業員の削減

である。1982年 中に全従業員13万5,000人 のう

ち,1万4,000人 が レイオフ(一 時解雇)さ

れたほか,5,000人 が削減されたの に続 き,

1983年 初頭にはWE最 古 の工場であるカー

ニー工場(ニ ュージャージー)は じめ3工 場

を閉鎖,計6,700人 の従業員が解雇 された。

12ア メリカ情報産業の再活性化'

全体の5%に もおよぶ大手術が一挙に施され

た。

1979年 に工場稼動率が90%か ら100%に 近

かったのに対 し,1982年 末 までは60%前 後に

まで低下,競 争力の著 しい落ち込みを見せて

いた現実からすれば,予 想 されていた動きで

はあるが,こ れか ら競争の分野にAT&Tが

乗 り出していこうとしているいま,ス リムな

体質でコス ト低減,効 率アップを目指 してい

かないことには,AT&T全 体 もまた生き残

れない。

そして攻めの姿勢は,海 外事業への力の入

れ方に最 も現れてくる。AT&Tは1982年9月,

突然オランダのフィリップスとの間で広範な

業務提携を目指 した交渉を行っていることを

明らかにした。1983年2月 の時点で,こ の交

渉は,と にかく両社の間でどこまでのことが

できるかを調べるための合弁会社を作ろう,

というところまできた。先行きは依然不明と

はいえ,最 大限電子交換機の共同生産,共 同

販売まで構想 に入 っているといわれ,独 禁法

をいかに してクリア していくかなどの問題は

あるものの,実 現すればまさに産業地図の大

幅な塗り替えが必要となる。

ちなみにこの両社の電気通信機器の売上 げ

を合計すると,約150億 ドルとなる。世界第

2位 のITTが55億 ドル,8位 にランクされ

る日本電気は20億 ドルにすぎない。

またアジアの台湾でも,広 い範囲にわたる

エレク トロニ クス製品生産のため合弁会社設

立構想が台湾政府および民間企業を混 じえて

進められようとしている。AT&Tか ら持 ち

出されたこの提案 に対 し,台 湾政府は積極的

な対応を示 してお り,す でに生産候補 として

電子交換機 の型名 が上が るなど,予 想外の
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ピッチを見せてい る。

フィリップスとの合弁交渉 は,ヨ ーロッパ ・

エ レク トロニ クス界 の大 同団結 を はか ろうと

する フランス政府 をいた く傷 つ け,ま た台湾

での動 き は日本の メー カー に もシ ョックを与

えている。 これ まで海外 への進 出 をほ とん ど

頭 に描 いた ことのなか ったAT&Tに と って,

再 編成後 の生 き残 り策 の1つ と して海外市場

を抜 かすわ けにはいか ない とささやかれて き

たが,い ざ実 際に この プ ランに乗 って動 き始

めると,あ らため てその影 響力 の大 きさを見

せつ けている。

AT&Tの 収 入 源 と して,長 距 離 回線 部 門

が唯一のサ ー ビス とな って しま ったが,MCI

やサ ザ ン ・パ シフ ィックな ど,い わゆ る"特

殊 コモ ン ・キ ャリア"の 活 躍 で,こ の数年長

距 離通話 の伸 び は鈍 ってい る。今 後AT&T

の成 長 を支え ていか な けれ ばな らないの は,

期 待 の新規 事 業 部 門で ある ア メ リカ ン ・ベ

ル,そ れにWEで あ る。

ベ ビー ・ベルの動静

期待 の子 会社,ア メ リカ ン ・ベ ルは1983年

1月3日,事 業 を開始 した。 これまで業界 内

で(親 会社AT&Tの ニ ック ネーム,マ ー ・

ベ ル=か あ ちゃんベ ル=に 対 し)ベ ビー ・ベ

ルと呼 ばれて いたもの であ る。 ア メ リカ ン ・

ベ ルの誕生 は ,直 接 に は1982年1月 の司法省

との独禁係争 和解 とは関係 がな い。80年,連

邦通信委員 会(FCC)の 下 したいわ ゆる第2

次 コ ンピュー タ調査裁 定 の,「AT&Tは 完 全

に分離 された子 会社 を通 じて な らば,情 報処

理分野 および通信 機器,コ ンピュータの販 売

へ と進出 する ことがで きる」 との条項 を受 け

て,AT&Tが 設立 した子会社だ。

司法省との和解で,AT&Tの 事業はすべ

て競争の対象 となったため,ベ ビー ・ベルの

設立は必要ないのではないかとの解釈がされ

た時期もあったが,結 局は第2次 コンピュー

タ調査裁定がそのまま生きた格好 となった。

このいきさつから分かるように,ア メリカ

ン ・ベルはFCCと の長い論争,そ して司法

省との法廷闘争の結果,難 産で生まれてきた

子会社で,AT&Tが すべての期待 を込 めて

いる部門だが,簡 単にいえば,電 話線に接続

する通信機器,そ れにコンピュータ ・サー ビ

スを売っていく会社ということになる。

AT&Tが この子会社 を通 じて売っていこ

うとしているハー ドウェアは,も ちろん電話

機が中心であるが,す でに自由化 されている

この市場で再びイニシアティブを握るために

は,プ ロの小売業者の手 を借 りねばならない

と判断,最 大手のデパー ト,シ アーズ ・ロー

バ ックとの販売提携 も行った。ただ注 目され

るハー ドウェアは,こ うした家庭用機器市場

ではなく,ビ ジネス用機器市場で見られるの

は当然である。

この分野はすでに,ノ ーザ ン ・テレコムや

データポ イン ト,あ るいはロルムといった

メーカーがすでに着実な浸透をみせているた

め,AT&Tは ベル研,WEと の垂直統合 に

よる成果を結集 してぶつかっていかざるを得

ず,す でに明 らかにされているものとしては,

コンピュータ化 したPBXを 投入する計画が

ある。 これは音声と同時にデータも伝送でき

るもので,不 振のPBX分 野でどれほどの競

争力 を得 られるか,今 後のAT&Tを 占う上

で重要な製品となろう。

ただ,ア メリカン ・ベルが従来からの市場
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に とどまると は考 え られない。 すで に業界 内

では,1983年 内 にパー ソナ ル ・コン ピュー タ

市場 へ の進 出必至 とか,あ るい はIBMが 開

発 したボ イス ・メールの販売の意 向 を示 した

とか,さ まざまな話題が渦巻 き始 め た。 そ し

て また,PBXが オ フ ィス ・オー トメー ショ

ンの分 野で 中核 とな る役割 を果 た して い くこ

とを考 えれ ば,ワ ー クステーシ ョンに代 表 さ

れ る各種 のOA端 末 をアメ リカ ン ・ベル が販

売 し始 め たと して も,何 ら不思議 で はない。

これ を裏 づ ける ように,ロ ーカル ・エ リア ・

ネ ッ トワークの発表 も問題 といわれて いる。

ハ ー ドウェアと並 んで,ア メ リカ ン ・ベ ル

が行 お う と して い るの は,コ ン ピュー タ ・

サー ビス で あ る。 これ は広 くACS(ア ドバ

ンス ト・コ ミュニ ケー ション ・サー ビス=高

度通信 サ ー ビス)の 名前 で呼ばれて いるサ ー

ビス で,い わ ゆ る付 加 価 値 通 信 サ ー ビス

(VAN)で あ る。異 なった機種 の コンピュー

タ同士 の デー タ伝送,プ ロ トコル変換,あ る

い はメ デ ィア変換 な どが主 な機 能 で,FCC

の 第 二 次 コ ン ピュー タ調査 に おい てAT&T

に進 出 を認 めるか どうかで最 も論 議の分 かれ

た部 分 で ある。 もっと もAT&T自 身,ACS

の 開 発 に はかな り手 こず り,こ の全容 を明 ら

か にする ものに,少 な くと も数年 の遅れ が出

たの はまちがいない。

ア メ リカ ン ・ベ ル に対 す る資 本投 下 は,

1983年 か ら1985年 の3年 間で約50億 ドル。 当

面社員 は3万 人弱 を抱 えることにな るといわ

れ,初 年 度 だけで も赤字 は5億 ドル を下 らな

いと予想 されてい る。並の企業 であれ ばとて

も考 え られ ないス ター トで あるが,年 間利益

が70億 ドル に上 るAT&Tだ か ら こそ やれ る

事 業 で ある。 これ か ら見 て も,AT&Tが こ

12ア メリカ情報産業の再活性化

の分野を短期的にとらえているのではないこ

とが分かる。あくまでもIBMを にらんでの

「史上最大のギャンブル」に出ているのでる。

パ ソコンを意識す るIBM

ア メ リカの情 報産 業界 が,こ の よ うに

AT&Tの 再編成を中心にして1990年 代,あ る

いは2000年 へ向けて動いているのは確かであ

るが,AT&Tの 動きがIBMを 大きく意識 し

ていることはすでに触れた。AT&T再 編成

の大きなきっかけとなったACS進 出そのも

のがIBMのINS(総 合データ・通信サービス)

に代表される情報通信業への積極的な切 り込

みに刺激されたものであったし,一 方では合

弁事業ながら,サ テライ ト・ビジネス ・シス

テムズ(SBS)を 設立 して1981年 からサービ

スの始まった衛星通信分野でのIBMの 活動

も,AT&Tに コペルニクス的転換 を迫 る結

果になった。

IBMを 取 り巻 く環境 は,1つ にはパーソ

ナル ・コンピュータ分野か らの追撃に象徴 さ

れる。1970年 代半 ばか ら浮上 してきたパーソ

ナル ・コンピュータ ・メーカー群 は,1980年

代 に入って無視 しえない存在にまで成長 し,

メインフレーム ・メーカーもその影響を無視

できなくなった。だか らIBMも この分野へ

積極参加 し,防 戦か ら攻撃へと戦略を転換 し

つつつある。

注目のSBSは,当 初の目標であった大企

業の大量データ伝送サービス分野が,思 った

ほどの成果を上げえず,家 庭用の長距離通話

サービスなど伝統市場へも目を向けていると

ころだが,あ くまでも最終 目標は大企業向け

サービスである。SBSで は この市場 は単 に
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景気低迷が予想以上に長引いたため,ふ くら

むのが遅れているにすぎないと判断 している

ようだ。 このため,SBS自 身の業績計画も

当初からみれば採算ラインに乗るのが遅れて

いるにすぎない,と 強気の見通 しである。

AT&T対 司法省の独禁法係争和解 と比較

す れば,IBM対 司 法省 係争 での原告(司

法省)の 提訴取 り下げは,き わめて単純なも

のである。司法省は1969年,い わゆるジョン

ソン政権最後の日の駆 け込み提訴以来,IBM

の分割を強 く主張 してきたものの,13年 間の

法廷闘争の結果,勝 てる見通 しをついに持て

なかったからにすぎない。

司法省の敗戦の弁によれば,① 大きいマー

ケット・シェアそのもので企業は責め られな

い②IBMが 得 たマーケッ ト・シェアは合法

的企業活動の成果である③IBM分 割が果た

して適切 な救済措置 といえるかどうか不明

というものだ。つまりこの論争をこれ以

上続 けてみたところで,政 府の財政負担が増

すばか りで,社 会に還元できる成果が得 られ

る見込みがないから,こ れでやめるというこ

とであった。

そして,提 訴以来13年 の間に,情 報産業界

は大きく変化 していた。情報産業界における

メインフレーム ・メーカーの役割 は比較にな

らないほど小 さくなっていた。1つ には,プ

ラグ ・コンパティブル ・メーカーの隆盛であ

り,ま た1つ にはパーソナル ・コンピュータ

にみられるように,コ ンピュータに対する一

般市民の考えがまったくといっていいほど変

わってしまった。これを可能にしたマイクロ

コンピュータも提訴当時には存在 しないもの

だった。司法省の認識 は,IBMが 一般企業

との独禁法係争をことごとく勝訴 していった

ことにも裏づけられている。

こうした流れの中で,IBMは 着々と体制

を固めていった。司法省の提訴取 り下 げを待

たず して,IBMの 動 きはすでに自由であっ

たことになり,提 訴取 り下げはそれを公に認

めさせるものでしかない。組織で注目される

のは国内外市場での事業部 門の一体化であ

る。これは,マ ーケティング体制の一本化 と

いう形 に代表 されるが,そ の目的は最新の技

術動向を効率的に製品,マ ーケティング ・レ

ベルまで汲み上げていくことにある。

先 に象徴的な例として取 り上げた,パ ーソ

ナル ・コンピュータ市場への攻撃的姿勢は,

こうした新体制から生まれたものであるし,

もう1つ の例と して挙げたSBSの 活動は,

IBMが 情報産業 をどういう概念でとらえて

いるか を象徴するものである。IBMが 目指

しているのは,最 大限の幅をもった情報産業

の支配であるが,こ れはかつてのようなメイ

ンフ レームによる情報処理だけではとてもと

らえられない世界であることがすでに明白と

なってきた。パソコンにしても,衛 星通信に

しても,情 報産業の重要 な要素にまで成長 し

てきた。 これを抜きにして情報産業はありえ

ない。

そこで出てくるのが,コ ンピュータ ・サー

ビス事業への再進出である。コン トロール ・

データ(CDC)と の独禁法和解で,こ の分野

から撤退 していたIBMは,復 帰の兆 しをみ

せている。かつてのサービスと違っているの

は,こ の中にパソコンや衛星通信サービスま

で含 めて提供されそうな点であり,こ の点か

らも事業展開の一元性 を推 しはかることがで

きる。CDCに 明け渡す前の コンピュータ ・

サービス事業を取 り巻 いていた情勢が,太 き
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く変化 して しまった こと をも示 してい る。

AT&TとIBMの 対決

1990年 代 に向 けての,ア メ リカの情報産業

界 の最大 の話題 は,こ れ まで述 べて きた こと

か ら もす で に推 測 が つ い て い る よ う に,

AT&TとIBMの 対 決で ある。情報 処理 の分

野 がます ますネ ッ トワークを活 用 して,そ の

領域 を広 げていこ うと してい く一方,ネ ッ ト

ワーク側 は情報 の伝 送 にますます コ ンピュー

タを必要 と してい く。情報処理 とネ ッ トワー

ク はいつ か は統 合 され る運 命 に あっ た こと

を,こ れ までにみたAT&TとIBMの 変 化 が

示 している。将 来 の話 と してでな く,た とえ

ば,ロ ーカル ・エ リア ・ネ ッ トワークに対 し,

早 くも これ だけの受 け入 れ を企業 がみせ てい

ることは,情 報処理 とネ ッ トワー クの統合 は

す でに実 現 したというべ きか も しれない。

技術 が こういった方 向 に進 んでい くとすれ

ば,そ れ にか らまる企業 も当然,そ れ につ れ

て動 いていか ねばな らない。 コン ピュー タ ・

メーカーが ロー カル ・エ リア ・ネ ッ トワーク

も大幅 に取 り入 れて,次 第 に通信 サー ビスの

領域へ踏 み込 んできつつ ある ことは,そ の1

つ だ し,コ ンピュータ ・メー カーの通 信機器

12ア メ リカ情報産業の再活性化

メーカー買収のニュースも多くなってきた。

もちろん、その逆 も多い。 ただ し,AT&T

に関 してはこのことが これまでできなかった

だけである。 もっともAT&Tは 技術 は内部

にもっていたし,交 換機 もすでにコンピュー

タ化 していた。これを外部へのサービスとし

て公に提供できなかっただけのことである。

AT&TとIBMの 対決は,3つ の要素で占

える。第1は 情報処理の要素,次 はネッ トワー

クの要素,そ して最後がユーザー層の要素で

ある。

最後のユーザー層の要素 とは,対 象とする

ユーザーの規模で ある。IBMは コンピュー

タ業界でのキャリアから,巨 大企業に強 い。

対 してAT&Tは む しろ中小規模や家庭での

ユーザーに強 い。 このことから,AT&Tは

中小企業 ・家庭の要素とネ ットワークの要素

が強い領域 を基盤にする。IBMは 情報処理

と巨大企業の要素が強い領域が基盤だ。 この

双方が相手の領域 を目指 して進んでいくうち

に,対 決の構図が定 まる。本格的な対決の時

期を予測することはむずかしいが,1990年 を

待つ ことはないだろう,と いうのがもっぱら

業界関係者か ら出されている線である。つま

り,1985年 をす ぎ てか ら数年 の う ちに,

AT&TとIBMの 衝突 が予想 され るわ けだ

表2AT&T,IBM企 業 規 模比 較
AT&T lBM

売 上 げ(1981.12,31)

(1980.12.31)

582億 ドル

570億9,120万 ドル

290億7,000万 ドル

262億1,300万 ドル

純 益(1981.12.31)

(1980.12.31)

68億9,000万 ドル

60億7,970万 ドル

33億800万 ドル

35億6,200万 ドル

総 資 産(1980.12.31) 1,250億 ドル 267億 ドル

従業員 1,000,338名 341,279名
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第ll部 調和ある情報化社会へ向けて

が,主 戦場がどこになるのかについては,ネ ッ

トワークの要素の大 きい,巨 大企業寄 りの

マーケッ トと見るのが妥当であろう。そうす

ると,両 社ともそれぞれの基盤の強い部分と

いうことになる。

AT&TとIBMの このような新 しい展開 を

支えているのは,ア メリカ政府の情報政策で

ある。国内でこのような流れを可能にした政

策は,当 然海外にも大きな揺れを生 じさせる。

また対外政策の揺 り戻 しが国内政策にも反映

されてくる。

アメリカの情報政策の本質は,対 外政策の

中にも見出すことができる。たとえば,通 商

代表部がまとめた 「アメリカのデータ通信産

業が海外市場でどのような障壁に直面 してい

るか」というリス トには,通 信機器の輸入制

限に見舞われている例(ブ ラジル)は もとよ

り,デ ータ通信網のための専用線の利用制限

の例(日 本),ユ ーロネッ トへのアクセスの

制限例(EC),あ るいは法人に関するデータ

をプライバシー法の対象としている法案の例

(デンマーク,オ ース トリア)な ど,実 にさま

ざまな障壁の例が リス トアップされている。

この リス トはいわゆる国境 を越 えたデータ

の流出入(TDF)問 題が,ど のようにアメリ

カのデータ通信業界に影響を与えているかを

示 したものだが,こ こに現れてきているアメ

リカ政府の基本姿勢は,ハ ー ドウェアもソフ

トウェアも,そ してサー ビスの壁 もまったく

なく,広 義の情報産業界を広 く海外市場に発

展 させようとする考えにほかならない。

この思想 は,す で に見 たAT&T,IBM両

訴訟に見せた司法省の競争原理促進政策(=

情報産業活性化政策)と 軌 を一にするととも

に,あ らゆる分野での産業活性化がもはや不

可能であるな らば,情 報産業を筆頭 とするい

わゆる次世代の産業だけでも強力な国際競争

力をつ けさせようとする商務省の意向とも一

致する。そ してこれらの思想は,単 に輸出だ

けを眺めて生まれたものではなく,ま ず第一

に国内の産業をにらんで,そ れか ら海外の動

向へとつながっていったという点で,国 内政

策の延長ともいえるものである。つまり,国

内での情報政策,産 業活性化政策というもの

が根底にあって,こ こか ら国際的な政策が派

生した点に留意すべきである。

日本 の コ ン ピュー タ ・メー カー に よ る

IBM機 密技術の"ス パイ"事 件 は,ア メ リ

カが独 自技術の海外への不正流出を防ごうと

いう努力の結果,露 呈 してきたものであった

が,こ うした技術の防衛 にアメリカが目覚め

ると同時に,果 たしてアメリカの学界,産 業

界は外国のコンピュータ技術 を学ぶ時期にも

差 しかかってきているのではないかとの指摘

もされるようになってきた。コンピュータが

アメリカで生まれて四半世紀以上も経ってか

ら,初 めて出てきた声である。

強いアメリカの下

その1つ を1982年 秋,全 米科学アカデ ミー

が発表 した報告書に見ることができる。 この

報告書 は貴重 なアメ リカの資源であるコン

ピュータ技術が依然 として世界 をリー ドする

立場にあることを強調 しながらも,各 国での

コンピュータ開発状況をみると,こ うした状

'態がいつまで続 くだろうか と疑問 を投 げか

け,も はやアメリカはこの分野での国際競争

力を維持するには,外 国からの技術吸収を怠

れる時期にはない,と 結論づけたのである。
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とくに科学 アカデミーが注目したのは,日

本 での コンピュータ開発の著 しい進展であ

る。第五世代のコンピュータ開発に代表 され

る日本の官民一体 となった努力は,必 ずやア

メリカの水準を追い越す結果をもたらすに違

いないとする科学 アカデミーは,ア メリカが

この国か ら知識を学び取るのにどれほどの努

力をしているだろうか,と 疑問を投 げかける。

たとえば,日 本人でアメリカのコンピュー

タ機械協会の会員 になっているのは,数 百人

を数えるのに,日 本情報処理学会の会員 と

なって論文集を得ているアメリカ人は20人 と

いない,と している。日本をはじめとする諸

外国におけるコンピュータ技術に関する論文

の英訳が絶対的に少ないのが,海 外への関心

を十分に呼び起こさない原因の1つ ではある

にしても,そ れ以前にアメリカのコンピュー

タ科学者がそもそも自国での レベルに自己満

足するきらいがあるためではないか,と 科学

アカデミーはアメリカの"慢 心"を きび しく

責めている。

そしてアメリカ政府に対 し,日 本でのコン

ピュータ技術論文の積極的な英訳作業を行う

よう進言するとともに,ア メリカの科学者を

どんどん日本に送 り込んで,ま た日本のコン

ピュータ技術に関する研究センターをアメリ

カに設立することで,も っと日本か ら学べと

勧告 している。

「アメ リカの危機」は,た とえば毎年産業

界が必要 とするコンピュータ関連職の新規需

要11万5,000人 に対 し,大 学の コンピュー タ

学科卒業生はわずか5万 人 しか供給 されてい

ないという教育の問題も指摘 されるように,

短期間のうちに解消できるものではないが,

わずかながらも現在の状態か ら抜け出そうと
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いう努力が示 され始 めた ことは事実 である。

た と えば,こ の数 年 来,ア メ リカの コ ン

ピュータ ・半導体業界 が構想 を温 めて きた研

究 開発の共同作業 があ る。 これ は1983年 の 正

月早 々,共 同出資会社 「マ イクロエ レク トロ

ニ ク ス ・ア ン ド・コ ン ピュー タ ・テ ク ノロ

ジー社」の設立 とな って実現 に一歩近 づい た。

コン トロール ・デー タ社(CDC)の ウ ィリ

アム ・ノ リスがイニ シアテ ィブを取 り,ス ペ

リー ・ユ ニパ ック,ハ ネ ウェ ル,NCRな ど

の コ ンピュー タ ・メー カー,モ トロー ラ,ナ

シ ョナル ・セ ミコ ンダ ク ター,RCAな ど の

半導体 メーカーが参加 して いる。大手 と して

はIBMが 欠 けている ぐらいだ。

また1982年 末 に本格 的活動 が始 まった半導

体工業 会(SIA)が 組 織 した半導体 研究 共同

組合 の動き も,軌 道 に乗 りつ つ ある。 このプ

ロジェク トは当面,ア メリカ国内の大学 に半

導体 の研究 開発資金 を提供 して,半 導体 技術

の レベルア ッフ.を産学 一体 とな って図 ってい

こうとい うね らいを もった もの で,国 防総省

が強 力に進 めている超 高速集積 回路(VHSI)

開 発 の民 間版 との位 置づ け もな され るほど,

注 目を集 めている。資 金 は1982年 度 が約6億

ドルで,毎 年倍増の計画が立 て られてい る。

この活動 で見逃 せな いの は,こ れまで この

種 の共 同事 業 に批 判 的 態 度 を取 り続 け た

IBMが 初 め て,ま た積 極 的 に参 加 を して い

るこ とで,組 合 の会長 ポ ス トもIBMで 占 め

られ ているほどだ。IBM以 外 に は,イ ンテル,

モ トロー ラ,ビ ュー レッ ト・パ ッカー ド,デ

ジタル ・イク イップメ ン トな どが顔 を揃 え,

日 本 の超LSI,そ して それ を応 用 した コ ン

ピュー タ開発 に追 い越 され まい とす るア メ リ

カ業界の意気込 みが示 され てい る。
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IBM産 業 スパ イ事件

日米コンピュータ産業史に残る汚点

lBMの 危機感

日米 コンピュータ戦争といわれるほど両国

間の コンピュータの開発,販 売競争は年々そ

の激 しさを加えている。とくに,世 界最大の

コンピュー タ ・メーカーであるIBMと,わ

が国最大のコンピュータ ・メーカーである富

士通,日 立製作所との激突は世界的規模で展

開されている。

そうした折の1982年6月22日,日 本時間で

翌23日 の早朝,日 立製作所と三菱電機のコン

ピュー タ技術者が,IBMの コンピュータに

関する重要機密情報を盗んだというスパイ容

疑でFBI(ア メリカ連邦捜査局)に 逮捕 され

た,と いう実に衝撃的なニュースが日本中を

かけめぐった。日頃,コ ンピュータにはまっ

たく無関心な人たちも,こ の産業スパイ事件

を介 して,日 米コンピュータ戦争のすさまじ

さとともに,エ レク トロニクス産業をめぐり,

日米両国がどうしても避けて通 ることのでき

ない宿命的な対決の一端 を,肌 で実感として

感 じとったのである。

エレク トロニクス技術 を制する国は,21世

紀に向かって,世 界の産業界を完全に牛耳 る

ことが可能となる。資源に乏 しいわが国は,

典型的な知識集約産業である,こ のエ レク ト

ロニクス産業を中核として,21世 紀 を生き抜

いていこうとしている。極論かもしれないが,

わが国が21世紀 に経済一流国として成長 を遂

げ,発 展 を続 けていくためには,エ レク トロ

ニクス技術 をぬいてはとうてい考えられない

のである。

一方,ア メリカも現在の世界経済の指導権

を握 り続 けていくためには,エ レク トロニク

ス産業の育成をはかっていかなければならな

い。鉄鋼が不況であえぎ,ア メリカ経済を支

えてきた自動車産業 も,ト ヨタ自動車工業,

日産 自動車 といった日本勢に膝 を屈 した現

在,世 界の経済界に再び強いアメリカをよみ

がえらせることができるのは,エ レクトロニ

クス産業IBMを 中心と したコンピュー

タ産業の発展 しかなかった。

このため,レ ーガン政権は「ディレギュレー

ション政策(DEREGULATION=ア メリカ

企業への政府規制 の緩和)」 を打 ち出 した。

その一環として,ア メリカ政府は1982年1月,

それまで司法省 とIBMの 間で12年 間も争わ

れてきた独禁法訴訟 を取り下 げたのである。
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この レーガ ン政権 の政策転 換 と独 禁法 とい

う重 い鎖 か ら完全 に解 放 され たIBMが,世

界の コン ピュー タ市 場 において,強 力な ライ

バ ルに成長 しつつ あるわが国 コ ンピュー タ ・

メーカーに どの よ うな攻勢 をか けて くるか注

目されてきた。

FBIは こ の10年 間,シ リコ ンバ レーを中心

に激化 してきた国際的産業 スパ イ事件 の取締

りに目を光 らせ てきた。本格 的 にはユ981年初

めか ら開始 された 「PENGEM=PENetrating

theGrayElectronicsMarket(灰 色市場解 明)

作 戦」 とい う暗号 名 の特別捜 査作戦 か らで あ

る。IBM産 業 ス パ イ事 件 は,こ の 作 戦 に

IBMが 捜 査協 力 す る形 で摘発 が 行 われ たの

である。

FBIとIBMが,と くに急速 な成 長 を続 け

て いるわが国 コ ンピュー タ産業 の頭 をたた く

ため に,意 図的 に 日立製作所,三 菱電機 とい

う国際的 にも知名 度の高 い メー カーを狙 い撃

ちに して,故 意 にオ トリ捜査 の ワナにか けた

ということはな いだろ う。 しか し,世 界 のコ

ン ピュー タ市場 で60%と い う圧倒 的 シェアを

握 って い るIBMに と って,司 法省 との独 禁

法訴訟が続 いて いる限 り,国 内外 での営業活

動 は 自粛 せ ざる をえ な かっ た。IBMは ヨー

ロ ッパ市場 で は競 争相手 を駆 逐 した とみて よ

い。残 る はわが 国 だ けで あ る。IBMの 世 界

戦略 の展 開 におい て,30%に も満 たない シェ

アで,し か も富 士通 に業 界 トップの座 を奪取

され るとい うことは,認 め られ ることではな

か った。

加 えて,こ の まま放置 してお けば,世 界の

コ ンピュー タ業 界 はわ が 国 を中核 に イギ リ

ス ・ICL,西 ドイツ ・ジーメ ンス,イ タ リア ・

オ リベ ッテ ィ,カ ナ ダ ・CCI,ア メ リカ ・ア

ムダール,NASな ど の ア ンチ ・IBMを 標 榜

す る各社,さ らにブ ラジル,ス ペ イン,フ ラ

ンス,オ ース トラリアな どの各国 とも連携 し,

グ ローバ ル な規模 でIBM包 囲網 が形成 され

る可能性 が出 は じめて きた。 これ はIBMに

と って,強 烈 なイ ンパ ク トで あ り,ま た,初

めて味わ う危機感 でもあった。

ブラコン ・メーカーの急追

わが国の コンピュー タ ・メーカーがIBM

に十分対抗できるだけの実力を身につけるこ

とができたのは,通 産省が1957年6月 に電子

工業振興臨時措置法(電 振法)を 制定 して以

来,積 極的に推進 してきた国産コンピュータ

の保護 ・育成策の所産である。

とくに,1971年3月 に特定電子工業および

特定機械工業振興臨時措置法を制定 し,IBM

に対抗するため国産 コンピュータ6社 を3グ

ループ化することに成功 したことが,現 在の

世界に冠 たる国産 コンピュータの地位を築 く

ことになるのである。 この3グ ルー プは,

IBMコ ンピュータとの コンパティブル路線

を打 ち出 し,真 正面からIBMに 挑戦を続け

る1グ ループ,他 の2グ ループはノンコンパ

ティブルで,IBMの 進出を阻止するのが狙

いであった。

このIBMコ ンパティブル路線 で手 を組ん

だのが富士通 と日立製作所である。その意味

では,今 回の日立製作所のIBM産 業 スパイ

容疑事件の伏線は,す でにこの時に敷かれて

いたといえよう。残る2グ ループは,日 本電

気 ・東京芝浦電気のグループ,三 菱電機 ・沖

電気工業のグループである。

ノンコンパティブル路線を打 ち出 していた
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三菱 電機 が,IBM産 業 スパ イ事 件 に巻 き込

まれ た理 由は こうである。

三菱 グルー プはIBMコ ン ピュー タの最 大

のユ ーザ ーである。 しか し三菱電機 は ノンコ

ンパ テ ィブ ル ・コ ン ピュー タの た め,IBM

コ ン ピュー タのユーザ ーを切 り崩す ことが非

常 にむずか しい。 この ため,基 本的 には ノ ン

コンパ ティブルで あ りなが ら,コ ンパ ティブ

ル の 機 能 を付 加 す る こ と に よっ て,コ ン

ピュー タの増 設 な どの機 会 を狙 っ て,IBM

コ ン ピュー タ ・ユ ーザ ーに食 い込 んでい く作

戦 をたて た。 これがIBM産 業 スパ イ事件 容

疑 の遠 因となったので ある。

それ は別 に して,通 産省 の積極 的な国産 コ

ンピュー タ産業 の保護 ・育成 策 は見事 に成功

す る。 日本 ア イ ・ピー ・エムの不振 を しり目

に,2ケ タ成長 を繰 り返 し,IBMの 金 城 湯

池 とも い うべ き大型 コ ン ピュー タの分 野 で

IBMコ ン ピュー タを切 り崩 し始 め ると と も

に,小 型 コンピュー タの分野 では圧倒 的な格

差 をつ けるのであ る。

その結果,富 士 通 は1980年 度 に 日本 ア イ ・

ピー ・エ ムが半世紀 にわ た り維 持 してきた,

トップの座 を奪 取す るの であ る。 さ らに,日

本電気,日 立製 作所 の各社 も,き びすを接す

るように して 日本 ア イ ・ピー ・エ ムを急追 し

ているのが現状 である。当初,歯 牙に もか け

なかった東洋の小 さなネズ ミが,み るみ る う

ちに大 き くな り,ラ イオ ンの生命 をおびやか

し始 めたといえる。

と ころ で,IBMの コ ン ピュー タ世 界戦 略

は こ うで あ る。世 界 の コ ン ビ己一 タ市 場 で

60%の シ ェア を誇 るIBMは,技 術 開発 を含

めて コンピュー タの水先案 内役 をつ とめ ると

同時に,プ ライス ・リー ダーで もある。 すな

わち,世 界 の コ ンピュー タ市場 で技術,価 格

設定の決定権 を掌中 に して いる。

したが って,富 士 通,日 立 製作 所,日 本電

気 の国 産 コ ン ピュー タ ・メー カー だ けで な

く,ユ ニパ ック,バ ロース,NCR,H工Sな ど

の メーカー に して も,常 にIBMの 技 術,価

格 動 向 を 注 視 しな が ら,同 じ方 向ヘ コ ン

ピュー タ戦 略 を展 開 せ さ る をえ なか っ た。

IBMと 別 の方向 をたどる ことは,コ ンピュー

タ産業 か らの撤 退 を余儀 な くされるか らであ

る。 これ がIBMコ ンパ テ ィブル ・メー カー

の場合 はとくにそ うで ある。

IBMが 新 型 コ ンピュー タ を発表 す る と,

他 のメー カー は性能,と くに価格 面で有利 な

条件 を明示 して,こ れ に一斉 に追随 する。 し

か し,こ の追随組 が対抗機種 を実際 に市場 に

送 り出す まで には,IBMと1年 な り1年 半

の遅 れ が あっ た。 そ して,こ の間 は完 全 に

IBMの 独 占市 場 とな るわ けで,IBMの コ ン

ピュー タの価格 が他 メー カーよ り多少高 くて

も販売 で きるので ある。ユ ーザ ー はそれ を納

得 して利用す ることになる。

日本 メーカーの追い上 げ

企業間競争の優劣 は,コ ンピュータ ・シス

テムの優劣がそのまま反映 されている。情報

化社会とは,他 社 より正確な情報 を先に入手

したものが優位に立てる社会である。企業 に

とって,1年 な り1年 半後にはIBMよ り安

価なコンピュータが入手できるとは知ってい

ても,激 化 しつつある企業間競争を前に して

は,そ れ を待つ ことができないのである。

IBMが,売 上高純利益率で10%台 という驚

異的な高利益率を誇示 している理由のひとつ
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表llBM機 とブ ラ コ ン機の 対 応

lBM プ ラ グ ・コ ンパ テ ィブル ・メ イ ン フ レーム

メイ ン フ レーム ()内 は対応 のlBMモ デル

4331 FormationF4000(1)
'4331 -1' TwoPi311(1),312(2),3200-III,3200-V

4331-2 ・MagnusonM80/30(1)
,M80/31(2),M80/32(2),M80/30E(11)

、4331-11, NanodataQMX6333(1),QMX6336(2)

(0.2～0.42MIPS) Nixdorf8890/50(2),8890/30(11)

TimeSharingResourcesMEGA1(1)

Cambex1636(2)

CDCOmega480-1(2),480-II(2)

IPL4336②

01ivettiOC5300(2>

SoftwareAGESP41(2)

4341 Cambex1641(1),1651(2)
'4341 -1' IPL4443(1),4446(2)

4341-2 MagnusonM80/42(1),M80/43(1),M80/44(2),M80/41(1旬
A

4341-10 NanodataQMX6343(1)

、4341-11. NASAS3000N(1),AS3000(1),AS5000N(1),AS5000E(1,2),AS6130(2),AS6150(2)

(0.7～1.3MIPS) CDCOmega480-III(2)

Nixdorf8890/70(10)

BASF7/60(2)

01ivettiOC5300

SoftwareAGESP36

3031 NASAS5000(3031),AS7000N(3031)

{il:1、P}
(1.1～2.OMIPS)

3032 NASAS7000

(2.6MIPS) Amdahl470V/5,470V/5-II,470V/6,470V/6-II

3033 Amdahl470V/7(U),470V/8(U)、470V/7A(N),470V/7B(N),470V/7C(N,S)

'3033S

NASAS7000DPC(U),AS9000(U),AS9000N(MP)
3033N

Siemens7.870
4 3033U

BASF7/70
3033AP

OlivettiOH5500

、3033MP.

(2.9～9,2M|PS)

308{ Amdahl5860(D),5880(D),5870(K)

{:1::1}
NASAS9000(D),AS9000DPC(D),AS9060(D),AS9080(K)

Siemens7.880(D)

(10～15MIPS) BASF7/80(D)

OhvettiOH5500(D)

(注)ブ ラコン機は,現 在販売 が行われて いるもの を中心 とした。スパイ事件発生時点の機種 を比較 。
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はこ こにある。 これ がIBMの 基 本 的 な世 界

コンピュー タ戦略 なのである。

確 かに,IBMがIBM360シ リーズや370シ

リー ズで世界 の コンピュー タ市場 を制 して き

た1950年 代 半 ばか ら]960年 代 半 ばにか けて,

IBMと 国 産 コン ピュー タに は,1年 な り1

年 半 のタイム ラグが あった。 ところが1970年

代 後半 になる と,こ の タイム ラグ は確実 な足

ど りで じりじりと縮 ま りは じめたの であ る。

例 え ば,IBMは1977年3月 に大 型 コ ン

ピュー タの 決 め手 と して,IBM3033(4.8

MIPS)を 発 表 した。出 荷 開始 は1978年6月

である。 これに対 し富士通 は,対 抗 機種 と し

てFACOMM-200(6.5MIPS)を10か 月 遅

れ の1978年1月 に発表 した。 しか し,出 荷 開

始 は1978年12月 と,わ ず か6か 月 の差 しかな

か った。

ま た,IBMは1979年1月 に,従 来 の 中 ・

小 型 コ ンピュー タに比 較 して,プ ライ スパ

フォーマ ンスが5倍 か ら6倍 も高 い画期 的 な

コ ン ピュー タ,IBM4330(0.2MIPS)を 発

表 した。出荷 開始 は その年 の6月 と,従 来 の

発表 か ら出荷 開始 までの期 間 を大幅 に短縮 し

て5か 月間 と し,国 産 コ ンピュー タに致 命的

打撃 を与 え ようと した。 いわゆ るうわ さのE

シ リーズ ・コンピュー タである。

ところが,富 士通 は同年4月 に対抗 機種 と

してFACOM130F(O.22MIPS)を 発 表 す

る とともに,出 荷時期 は同年7月 とわず か1

か月 間の遅れ しか なか った。

一方
,価 格面(主 記憶 装置)で はど うだ ろう

か。IBM4331-1型(1Mバ イ ト)が1MIPS

当 た り237万5,000円 に 対 し,富 士 通 のFAC

OMM-130Fは 同202万3,000円,日 立 製作 所

のHITACM-140H(0.33MIPS)は 同231万

5,000円 と,IBMよ り低 価格 とな って いる。

ま た,IBM4341-11型(4Mバ イ ト,0.9

MIPS)が1MIPS当 た り254万7,000円 に対 し,

日本電 気 のACOS450(1.OMIPS)は 同192

万 円,日 立 製 作 所 のHITACM-160(1.O

MIPS)は190万8,000円 と い うよ うに,国 産

コンピュー タの方 が相当低 価格 なので ある。

加 えて,こ れ らの価格 は国産 コンピュータ

の一元 的 レンタル販売会 社 である 日本電子計

算機(JECC)へ の 登 録価 格,つ ま り標 準販

売価格 であ る。実勢価格 は,き び しい販売競

争 か らみ て,こ の標 準 販 売 価格 よ り20%～

30%程 度 下 回 るとみて よいだろ う。 したがっ

て,絶 対 に 値 引 き販 売 しな い 日本 ア イ ・

ピー ・エ ムと の価 格 差=実 勢 プ ライス ・パ

フォーマ ンス はきわめ て大 きい。 日本 ア イ ・

ピー ・エムが富士 通な どの国産 コンピュー タ

に苦 戦 を強 い られ たの は,当 然 の こと で も

あ った。

中 ・小型 コ ン ピュー タの 分 野 だ け で は な

い。超 大型 コ ンピュー タの分野 において も,

富 士通,日 立製 作所 な どに席巻 され ることに

な る。 富 士 通 は1981年5月 に,FACOM

M-380(15.OMIPS)とM-382(25.OMIPS),

日立 製 作所 が1981年2月 にHITACM-280H

(14.OMIPS),日 本 電 気 が1980年9月 に

ACOS1000(15.OMIPS)を 相 次 ぎ発表 し,

つ いにIBMを 抜 き去 って しまった。IBMが

超 大型 コ ンピュー タを発表 したの は1980年11

月 のIBM3081D型(9.5MIPS),そ して問

題 のIBM3081K型(3.OMIPS)が1981年12

月 の ことである。

IBMは 大 型 ・超 大型 コ ン ピュー タで は現

在 もわが 国に おいて50%(金 額 ベース)近 い

圧 倒的 シェア を占めて いる。 この大型 ・超大
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型 コ ン ピュー タ の 分 野 で,逆 に 国 産 コ ン

ピュー タに先制 され ることは,致 命的 な打撃

につなが る可 能性 さえあ る。 ま さにIBMの

危 機である。

そこで,IBMは どの ような国産 コ ンピュー

タ対抗策 を打 ち出 したのだ ろうか。

1BMの 対抗策

IBMは 新 製 品 の発表 に よって,富 士 通,

日立製作所 などを引 き離そ うと して きた。 し

か し,こ れ は成功 しなか った。逆 にハ ー ドウェ

アで は,国 産 メー カーの方 がIBMよ り プ ラ

イス ・パ フ ォーマ ンスに優れ た コン ピュータ

を送 り出 して いる。新製 品の発表 か ら出荷時

期 までの期 間 を短縮 してみ たが,こ れ も効果

が あが らなかった。

そこで,最 後 の 決 め手 と してIBMが 打 ち

出 したのが,OS(オ ペ レー テ ィン グ ・シス

テ ム)の ファー ム ウェ ア化 で あ る。IBMは

これ まで,OSの ソ ース コー ドなど を公 開 し

て きた。このため,コ ンパテ ィブル ・メー カー

は,ソ ー スコー ドなどを購入 して分析 すれば,

容 易に同 じコ ンピュータを真似 して作 る こと

ができた。

そ こで,IBMはOSを 公 開 す る に して も

できるだ け真似 しにく くす るた め,こ れ まで

磁 気 テー プ で 供 給 して き たOS機 能 を,

フ ァームウ ェア化 して しまったの である。つ

ま り,ソ フ トウェア を半 導体 のチ ップの中 に

封 じ込 め,ソ フ トウェアをハ ー ド化 したので

ある。

コ ンパ テ ィブル ・メー カー は,IBMが ど

の ようなosue能 を どの ように ファーム ウェ

ア化 したのか分析 す るに しても,こ れ までの
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ように簡単 に はいかな い。相当 時間 を必要 と

す る。 このフ ァームウェア化 は,実 はすで に

1978年10月 にIBMが 発 表 したIBM8100情 報

システム とIBMシ ス テム38で 試 み られ てい

る。 これがIBM3081K型 で ひ とつの頂 点 に

達 したのである。

こ の1981年12月 に 発 表 した 超 大 型 コ ン

ピュー タ,IBM308]Kは3]ビ ッ ト・ア ドレッ

シングを採用 している。IBMは1980年11月 に

K型 の下位機 種で あ るIBM308ユD型 を発表

しているが,3081が31ビ ッ ト・マ シ ンで ある

ことを明 らかにしたのは1年 後のKの 発表 の

時 が初 め て で ある。IBMが そ れ ま でIBM

3081が3]ビ ッ ト・マ シンで ある ことを明 らか

に しなかったのは,要 は富士 通,日 立 製作所

をは じめアム ダー ル,NAS,オ リベ ッテ ィ,

シー メ ンス な ど強 力 なIBMコ ン パ テ ィブ

ル ・グルー プに対抗 したためで ある。

IBMはIBM360シ リー ズ を 発 表 以 来24

ビ ッ ト・ア ドレッシング(最 大16Mバ イ ト)

を採用 してきた。 このため世界 の コ ンピュー

タ ・メー カー は,IBMと 同 様,24ビ ッ ト・

ア ドレッシングで追 随 して きた。これが突然,

31ビ ッ ト・ア ドレッシ ング(2Gバ イ ト)に

コン ピュータ ・アーキ テクチ ャーを変更 され

て しまったの であ る。 この 間 の事 情 をIBM

は,24ビ ッ ト・ア ドレッシ ングでは,近 い将

来,コ ン ピュータの能力不 足が懸念 され るの

で,31ビ ッ ト・ア ドレッシ ングを採 用 した,

と説明 しているので ある。

確 か にIBMの 説 明 どお りか も しれ な い。

そ れ な ら,IBM3081D型 を 発表 した際 に,

3081シ リー ズは3ユビッ ト・マ シ ンに アーキ テ

クチャーを新 たに採用 した こと を,明 らか に

してもよいはずである。 この公表 を,あ えて
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IBM3081K型 を発表 するまでの1年 間 にわ た

り伏 せておい たところ に,IBMの コ ンパ テ ィ

ブル対策 に取 り組 む姿 勢の ほどが うかがわ れ

るのであ る。

24ビ ッ ト ・マ シンか ら31ビ ッ ト ・マ シンに

アー キテ クチ ャー を変 更 す る ことは,OSも

変 更 す る こ と で あ る。OSを 変 更 す れ ば,

IBM360シ リーズの 時代 か ら20年 間 にわた っ

て蓄積 して きた膨 大 なアプ リケー ション ・ソ

フ トウェ アも,使 用 で きな くな って しま う。

巨大 な ソフ トウェア資産 を,IBMば か りで

な くIBMコ ン ピュー タのユ ーザ ーも放 棄 せ

ざるをえ ないのである。

この た め,IBMは31ビ ッ ト・マ シ ンで も

24ビ ッ ト・マ シンで使 用 して きたソフ トウェ

アを,そ のま ま利用 で きる新 しいOS,MVS/

SP,JES2第2版 な ど を発表 した。 さ らに31

ビ ッ ト・ア ドレッシングとい う巨大 な仮想 空

間 を 提 供 す る370拡 張 アー キ テ ク チ ャー

(370-XA)も 新 た に提 供 す る こと を発 表 し

たので ある。

コ ンパ テ ィブル ・メー カー は,IBMが31

ビ ッ ト ・アー キテ クチ ャーを採用 するとは考

えてい なかっ た。晴天 のへ きれきの ごとき出

来事 で ある。 これ らのOS,ア ーキ テクチャー

を解 明 しな い限 り,コ ンパ テ ィブル ・コ ン

ピュー タ は企 業 化 で き ない。逆 に,IBMの

コ ンパ テ ィブル対策 は そこにある。

フェアな競争 を

と ころが,IBMはIBM3081K型 で フ ァー

ム ウェ ア化 を一 段 とす す め て い る。D型 で

1,000語 程 度 の ファーム ウェア化 だったのが,

K型 で は8,000語 と 実 に8倍 もの フ ァー ム

ウェア化 を実現 してい るの である。富士通,

日立製作 所が この ファームウェアの解 明に全

力をあ げても,お そ らく2年 はかかるだろ う

というのがIBM側 の見解 である。

富士 通 などの国産 コンピュー タ ・メー カー

は,「 ハ ー ドウェアではIBMを 胸 ひとつ リー

ドした」 とみて きだ。 しか し,IBMがIBM

3081K型 で 初 めて明 らか に した31ビ ッ ト・ア

ドレッシ ング ・アーキ テクチ ャーの採用 と高

度 なフ ァーム ウェア化 は,コ ンパ テ ィブル ・

メーカー対策 と しては強力 であ る。 この解 明

に2年 間 も要 するとすれば,彼 我の格差 は昔

に戻 って しまうのであ る。

ここに,今 回 のIBM産 業 スパ イ事 件が お

きる素地 が醸成 されてい たの である。では,

富士通 に して も,EI立 製 作所 に して も,IBM

コ ンパ テ ィブル路線 を変更で きるだろ うか。

これ は不可能 であ る。 この路線変更 は,コ ン

ピュー タか らの撤.退 を意 味 して い るの で あ

る。

この ため,日 立製作 所 もIBMコ ンパ テ ィ

ブル路線 を今 まで どお り踏襲 して い くことを

何度 も表 明 してい る。IBMは 彼 我 の格差 を

さ らに開 こうとする。富士通,日 立製作所 は

この格差 をいっそう縮 め ようとす る。 この激

烈 な戦 いは コンパ ティブル ・メーカーの宿 命

であ り,今 後 も壮絶 な死 闘が続 け られ ること

だけは確 かである。

ところで,今 回のIBM産 業 スパ イ事件 は,

日米経済摩擦 の一端 を浮 き彫 りに したもの で

ある。今後 も経 済摩擦 はいっそ う激化す る こ

とはあって も,緩 和 す ることはまず考 え られ

ないだ ろう。

こう したきび しい経 済環 境 において,富 士

通,日 立製作 所 の世界 を代 表 す るIBMコ ン
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表2プ ラ グ ・コ ンパ テ ィ ブル 小史

年 出 来 事

1970 (10月)AmdahlCorp.設 立 さ れ る

(12月)HeizerCorp.,Amdahlに 資 本 参 加

1971 (10月)AmdahlCorp.会 社 登 記

1972 (2月)富 士 通,Amdahlに 資本 参加

(2月)富 士 通,Amdahlと 相 互 ライセ ンス 協定

1973 富士通,Amdahlと 海外市場開拓合弁会社設立で仮調印

1974 富 士通,Amdahlと 生 産 協定

(8月)G・ ア ム ダ ー ル(AmdahlCorp.社 長),会 長 に 退 く

1975 CDC,Omega計 画 に着 手

(6月)Amdah1470V/6第1号 機 出荷

1976 (6月)CDC,CMI(現Cambex)と 提 携

(夏)CMI,財 政 危 機 でCDCと の提 携破 棄

(8月)Amdah1,株 式 公開 に 成功

(9月)Amdah1,カ ナ ダ にAmdahlLtd.設 立

(10月)Ite1,NationalSemicon.と 提 携 しASシ リー ズ2機 種6モ デ ル を 発 表

(11月)Amdah1,富=1=通 と合 弁 でAmdahlInternational設 立

(11月)Amdahlユ ー ザ ー ・グ ル ー プ 第1回 会 合

(12月)CDC,IPLSystemsと 提 携

1977 (1月)Amdahl,Micro-Bitに 資 本 参 加

(2月)IPL,CDCに370エ ミ ュ レ ー タ ー 出 荷

(2月)Amdahl470V/6一 工1発 表

(3月)Amdah1470V/6値 下 げ,470V/5,470V/7発 表

(4月)CDC,Omega480-1,2発 表

(7月)Itel,日 立 と 提 携

(10月)Itel,日 立 製 のAS/6発 表

(10月)Amdahl,470V/5出 荷 開 始

(10月)MagnusonSystems設 立

(11月)Ite1,AS/5モ デ ル7031発 表,AS/5-1,5-3値 下 げ

(12月)Amdah1,ア メ リカ証 券 取 引所 に 上場

(12月)富 士 通 オ ー ス トラ リア,Amdah1の 販売 代 理 店 に

(12月)EM&M,ブ ラ コンCPU参 入 意 向の 報 道

1978 (1月)Amdahl値 下 げ

(2月)Amdahl,100号 磯 目を出 荷

(3月)Itel,AS/6第1号 機受 注

(3月)CMI(現Cambex)独 自ブ ラコ ンCPU進 出の 意 向表 明

(4月)Amdahl,470V/5,V/6の メモ リー 値下 げ

(4月)Fairchild,Magnusonの 株 式3分 の1を 買 収

(4月)TwoPi,TwoPiV/32発 表

(4月)NationalSemicon.,System/400発 表

(5月)Magnuson,370/138,148対 抗 のM80/3,4発 表

(5月)Amdahl,ア イル ラ ン ド ・ダブ リン工場 を正 式 に 開 所

(6月)富 士通,Amdah1へ470V/7の1号 機 出 荷

(7月)富 士 通,西 独Siemensと 提 携

(8月)CMI,370/11ト135レ ン ジの ブ ラ コ ンCPU32ビ ッ ト ・マ シ ン発表

(9月)Itel,370/138,148対 抗 のAS/3-3,3-4発 表

(9月)Cite1,370/138,148対 抗 の ブ ラ コ ンCPU2機 種 発 表
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年

1978

1979

1980

1981

出 来 事

(10月)Amdahl,470V/8,V/5-II発 表

(10月)Nanodata,VMX200,400発 表

(10月)Ite1,AS/6-2発 表

(10月)日 本 ア イ テ ル 、AS/5第1号 機 を'松 一ト』電 器 に 納 入

(1月)〈lBM4300シ リ ー ズ 発 表 〉

(2月)Itel,4300対 抗 と してAS/3-5発 表 、

(2月)西 独Nixdorfの ブ ラ コ ンCPU参 入 の 噂

(3月)Magnuson,4300対 抗 機 発 表

(3月)Ite1,AS/6-2AP発 表

(4月)Ite1,ASシ リー ズの 売 上 予 測 を 下 方 修 」}:,2分 の1に

(5月)富 士 通,SiemensとM200お よ びM180-IIのOEM輸 出 契 約

(7月)ltel,日 立 と 共 同 開 発 のAS/7-7033,AS/8-7034発 表

(8月)Amdahl,Memorexと 合 併 を 前 提 と し た 話 し合 い に 入 る

(8月)Amdah1,470V/7A,470/ア ク セ レ ー タ ー 発 表

(8月)Ite1,事 業 不 振 の た め,3部 門 をCSCに,1部 門 をXeroxに 売 却

(9月)Itel,コ ン ピ ュ ー タ 事 業 か ら撤 退 へ,事 業 部 はNationalSemicon.に 売 却 の 方 針

(10月)NationalSemicon.,Itelの コ ン ピ ュ ー タ 部P『 の 大 部 分 を 獲 得,NAS(NationalAdvanced

Systems)と し て 独 立 さ せ る

(11月)Amdahl,470V/7B発 表

(11月)Amdah1,Memorex合 併 交 渉 決 裂

(11月)日 立,イ タ リアOlivettiとM180,200の 販 売 で 交 渉 開 始

(12月)NAS,日 立 のCPU販 売 で 合 意

(1月)NAS,AS/7000N,7000,7000DPC発 表

(1月)Amdah1,470全 機 種の リー ス料 金 値 上 げ

(1月)NAS,AS/3000N,3000発 表,AS/5の 再 設計 バ ー ジ ョン

(1月)日 立,01ivettiと 大型 コ ン ピュー タ販 売 で提 携.

(1月)NAS,AS/5000発 表

(1月)Amdah1,IBMMVS/SE2コ ンパ テ ィブル なMVS/SEAssistの ニ ュー バ ー ジ ョン発 表

(4月)Amdah1,STCと 合併 話 し合 い

(4月)三 菱電 機,IBMブ ラ コン機 製 造 の ため の専 門工 場建 設

(4月)日 立,西 独BASFと 大 型 コン ピ ュー タ販売 で提携・

(5月)富 士通,米TRWと 合弁 でTRW・Fujitsu設 立.

(5月)Nixdorf,IBMブ ラ コ ンCPUビ ジネ ス参 入 を ソフ トウ ェア ・サ イ ドか ら開 始,米 の ソフ トウ ェア

企 業TSSCを 買収

(7月)BASF,日 立か らの 供給 を得,IBMブ ラ コ ンCPU市 場 に 参 入

(7月)01ivetti,日 立 のM200Hを ベ ー ス と したOH5560の 販売 を開始

(8月)G・ ア ム ダー ル博 士,Amdahlを 退社,大 型 機 開発 の ため の新 会社Acsys(現Trilogy)設 立 へ

(8月)Amdah1とSTCの 合 併 話 し合 い 白紙 に

(9月)NAS,AS/5000N,5000E発 表

(9月)NAS,AS/9000発 表

(9月)Nixdorf,イ ス ラエ ル のElbitと 提 携 し,ブ ラ コ ンCPU8890モ デ ル30,50を 欧 州 で発 表

(11月)〈lBM3081発 表 〉

(12月)Four-Phase,TwoPiの 買収 で合 意

(1月)STC,ブ ラ コ ンCPU開 発の ため,STCResearchCorp.設 立。84年 参 入 を 目標

(1月)NAS,AS/9000DPC発 表,日 立 製 のM200HPPSの バ ー ジ ョ ン

(1月)富 士 通,TRW・Fujitsuを 通 じM160Fな ど 中 型機4種 の 米国 販 売へ
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年

1981

1982

出 来 事

(2月)Four-Phase,TwoPiの 買収 完 了

(2月)NAS,AS/9000N発 表

(2月)IPL,ブ ラ コ ン ・シ ステ ム のエ ン ド ・ユー ザ ー販 売 に乗 り出 す

(3月)仏CII・HB,AcsyrsLtd.(現Trilogy)に1,000万 ドル投 資

(3月)Magnusonの 創 立者 の1人,C・G・ ア ム ダール(G・ アム ダー ル の 息子),Magnusonを 辞 しAcsys

に 入社

(3月)Magnusonの 英 国 内事 業.軌道 に

(4月)NationalCSS,TwoPiの3200シ リー ズ のOEM継 続 購 入 でFour-Phaseと 契約

(5月)Olivetti,NAS,日 立 製 ブ ラ コン ・マ シ ン販売 調 整 で積 極的 な話 し合 い

(5月)富 士通,TRW・FujitsuでM160F,170Fの テ ス ト・セー ル ス開 始

(6月)NAS,Ite1の 残 り資 産 の 買収 を完 了(4,180万 ドル)

(7月)富 士 ・通,英ICLの 再建 協 力で 話 し合 いへ

(8月)Magnuson,M80/30発 表

(8月)IPL,4446出 荷 開 始,IBM4341-2の 出荷 との タ イム ・ラ グは わず か2ヵ 月

(9月)富 士 通,ICLへ の 協力 で基 本 的合 意

(9月)NationalCSS,TwoPiの ブ ラ コンCPU販 売 を年 内 で打 ち切 り決定 。3年間 の 同事 業 で の損 失 は

1,000フヲ ドノレ

(10月)〈lBM3081Kと 拡 張 アー キ テ クチ ャ ー発 表 〉

(10月)Formation,F/4000モ デ ル300発 表

(10月)Trilogy,ア イル ラ ン ド ・ダブ リンに工 場 建設 で同 国か ら認可

(10月)Amdah1,5870発 表,470V/7,V8の 買取価 格 を値 下 げ

(11月)Olivetti,NASの 販 売 調 整 問題 の話 し合 い,物 別 れ

(11月)Nixdorf,8890モ デ ル30を 欧 州 で 発表

(12月)Magnuson,M80/30E,M80/41発 表

(12月)富 士 通,ICLへ 技術 援 助 で正 式 調 印

(12月)STC,Magnusonの 買収 意 向 を表 明

(1月)STC,Magnusonの 買収 を断 念,Magnusonの 経 営 危機 緊 迫化

(2月)NAS,Magnusonの 買 収 に 関心

(2月)Nixdorf,8890シ リー ズ3機 種 を米 国 で も発表,米 のブ ラ コンCPU市 場 に参 入

(2月)STC,4300ブ ラ コ ン ・ター ンキー ・シス テム販 売 の ため,UltimaccBusinessSystemInc.設 立

(3月)Amdahl,5860の 一 部 設 計 変更 を発表,出 荷 は2～4カ 月延 期

(3月)〈lBM3083E,B,J発 表 〉

(4月)前Memorex会 長C・S・ ス トn－ チ氏,Magnusonの 最 高業 務 執 行役 員 ・社 長 に

(4月)NAS,自 社 開発 のAS/6130,6150を 発表

(4月)Amdahl,470/XAを 発 表 し,470シ リー ズ で31ビ ッ ト ・ア ドレ ッシ ン グお よびMVS/Extended

Architectureサ ポー ト意 向 を表 明

(51月)NAS,日 立 のM280Hの 販売 で合 意

(5月)IPL,4436の ア クセ レー ター 発 表

(5月)NAS,M280Hを ベ ー ス としたAS9060,9080発 表

(5月)Magnuson,メ ンテ ナ ン ス事 業 を独 立 系 メ ンテナ ンス業 者Sorbusに 移 行

(5月)Formation,23%の 要 員 カ ッ ト

(6月)日 立,三 菱 の産 業 ス パ イ事 件 発生
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パティブル ・メーカーは,今 後 ともこれまで

の路線を歩み続ける限り,IBMの コンピュー

タ ・テクノロジー情報の入手は当然必要なの

である。ただ,そ の情報の入手手段が,あ く

までもフェアでなければならないことを,今

回のIBM産 業スパ イ事件 は示唆 していると

いえよう。'

IBMが コンパティブル ・メーカーの打倒

に真剣に立ち上がることは,企 業防衛上当然

のことだろう。 しか し,IBMが コンパティ

ブル ・メーカーの息の根を完全に止 めること

に対 し,IBMコ ンピュータのユーザーが憂

慮 しているのである。か りにIBMが 新製品

の発表時期,さ らに価格決定権 を掌中に し,

名実ともに世界のコンピュータ業界に君臨す

ることは,決 してIBMコ ンピュータ ・ユー

ザーのためにはならないというのである。強

力なコンパティブル ・メーカーが存在するこ

とによって,IBMの 独善的戦略の展開に自

ずとブレーキがかかることになるというので

ある。

IBM産 業スパ イ事件は,1983年2月8日

に日立製作所 とアメリカ検察当局との間に司

法取引きが成立 した。 日立側は日立本社と社

員2人 が問われていた盗品移送共謀罪 を認

め,罰 金を支払うことを決めた。

「米国で不自由な生活を余儀 なくされてい

る関係従業員を,1日 も早 く苦境か ら解放 し

て家族のもとに帰 したいとの切なる願いと,

今 日の経済環境など諸般の状況 を十分に検討

し,事 件の早期決着 を決断 した」と,司 法取

引きに応 じた経緯 を,日 立製作所は説明 して

いる。

同時に 「技術資料を集めることはどこの会

社 で も行 ってい るこ とだが,日 立 はや り方 に

慎重 さを欠 いた」ことを認 めているとともに,

その反省 と して 「諸 外 国の歴 史,文 化,法 制

の違 いなど につ いて一段 と理解 を深 め,研 さ

ん にはげみ,今 後 の発展 への踏み台 にす るつ

もりだ」 と語 って いる。

司法取 引 きが成立 した こともあって,IBM

と の 民 事 訴 訟 コ ンパ テ ィブ ル ・コ ン

ピュー タを製造 し,ア メ リカ国内 で販売 す る

など に関 して も,早 晩和 解の見通 しに あ

る。 日米 両 国 に とって,IBM産 業 スパ イ事

件 の早期解決 は好 ま しい ことであ り,こ れ を

機 に,国 際市場 にお いて フェアな競争 が行 わ

れる ことになれ ば,こ の不幸 な事件 も有益 な

意味 を持 つ ことになる。

ここ で強 調 して お き たい こと は,コ ンパ

テ ィブル路線 を踏襲 して いるか らとい って,

富 士 通,日 立製 作 所 の コ ンピュー タ技 術 が

IBMよ り劣 ってい る とい うこと はない とい

う点 である。

両 社 は1982年 に 相 次 ぎ スー パ ー ・コ ン

ピュー タHITACS-810ア レ イ ・プ ロ セ ッ

サー ・システ ム,FACOMDP-200な ど を発

表 した。 いずれ も現段 階 において,世 界最 高

水準 の スーパ ー ・コ ンピュー タと して高 い評

価 を受 けて い る。 この分 野 は,IBMが 進 出

を計画 して遂 に果 たす ことのできなか った分

野である。

この卓 抜 な技術 水 準 を柱 に,世 界 の コン

ピュー タ市 場 で,国 産 コ ン ピュー タがIBM

コ ン ピュータ と堂々 と覇 を競 うことと,今 回

の 工BM産 業 スパ イ事 件 は,自 ず と次元 の異

なる議論 なはずで ある。
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世界のコンピュータ設置状況



1世 界 各 国の汎 用 コ ン ピュ ー タ設 置状況

1980年12月 現在

図中金額単位100万 ドル

アメリカ 〈台数比〉

〈金額比〉

3,621

HIS

4,187

(7.4%

そ の 他

4,121

7.3%)

IBM
35,563
(62.9%)

設置台数56,515台

囎璽顕

職
(3.0%)

Burroughs
3,649

(6.3%)

Univac
3,910

(6.7%)

HIS
3,979

(6.8%)

そ の 他

1,394

(2.5%)

IBM

40,894

(702%)

設 置 金 額581億6,500万 ドル

西 ドイツ

そ の 他 ヨー ロ ッパ 系

389メ ー カ ー

(3.7%)

ICL480

(4.6%)

〈台数比〉

Univac
530
(5.1%)

Siemens

1,365

(13.1%)

HB

1,366

(13.2%)

NCR290(2.8%)

そ の他

330(3.2%)

IBM
5,635

(54.3%)

CDC
Univac199
537(2.0%)

(5.4%

HIS
649
(6,5%)

〈金額比〉

Siemens
1,736
(17.4%)

IBM
6,391
(63.9%)

そ の他

490

(4.8%)

設置台数10,385台 設置金額100億200万 ドル

140



1世 界 のコンピュータ設置状況

フランス

Burroughs

532

(4.2%)

CII

772

(6」%)

ICL

787

(6.2%)

〈台数比〉

そ の 他
Univac561

NCR290(4.4%>

309(2.3%)

(2.4%)

IBM

4,132

(32.7%)

HIS
5,243
(41.7%)

設置台数12,626台

〈金額比〉

CDCSiemens

l981兇,%)19・(・ ・3%)

(3.1%)
Univac
281
(3.4%)

Burroughs
340
(4.2%)

CII
599
(7.2%)

HIS

1,484

(17.8%)

そ の 他

220

(2.6%)

IBM

4,735

(56。9%)

設 置 金 額83億1,700万 ドル

イギ リス

;6R顕i
vac(…%)

(3.8%)

そ の 他 ヨ ー ロ ッパ

系 メ ー カ ー

328(4,2%)

Burroughs

477

(6.1%)

〈台数比〉

HIS

900

(11.5%)

そ の他243

(3.2%)

IBM

2,363

(30.0%)

ICL

2,950

(37.5%)

Burroughs

295

(4.3%)

Univac

344

(5.0%)

〈金 額 比 〉

その 他

481

(6.9%)

HIS

520

(7.5%)

ICL
2,214

(32.0%)

IBM
3,061
(44.3%)

設置台数7,852台 設 置 金 額69億1,500万 ドル
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アイルラン ド

〈台数比〉

DECNCR

(21、%)(;?1%・
Univac
18(5.6%)

Burroughs

20(6.2%)

HIS

62

(19。2%)

ICL
86
(26.6%)

IBM
112
(34.7%)

設置台数323台

〈金額比〉

Univac
17(10.3%)

HIS
21(12.7%)

NCR3(1.8%)

ICL

32(19.4%)

IBM

81

(49.2%)

設 置 金 額1億6,500万 ドル

ノ ル ウ ェ ー

DEC

12

(2.3%)

Burroughs

17

(3.3%)

ICL

24

(4.6%そ の 他

ヨー ロ ッパ 系

メー カ ー

34

(6.6%)

Univac

48

(9.2%)

〈台 数 比>

NCR

11そ の 他

(2.正%)25(
4.9%)

HIS
95

(18.3%)

IBM

253

(48.7%)

〈金額比〉

そ の 他

CDC40

16(7.4%)

(2.9%)

NAS/Amdah1

22

(4.0%)

HIS
56
(10.3%)

Univac

70

(12.9%)

IBM
340

(62.5%)

設置 台数:519台 設 置 金 額:5億4,400万 ドル
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スウ ェーデ ン

}

〈台 数 比>

Siemens
Burroughs31そ の他

ll.,%)(…%)ll.、%)

そ の 他

ヨー ロ ッパ 系

メー カー

68

(6.0%

Univac
106
(9.4%)

HIS
127

(11.3%) ICL
158

(14.1%)

IBM
536
(47.7%)

設 置 台数:1,124台

Siemens

24

Burr。 。gh、(2・0%)

26

(2.1%)

〈金額比〉

Univac

176

(14.3%)

その 他
94

(7.6%)

IBM
761
(62.0%)

設 置 金 額:12億2,800万 ドル

フ ィンラ ン ド

ICL

14

(3.0%)

Burr釦ghs

28

(5.9%

〈台数比〉

Unjvac

49

(10.4%)

その 他

43

(9.2%)

HIS

123

(26.1%)

IBM
214

(45.4%)

〈金額比〉

そ の 他

Burroughs17

15(4 .1%)

(3.6%)

Univac

51

(12.3%)

HIS

92

(22.2%)

IBM
240

(57.8%)

設 置 台数:471台 設 置 金 額:4億1,500万 ドル
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デ ン マ ー ク

〈台 数 比>

UnivacCDC

㌶ 一 弘%・遷 ㍑、
(4.4%)

NCR

42＼

(4.8%)

Siemens

44

(5.0%)

iBM

Burroughs392

67(44 .7%)(

7.6%)

ICL

lO8

(12.3%)HIS

ll7

(13.3%)

設置台数878台

〈金 額 比 〉

そ の 他

NASンAmdahlヨ ー ロッパ 系 メー カー

19そ の他

＼(2二1%)12(1 .4%)

IBM
559
(62.4%)

設 置 金 額8億9,400万 ドル

オランダ

71

Univac
134

(6.5%

〈台 数 比>

NCR

41 その 他

(3.2%)

HIS

367

(17.9%)

IBM
948

(46.4%)

設 置 台数:2,047台

<金 額 比>

Philips

ICL42そ の 他51

El・menl,、.;L(2'5%)(2・9%)

(4.9%)

CDC

85

(5.0%)

Burroughs

112

(6,5%)

Univac

ll宮

6.9%

HIS

197

(11.5%)

IBM
972
(56.9%)

設 置 金 額:17億1,000万 ドル
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ベルギ ー

〈台数比〉

そ の 他

Univac62

68(5.2%)

(5.7%)

Burroughs

76

(6.4%)

HIS

197

(16.6%)

IBM

599

(50.5%)

41
(4.1%>

Univac
46
(4.6%)

CDC

23

(2.3%)

〈金 額比〉

Siemens
77
(7.8%)

HIS
94

(9.5%)

NAS/AmdahI

21

(2.1%)そ の 他41

(4.1%)

IBM
650
(65.5%)

設置台数1,187台 設 置金額9億9,300万 ドル

ルクセンブルク

〈台数比〉 〈金額比〉

HISSiemens
32(3.80/o)
(5.8%)

ICL

5(9.6%)

NCR
6(11.5%)

Burroughs

16(30.8%)

IBM
20(38.5%)

その 他

2

(3.8%)

Siemens
6(11.1%)

Burroughs
9(16.7%)

IBM

18(33.2%)

ICL

19(35.2%)

設置 台数:52台 設 置 金 額5,400万 ドル
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スイス

〈台数比〉

　　　ロ　 　

呈;rr・ugh・1;.i%)

(5.0%)

NCR

227

(13.7%)HIS

241

(14.5%)

その他

41

(2.5%)

IBM
745
(44.9%)

設置台数1,659台

〈金額比〉

　　　　　 　

吉rr・ugh・6・ ・%・罐

(3.4%)
CDC
69
(4.6%)

NCR
86
(5.8%)

HIS
101
(6.8%)

Univac
177
(11.9%)

IBM

907

(60.8%)

設 置 金 額:14億9,000万 ドル

オ ース トリア

〈台数比〉

そ の他ICL
38

21(5%)

(2.8%)

Siemens
74
(10.0%)

Univac

83

(11.2%)

HIS

137

(18.4%)

IBM
388
(52.6%)

〈金 額 比>

CDC

18そ の 他

HIS(2.8%)19

22(3.1%)

(3.5%)

Siemens

61

(9.6%)

Univac
69
(10.8%)

IBM
447

(70.2%)

設置 台数741台 設 置 金 額6億3,600万 ドル
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イタ リア

〈台数比〉

Siemensそ の 他198

138(4 .8%)(
3.3%)U

nivac

263

(6.4%)

HIS
1,251
(30.3%)

IBM

2,282

(55.2%)

〈金 額 比>

CDC

NAS/Amdahl77

81(2・0%)そ の 他42

(2・1%)(H%>

Siemens

l21

(3.2%)

Univac

302

8.0%)

HIS
580
(15.4%)

IBM
2,571
(68.2%)

設置台数4,132台 設 置 金 額37億7,400万 ドル

ギ リシア

〈台数比〉 〈金額比〉

Burroughs
7(4.3%)

ICL
8(4.9%)

NCR
7(4.3%)

Univac
13(7.9%)

HIS

60(36.6%)

IBM

65

(39.6%)

Burroughs
3(3.4%)

NCR
3(3.4%)

CDC
7(8.0%)

HIS
9(10.2%)

Univac
19(21.6%)

IBM
45(51.1%)

設置 台数164台 設 置 金 額8,800万 ドル
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スペ イ ン

〈台数比〉

ICLそ の 他51

、、,mens{;.、%)(・ ・1%)

6.1%)

IBM
874
(54.6%)

設置台数1,604台

〈金 額 比>

CDCそ の 他

2839S
iemens(2

、2%)(3%)
54

(4.2%)

NCR

76

(5.9%)

HIS

92

(7.1%)

Univac

206

(15.9%)

IBM
803
(61.7%)

設 置 金 額12億9,800万 ドル

ポル トガル

〈台数比〉

その他

㌫%)(・ ・9'%);～撒

、%)

欝ミ、%)

IBM

91

(60.4%)

設 置台数151台

〈金額比〉

CDcl?;,%)・ の他・(…%)

3(2.9%

NCR

4(3、8%)

DEC

4(3.8%)

Univac
27(25.7%)

IBM
61

(58.0%)

設置 金額1億500万 ドル
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その他西 ヨーロッパ

〈台数比〉 〈金額比〉

NCR
14(23.0%)

IBM

38

(62.2%)

Burroughs
1(2.1%)ICL1(2.1%)

NCR

4(8,3%)

IBM

42

(87.5%)

設置 台数:61台 設 置 金 額:4,800万 ドル

西 ヨー ロッパ 全体

〈台数比〉 〈金額比〉

NCR

1,482(3.2%)

Burroughs

1,671(3.6%)そ の 他

3,027

6.7%)

Siemens
2,187(4.8%)

HIS

10,492

IBM
19,687

(42.8%)

CDC

896(2.3%)

Burroughs

1,020(2.6%)そ の 他

2,224Si
emens5

.7%2
,440(6.3%)

HIS

4,049

(10.5%)

IBM
22,684

(58.7%)

設 置台数45,976台 設 置 金 額386億7,600万 ドル
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カナダ

〈台数比〉

NAS/AmdahlBurroughs
110(3.1%)101(2.8%)

DEC
124(3.5%)
NCR
149(4.2%)

Univac
365

(10.2%)

HIS

440

(12.3%)

その 他119(3.3%)

IBM

2,181

(60.6%)

言隻モ置i台数:3,5897含

〈金額比〉

DEC84(2.1%)

Burroughs99(2.5%)

CDC120(3.1%)
NAS/
Amdahl

280(7.1%)

Univac
371(9.5%)

HIS
379

(9.7%)

その他75(1.9%)

IBM

2,510

(64.1%)

設 置 金 額39億1,800万 ドル

日本

〈台数比〉

NCR

,。 、vac600(2・5%)そ の 他534(・.・%)

665(2.7%)

IBM
4,183

(17.2%)

そ の 他

日 本 メ ー カ ー

5,263

(21.6%) 日立

3,200

(132%)

NEC
3,550

(14.6%)

Univac
823(5.3%)

〈金 額比〉

そ の他

634

(4.0%)

そ の他

日本 メー カー

,000(12.8%)

NEC

2,033

(13.0%)

IBM
4,514

(28.9%)

設置 台数24,311台 設 置 金 額156億3,500万 ドル
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東南アジアおよびオセアニア

〈台数比〉 〈金額比〉

その他

罐%,{;%%・
Univac

140(5▼2%)

ICL
404

(15.1%)

IBM

1,516

(56.7%)

設置 台数2,675台

そ の 他富

士 通111(6.4%)

49(2.8%)

CDC

61(3.5%)

NCR

72(4.1%)

ICL
152

(8.7%)

IBM
1,036
(59.5%)

設 置 金 額17億4,200万 ドル

中東諸国

〈台数比〉

CDC

18(2.4%)

Univacそ の 他22(2
.9%)25(3

.3%)

Burroughs

30(3.9%)

ICL

34(4.4%)

HIS
44(5.8%)

NCR

115(15◆0%)

IBM
477
(62.3%)

〈金額比〉

ICLそ の 他18

Burroughs24(3.2%)

27(4.0%)

IBM
366
(61.2%)

設置台数765台 設 置 金 額5億9,600万 ドル
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メキシ コ

〈台数比〉 〈金額比〉

そ の 他49(4.2%)

Univac

35(3.0%)

Burroughs

80(6.8%)

NCR
100(8.5%)

HIS
131(11.2%)

IBM
779
(66.3%)

設置台数1,174台

NCR
・U
nivac20そ の 他19

24(3.8%)(3・6%)

(4.6%)

IBM
330
(62.7%)

設 置 金 額5億2,600万 ドル

カリブ海諸国

〈台 数 比>

DEC

10(2.3%)

瓢 聯SU・ ・vac4(…%)
HIS
33(7.6%)

IBM
275

(63.1%)

CII
8(4.4%)

DEC
8(4.4%)

Burroughs
8(4.4%)

ICL
9(4.9%)

〈金額比〉

NCR
7Univac4
(3.8%)(2.2%)

HIS

29

(15.8%)

IBM

110

(60」%)

設置 台数436台 設 置 金 額1億8,300万 ドル
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ブラジル

〈台数比〉

富士 通

59(2.4%)

Univac
70(2.8%)

HIS
170(6.8%)

Burroughs
412(16.6%)

そ の他73(2.9%)

IBM

1,698

(68.5%)

設 置台数:2,482台

<金 額 比>

DEC

38(2.4%)

富 士 通

44(2.8%)

Univac

59(3.8%)

HIS

75

(4.8%)

Burroughs
233(14.9%)

IBM

1,096

(69.7%)

設 置 金額:15億6,900万 ドル

ラテ ンアメ リカ

NCR

102

(7.5%)

HIS
73

(5.4%)

〈台数比〉

その 他

45

(3.3%)

Burroughs
216
(15.9%)

IBM

925

(67.9%)

HIS
22
(2.7%)

NCR
28
(3.4%)

〈金額比>

DEC
20そ の他

(…%)ll
.、%)

Burroughs
159

(19,1%)

IBM

588

(70.8%)

設 置 台 数:1,361台 設 置 金 額8億3,000万 ドル
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南 アフ リカ

〈台数比〉

NCR

60

(5.3%)

Univacそ の 他

4036

(3.5%)(3.1%)

Burroughs
l48
(13.1%)

ICL

381

(33.7%)

IBM

464

(41.3%)

言圭と置i…1数:1,129f,i

〈金額比〉

CDC

31

(3,5%)

NCRそ の他

2318

(2.6%)(2.0%)

ICL

200

(22.4%)

IBM
454
(50.7%)

設 置 金 額:8億9,400万 ドル

ア フ リカ

〈台数比〉

CII

19

(3.8%)

HISそ の 他

1415

(2.8%)(3.0%)

NCR

46

(9.1%)

ICL
130

(25.7%)

IBM
281

(55.6%)

CII
13
(4.7%)

〈金 額 比>

CDCそ の 他 ・

NCR

11(2.5%)(3.4%)

(4.4%)

ICL

52

(18.9%) IBM

183

(66.5%)

設置 台数:505台 設 置 金 額2億7,500万 ドル
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オース トラ リア

〈台 数 比>

NAS/Amdah1

47

誌 ・%)元 の他
91(3.4%)

Burroughs
176

(7.5%)

HIS

326

(13.8%)

IBM
774

(32.7%)

ICL
628

(26.7%)

〈金 額比>

NCR

苔撚 副鷺1%・竃,

留c
(4.4%)'

富 士 通

88

(4.9%)

HIS

305

(17,1%)

IBM

711

(39.8%)

設置 台数:2,356台

欧 米 を除 く自由圏諸国合計

設 置 金 額17億8,700万 ドル

〈台数比〉

HIS

1,433

(3.5%)

その他

826

(2.1%)

そ の 他

日本 メ ー カ ー

,263(12.9%

IBM
13,553

(33.1%)

富 士 通

6,549

(16.1%)NEC

3,550

(8.7%)

設 置 台数:40,783台

NCRICL
548626(2

.2%)2
.0%)

HIS

956

(3.4%)

Burroughs

1,217

(4.4%)

一

ー

他

力

0

%

の

本

一
〇〇

2

そ

日

メ
2

σ

〈金額比〉

Univac
1,660

(5.9%)

NEC
2,033

(7.3%
日立

2,430

(8.7%)

そ の 他

1,180

(4.1%)

IBM

11,903

(42.6%)

設 置 金 額:279億5,500万 ドル

155



第田部'83世 界情報化事典

ソ連

〈台数比〉

その 他

275

(1.7%)

ソ連 お よび東 ヨー ロ ッパ 系 メー カー

16,435(98.3%)

設 置 台 数:16,710台

ユ ー ゴ ス ラ ビ ア

〈金額比〉

その 他

150

(1.6%)

ソ連 お よ び 東 ヨ ー ロ ッ パ 系 メー カ ー

9,039

(98.4%)

設 置 金 額:91億8,900万 ドル

〈台数比〉

HIS

93

(8.2%)

その 他

51

(4.4%)

ソ連 お よび

東 ヨー ロ ッパ 系 メー カー

408

(36.0%)

IBM
484

(42.7%)

Univac

39

(6.4%)

〈金 額比〉

HIS

44

(7.2%)

その 他

42

(6.8%)

IBM
240

(39.3%)

ソ連 お よび

東 ヨーロッパ 系 メーカー
245

(40.3%)

設 置 台 数:1,134台 設 置 金 額:6億1,000万 ドル
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その他 東 ヨーロッパ

〈台数比〉

㍑vac

HIS(2・8%)羽fRそ ・他

198(2.0%)57

(5.2%)(1・5%)

ソ連 お よ び

東 ヨ ー ロ ッ パ 系 メー カ ー

2,843

(75.4%)

東ヨーロッパ 全体

設 置 台 数:3,772台

IBM

823

(3.so/.)

〈台 数 比 〉

その 他

1,107

(5.1%)

ソ連 お よ び 東 ヨー ロ ッパ 系

メ ー カ ー

19,686

(91.1%)

`設 置 台数:21,616台
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ICL
100

(4.8%)

HIS

80

(3.8%)

〈金額比〉

IBM
158

(7.6%)

その 他

98

(4.6%)

ソ連 お よ び

東 ヨ ー ロ ッパ 系 メ ー カ ー

1,649

(79.2%)

設 置 金額20億8,500万 ドル

IBM

427

(3.6%)

〈金 額 比 〉

その他

524

(4.50/。)

ソ連 お よ び 東 ヨ ー ロ ッ パ 系 メ ー カ ー

10,933

(91.9%)

設 置 金 額:118億8,400万 ドル
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アメリカ以外全体

〈台 数 比>

NCR

臓)謬nsそ ・他 ・本・一・－
EJ立

3,206

(3.0%)

3,458

(3.2%)
NEC

3,550

(3.3%

Univac
3,896
(3.6%)

富 士 通

6,563

(6」%)

ICL

7,137

(6.5%)

5,263(4.8%)

そ の 他3,872

(3.5%)

IBM

34,063

(31.4%)

ソ連 お よ び

東 ヨーロッパ系

メー カーHIS

臓 ぱ1;L・

富 士 通

3,424

(4.4%)

ICL

3,651

(4.7%)

Univac

4,221

(5.4%)

HIS

5,185
(6.6%)

〈金 額 比 〉

その 他

日本 メー カー
そ の 他

4,876

(6.1%)

IBM

35,014

(44.6%)

設 置i台数:108,375亡 「 設 置 金 額785億1,500万 ドル

全世界

〈台数比〉 〈金額比〉

そ の 他

日本 メ ー カー

5,263

(3.2%)

NCR
6,989

(4.2%)

ICL

7,137

Univac

7,517

(4.6%)

Burroughs
8,588

(5.2%)

NECそ の 他

3,55013,449

(2.2%)(8.1%)

HIS
16,503

(IO.oo%)

設 置 亡}数164,890亡}

IBM

69,626
(42.2%)

CDC

3,117富 士 通

(2.3%)3
,424

(2.5%)

ICL

3,651

(2.7%)

Burroughs

5,899

(4.3%)
Univac
8,131

(5,9%)

ソ 連 お よ び

東 ヨ ー ロ ッパ

系 メ ー カ ー

19,705

(12.0%)

HIS

9,164

(6.7%)

ソ 連 お よ び

東 ヨー ロッパ

系 メー カ ー

10,947

(8.1%)

そ の他

16,439

(12%)

IBM
75,908

(55.5%)

設 置 金 額:1,366億8,000万 ドル

158



1世 界のコンピュータ設置状況

[注]

①IBMの 設 置 金 額 ベ ー ス に は,ブ ラ コ ンCPUに 接 続 さ れ たIBM周 辺 機 器 の 分 を含 む 。

②HISの 設 置 ベ ー ス に はXeroxを 含 ま な い 。

③Singerの 設 置 ベ ー ス の う ち,海 外 分 はICLに 算 入 。

④CIIの 設 置 ベ ー ス は,CII-HBと な る 以 前 に設 置 され た も の 。 従 っ てCII-HBと な っ て か ら の も の は,

旧HoneywellBullの ベ ー ス と 併 せ,HISと して 算 定 。

⑤ そ の 他 ヨ ー ロ ッパ 系 メ ー カ ー と は,ICL,Siemens,CII,Philipsを 除 く西 ヨ ー ロ ッパ 系 メ ー カ ー を

い う 。

⑥ そ の 他 日本 メ ー カ ー と は,富 士 通,日 立,日 本 電 気(NEC)を 除 く 日本 メ ー カ ー を い う 。

⑦ そ の 他 西 ヨー ロ ッパ:ア イ ス ラ ン ド,リ ヒ テ ン シ ュ タ イ ン,マ ル タ,モ ナ コ。

⑧ 東 南 ア ジ ア お よ び オ セ ア ニ ア:イ ン ド,フ ィ リ ピ ン,香 港,韓 国,台 湾,シ ン ガ ポ ー ル,パ キ ス タ ン,

タ イ,マ レー シ ア,イ ン ドネ シ ア,中 国,ベ トナ ム,ス リ ラ ン カ,バ ン グ ラ デ シ ュ,ニ ュ ー ギ ニ ア,フ ィー

ジ ー,ニ ュ ー ・カ レ ドニ ア,グ ア ム,リ ユ ニ オ ン,マ リ テ ィ ア ス,ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド。

⑨ 中 東 諸 国:イ ス ラエ ル,イ ラ ン,ト ル コ,エ ジ プ ト,サ ウ ジ ア ラ ビ ア,レ バ ノ ン,キ プ ロ ス,イ ラ ク,

ヨ ル ダ ン,ク ウ ェ ー ト,シ リ ア,ア ラ ブ首 長 国 連 邦,イ エ メ ン,バ ー レー ン,オ ー マ ン 。

⑩ カ リブ 海 諸 国:バ ハ マ,バ ル バ ドス,バ ミ ュ ー ダ,キ ュ ー バ,キ ュ ラ ソ ー 島,ジ ャ マ イ カ,マ ル テ ィ ニ ー

ク 島,プ エ ル トリ コ,ト リ ニ ダ ー ド トバ ゴ,バ ー ジ ン諸 島,ウ ィン ドワ ー ド諸 島,グ ア ドル ー プ 島 。

⑪ ラ テ ン ア メ リ カ:ベ ネ ズ エ ラ,ア ル ゼ ン チ ン,コ ロ ン ビ ア,チ リ,ペ ル ー,コ ス タ リカ,エ ク ア ドル,

エ ル サ ル バ ドル,ガ テ マ ラ,ホ ン ジ ュ ラ ス,ニ カ ラ グ ア,パ ナ マ,パ ラ グ ァ イ,ス リ ナ ム,ウ ル グ ァ イ,

ボ リ ビ ア 。

⑫ ア フ リ カ:ア ル ジ ェ リ ア,ア ン ゴ ラ,ボ ツ ワ ナ,カ ナ リ ー 諸 島,エ チ オ ピ ア,ガ ボ ン,ガ ー ナ,象 牙

海 岸,ケ ニ ア,リ ビ ア,モ ロ ッ コ,ナ イ ジ ェ リア,ジ ンバ ブ エ ・ロ ー デ シ ア,タ ンザ ニ ア,チ ュ ニ ジ ア,

ウ ガ ン ダ,ザ イ ー ル,ザ ン ビ ア,マ ダ ガ ス カ ル,マ ラ ウ イ,ス ー ダ ン 。

⑬ そ の 他 東 ヨ ー ロ ッパ:東 ドイ ツ,チ ェ コ ス ロ バ キ ア,ポ ー ラ ン ド,ハ ン ガ リー,ル ー マ ニ ア,ブ ル ガ

リア 。

⑭ 本 統 計 は,ア メ リ カ の 調 査 会 社IDC(lnternationalDataCorp.)に よ る も の で あ り,統 計 に含 ま れ て

い る コ ン ピ ュ ー タ は,同 社 が 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ と 称 す る も の で,SBC(ス モ ー ル ・ビ ジ ネ ス ・コ ン

ピ ュ ー タ)は 含 ま れ な い 。従 っ て,特 に 日 本 の デ ー タ に つ い て は,超 小 型 機 を含 む 通 産 省 の 調 査(別 掲)

と は か な り異 な っ て い る 。 な お,通 産 省 統 計 で は,メ ー カ ー別 の 数 値 は 明 らか に さ れ て い な い 。
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1日 米 の コ ン ピュータ利用 比 較

〔1〕 ア メ リ カ の コ ン ピ ュ ー タ 市 場

(1)汎 用コンピュータ市場推移(ア メリカ系メーカー)

出 荷 状 況 利 用 状 況

台 数(台) 金 額(100万 ドル) 設置台数(台) 設置金額(10億 ドル)

1976 6,700 5,530 59,600 37.9

'77
8,900 6,600 58,200 42.9

'78 4,300 7,590 58,000 48.4

'79 5,000 7,930 53,500 52.5

'80 9,900 8,840 55,000 58.0

'81 10,700 9,640 55,600 61.4

'82
10,600 10,300 56,400 63.7

'83 11,300 11,400 59,000 67.3

'84 11,700 12,400 62,300 70.4

'85
11,500 13,000 65,900 75.1

'86 11,300 13,700 68,900 78.7

*1982年 以 降 は予 測

**IDCに よ る

(2)ス モ ール ・ビジネ ス ・コンピュー タ(SBC)市 場 推移

出 荷 状 況 利 用 状 況

台 数(台) 金 額(100万 ドル) 設置台数(台) 設置金額(10億 ドル)

1976 14,600 570 27,000 1.1

'77 21,900 840 48,900 1.9

'78 26,400 1,140 73,800 3.0

'79 31,400 1,530 101,500 4.4

'80
38,200 1,980 135,900 6.2

'81 40,800 1,980 172,600 8.0

'82 45,500 2,090 212,900 9.9

'83 51,900 2,280 258,300 11.9

'84 58,900 2,590 309,200 14.2

'85 66,300 2,850 365,800 16.6

'86 74,200 3,120 428,400 19.2

*ア メ リカ に セー ル ス ・オ フ ィ ス を持 つ 海 外 メー カー のア メ リカ国 内 出荷 を含 む

**1982年 以 降 は予 測

***IDCに よ る
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(3)ミ ニ コンピュータ市場推移

出 荷 状 況 利 用 状 況

台 数(台) 金 額(100万 ドル) 設置台数(台) 設 置 金額(10億 ドル)

1976 42,200 995 162,500 3.4
'77 60,800 1,570 215,500 4.8

78 71,700 2,005 277,300 6.6

'79 82,000 2,555 346,000 8.8
'80

94,700 3,240 426,200 11.8

'81
88,800 3,830 499,500 15.2

'82
89,400 4,375 571,700 19.2

'83
101,400 5,265 651,200 24.0

'84
122,000 6,355 747,600 29.8

'85 151,700 7,710 869,600 36.8
'86

184,300 9,060 1,019,900 45.1

*ア メ リカにセ ー ル ス ・オ フ ィス を持 つ 海外 メマ カー の ア メ リカ国 内 出荷 を含 む

**1982年 以 降 は予 測

***IDCに よる

(4)デ ス ク トップ ・コン ピュータ市場推移

出 荷 状 況 利 用 状 況

台 数(台) 金 額(100万 ドル) 設置台数(台) 設置金額(m億 ドル)

1976 4,000 59 8,000 0.1
'77

25,000 168 33,000 0.3
'78

128,000 397 161,000 0.7

'79 184,000 668 345,000 1.3
'80

326,000 1,142 671,000 2.4

'81
584,000 2,035 1,255,000 4.5

'82
1,129,000 3,869 2,384,000 8.3

'83
1,938,000 6,685 4,322,000 15.0

'84
2,794,000 9,635 7,116,000 24.7

'85
3,463,000 12,077 10,579,000 36.7

'86 4,082,000 14,218 14,661,000 50.9

*ア メ リカに セー ル ス ・オ フ ィス を持 つ 海 外 メー カー のア メ リカ国 内 出荷 を含 む

**1982年 以 降は 予 測

***IDCに よ る
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(5)連 邦政府の コンピュータ利用状況

●メーカー別にみた各種機器保有状況 (台数)

DEC H-P Univac lBM DG HIS
Mod-

comp
Wan9 CDC

Perkin-

Elmer
その他 計

CPU 4,924 1,740 1,626 1,367 1,292 1,083 840 476 428 411 4,287

1

18,474

記 憶 装 置 8,052 1,840 6,864 7,406 1,265 7,181 873 746 6,379 742 23,297

.

64,649
1

入 出 力 装 置 7,000 4,191 6,866 10,341 1,555 6,413 805 2,044 5,442 427 38,244 83,328

コミュニケ ー シ ョ

ン・ター ミナ ル
5,134 2,932 6,130 5,224 508 18,361 170 881 9,513 520 62,583

.

111,956

そ の 他 1,699 922 4,457 29,408 348 1,532 141 495 7,135 75 15,879

1

57,020

計 26,809 11,629 25,943 53,746 4,968 34,570 2,829 4,642 28,897 2,175 144,290

1

335,427

*1982年9月30日 現在

● 台 数 比 で み た メ ー カ ー 別 シ ェ ア

その 他

16.2%

Univac

20,1%

CDC

10.3%

咲.tlol・

い 、ら

lBM

42.3%

そ の 他

19.9%

x・…4
3%

Univac

22.7%

δ
DEC

9.5%

lBM

26.4%

1965年 合 計2,412台 1970年 合 計5,277台

Wa噌2

そ の 他

20.7%

o
O
W
闇

ぴ。

露
、1膓H.P

8%

DEC

26.4%

その他

23.2%

H・PlBM

9.4%7
.4%

DEC

26.7%

1980年 合 計15,142台 1982年 合 計18,474台
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(6)ア メ リカ各州政府 の コンピュータ利 用状況

●コンピュータ設置状況推移
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● メーカー別 にみた コン ピュータ設置状況

Wan9
4%

H|S4%

DEC

Univac7%

7%

*NASIS調 べ

●規模 別 にみ た導入方 法

Burroughs

9%

(単 位:%)

1978 1979 1980 1981

大 型

買取 り 19 27 36 30

リー ス 43 33 27 27

混 合 38 40 37 43

中 型

買取 り 24 31 30 38

リー ス 54 44 40 36

混 台 22 25 30 26

小 型

買取 り 29 27 42 43

リー ス 63 55 45 48

混 台 8 18 13 9

ミ ニ コ ン

買取 り 29 43 47 43

リー ス 53 51 49 51

混 台 18 6 4 6

合 計

買取 り 29 33 41 39

リー ス 53 46 41 42

混 台 18 21 18 19

(NASIS調 べ)

●EDP要 員 内 訳

(単位:%)

職 種 1976 1977 1978 1979 1980 1981

マ ネ ジ メ ン ト

システム および

プ ログラ ミング

オ ペ レ ー シ ョン

デ ータ・エ ントリー

11

27

21

41

12

28

22

38

12

27

21

40

13

29

22

36

13

29

22

36

16

32

19

33

*秘 書お よび事務職員は含 まず

**NASIS調 べ

●EDP経 費内訳

ハ ー ドウ エア

28%

その他
ハー ドウ エア14%

29%

*NASIS調 べ

●EDP要 員 平均 給与

(単位:ド ル)

平 均 給 与
職 階

最 高 値 最 低 値

マ ネ ジ メ ン ト
'

レ ベ ル3 57,456 25,000

レ ベ ル2 47β00 21,000

レ ベ ル1 39,200 15,637

シ ス テ ム ズ ・ア ナ リ ス ト 36,402 18,000

シ ス テ ム ズ ・プ ロ グ ラ マ ー 36,000 17,500

ア プ リケ ー シ ョ ン・プ ロ グ ラ マ ー 24,978 12,180

コ ン ピ ュ ー タ ・オ ペ レ ー タ ー 19,875 8,000

デ ー タ ・エ ン ト リ ー 17,887 6,500

*中 央機関 のみ

**NASIS調 べ
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〔2〕 日本 の コ ン ピ ュ ー タ 市 場

(1)汎 用コンピュータ市場推移

●汎用コンピュータ設置状況

1977 1978 1979 1980 1981

大 型
台 数 2,399 2,691 2,953 3,222 3,500

金 額(100万 円) 1,683,244 1,929,347 2,163,454 2,441,430 2,678,120

中 型
台 数 6,746 7,364 8,153 9,522 11,130

金 額(100万 円) 717,340 778,007 838,572 946,308 1,095,331

小 型
台 数 14,160 17,033 20,529 26,381 32,565

金 額(100万 円) 267,589 319,074 381,783 487,114 594,294

超 小 型
台 数 24,827 31,856 40,473 49,098 59,149

金 額(100万 円) 152,563 191,845 240,086 289,868 348,675

合 計
台 数 48,132 58,944 72,108 88,223 106,344

金 額(100万 円) 2,820,736 3,218,272 3,623,896 4,164,721 4,716,420

*各 年度末現在

**通 産省:電 子計算機納入一ド取調査による

●汎用 コン ピュー タ納入状況

1977 1978 1979 1980 1981

大 型
台 数 550 572 541 539 499

金 額(100万 円) 384,445 374,828 368,248 396,497 341,590

中 型
台 数 1,337 1,526 1,563 2,193 2,399

金 額(100万 円) 157,142 151,508 150,091 210,442 233,796

小 型
台 数 3,162 3,600 4,281 6,737 7,149

金 額(100万 円) 61,593 69,282 81,437 126,042 130,110

超 小 型
台 数 4,542 7,345 8,909 8,904 10,392

金 額(100万 円) 28,126 41,421 50,131 51,730 61,109

増 設
台 数 一 一 一 一 一

金 額(100万 円) 158,728 161,248 188,438 185,635 243,191

合 計
台 数 9,591 13,043 15,294 18,373 20,439

金 額(100万 円) 790,033 798,287 834,346 970,346 1,009,796

*各 年度実績

**通 産省:電 子計算機納入下取調査による

(2)オ フ ィス ・コン ピュー タ出荷推移
(金額単位:100万 円)

年度

項目
1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981

出 荷 台 数 6,990 7,614 9,607 12,668 20,828 32,831 50,073

1伸 び率(%)
△19.0 8.8 26.2 31.9 64.4 57.6 52.5

出 荷 金 額 42,747 51,780 66,813 86,129 146,267 229,590 306,654

1伸 び率(%)
△18.8 21.1 29.0 28.9 69.8 57.0 33.6

*(社)日 本電子工業振興協会による
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(3)ミ ニ コンピュー タ出荷状況 推移

(金額単位:100万 円)

1977 1978 1979 1980 1981 クラス別

出

荷

台

数

5,940 (7,459)

2,541 3,657 4,320 S

4,091 3,721 3,809 M

2,069 2,365 2,402 L

99 188 369 VL

8,800 9,931 10,900 合 計

出

荷

金

額

81,048 109,783

6,727 9,463 11,774 S

47,918 49,651 50,580 M

61,361 70,687 91,258 L

8,672 16,490 28β99 VL

124,678 155,291 182,511 合 計

*1981年 度 は 一 部 見込 み

**Sは メモ リー が32KBで200万 円 以下 ,Mは64KBで200万 ～500万 円,Lは128KBで500万 円 以 .1:.,VLは そ れ 以 上 の も の

***(社)日 本 電 子 工 業 振 興 協 会 に よ る

(4>日 本 政府 の コンピュータ利用 状況

●コン ピュータ利用状況

1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 11979 1980 1981

設 置 台 数(セ ッ ト) 205 222 230 246 267 287 299 307 309 331

設 置 金 額(億 円) 一 608 837 1,053 1,141 1,242 1,511 L651 1,899 2,247

運 用 経 費(億 円) 194 247 321 404 491 598 849 1,000 1,209 1,379

要 員 数(人) 4,285 4,731 4,985 5,109 4,800 4,910 4,916 5,017 5,132 5,485

*各 年度末現在
**コ ンピュー タ白書・による

● 省 庁 別 に み た コ ン ピ ュ ー タ 設 置 状 況

1977 1978 1979 1980 1981

郵 政 省 46 57 63 72 83

運 輸 省 50 46 51 51 60

防 衛 庁 48 49 49 50 51

通 商 産 業 省 36 35 29 18 16

建 設 省 17 17 20 18 19

農 林 水 産 省 15 16 16 16 16

大 蔵 省 13 14 14 17 19

科 学 技 術 庁 10 11 11 11 11

文 部 省 10 10 11 9 8

厚 生 省 8 9 10 12 13

そ の 他 34 35 33 35 35

合 計 287 299 307 309 331

*各 年度 末現在

**コ ンピュー タ白書に よる
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(5)地 方 自治体 の コン ピュータ利用状況

●都道府 県 におけるコン ピュータ利用状況

1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982

コンピュー タ設置台数 224 289 344 414 457 530 616 869

周 辺 装 置 台 数 4,142 5,955 6,489 7,651 8,680 9,284 11,399 14,141

運 用 経 費(億 円) 228 264 279 319 353 404 440 481

要 員 数 1,950 2,182 2,421 2,654 2,758 2,710 2,853 2,905

*客 年4月 現在

**自 治省調べ

1

●市町村 におけ るコンピュータ利用状 況

1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982

コン ピュータ設置台数 383 471 552 610 721 849 941 1,078

周 辺 装 置 台 数 4,357 4,666 6,352 8,535 11,785 15,467 18,175 2L904

運 用 経 費(億 円) 380 474 526 628 709 800 938 1,051

要 員 数 3,777 4,477 4,700 4,896 5,067 5,262 5,439 5,774

*各 ・年4月現 在

**自 治省調べ

●規模別にみた都道府県のコンピュータ

設置状況

＼ |977 1978 1979 1980 1981 1982

大 型 44 45 61 63 64 79

中 型 137 138 156 195 209 228

小 型 100 143 147 143 154 166

超 小 型 63 88 93 129 189 396

合 計 344 414 457 530 616 869

*客 年4月 現 在

**自 治省笥司べ

●規模別にみた市町村のコンピュータ

設置状況

＼ 1977 1978 1979 1980 1981 1982

大 型 42 39 50 66 84 105

中 型 210 222 267 278 330 367

小 型 138 175 208 268 293 317

超 小 型 162 174 196 237 234 289

合 計 552 610 721 849 941 1,078

*各 年4月 現在

**自 治省調べ
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2.コ ン ピ ュ ー タ の 生 産 ・輸 出入

〔1〕 ア メ リ カ

(1)コ ン ピュー タおよび関連装置生産実績(1974～1981年)
(単 位:100万 ドル)

1974 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981

コ

ン

ピ
ユ

1

タ

デ ィ ジ タ ル

ア ナ ロ グ
ハ イ ブ リ ッ ド

2よ099.4

32.0

2,079.8

43.3

2,773.0

41.3

3,251.4

47.2

4,998.0

255.7

6,558.8

249.1

7,281.7

374.0

8,592.0

445.0

小 計 2,131.4 2,123.1 2,814.3 3,579.3 5,253.7 6,907.9 7,655.7 9,037.0

周

辺

機

器

外 部 記 憶 装 置

入 出 力 機 器

タ ー ミ ナ ル

コ ミュニケーシ ョン ・

インター フェース装置

1,722.2

1,006.4

596.6

315.1

1,584.4

1,006.5

792.7

348.9

2,200.1

1,111.5

1,268.8

454.6

2,834.4

1,362.5

1,476.0

394.0

3,413.1

1,578.2

1,724.1

404.8

4,089.l

L866.0

2,294.3

726.2

4,686.8

2,379.6

3,094.1

879.5

5,499.0

2,953.0

3,850.0

1,047.0

小 計 3,640.3 3,732.3 5,035.0 5,921.7 7,120.2 8,975.6 11,040.7 13349.0,

コンピュータお よび周辺装置部 品 1780.2, 1622.0, 2,050.6 2,392.4 2,747.2 3,781.5 4,450.9 5,282.0

合 計 7,552.0 7,478.0 9,900.0 11,893.4 15,121.1 19,665.0 23,146.6 27,668.0

*EIAに よる1修正値並び に四捨五 入が あるため,小 計 お よび合計 に合 わない部分 もあ る。

1981年 は見込み

**ア メ リカ商務省 .EIAに よる

(2)コ ン ピ ュ ー タ お よ び 関 連 装 置 輸 出 入 推 移(1975～1980年) (金 額単位:100万 ドル)

1976 1977 1978 1979 1980 1981 '81/'80(%)

輸 出

輸 入

2,632

235

3,264

253

4,194

755

5,389

969

7,468

1,159

8,493

1,647

13.7

42.1

*1976,77の 輸入 には部 品は含 まれていない

**ア メ リカ商務省統計 による(出 所:JECCノ ー ト)

〔2〕 日 本

(1)コ ン ピュータお よび関連装 置生産実績(1970～1981年) (単 位:100万 円)

デ ィ ジ タ ル 型 電 子 計 算 機 関 連 装 置 アナ ロ

年
計 算 機 本 体 付 属 装 置

端 末 通信制

.

電子計
補 助
グ型電

計

一般用 制御用 計
外部記
憶装置

入出力

装 置
計 装 置 御装置

小 計 算機応

用装置
装 置
子計算

機

1971 141,860 8,410 150,270 86,450 51,427 137,877 23,077
一

311,224

.

10,217 22,815 2,093 346,349

1972 184,004 7,818 191,822 81,771 82,499 164,270 26,106
一 382,198 12,644 23,941 1,905 420,688

1973 203,062 11,888 214,950 99,440 78,279 177,719 35,400
一 428,069 18,213 25,609 557 472,448

1974 288,164 11,349 299,513 123,378 57,939 181,317 55,579 一 536,409 23,145 28,459 1,051 589,043

1975 246,303 12,817 259,120 106,752 56,648 163,400 74,855
一 497,375 19,679 33,521 671 541,246

1976 226,669 10,936 240,605 147,659 60,127 207,786 117,507 7,085 572,983 21,398 22,237 433 617,051

1977 278,604 15,912 294,516 139,919 70,756 210,675 141,303 12,093 658,587 35,250 25,012 425 719,274

1978 366,469 13,170 379,639 174,621 88,152 262,773 163,726 13,343 819,481 52,504 38,048 215 910,248

1979 447,139 11,447 458,586 195,800 100,763 296,563 235,338 13,943 1,004,430 73,702 45,236 × 1,123,368

1980 461,548 27,536 489,084 230,881 120,121 351,002 279,209 18,105 1,137,400 114,799 40,357 × 1,292,556

1981 538,527 28,145 566,672 270,310 155,408 425,718 300,498 22,411 1,315,299 116,654 36,426 × 1,468,379

1982 644,936 25,417 670,353 330,237 203,338 533,575 349,698 27,384 1,581,010 109,118 43167♂ × 1,733,295

*通 産省機械工業統計による
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、

(2)コ ン ピュータおよび関連装 置輸出実績

H主 要国の情報化と情報産業

(単位:1,000円)

＼ 目

。＼
本 体 周辺装置

本体および周

辺装置用部品
関連装置 合 計

年間伸び率

(%)

1972 8,215,586 2,644,405 1,150,634 491,193 12,501,818 27

1973 6,062,081 5,727,917 3,801,390 503,226 16,094,614 29

1974 10,232,526 7,797,183 5,719,474 794,273 24,536,456 53

1975 11,088,917 9,628,578 10,909,443 834,021 32,460",959 32

1976 7,072,710 31,619,452 21,014,398 586,743 60,293,303 86

1977 11,993,042 28,008,027 25,600,053 999,231 66,600,353 11

1978 21,833,691 47,251,388 35,010,399 600,481 104,695,959 57

1979 20,260,439 59,318,582 48,170,979 1,306,347 129,066,347 23

1980 39,619,417 81,679,937 46,279,420 397,375 167,976,149 30

1981 57,840,407 135,470,285 71,832,566 317,154 265,460,412 58

1982 76,452,859 263,009,710 118,661,058 640,889 458,764,516 73

*大 蔵省通関統計による

(3)コ ン ピュータおよび関連装 置輸入実績
(単 位:1,000円)

項 目

本 体 周 辺装置
本体および周

辺装置用部品
合 計

年間伸び率

(%)
暦 年

1972 23,436,531 38,221,098 27,431,719 89,089,348 △5

1973 32,469,006 49,564,223 25,460,653 107,493,882 21

1974 48,609,269 65,435,839 30,787,492 144,832,600 35

1975 45,504,283 51,870,431 33,285,177 130,659,891 △10

1976 49,491,363 46,173,604 36,954,128 132,620,732 2

1977 54,491,363 54,754,983 37,224,830 146,471,176 10

1978 36,346,191 45,199,208 29,455,377 110,999,776 △24

1979 48,592,610 66,520,624 39,165,453 154,278,687 39

1980 77,600,727 83,713,385 53,071,930 214,386,042 39

1981 69,225,202 75,966,758 60,242,454 205,434,414 △4

1982 72,046,246 85,204,640 72,925,546 230,176,432 12

*大 蔵省通 関統計 に よる
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3コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス

コ

ン

ピ

ュ
ー

タ

・
サ

ー

ビ

ス

〔1〕 ア メ リ カ の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス

(1)コ ン ピュータ ・サー ビスの分類(INPUT社 に よ る)

① 提供形態による分類

プロセシング・サービス

リモ ー ト ・コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ ・サ ー ビ ス(RCS)

イ ン タ ラ クテ ィブ(タ イ ム シェ ア リン グ)

リモ ー ト ・バ ッ チ

デー タベ ー ス

ベ ンダー が メインテ インす るデー タベ ー スの情 報 の検 索 サー ビ ス

(デ ー タベ ー ス 自体 はベ ン ダー あ るい は 第三 者 の所 有)

ユ ー ザ ー ・サ イ ト ・ハー ドウェア ・サー ビス(USHS)

ユー ザ ー ・サ イ トに プ ログ ラマ ブル ・ハ ー ドウ ェア を設 置 し,

通 信 ネ ッ トへ の ア クセ ス,ネ ッ トワー クを通 じたRCSベ ン

ー の大 型機 へ の ア クセ スな どを提 供

ビデ オ テ ックス

プ レス テルやQUBEな ど

バ ッチ処 理サ ー ビス

プ ロセ シ ン グ ・フ ァ シ リテ ィ ・マネ ジ メン ト(PFM)

顧 客 の 処理 サ ー ビス に関 し,1年 以上 の 長期 契 約 の もとにベ ン

ダー の コン ピ ュー タ で提 供す るサ ー ビス で 「リソー ス ・マ ネ ジ

メ ン ト」 ま たは 「シ ス テム ズ ・マ ネ ジ メ ン ト」 と も称 され る

ソフ トウ ェア ・プ ロダ クツ(パ ッケー ジ)

プ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル ・サ ー ビ ス

統合システム
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② サー ビス内容による分類

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

・
サ

ー

ビ

ス

プ ロ セ シ ン グ ・サ ー ビ ス

牛寺定礎倉旨向1ナ
一般事務計算および科学技術計算

特定業界向け

銀行あるいは医療など各業界特有のニーズに特化 したサービス

ユ ー ア ィ リテ ィ

コ ン ピュー タあ る いは ネ ッ トワー クヘ ア クセ ス す る ツー ル の提 供

ソ フ トウ ェア ・プロ ダ クツ(パ ッケー ジ)

シス テム ・プ ロ ダ クツ

コ ン ピュー タ/コ ミュニ ケー シ ョン ・シス テ ムの 基 本 的機 能 を実 行 す る ため

の ソフ トウェ ア

アプ リケー シ ョン ・プ ロダ クツ

ユー ザ ー の要 求 す る各'種アプ リケー シ ョン ・ソフ トウ ェア

プ ロ フェ ッシ ョナ ル ・サ ー ビ ス

'教 育

企業 向 けEDP製 品,ま た はサ ー ビス

コンサ ル テ ィン グ

EDPマ ネ ジ メ ン ト ・コ ンサ ル テ ィン グ な ど

プ ロ グラム 分析

シス テ ム 設計,受 託 プ ロ グラ ミン グな ど

プ ロ フ ェ ッシ ョナ ル ・サ ー ビス ・フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト(PSFM)

顧 客所 有 の コ ン ピュー タ を運 用 す る要 員 あ る い は専 門知 識 の提 供

統 合 シス テム(タ ー ンキ ー ・シス テ ム)

[=
牛寺定業界向}ナ

業界全般

173



第皿部'83世 界情報化事典

(2)コ ン ピュータ ・サー ビス産業 の概要

企業のタイプおよび売上規模 売 上 高(100万 ドル) 81/80
従 業 員 数

(100万 ドル)

企 業 数
1980 1981 伸び率(%)

プ ロセ シ ング ・サ ー ビス

●0.25～1 1,100 687 791 15 一

●1～10 1,050 3,008 3,458 15 一

●10～25 50 620 732 19 一

●25以 上 59 5,091 6,130 20 一

小 計 2,259 9,407 11,111 18 216,000

ソフ トウ ェア ・プ ロダ ク ツ

●0.25～1 1,180 558 712 28 一

●1～10 390 668 1,109 66 一

●10以 上 35 1,375 1,883 37 一

小 計 1,605 2,601 3,704 42 51,000

プ ロフェ ッシ ョナル ・サー ビス

●0.25～1 905 423 526 25 一

●1～10 310 939 1,164 24
一

●10以 上 69 2,353 2,802 20 一

小 計 1,284 3,715 4,491 21 103,000

統合システム

●0.25～1 600 279 376 35
一

●1～10 400 990 1,351 36 一

●10以 上 30 857 1,069 25 一

小 計 1,030 2,125 2,795 32 43,000

コ ン ピュー タ ・サ ー ビス全 体

●0.25～1 3,785 1,947 2,404 23 一

●1～10 2,150 5,606 7,081 26 一

●10以 上 243 10,296 12,616 23
一

合 計 6,178 17,848 22,101 24 413,000

*四 捨五入の ため小計,合 計が合わ ない部分 もある。

**ADAPSO1982年 版年次調査報告書 による
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1主 要国の情報化と情報産業

(3)産 業 別 にみ た コンピュータ ・サー ビス市場(1982～1987年)

業 種
1981

($M)

伸 び 率

1981-1982

(%)

1982

($M)

1983

($M)

1984

($M)

1985

($M)

1986

($M)

1987

($M)

年 間平均

伸 び率

1982-1987

(%)

個別製品製造 3,514 18 4,160 5,028 6,374 8,300 10,958 14,544 28

プロセ ス製造 2,212 20 2,658 3,269 4,121 5,265 6,737 8,604 26

輸 送 590 15 677 804 1,005 1,292 1,674 2,187 26

公 益 事 業 805 15 928 1,081 1,293 1,557 1,889 2,301 20

銀 行,金 融 3,697 17 4β41 5,217 6,456 8,083 10,185 12,946 24

保 険 1,554 17 1,819 2,189 2,731 3,423 4,286 5,391 24

医 療 1,090 21 1,321 1,625 2,043 2,590 3,290 4,211 26

教 育 377 7 404 445 506 591 686 803 15

小 売 1,227 14 1,396 1,611 1,960 2,410 3,000 3,781 22

卸 売 1,146 17 1,346 1,601 1,972 2,456 3,081 3,910 24

連 邦 政 府 2,460 14 2,803 3,246 3β47 4,611 5,608 6,777 19

州,地 方政府 1,339 7 1,433 1,566 1,758 2,031 2,360 2,738 14

サ ー ビ ス 1,314 16 1,525 1,825 2,204 2,690 3,310 4,078 22

そ の 他 1,008 10 1,110 1,283 1,514 1,807 2,186 2,649 19

合 計 22,330 16 25,920 30,790 37,790 47,110 59,250 74,920 24

*個 別 製 品製 造 とは,SICコ ー ド23,25,27,31,34,35,36,37,38,39の 各 産 業 を指 す 。

プ ロ セ ス製 造 とは,SICコ ー ド10,11,12,13,20,21,22,24,26,28,29,30,32,33の 各 産 業 を指 す 。

**四 捨 五 入 の た め 合 計 が 合 わ な い部 分 も あ る

***INPUT社 に よ る
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第田部'83世 界情報化事典

(4)モ ー ド,タ イプ別 にみた コン ピュータ ・サ ー ビス市 場(1982～1987年)

コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス ユ ー ザ ー 支 出 額

モ ー ド タ イ プ
1981

($M)

伸 び 率

1981～

1982

(%)

1982

($M)

1983

($M)

1984

($M)

1985

($M)

1986

($M)

1987

($M)

年間平 均

伸 び 率

1982～

1987

(%)

リモ ー ト ・コ ン

ピ ュ ー テ ィ ン グ

サ ー ビ ス

(RCS)

特 定 機 能 向 1,088 10 1,193 1,336 1,531 1,785 2,103 2,462 16

特 定 業 界 向 2,921 14 3,319 3,831 4,502 5,343 6,432 7,729 18

ユ ー テ ィ リテ ィ 1,108 6 1,171 1,259 1,408 1,605 1,858 2,165 13

小 計 5,117 11 5,683 6,426 7,441 8,733 10,393 12,356 17

プ ロ セ シ ン グ ・

フ ァ シ リテ ィ ・

マ ネ ジ メ ン ト

特 定 機 能 向 48 5 50 53 57 61 66 71 7

特 定 業 界 向 1,196 14 1,358 L568 1β39 2,178 2,577 3,050 18

ユ ー テ ィ リ テ ィ 100 28 129 173 211 255 309 373 24

小 計 1,344 14 1,537 1,794 2,107 2,494 2,952 3,494 18

バ ッ チ

特 定 機 能 向 1,193 10 1,315 1,465 1,626 1,787 1,945 2,101 10

特 定 業 界 向 2,111 11 2,337 2,620 2,908 3,207 3,501 3,782 10

ユ ー テ ィ リ テ ィ 525 2 536 560 590 623 656 689 5

小 計 3,829 9 4,188 4,645 5,124 5,617 6,102 6,572 9

プロセシング

合 計

特 定 機 能 向 2,329 10 2,558 2,854 3,214 3,633 4,114 4,634 13

特 定 業 界 向 6,228 13 7,014 8,019 9,249 10,728 12,510 14,561 16

ユ ー テ ィ リテ ィ 1,733 6 1,836 1,992 2,209 2,483 2,823 3,227 12

プロセシング合計 10,290 11 11,408 12,865 14,672 16,844 19,447 22,422 14

ソ フ トウ ェ ア ・

プ ロ ダ ク ツ

シ ス テ ム 1,974 30 2,574 3,401 4,626 6,357 8,646 11,667 35

アプリケーション 2,191 33 2,913 3,999 5,714 8,007 1L266 15,856 40

小 計 4,165 32 5,487 7,400 10,340 14,364 19,912 27,523 38

プ ロ フ ェ ッシ ョ

ナル ・サ ー ビス

教 育 277 11 307 350 415 524 687 902 24

コンサルティング 540 11 598 687 821 1,004 1,243 1,524 21

プ ログ ラム分 析 3,727 12 4,158 4,714 5,466 6,477 7,772 9,349 18

PSFM 449 7 480 526 582 639 701 768 10

小 計 4,993 11 5,543 6,277 7,284 8,644 10,403 12,543 18

統合 システム

特 定 業 界 向 1,883 22 2,298 2,793 3,661 4,917 6,475 8,528 30

業 界 全 般 1,001 18 1,183 1,452 1,829 2,336 3,017 3,902 27

小 計 2,884 21 3,481 4,245 5,490 7,253 9,492 12,430 29

コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス 総 計 22,330 16 25,920 30,790 37,790 47,110 59,250 74,920 24

*四 捨五入の ため小計,合 計が.合わない部分 もある。

**INPUT社 による
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(5)サ ー ビス企 業 ランキ ング

●総売上 高 トップ20

(国内市場売上による)

n 主要国の情報化と情報産業

ランク 会 社 名
国内売上(100万 ドル) 81/80

1980 1981 伸び率(%)

1 IBM(InternationalBusinessMachines) 730 985 35

2 CDC(ControlDataCorporation) 579 661 14

3 ADP(AutomaticDataProcessing,Inc.) 457 558 22

4 CSC(ComputerSciencesCorporation) 465 510 10

5 EDS(ElectronicDataSystemsCorporation) 391 455 17

6 GE(GeneralElectric) 228 374 64

7 BurroughsCorporation 66 279 323

8 MCAUTO(McDonnelDouglasAutomatlon) 177 221 25

9 Tymshare,Inc. 189 217 15

10 ArthurAndersenandCompany 148 193 30

1| N】itreCorporation 124 151 22

12 Computervisi・n 114 147 29

13 LittonIndustries,Inc. 118 141 19

14 BCS(BoeingComputerServices,Inc.) 112 140 25

15 PRC(PlanningResearchCorporation) 136 140 2

16 D&B(Dun&Bradstreet) 123 136 10

17 SharedMedicalSystemsCorporation 106 132 24

18 Inf《)rmaticsGeneralCorP, 106 128 21

19 TexasInstruments 87 124 43

20 Equifax,Inc. 106 121 14

*INPUT社 に よ る
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●プロセシ ング ・サー ビス会社 トップ10

国内売上(100万 ドル) 81/80
△ラ ンク 云 社 名

1980 1981 伸び率(%)

1 ADP 422 520 23

2 CDC 420 481 15

3 GE
.

210 250. 19

4 EDS 203 236 16

5 Tymshare,Inc. 174 197 14

6 MCAUTO 140 156 12

7 LittonIndustries,Inc. 107 130 22

8 D&B 115 126 10

9 CSC 128 122 一5

10 Equlfax,Inc. 106 121 14

● リ モ ー ト ・コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ ・サ ー ビ ス 会 社 ト ッ プ10

国内売上(100万 ドル) 81/80
△ランク 云 社 名

1980 1981 伸び率(%)

1 CDC ・310 361 17

2 GE 210 250 19

3 ADP 172 223 30

4 Tymshare,Inc. 98 120 23

5 Equifax,Inc. 85 97 14

6 UnitedInformationSystems 92 96 5

7 D&B 82 95 16

8 ChaseManhattanBank 74 91 23

9 NationalDataCorpora 72 87 21

10 BCS 70 87 25
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ll主 要国の情報化と情報産業

●ソフ トウ ェア ・プ ロダ クツ会社 トップ10

国内売上(100万 ドル) 81/80
△ランク 云 社 名

1980 1981 伸び率(%)

1 IBM 595 815 37

2 CDC 80 85 6

3 SperryCorporation 55 67 22

4 DEC(DigitalEquipmentCorporation) 47 64 36

5 MSA(ManagementScienceAmerica,Inc.) 42 57 35

6 BurroughsCorporation 47 52 11

7 Honeywell,Inc. 45 50 11

8 InformaticsGeneralCorp, 26 40 54

9 TandyC・rp・rati・n 21 36 71

10 H-P(Hewlett-PackardCompany) 28 34 21

*INPUT社 による
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第田部'83世 界情報化事典

〔2〕 西 ヨ ー ロ ッパ の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス

(1)主 要国のサービス市場

国 名

1981年(100万 ドル) 年平均

成長率

ρ81、

～

べ87ノ

1987年(100万 ドル)

プ ロセ シ

ン グ ・サ

ー ビス

ソ フ トウ

エア ・プ

ロダ ク ツ

プ ロ フ ェ

ッシ ョナ

ル ・サ ー

ビス

合 計

プ ロセ シ

ング ・サ

ー ビス

ソ フ トウ

エ ア ・プ

ロダ クツ

プ ロ'フ ェ

ッシ ョナ

ル ・サ ー

ビス

合 計

一

フ フ ン ス 1,259 122 733 2,114 23% 3,561 590 3,272 7,423

西 ドイ ツ 673 164 497 1,334 20% 1,622 655 1,799 4,076

イ ギ リ ス 591 125 551 1,267 22% 1,743 476 2,014 4,233

イ タ リ ア 447 28 264 739 23% 1,074 139 1,322 2,535

スカンジナビア 746 27 245 1,018 20% 2,069 93 903 3,065

ベネルクス 521 44 217 782 23% 1,662 192 843 2,697

ス イ ス/

オース トリア
283 7 122 412 22% 922 24 437 1,383

スペイ ン/
ポル トガル 122 12 74 208 23% 327 63 330 720

合 計 4,642 529 2,703 7,874 22% 12,980 2,232 10,920 26,132

*IDC調 査に よる
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n主 要国の情報化と情報産業

(2)サ ー ビス企 業 ランキ ング(1981年 ヨー ロッパ市場売上 高に よる.)

ラ
ン
ク
会 社 名 国 名

プ ロセ シ ン グ ・

サ ー ビス

プロフェッショナル ・

サービス

ソ フ トウ ェ ア ・

パ ッケ ー ジ

売 上 高

(100万 ドル)

1 IBM ア メ リ カ ○ ○ 一 522.5

2 SG2
一

フ フ ン ス ○ ○ 『 150.0

3 GSI .
一

フ フ ン ス ○ ○ 一
142.4

4 Geisco ア メ リ カ ○ 一 一 119.2

5 CapGeminiSogeti
一

フ フ ン ス ○ ○ 一 113.8

6 CiSi
一

フ フ ン ス ○ ○ 一 108.8

7 Datev 西 ド イ ツ ○ 一 一 91.0

8 Datema ス ウ ェー デ ン ○ ○ ○ 78.1

9 Sligos
一

フ フ ン ス ○ ○ 一 78.0

10 Kommunedata デ ン マ ー ク ○ 一 一 74.6

11 CDC ア メ リ カ ○ ○ 一 72.0

12 ThomsonCSF
一

フ フ ン ス 一 ○ 一 65.0

|3 CCMC
一

フ フ ン ス ○ 一 一 65.0

14 Telesystemes
一

フ フ ン ス ○ ○ 一 63.0

15 BOC/SoftwareSci イ ギ リ ス ○ ○ 一 60.2

*IDC調 査に よる
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〔3〕 日本 の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス

(1)情 報 サ ー ビス業 の概 要
(売上単位:100万 円)

事業所数
計 事 務 計 算 そ の 他 の 計 算

ソフ トウェア開発

プ ロ グ ラ ム 作 成

延事業所数 年間売上高 事業所数 年間売上高 事業所数 年間売上高 事業所数 年間売上高

1974 1,322 3,306 245,264 605 88,191 203 11,623 508 35,168

1975 1,276 3,213 275,091 605 88,936 185 14,629 503 42,082

1976 1,276 3,274 306,966 607 105,704 191 12,678 519 46,990

1977 1,640 4,041 412,581 689 123,927 213 14,650 671 77,307

1978 1,672 4,113 460,241 692 135,529 218 19,148 719 88,973
`

1979 1,761 4,548 596,613 744 168,676 224 22,172 779 128,945

1980 1,731 4,551 669,844 727 181,634 205 22,709 801 153,985

198| 1,801 4,418 805,692 757 220,792 220 37,919 1,088 227,549

カー ド ・パ ンチ マ シ ン ・タ イム
システム等管理

運営受託
情報 提供 サー ビス 各 種 調 査 そ の 他

事業所数 年間売上高 事業所数 年間売上高 事業所数 年間売上高 事業所数 年間売上高 事業所数 年間売上高 事業所数 年間売上高

1974 585 33,537 208 14,137 390 18,569 265 13,046 282 23,542 260 7,451

1975 566 41,214 204 13,790 386 24,457 256 14,376 255 22,237 253 13,371

1976 581 42,589 212 16,317 421 32,469 221 12,055 253 25,123 269 13,042

1977 686 55,410 206 17,348 595 52,564 278 23,811 327 31,148 376 16,415

1978 712 60,987 187 12,007 607 66,521 302 27,069 313 31,540 363 18,466

1979 732 69,986 195 14,911 852 90,616 293 31,604 330 39,319 399 30,384

1980 716 74,205 167 15,345 902 104,103 285 44,059 308 38,676 440 35,128

1981 727 83,393 157 14,173 387 71,806 289 60,737 299 48,288 494 4LO96

*「 システム等 管理 運営受託」の1980年 まで の数値 は,ソ フ トウェア開発/プ ログラム作成 を含む要 員派遣に よるもの。

1981年 の要 員派遣に よるソフ トウェア開発/プ ログラム作成 は、「ソフ トウェア開発/プ ログラム作成」 の項に含めて

ある。

**通 産省:「 特定サー ビス産業実 態調査」 による。
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(2)サ ー ビス企業 ラ ンキ ング

企 業 名

1981年 度 売 上 高 1980年 度

売 上 高

81/80

増減(%)
売上 高(100万 円) |人当たり売上高(万円)

1 日本電 気 ソ フ トウ ェア 17,857 1,850 13,309 34.2

2 日本 ビジ ネス コンサ ル タ ン ト 17,613 1,257 15,075 14.0

3
、

野 村 コ ンピ ュー タ シス テ ム 12,722 2,499 10,920 16.5

4 日本電子計算 10,803 1,159 9,569 12.9

5 日立 ソ フ トウ ェア エ ン ジニ ア リン グ 9,824 1,214 8,093 21.4

6 日本情報サービス 8,944 1,382 8,400 30.9

7 イ ンテ ック 8,389 750 8,682 16.7

8 日本電気情報サービス 8,260 2,450 7,283 13.4

9 富 士通 エ フ ・ア イ ・ピー 7,571 1,072 6,139 23.3

10 東洋情報システム 7,525 1,092 6,232 20.7

11 セ ンチ ュ リ リサ ーチ セ ンタ 7,275 957 6,599 10.2

12 協栄計算センター 7,006 837 6,613 6.0

13 日本 ビジネ ス オー トメ ーシ ョン 6,761 1,863 6,550 15.3

14 テイケイシイ 6,478 1,981 5,865 48.2

15 セ ン トラル シ ステ ム ズ 6,206 1,087 5,146 20.6

16 住 商 コン ピ ュー ター サ ー ビス 5,220 1,851 4,824 9.2

17 シ ー イ ー シ ー 4,394 785 3,410 28.9

18 富 士 銀 コン ピ ュー ター サ ー ビス 4,224 1,091 3,901 9.2

19 大 和 コ ン ピュー タ ーサ ー ビス 4,144 2β95 3,652 13.5

20 三菱総合研究所 4,029 1,449 3,391 20.7

*通 産省:「 情報処理 サー ビス業等台帳総覧」に よる
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4 情報産業企業

〔1〕 欧米の情報産業主要企業一覧 ※()内 の数字は親会社 との連結

企業名アル ファベ ッ ト順

企 業 名 所 在 地 代 表者名 創立年 従業員数 事 業 内 容
決算(単位100万鍔元影 ド)

総売上高/純 益

Advanced 437Madison LeslieHirsch 1962 300 コ ンサ ル テ ィ ン グ,ソ

Computer Avenue (VP) ～500 フ トウェア開発

Techniques NewYork 主 要 パ ッケ ー ジ:

Corporation NY10022 ARS(会 計処理)

U.S.A. AIMS(在 庫管理)

HELPII(マ ク ロ ・

ジ ェ ネ レー タ ー)

Ultratext(マ ク ロ ・

ジ ェネ レー ター)

ADV/ORGAF.A, Kurt-Schumacher FA.Meyer 1962 480 データベ ース/デ ー タ 81年6月

MeyerGmbH St.241 通 信サ ー ビス $22/一

2940Wilhelmshaven ソフ トウ ェ ア ・ツ ー ル

WestGermany

(04421)802-1

AEG-Telefunken Theodor・Stern-Kai1 HeinzDUrr 1883 123,700 小型および中型コンピュ 81年12月

D-6000Frankfurt70 (Chairman)
一 タ を含 むEDP製 品

, DM14,837/DM24

WestGermany 周 辺機 器,タ ー ミナ ル,

(0611)600-3188 デー タ通 信機器,ソ フ

トウ ェ ア

AgencyRecords 3001E.Bypass DarwinDeason 1963 700 保 険勘 定お よびMIS 81年12月

Box1009Bryan
一

シス ァ ム ($630)/($57)

TX77801 (エ ネル ギー資源お よ

U.S.A. び金融サー ビス会社 で

あ るKanebServices,

Inc.の 子 会 社)

Agfa-Gevaert Septestraat Andr6 1867 31,298 グラフ ィック製品
一.

81年12月

N.V. 27-B-2510 Leysen 磁気テープ (DM5,017)/DM32.2)

Mortsel(Belgiの ビデ オ ・カセ ッ ト

(31)4019-40 (BayerAGの 子 会 社)

AGSComputer, 1135SpruceDr. LawrenceJ. 1967 300 コ ン ピ ュー タ販 売 81年12月

lnc. Mountainside Schoenberg ソフ トウェア開発 $38.8/$1.8

NJO7092

U.S.A. '

(201)654-4321

AlphaMicro一 17881Sky RichardC. 1977 マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ 82年2月

systems ParkN. Wilcox ミニ コ ン ピ ュ ー タ $26.4/$1.5

Irvlne,CA

92714U.S.A.

(714)957-1404
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企 業 名 所 在 地 代表 者名 創立年 従業員数 事 業 内 容
決算(単位100万㍑㌘㍑ ド)

総売上高/純 益

AMlnternational 130E. JoeB. 1924 17,250 グ ラ フ ィ ッ ク ・シ ステ 82年7月

lnc. RandolphSt. Freeman ム $613/△$83

Suite1005 情報処理 システム

一 Chicago,IL

60601U.S.A,

(312)565-2800

AMJacquard 33400ceanPk. EdgarA, 1969 1,000 J100多 機能 システム

Systems Blvd, Bolton J500コ ンピ ュ ー タ

SantaMonica J425ワ ー ドプ ロ セ ッ

CA90405 サ ー

U.S.A. J3250CR

(213)450-1242 各 種 ソフ トウ ェ ア ・シ
一

ス ア ム

(AMInternationa1

Inc.の 子 会 社)

Amdahl 1250E.Arques JohnC.Lewis 1970 5,100 IBMコ ンパ テ ィブ ル 82年12月

Corporation Ave.Sunnyvale 大 型 セ ン トラル ・プ ロ $462/$6.8

CA94086 セ ッサ ー の デ ザ イ ン、

U.S.A. 開 発,製 造,マ ー ケ テ

(408)746-6000 イ ン グ,サ ー ビス

・デ ー タ通 信 シス テ ム

(IBMブ ラ コ ン ・コ ン ビ

ユー タ市場 におけ るパ

イ オ ニ ア ・ベ ン ダー)

American 712BeaconSt. A.F. 1968 101 コンピュータ機器の売

Computer Boston Monosson ～200 買,リ ー ス,貿 易 等

Group.lnc. MAO2215 (Chairman DECお よび

U.S.A. andCEO) IBMシ ス テ ム

(617)437-1100 を専 門 として い る.

American 1777N.KentSt. CharlesO, 1970 968 IBM本 体お よびDE 82年12月

Management Arlington Rossotti CのPDP-11s向 け ア ブ $69.6/$1.1
Systems,lnc. VA22209 リケー シ ョ ン ・ソフ ト

U.S.A. ウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ

(703)841-6000 タ イム シ ェア リン グ,

オンライン処理 を含む

コン ピュー タ・サ ー ビス

(独 立 系 コ ン ピ ュー タ ・

サー ビス会社 では10指

に入 る)

American 3800Homestead G.E.Penisten 1966 3,347 コン ピュー タ用MOS 81年12月

Microsystems, Road /VLSI回 路 $141/$7.9
lnc. SantaClara RAM/ROMメ モ リー,

CA95051 マ イ クロ プ ロセ ッサ ー

U,S.A.

(408)246-0330
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企 業 名 所 在 地 代 表者 名 創立年 従業員数
決算(単位100万㍑7集3ド)

総売上高/純 益

American

SatelliteCorp.

1801Rasearch

Blvd.

Rockville

MD20850

U.S.A.

(301)251-8300

Lee

Paschall

1972 300

以.ヒ

音声,デ ー タ,フ ァ ク

シ ミリ等 の 衛 星 通 信 サ

ー ビ ス

シ ス テ ム ・デザ イ ン

(Fairchild

Industries,Inc.

の子 会 社)

81年12月

($1,339)/($64)

American

Telephoneand

TelegraphC。.

(AT&T)

195Broadway

NewYork

NY10007

U.S.A.

(212)393-9800

WilliamM.

Ellinghaus

1885 129万 コモ ン ・キャリア通信

サー ビス,テ レプ リン

ター,デ ィスプレイ ・

ター ミナル

世 界最大 の電話会社

全米電話 の80%以 上 を

持っている

82年12月

$65.090/$7,280

AmericanUsed

Computer

Company

P.0.Box68

KenmoreStation

Boston

MAO2215

U,S,A.

(617)261-1100

A.F.

Monosson

1968 101

～200

DEC,TeletypeCorp,

IBM等 の ター ミナ ル

の 販 売,リ ー ス

周 辺 装 置,プ リン ター

テ ー プ ・ドラ イブ

(American

ComputerGroup

の 子 会 社)

Ampex

Corporation

401Broadway

RedwoodCity

CA94063

U.S.A.

(415)367-2011

ArthurH.

Hausman

1944 12,000 テ ー プ,デ ィス ク ・ ド

ライ ブ 製 品 の デザ イ ン,

製 造,販 売,磁 気 テ ー

プ,磁 気 コア,コ ア ・

メ モ リー

82年12月

$488/$1.2

Anacomp,lnc. 11550North

MeridianSuite600

CarmelIN46032

U,S,A.

(317)844-9666

RonaldD.

Palamara

1968 2,000 ソフ トウェア開 発
一

オ ン ラ イ ン ・シ ス ァ ム

マイ クロ グラフ ィッ クス,

ミニ コ ン ピュ ー タ ・シ
ー

ス ア ム

82年6月

$109/$4.6

Analysts

lnternationa|

Corporation

7615MetroBlvd.

Minneapolis

MN55435

U.S,A.

(612)835-2330

FredLang 1966 465 コ ン ピ ュー タ ・プ ロ グ

ラ ミン グ,ソ フ トウ ェ

ア ・デ ザ イ ン,シ ス テ

ム ・アナ リシ ス,コ ン

サ ル テ ィ ン グ

82年6月

$27.6/$0.8

Anderson

Jacobson,lnc,

521CharcotAve.

SanJose

CA95131

U.S.A,

(408)263-8520

R.E.

Jacobson

1967 870 モ デ ム,マ イ ク ロデ ィ

ス ケ ッ ト,

CRTタ ー ミナ ル,

イ ン ク ジ ェ ッ ト ・プ リ

ン ター

82年3月

$20.2/$0.9

AppleComputer,

lnc.

20525

MarianiAve.

Cupertino

CA95014

U.S,A.

(408)996-1010

A.C.

Markkula

1976 2,900 パ ー ソナ ル ・コン ピ ュ

ー タ お よ び 周 辺装 置

デ ィス ク ・ ドラ イブ

82年9月

$583/$61.3

,

186



ll主 要国の情報化と情報産業

内 容
決算(単位|00万勇 元㍑ ド)

企 業 名 所 在 地 代表 者名 創立年 従業員数 事 業
総売上高/純 益

ApPliedData Route206Center JohnR. 1959 809 シ ス テ ム ・ソフ トウ ェ 82年12月

Research,lnc. OrchardRoad Bennett ア ・パ ッケー ジ $68.4/$4.7

Princeton,NJO8540 専 門サー ビス
.

U.S.A.

(201)874-9000

ApPliedDigital 100MarcusBlvd. R.A.Degan 1969 766 CRTデ ィス プ レ イ ・ 82年12月

DataSystems Hauppauge ター ミナ ル ($3,526)/($234)

(ADDS) NY11787
、

ス モ ー ル ・ビ ジ不 ス ・コ

U.S.A. ン ピ ュー タ

(516)231-5400 (80年11月NCRが 吸収)

Appliedlnfo. 823Commerce LeeMunder 専 門サー ビスが93%,

Development DriveOakBrook ソ フ トウ ェア ・プ ロ ダ

IL60521 ク トが7%

U,S.A. (SystemDevelopment

の子会社)

ArthurD.Little, AcornPark JohnF.Magee 1909 2,340 調査会社 82年12月

lnc. Cambridge コ ンサ ル テ ィ ン グ ・サ $181.4/$5.5

MAO2140 一 ビス

U.S,A,

(617)864-5770

AutomaticData 405Route3 FrankR. 1949 15,000 80,000以 上の顧客 を持 82年6月

Processing,lnc. Clifton Lautenberg つ独 立 系 コ ン ピ ュー タ $669/$58

NJO7015
・サ ー ビス ・ベ ン ダー

U.S.A. の最大手

(201)472-1000 デー タ処理サー ビス

リモ ー ト ・ア ク セ ス ・

コン ピュー タ・サ ー ビス

(子 会 社のADPNetwork

Services,Inc.が オ ン

ライン情報処理サ ー ビ

ス を行 っている)

AvcoComputer 201LowellSt. RichardE, 1958 190 バ ッチ,タ イ ム シ ェ ア 82年11月

Services Wilmington Bibaud リ ン グ処 理,ア プ リケ ($2,500)/($72.4)
MAO1887 一 ション管理等 を含む

U.S.A. 広範囲な コンピュー タ

(617)729-7700 ・サ ー ビス

(AvcoCorp.の 子会 社)

TheBabcockand 331501dForest D.E. 1971 90 リ モ ー ト ・コ ン ビ ュ ー 82年3月

WilcoxCompany Rd, Guilbert タ ・サ ー ビス ($4,843)/($213)
Lynchburg (McDermottInc.

VA24505 の子 会社)

U.S.A.

(804)385-3512

BallComputer P.0.DrawerK RobertVon 1970 201 OEM周 辺装 置 82年12月

Products,lnc, Boulder Eschen ～500
大 型 デ ィス ク ・ ドライ ($889)/($34.5)

CO80306 ブ

U,S,A, (BallCorp.の 子 会 社)

(303)441-4646
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企 業 名 所 在 地 代 表者名 創立年 従業員数 事 業 内 容
決算(単位|00万㍑元:;ド)

総売上高/純 益

BaricComputing ForestRoad P,L. 1969 820 広範囲な コンピュー タ 81年9月

Services,Ltd. Feltham Bonfield ・サ ー ビ ス
$14/△$1.6

Middlesex バ ッチ

TW137EJ NIS

・

U.K. (ICLの 子会 社)

(01)890-1414

BASFAG Bosch・Strasse38 Matthias 1865 117,168 (化 学薬品会'社) 81年12月

D-6700 Seefe[der 磁気テープ,磁 気デ ィ DM30,865/DM367
Ludwigshafen・ ス ク

Rhine 日立 と提携 してIBM

WestGermany コ ンパ テ ィ ブ ル の メイ

(0621)40081 ンフレー ムを販売

1932年 に磁気テープ を

創案

BASFSystems CrosbyDrive DieterO. 1960 コ ン ピ ュ ー タ ・テ ー プ ,

Corp. Bedford Heuer デ ィ ス ク ・パ ッ 久 デ ィ

MA'01730 ス ク ・モ ジ ュ ー ル,

U,S.A. ワー ドプ ロ セ ッサ ー,

(617)271-4000 フ ロ ッ ピー ・デ ィ ス ク

(BASFAGの 子 会社)

Basic/Four 14101MyfordRd, TheodoreJ. 1971
、

ス モー ル ・ビ ジ不 ス ・ 82年12月

Corporation TustinCA92680 Smith コ ン ピ ュ ー タ,ソ フ ト ($358)/($7.5)

U.S,A, ウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ

(714)731-5100 (ManagementAssis・

tance,Inc.の 子 会 社)

Battelle 505KingAve. Dr.Ronald 1929 7,514 デー タ管理 システム 81年12月

Memorial Columbus S.Pau1 CAD/CAM S411/－

lnstitute OH43201 (chief 公益研究機関

U.S.A. operating

(614)424-5524 officer)

BBNComputer 33MoultonSt. Michae[P. 1979 〔1,295) コ ンピ ュー タ ・シ ステ ム 、 82年6月

Corporation Cambridge LaVigna コンピュー タ通 信機 器 ($69.2)/($1.6)
MAO2238 ア プ リケー シ ョン ・ソ

U.S.A, フ トウ ェ ア

(617)497-1850 (BoltBeranekand

Newman,Inc.の 子 会 社)

Beckman 2500HarborBlvd. ArnoldO, 1934 11,800 各種計測機器 81年6月

lnStrUmentS,lnC. Box3100 Beckman コ ン ポー ネ ン ト等 $618/$37

Fullerton (82年3月,Smith一

CA92634 KlineBeckmanCorp.

U.S.A. に吸収 され る)

Be‖&Howell 7100McCormickRd. DonaldN. 1907 11,244 光 学 マ ー ク ・リー ダー, 82年1月

Company Chicago,IL60645 Frey COM機 器,マ イ ク ロ $701/$21.6

U.S.A. コ ン ピ ュー タ ・ソ フ ト

(312)673-3300 ウェア/シ ステム

188



ll主 要国の情報化と情報産業

企 業 名 所 在 地 代 表 者名 創立年 従業員数 事 業 内 容
決算(単位|00万莞窃影 ド)

総売上高/純 益

TheBendixCorp . BendixCenter

P.0.Box5060

Southfield

MI48037

U,S.A.

WilliamM.

Agee

1929 69,600 各種計測機器

コン トロール・システ

ム

通信管理 システム

82年9月

$4.092/$133

BOCDatasolve,

Ltd,

99StainesRd.

West,Sunbury・on-

Thames,Middlesex

TW167AH

U,K.

(09327)85566

ChristpherJ.

Wood

1964 550 ソ フ トウ ェア ・パ ッケ

ー ジ
,請 負プ ロ グラ ミ

ン グ,NIS,バ ッチ,

(BOCInternational

Ltd.の 子 会社)

80年

($1,194)/($26)

BoeingComputer

Services,

Company

2800160thAve.

SEBellevue

WA98008

U.S.A.

(206)763-5250

R.LDryden 1970 7,600 DPサ ー ビ ス,プ ロ グ

ラ ミン グ ・サ ー ビス,

コ ンサ ル テ ィン グ,教

育

〈主 な サ ー ビス〉

-MAINSTREAM

リモー ト・コン ピュー

テ ィ ン グ ・サー ビ ス ・
`

不 ッ トワー ク

(TheBoeingCo.の 「r・

会社)

82年12月

($9,035)/($292)

BoltBeranek&

Newman,lnc.

10MoultonStreet

Cambridge

MAO2238

U.S.A.

(617)491-1850

StephenR.

Levy

1948 1,251 デ ー タ通信

ミニ コン ピ ュー タ

ソフ トウ ェア

ユ㌧[門サ ー ビ ス

82年6月

$69/$1.6

Boole&Babbage

lncorporated

5100akmeadPkwy.

Sunnyvale

CA94086

U.S,A.

(408)735-9550

Jackvon

Kinsbergen

1967 150 ソフ トウェア効率評価

リソース管理

セキュ リティ管理製品

79年

$14/一

Bowne

lnformation

Systems,lnc,

160WaterSt.

NewYork

NY10038

U,S.A.

(212)952-4400

WilliamB.

Mahony

1969 (1,350) タ イム シェ ア リン グ,

ワー ド ・プ ロ セ シ ン グ

・サ ー ビス(専 用 ネ ッ

トワ ー クはGTEテ レ

ネ ッ ト),デ ー タベ ー ス

(Bowne&Co.Jnc.

の 子 会 社)

81・年10月

($106)/($12,4)

Bradford

National

Corporation

67BroadStreet

NewYork

NYlOOO4

U.S.A.

(212)530-7890

PeterDelCol 1966 3,960 コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ

ム の デ ザ イ ン,管 理,

オ ペ レー テ ィン グ,コ

ン サ ル テ ィン グ、 トラ

ンザ クシ ョン処 理

保険,金 融 関 係 サ ー ビ

スの 大 手 ベ ンダ ー

82年12月

$135/$0.4
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事 業 内 容
決算(単位mO万 ㍑Z㍑ ド)

企 業 名 所 在 地 代 表 者名 創立年 従業員数
総売上高/純 益

BrandonApplied 1700Broadway DickH. コンサ ル テ ィ ン グ,教

Systems NewYork Brandon 育,シ ス テ ム ・デザ イ

NYlOO19 ン,デ ー タ処 理 サ ー ビ

U.S.A. ス,ソ フ トウ ェア ・パ

(212)757-2100 ッケ ー ジ

British 81WatlingSt. SirGeorge 245,882 通信サー ビス 82年3月

Telecommuni一 London Jefferson PABX $9.980/$801

cation EC4MgBM プ レ ス テ ル(ビ ュー デ (純益 は前年よ り269

U.K. 一 タ ・サ ー ビ ス) %ア ップ)

BTIComputer 870W.MaudeAve. T.C. 1968 201 主 に ビ ジネ ス ・ア プ リ 80年

Systems,|nc. Sunnyvale Poulter,Jr. ～500 ケ ー シ ョ ンの た め の16 $34/一

CA94086 お よび32ビ ッ ト ・イ ン '

U.S.A. タ ラ クテ ィブ ・コ ン ビ

(408)733-1122
一

ユー タ ・シ ス ァ ムの

開 発,製 造,サ ポー ト

BunkerRamo 900CommerceDr. DuaneL. 1929 9,500 主 な収 入源 はエ レク ト 80年12月

Corporation OakBrook Burnham ロニ ッ ク ・コ ン ポー ネ $467/一

IL60521 ン トお よ び シ ス テ ム,

U.S.A. 金融情報 システム等

(312)986-2700 その他CRTデ ィスプ

レ イ ・ター ミナ ル,オ

ン ラ イ ン情 報 シス テム,

会話型 ター ミナル等

Burrough5 BurroughsPlace W.Michael 1886 57,300 汎 用 コ ン ピ ュー タ,ミ 82年12月

Corporation Detroit Blumenthal ニ コ ン ピ ュー タ,ワ ー $4.190/$166

MI48232 (Chairman) ドプ ロセ ッサ ー,フ ァ

U,S.A. ク シ ミ リ ・ ト ラ ン ヌ、ミ

(313)972-7000 ッ シ ョン装 置

ソ フ トウ ェ ア

エ レ ク トロ ニ ッ ク ・コ

ン ポ ー ネ ン ト

CACI,hc. 1815N.Ft.Myer H.W,Karr 1977 900 専 門サー ビス 82年6月

DriveArlington ソフ トウ ェア ・パ ッケ $95.6/$4.4

VA22209 一 ジ

U.S.A.

、 (703)841-7800

California 2411WestLa M,Joel 1959 2,141 コ ン ピュー タ ・グラ フ 82年7月

Computer PalmaAvenue Kosheff イ ッ ク,プ ロ ッ タ ー, ($436)/($3.3)

Products,hc, Anaheim プ ロ ッター ・コ ン トロ

(CalC。mp) CA92801 一 ラ ー
、デ ィ ス プ レ イ ・

U,S.A. ター ミナル等

(714)821-2011 (79年5月 にSanders

に買収 され る)
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決算(単位100万;㌢元:ζド)
企 業 名 所 在 地 代 表 者名 創立年 従業員数 事 業 内 容

総売上高/純 益

Cambex 360SecondAve. JosephF 1968 120 大 型IBMコ ン ビ ュー 82年8月

Corporation Waltham Kruy タ 及 びDECミ ニ コン ビ $8.0/$0.1

MAO2154 ユ ー タ向 け の ア ド ・オ

U.S.A。 ン/ア ド ・イ ン ・メモ

(617)890-6000 リー,IBMの ブ ラ コ ン

CPU

CAP/GEMINI/ 6boulevard SergeKampf 3,104 コ ンサ ル テ ィ ン グ,シ 80年12月

SOGETl JeanPainBP206 (Chairman) ス テ ム ・デ ザ イ ン,タ $128/$6.4

38005Grenoble 一 ン キー ・シ ステ ム
,

CadexFrance バ ッチ 処 理 ,タ イ ム シ

33(76)448201 エア リン グ,デ ー タ ・

バ ン ク ・オペ レー シ ョン

CAP-CPPGroup CAPHouse Ad'Agapeyeff 871 コ ンサ ル テ ィ ン グ,プ 80年4月

Ltd. 20-26Lambs (Chairman) ロ グ ラ ミン グ,ソ フ ト £13/£0.4

ConduitSt. ウ ェ ア

LondonWCIN3LF

U.K.

(01)4040911

Capex 4125N.14thSt. A.LeRoy 1969 260 ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ 81年12月

Corporatbn Phoenix,AZ85002 Ellison 一 ジ $14/一

U.S.A.

(602)264-7241

Carterfone 1111West JohnDouglas 1967 500 デ ー タ ・ター ミナ ル の

Communications Mockingbird ～1
,000 販 売,リ ー ス,維 持,

Corporation LaneSuite1400 イ ン テ リジ ェ ン ト ・タ

DallasTX75247 一 ミナ ル ・シ ス テ ム の

U.S.A. 製造 、

(214)630-9700 (Cable&Wireless,

Ltd.(英)の 子 会 社)

CCMC 57-59quai MichelBossard 1948 1,225 デー タ処理サー ビス 81年79年

informatique Claude・Bernald (3つ の コ ン ピ ュ ー タ ・ $75/FF9

degestion ・38203 セ ン ター か ら)

VienneCedex ア プ リケ ー シ ョ ン ・ソ

France フ トウ ェア,教 育

(74)536060 メ ン テナ ン ス

Centre・fi|eLtd, 75LemanSt. T.McMillan 1965 835 コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビ

LondonE18EX ス

U.K. (NationalWest・

(01)488-3131 minsterBankLtd.

の子会社)

CentronicsData 1WallSt. JohnTincler 1968 2,000 ド ッ ト ・マ ト リ ッ ク ス ・ 82年6月

ComputerCorp. Hudson プ リン ター,テ レ プ リ $113/$△18

NHO3051 ン タ ー,ラ イ ン ・プ リ ン

U.S.A. タ ー:マ トリッ クス ・プ

(603)883-0「111 リン ター のパ イ オ ニ ア

191



第皿部'83世 界情報化事典

企 業 名 所 在 地 代 表者名 創立年 従業員数 事 業 内 容
決算(単位100万㍑ 努㍑ ド)

総売上高/純 益

CenturyData 1270N.Kraemer JamesConway 1968 1,100 デ ィ ス ク ・ ドライ ブ 81年12月

Systems Blvd,Anaheim (20MB～300MB) ($8,456)・($424)

CA92806 (XeroxCorp,の 子 会

U.S.A, 社)

(714)632-7500

CERCl 56rueRoger M.Y.Paris 1962 490 EDPエ ン ジニ ア リ ン

Salengro94120 グ

Fontenaysous・Bois ター ン キ ー ・シス テ ム

France のデザイ ン等

(876)1220

CllHoneywell 94Ave.Gambetta Maxime 1975 21,198 マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ 81年12月

Bull B,P.33 Bonnet から大型機 までの研 究, $7.347/△$449

75960Paris デザイ ン,開 発,製 造

Cedex20 およびサポー ト

France 周辺装置等を含む

3600222 MachineBull(仏)が

80.1%,Honeywellln一

formationSystems(米)

が19.9%の 株 を持 つ

Cincinnati Cincinnati, JamesA, 13,602 CAD/CAM 83年1月

Milacronlnc. Ohio45209 D,Geier ソフ トウ ェ ア $760/$12.2

U.S.A,

(513)841-8100

CincomSystems, 2300MontanaAve. ThomasM. 1968 700 デー タ通信 79年

lnc. Cincinnati Nies ソフ トウ ェア ・パ ッケー ジ: $36/一

OH45211 TOTAL(デ ー タベ ー ス ・

U,S,A. マ ネ ジ メ ン ト・シ ス テ ム

(513)662-2300 ),TJ.S.(デ ー タ ベ ー ス ・

マ ネ ジ メ ン ト,通 信 等) ,

E-1(デ ー タ通信,テ レプ

ロセ ッ シ ン グ),MANT

IS(オ ン ラ イ ン ・ア プ リ
一

ケ ー シ ョ ン ・ シ ス ァ ム

ズ ・ゼネレータ)

CISl 35Blvd,Brune Patrick 1972 2β20 コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト 81年

75014Paris Nollet ワー クを介 したバ ッチ FF890/FF3.7

France およびタイムシェア リ

(33)15458357 ン グ ・サ ー ビス,CAD,

マ ネ ジ メ ン ト ・サ ー ビ

ス,EDPコ ンサ ル テ

イ ン グ,デ ー タ ・バ ン ク

Citicorp CiticorpCenter AlanWeber 1966 575 銀行 向 け リモ ー ト ・コ 81年

Correspondent 4thFloor ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス ($18,275)/($531)

Resources NewYork バ ッチお よびオ ンライ

NY10003 ン

U.S.A. (Citicorpの 子 会 社)

(212)559-5573
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企 業 名 所 在 地 代 表者名 創立年 従業員数 事 業 内 容
決算(単刷o万 期 影,)

総売上高/純 益

Codex

Corporation

20CabotBlvd.

Mansfield

MAO2048

U.S.A.

(617)364-2000

JamesW.

Storey

1962 2,100

～5
,000

モ デ ム

ネ ッ トワー ク処 理

イ ン テ リジ ェ ン ト ・タ

ー ミナ ル
,ネ ッ トワー

ク ・コ ン トロー ル,電

子 交 換 シ ス テ ム,音 声

デ ィ ジ タ イザ ー,パ ッ

チ ン グ機 器

(MotorolaInc,の 子会社)

82年12月

($3,790/$169)

Commodore'

lnternational

.Ltd .

SassoonHouse

Shirley&Victoria

P.0.BoxN-10256

Nassau

Bahamas

Irving

Gould

マ イクロコンピュータ

半導体

オ フィス機器

82年6月

$304/$44

売上 高は前年 よ り63

%ア ップ

Communications

SatelliteCorp.

950L'EnfantPlaza

SWWashingt・n,

D.C.20024

U.S.A.

(202)554-6000

JosephV.

Charyk

1963 2,300 衛 星 通 信

サ テ ラ イ ト・ビ ジネ ス ・

シス テム に お い てIBM

お よびAetnaLife&

Casualtyの パ ー トナ ー

82年12月

$409/$43

Compucorp 1901S.BundyDr.

LosAngeles

CA90025

U.S,A.

(213)820-2503

ElmerR.

Easton

1968 119 デ ス ク トッ プ ・コ ン ピ

ュー タ

、

ス モ ー ル ・ビ ジ 不 ス お

よび ワー ド ・プ ロ セ ッ

シ ン グ ・シ ス テ ム

81年12月

$35.5/$1.9

CompuScan,lnc. 81TwoBridgesRd.

Bldg.#2,Fairfield

NJO7006

U.S.A.

(201)575-0500

RobertS,

Bernstein

1968 260 光学文字 リー ダー の

ALPHAWORDラ イ

ン

82年5月

$18/$1.1

CompuServe

lncorporated

5000Arlington

CenterBlvd,

Columbus

OH43220

U.S.A,

JeffryM,

Wilkins

1969 450 広 範 囲 な リモ ー ト ・コ

ン ピ ュー タ ・サ ー ビ ス

デ ー タ処 理,グ ラ フ ィ

ッ ク ・ ター ミナ ル

(H&RBlock,Inc.

の 子 会 社)

81年4月

($288)/($38)

Computer

Associates

lnternational

lnc.

125Jericho

TurnpikeJericllo

NY11753

U.S.A.

(516)333-6700

Charles.B.

Wang

1971 200 ソ フ トウ ェア ・サ プ ラ

イヤ ー

CA-SORT

CA-DYNAM

CA-JASPER

CA-EARL

CA-SOLVE

CA-DRIVER

82年3月

$24/$2.6

Computer

Automation,lnc.

4890Sterling

Drive

Boulder

CO80301

U.S.A.

(303)444-8748

DavidH.

Methvin

1967 1,149 コ ン ピュ ー タ ・コ ン ポ

ー ネ ン ト
,ミ ニ コ ン ピ

ュー タ,磁 気 テ ー プ,

プ リン ター 、 ビ デ オ ・

デ ィ ス プ レ イ ・ター ミ

ナ ル,テ ス ト機 器

82年6月

$68/$2.0
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第田部'83世 界情報化事典

企 業 名 所 在 地 代 表者名 創立年 従業員数 事 業 内 容
決算(単位100万㍑元㍑ ド)

総売上高/純 益

Computer 2610ColumbiaSt. RaymondE. 1966 154 通 信 処 理 ・メ ッセ ー ジ 81年6月

Communications, Torrance,CA High
'交換 シス テ ム

$11/△$7.7

lnc. 90503 CRTデ ィ ス プ レ イ ・

U.S.A. ター ミナル

(213)320-9101

TheComputer 1905Westmoreland WalterR.T, 1968 1,000 バ ッチ処理 80年3月

Company StreetRichmond Witschey リモー ト処 理 $20/一

VA23230 タイムシェア リン グ処

U.S.A. 理,デ ー タ ・エ ン トリ

(804)358-2171 一
,ソ フ トウ ェ ア ・バ

ッケ ー ジ,コ ンサ ル テ

イン久 プログラ ミング

ComputerNetwork 5185MacArthur L.E, 1967 141 情 報処 理サー ビス,フ 82年3月

Corporation Blvd. Johnson ア シ リテ ィ ・マ ネ ジ メ $13/△$0.5

(COMNET) Washington,D.C. ン ト ・サ ー ビ ス,コ ン

20016 サ ル テ ィ ン グ,ソ フ ト

U.S,A. ウ ェア,分 散処理 シス

(202)537-2500 テム

Computer 650North WilliamR. 1959 14,800 コ ン ピ ュー タ通 信 82年4月

Sciences Sepulveda Hoover シス テムのデザ イン, $630/$17.8

Corporation Boulevard 開発

EISegundo INFONETリ モー ト ・

CA90245 コ ン ピ ュー テ ィ ン グ ・

U.S.A. サ ー ビ ス

ソフ トウェア開発

ソフ トウェア会 社 とし

ては世 界'最大 規模

ComputerSharing 7535E. JerrolA. 1967 国際通信 ネ ッ トワー ク 80年12月

Service5,lnc. HampderAve. Alkema を 介 した りモ ー ト ・コ ($350)/($34)

Denver,CO80231 ン ピュ ー テ ィ ン グ ・サ

U.S.A, 一 ビス
,ソ フ トウ ェ ア ・

(303)695-1500 パ ッケ ー ジ,広 範 囲 な

顧客へのサ ポー ト ・サ

一 ビス

(RioGrandeIndust一

ries,Inc.の 子 会 社)

ComputerTask 800DelawareAve. DavidN, 1966 942 シス テ ム ・エ ン ジ ニ ア 81年12月

Group,lnc. Buffalo,NY14209 Campbel1 リン グ,シ ス テ ム ・ア ナ $40/$1.1

U.S.A. リシス 、 ソ フ トウ ェ ア

(716)882-8000 開 発,プ ロ グ ラ ミン グ,

通信 システム ・デザイ

ン,デ ー タ ・セ ン タ ー ・

サ ー ビ ス,コ ン ビュ ー

タ ・ユ ー テ ィ リテ ィ,

コ ンサ ル テ ィ ン グ

C。mputervisi。n' 201BurlingtonRd. MartinA. 1975 3,800 イ ン タ ラ クテ ィブ ・グ 82年12月

Corporation Bedford.MAO1730 Allen ラフ ィ ッ ク ・シ ス テ ム ・ $325/$32.4

U.S.A. デザイ ン

(617)275-1800
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企 業 名 所 在 地 代 表者名 創立年 従業員数 事 業 内 容
決算(単位mO万5:⑦ 集;ド)

総売上高/純 益

Comserv 1385Mendota RichardP. 1968 362 ア プ リケー シ ョ ン ・ソ 81年12月

Corporation HeightsRd. Daly フ トウ ェ ア $17.7/$3.9

MendotaHeights ・AMAPS

MN55120 ・CASIII

U.S.A. ・DOES

(612)452-7770 バッチ処理

リモー ト処 理

Comshare 3001SouthState RlchardL. 1966 1,450 リ モ ー ト ・コ ン ビ ュ ー 82年6月

lnc. St. Crandall テ ィ ン グ ・サ ー ビス $78.4/$0.06

AnnArbor デー タ ・エ ン トリー

MI48104 ソ フ トウ ェア ・パ ッケ

U.S.A. 一 ジ
,フ ァ シ リ テ ィ ・

(313)994-4800 マ ネ ジ メ ン ト

Cohrac 3Landmark DonaldH. 1935 2,724
一

アレ コ ミュニ ケー シ ョン 82年12月

Corporation Square,Stamford Putnam ソ フ トウ ェア 開 発,プ $116/$8.1

CTO6901 ロ グ ラ ミン グ,ビ デ オ ・,

U.S.A. モニ ター

(203)348-2100

ContravesAG Schaffhauserstrasse H.K6nig 1936 5,700 コンピュー タ制 御製図

580,CH-8052 シス テ ム,プ ロ セ ス ・

Zurich コ ン トロー ル,グ ラ フ

Switzerland イ ッ ク ・デ ー タ処 理

(01)306-2211

ControlData 810034thAve. WillialnC. 1957 60,627 コ ン ピュ ー タ ・シ ス テ 82年12月

Corp. SouthMinneapolis Norris ム,周 辺装置 ぽBM $4,292・$155

MN55420 (Chairman) コ ンパ テ ィブ ル の デ ィ

U,S.A. ス ク ・ドラ イブ お よび

(612)853-8100 メモ リー を含む)

データ通信機器,リ モ

」 一 トおよびロ ー カ ル ・コ

ン ピュ ー テ ィ ン グ ・サ

一 ビス
,コ ンサ ル テ ィ

ン グ,ソ フ トウ ェア,

メン テナ ン ス ・サ ー ビ

ス

Convergent 2500AugustineDr. AllenMichels
,

1979 201 急成長 しつつあ るワー 82年12月

Technologies SantaClara ～500
クス テー シ ョ ン専 門 メ $96.5/$11.9

CA95051 一 カ ー
(売上は前年 よ り7

U.S.A. 倍ア ップ)

(408)727-8830

Cox 1601W.Peachtree WilliamA, 1964 4,222 CATVの 大手 82年12月

Communications, St.NE,Atlanta Schwartz ・INDAX:2方 向 イ ンタ
$514.7・$65.4

lnc. GA30309 ラ クテ ィ ブ通 信 シス

U.S.A, テ ム

・COMMLINE:デ ータ/

ビデオ通 信サー ビス

195



第田部'83世 界情報化事典

企 業 名 所 在 地 代 表者名 創立年 従業員数 事 業 内 容
決算(単位|00万㍑膓影 ド)

総売上高/純 益

CPT

Corporation

8100MitchellRd.

P.0.Box295

Minneapolis,

MN55440

U.S.A.

(612)937-8000

DeanF.

Scheff

1971 1,368 プ リン タ ー

ソフ トウ ェ ア

ワ ー ド ・プ ロ セ ッサー

82年6月

$145/$16

CrayResearch

lnc.

6082ndAve.

S.Minneapolis

MN55402

U.S.A.

(612)333-5889

J.A.

Rollwagen

1972 4,300 大 型 コ ン ピ ュー タの デ

ザ イ ン,製 造,販 売

ソ フ トウ ェア

主 な機 種ICray-1

(高 速 処 理 コ ン ピ ュー

タ)

82年12月

$141/$19

Cullmane

Database

Systems,lnc,

400BlueHillDr.

Westwood

MAO2090

U.S,A.

(617)329-7700

JohnJ.

Cullinane

1968 275 リモー ト ・コ ン ピ ュー

テ ィ ン グ ・サ ー ビ ス,

バ ッ チ

ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ

ー ジ

IDMS(ソ フ トウ ェ

ア ・マ ネ ジ メ ン ト・シ

ス テ ム)

CULPRIT(リ ポー ト

・ジ ェ ネ レー ター)

IDMS-DC(テ レプ ロ

セ ッ シ ン グ ・モ ニ タ

ー)

ONLINEQUERY

(照 会)等

82年4月

$49/$7.6

Data

Communications

Corporation

3000Directors

Row,Memphis

TN38131

U.S,A.

NorfleetR.

Turner

1969 385 リモ ー ト ・コ ン ピ ュー

テ ィ ン グ ・サ ー ビ ス

専 門 サ ー ビ ス

ター ン ・キ ー ・シ ス テ ム

(CoreLaboratories,

Inc.の 子 会 社)

82年12月

($117)/($3.5)

DataGeneraI

Corporation

4400Computer

Drive

Westboro

MAO1580

U.S.A.

(617)366-8911

EdsonD.de

Castro

1968 14,625 DECに 次 ぐ ミニ コン

の大 手

小 型 コ ン ピュ ー タ

(Nova,Eclipse,CS

シ リー ズ)

マ イ ク ロプ ロセ ッサ ー

周 辺 装 置

システム ・ソフ トウ ェア

81年9月

$806/$24.6

DataResources,

hc.

29HartwellAve.

Lexingtgn

MAO2173

U.S.A.

(617)861-0165

JosephE.

Kasputus

1968 (14,226)デ ー タ ・バ ン ク

ソ フ トウ ェ ア

コ ンサ ル テ ィ ン グ

商 品情 報

(McGraw・Hillの 子 会

社)

81年12月

($1,193)/($110)
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II主 要国の情報化と情報産業

企 業 名 所 在 地 代 表者 名 創立年 従業員数 事 業 内 容
決算(単蜘o万 期 ㌫)

総売上高/純 益

DataTerminal 124ActonStreet Warren 1970 1,810 ECR機 器 82年1月

Systems,hc. Maynard Tyler POSタ ー ミナ ル $118/△$2.9

MAO1754

U.S.A.

(617)897-3221

Datacrown 650McNico11Ave. RichardG. 1971 1,100 テ レ プ ロ セ ッ シ ン グ ・

Limited Willowdale Taylor ネ ッ トワー クを介 した

OntarioM2H2E1 バ ッチ お よ び リモ ー ト

Canada ・コ ン ピュ ー テ ィン グ

・サ ー ビ ス
,フ ァシ リ

テ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト

(CrownLife

InsuranceCoづLtd.

の子会社)

DatagraphiX,lnc. P.0.Box82449 EdwardT. (1952)(81,000) COMリ コー デ ィン グ 81年12月

SanDieg・ Keating のパ イオニ ア ($5,063)/($124)

CA92138 リコ ー ダー,プ ロ セ ッ

U.S.A. サ ー,リ ー ダ ー ・プ リ

(714)291-9960 ン ター,カ ッ タ ー,ソ

フ トウ ェ ア

(GeneralDynamics

Corp.の 子 会 社 〉

Datapoint 7900CallaghanDr. Harold 1968 6,824 オ フ ィス ・オー トメー シ ョン 82年7月

Corporation SanAntonio 0'Kelley
一 、・シ ス ァム
,ロ ー カル ・不 ッ $508/$2.4

TX78284 トワー ク ・シス テム

U.S.A. ソ フ トウ ェア

(512)699-7000 分散データ処理システム

ARC(Attached

ResourceComputer)

音声通信管理用 のイン

フ ォ ・ス イ ッチ ・シ ス

テ ム ・シ リー ズ

ISX(音 声/デ ー タ

交換 システム)

Dataproducts 6200CanogaAve. GrahamTys・n 1962 4,500 プ リンターお よびメモ 82年3月

Corporation WoodlandHi11s (Chairman) リー 製 品,ラ イ ン ・プ $269/$6.6

CA91365 リ ン ター,コ ア ・メモ

U.S.A. リー,通 信 ター ミナ ル,

周 波数 分割 マルチ プレ

クサ ー,プ リ ン ター ・

コ ン ポ ー ネ ン ト

DatasaabAB Box11150 HakanLedin 1977 3,395 ATCシ ステム 80年

16111Bromma リア ル タイ ム ・コ ン ビ $247/△$35

Sweden ユ ー タ,デ ィス プ レ イ,

(08)802020 デ ー タ ・ター ミナ ル ・
、 一

ン ス ア ム,

分散 処理のための ビジ

ネ ス ・シ ス テ ム,オ フ

コン等
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企 業 名 所 在 地 代 表 者名 従業員数 事 業 内 容
決算(単位|00万㍑ 元㍑ ド)

創立年
総売上高/純 益

DATEV Paumgartnerstrasβe HeinzSebiger 1966 1,479 14の コ ン ピ ュー タ ・セ 81年

informiert 6-14 ン ター を介 して,会 員 DM209/一

8500NUrnberg80 へ のブ ックキ ー ピン グ,

DATEV1, EDPア カ ウ ン テ ィ ン

Zentrale グ,デ ー タ ・トラ ンス

WestGermany ミ ッ シ ョ ン ・サ ー ビ ス,

(0911)2761 バ ッチ

(非営利機関)

DecisionData 100WitmerRoad RichardJ. 1969 501 1,BMコ ン パ テ ィプ ル 82年11月

Computer Horsham Schineller ～1
,000 周辺装置機器 $74.3/$3.8

Corporation PA19044 ラ イ ン ・プ リ ン ター,

U.S.A. パ ン チ ・カー ド機 器,国

(215)674-3300 内 メン テ ナ ン ス ・サ ー

ビス

DiabloSystems, 245001ndustria1 J・sephSanchez 1969 プ リン ター お よ び ター

lnc. Blvd.,Hayward ミナル等 の周辺装 置

CA94545 (XeroxCorp,の 子 会

U,S,A. 社)

(485)786-5000

DialCorporation 207NinthStreet RichardJ, 2,425 データ処理 サー ビス 80年

DesMoines Brinkman $173/一

IA50309

U.S.A.

(515)243-2131

Dialcom,lnc. 1109SpringSt. RobertF. 1970 100 電 子 メ ー ル ・シス テ ム

SilverSpring Ryan デ ー タベ ー ス ・マ ネ ジ

MD20910 メ ン ト

U.S.A. ワー ド ・プ ロセ ッ シ ン

(301)588-1572 グ ・シス テ ム,タ イム

シェア リング ・サ ー ビ ス

Dialoglnformation 3460HillviewAve. RogerK. 1972 150以 上 の デ ー タベ ー

Services,lnc. PaloAlto Summit スをア クセ スす るオン

CA94304 ライン情報サー ビス

U,S.A. (LockheedCorp.の

(415)858-2700 子会社)

Diebold 818MulberryRd. EarlF. 1876 6,416 TABS(総 合 自動バ 82年12月

lncorporated S.E.Canton Wearstler ン キ ン グ ・シ ス テ ム) $428/$41

OH44711 ATM

U.S.A. TABSネ ッ トワー ク ・

(216)489-4071 コン トロ ー ラ ー

TABSタ ー ミナ ル ・

ソフ トウ ェ ア

Digicon,lnc. 3701KirbyDr. EdwardR. 1969 2,000 リ モ ー ト ・ コ ン ビ ュ ー 82年7月

Houston,TX77098 Prince,Jr. テ ィン グ ・サ ー ビス $163/$10

U.S.A. バ ッチ

(713)526-5611
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決算(単位|00万㍑元形 ド)
企 業 名 所 在 地 代 表者名 創立年 従業員数 事 業 内 容

総売上高/純 益

Digital 11717Exploration 0.Gene 1971 501 デー タ交換マル チプレ 82年9月

Communications Lane Gabbard ～1
,000 クサ ー $588/$34

Corp. Germantown CP9000通 信 プ ロ セ ッ

MD20767 サ ー

U.S.A. (M/A-COMInc.の

(301)428-5500 子会社)

Digital 129PakerSt. KennethH, 1957 58,000 世 界 最 大 の ミニ コ ン ・ 82年6月

Equipment Maynard Olsen メー カー $3.881/$417

Corporation MAO1754 全世 界 に210,000以 上

U.S.A. の システムが 設置され

(617)897-5111 て い る。

他 に 、マ イ ク ロ コン ビ

ユ ー タ,小 型 お よ び 中

型 ビ ジ ネス ・シ ステ ム,

ター ミナ ル,ソ フ トウ

エア,ロ ジ ッ ク ・モ ジ

ユール等の周辺装 置

Digital 11425Sorrento CharlesJ. 1968 51～ IBMコ ン ピ ュ ー タ向 80年

Scientific ValleyRoad Hart 100 け ソ フ トウ ェ ア $7/－

Corporation SanDieg・ 中 型 お よび ス ー パ ー ミ

CA92121 二 ・ク ラス の タ イ ム シ

U.S.A. エア リン グ ・コ ン ピュ

(714)453-6050 一 夕

(デ ー タ ・エ ン トリー,

検 索,デ ー タベ ー ス 管

理,ワ ー ドプ ロ セ ッサ

一 用)

Documationlnc, 150WickhamRd. Richard 1970 2,001 独立系 カー ド装置 メー 80年

Melbourne Ralston
～5
,000 カーの最大手 $50以 上/一

FL32901 (40,000台 以 上 設 置)

U.S.A, インパ ク ト・プ リ ン ター

(305)725-5520 カー ド リー ダ ー

(Storage

TechnologyCorp.

の子会社)

Durango 3003N.1stSt. George 1977 155 高性能 デスク トップ ・ 80年3月

Systems,lnc. SanJose, Comstock コ ン ピュー タ $12/一

CA95134

U.S.A,

(408)946-5000

Dysan 5201Patrick C.Norman 1973 2,600 デ ィス ケ ッ ト, 82年10月

Corporation HenryDr. Dion デ ィス ク ・パ ッ ク, $143/$9

SantaClara カ ー ト リッ ジ

CA95050 テス ト機器

U.S.A,

(408)988-3472
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企 業 名 所 在 地 代表 者名 創立年 従業員数
'事 業 内 容 決算(単位|00万㍑元㍑ ド)

総売上高/純 益

EastmanKodak

Company

343StateSt,

Rochester

NY14650

U.S.A.

(716)325-2000

ColbyH,

Chandler

1901 136,400 コ ン ピ ュ ー タ ・ア ウ ト

プ ッ ト ・マ イ ク ロ フ ィ

ルマ ー

マ イ ク ロ フ ィル ム ・カ

メ ラ,プ ロ セ ッサ ー,

リー ダー,フ ィ ル ム,

82年12月

$10.815/$1,162

EatonPrinter

Products

Technical

ResearchPark

Riverton

WY82501

U.S.A.

(307)856-4821

一 1971 101

～200

ドッ ト・マ ト リッ ク ス ・

プ リン タ ー お よ び プ リ

ン ター 機 器

ElbitUSA,lnc, 1350Ave.ofthe

Americas

NewYork

NY10019

U.S.A.

(212)887-1511

BennyPeled 1963 (1,700) ミニ コ ン ピュ ー タの 開

発,デ ザ イ ン,製 造,

マ ー ケ テ ィン グ

(ElbitComputers,

Ltd.〔 イス ラ エル 〕 の

子 会 社)

81年3月

$73・$0.9

Electronic

Associates,lnc.

185MonmouthPkwy,

W.LongBranch

NJO7764

U.S.A.

(201)229-1100

EdwardA.

Petko

1945 862 アナ ロ グ お よ びハ イ ブ

リッ ド ・コン ピ ュー タ

の パ イ オ ニ ア

ア ナ ロ グ/デ ィ ジ タル ・

コ ン ピ ュ ー タ

82年1月

$47/$1.9

ElectronicData

Systems

Corporation

7171ForestLane
i

Dallas,TX75230

U.S.A.

(214)661-6000

H,RossPerot

(Chairman).

1962 9,343

('79)

ミニ コ ン ピュ ー タ ・シ
ー

ス ア ム

デ ー タベ ー ス ・マ ネ ジ

メ ン ト ・シ ス テ ム

イ ン フ ォ メ ー シ ョン ・

ハ ン ドリン グ ・シ ス テム

81年6月

$510/$47

日ectronic
.

Memories&

Magnetics

Corporation

16000Ventura

Blvd.Suite1727

Encino,CA91436

U.S.A.

(213)995-1755

TrudeC,

Taylor

1969 3,400 セ ミコ ン ダ クター お よ

び コア ・メ モ リー

ミニ コ ン ピュ ー タ

マ イ ク ロ コン ピ ュー タ

82年12月

$87/$0.9

Epicom,lnc, 411JosianeCourt

Altamonte

Springs,FL32701

U.S.A.

(305)331-1640

WilliamR.

Adams

1975 50以 下 デー タ通信デ ィジタル・

テス ト機器

各種 ライン ・モニター

を含む 技術 コン トロー

ル機器

81年7月

$1.2/－

Equifax,lnc. 1600PeachtreeSt,

N.W.,Atlanta

GA30309

.U.S.A,

(404)885-8000

W.LeeBurge

(Chairman)

1913 11,059 バ ッチ処理

(業界専用)

82年12月

$437/$12.2
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企 業 名 所 在 地 代表 者名 創立年 従業員数 事 業 内 容
決算(単御 崎 梁 勾

総売上高/純 益

Extel 4000Commercia1 KennethR. 1964 1,001 ター ミナ ル の 販売,レ
Corporation

Ave. Anderson ～2
,000 ンタルお よびサ ービス

Northbrook (英 のNorthern

IL60062 EngineeringInd.,

U.S.A. Ltd.の 子 会 社)

(312)291-2500

Fabri-Tek,lnc. 6900ShadyOak M.F. 1957 DECPDP-11シ リー 83年1月

Rd.EdenPrairie Mickelson ズ向 けのア ド ・オンお ($223)/($8.8)

MN55344 よ び ア ド ・イ ン ・メ モ

U.S.A. リー 、 キ ャ ッ シ ュ/バ

(612)941-9100 ッ フ ア ・メ モ リー

(82年2月,CTSCorp,

に吸収 される)

FacitAB Luxbacken1 AndersScharp 1922 7,000 ペ ー パ ー ・テ ー プ,パ 81年12月

S/10545 ンチ,テ ー プ ・リー ダ 単 位:ク ロー ネ

Stockholm 一
,カ セ ッ トお よび カ (26,595)/(961)

.Sweden 一 ト リッ ジ ・テ ー プ 機

(08)738-6000 器

(Electroluxの 子会 社)

FIDUCIA Dieserster1 367 NIS 80年

Datenverar一 D-7500 バ ッチ ($34.9)/($0.02)

beitungAG Karlsruhe41

WestGermany

FinancialData 763NewBallas WilliamW. 1968 250 オ ン ライ ン ・サ ー ビス

Systems,lnc. RoadSouthSt. Canfield (FDSOnLineThrift

Louis,MO63141 System)

U.S.A. ター ン キ ー ・シ ス テ ム

(ThriftResourcesの

子会社)

Floating 3601SW LloydD. 1970 1,001 ア レ イ ・プ ロ セ ッサ ー 82年10月

PointSystems, MurrayBlvd. Turner ～2
,000 の製造,販 売 $86.6/$11.5

lnc. Beaverton

OR97005

U.S.A.

(503)641-3151

FloridaData 600DJohnRodes JamesW. 1979 85 EDP,ワ ー ドプ ロ セ

Corp. Blvd.,Melbourne Adkisson ッサ ー 用 ハ イ ス ピー ド

FL32935 ・マ ト リッ ク ス ・プ リ

U.S.A. ン ター

(305)259-4700

FloridaSoftware P.0.Box2269 GreggPace 1968 201 ソフ トウ ェア ・プ ロ ダ

Services,lnc. Orland' ～500
ク ト

FL32802 リモ ー ト ・バ ッチ 処 理

U.S.A.
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事 業 内 容
決算(単位100万㍑元㍑ 己

企 業 名 所 在 地 代 表者名 創立年 従業員数
総売上高/純 益

Formation,lnc. 823EastgateDr. ArthurD. 1970 400
－

Formation4000シ ス ァ

Mt,Laurel Beard ムお よび周辺装置

NJO8054 TMS(ト ラ ンザ ク シ

U.S.A. ヨ ン ・マ ネ ジ メ ン ト ・

(609)234-5020 システム)

分.散処理 システム

ミニ コ ン ピュ ー タ

Four・Phase 10700North LeeL.Boyse1 1969 3,748 ク ラ ス ターCRTタ ー 81年12月

Systems,inc. DeAnzaBlvd. ミナ ル ・シス テ ム,ミ $234/$7.1

Cupertino ニ コ ン ピ ュー タ,周 辺

CA95014 装 置,オ ン ラ イ ン ・デ

U.S.A. 一 タ ・エ ン ト リー お よ

(408>255-0900 び検索用の ソフ トウェ

ア,キ ー ツー ・デ ィ ス

ク ・デ ー タ ・エ ン ト リ

一 ,リ モ ー ト ・バ ッ チ

処理 システム等

(82年,Motorola社 に

吸収 される)

General 1055S.E.St. Leonard 1967 3,000 コ ン ピュ ー タ通 信,デ 82年7月

Automation,lnc. Anaheim Mackenzie 一 タ管理のアプ リケー $99/△$5.3

CA92803 シ ョ ン向 け シス テ ム ・

U.S.A. ソフ トウ ェア

(714>778-4800 ミニ コ ン ピ ュー タ

General 3135Easton JohnF. 1892 404,000 広.範囲な電子機器の大 82年12月

ElectricCo. Turnpike Welch,Jr. 手 メー カー $26.500/$1,817

Fairfield

CTO6431

U.S.A.

(203)373-221・1

GeneralElectric GEDrive Kenneth 1959 1,500 テ レプ リ ン ター 82年12月

Data Waynesboro Anderson (Dept.)～2 ,000 ラ イ ン ・プ リ ン ター ($26,500)/($1,817)

Communications VA22980 通信制御

ProductsDept, U.S.A. デ ィスク

(703)949-1000 (GeneralElectric

Co.の 一 部 門)

Genera|Electric 401North GregoryJ. 1964 5,000 タ イ ム シ ェ ア リン グ

lnformation WashingtonSt. Liemandt 以上 ネ ッ トワー キ ン グ

Servision Rockville リモー ト・バ ッチ ・デ ー

Division MD20850 タ処理 サー ビス

U.S.A. (GeneralElectric

(301)340-4000 Co.の 一 部 門)

General 1775Broadway FrankG. 1923 28,300 半 導 体,POS,通 信 82年2月

lnstrument NewYork Hickey システム,CATV関 $957/$90

Corporation NY10019 連機器

U.S.A.

(212)974-8700
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事 業 内 容
決算(単位mO万;窒7影 ド)

企 業 名 所 在 地 代 表者名 創立年 従業員数
総売上高/純 益

Geveke Kabelweg25 Dr.A.H.J. 1870 5,000 デ ィスプ レイお よびプ 80年12月

Elektronicabv P,0.Box652 Risseeuw 以.ヒ リン ター ・タ ー ミナ ル ($4,749)/($76.6)

1000AR イ ンテ リ ジェ ン ト ・タ

Amsterdam 一 ミナ ル
,周 辺 装 置

Netherlands デー タ通信機器および

(020)582-9111 ネッ トワー ク機器

(SHVTradingCo.

の子会社)

GFl 18ave,deropera 905 ソ フ トウ ェア ・パ ッケ 80年

(Gr。upement 75001Paris 一 ジ,バ ッチ,プ ロ グ $50.7/$0.1

FRCS. France ラ ミン グ

d'lnf。rmatique)

Gouldlnc. 10GouldCenter WilliamT. 1928 28,776 32ビ ッ ト ・ミニ コ ン ビ 82年12月

RollingMeadows Ylvisaker ユー タ $1.640/$90.5

IL60008 /調辺装置

U,S.A, ソ フ トウ ェア

(312)640-4000

Graphic 329AlfredAve, Barry 大手通信サー ビス会社 81年6月

ScanningCorp. Teaneck Yampol デー タ処理/通 信サー $65/$12.4

NJO7666 ビ ス

U,S.A, 子 会 社GraphnetInc.

(201)837-5100 の付加価値通信ネ ッ ト

ワー クは48州 を カバ ー

Greyhound GreyhoundTower OlieE. 1966 200 コン ピ ュー タの リー ス 81年12月

Computer Phoenix,AZ85077 Swanky および販売 $78.2/$13.1

Corporation U.S,A. 機器の ファイナ ンス

(602)284-2900 (GreyhoundCorp.の

子会社)

GrummanData 1111StewartAve, RobertA. 1970 1,000 システムおよびソフ ト 82年12月

Systems Bethpage Nafis ～2
,000 ウ ェ ア ・デザ イ ン ($2,057)/(33)

Corporation NY11714 コン ピ ュー タ機 器 メ ン

U,S.A. テナンスおよびサー ビ

(516)575-6200 ス,フ ァ シ リテ ィ ・マ

ネ ジ メ ン ト・シ ス テ ム,
」

マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ッ ク

(GrummanCorp.の

子会社)

GTETelenet 8229BooneBlvd. J.David 1972 500 パケ ッ ト交換デー タ通 82年12月

Communications Vienna Hann ～1
,000 信サー ビス ($12,066)/($836)

Corp. VA22180 私 設デー タ・ネ ッ トワー ク

U.S.A. テ レ メー ル,電 子 メー

(703)442-1000 ル(GTECorp.の 子 会 ・

杜)
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企 業 名 所 在 地 代 表者 名 創立年 従業員数 事 業 内 容
決算(単刷0万 甥 影,)

総売上高/純 益

HarrisCorp, 2101W.Cypress Howard 1967 (24,100>ス ー パ ー ・ ミニ コ ン ビ 82年6月

Computer CreekFt. Thrailkill ユー タ ($1,719)/($75.5)

SystemsDivision Lauderdale (V.P.& 各種周辺機器

FL33309 Gen.Mgr.) ソフ トウェ ア

U.S.A. Harris80,100,300,

(305)974-1700 500,800シ ス テ ム

(HarrisCorp.の 一 部

門)

HarrisCorp. 16001DallasPkwy. ElliotJames 1968 2,000 分散処理 システム,リ

lnformation Dallas,TX75240 (V,P.& ～5
,000 モ ー ト ・バ ッ チ ・ タ ー .

Terminals U.S.A. Gen.Mgr.) ミナル

Group (214)386-2000 イ ン タ ラ クテ ィブ ・タ

一 ミナ ル ・シス テ ム

(HarrisCorp.の 一 部

門)

Hazeltine Commack SalJ.Nuzzo 1924 2,700 ビデ オ ・デ ィス プ レ イ ・ 82年12月

Corporation NY11725 ター ミナ ル $125/$0.6

U.S.A. (マ イ ク ロプ ロセ ッサ

(516)462-5100
一 ・ベ ー ス

,テ レ タ イ

プ ・コン パ テ ィプ ル)

HeathCompany BentonHarbor W川iamE. 1927 マ イ クロ コン ピ ュー タ・ 82年12月

MI49022 Johnson
一

シ ス ァ ム ($1,239)/(△$22)

U.S.A. ビ デ オ ・デ ィス プ レイ ・

(616)982-3200 ター ミナ ル,プ リン タ

一
,モ デ ム

(ZenithRadioCorp,

の子 会社)

Hendrix 670N. AltonP. 1969 350 ワ ー ドプ ロ セ ッサ ー お 80年9月

Electronicslnc, CommercialSt. TriPP よびデー タ通信用O・C $25/一

Manchester Rペ ー ジ ・り一 ダ ー,

NHO3103 テキス ト編集 システム

U.S.A.

(603)669-9050

HermesPrecisa 8,ruedes FritzW. 1814 2,000 小 型 オ フ ィス ・コ ン ビ

lnternational Pecheurs Meyer ～5
,000 ユー タとOEM機 器の

S.A. CH-1400Yverdon 製造,販 売

Switzerland

(024)2123-31

HewletわPackard 3000HanoverSt. DavidPackard 1947 64,000 ス モー ル ・コ ン ビ ュー 82年10月

Company PaloAlto (Chairman) タ,コ ン ピ ュ ー タ ・シ $4.254/$383

CA94304 ス テ ム,周 辺 装 置,ソ

U,S.A. フ トウェア、 計算機

(415)857-1501 テ ス ト機 器,CRTデ ィ

スプ レイ
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企 業 名 所 在 地 代 表者名 創立年 従業員数 事 業 内 容
決算(単位100万5:努崇;己

総売上高/純 益

Honeywe‖,lnc. HoneywellPlaza E.W.Spencer 1927 4,062 各 種 コ ン ピュ ー タ、 周 82年12月

Minneapolis (Chairman) 辺装 置,通 信制御装置, $5.490/$273

MN554`40
'

コ ン トロ ー ル機 器

U.S.A. 、

(612)870-5200

Honeywell 200SmithSt. StephenG. 17,000 小型,中 型お よび大型 82年12月

lnformation Waltham Jerritts コ ン ピ ュー タ ・シス テ $1.685/$80

Systems,lnc. MAO2154 ム,ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ,

U.S.A. 周辺装置,デ ー タ通信

(617)895-6000 機 器,ソ フ トウ ェア

メンテナ ンス ・サ ー ビ ス

EDPサ プライ

タ イム シ ェア リン グ

(HoneywellInc.の 子

会社)

HoskynsGroup AfricaHouse T.G. 1964 800 本 体,ミ ニ,マ イ ク ロ 82年12月

Ltd. 64/78Kingsway Pounall コ ン ピ ュー タ ($3,526)/($91.6)

LondonWC2B6BL ア メリカ進 出で成功

U.K. (MartinMarietta

(01)242-1951 DataSystemsの 子会社)

lnfodata 30AStateSt. RonaldA. 1968 101 INQUIRE

Systems,lnc. Pittsford Furman ～200
(IBM370/303X向 け

NY14534 デ ー タベ ー ス ・マ ネ ジ

U.S,A. メ ン ト ・シス テ ム)

(716)381-7430 IQ/Net

(4300シ リー ズ向 け 分

散 デ ー タベ ー ス ・シ ス

テム)

コ ンサ ル テ ィ ン グ

lnfo.Systems 2500Mission GeorgeT. 1967 140 Univac1100シ リー ズ

Design,lnc. CollegeBlvd. Steely,Jr, を介 し た りモー ト ・コ

SantaClara ン ピュ ー テ ィ ン グ ・サ

CA95054 一 ビス
,エ レ ク ト リカ

U,S.A. ル ・エ ン ジニ ア リン グ

(408)727-8100 ・サ ポー ト,グ ラ フ ィ

ッ ク,デ ー タベ ー ス ・

ア プ リケー シ ョン

lnforex,lnc. 186Middlesex JohnL.Hale 1968 1,050 デ ー タ ・エ ン ト リー ・ 79年12月

Tpke.
一

シスァム $62/△$31

Burlington 分散処理 システム ($508)/(△$2.4)

MAO1803 (80年9月,Datapo・

U.S.A. intCorp.に 買 収 され

(617)272-6470 る)

lnformatiCS,hc. 21031VenturaBlvd. Dr.WalterF. 1971 2,600 ソ フ トウ ェ ア ・プ ロ ダ 81年12月

WoodlandHills Bauer ク ト $150/$5.1

CA91364 専 門サー ビス

U.S.A. 情報処理サー ビス

(213>887-9040
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決算(単位100万㍑元㍑ ド)
企 業 名 所 在 地 代 表者名 創立年 従業員数 事 業 内 容

総売上高/純 益

lnformation 5933SlausonAve. AlfredL. 1962 425 自動割イ寸け システム 82年4月

lnternatiOnal, CulverCity Fenaughty $19/$1.9

lnc, CA90230

U.S.A.

(213)390-8611

lnformation 95ChestnutRidge LeoKornfeld 1965 290 デー タ処理 システム 80年4月

Science,lnc. Rd.,Montvale バ ッチ $17/一

NJO7645 IMS

U.S.A. ミニ コ ン ピ ュー タ

(201)391-1600

lnsacSoftware, 2300PeachfordRd. JosephGanem 1977 51 ソ フ トウ ェ ア

lnc. Suite3235Atlanta ●SHADOWII

GA30338 (テ レプ ロセ ッシ ン

U.S.A, グ ・モ ニ ター)

(404)452-7676 ●QUOTAII

(SPMラ イブ ラ リー

・シス テ ム)

●GUTS

(タ イ ム シェ ア リ ン

グ)な ど

(lnsac,Inc.の 子 会 社)

lnteCom,lnc. 6011ntecomDr. C.M.Bowen 1979 201 IBX(音 声 およびデー 82年12月

Allen,TX75002 ～500 タ通信用の交換機) ($103,649)/

U,S.A. InteNet(ロ ー カ ル ・ネ ($4,185)

(214)233-0566 ッ トワー ク)

(Exxonの 子 会 社)

lntel 3065BowersAve, AndrewS. 1968 17,700 セ ミコ ン ダ ク ター ・メ 82年12月

Corporation SantaClara Grove モ リー ・テ ク ノ ロ ジ ー $899.8/$30

CA95051 お よびマ イ クロプ ロセ

U,S.A. ッサー の大 手 メー カー,

(408)987-8080 メモ リー ・コ ン ポー ネ

ン ト ・マ イ ク ロ プ ロ セ

ッサ ー ・コ ン ポー ネ ン

トお よ び シ ス テ ム ・ソ

フ トウ ェ ア,D .BMS

lnteractiveData 486Totten CarlWolf 1969 1,300 国内 タイムシェア リン 81年12月

Corporation PondRoad グ ・ネ ッ トワ ー ク ($1,772)/($412)

Waltham
、

キ ャ ッシ ュ ・マ 不 ジ メ

MAO2154 ン ト,EFTS

U.S.A. (ChaseManhattan

(617)890-1234 C・rp.の 子 会 社)

lnternational Armonk, JohnR.Opel 1911 364,796 世 界'最 大 の コ ン ビ ュー 82年12月

Business NY10504 タ ・ メ ー カ ー $34.364/$4,409

Machines U.S.A.
コ ン ビ.ユ ー タ ・シ ス テ

Corporation (914)765-1900
ム,周 辺 機 器,デ ー タ

通信機器,ソ フ トウェ
1
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ll主 要 国の情報化と情報産業

企 業 名 所 在 地 代 表 者名 創立年 従業員数 事 業 内 容
決算(単位100万;㌻努影 ド)

総売上高/純 益

(IBM) ア,メ ン テナ ン ス ・サ ー

ビ ス,コ ピー 機

電子 タイプ ライ ター

lnternatiOnal 475VirginiaDrive HansNichol 1911 処理サー ビス

Computaprint FortWashington 出版,印 刷,電 話

Corporation PA19034 企業へのDBMS

U,S.A,

lnternational ICLHouse,Putney E.P.Chappell 1907 33,087 各 種 コ ン ピュ ー タ ・シ 82年9月

ComputersLtd. LondonSW151SW (Chairman) ステム,周 辺装置,デ $1.170/$19.9
'

(ICL) England 一 タ通 信 ター ミナ ル
,

(01)788-7272 デ ー タ ・エ ン トリー 機

〔アメ リカの子 会社〕 器,ソ フ トウ ェ ア,

415E,Airport T.J. シ ス テム ・エ ン ジ ニ ア

Freeway,Irving Woodhill 1968 リン グ

TX75062 POS

U,S.A.

(214)258-8525

lnternational 320ParkAve皿e RandV. 1968 324,000 ア メ リカを除 く世 界へ 82年12月

Telephone& NewYork Arasko9 電話装置を販売 $15.958/$703

TelegraphCorp. NY10022 ア メ リカの国際テ レッ

U.S,A. クス通信

(212)752-6000 デ ー タ通 信,シ ス テ ム、

テ レ プ リン ター,タ ー

ミナ ル,モ デ ム

lntersil,lnc, 10710N. Dr.OrionL. 1968 4,000 IBMコ ン ピュ ー タ 向 け

TantauAvenue Hoch ア ド ・オン半導体 メイ

Cupertino ン ・メ モ リ ー

CA95014 半 導 体 モ ジュ ー ル,メ

U.S.A. モ リー ・シス テ ム,マ

(408)996-5000 イ ク ロ プ ロセ ッサ ー

lPLSyミtems, 1370MainSt, StevenJ. 1973 187 IBM4300シ リー ズ同 81年12月

lnc. Waltham.MAO2254 Ippolito 等 のブラコン中型汎用 $17/$2.1

U.S,A. コン ピュー タ

(617)890-6620

lTTDomestic 2Broadway フ ァクシミリ伝送(48

Transmission NewYork 州 内に6カ 所のセ ン タ

Systems,lnc. NY10004 一)

U.S.A. VAC

Keane 210CommercialSt. John.F.Keane 1967 512 プ ロ グ ラム ・ス トラ ク 82年12月

lnc、 Boston.MAO2109 チ ャー ・テ ク ノ ロ ジ ー $17.6/$0.3

U.S.A. デー タ処理サービス

(617)742-5210 専門サー ビス

Keydata 108WaterSt. WilliamH. 1962 200 オ ン ラ イ ン ・リア ル タ 82年7月

Corporations Watertown McMorrow イム ・サ ー ビス $9.1/△$3.7

MAO2172 (顧客のオフィスにあ

U.S.A. るター ミナルを介 した

(617)924-1200 サ ー ビス)
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第皿部'83世 界情報化事典

決算(単位100万与告元影 ド)
企 業 名 所 在 地 代 表者名 創立年 従業員数 事 業 内 容

総売上高/純 益

Kienbaum AhlfelderStr.47 Gerhard 1945 350 コ ンサ ル テ ィ ン グ 80年

lnternational D-5270 Kiembaum DM53/一

Gummersbach1

WestGermany

(02261)703-0

Kienze|ApParate Postfach1640 J.Kienzle, 1929 8,500 中型EDPシ ス テ ム,

GmbH D-7730Viningen H.Kienzle 以上 小 型 ビ ジ ネ ス ・コ ン ビ

WestGermany ユー タ,ミ ニ コ ン ピ ュ

(07721)86-1 一 タ

LanierBusiness 1700Chantilly GeneW. 1959 4,036 ワー ドプ ロセ ッサ ー の 82年5月

Products,lnc. Dr.N.E. Milner 製造,開 発,販 売 $350/$25.9

AtlantaGA30324 その他 ビジネス機 器

U.S.A.

(404)329-8000

LearSiegler, 714N.Brookhurst WilliamA. 1972 5,000 汎用CRTデ ィスプ レ 82年6月

lnc./ Anaheim Terry 以上 イ ・タ ー ミナ ル,中 速 マ ($1,487)/($72)

DataProducts CA92803 トリックス ・プ リン ター

U.S.A. (LearSiegler,lnc.の

(714)774-1010 一部)

Litton 360N.Crescent FredW. 1953 76,700 電子計算機等のビジネ 82年7月

lndus↑ries,lnc・ Dr. 0'Green ス機器,電 子 キャッシ $4.942/$315.

BeverlyHills ユ ・レ ジ ス ター,POS

CA90210 シ ス テ ム,プ ロ グ ラ ミ

U.S.A. ン グ,ソ フ トウェア 開発

(213)273-7860

Lockheed 3251HonoverSt. Dr.Roger ソ フ トウ ェア 82年12月

lnformation PaloAlto Summit 情 報検索サー ビス ($5,613)/($207)

Systems CA94303 (Pr・gram (LockeedCorp.の 一

U.S.A. Director) 部)

LogicaHoldings 64NewmanSt, PhilipHughes 1873 リアル タイムお よび通 81年

Ltd. LondonWIA4SE (Chairman) 信 シ ス テ ム ・ハ ー ドウ ($26.4)/($1.7)

England エア ・シ ス テム

(01)637-9111 DPお よ び シ ス テム ・

ソ フ トウ ェ ア

DPコ ンサルティング

Logicon,lnc. 3701SkyparkDr. JohnR. 1961 903 専 門サ ー ビス 82年3月

Torrance Woodhu11 システム機器 の製造, $61/$2.5

CA90505 販 売,デ ザ イ ン,開 発,

U.S.A. メ ンテ ナ ンス,プ ロ グ

(213)373-0220 ラ ミン グ

コンピュー タ周辺装置

機器

Magnuson 29020rchard C.S.Strauch 1977 481 IBMシ ス テム360, 82年12月

Computer Pkwy.SanJose 370,4300コ ンパ チ ィ ブ. $28/△$36.6

Systems|nc、 CA95134 ル 中型 コ ン ピ ュー タ ・

U.S.A,
一

シ ス ァ ム

(408)946-8100
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H主 要国の情報化と情報産業

企 業 名 所 在 地 代 表者名 創立年 従業員数 事 業 内 容
決算(単位|00万㍑ 多二3ド)

総売上高/純 益

Management 560LexingtonAve. ReymondP, 1957 5,629 BasicFourビ ジ ネ ス ・ 82年12月

Assistance,lnc. NewYork Kurshan コ ン ピュ ー タ ・シス テ $358/$7.5
(MAI) NY10022 ムの 製造,販 売 メンテ

U.S,A. ナ ン ス ・サー ビ ス

(212)909-1400 ソ フ トウ ェ ア

Management 3445PeachtreeRd. WilliamM. 1963 1,002 ソフ トウェア ・パ ッケー ジ 82年12月
Science N.E.Atlanta Graves IBM,Burroughs, $101/$9
America,lnc. GA30326 DEC,NCR,Amdahl,

U.S.A. Univac,Honeywellの

(404)262-2376 コ ン ピ ュー タ向 け の プ

ロ グラム を提供

Management 71Gloucester DavidGomes 1966 51～ 主な製品
Systems Place deCosta 100 ・DATAMANAGER

&Programmin9 LondonWIH3PF デ ー タ ・リ ソー ス管

Ltd. U.K. 理用 デー タ ・デ ィ クシ

(01)486-3947 ヨナ リー ・シス テ ム

・JECTMANAGER

リソー ス管i理 システム

・TESTMANAGER

・DESIGNMANAGER

Manhesmann Postfach2969 Dr.Christian 1972 501 ラ イ ン ・プ リン ター 81年12月
TallyGmbH 7900Ulm Ullrich ～1

,000 マ トリックス・プ リン ター (DM13,110)/
WestGermany

(西 独Mannesmann (DM182)
(07308)80-1 AGの 子会社)

Manufacturing P.O.Box986 KennethR. 1969 865 コ ン ピ ュー タ に よ る 製 81年12月

DataSystems, 4251PlymouthRd. Stephanz 造業「向けNCテ ー プの ($5,783)/($1,266)
lnc. AnnArbor DonaldW, 作成(タ イム シェア リ

MI48015 Feddersen ン グ ・ベ ー ス)

U.S,A, ・COMPACTI

(313)995-6000 ・COMPACTII

・COMDRAWIV

・COMSHOPV

(Schlumberger,

Ltd.の 子 会 社)

Marconi MarconiHouse PaulRobinson 1897 5,000 デ ー タ ・モ デ ム

Communications Chelmsford マ イ ク ロ プ ロセ ッサ ー

SystemsLtd, EssexCMIIPL `一・ンス ア ム

U.K.
(GECGroupの メ ン

(0245)353221 バ ー)

MartinMarietta 63031vyLane Richard 1964 2,001 国内ネ ッ トワー クを介 82年12月
DataSystems Greenbelt Walters ～5

,000 した リモ ー ト ・コ ン'ピ ($3,520)/($91.6)
MD20770 ユーテ ィ ング ・サ ー ビス

U.S.A. 一

モ ジ ュ フー ・ア プ リケ

(301>982-6500 、-一一 ン ヨ ン'ン ス ア ム
,

マニ ュ ファ クチ ャ リング

・ソ フ トウ ェア ・シ ス

一

ア ム

(MartinMarietta

C・rp.の 一 部)
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第田部'83世 界情報化事典

決算(単位mO万;:穿 ㍑ ド)

企 業 名 所 在 地 代 表者名 創立年 従業員数 事 業 内 容
総売上高/純 益

Mathematica,lnc. P.0.Box2392 TiborFabian 1959 663 RAMIS 82年6月

Princeton デー タベー ス管理 お $36/$1.4

NJO8540 よ び リポ ー テ ィン グ

U.S,A.
、 一・ン ス ア ム

(609)779-2600 MPGSWIFT

テ レ プ ロセ ッ シ ン グ

・モ ニ タ ー

ソフ トウェア開発

情報 リサーチ

McCormick& 381ElliotSt, FrankDodge 1969 140 ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ 81年12月

DodgeCorp. Newton.MAO2164 一 ジ $26/$2

U.S.A.

(617)449-4012

McDonnell Box516 A.J. 1960 5,800 全国デー タ通信ネ ッ ト 82年12月

Douglas St.Louis Quackbush ワ ー ク を介 した,リ モ ($7,331)/($215)

Automation MO63166
一 ト ・バ ッチ

,タ イ ム

Company U,S,A. シェア リングお よびオ

(McAut。) (314)232-8021 ン ラ イ ン ・デー タベ ー

ス処理

コ ンサ ル テ ィン グ,プ

ロ グ ラ ミ ン グ・サー ビス

(McDonnellDouglas

C・・p.の 一 部)

MCl 113319thSt.NW V,Orville 1968 3,136 国内4250都 市 を結 ぶマ 82年3月

Communications Washington,D.C. Wright イクロウエー ブ伝送網 $506/$86

Corp. 20036 による広範囲な音声/

U.S.A. デー タ通信サー ビス

(202)872-1600

MeadData 200ParkAvenue JeromeS. (1930)(25,000)フルテキス ト情 報 82年12月

Central NewYork Rubin 検 索システム ($2,667)/

NY10017 (TheMeadCorp, (△$85.8)

U.S.A, の子会社)

MedicusSystems 625N.Michigan RichardC. 専門サー ビス

Corporation Chicago,IL60611 Jelinek 処理サー ビス

U.S.A. ソ フ トウ ェ ア

Memorex SanTomasat C.W.Spangle 1961 11,000 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ 80年12月

Corporation CentralExpresswy ス トレ ー ジ $565/△$29

SantaClara 検索製品
.

CA95052 コ ン ピュ ー タ ・テー プ

U.S.A. /デ ィス ク等の メディ

(408)987-1000 ア製品

(IBMブ ラコン磁気

メデ ィア ・メ ー カ ー)

(82年3月,Burroughs

に吸収 され る)
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ll主 要国の情報化と情報産業

企 業 名 所 在 地 代 表者 名 創立年 従業員数 事 業 内 容
決算(単位100万莞 膓㍑ ド)

総売上高/純 益

Microdata

Corporation

17481RedHillAve,

Irvine,CA92664

U.S.A.

(714)540-6730

AIConsentino 1971 2,000 ミニ コ ン ピ ュー タ,周

辺 装 置(磁 気 テー プ,

デ ィス ク ・ユ ニ ッ ト,

プ リン ター),ス モー ル
、

'ビ ジ 不ス ・コ ン ピ ュー

タ ・シ ス テム

(REALITY)

分 散 デー タ処 理

(McDonnellDouglas

C・rp.の 子 会 社

82年12月

($7,331)/($215).

MinnesotaMining

&Manufacturing

Company

(3MC。mpany)

3MCenter

St.Paul

MN55144

U.S.A.

(612)733-1110

LewisW.

Lehr

(Chairman)

1929 91,419 磁 気 メデ ィア

磁 気 カー ド,テ ー プ ・

カー トリッ ジ,ワ ー ド

プ ロセ ッサ ー 用 フ レ キ

シブ ル ・デ ィ ス ク

コ ン ピュ ー タ ・テ ー プ,

デ ィス ク ・パ ッ ク

82年12月

$6.601/$631

Modular

Computer

Systems,lnc.

(M。dc。mp)

1650W.McNab

Rd.

F.Lauderdale

FL33309

U.S.A.

(305)974-1380

GabrielA.

Rosica

1970 1,535 リア ル タ イム ・メ ジ ャ

ー メ ン ト,制 御,通 信,

お よ び情 報 処 理 ア プ リ

ケー シ ョ ン用 コ ン ピュ

ー タ/シ ス テ ム の デ ザ

イ ン,製 造 、マ ー ケ テ ィ

ン グお よび サ ー ビス,

ポ ー タブ ル ・デ ー タ ・

エ ン トリー ・ター ミナ ル,

ビデオ・データ・ター ミナル

82年12月

$93/$1.8

MohawkData

SciencesCorp.

7CenturyDr.

Parsippany

NJO7054

U.S.A.

(201)540-9080

RalphH.

0'Brien

、

1964 4,200 キ ー ・ツー ・テ ー プ 装

置 の パ イオ ニ ア

分 散処 理 シス テ ム

イ ン テ リジェ ン ト ・タ

ー ミナ ル
,デ ー タ ・エ

ン トリー/デ ー タ通 信 機

器,デ ィス ク/デ ィス

ケ ッ ト ・シス テ ム

磁 気 テー プ ・ユ ニ ッ ト

プ リン ター

82年4月

$334/$15.6

Monolithic

Memories,lnc,

1165EastArques

Ave.Sunnyvale

CA94086

U.S.A,

(408)739-3535

Irwin

Federman

1969 2,250 半 導 体 メモ リー,マ イ

ク ロ プ ロセ ッサ ー,

LSIロ ジ ッ ク

82年9月

$68.6/$2.8

Motorola,lnc.

Semiconductor

Group

5005E.McDowell

Rd.Phoenix

AZ85008

U.S.A.

(602)244-6900

JohnR.

Welty

(SeniorVice

President,

Semiconduct・

・rG・ ・up)

1957 76,300

劇
半 導 体 メモ リー,マ イ

ク ロ プ ロセ ッサ ー を含

むEDP産 業 用 プ ロセ

ッ シ ン グ・プ ロ ダ ク ト,

MOSお よ び バ イ ポ ー

ラ 集積 回路

82年12月

($3,790)/($169)
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第10部'83世 界情報化事典

企 業 名 所 在 地 代 表者 名 創立年 従業員数 事 業 内 容
決算(単位100万㍑ 元㍑ ド)

総売上高/純 益

MSIData 340FischerAve. DonaldF. 1967 844 ポー タ ブ ル ・フ ィー ル 82年3月

Corporation CostaMesa Brosnan ド ・デ ー タ ・コ レ クシ ($55)/($4.8)

CA92626 ヨン ・ター ミナ ル等 の

U.S,A. 開発,製 造,販 売

(714)549-6000

Nanodata OneComputer FrankConnors 1971 101 QM-1コ ン ピュ ー タ

Corporation Park ～200 ・シ ス テ ム

Buffalo QMX(IBMシ ス テ

NY14203 ム/370お よび4300シ

U,S,A, リー ズ の ブ ラ コ ン ・メ

(716)845-6000 イ ン フ レ ー ム ・シス テ

ム)

Nashua 44FranklinSt. WilliamE, 1904 7,300 デ ィス ク ・パ ッ ク、 デ 82年12月

Corporation NashuaNHO3061 Conway イ ス ク ・カ ー ト リ ッ ジ, $598/△$40

U.S,A. デ ー タ ・モ ジュ ー ル,

(603)880-2323 デ ィス ケ ッ ト

National 800E, FloydKvamma 1979 2,001 IBMコ ンパ テ ィ ブル 82年5月

Advanced MiddlefieldRd, 機 器,CPU,ア ド・オ ン・ ($1,104)/(△$11)

Systems MountainView メ イ ン ・メ モ リ ー,テ ー

CA94043 プ/デ ィ ス ク ・ドラ イ

U.S.A. ブ,ソ フ トウ ェ ア

(415)962-6000 (NationalSemicon・

ductorCorp.の 子 会社)

NationalCSS, 187DanburyRd. DavidS. 1967 1,001 ソ フ トウ ェ ア 82年12月

lnc, Wilton,CTO6897 Fehr ～2
,000 リ モ ー ト ・コ ン ビ ュ ー ($1,462)/($142)

U.S,A. タ ・サ ー ビ ス

(203)853-7200 (79年6月,Dun&

BradstreetCorp.に 買

収 され る)

NationalData OneNationalData L.C, 1967 1,000 キャッシュ管理 のオン 82年5月

Corporation Plaza,Corporate Whitney ラ イ ン ・コ ン ピ ュ ー タ ・ $120/$11.2

Square,Atlanta サ ー ビ ス

GA30329 ク レ ジ ッ ト・カー ド・サ

U.S.A. 一 ビ ス

(404)329-8500 ファシ リテ ィ管理

専用NISの 提供

National 2900Semiconductor CharlesE. 1959 35,725 マ イ ク ロ プ ロ セ ッサー 82・年5月

Semiconductor Drive Sporch マ イ ク ロ コン ピュ ー タ $1.104/△$11

Corporation SantaClara IBMコ ン パ テ ィブ ル ・

CA95051 コ ンピュー タ/メ モ リー

U.S.A. MOSメ モ リー ・コン

(408)737-5000 ポー ネ ン ト

ア ド ・オ ン ・メ モ リー ・

、 一

ン ス ア ム

LED/LCDデ ィス

プ レイPOSシ ステム
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R主 要国の情報化と情報産業

企 業 名 所 在 地 代 表者名 創立年 従業員数 事 業 内 容
決算(単位mO万 ㍑ 膓㍑ ド)

総売上高/純 益

National 9330Amberton Char|esR. 1969 369 デー タ処理 ファシ リテ 80年3月

Sharedata Pkwy. Scott 、

イ ・マ 不 ジ メ ン ト ・サ $16/－

Corporation Suite250 一 ビス ・バ ンキ ン グ・シ

DallasTX75243 ス テ ム,ソ フ トウ ェ ア ・

U.S.A ア プ リケー シ ョ ン、 コ

(214)238-7308 ンサル ティングを専 門

とす る。

NCRComten 2700SnellingAve. DonaldJ, 1968 2,200 CNA(通 信網アー キ 80年12月

NSt,Pau1 Herman テ クチ ャー),メ ッセー ジ $95/一

MN55113 交換を含む通信処理シ

U.S。A.
一

スアム

(612)683-7777 ネ ッ トワー ク制御

デー タ交換

(NCRCorp.の 子会 社)

NCR 1700S.Patterson CharlesE, 1884 65,000 汎 用 コ ン ピュ ー タ,デ 82年12月

Corporation Blvd.Dayton Exley,Jr. 一 タ ・タ ー ミナ ル
,デ $3.526/$234

OH45479 一 タ ・セ ン タ ー ・サ ー

U.S,A, ビス,コ ン ピ ュー タ 出

(513)445-5000 カ マ イ ク ロ フ ィ ル ム ・

シス テ ム,ソ フ トウ ェ

ア ・サ ポー ト ・サ ー ビ

ス

Nixdorf 肺rstenallee7 HeinzNixdorf 1952 13,650
、

ビジ不ス ・コンピュー タ, 81年12月

ComputerAG 4790Paderborn デ ー タ ・エ ン トリー 、分 $85.8/$11.2

WestGermany 散 デ ー タ処 理,ワ ー ド

052512001 プ ロセ ッサー ・シス テム

バン キ ング・ター ミナ ル

周辺装置

ソ フ トウ ェア

IBMコ ンパ テ ィ ブ ル ・

メ イ ン フ レー ム

NixdorfComputer 168Middlesex CarlJanzen 2,000 デ ー タ ・エ ン トリー

Corp. Tpk.Burlington 分散処理

MAO1803 ワー ドプ ロセ ッサ ー

U.S.A.
、

ス モー ル ・ビジ 不 ス ・

(617)273-0480 コ ン ピ ュ ー タ

(NixdorfComputer

AGの 子 会社)

NLTComputer NationalLife D.C. オ ンライン/タ ーンキ 81年12月

ServicesCorp, CenterNashville Altenbern 一 ・サ ー ビ ス
($823)/($133)

TN37250 COM

U.S,A. (NLTCorp.の 子

会社)

NorskDataA.S OlafHelsetsvei5 RolfSkar 1967 1,047 コ ン ピ ュー タ 82年12月

P.0.Box25一 ND100/500 Nkr611/Nkr70

Bogerud タイ ム シ ェア リン グ

N-OSLO6 トラ ンザ クション処理

Norway ロ ー カ ル/リ モ ー ト ・

(02)29-5400 バ ッチ
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企 業 名 所 在 地 代 表者 名 創立年 従業員数 事 業 内 容
決算(単位100万㍑Z影 ド)

総売上高/純 益

NorthAmerican 100East42ndSt. CeesBruynes 1959 49,021 エ レ ク ト ロ ニ ッ'ク ・ コ 81年12月

PhilipsCorp. NewYork ンポ ー ネ ン ト,デ ィ ク $3.030/$78.5

NY10017 テ ー シ ョ ン機 器,ケ ー

U.S.A. ブルTVシ ステム

(212)697-3600

NorhternTelecom, DataPark M.A. 1978 4,000 オ ン ライ ン ・ター ミナ 81年12月

lnc, Minnetonka Gumucio ル ・シス テ ム,分 散 デ ($274)/－

ElectronicOffice MN55343 一 タ処理 シス テム,デ

Systems U.S,A, 一 タ ・エ ン ト リー ・タ

(612)932-8000 一 ミナ ル
、 リ モ ー ト ・

バ ッチ ・ター ミナ ル

(NorthernTelecom

Inc.〔NorthernTele・

com,Ltd.の 子 会 社 〕

の子会社)

NothernTelecom 33CityCentre E,D. 1914 35,444 通信機器 82年12月

Ltd. DriveMississauga Fitzgerald 情報処理機器 $3.035/S151

Ontario 北米 第2位 の通信機 メ

CanadaL5B2N5 一 カ ー

(416)275-0960

OhioScientific. 1333S. HarveyP, 1977 201 マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ 82年9月

lnc, ChillicotheRd. White ～500 (M/A-COM, ($588)/($34)

Aurora,OH44202 Inc.の 子 会 社)

U.S.A,

(216)562-5177

Olivetti 155WhitePlains Romano 1950 3,090 電 子 タ イ プ ラ イ ター 、 80年12月

Corporation Rd.Tarrytown Gabriele ワ ー ドプ ロセ ッサ ー, $227/－

ofAmerica NY10591 ス タン ドア ロー ン ・コ ン

U.S,A. ピュー タ,デ ー タ通 信 タ

(914)631-8100 一 ミナル
,周 辺 装 置,デ ー

タ処理 システム、計算機

(Ing,C,Olivetti&

Co.,S.p.A.の 子 会 社)

ln9.C.Olivetti ViaJervis77 CarloDe 1908 55,931 ビジネ ス・コ ンピュー タ, 80年12月

&Co.S.P.A. 100151vrea Benedetti 周辺装置,デ ィスプレ $1.102/$50.1

Italy イ ・ター ミナ ル,デ ー

(0125)522017 タ ・エ ン ト リー機 器,

ソ フ トウ ェ ア

テ レ プ リン タ ー,デ ー

タ通 信 機 器,ワ ー ドプ .

ロ セ ッサ ー

Optimum 2801Northwestern Ramon 1967 501 主 に連邦政 府,地 方 自

Systems,lnc. Pkwy. Jarrell ～1
,000 治体,医 療 分 野,金 融 ・

SantaClara 保 険分 野に対す るNIS

CA95051 お よ び バ ッチ ・サ ー ビ

U.S.A. ス を行 う。

GEMUNIS

(汎 用地方 自治体情報

システム)

MICS
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決算(単位mO万 ㍑元㍑ ド)

企 業 名 所 在 地 代表 者名 創立年 従業員数 事 業 内 容
総売上高/純 益

Pacnet(Pacific 2732Seekco 通信サー ビス

Network Dallas

Communications T)〈75235

Corp.) U.S.A.

PACTEL RochesterHouse D.A.E. 1964 101 EDPお よび テ レ コ ミ

(PAComputer& 33GreycoatSt. Maclaren
～200 ユニケー シ ョン ・コ ンサ

TeleCOmmUniCa一 LondonSWIP2Qf ル テ ィ ン グ

ti。ns,Ltd.) England ソ フ トウ ェア ・パ ッケ

(01)828-7744
、"

一 ン

(英.PAInt:lManage一

mentConsultants,

Ltd.の 子 会 社)

Pansophic 709EnterpriseDr. J.A.Piscopo 1969 305 IBM303X,4300, 82年4月

Systems,lnc. OakBrook 360/370向 け ソ フ トウ $35.5/$4.6

IL60521 エア製品

U,S.A. ・PANVALET

(312)986-6000 (ソ ー ス ・プ ロ グ ラム

管理)

・EASYTRIEVE

(情報検索)

・PANRISK

(リス ク分析)等

Paradyne 8550UlmertonRd. RobertS. 1969 2,638 RIX-II,デ ー タ通 82年12月

Corporation Largo,FL33540 Wiggins 信 システム $207/$27

U.S,A. RESPONSE

(813)530-2000 分散処理 システム

PDS270,3270コ ンパ

テ ィブルCRT

Pentamation OneBethlehem JefireyP. 1970 400 リモ ー ト・バ ッチ 処 理,

Enterprises,lnc. PlazaBethlehem Feather タイムシェア リング処理

PA18018 ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ

U.S.A. 一 ジ,フ ァシ リテ ィ管

(215)691-3616 理,専 門 サ ー ビス

ThePerkin・Elmer MainAve. RobertH. 1938 14,100 ミニ コ ン ピュ ー タ,磁 82年7月

CorP. Norwalk, Sorensen 気 テー プ,デ ィ ス ク ・ $1.037/$62.7

CTO6856 (Chairma・) ドライブ,入 力/出 力

U.S,A. ター ミナル,医 療 関連

(203)762-1000 分析機器

Perkin-Elmer 2CrescentPlace WilliamW. 1966 3,900 16ビ ッ ト/32ビ ッ ト 「◆

DataSystems Oceanport Chorske コ ン ピュー タ,周 辺装

Group NJO7757 置,ソ フ トウ ェ ア

U.S.A.

(201)870-4712
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企 業 名 所 在 地 代表 者名 創立年 従業員数 事 業 内 容
決算(単位100万㍑努㍑ ド)

総売上高/純 益

PertecComputer

Corporation

12910CulverBlvd.

P.0.Box92300

LosAngeles

CA90066

U.S,A.

(213)822-9222

RyalR.

Poppa

1967 3,200 磁 気 テー プ ・ドライ ブ,

デ ィス ク ・ ドラ イ ブ,

マ イ クロ コン ピ ュー タ,

周 辺 装 置

デ ー タ ・エ ン ト リー

通 信 プ ロ ダ ク ト

マ トリックス ・プ リン タ

ー
,'77年,キ ー ・ツ ー'

デ ィス クの パ イ オ ニ ア

ComputerMachinary

C・rp.を 吸収

(西 独,TriumphAdl-

er,Inc.の 子 会 社)

79年3月

$148/$8.3

PhilipsData

SystemsB.V.

P.0.Box245

7300AEApeldoorn

Netherlands

(055)330-123

M.Postma 1965 5,000

以 上

オフ ィス ・コン ピュー タ
、

ス モ ー ル ・ビ ジ 不 ス'
一

シ ス ア ム

分 散 デ ー タ処 理

ワ ー ドプ ロ セ ッサ ー

デ ィ クテ ー シ ョン機 器

(N.V.Philips

Gloeilampenfabrieken

の 子 会 社)

82年3月

($963)/($73.8)

PitneyBowes,

|nc.

WalterH.

WheelerJr.Drive

StamfordCTO6926

U.S.A.

(203)356-5000

FredT.

Allen

1920 26,791 郵 便 関 連 機 器 メ ー カ ー

で は世 界 最 大

ア ドレス ・プ リン タ ー

コ ピー 機

ワ ー ドプ ロ セ ッサ ー

テ キス ト・プロセ ッシン グ

82年12月

$1.455/$83

Planning

ResearchCorp,

1500Planning

ResearchDr.

McLean,VA

22102

U.S,A.

(703)556-1000

JohnM.

Toups

1954 6,659 専 門 サ ー ビス

(プ ラ ンニ ン グ,エ ン

ジ ニ ア リ ン グ,ア ー キ

テ クチャー,マ ネ ジ メ ン

ト・コ ンサ ル テ ィ ン グ,

情 報 サ ー ビス)

イ ンフ ォ メー シ ョン ・

シ ス テ ム の デ ザ イ ン,

開 発

マ イ ク ロ グラフ ィック ・

一

シスァム

82年6月

$324/$7.1

PlesseyCo.,

Ltd,

VicarageLane

Ilford,Essex

IG14AQ

U,K.

JohnClark

(Chairman&

ChiefExec.)

1925 52,962
一

ア レコ ミュニケー シ ョン

衛 星 通 信

デ ー タ処 理

マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ

82年3月

£963/£73.8

Plessey

Microsystems

451Hungerford

Dr,Rockville

MD20850

U.S.A.

(301)279-2892

PeterRiches 1007 500

以上

高 速16ビ ッ ト ・コ ン ピ

ュ ー タ ・シ ステ ム

プ ロセ ッサ ー ・ボ ー ド

メモ リー

(PlesseyTrading

Co.の 子 会 社)

81年3月

($1,800)/一
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企 業 名 所 在 地 代表 者名 創立年 従業員数 事 業 内 容
決算(単位|00万;:穿㍑ ド)

総売上高/純 益

Plessey 17466DaimlerAve. FredRohrs 1970 501 ア ド ・オ ン/ア ド ・イ 80年3月

Peripheral Irvine,CA92714 ～1
,000 ン、 コ ア,半 導 体 メモ ($204)/－

Systems U.S.A. リー,カ ー ト リ ッ ジ,

(714)540-9945 デ ィ ス ク ・パ ッ ク,フ

ロ ッ ピー,磁 気 テー プ ・

コ ン トロ ー ラ ー 、ミニ/

マ イ ク ロ ・シス テ ム,ソ

フ トウ ェ ア

DECコ ンパ テ ィ ブ ル

の ミニ周辺装 置,ア ク

セ サ リー

(PlesseyInc.の 子 会

社)

Poorman・Douglas 1325Southwest JohnDouglas 1968 65 バ ッチ処理

Corporation CusterDrive リモー ト処 理

Portland,OR97219 OEM

U.S.A. COM

(503)245-5555

PrimeComputer. PrimePark JoeM. 1972 4,636 中 型 コ ン ピ ュー タ ・シ 82年12月

lnc, Natick,MAO1760 Henson
一

ス ア ム $436/$44.9

U,S.A. オ フ ィス ・オー トメ ー

(617)665-8000
-一

ン ヨ ン ・シス ァ ム

ミニ コ ン ピ ュー タ

Printronix,lnc. 17500Cartwright RobertA, 1974 1,140 イ ンパ ク ト ・ラ イ ン ・ 82年3月

Rd.Irvine,CA92713 Kleist プ リ ン ター $65/$5.1

U.S.A. (600行/分 まで)

(714)549-8272 プ ロ ッ ター

Pro・Lo9 2411GardenRoad EdwinS.Lee 1972 200 マ イク ロプロ セ ッサ ー ・

Corporation Monterey ～300 シ ス テ ム/サ ポー ト ・

CA93940 ' サ ー ビス

U.S,A. PROMプ ログラマー

(408)372-4593 イ ンス トラ ク シ ョ ン ・

コー ス

QICorp. 125RicefieldLane MarkAyes 1969 102 多機 能マイ クロコンビ 80年12月

Hauppauge ユ ー タ ・シス テ ム の 開 $4.5/△$1.2

NY11787 発,製 造,販 売

U,S.A,

(516)543-7800

Qantel 3525Breakwater DouglasK. 1969 800
、

ス モ ー ル ・ビ ジ 不ス ・ 79年

Corporation AvenueHayward Baker 以上 コ ン ピ ュ ー タ,プ リン $58/$5

CA94545 タ ー,デ ィス ク/テ ー

U.S.A. プ ・ ドラ イ ブ,CRT

(415)783-3410 ター ミナ ル

Qume 2350QumeDrive F.L.Lee 1973 3,000 OEMキ ャ ラ ク ター ・

Corporation SanJose プ リン タ ー,フ レキ シ

CA95131 ブ ル ・デ ィス ク ・ ドラ

U.S.A. イ ブ,デ ィジ ー ホ ィー

(408)942-4000 ル送/受 ター ミナル

(ITTの 子会社)
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決算(単位100万㍑元:;ド)
企 業 名 所 在 地 代 表者 名 創立年 従業員数 事 業 内 容

総売上高/純 益

QuotronSystems, 5454BeethovenSt, MiltonE. 1957 784 自社 の ネ ッ トワー ク を 82年12月

lnc. LosAngeles Mohr 介 しての金融情報サー $121/$17

CA90066 ビ ス

U.S.A. デー タ通信 システム

(213)827-4600 ネ ッ トワー ク ・コ ンサ

ル テ ィン グ

Racal-Milgo,lnc, 8600N.W.41st Edward 1956 3,500 高速モデム 80年3月

St. Bleckner,Jr. デ ー タ ・デ ィス プ レ イ ・ $170/($41)

MiamiFL33166 ター ミナ ル

U.S,A. イ ンテ リ ジ ェ ン ト ・ク

(305)592-8600 ラスター ド・ター ミナ ル

デ ー タ ・セ キュ リテ ィ

製品

(英 、RacalElectro・

nicsLtd.の 子 会 社)

Racal-MilgoLtd, RichmondCourt D,L.Davies 1968 2,001 モデム

309FleetRd.Fleet ～5
,000 マルチ プレクサー

Farnborough ネッ トワー ク管理

GU138BU ライン交換機器

U.K. (RacalElectronics

(02514)22144 Ltd.の 子 会 社)

Racal-Vadic,lnc. 222CaspianDrive E〕woodE. 1969 501 カプ ラー

Sunnyvale Bolles ～1
,000 モデム

CA94086 ス ピー ド範囲は

U.S.A. 0～2,400bps

(408)744-0810 (英,RacalElectro・

nicsLtd.の 子 会 社)

RadioShack 1000neTandy JohnRoach 1921 31,000 マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ 82年6月

DMsionof Ctr,FortWorth ・システムお よび周辺 $2.032/224

TandyCorp. TX76102 装置の製造 (C・rp全 体)

U.S.A. パ ー ソナ ル ・コ ン ピ ュ

(817)390-3011
一 タ

Ramtek 2211LawsonLane CharlesE, 1971 467 ラ ス タ ー ・ス キ ャ ン ・コ 82年6月

Corporation SantaClara McEwan ン ピ ュ ー タ ・グ ラ フ ィ $46/$2.7

CA95050 ッ ク ・デ ィ ス プ レ イ,'

U,S.A, イ ンテ リジェン トCRT

(408)988-2211 タ ー ミナ ル,カ ラ ー/

B'&Wモ ニ ター

カ ラ ー グ ラフ ィ・ッ ク ・

プ リ ン ター

Randlnformation 98BatterySt. DaleW. 1964 240 オ ー ダー ・プ ロセ ッ シ 82年2月

Systems,lnc. SanFrancisco Darnley ング,A/P,A/R $16/$1.1

CA94111 用専 門システムの開 発

U.S.A. IBMシ ステム/370サ

(415)392-2500 ポー ト ・サ ー ビ ス
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事 業 内 容
決算(単位100万㌻ 元影 ド)

企 業 名 所 在 地 代 表者名 創立年 従業員数
総売上高/純 益

Rapidata,lnc, 20NewDutch RobertJ. 1967 420 タイム シェア リング/ 80年12月

LaneFairfield 0'Brien リ モ ー ト ・コ ン ビ ュ ー $21.4/$1.0

NJO7006 テ ィ ン グ ・サ ー ビ ス

U.S,A,
『プ ロ グ ラ ミン グ ・コ ン

(201)227-0035 サルテ ィング

ミニ コ ン ピュー タ ・サ

一 ビ ス

プログラミング/金 融

コ ンサ ル テ ィ ン グ ・サ

一 ビ ス

RaytheonData 1415Boston DavidR,A, 1971 4,400 デ'一 タ ・シス テ ム ズ お 82年12月

Systems ProvidenceHighway Steadman よび通信プロダク ト ($5,513)/($319)

Company Norwood,MAO2062 ・PTS-100プ ロ グ

U.S,A, ラマ ブル ・ター ミナ

(617)762-6700 ル

・PTS-1200分 散 処

理 システム

・RDS-7500

・VT1000/1200/1300

・デ ィジ タル ・マ イ ク

ロ ウ エー ブ ・ラ ジオ

一・シ ス ァム

(RaytheonCo.の 一 部)

RCA 30Rockefeller T.F. 1919 119,000 国内/海 外通信 82年12月

Corporation Plaza,NewYork Bradshaw デー タ通信 システム $8.237/$223

NY10020 集積回路

U.S.A. (子会社に,RCA

(212)621-6000 AmericanCommunica一

tions,lnc.,RCAGro・

balCommunications,

Inc.が あ る)

RCASolid Route202 Dr.Robt.S. 1956 15,000 リニア/デ ィジタル集

StateDivision Somerville Pepper 積 回路,メ モ リー,マ イ

NJO8876 ク ロプ ロセ ッサ ー 、 デ

U,S.A. イス プ レイ ・チ ュ ー ブ,

(201)685-6000 パ ワー ・チ ュ ー ブ,CCD

イ メー ジ ・セ ンサ ー

(RCACorp,の 子会社)

Realisations ZAdeCourtaboeuf TroungTroug 1970 300 マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ

Etudes avenuedu Thi /マ ル チ ・マ イ ク ロ ブ

Electroniques PacifiqueBP73 ロセ ッサ ー(ビ ジ ネ ス

(R2E) 91940LesUlis 用)お よび プ ロセ ス ・

France コ ン トロール ・ア プ リ

(1)9280177 ケ ー シ ョン,ワ ー ドプ

ロセ ッサ ー

(CII・HoneywellBull

の子会社)
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企 業 名 所 在 地 代 表者 名 創立年 従業員数 事 業 内 容
決算(単位|00万㍑元影 ド)

総売上高/純 益

ReCOgnition 2701E.Grauwyler W.G. 1961 2,700 デー タ ・エ ン トリー お 82年10月

Equipment,hc. Rd.Irving Moore,Jr. よび文書処理機器 $112/△$14

TX75222 高 速 ペ ー パ ー ・ハ ン ド

U.S.A. リ ン グ,イ ン ク ・ジ ェ

(214)579-6000 ッ ト ・プ リン テ ィ ン グ

Reynoldsand 800Germantown RobertG. 1889 3,349 リモー ト処 理 82年9月

Reynolds St,Dayton Timberlake バ ッチ処理 $221・$7.8

Company OH45407 タイムシェア リング処理

U.S.A. ソ フ トウ ェ ア ・バ ッ ケ

(513)443-2000
、"

一 ン

RichoNederland 102AlpenRondweg Y.Okuyama 1972 7,799 ワ ー ドプ ロ セ ッサー 79年

B.V, 1180AC マ イクロフ ィルム読取 $944.7/一

Amsteldam 印刷機

Netherlands
一

ア レコ ミュニ ケー シ ョン

(020)458651 装置

オフセ ット複写機

PBX

RolmCorp. 490001dIronsides M,Kenneth 1969 5,478 エ レク トロニ ッ ク・デ ィ 82年7月

Drive,SantaClara Oshman ジタルPABXシ ステム $381/$29.8

CA95050 音 声/デ ー タ通信機能

U,S,A.

(408)988-2900

Safeguard 40Maryland VincentG. 1956 1,800 バ ッチ処理サー ビス 81年12月

Business DriveFort Bell,Jr, ソ フ トウ ェ ア ・パ ッ ケ $128/$8.7

Systems,lnc. Washington 、"
　 ン

PA19034

U.S.A.

(215)641-5000

Saint・Gobain一 LesMiroirs・16 RogerFaurnux 163,492 オ フ ィ ス ・オ ー トメー 80年
、

Pont・a-Mousson bouc|ed'Alsace (Chairman) シ ョン製 品 FF43,489/FF909

Cedex27-92096 情報処理製品

ParisLaD6fense (CII-HB,Olivettiの 大

France 株主)

(1)7623000

Sanders DanielWebster JackL. 1951 7,859 CAD/CAM(ス ト 82年7月

Associates, HighwaySouth Bowers レス分析テス ト等) $436/$26.4

lnc、 Nashua,NHO3061 航空管制 システム

U.S.A. グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィ ス

(603)885-4321 プ レ イ ・シ ス テ ム

(CalCompの 親会 社)

Satellite 8283Greenboro RobertC. 1975 1,000 先進的 な高度通信サー

Business Dr,McLean Ha11 ～2
,000 ビスで知 られる

Systems VA22102 (Aetnalnsurance,

U,S.A. COMSAT,IBMの

(703)442-5577 共 同出資)
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企 業 名 所 在 地 代 表者名 創立年 従業員数 事 業 内 容
決算(単位100万㍑元㍑ ド)

総売上高/純 益

Scan-Data 800E.MainSt. WilliamC. 1965 220 OCR、 キ ー ・エ ン ト 81年12月

Corporation Norristown Klink リー を含 む2280デ ー タ $13/△$2.4

PA19401 ・エ ン ト リー ・シ ス テ ム
,

U.S.A. バ ンキ ン グ・シ ス テ ム,

(215)277-0500 フ ァー ス ト ・フー ド産

業用POSシ ス テ ム,

OEM製 品

Scan・Optics, 22PrestigePark JeanM. 1968 279 キャ ラ クター ・リー ダー 82年12月

lnc, EastHartford Belhumeur, デー タ ・エ ン ト リー S20/$2.8

CTO6108 Jr. プ ロ グラ ミン グ

U.S.A, システム分析

(203)289-6001

Scicon SandersonHouse H.A.J. 1960 700 メ ッセー ジ交 換/デ ー

Consu比ancy 49BernersSt. Vear タ通信 システム

lnternational LondonWIP4AQ 情報検索
Ltd. England マ ネ ジ メ ン ト/テ クニ

(01)580-5599 カ ル ・コ ンサル テ ィン グ

ソフ トウ ェ ア

(BritishPetroleum

Co.,Ltd.の 子 会 社)

Science 1200ProspectSt. J.R. 1969 ソ フ トウ ェ ア ・プ ロ ダ 81年1月

ApPlicatiOns, LaJolla,CA92037 Beyster ク ト $187/$4.6
lnc. U,S.A. テ クニ カ ル ・サ ー ビ ス

(714)454-0311

Science 1011Route22 J,A. 1946 830 DBMSを 含むマ イコ 82年

Management P.0,Box6800 Skidmore ンの ソ フ トウ ェア ・シ $46.5/$0.3
Corporation Bridgewater 一

ス ア ム

NJO8807 コ ンサ ル テ ィ ン グ

U.S,A.

(201)685-9000

Scientific 777East HughKern 1970 フ ロ ッ ピー ・デ ィス ク

Micro-Systems MiddlefieldRoad /ウ ィ ンチ ェ ス タ ー ・

MountainView デ ィス ク,ス トレ ー ジ

CA94043 ・シ ス テ ム お よ び コ ン

U.S.A. トロ ー ラー

(415)964-5700

ScientificTime 2115E DanielDyer 1969 400 処理サー ビス 81年3月

Sharing JeffersonSt, 会計,保 険,予 測等の $28/$1.8
Corporation Rockville ア プ リケ ー シ ョ ン

(STSC) MD20852

U.S.A.

(301)984-5000

SEICorp. 680East A.P.West, 1968 346 処理 サー ビス 82年12月

SwedesfordRoad Jr. $39.7/$3.7
Wayne,PA19087

U.S.A.

(215)687-1700
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企 業 名 所 在 地 代 表者 名 事 業 内 容
決算(単位mO万 ㍑元㍑ ド)

創立年 従業員数
総売上高/純 益

SeibelsBruce P,0.Box1 WilliamR. 850 ソ フ トウ ェ ア ・パ ッ ケ

andCo. Columbia Bruce 一 ジ
,リ モー ト・サ ー ビ ス

SC29202 (SouthCarolina

U.S.A. InsuranceCo,の 子

会社)

SEMA-METRA 16/18rueBarbes 1,450 ソ フ トウ ェ ア ・パ ッ ケ 81年

lnternatiOnal 92128Montrouge 一 ジ $50.3/一

France プ ロ グ ラ ミン グ (サー ビス収 入)

657-13-00 NIS

バ ッチ

TheService 500WestPutnam RobertW. 1935 2,001 タイムシェア リン グ/ 82年12月

BurauCompany Avenue,Greenwich Kleinert ～5
,000 リモー ト ・バ ッチ処 理 ($4,292)/($155)

CTO6830 ネッ トワー ク情報サー

U.S.A. ビ ス

(203)622-2000 (ControlDataCorp.

の子会 社)

SESA 20RueJean・Jaures Jacques 1964 300 ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ 81年

92800Puteaux Stern
L"

一 ン $50/一

France プ ロ グラ ミン グ (欧州サー ビス収入)

772-31-31 コンサ ル テ ィ ン グ

SFENA Aerodromede Jacques 1947 2,958 リ モ ー ト ・バ ッ チ ・タ 81年12月

Villacoublay Pagnard 一 ミナ ル FF955/FF27.7

B.P.59 デー タ通信

78141 分散デー タ処理

V61izy・Villacoublay

France

(1)630-23-85

SG-2 12av.Vion 1,400 ソフ トウ ェ ア ・パ ッ ケ

Whitcomb
、"

一 ン

75016Paris NIS

France バ ッチ

SharedMedical 650ParkAvenue R.James 1969 1,200 リ モ ー ト ・ コ ン ビ ュ ー 82年12月

Systems KingofPrussia Macaleer テ ィ ン グ ・サ ー ビ ス $166/$21.4

Corporation PA19406 (Chairman) 分散処理方 式によるデ

U.S.A. 一 タ処理

(215)265-7600

1.pSharp 2,FirstCanadian IanP.Sharp 1964 500 APLタ イ ム シ ェ ア リ 81年12月

AssociatesLtd. Place.Toronto ン グ ・サ ー ビス $42.3/$3.3

OntarioM5×1E3 コ ンサ ル テ ィン グ

Canada ア プ リケ ー シ ョン ・パ

(416)364-5361 ッ ケ ー ジ

デー タ通 信 ネ ッ トワー ク

Shugert 4750akmeadPkwy. James 1973 2,900 フレキ シブル/ウ ィン 81年12月

Associates Sunnyvale Campbel] チ ェ ス ター ・デ ィ ス ク $230/一

CA94086 ・ドライブの大手 メー カー

U,S.A. (XeroxCorp.の 子 会

(408>733-0100 社)
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決算(単位100万鍔元影 ド)
企 業 名 所 在 地 代 表者名 創立年 従業員数 事 業 内 容

総売上高/純 益

SiemensAG Wittelsbacherplatz2 Dr.Karlheinz 1847 324,000 メ イ ン フ レー ム 81年9月

D-8000MUnchen2 Kaske シ ス テ ム7.500/7.700 DM40,723/DM783

WestGermany /7.800/4,004

(083)234-1 テ レ プ ロセ ッシ ン グ ・
一

シ ス ァ ム
、

ス モー ル ・ビジ 不 ス'

一

シ ス ァ ム

周辺装置

ワー ドプ ロセ ッサ ー

ア プ リケー シ ョ ン ・ソ

フ トウ ェア

エ レ ク トロニ ッ ク ・コ

ン ポ ー ネ ン ト

SiemensCorp, 186WoodAve, WernerF. 1970 11,340 周辺装置

S.Iselin Zieler レ ー ザ ー ・プ リ ン タ ー 、

NJO8830 イ ン パ ク ト ・プ リ ン タ

U.S.A. －PABX
,

(201)321-3400 フ レキ シ ブル ・デ ィ ス

ク ・ ドラ イブ

(SiemensAGの 子 会社)

SigneticsCorp, 811E。ArquesAve, CharlesC. 1961 13,500 MOSメ モ リー

P,0,Box409 Horwood 集積回路

Sunnyvale マ イ クロ プ ロセ ッサ ー

CA94086 (U.S.PhilipsCorp.

U.S.A. の子会社)

(408)739-7700

SoftwareAG 11800Sunrise JohnN. 161 ADABAS(IBM360/ 82年5月

Systems ValleyDrive Maguire 370/303X/4300コ ン S24.7/$1.0

Group,lnc. Reston,VA22091 (Chairman) ピュ ー タ用 デ ー タベ ー

U.S.A. ス管理 システム,全 世

(703)860-5050 界 に1,700以 上 の ユーザ

一 を持つ)

CON-PLETE(TPモ

ニ ター,125以 上 の ユ

一ザー を持つ)

NATURAL(エ ン ド ・

ユ ー ザ ー ・プ ロ グ ラ ミ

ン グ ・ラン ゲー ジ)

ADABAS-M(DEC

PDP-11用 デ ー タベ ー

ス管理 システム)

デ ー タベ ー ス ・マ シ ン

(SoftwareAGof

NorthAmerica,Inc.

の親会社)

SoftwareDesign 260MadisonAve. JayN. 1968 300 ソ フ トウェ ア ・パ ッケ

Associates,lnc. NewYork Goldberg 一 ジ

NY10016 専 門サー ビス

U.S.A. メ ッ セー ジ交 換

(212)686-2032 ネ ッ トワー ク管 理
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決算(単位mO万 ㍑元㍑ ド)
企 業 名 所 在 地 代 表 者名 創立年 従業員数 事 業 内 容

総売上高/純 益

SOPRA 90ruedeFlandre F.Pasquier 1968 520 ソ フ トウ ェ ア ・パ ッ ケ 79年

75019Paris
一 ジ $20/$0.1

France コ ンサ ル テ ィ ン グ

203-23-32 ビ ュー ロー ・サ ー ビ ス

SorbusService 50E.Swedesford RonaldA, 1970 1,001 デー タ処 理,ワ ー ドプ 82年12月

DivisionofMAl Rd.Frazer, Wallace ～2
,000 ロ セ シ ン グ,デ ー タ通 ($358)/($7.5)

PAl9355 信 メ ン テ ナ ン ス ・サ ー

U.S.A, ビ ス

(215)296-6000 第3者 メ ンテ ナ ンス ・

サー ビスのパイオニア

(Management

AssistanceInc.の

子 会社)

Source 1434SixthSt. JohnF. 1970 OMR連 動 デ ー タ ・エ

lnformation SantaMonica Johnson ン トリー ・ター ミナ ル

Systems,lnc. CA90401 オ ンライ ン・シス テ ム 用

U.S.A. プ ラ ス チ ッ ク ・カ ー ド

(213)394-0225 作成機

デー タ収集 システム

在庫管理 システム

機 器 コ ン トロー ル

SouthernPacific OneAdrianCourt DalePilz 1970 2,100 通信サー ビス 81年

Communications P.0.Box974 (SouthernPacific $234.5/$34.1

Company Burlingame Co.の 子 会 社)

CA94010

U.S.A.

(415)692-5600

Sperry 1290Avenueofthe J.PaulLyet 1955 92,476 コ ン ピ ュー タ ・シス テ 82年3月

Corporation Americas (Chairman) ム、周辺装置 $5.571/$222

NewYork ター ミナル/通 信機器

NY10104 ミニ コ ン ピ ュー タ

U,S.A。 スー パーマ ー ケ ッ ト・チ

(212)484-4444 エ ックア ウ ト・シ ス テム

ソ フ トウ ェ ア

教育

メ ンテナ ンス ・サ ー ビ ス

SPL 12-14WindmillSt. P,F,Adams 1963 355 ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス

lnternational LondonWIPIHF タ ー ン キ ー ・シ ス テ ム

U.K. (Systems

01-6367833 Programming

HoldingLtd.の 子 会

社)

Statiscal 2North MichaelR. 1936 バ ッチ処理 80年10月

Tabulatin9 RiversidePlaza Notaro デ ー タ ・エ ン トリー $20/－

Corporation Chicago,IL60606 ソフ トウェア開発/

U.S.A, バ ッチ,リ モ ー ト,オ

(312)454-8000 ンライン処理

セール ス分析
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企 業 名 所 在 地 代 表者名 創立年 従業員数 事 業 内 容1
決算(単位mO万 ㌻穿彩 ド)

総売上高/純 益

STERIA 147ruede JeanCarteron 1969 1,001 ソ フ トウ ェア 製 品'

Courcelles ～2
,000 ター ン キー ・シ ス テ ム

75017Paris マ イ ク ロ ンス テ ム

France コ ンサ ル テ ィン グ

763-11-83 教育

Storage 2270S.88thSt. JessieI, 1969 15,197 IBMコ ンパ テ ィブ ル, 82年12月

Technology Louisville Aweida 周辺機器の独立系大手 $1.079/$64.7
Corporation CO80027 サプライヤー

U.S,A. IBMコ ンパ テ ィブ ル

(303)673-5151 磁 気 テー プ/パ ッ ク ・デ

イ ス ク ・サ ブ シス テ ム,

ア ド ・オ ン ・メ イ ン ・メ モ

リー,高 速 イ ンパ ク ト・

プ リン ター

SunAlliance SunAllianceHouse 360 ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ

Computer NorthStreet 、"
一 ン

Services Hortham,W, プ ロ グラ ミン グ

SussexRH121BT

England

Sunlnformation 280Kingof JohnM.Ryan 1975 1,250 IBMお よびCYBER 82年12月

Services PrussiaRd, コンピュー タを使 ったネ ($16,300)/
Company Radnor,PA19087 ッ トワー ク処理,バ ン キ (.S537)

U.S.A. ン グ・システム・サー ビス

(215)293-8000 管理お よびエンジニア

リン グ ・シス テ ム を専

門 とす る
一 、

ア レ コ こユ ニ ケー シ ョ
一

ン ・シス ァ ム

(SunCompany,Inc,

の子 会社)

Sweda 34MapleAve, RobertS, 1936 電 子 キ ャ ッ シュ ・レ ジ 82年7月
lnternat}onal PineBrook Scheidemant ズ ター ($4,942)/($315)

NJO7058 POSタ ー ミナ ル

U.S.A. リテ ー ル/フ ー ド ・サ

(201)575-8100 一 ビス産業用システム

(LittonIndustries

Inc.の 子 会 社)

Synertek, 3001StenderWay Robert 1973 1,001 コン プ レ ック スMOS 82年12月

lncorporated SantaClara Dickey ～2
,000 メ モ リー 回路 ($5,490)/($273)

CA95051 小 型 メモ リー ・シ ステ ム

U.S,A. (HoneywellInc,の 子

(408)988-5600 会社)

System 2500ColoradoAve. GeorgeE. 1956 4,000
`一

ン ス アム ・エ ン ジ ニ ア 81・年12月

Develop市ent SantaMonica Muller リン グ ・サ ー ビ ス $220/一
Corp,(SDC) CA90406 システム管理

U,S.A. 全世 界の産業,商 業,

(213)820-4111 政府機関への情報処理

サ ー ビス

(81年1月,Burroughs

Corp.に 吸収 さ れ た)
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企 業 名 所 在 地 代 表者名 創立年 従業員数 事 業 内 容
決算(単位|00万身元:;ド)

総売上高/純 益

Systematics

lnc.

212CenterSt.

11thFloor

LittleRock

AR72201

U.S.A.

(501)372-6141

WalterSmiley 1967 1,209 銀 行 へ の フ ァ シ リテ ィ

・マ ネ ジ メ ン ト ・サ ー

ビ ス

82年5月

$49/$3.2

Systems

Consultants,

lnc.

105431stSt.

N.W.Washington

DC20007

U.S.A.

(202)342-4000

J,J.

Yglesias

1,250 専 門サ ー ビ ス

ソ フ トウ ェ ア

80年

$53/－

S.E.L.Computer

SystemsDivision

6901W,Sunrise

Blvd,Ft.

Lauderdale

FL33313

U.S.A.

(305)587-2900

C.S.James 1961 1,640 32ビ ッ ト ・コ ン ピュ ー

タ
'

周 辺装 置

ソフ トウ ェア

(GouldInc.の 子 会 社)

80年

$80/$5

SystimeLtd. Concourse

ComputerCentre

432DewsburyRd.

LeedsLS117DF

U.K,

(0532)702211

J,Perkinson

(Chairman)

1972 1,177 ソフ トウ ェ ア を含 む タ

ー ン キー ・シ ス テ ム

ス タ ン ド・ア ロー ン ・タ

ー ミナ ル ・シ ス テ ム

81年9月

£32/£5.6

Tandem

Computerslnc.

19333VallcoPkwy.

Cupertino

CA95014

U,S.A.

(408)725-6000

JamesG,

Treybig

1974 2,730 NonStop(マ ル チ ・

プ ロ セ ッサ ー ・コ ン ピ

ュ ー タ ・シ ステ ム)

82年9月

$376/$37.3

Tandy

Corporation

18000ne

TandyCenter

FortWorth

TX76102

U.S.A.

(817)390-3700

J.V.Roach 1899 26,000 エ レ ク トロ ニ ッ ク製 品

マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ

磁 気 テー プ

(RadioShackの 親 会

社)

82年6月

$2.032/$224

Taylorix

Organisation

Stiegler,Hausser

GmbH&Co.

Zazenh≒user

Strasse106

7000Stuttgart40

WestGermany

(0711)82091

Dr.Earl

Lang

1921 1,450 ビ ジ ネ ス ・コン ピュー タ

デ ー タ・エ ン トリー 機 器

ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ

ー ジ

ビ ュ ー ロー ・サ ー ビス

79年

$70/$3.5

も
Tektronixlnc. P.O.Box500

Beaverton

OR97077

U.S.A.

(503)644-0161

EarlWantland 1946 24,028 デ ィ ス プ レ イ ・ター ミ

ナ ル,コ ピー 機 、 プ ロ

ッ ター,デ ス ク ・ト ップ

・コ ン ピ ュー タ,ロ ジ

ッ ク ・ア ナ ラ イ ザ ー,

テ ス ト/計 測 機 器

82年5月

$1.196/$79.4
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企 業 名 所 在 地 代 表者名 創立年 従業員数 事 業 内 容
決算(単位100万鍔元影 ド)

総売上高/純 益

TeleCreditlnc. 1901Avenueof LeeAult 1961 711 リ モ ー ト ・ コ ン ビ ュ ー 82年4月

theStars テ ィング/バ ッチ処理 $57.9/$3.3

LosAngeles サ ー ビ ス

CA90067

U.S,A.

(213)277-4061

Telesystems 115-117ruedu 1969 600 リモ ー ト ・デ ー タ処 理

Bac75007Paris 一

ア レコ ミュニ ケー シ ョン

France (FranceCables&

544-38-98 RadioGroupの 子 会

社)

Teletype 5555TouhyAve. J.J.Pappas 1907 6,100 キー ボ ー ド/プ リン タ 80年12月

Corporation Shokie,IL60077 一 ・ター ミナ ルの 大 手 $416/一

U.S.A, サ プライヤー

(312)982-2000 Model43テ レ プ リン タ

一
,イ ンパ ク ト・プ リン

タ ー,4420バ ッ フ ァ ・

キー ボー ド/デ ィスプ

レ イ ・ター ミナ ル

IBMコ ン パ テ ィ ブ ル ・

ソ フ トウ ェア

(AT&Tの 子会社,

WesternElectric,

Co.の 子 会 社)

TelexComputer 6422E.41stSt, GeorgeL. 1963 2,300 IBMブ ラ コ ン ・デ ィ 82年3月

Products,lnc. Tulsa,OK74135 Brag9 ス ク,磁 気 テ ー プ,プ $207/$11.8

U.S.A. リ ン ター 装 置

(918)627-1111 IBM2740/3767コ ン

パ テ ィ ブル ・プ リ ン タ

一/キ ー ボー ド・ター ミ

ナ ル,デ ー タ ・エ ン ト リ

一 ・シ ス テム
,ワ ー ドプ

ロ セ ッサ ー

ア ド ・オ ン ・メ モ リ ー

(TelexCorp.の 子 会 社)

Telo5 34200ceanPark LinC・nger 1969 500 プ ロ グラ ミン グ ・オペ

Computinglnc. Blvd.Suite3050 ～1
,000 レ ー シ ョン、 メ ン テ ナ

SantaMonica ン ス

CA90405 システム開発

U.S,A.

(213)450-2424

Texas P.0.Box225474 J.FredBucy 1938 89,875 半導体の業 界 リー ダー 82年12月

ln5truments Dallas,TX75265 990シ リー ズ ・ミニ コ ン $4.327/$144

hcorporated U.S,A. ピ ュー タ

(214)995-3773 マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ

DS990コ ン ピ ュ ー タ ・
一

シ ス ア ム

ミニ コ ン ピ ュー タ

エ レ ク トロニ ッ ク ・デ

一 タ ・ター ミナ ル
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企 業 名 所 在 地 代 表者名. 創立年 従業員数 事 業 内 容
決算(単位100万;:元:;ド)

総売上高/純 益

Thomson-CSF・

lnformatique

23ruede

Courcelles

B.P.96-08

75362Paris

France

(1)563-12-12
.

Francoisde

Villepin

1986 82,523 電話交換機.

ビジネス通信 および情

報 システム

コン ピュー タ

ソフ トウ ェア τ

81年12月.

FF25,089/－

ThreeRivers

ComputingCorp,

720GrossSt.

Pittsburgh

PA15224

U.S.A.

(412)621-6250

Jim1Gay 1974 51

～100

PERQイ ンテ リジエ
〉

ン ト ・ワー クス テニ シ
、

ヨ ン

バ ー チ ャ ル ・メモ リー ・

オ ペ レー テ ィン グ ・シ
ー

スアム

その他 の周辺装置

Threshold

Technology,lnc.

1829Underwood

Blvd.

Delran,NJO8075

U.S.A.

(609)461-9200

G.K.

Beckmann

1970 63 Threshold50p/600音

声 デ ー タ ・エ ン トリー

・タ ー ミナ ル

CRT/キ ー ボ ー ド ・
一

ス ァ ー シ ョ ン

82年6月

$1.4/△$2.7

Tracor,lnc. 6500TracorLane

Austin,TX78721

U.S.A.

(512)926-2800

FrankW,

McBec.Jr.

1955 7,600
一

ア レ コ ミュ ニ ケ ー シ ョ

ン ・ター ミナ ル

通 信 シ ス テ ム 分 析

電 子 コ ンポ ー ネ ン ト

82年12月

$394/$20.3

τ、ransac

Alcatel

25avenuedela

GrandeArmee

75782Paris

Cedex16France

503-13-23

J.Valent 1979 1,500 リモ ー ト ・ター ミナ ル

リモー ト ・バ ッチ ・タ

ー ミナ ル

分 散デ ー タ処理 システム

(CitAlcatelの 子 会

社)

81年

$1.805/$22

Tri'Data

Corporation

505E.

MiddlefieldRd.

MountalnView

CA94043

U.S.A,

(415)969-3700

Lawrence

Weiland

1967 160 デ ー タ通 信 ア プ リケ ー

シ ョン 用 マ イ ク ロプ ロ

セ ッサ ー ・ベ ー ス ・フ

レ キ シ ブ ル ・デ ィ ス ク・

シ ス テ ム お よび バ ッフ

ァ ・メ モ リー

80年12月

$8/－

Triumph-AdlerAG FUrther

Strasse212

8500NUrnberg
.
WestGermany

(0911)322-0

Dr.Peter

Niedner

1896 17,193 パ ー ソナ ル/ミ ニ コ ン

ピュー タ ・シ ステ ム

キ ャッシュ ・レ ジス ター

分 散 デ ー タ処 理

ソ フ トウ ェ ア

(Volkswagenwerk

AGの 子 会 社)

80年

DM920/△DM79

T,R.T,

Telecommunica'

tions

Radioelectriques

etTelephoniques

.88rueBrillat

Savarin75640

ParisFrance

581-11-12

Robert

Hirsch

1921 2,001

～5
,000

一

モ デ ム

マ ル チ プ レ クサ ー

タ ー ミナ ル

デ ー タ/パ ケ ッ ト交 換

器

デ ー タ伝 送 ネ ッ トワー

ク ・エ ン ジニ ア リ ン グ

81年12月

FF1,509/FF48.5
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企 業 名 所 在 地 代 表者各 創立年 従業員数 事 業 内 容
決算(単位100万男7:;ド)

総売上高/純 益

TRW,lnc, 23555EuclidAve, RubenF. 1916 85,099 LSI製 品 82年12月

Cleveland Mettler デ ィ ジ タ ル ・シ グナ ル $5.132/$196

OH44117 (Chairman) ・プ ロ セ ッサ ー

U,S,A, マ イ ク ロエ レ ク トロ ニ

(216)383-2121 ッ ク ・チ ッ プ

エ レ ク トロニ ッ ク ・コ

ン ポー ネ ン ト

通信機器

TRW-Fujitsu
'

9841AirportBlvd. J.Garrett 1980 500 POS

Company 6thFloor Fitzgibbons 以上 デー タ通信 システム

LosAngeles ター ミナ ル ・ベ ー ス ・

CA90045 トランザ クション処理

U.S.A. ATM

(213)642-4706 情報システム8500シ リーズ

(TRWInc.と 富 士

通の合弁会社)

Tymnet,lnc. 27100rchard Warren 1976 101 公衆パケ ッ ト網

Pkwy. F.Prince ～200
(700ノ ー ド、250者ll下行)

SanJose メッセー ジ交換 サー ビス

CA95134 TYMEGRAM電 子郵

U,S.A. 便サー ビス

(408)446-7000 私設ネ ッ トワー クお よ

び金融 トランザ クショ

ン ・サ ー ビス

(TymshareInc.の 子

会社)

Tymshare,lnc, 20705Valley T.J. 1966 4,000 50台 以上の大型 コシピ 82年12月

GreenDrive O'Rourke ユ ー タ と200台 の ミニ $297/$8.8

Cupertin・ コ ン ピュ ー タをつ な ぐ

CA95014 匡1際ネッ トワー クを介 しヤ

U.S.A, た リモ ー ト・コン ビ ュ ー

(408)446-6000 ティンクγ通信サー ビス

商用 デー タ処理

1 ア プ リケ ー シ ョン ・パ

ッ ケー ジ

Unilever StationHouse 1969 700 デー タ処理サー ビス 81年12月

Computer HarrowRoad (UnileverLtd.・ の 子 ($24」61)/($674)

ServicesLtd. Wembley, 会 社)・

MiddlesexHA96EB
■.,

U,K.
・ '

01-9031414

UnitedComputing 5454W110thSt、 D.S.Bates 1968 1,000 タ イ ム シ ェ ア リン'グ,` 82年12月

Systems OverlandPark 以上 リ モ ー ト ・バ ッ チ1/ロ ー ($2,419)/($201)

KS66211 カル・バ ッチ処理 を含 む

U.S.A.
.. 'コ ン ピ

ュー タ ・サ ー ビ ス
亀

「.・

(913)341-9161 ソ フ トウ ェア ・
,

グラ フ ィッ ク ・ター ミナ ル
'

(UnitedTelecommu・

niCatiOnSInC.の 子 会

社)
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代 表者 名 創立年 従業員数 事 業 内 容
決算(単位|00万鍔元㍑ ド)

企 業 名 所 在 地
総売上高/純 益

University UCCTower JohnKason 1963 1,725 リ モ ー ト ・バ ッ チ ・ コ
'82年12月

Computing ExchangePark ン ピ ュ ー テ ィ ン グ ・サ ($140)/(△$7.8)

Company Dallas,TX75235 一 ビ ス

(UCC)、 U.S.A. ソ フ トウ ェ ア

(214)353-7314 タ ー ンキ ー ・ビ ジ ネ ス
一・シス ァ ム

(WylyCorp.の 子 会社)

VarianAssociates 611HansenWay ThomasD. 1948 12,800 パ ル ス ・トラ ン ス フ ォ 82年9月

lnc. PaloAlto Sege 一 マ ー $691/$26.5

CA94303 子 会 社 の1っVarian

U,S.A. DataMachinesは'77年

(415)493-4000 にSperryUnivacに 買

収 された

VerbatimCorp, 323SoquelWay J.Reid 1969 1,480 デ ィジタル/ワ ー ドプ 82年6月

Sunnyvale Anderson ロセ ッシン グ ・カ セ ッ ト $85.1/$9.3

CA94086 (Chairman) /デ ィ ス ク,÷"デ ー タ

U.S.A. ・カ ー ト リ ッ ジ
,デ ィ

(408)245-4400 ス ケ ッ ト,テ ス ト ・カ

セ ッ ト,テ ス ト機 器 .

Versatec|nc. 2805BowersAve. Renn 1969 750 プ リン タ ー 82年12月

SantaClara Zaphiropoulos ～1
,250 プ ロ ッタ ー ($8,456)/($424)

CA95051 (XeroxCorp.の 子 会

U.S。A, 社)

(408)988-2800

WangLaboratorieS 11ndustrialAve. Dr.AnWang 1951 15,770 小型/中 型 コンピュータ 82年6月

lnc, Lowell プ リン ター,デ ィス ク,テ $942/$107

MAO1851 一プ を含む周辺装置

U.S.A. ワ ー ドプ ロセ ッサ ー

(617)459-5000 グ ラフ ィ ッ ク ス

分散デー タ処理

WesternUnion OneLakeSt, RobertM. 1851 13,042 テ レ コ ミュ ニケー シ ョ 81年12月

Corp. UpperSaddle Flanagan ン ・サ ー ビ ス $907/$69.6

River (Chairman) コ ン ピ ュー タ ・セ キ ュ

NJO7458 リティ/オ ンライン管

U.S.A.
'理 イ ンフ

ォメー シ ョン,

(201)825-5000 デ ー タ通 信,ハ ー ドウェア

WesternUnion OneWUIPIaza R.P. 1963 2,500 国際データ通信サービス

lnternatiOnallnC. NewYork Romanelli デー タベ ー ス ・サ ー ビス

NY10004

U.S.A.

(212)363-6400

Westinghouse Westinghouse RobertE, 1886 147,841 プ ロセス ・コン トロー ル 82年12月

ElectricCorp. Bldg.GatewayCenter Kirby
一・シ ス ァ ム $9.745/$449

Pittsburgh (Chairman) ソフ トウ ェア ・パ ッ ケー

PA15222 ジ

U.S.A.

(412)255-3800
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事 業 内 容
決算(単位100万㍑元形 ド)

企 業 名 所 在 地 代 表者名 創立年 従業員数

、

総売上高/純 益

WyleLabora一 128MarylandSt. StanleyA. 1949 2,200 マ イ ク ロ コン ピ ュ ー タ 82年1月

tories EISegundo Wainer 汎 用 デ ィ ジ タル ・ロ ジ $247/一

CA90245 ッ ク ・モ ジ ュー ル

U.S.A. 周辺装置

(213)322-1763 マ イ クロプロセ ッサ ー ・

(213)678-4251 チ ップ,カ ー ド等 を含 む

電 子 コ ン ポー ネ ン ト

CRTタ ー ミナ ル

WylyCorp. UCCTower JohnKason 1972 18,000 UniversityComputer 82年12月

ExchangePark Co.の 持株会社 $140/$7.8

Dallas,TX75235 同社 を通 じた コンピュ

U.S.A. 一 タ関 連サー ビス

(214)353-7100

XeroxComputer 5310BeethovenSt. HaigM. 1970 1,200 タ イ ム シ ェア リン グ ・

Service LosAngeles Bazoian サ ー ビ ス,ア プ リケー

CA90066 シ ョン ・プ ロ グ ラ ム

U.S.A. (XeroxCorp.の 子 会

(213)306-4000 社)

XeroxCorpora一 P.O.Box1600 C,P. 1906 109,940 コ ン ピュー タ ・プ リン 82年12月

tion Stamford McColough テ ィ ン グ ・シ ス テ ム $8.456/$424

CTO6904 (Chairman) ター ミナ ル

U,S.A. オ フ ィ ス・オー トメー シ

(203)329-8700 ヨン関連機器/サ ー ビス

デ ィ ス ク ・ドラ イ ブ

世 界最 大の複写機 メー

カー

ZEDA 5600WupPertal一 200 ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ

Barmen
、"一 ン

Postfach745 バ ッチ

WestGermany プ ロ グ ラ ミン グ

ZenithData 1000Milwaukee R.W. 1979 28,000 マ イ クロコン ピ ュー タ ・ 82年12月

Systems Ave, Kluckman
一

シ ス ァ ム ($1,239)/($21.8)

Glenview ビ デ オ ・デ ィ ス プ レ イ ・

IL60025 タ ー ミナ ル

U.S.A, (ZenithRadioCorp.

(312)391-8860 の子会社)

Ziloglnc. 1315DellAve, Lowell 1974 1,000 マ イ クロプロ セ ッサ ー ・ 82年12月

Campbell Strohl ～2
,000 コ ン ポー ネ ン ト ($103,649)/

CA95008 ハ ー ド/フ ロ ッ ピー ・ ($4,185)

U.S,A. デ ィ ス ク ・シス テ ム

(408)370-8000 オ ペ レー テ ィ ン グ ・シ

ス テ ム ・ソフ トウ ェア

OEMボ ー ド

マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ

(ExxonEnterprises

C・rp.の 子 会 社)
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〔2〕 日本の情報産業主要企業一覧

*五 十音順

企 業 名 住 所 代 表 者
創立
年
従 業
員 数

事 業.内 容
売上高(億円)

/決 算年月

アイ電子測器㈱ 〒146

東 京都 大 田 区 下 丸子2-28

-16

(03)756-4111

真 田 隆 幸 1962 100 ミニ コ ン ピュ ー タ,.マ イ ク ロ

コ ン ピ ュー タの 製 造 ・販 売

20

('79)

朝 日ビジネスコン

サル タン ト㈱

〒104

東 京都 中央 区築 地1-13-

10L

(03)543-3161

宇 都 宮 滋 1967 551 ソフ トウェア開発

受 託計算

入力業務1

21

('80/9月)

ア ルプス電気㈱ 〒145

東 京都大 田区雪谷大塚 町

1-7

(03)726-1211

片 岡 勝太郎 1948 5,027 オ フ ィス ・コ ン ピュー タ、 パ
ー ソナル ・コ ン ピュー タ

,タ

ー ミナル な どの 製 造

1,805

('82/3月)

ア ン ドー ルシステ

ムサ ポー ト㈱

〒105

東 京都 港 区新 橋1-6-6

木 村 ビル

(03)573-4671

三 田 輝 1969 53 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ,磁 気

テ ー プ装 置,フ ロ ッ ピー ・デ

ィス ク装 置 な ど の 製造 ・販売

4.5

('81/8月 〉

伊藤忠デー タシス

テム㈱
.

〒107

東 京都 港 区 北 青 山2-5-1

(03)405-5411

廣 井 信 雄 1972 500 オ フ ィス ・コ ン ピュー タ、 漢

'字処 理 シ ス テ ム ,ワ ー ドプ ロ

セ ッサ ー な どの 販 売

140

('80)

岩崎通信機㈱ 〒168

東 京都 杉 並 区 久我 山1-7-

41

(03)334-1111

林 新 二 1938 2.・726 デ ー タ ・タ ー ミナ ル,漢 等ニプ

リ ン ター の 製 造 ・販 売

524

C82/3月)

㈱ インテック 〒930

富 山 県富 山市 奥 田町2-11

(0764)32-5511

金 岡 幸 二 1964 1,100 ソフ トウェア開発

受 託計算

TSS

79

('80)

㈱ 内田洋行 〒104

東 京都 中央 区京 橋1-17-10

(03)555-4022

久 田 孝 1910 1,68i オフ ィス ・コ ン ピュ ー タ,パ ー

ソナ ル ・コ ン ピュ ー タ,入 出

力 装 置,タ ー ミナ ル な どの 販

売

7gi

℃81/7月)
セ
.

㈱ エ ム ・エ ス ・ケ

ー ・シ ス テム ズ

〒100

東 京都 千 代 田 区 丸 の 内2-

3-1

・(03)210-2371

瀬 川 江一郎 1972 102 ソフ トウェア開発

受 託計算 ・

TSS

]

38

('81/3月)

㈱ 大塚商会 〒100

東 京都 千 代 田 区 三崎 町2-

12-1

(03)264-7111

大 塚 実 1961 1,050 オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ,パ ー

ソ ナ ル ・コ ン ピ ュ ー タ,イ

ンテ リジ ェ ン ト ・ター ミナ ル

な どの 販 売

177

('80)

㈱ オー ビ ッ ク 〒103

東 京都 中央 区 日本橋室 町

+2東 邦生命 ビル
.

(03)241-0591

野 田 順 弘 1968 350 オ フ ィス ・コ ン ピュ ー タ,専

用 オ フ ィス ・コ ン ピュ ー タ,

CRTタ ー ミナ ル な どの 販 売

72

('80)
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企 業 名 住 所 代 表 者
創立
年
従 業

員 数
事 業 内 容

売上高(億 円)

/決 算年月

沖電気工業㈱ 〒105 橋 本 南海男 1881 12,076 ミニ コ ン ピュ ー タ、オ フ ィス ・ 2.142'

東京都 港区虎 ノ門1-7-12 コ ン ピュ ー タ,パ ー ソナ ル ・コ ℃82/3月)

(03)501-3111 ン ピュ ー タ,汎 用 コ ン ビュー

タ,周 辺端末装置 の製造 ・販売

沖ユニパ ック㈱ 〒105 山 本 正 明 1963 614 汎 用 コ ン ピ ュー タ,磁 気 デ ィ 128

東京都港 区虎 ノ門2-3-13 ス ク装 置 な どの製造 ('79)

第18森 ビル

(03)503-2771

㈱開発計算センター 〒100 林 基 次 1963 177 ソフ トウ ェア開発 19

東京都千代 田区丸の内1一 受託計算 ('81/2月)

8-2 TSS・RJEサ ー ビ ス

(03)213-0921㈹

カシオ計算機㈱ 〒160 樫 尾 忠 雄 1957 2,847 オ フ ィ ス ・コン ピ ュー タ,パ 1,508

東京都 新宿区西新宿2-6 一 ソナ ル ・コ ン ピ ュー タ
, ('82/3月)

新宿住友ビル デー タ ・ター ミナ ル

(03)347-4811 の製造 ・販売

兼松エ レク トロニ 〒105 荒 瀬 邦 喜 1968 180 ミニ コ ン ピ ュー タ,パ ー ソナ 112

クス㈱ 東京都港 区虎 ノ門3-23-6 ル ・ コ ン ピ ュ ー タ,ア ド ・オ C79)

秀和虎 ノ門3丁 目ビル ン ・メ モ リ ー,デ ー タ ・タ ー

(03)436-9511 ミナル な どの販売

兼松ニクス ドルフ 〒141 富 田 文 彦 1971 300 オ フ ィス ・コ ン ピュ ー タ,パ 53

コン ピ ュー タ㈱ 東京都品川区西五反田1一 一 ソナ ル ・コ ン ピュ ー タ
,イ C79)

31-1日 本生 命五反田ビル ン テ リジ ェ ン ト ・ター ミナ ル

(03)490-1351 な どの販売

㈱関西総合電子計 〒661 竹 内 政 二 1967 233 受託計算 26

算 セ ン ター 兵庫 県尼崎市若王寺3-11 入力業務 ℃79)

一20

(06)493-1150

キヤ ノン㈱ 〒146 賀 来 龍三郎 1937 11,321 オ フ ィ ス ・コン ピ ュ ー タ の 製 2,820

東 京都 大田区下丸子3-30 造 C81/12月)
一2

(03)758-2111

キヤ ノン販売㈱ 〒108 滝 川 精 一 1968 2,668 オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ、 パ 1,327

東京都港 区三 田3-11-28 一 ソナ ル ・コ ン ピ ュー タ
,日 ('81/i2月)

(03)455-9111 本語 ワー ドプロセッサー など

の販売

㈱協栄計算 センター 〒158 狩 野 健 司 1964 837 ソフ トウ ェア開発 70

東京都世 田谷 区等々 力1一 受託計算 ('81/3月)

5-12 TSS

(03)703-4111

㈱協和商会 〒101 野見山 治 雄 1947 65 ワ ー ドプ ロ セ ッサ ー の販 売 13

東京都千代田区神田和泉 C80)

町1-11協 和 ビ ル

(03)864-1211
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企 業 名 住 所 代 表 者
創立
年
従 業
員 数

事 業 内 容
売上高(億 円)

/決 算年 月

極東貿易㈱ 〒100-91

東 京都 千 代 田 区 大手 町2-

2-1新 大 手 町 ビ ル

(03)244-3511

沖 田 利 夫 1947 733 ミニ コ ン ピュ ー タ,パ ー ソナ

ル ・コ ン ピュ ー タ,マ イ ク ロ

コ ン ピュ ー タ,磁 気 テ ー プ 装

置 な どの 販 売

762

('79)

クスダ事務機㈱ 〒105

東 京都 港 区 西新 橋1-5-11

クス ダ ビ ル

(03)502-3511

楠 田 輝 夫 1949 529 COMKodakComputerOut・

putMicrofilmerな どの 販 売

122

('79)

㈱黒沢商店 〒104

東 京都 中 央 区 銀座6-9-2

(03)571-8441

黒 沢 張 三 1901 110 オ フ ィ ス ・コ ン ピ ュー タ,汎

用 コ ン ピ ュー タ,ワ ー ドプ ロ

セ ッサ ー な ど の 販売

12

C79)

側)公営事業電子計

算セ ンター

〒100

東 京都 千 代 田区 大 手 町2-

6-2日 本 ビル3F

(03)270-7471

土 本 吉 夫

.

1966 230 ソフ トウェア開発

受託計算

TSS

19

C80)

㈱構造計画研究所 〒164

東京 都 中 野 区 本町4-38-

13日 本 ホルスタイン会 館 内

(03)382-6761

三 枝 守 正 1959 230 ソ フ トウ ェ ア 開 発

コンサ ル テ ィ ン グ

パ ッケー ジ ・ソフ トの 販 売

34

('81/3月)

㈱ 神 戸 コ ン ピ ュ ー

ター サ ー ビ ス

〒650

兵庫 県神戸 市中央 区浪花

町57

(078)391-6271

川 本 勢 一 1969 372 ソフ トウ ェア開発

受託計算

TSS

ミニ コンな どの販売

19

('79)

国際電気㈱ 〒105

東 京都 港 区 虎 ノ 門1-22-

15

(03)591-7292

中 村 昇 1949 LO88 オ フ ィ ス ・コ ン ピ ュ ー タ,イ

ン テ リジ ェ ン ト・ター ミナ ル,

TSSタ ー ミナ ル の 製 造 ・販 売

432

('82/3月)

コクヨ㈱ 〒537

大阪府×阪市東成区大今

里南6-1-1

(06)976-1221

黒 田 曄之助 1920 2,487 プ リン テ ィン グ ・フ ォー ム な

ど の製 造 ・販 売

1,393

('81/9月)

小西六写真工業㈱ 〒160

東京都新宿区西新宿1-26

-2新 宿野村 ビル

(03)348-8111

川 本 信 彦 1936 4,680 コ ピー ・プ リン タ ー,ノ ンイ

ンパ ク ト・プ リ ン ター の 製 造 ・

販 売

2,150

C82/4月)

コロンビヤ 貿易㈱ 〒101

東 京 都 千 代 田 区猿 楽 町1-

2-1新 日貿 ビル

(03)291-0641

飛 田 利 一 1948 130 カー トリッジ磁 気 テ ー プ装 置,

デー タ ・レ コー ダー,マ ー ク ・

リー ダー な どの 販 売

55

('79)

㈱ コン ピ ュ ー タ

ア プ リケ ー シ ョ

ン ズ(CAC)

〒101

東 京都 千代 田 区 一 ツ 橋2-

3-1小 学 館 ビル

(03)263-7241

大 久 保 茂 1966 280 ソ フ トウ ェ ア 開 発,ソ フ トウ

ェ ア ・プ ロ ダ ク ツの 開 発 ・販

売 ・発掘,タ ー ン キー ・シス テ

ム の 開 発,コ ン サ ル テ ィ ン グ

26

('80/12月)
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n主 要国の情報化と情報産業

企 業 名 住 所 代 表 者
創立
年
従 業

員 数
事 業 内 容

売上 高(億 円)

/決 算年 月

コ ン ピュ ー ター サ

ー ビス㈱(CSK)

〒160-91

東 京都 新 宿 区 西新 宿2-6-

1新 宿 住 友 ビ ル37F

(03)344-1811

大 川 功 1968 2,966 ソフ トウェア開発

受託計算

TSS

173

C81/9月)

㈱ シー イ ー シー 〒150

東 京 都 渋 谷 区 渋 谷3-15-6

(03)407-8561

岩 崎 宏 達 1968 560 ソフ トウェア開発

受 託計 算

コンサル ティン グ

43

('81/1月)

シャープ㈱ 〒545

大 阪府大 阪市阿倍野区長

池町22-22

(06)621-1221

佐 伯 旭 1935 14,153 オ フ ィ ス ・コ ン ピ ュー タ,パ
ー ソナ ル ・コ ン ピ ュー タ

,デ

ー タ ・タ ー ミナ ル な どの 製 造 ・

販 売

5,800

('82/3月)

㈱社会調査 研究所

(MIC)

〒188

東 京 都 田無 市 谷 戸 町2-14

-11

(0424)23-1111

箱 根 宏 1960 660 ソフ トウェア開発

受託 計算

パ ッケー ジ ・ソフ ト

の販売

49

('81/3月)

昭和情報機器㈱ 〒107

東 京都 港 区 赤 坂8-1-19

日本 生 命 赤 坂 ビル

(03)403-7101

桃 谷 政 光 1973 121 漢字 プ リンター,漢 字 ター ミ

ナルの 製造 ・販売

24

℃80)

㈱ 事務計算センター 〒150

東 京都 渋 谷 区 桜丘 町31-

11

(03)463-0865

多 田 修 人 1966 840 ソフ トウェア開発

受託計 算

コンサ ルティング

33

C81/7月)

信州精器㈱ 〒399-07

長 野 県塩 尻 市広 丘 原 新 田

80

(02635)2-2552

中 村 恒 也 1961 2,000 オ フ ィ ス ・コ ン ピ ュー タ,プ

リン タ ー,ラ イ ン ・プ リン タ

ー な どの 製 造 ・販 売

560

('80)

新 日本電気㈱ 〒108

東 京 都 港 区芝5-37-8

住 友 三 田 ビル

(03)454-5111

肥 後 一 郎 1953 6,000 ミニ コ ン ピ ュー タ、 オ フ ィス

・コ ン ピ ュー タ
,汎 用 コ ン ピ

ュ ー タ な どの 販 売

1,366

('79)

㈱数値解析研究所 〒153

東 京 都 目黒 区 中 目黒1-1-

71ニ ー ル セ ン ビ ル

(03)710-8511

今 田 研 爾 1970 75 小 型 ・中型 コン ピュ ー タ,ワ

ー ドプ ロセ ッサ ー な どの 販 売

7.9

('81/1月)

㈱数理計画 〒112

東 京都 文 京 区 後 楽2-16-1

(03)816-2121

箕河原 徳 夫 1967 143 受託 計算、 ソフ トウ ェア開発

マシ ンの時間貸,コ ンサルテ

ィン グ,TSS

18

('80/12月)

住商機電販売㈱ 〒101

東京都 千代田区神 田美 土

代町7神 田第2中 央 ビル

(03)293-3231

伊 藤 正 1962 496 オ フ ィス ・コン ピ ュー タ,マ

イ ク ロ コ ン ピュー タ,ラ イ ン ・

プ リン ター な どの 販 売

956

C79)
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企 業 名 住 所 代 表 者
創立
年
従 業

員 数
事 業'内 容

売上 高(億 円)

/決 算年 月

住 商 コ ン ピ ュ ー タ

ー サ ー ビ ス㈱

〒565

大 阪 府 豊 中市 新 千 里 西 町

1-2-2

(06)833-2610

山 田 俊 二 1969 244 ソフ トウェア開発

受託計算

コンサ ルティング

52

C80)

住友ス リーエム㈱ 〒158

東 京 都 世 田 谷 区玉 川 台2-

33-1

(03)709-8111

田辺 賢 三 1961 1,788 磁気 デ ィス ク ・パ ッ久 磁気

テープな どの製造 ・販売
.r

367

('79)

㈱精工舎 〒130

東 京 都 墨 田 区 太 平4-1-1

(03)623-8111

最 上 務
'1970
1,500 オ フ ィ ス ・コ ン ピ ュ ー タ,パ

ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ
,補

1

助言田意装置な どの製造 ・販売

510

('80)

㈱西武情報センター 〒165

東 京都 中 野 区 江 原 町1-13

-22

(03)954-1521

鈴 木 清 彦 1970 316 ソフ トウ ェア開発

受託計算

TSS

25

('81/2月)

セ ンチ ュリ リサー

チセ ンタ㈱

(CRC)

〒103

東京都 中央区 日本橋 本町

3-2小 津本館 ビル

(03)665-9711

塚 本 祐 造 1958 766 ソフ トウェア開発

受託計算

TSS

73

C81/3月)

セ ン トラル システ

ム ズ㈱

〒460

愛知 県 名 古 屋 市 中 区 錦2-

20-20大 和 生 命 ビル7F

(052)231-8481、

白木 裕 泰

.

1970 576 ソフ トウェア開発

受託計算

コンサ ルティング

51

('80)

㈱ ソー ド電算機 シ
ー

スア ム

〒124

東 京 都 葛 飾 区 西 新 小 岩4-

42-12磯 間 第2ビ ル

(03)696-6611

椎 名 嘉 慶 1970 150 パ ー ソナ ル ・コン ピュ ー タ,

マ イ ク ロ コン ピュ ー タ,デ ー

タ ・ター ミナ ル の 製 造 ・販 売

26

('79)

ソ ニー ・テ ク トロ

ニ ク ス㈱

〒141

東 京 都 品川 区 北 品1115-9-

31

(03)448-4611

熊 倉 尚
」

1965 650 パ ー ソ ナ ル ・コ ン ピ ュー タ,

グ ラ フ ィッ ク ・ター ミナ ル な

どの 製 造 ・販 売

190

C79)

大興電子通信㈱ 〒101

東京都千代 田区神 田錦町

3-1北 星 ビル

(03)293-0201

高 橋 文 雄 1953 500 ミニ コ ン ピュ ー タ、 汎 用 コン

ピ ュー タ,ワ ー ドプ ロセ ッサ

ー の 販 売

35

('79)

ダ イ ヤ モ ン ドコ ン

ピュー タサ ー ビ ス

㈱

〒102

東 京 都 千 代 田 区 九段 南4-

8-20三 菱 銀行 市 ケ 谷 ビ

ノレ

(03)265-6681

石 澤 雄四郎 1970 319 ソフ トウェア開発

受託計算

コンサ ルティング

.

38

C81/3月)
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n主 要国の情報化と情報産業

企 業 名 住 所 代 表 者
創立

年
従 業
員 数

事 業 内 容
、売上 高(億 円)

/決 算 年月

大 和 コ ン ピ ュー タ 〒104 大 越 実 1975 173 ソフ トウェア開発 41

サー ビス㈱ 東京都 中央区新 川1-28一 受託計算 ('81/7月)

38東 京ダイヤビル TSS

(03)553-6011 1

高千穂交易㈱ 〒160 栃 本 京 子 1952 400 オ フ ィス ・コン ピ ュー タ,イ 100

東京都新宿 区四谷1-2-8 ン テ リ ジ ェ ン ト・ター ミナ ル 、 ('79)

中村 ビル 分散処理 システム などの販売

(03)355-1111

立石電機㈱ 〒616 立 石 孝 雄 1948 4,769 POS用 ター ミナル,金 融 機関 1,604

京都府京都市右京区花園 用 ター ミナルなどの製造 ・販売
.

C82/3月)

土堂町10

(075)463-1161

㈱ 中央計算 センター 〒160 奥 津 榮 一・ 1961 155 ソフ トウ ェア開発 23

東京都新宿 区新宿3-17-5 受託計算 ('80/12月)

(03)356-4821 コ ンサ ル テ ィン グ

中央電子㈱ 〒192 石 井 一 恵 1960 220 ミニ コ ン ピュ ー タ,マ ソ ク ロ 60

(CEC) 東京都八王子市元本郷町 コン ピュ ー タ,磁 気 デ ィス ク, ('80)

1-9-9 ター ミナ ル の 製造 ・販 売

(0426)23-1211

千代田情報機器㈱ 〒102 替 地 大 三 1959 210 ミニ コ ン ピ ュー タ,オ フ ィ ス 45

東京都 千代 田区麹 町5-3 ・コ ン ピ ュー タ
,パ ー.ソ ナ ル ℃79)

(03)264-6131 ・コ ン ピ ュー タな どの 販 売

㈱ ツヅ キビジネス 〒105 寺 尾 邦 彦 1976 40 オ フ ィス ・コ ン ピュ ー タの 販 5
'

"

マ シ ン ス 東京都 港区新橋5-31-5 売 C79)

ビルデ ィング加賀

(03)432-4645

テ ィア ック㈱ 〒180 柳 瀬 昇 1953 1,520 パ ー ソナ ル ・コン ピ ュー タ、 394

東 京都 武蔵野市中町3-7一 フ ロ ッ ピー ・デ ィ ス ク装 置, ('81/9月)

3 磁気テー プ装置の製造 ・販売

(0422)53-1111

:

㈱ テイケイ シイ 〒102 飯 塚 毅 1966 501 ソフ トウェア開発 106

(TKC) 東京都千代 田区富士 見2一 受託計算 e81/9月)
.

10-28フ ジ ボ ウ会 館3F』 TSS

(03)239-0061
F
F

DEC日 本支社 〒170 Edmund 1968 620 ミニ コ ン ピュ ー タ,オ フ ィズ 149

東京都豊 島区東池袋3-1一 J.Re川y ・コ ン ピュ ー タ,マ イ ク ロ コ ('81)

1サ ンシ ャ イ ン6035F ン ピュ ー タ,汎 用 コ ン ビ ュー

(03)989-7111 タな どの販売
x

㈱ ティー ディー シー 〒104 野 崎 克 己 1962 260 ソフ トウ ェア開発 20

東京都中央 区新川1-8-21 コ ンサ ル テ ィン グ ('81/3月)

(03)553-1331 ター ン キ ー ・シ ステ ム の 開 発
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企 業 名 住 所 代 表 者
創立
年
従 業

員 数
事 業 内 容

売上高(億円)

/決 算年月

帝 人ア ドバ ンス ト

プロダクツ㈱

〒100

東 京 都 千 代 田区 内 幸 町2-

1-1

(03)506-4670

青 柳 勝 雄 1972 91 マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ ・システ

ム,グ ラ フ ィ ッ ク ・ター ミナ

ル 、 プ リン ター な どの 製 造 ・

販 売

36

('79)

㈱ デ ー タ ー プ ロセ

ス コ ン サ ル タ ン

ト

〒104

東 京 都 中央 区 銀座2-8-15

共 同 ビル

(03)567-5211

安 藤 多喜夫 1964 874 ソフ トウェア開発

入 力業務

コンサル ティング

34

C81/3月)

㈱電 算 〒380

長 野 県 長 野 市 県町451

(0262)34-0151

石 原 俊 輝 1966 326 ソフ トウェア開発

受託計算

TSS

25

C81/3月)

東京エ レク トロン

㈱

〒160

東 京 都 新 宿 区西 新 宿L26

-2

(03)343-4411

小 高 敏 夫 1964 685 ミニ コ ン ピ ュー タ、 マ イ ク ロ

コ ン ピ ュー タ,タ ー ミナ ル な

どの 販売

5らO

C81/9月)

東京三洋電機㈱ 〒370-05

群 馬県邑楽郡大泉町坂 田

(0276)63-2111

井 植 薫 1959 10,251 オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ,パ

ー ソナ ル ・コ ン ピ ュ ー タ,タ

ー ミナ ル の 製造 ・販売

2,683

('81/11月)

東京芝浦電気㈱ 〒210

神 奈川県川崎市幸 区堀川

町72

(044)522-2111

岩 田 武 夫 1904 64,800 汎 用 コ ン ピ ュー タ,ミ ニ コ ン

ピ ュー タ,オ フ ィス ・コ ン ピ

ュー タ,各 種 周 辺 端 末 装 置 の

製 造 ・販 売

17,472

C82/3月)

東京重機工業㈱ 〒182

東 京 都 調 布 市 国領 町8-2-1

(03)480-1111

内 山 真 人 1938
'3
,145 キー ・ツー ・フ ロ ッ ピー 装 置,

ラ イ ン ・プ リ ン ター な どの 製

造 ・販 売

674

e82/3月)

㈱東京証券 計算セ

ンター

〒104

東 京 都 中央 区 京 橋1-9マ

(03)563-1561

谷 村 裕 1961 152 受託計算 3.4

('80/9月)

東京電気㈱ 〒153

東 京 都 目黒 区 中 目黒2-6-

13

(03)711-6111・

秋 津 敏 夫 1916 3,736 オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ,専

用 オ フ ィス ・コ ン ピ ュ ー タ,

POSタ ー ミナ ル な どの 製 造 ・

販 売

953

('82/3月)

東 芝ビジネス コン

ピュー タ㈱

〒105

東 京 都 港 区 芝 浦1-1-43

東 芝 浜 松 町 ビル

(03)454-8131

大 野 保 1977 480 オフ ィス ・コン ピュータ,補

助記憶装置 などの販売

130

(79)

東洋オフ イス メー

シ ョン㈱

〒105

東 京 都 港 区芝 浦1-13-10・
・第3東 運 ビ ル

(03)454-0811

高 橋 三 平 1955 200 イ ンテ リジ ェ ン ト ・ター ミナ

ル,OCRな どの 販売

45

('81)
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ll主 要国の情報化と情報産業

企 業 名 住 所 代 表 者
創立

年

従 業

員 数
事 業 内 容

売上高(億 円)

/決 算年月

㈱東洋情報 シス

テム

〒564

大 阪府 吹 田市 江 の 木町

1338

(06)385-0888

堀 貞 夫 1971 605 ソフ トウェア開発

受託計算

TSS

62

C79)

東 レ ㈱ 〒103

東 京都 中央 区 日本 橋 室 町

2-2

(03)222-3811

藤 吉 次 英 1926 14,094 漢字 プ リン ター,パ ー ソナ ル ・

コ ン ピ ュー タな どの 製 造 ・販

売

5,568

C82/3月)

ドッ トウ ェ ルエ ン

ドコム パ ニ ー リ ミ

テ ッ ド日本 支 社

〒107

東京都港区赤坂1-1L41

第1興 和 ビル

(03)584-2351

L.A.

Radbourne

・1870 1,000 オ フ ィス ・コン ピュ ー タ,ミ

ニ コ ン ピ ュー タ,OCRな どの

販 売

1,200

('80)

日電東芝情報 シス

テム㈱(NTIS)

〒108

東 京 都 港 区 芝5-37-8

(03)454-3521

今 村 茂 雄 1974 800 汎 用 コ ン ピュー タ,イ ン テ リ

ジ ェ ン ト ・ター ミナ ル な どの

販売

190

℃79)

日生 コ ン ピュ ー タ

サ ー ビス㈱

〒541

大 阪 府 大 阪 市 東 区 今 橋3-

12-1日 生 今 橋 ビル

(06)231-0465

木 下 洪 1967 437 ソフ トウェア開発

マ シンの時間貸

要 員派遣

32

('80)

日本 エ ヌ ・シー ・

ア ー ル ㈱

〒107

東 京都 港 区赤 坂L2-2

(03)582-6111

三 富 啓 亘 1934 4,996 小 型 事 務 用/オ フ ィ ス ・コ ン

ピュ ー タ,汎 用 コ ン ピ ュ ー タ,

デ ー タ ・ター ミナ ル の 販 売,

受 託 計 算

697

('81/11月)

日本 シー デ ィー シ

ー ㈱

〒170

東 京都 豊 島 区東 池袋3-1-

1サ ン シャ イ ン60

(03)982-6211

D.F.Greg9 1971 120 汎用 コンピュー タ,磁 気 デ ィ

スク装置 などの販売

一

日本 ・デー タゼ ネ

ラル㈱

〒150

東 京 都 渋 谷区 神 宮 前6-12

-20

(03)406-6451

四 戸 晃 治 1971 480 ミニ コ ン ピ ュー タ,オ フ ィス

・コ ン ピ ュー タ
,マ イ ク ロ コ

ン ピュ ー タ な どの 販 売

72

('80)

日本電気㈱ 〒108

東 京 都 港 区 芝5-33-1

(03)454-1111

関 本 忠 弘 1899 34,061 汎 用 コ ン ピュ ー タ,ミ ニ コ ン

ピュ ー タ,オ フ ィス ・コ ン ピ

ュ ー タ,各 種 周辺 端 末 装 置 の

製 造 ・販 売

10,540

('82/3月)

日本電気 漢字 シス

テム㈱

〒183

東 京 都 府 中 市 日新 町1-10

(0423)66-2121

小 池 明 1975 120 漢 字 プ リン ター,イ ンテ リジェ

ン ト ・ター ミナ ル,日 本 語 ワ

ー ドプ ロセ ッサー の製造 ・販 売

27

('79)
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企 業 名 住 所 代 表 者
創立
年
従 業
員 数

事 業 内 容
売上高(億 円)

/決 算年月

日本電気情報サー 〒108 友 成 治 夫 1974 337 TSS 82

ビス㈱ 東京都 港区芝4-14-2 リモ ー ト ・バ ッチ ('81/3月)

第2田 町 ビル

(03)454-5711

日本電気 ソフ トウ 〒105 岸 上 利 秋 1975 965 ソフ トウェア開発 178

エア㈱ 東京都港区芝2-14-7 パ ッケ ー ジ ・ソフ トの 販 売 C81/3月)

(03)454-6311

㈱ 日本ビジネス 〒150 桑 江 和 夫 1959 1,886 ソフ トウェア開発 285

コ ンサ ル タン ト 東京都渋谷 区道玄坂1-16 受託計算 ('81/3月)

(NBC)
一5 コ ンサ ル テ ィン グ

(03)476-2801

日本ユニパ ッ ク㈱ 〒107 平 田 弘 1958 4,564 パ ー ソナ ル ・コ ン ピ ュ ー タ, 909

東京都港 区赤坂2-17-51 日本 語 ワ ー ドプ ロ セ ッサ ー, e82/3月)

(03)585-4111 汎用 コン ピュータな どの販売

日本 ワ ー ドプ ロセ 〒102 斎 藤 謙 司 1978 16 日本 語 ワー ドプ ロ セ ッサ ー, 4

ッサ㈱ 東京都千代 田区麹町4-1

志村 ビル10F

オ フ ィ ス ・コ ン ピ ュー タ な ど

の 販 売 ぱ 。)
(03)234-5611

日本 ア イ ・ピー ・ 〒106 椎 名 武 雄 1937 12,368 分散処理 システム,汎 用 コン 3,383

エム㈱ 東京都港 区六本木3-2-12 ピ ュー タ,タ ー ミナ ル ・ミニ ('80/12月)

(03)586-1111 コ ン ピュ ー タな どの 製 造 ・販

士
冗

日本 イ ンテ リ ジ ェ 〒102 野 村 俊 夫 1974 31 オ フ ィス ・コ ン ピュ ー タの 販 一

ン ト・ター ミナ ル ㈱ 東京都千代 田区富士見2一 売

10-28フ ジ ボ ウ 会館 ビル

(03)264-2101

日本 オ りベ ッ テ ィ 〒152 GiovanniFei 1961 1,880 ミニ コ ン ピ ュー タ,オ フ ィ ス 一

㈱ 東 京都 目黒区碑文谷主26 ・コ ン ピ ュー タ,パ ー ソナ ル

一17 ・コ ン ピ ュー タ な どの 販 売

(03)714-1211

㈱ 日本 システムデ 〒541 大 東 清 成 1969 880 ソフ トウェア開発 31

イベ ロ ッ プ メ ン 大阪府大阪市東区大川町 入力業務 ('80)

ト 27住 友生命淀屋橋 ビル FMサ ー ビス

(06)201-2701

日本周辺機㈱ 〒251 橋 本 一 二 1973 110 磁気デ ィスク装置,磁 気 テー 52

神 奈川県藤沢市宮前660 プ装置の製造 ('79)

(0466)26-8211

日本情報サー ビス 〒550 谷 澤 一 郎 1969 650 ソフ トウェア開発 84

㈱ 大阪府大阪市西区土佐堀 受託計算 ('80)

2-2-7 TSS

(06)443-1381

日本情報産業㈱ 〒150 下 川 幸 嗣 1969 660 ソフ トウェア開発 29

東京都渋 谷区渋 谷3ロ ー4 受託計算 ('81/6月)

第百生命渋 谷ビル TSS

(03)409-9411

㈱日本情報研究セ 〒150 谷 村 外志男 1970 698 ソフ ト開発 32

ン ター 東 京都 渋谷区渋 谷2-22-3 パ ンチ ('81/3月)

(03)499-2871
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ll主 要国の情報化と情報産業

企 業 名 住 所 代 表 者
創立
年
従 業
員 数

事 業 内 容
売上高(億 円)

/決 算年 月

日本 タイム シ ェア

㈱

〒105

東 京 都 港 区 虎 ノ 門1-26-5

(03)502-8531

伊 藤 正 之 1968 450 ソフ トウェア開発

運 営受 託

コン ピュータ販売

31

('81/3月)

日本ダイ レックス

㈱

〒106

東 京都 港 区 六 本 木3-18-

12

(03)585-7801

若 山 政 敏 1973 116 ミニ コ ン ピュ ー タ,オ フ ィス ・

コ ン ピ ュー タ,イ ン テ リジ ェ

ン ト ・ター ミナ ル の販 売

30

ぱ 。)

日本電子開発㈱ 〒160

東京都新宿 区西新宿7-7-

30小 田急柏木 ビル3F

(03)367-5021

松 尾 三 郎 1965 567 ソ フ トウ ェア 開 発

パ ッケ ー ジ ・ソ フ トの販 売

コ ンサ ル テ ィン グ

43

('79)

日本電子計算㈱

(JIP)

〒103

東京都 中央区 日本橋兜町

6-7

(03)668-6171

鈴 木 久 1962 932 ソフ トウ ェア開発

受託 計算

TSS

108

('81/3月)

日本 ハ ネ ウ ェ ル ・

イ ンフ ォ メ ー シ ョ

ン ・シ ス テ ム ズ ㈱

〒101

東京都 千代田区神 田神保

町2-2波 多野ビル

(03)265-6161

小 野 力 弥 1978・ 310 ミニ コ ン ピュ ー タ,分 散 処 理

コ ン ピ ュー タ,汎 用 コン ピュ

ー タ な ど の 販売

一

日本 ビ ジ ネ ス オ ー

トメー シ ョン㈱

〒151

東 京 都 渋 谷 区千 駄 ヶ谷3-

50-11

(03)404-2221

宮 本 市 朗 1962 565 ソフ トウェア開発

受託計算

91

('81/3月)

日本 ビジネ ス

コン ピュー タ㈱

(JBC)

〒101

東 京都 千 代 田 区神 田 司 町

2-1

(03)294-4711

谷 口 数 造 1964 820 オ フ ィ ス ・コ ン ピ ュ ー タ,イ

ンテ リジ ェ ン ト ・ター ミナ ル

な どの 製 造 販 売

88

('81/3月)

日本ブ イリツプス

㈱

〒108

東 京 都 港 区 高 輪3-26-33

秀 和 品 川 ビ ル

(03)448-5611

R.Appeldoorn 1953 230 デー タ ・ター ミナ ル,モ デ ム

な どの 販 売

449

('79)

日本マ イ ク ロ

コ ン ピュ ー タ㈱

〒102

東 京 都 千 代 田 区麹 町4-5-

21睦 ビル

(03)230-0041

馬 上 義 弘 1975 27 パ ー ソナ ル ・コ ン ピ ュー タの

販 売

12

('79)

日本無線㈱ 〒105

東 京都 港 区 虎 ノ門1-17-1

第5森 ビ ル

(03)591-3451

幕 内 鉄 男 1942 3,334 ミニ コ ン ピュ ー タ,オ フ ィ ス

コ ン ピ ュ ー タ,デ ジ タル ・プ

ロ ッタ ー な どの 製 造 ・販 売

644

('82/3月)

野村コン ピュー タ

システム㈱

(NCC)

〒160

東京都新宿 区四谷4-29

(03)352-8211

石 川 郁 郎 1966 509 ソフ トウェア開発

受託計算

TSS

127

('81/9月)
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企 業 名 住 所 代 表 者
創立

年

従 業

員 数
事 業 内 容

売上高(億円)

/決 算年月

パナ ファコム㈱ 〒242

神 奈 川 県大 和 市 深 見534

(0462)64-3351

小 林 天 佑 1973 470 ミニ コ ン ピ ュー タ,マ イ クロ

コ ン ピ ュー タ、 デ ー タ ・ター

ミナ ル な どの 製造 ・販売

110

C79)

バ ロ ー ス㈱ 〒102

東 京 都 千 代 田 区麹 町1-7

(03)263-3211

JohnJ。Holton 1973 2,650 オ フ ィス ・コ ン ピュ ー タ,汎

用 コ ン ピュ ー タ,分 散 処 理 シ

ステ ム な どの 販 売

137

('80/11月)

㈱日立製作所 〒100

東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内1-

5-1 .新 丸 ビ ル

(03)212-1111

1

吉 山 博 吉 1920 73,797 汎 用 コ ン ピュ ー タ,ミ ニ コ ン

ピ ュー タ,パ ー ソ ナ ル ・コ ン

ピュー タ,各 種 周辺 ・端 末 装

置 の 製 造 ・販売

2L409

C82/3月)

日立造船情報 シス

テム㈱

〒550

大 阪府 大 阪市 西 区京 町堀

1-4-16

セ ン チ ュ リー ビ ル3F

(06)448-5081

宗 正 1977 260 OCR、 船舶用情報機 器な どの

製造 ・販売

24

('79)

日立 ソ フ トウ ェ ア

エ ン ジニ ア リン グ

㈱

〒231

神奈川県横浜市中区尾上

町⑤81

(045)864-3711

杉 山 康 男 1970 1,442 ソフ トウ ェア 開 発

コ ンサ ル テ ィ ン グ

パ ッケ ー ジ ・ソ フ トの販 売

98

('81/3月)

日立電子サー ビス

㈱

〒244

神奈川県横浜市戸塚区戸

塚町180

(045)881-1201

佐 藤 正 三 1962 2,700 オ フ ィ ス ・コ ン ピ ュ ー タ,

OCRシ ス テ ム,デ ー タ ・エ ン

ト リー 装 置 な どの 販売

325

C79)

フ ァ コ ム ・

ハ イ タ ッ ク㈱

〒102

東 京都 千 代 田 区 九段 南2-

3-1青 葉 第 一 ビル

(03)264-1131

二 宮 安 蔵 1974 653 富士通,日 立 の全 コン ピュー

タシステムおよび共同開発 シス

テムの販売

80

('79)

富士 写真フイルム

㈱

〒106

東 京 都港 区 西麻 布2-26-

30

(03)406-2111

大 西 實 1934 11,026 COM,レ コー ダー,コ ンバ ー タ

ー な どの 製 造 ・販 売

4,468

('81/10月)

富士ゼ ロックス㈱ 〒107

東 京 都 港 区 赤 坂3-3-5

(03)585-3211

小 林 陽太郎 1962 8,400 レ・一ザ ー ・プ リ ン ター,ワ ー

ドプロセ ッサ ーの 製造 ・販 売

1,409

('79)
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E主 要国の情報化と情報産業

企 業 名 住 所 代 表 者
創立

年

従 業

員 数
事 業 内 容

売上 高(億 円)

/決 算年 月

富士通㈱ 〒100

東京都千代田区丸の内2-

6ヨ 古河総合 ビル

(03)216-3211

山 本 卓 眞 1935 35,834

魑

オ フ ィス ・コン ピ ュ ー タ,汎

用 コ ン ピュ ー タ、 各種 周 辺 ・

端 末 装 置 の 製 造 ・販売

6,711

('82/3月)

富 士 通 エ フ ・ア イ

・ピー ㈱

〒105

東 京 都 港 区 新 橋6-1-1

秀 和 御 成 門 ビ ル

(03)433-2251

名木田 兵 二 1977 878 受託計算

ソフ トウェア開発

ソフ トウェア ・パ ッケー ジの

販売

83

℃81/9月)

富士電機製造㈱ 〒210

神奈川県川崎市川崎区 田

辺新 田1-1

(044)333-7111

阿 部 栄 夫 1923 13,456 ミニ コ ン ピュ ー タ応 用 シ ステ

ム 、 マ イ ク ロコ ン ピュ ー タ応

用 シ ス テム,ソ フ トウ ェ ア 製

品 の 製 造 ・販 売

3,302

('82/3月)

㈱芙蓉情報センター 〒107

東 京 都 港 区 赤 坂4-7-14

(03)582-5311

豊 川 博li匡 1970 388 ソフ トウェア開発

受託計算

TSS

30

('81)

ぺ んてる㈱ 〒103

東京都中央区 日本橋小網

町7-2

(03)667-3331

堀 江 幸 夫 1946 1,580 オ フ ィス ・コン ピュ ー タ,日

本 語 ワー ドプ ロセ ッサ ー な ど

の 製 造 ・販売 ・

一

㈱北海道 ビジネス

コンサ ル タン ト

〒064

北海道札幌市中央区南8

条西4大 京 ビル

(011)512-8241

豊 島 弘 通 1964 44 ソフ トウェア開発

受託計算

入力業務

2.5

(79)』

松下通信工業㈱ 〒223

神 奈 川 県 横 浜 市 港 北 区 綱

島 東4-3-1

(045)531-1231

小 蒲 秋 定 1958 5,729 パ ー ソナ ル ・コ ン ピュ ー タ,

磁 気 デ ィス ク装 置,OCRな ど

の 製 造 ・販 売 .

1,986

℃81/11月)

松下電器産業㈱ 〒571

大阪府門真市大字門真

1006

(06)908-1121

山 下 俊 彦 1918 38,655 オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ の 製

造 ・販売

「

23,463

('81/11月)

松下電器貿易㈱ 〒542

大 阪 府 大 阪 市 南 区 南 船 場

4-3-2

(06)282-5111

飯 村 正 造 1935
'1
,296 ミニ コ ン ピュ ー タ,パ ー ソナ

ル コ ン ピ ュー タ,マ イ ク ロ コ

ン ピ ュー タ な どの 販 売

11,077

('81/9月)

松下電送機器㈱ 〒153

東 京 都 目黒 区 下 目黒2-3・ ・

8

(03)491-9191

木 野 親 之 1945 2,000 オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ・エ ン ト

リー ・シス テ ム,デ ー タ ・タ

ー ミナ ル の 製 造 ・販 売

257

C80)
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企 業 名 住 所 代 表 者
創立

年

従 業

員 数
事 業 内 容

売上高(億 円)

/決 算年月

丸栄計算セ ン ター

㈱

〒107

東 京 都 港 区 赤 坂3-3-3

住 友 生 命 赤 坂 ビル

(03)583-6126

奥 田 耕 己 1966 1,220 ソフ トウェア開発

入 力業務

36

('79)

丸紅エ レク トロニ

クス㈱

〒105

東 京 都 港 区虎 ノ 門1-16-

16

(03)507-4411

黒 木 保 之 1977 343 ミニ コ ン ピュー タ、 磁 気 デ ィ

ヌ、ク装 置,イ ン テ リジ ェン ト

・ター ミナ ル な どの 販 売

114

('79)

三井情報開発㈱ 〒156

東 京 都 世 田谷 区桜 丘5-38

-1

(03)425-1101

城 戸 崎 武 1967 329 ソ フ トウ ェ ア 開 発

TSS

リモ ー ト ・バ ッチ

62

℃80)

三井物産電子販売

㈱

〒105

東 京 都 港 区西 新 橋2-11-5

呉 ビル

(03)502-2271

山 中 正 夫 1980 60 パ ー ソナ ル ・コ ン ピ ュー タ,

ミニ デ ィス ク装 置,ワ ー ド

プ ロセ ッサ ー な どの 販 売

60

(見込 み)

℃80)

三菱事務機械㈱ 〒104

東 京都 中 央 区 京 橋1-18-1

(03)567-0411

恒 川 愛二郎 1964 348 オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ,汎

用 コ ン ピ ュー タ,デ ー タ ・タ

ー ミナ ル な どの 販 売

104

C80)

㈱三菱総合研究所 〒100

東 京都 千 代 田 区 大 手 町2-

3-6

(03)270-9211

高 雄 靖 1970 460 ソフ トウェア開発

受託計算

TSS

53

C79)

三菱電機㈱ 〒100

東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内2-

2-3

(03)218-2111

進 藤 貞 和 1921 47,948 ミニ コ ン ピ ュー タ,オ フ ィス ・

コ ン ピ ュー タ,汎 用 コン ピ ュ

ー タ な ど の 製造 唄 反発

13,155

e82/3月)

三菱プ レシジ ョン

㈱

〒247

神奈川県鎌倉市上町屋

345

(0467)46-4147

青 山 越 男 1962 690 オ フ ィ ス ・コ ン ピュ ー タ の

製 造

83

('79)

㈱ ミロク経理 〒102

東京都千代 田区麹町1-6

相互 第3ビ ル

(03)265-7461

鈴 木 啓 允 1963 250 オ フ ィ ヌ、・コ ン ピュ ー タ,ラ

イ ン ・プ リン タ ー の 製 造 ・販

売

60

(見 込 み)

('80)

㈱ メル コムビ ジネ

ス

〒101

東京都千代 田区内神 田2-

2-1鎌 倉河岸 ビル

(03)256-6721

市 村 宗 明 1973 350 オ フ ィス ・コンピュー タの 販売 53

('79)

ユーザ ック電 子工

業㈱

〒929-11

石 川 県 河北 郡 宇 ノ気 町等:

宇 野 気 ヌ98-2

(07628)3-1212

長 倉 信 彦 1960 690 オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ,入

出 力 装 置 の 製 造

103

('79)
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企 業 名 住 所 代 表 者
創立
年
従 業
員 数

事 業 内 容
売上高(億 円)

/決 算年月

㈱横河電機製作所 〒180

東 京都 武 蔵 野 市 中町2-9-

32

(0422)54-1111

横 河 正 三 1920 3,779 ミニ コ ン ピ ュー タ,制 御 用 コ

ン ピュ ー タ
.,デ ザ イ ン ・ター

ミナ ル,プ ロ ッ ター ・デ ジ タ

イザ ー な どの 製 造 ・販売1

889

℃82/3月)

横 河 ・ビュ ー レ ッ

ト ・パ ッ カ ー ド㈱

〒192

東 京 都 八王 子 市 高 倉 町9-

1

(0426)42-1231

笹 岡 健 三 1963 1,100 ミニ コ ン ピュ ー タ,パ ー ソナ

ル ・コ ン ピュ ー タ,汎 用 コン

ピ ュー タな どの 製 造 ・販 売

466

('80)

吉沢ビジネスマシ

ンズ㈱

〒105

東 京 都 港 区西 新 橋1-16-5

(03)501-6251

吉 澤 幹 夫 1964 150 グラフ作成

漢字処理

汎用設計

33

('80)

㈱ リコー 〒107

東 京 都 大 田 区 中 馬 込

1-3-6

(03)777-8111

大 植 武 士 1936 9,000 オ フ ィ ス ・コ ン ピ ュー タ,イ

ンテ リ ジ ェ ン ト ・ター ミナ ル

の 製 造 ・販 売

2,948

('82/3月)

㈱両備 システム ズ 〒700

岡 山 県 岡 山 市 豊 成2-7-16

(0862)64-0111

松 田 基 1969 340 ソフ トウェア開発

受託計算

パ ッケー ジ ・ソフ トの販売

23

(見 込 み)

('81)
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海外企業の 日本進 出 ・提携」犬況

海 外 企 業 進出/提 携 日 本 企 業

ABEIectrolux: 子 会 社 エ レ ク トロ ラ ッ ク ス ジ ャ パ ン㈱ フ ァ シ ッ ト事 業 部

S-10545StockholmSweden 〒107港 区元 赤 坂1-7-8カ デ リウ ス ビル4F

Tel(08)738-6000 Tel(03)479-3411

ACCOhternational,lnc. 日 本 支 社 ア コー イ ン タ ー ナ シ ョナ ル

770S.AccoPlazaWheelingIL60090U.S.A イ ンコー ポレイテッ ド日本支社

Tel(312)541-9500 〒108港 区 高 輪2-1-15

Tel(03)442-5883

AdvancedElectronicDesignlnc. 総代 理店 日本 エ イ ・エ ス ・ア ー ル イ ン タ ー ナ シ ョナ ル ㈱

440PotreroAve,Sunnyvale.CA94086 〒105港 区 西 新 橋3-23-8

U.S.A.Tel(408)733-3555 Tel(03)437-5371

AdvancedMicroDevices 子 会 社 ㈱ ア ドバ ンス ト ・マ イ ク ロ デバ イ ス

901ThompsonPlaceSunnyvaleCA94086 〒168杉 並 区下 高井戸1-8-17第3保 谷ビル

U.S.A.Te1(408)732-2400 Tel(03)329-2751

AdvancedSystems,lnc. 総代 理 店 日本 コ ン ピ ュー タ㈱

2340SArlingtonHtsRd.ArlingtonHeights 〒105港 区 虎 ノ 門2-6-4

IL60005U.S.A. Tel(03)501-6451

Tel(312)981-4260

AmdahlCorporation 技術提携, 富 士 通 ㈱

1250EArquesAve.SunnyvaleCA94086 資本提携 〒100千 代田区丸の 内2-6-1古 河総合 ビル

U.S.A.Tel(408)746-6000 (富 士通の出資) Tel(03)216-3211

AmpexCorp. 総代 理店 丸 文 ㈱

401BroadwayRedwoodCityCA94063U.S.A. 〒103中 央区 日本橋 大伝 馬町8-1

Te1(415)367-2011 Tel(03)662-8151

Anal。gDevice5 日 本 支 社 アナ ログ・デ バ イセ ズ・オ ブ ・ジャパ ン ・イ ンク 日本 支 社

RoutelIndustrialPKNorwoodMAO2062 〒102千 代 田 区麹 町4-7-8

U.S.A. Tel(03)263-6826

Te1(617)329-4700

AnalogicCorp. 総代 理店 ㈱ 理 経

AudubunRd.WakefieldMAO1880 (ア レ イ ・ 〒160新 宿区西新宿1-26-2新 宿野村 ビル

U.S.A. プ ロ セ ッサ ー) Te1(03)345-1411

Te1(617)246-0300

ApPleComputer,lnc. 販売代理店 ㈱ 東レ リサー チセ ンター

10260BandleyDr.CupertinoCA95014U.S.A. 〒103中 央 区 日本橋室町3-3都 ビル

Te1(408)996-1010 Tel(03)245-5793

販売代理店 ㈱イーエスデ ィラボラ トリ

〒113文 京 区 湯 島4-1-11

Tel(03)816-3911

販売代理店 ㈱ 日 創

〒150渋 谷区桜丘町31-14

Tel(03)496-8151

ApPlicationDeve|opmentSystems,lnc・ 総 代理 店 ソフ トウェアエ ンジニア リング㈱

1530MeridianAvenueSanJoseCA95125 〒150渋 谷 区 道 玄 坂1-9-3

U.S.A. Tel(03)496-1371

Tel(408)264-2272

AppliedDataResearch,lnc. 総代 理店 デ ー タエ レ ク トロ ニ クス ㈱

OrchardRd,CN-8,PrincetonNJO8540 〒107港 区 赤 坂9-6-39赤 坂 コー ポサ イ プ レス

U.S.A.Te1(201)874-9000 Te1(03)479-1600
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海 外 企 業 進出/提 携 日 本 企 業

AppliedDataResearchlnc. 業 務提 携 ㈱芙蓉情報セ ンター

OrchardRd.CN-8,PrincetonNJO8540 〒107港 区赤 坂4-7-14

U.S.A.Tel(201)874-9000 Tel(03)582-5311

ApPliedD逗italDataSystems・lnc・ 総 代 理店 松貿機器㈱

100MarcusBlvd.HauppaugeNYl1787 〒564吹 田 市垂 水 町3-25-13

uS.A. 松下電器貿易江坂ビル

Te1(516)231-5400 Te1(06)386-8901

AppliedDynamicshternational,lnc. 代 理 店 極東貿易㈱

3800StoneSchoolRd.AnnArborMI48104 〒100千 代田区大手 町2-2-1新 大手 町 ビル

U.S.A. Tel(03)244-3511

Tel(313)973-1300

AppliedResearchofCambridgeLtd. 総代 理店 エ イ ・ア ー ル ・シ ー ヤ マ ギ ワ ㈱

WellingtonHouse,EastRd.CambridgeCB1 (ソ フ トウ ェア) 〒102千 代 田区五番町12-5

1BHEnglandTel(0223)314041 Tel(03)263-0186～7

ApPolloComputerCorp. 総代 理店 丸 紅

19AlphaRd.ChelmsfordMAO1824U.S.A. (販売は丸紅 〒100千 代 田区大手町1-4-2

Tel(617)256-6600 ハ イ テ ッ ク) Te1(03)282-2111

Ashton-Tate 総代 理 店 日本エ ス ・イー㈱ 国際部

9929W.JeffersonSt.CulberCityCA (dBASEII) 〒107港 区北青山2-7-21青 山アイアイ ビル4F

90230U.S.A. Tel(03)404-6565

Tel(213)204-5570

AtlanticResearchCorp. 総 代 理店 日本ダイレ ックス㈱

5390CheroKeeAve.AlexandriaVA22314 〒106港 区 六本 木3-18-12ゲ ッ ツ ビル

U.S.A. Tel(03)585-7801

Te1(703)642-4000

Auto-TrolTechnologyC◎rp. 総代 理店 伯 東

12500N.WashingtonSt.DenverCO80233 〒105港 区 虎 ノ 門1-2-29虎 ノ 門産 業 ビル

U.S.A.Te1(303)452-4919 Tel(03)502-2211

Basic/FourCorp, 総 代 理店 パ フ オ ・コ ン ピュー タ ー㈱

14101MyfordRd.TustinCA92680 〒160港 区 西麻 布1-2-7第17興 和 ビル

U.S.A. Tel(03)405-4702

Tel(714)731-5100

Beehivehternational 総代 理店 ㈱ ワ イ ・イー ・デ ー タ

4910AmeliaEarhartDr.SaltLakeCityUT 〒170豊 島区 東 池 袋3-1-1サ ン シ ャ イ ン60

84125US.A. Tel(03)989-8001

Tel(801)355-6000

Bell&HowellCo. 子 会 社 日本 ベ ル ・ハ ウエ ル

7100McCormickRd.ChicagoIL60645U.S.A. 〒102千 代 田区麹町5-2麹 町52ビ ル

Tel(312)673-3300 Tel(03)261-5558

販売代理店 コロンビヤ貿易㈱

〒101千 代 田区猿楽町1-2-1新 日貿ビル

Tel(03)291-0641

Boole&Babbage,lnc, 販売代理店 ㈱ 東京システム技 研

5100akmeadPkwy.SunnyvaleCA94086 〒160新 宿区西新宿1-21明 宝 ビル

U.S.A. Te1(03)342-2651

Tel(408)735-9550

BradleyTelcomCorp. 代 理 店 日本ダイ レックス㈱

117FortLeeRoadLeoniaNewNJO7606 〒106港 区 六 本 木3-18-12ゲ ッツ ビル

U.S.A、 Tel(03)585-7801

Tel(201)461-5903

247



第m部'83世 界情報化事典

海 外 企 業 進出/提 携 日 本 企 業

BridgeDataProducts,lnc, 販売代理店 ㈱ シー ・エ ス ・シー

738South42ndStreetPhiladelphiaPA19104 〒107港 区 北 青 山2-5-8ハ ザ マ ビ ル

U.S.A. Tel(03)405-1511

BrittonLeelnc. 総 代理店 ㈱ インテッ ク

90AlbrightWayLosGatos,CA95030U.S.A. (ソ フ トウ ェア) 〒930富 山市奥田町2-11

Tel(408)378-7000 Tel(0764)32-5511

Bubble-TecDivisionofPC/M,lnc. 総 代 理店 伯 東 ㈱

6800SierraSt.DublinCA94566U.S.A. 〒1051港 区 虎 ノ門1-2-29虎 ノ門 産 業 ビル

Tel(415)829-8700 Te1(03)502-2211

BurroughsCorP, 子 会 社 バ ロ ー ス㈱

BurroughsPlaceDetroitMI48232U.S.A. 〒162新 宿区下宮比町13-1

Te1(313)972-7000 Tel(03)235-3211

CaliforniaC◎mputerProducts,|nc. 日 本 支 社 カ ル コ ン プ ・パ シフ ィ ッ ク

2411WestLaPalmaAvenueAnaheim インコー ポレイテ ッ ド日本 支社

CA92801U.S.A. 〒106港 区六本木3-5-27麻 布 ビル

Te1(714)821-2011 Te1(03)585-7101

総 代 理店 吉 沢ビジネスマ シンズ㈱

〒105港 区 西 新 橋1-16-5

Te1(03)501-6251

CambrianSystemslnc. 総 代理店 ㈱ ジャス タム

31364ViaColinasWestlakeCA91362U.S.A. 〒102千 代 田区 九 段 北1-12-4

Te1(213)991-7026 Te1(03)263-6212

TheCambridgeSystemsGroup,lnc. 総 代理店 デー タ エ レ ク トロニ クス ㈱

24275EliseLosAltosHillsCA94022U.S.A. 〒107港 区 赤 坂9-6-39赤 坂 コー ポサ イプ レス

Tel(415)941-4558 Tel(03)479-1600

CapexCorporation 総 代理店 ㈱ アシス ト

4125N.14thSt.PhoenixAZ85002U.S.A. 〒105港 区 西 新 橋3-4-1エ ム ワ イ ビ ル

Tel(602)264-7241 Tel(03)437-0921

Centex 総 代理店 伊 藤忠デー タシステム㈱

575NorthPastoriaSunnyvaleCA94086U.S.A. 〒107港 区 北 青 山2-5-1

Tel(408)749-9211 Tel(03)405-5411

ChangLab,lnc. 総 代理店 日本 エ ス ・イ ー ㈱

10228N,StellingRd.Cupertino,CA95014 (ソ フ トウ ェア) 〒107港 区 北 青 山2-7-21青 山ア イア イ ビル4F

uS.A. Tel(03)404-6565

Tel(408)725-8088

CincomSystems,lnc. 子 会 社 シ ン コム ・シ ス テム ズ ・ジ ャパ ン

2300MontanaAve.CincinnatiOH45211US.A. 〒105港 区 虎 ノ門3-8-21虎 ノ 門 弟33森 ビル

Tel(513)662-2300 Te1(03)438-2791

CodexCorP. 総 代理 店 高千穂交易㈱

20CabotB[vd.MansfieldMAO2048U.S.A. 〒160新 宿 区 四谷1-2-8中 村 ビル

Tel(617)364-2000 Te1(03)355-1111

CommodoreBusinessMachines,lnc. 子 会 社 コモ ドー ル ・ジ ャパ ン㈱

950RittenhouseRoadNorristown,PA19401 〒105港 区浜松町1-1-11住 友東新橋 ビル5階

U.S.A. Tel(03)433-6111

Tel(215)337-7100

CompactAccountingServicesLtd. 総 代理 店 安 川情報 シス テム㈱

CapeHouse,CapePlaceDorkingSurry, 〒806北 九州市八幡 西区大 字藤 田2346

England Tel(093)641-3111,東 京(03)989-8009

Tel(0306)88-7373
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海 外 企 業 進出/提 携 日 本 企 業

CompedaLtd. 子 会 社 コ ン ピー ダ ㈱

CompedaHouse13WalkernRoad,Stevenage, 〒103中 央 区 銀 座8-11-12

HertsSG13QPU.K

TelStevenage(0438)56122

ComputationalMechanicsCenter 技術提携 ㈱構造計画研究所

AshurstRodge,AshurstSouthamptonSO4 (ソ フ トウ ェ ア ・ 〒164中 野 区 本 町4-38-13

2AAUK. パ ッケー ジ) 日本ホルスタイン会館内

Tel(042)129-3223 Tel(03)382-6761

ComputerAutomation,lnc. 総代 理店 昭和情報機器㈱

18651VonKarmanAve,IrvineCA92713 〒107港 区 赤 坂8-1-19日 本 生 命赤 坂 ビ ル

U.S.A.Tel(714)833-8830 Te1(03)403-7101

ComputerCorporationofAmericalnc. 総代理 店 三井情報開発㈱

575TechnologySquareCambridgeMAO2139 〒156世 田 谷 区桜 丘5-38-1

U.S.A.Tel(617>491-3670 Tel(03)425-1101

ComputerSciencesCorp. 代 理 店

650N.SepulvedaBlvd.ElSegundoCA90245 (INFONET)

U.S.A.Tel(213)615-0311

ComputerSoftwareDesignlnc, 総代理店 ㈱ ソフ ト工学 研究所

1911WrightCircleAnaheimCA92806U.S.A. 〒101千 代 田区外神 田3-11-2ド ックビル2F

Tel(714)634-9012 Tel(03)251-1194

ComputerTransceiverSystems,lnc. 代 理 店 日本ダ イレックス㈱

E66MidlandAve.ParamusNJO7652 〒106港 区 六 本 木3-18-12ゲ ッ ツ ビ ル

US.A. Te1(03)585-7801

Tel(201)261-6800
代 理 店 ドッ トウエ ル ・エ ン ド ・コム パ 二 一 ・リ ミテ ッ ド

〒107港 区 赤 坂1-9-20Te1(03)584-2351

ComputerlandCorp. 子 会 社 コ ン ピュ ー タ ラ ン ド ・ジャ パ ン㈱

30985SantanaSt.HeywardSanFrancisco (兼松江商 と 〒108港 区 芝5-13-18エ ム ・テ ィー ・シー ビ ル

CA94544U.S.A. の合弁) Tel(03)456-2025

Tel(415)487-5000

ComputerlineLtd. 販売代理店 マ イ ク ロ ソフ トウ ェア ・ア ソシ ェ イ ツ

118ChurchRoadAddlestoneWeybridge (ソ フ トウ ェ ア ・ 〒107港 区 北 青 山3-2-2AYビ ル6F

SurreyKT151SGU.K. パ ッ ケ ー ジ) Tel(03)497-0381

ComputervisionCorp. 子 会 社 コ ン ピュ ー タ ビ ジ ョン ・ア ジ ア㈱

201BurhngtonRd.Bedford,MAO1730U.S.A. 〒160新 宿区西新宿1-25-1新 宿センター ビル42F

Tel(617)275-1800 Tel(03)342-3411

ComputoolCorp. 総代 理店 丸紅ハ イテ ック㈱

5600LincolnDr.Minneapo】isMN55436U.S.A. 〒170豊 島区東池袋3-1-1

Tel(612)935-8550 Tel(03)989-7711

COMTENlnc. 販売代理店 ㈱ ジ ェー エ ム 五一 シ ス テ ム ズ

1950W.CountyRoadB-2St.Paul,MN (ソ フ トウ ェア ・ 〒105港 区芝公 園3-1-22協 立 ビル

55113U.S.A. パ ッケ ー ジ) Te1(03)434-6211

CondorComputerCorp. 総代 理店 ㈱イ ンテック

2051S.StateSt.AnnArbor,MI48104U.S.A. 〒930富 山市奥 田町2-11

Tel(313)769-3988 Tel(0764)32-5511,東 京(03)320-2109

ControlDataCorp. 子 会 社 日本 シ ー デ ィー シー ㈱

810034thAve.SouthMinneapolisMN55420 〒170豊 島 区東 池 袋3-1-1サ ン シ ャ イ ン60

uS.A. Te】(03)982-6211

Tel(612)853-8100
販売代理店 ㈱ シ ー ・エ ス ・シー

〒107港 区北 青 山2-5-8Tel(03)405-1511
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海 外 企 業 進出/提 携 日 本 企 業

CPS,lnc. 総代 理店 丸 文 ㈱

110WolfeRd.SunnyvaleCA94086U.S.A. 〒103中 央 区 日本橋大伝 馬町8-1

Te1(408)738-0530 Tel(03>662-8151

CPTCorp, 販売代理店 協和商会

8100MitchellRd.EdenPrairieMN55440 〒101千 代田区神 田和泉町1-11

U.S.A. Tel(03)864-1210

Tel(612)937-8000 総 代 理 店 ア イ ・テ イ ・エ ス ・ジ ャパ ン

(ワ ー ド 〒160新 宿区西新宿2-7-1新 宿第一生命 ビル

プ ロ セ ッサ ー) Tel(03)343-1811

CrayResearch,hc・ 子 会 社 日本 クレイ㈱

1440NorthlandDriveMendotaHeights 〒107港 区南青 山1-1-1新 青 山ビル西館1661

MN55120U.S.A. Tel(03)403-3471

Cromemco,lnc, 販売代理店 旭 硝 子 ㈱ 特別営業部

280BernardoAvenue,MountainView, 〒100千 代 田区丸の内2-1-2

CA94043US.A. Tel(03)218-5838

CullinaneDataSystems,lnc. 販売代理店 セ ンチ ュリ リサーチ センタ㈱

400BlueHillDr.WestwoodMAO2090U.S.A. (ソ フ トウ ェ ア ・ 〒103中 央 区 日本橋 本町3-2小 津 本館 ビル

Tel(617)329-7700 パ ッケ ー ジ) Tel(03)665-9711

CurvusSystemslnc. 販売代理店 コ ムパ ッ クマ イ クロ エ レ ク トロ ニ クス ㈱

2029σTooleAvenueSanJoseCA95131 〒160.新 宿 区新 宿2-1-9北 内 ビル

U.S.A.Tel(408)946-7700 Tel(03)350-1751

DataCardCorP. 販売代理店 ㈱ シ ー ・エ ス ・シー

11111BrenRoadWestP.0.Box93555 〒107港 区 北 青 山2-5-8ハ ザ マ ビル

MinneapolisMN55440U.S.A. Tel(03)405-1511

Tel(612)933-1223
一

DataElectronics,lnc. 販売代理店 コロンビヤ貿易㈱

10150SorrentoValleyRd.SanDiegoCA92121 〒101千 代 田区猿 楽町1-2-1新 日貿ビル

U,S.A.Tel(714)452-7840 Tel(03)291-0641

DataGeneralCorporation 子 会 社 日本デー タゼネラル㈱

4400ComputerDriveWestboroMAO1580 〒150渋 谷 区 神 宮 前6-12-20

U.S.A.Tel(617)366-8911 Tel(03)406-6451

DatapointCorporation 総代理 店 千代田情報機器㈱

9725DatapointDriveSanAntonioTX78284 〒102千 代 田区麹町5-3ヤ マ トビル

U.S.A.Tel(512)699-7000 Tel(03)264-6131

DataramCorp. 総代 理店 松貿機器㈱

Princeton・HightstownRd.CranburyNJO8512 〒564吹 田市垂水 町3-25-13松 下電器貿易江坂ビル

U.S.A.Tel(609)799-0071 Tel(06)386-8901

DataSystemsDesign,lnc・

2241LundyAve.SanJoseCA95131U.S.A.

販売代理店 ㈲ ケン トロニ クス
〒553大 阪市東淀川区東 中島1-6-14第2日 大 ビル

Tel(408)946-5800 Tel(06)323-1707

DataWare,lnc. 総代 理店 デ ー タエ レ ク トロニ ク ス㈱

2565ElmwoodAvenueBuffaloNY14217U.S.A. 〒107港 区赤坂9-6-39赤 坂 コー ポサイプ レス

Tel(716)876-8722 Te1(03)479-1600

DatasaabAB 総代 理店 パ フ オ ・コ ン ピ ュー タ㈱

Box1115016111BrommaSweden 〒160港 区 西麻 布1-2-7第17興 和 ビル

Tel(08)80-2020 Tel(03)405-4702

・

DiabloSystems,lncorporation 販売代理店 三井物産電子販売㈱

245001ndustrialBoulevard,HaywardCA94545 〒105港 区西新 橋2-11-5呉 ビル

U.S.A.Tel(415)786-5000 Te|(03)502-2271
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DigitalCommunicationsAssociates,lnc. 総 代理 店 伊藤忠デー タシステム㈱

303TechnologyPark/Atlanta,Norcross,CA 〒107港 区 北 青 山2-5-1

30092U.S.A, Tel(03)497-8090

Tel(404)448-1400

DigitalDevelopmentCorp. 総 代理 店 極 東 貿 易 ㈱

Box234478615BalboaAve.SanDiego 〒100千 代 田区大手 町2-1-1新 大手町 ビル

CA92123U.S.A. Tel(03)244-3511

Tel(714)278-9920

DigitalEquipmentCorporation 子 会 社 日本 デ ィジ タ ル ・イ クイ ッ プ メ ン ト㈱

129ParkerSt.MaynardMAO1754U.S.A. 〒170豊 島 区 東 池袋3-1-1

Tel(617)897-5111 サ ン シ ャ イ ン6034,35,36F

Tel(03)989-7111

販売代理店 デ ィ ジタ ル コ ン ピュ ー タ㈱

〒102千 代 田区三番町8-7第25興 和 ビル

Tel(03)264-8971

DurangoSystems,lnc. 総代 理店 三 井 物 産 ㈱

10101BubbRd.CupertinoCA95014U.S.A. 〒100千 代 田 区 大 手 町1-2-1

Te1(408)996-1001 Tel(03)285-1111

DylakorSoftwareSystems,lnc. 総代 理店 デ ー タエ レ ク トロニ クス ㈱

17418ChatsworthSt,GranadaHillsCA91344 〒107港 区 赤 坂9-6-39赤 坂 コー ポサ イ プ レス

U.S.A. Tel(03)479-1600

Tel(404)952-2425

DynatechCorporation 子 会 社 日本 ダイナテ ック㈱

3NewEnglandExecutiveParkBurlington 〒141品 川 区 西 五 反 田7-25-5

MAO1803US.A. Tel(03)490-2811

Tel(617)272-3304

EastmanKodokCo. 日 本 支 社 日本 コダック㈱

343StateStreetRochesterNY14650U.S.A. 〒103中 央 区 日本橋室町4-1-2柳 屋太洋 ビル

Te1(716)724-4000 Tel(03)242-4485

総 代 理店 クスダ事務機㈱

〒105港 区 西 新 橋1-5-11ク ス ダ ビル

Tel(03)502-3511

ElectroGeneral 販売代理店 コロンビヤ 貿易㈱

149601ndustrialRd,MinnetonkaMN55343 〒101千 代 田 区猿 楽町1-2-1新 日貿 ビル

U.S.A. Tel(03)291-0641

Tel(612)935-7704

ElectronicAssociates,lnc. 子 会 社 イ ー ・エ ー ・ア イ エ レ ク トロ ニ ッ ク ア ソ シエ イ

185MonmouthPkwy.W.LongBranch ツ ジャパ ン イ ンコー ポ レイテ ッ ド(日 本EAI)

NJO7764U.S.A. 〒105港 区 愛宕1-2-2第9・ 森 ビ ル

Te1(201)229-1100 Te1(03)433-4671

Evans&SutherlandComputerCo「 ρ. 総 代理 店 ㈱ 理 経

580ArapeenDr.SaltLakeCityUT84120 〒160新 宿 区西新宿1-26-2新 宿野村 ビル

U.S.A. Tel(03)345-1411

Tel(801)582-5847

Ex-Cell-OCorp,RemexDivision 総 代 理店 極 東 貿 易 ㈱

1733E.AltonAve,IrvineCA92713U.S.A. 〒100千 代 田区大 手町2-1-1新 大手町 ビル

Tel(714)557-6860 Tel(03)244-3511

ExecucomSystemsCorP. 総代 理店 ㈱ コン ピ ュー タア プ リケ ー シ ョ ン ズ

P.OBox9758AustinTX78766U.S.A. 〒101千 代 田 区 一 ツ 橋2-3-1

Tel(512)346-4980 Tel(03)263-7241

251



第田部'83世 界情報化事典
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FairchildCamera&lnstrumentCorp. 子 会 社 フェアチャイル ドジャパ ン㈱

464EllisSt.MountainViewCA94042U.S.A. 〒150渋 谷 区 渋 谷1-15-21ポ ー ラ渋 谷 ビル

Tel(415)962-5011 Tel(03)400-8351

FloatingPointSystems,lnc, 日 本 支 社 フ ロ ー テ ィン グ ・ポ イ ン ト ・シ ス テ ム ズ ・エ ス ・エ

3601S.W,MurrayBlvd.BeavertonOR97005 イ ・リ ミテ ッ ド

U.S.A, 〒105港 区 芝公 園3-4-30

Tel(503)641-3151 Tel(03)436-6321

総 代 理店 伯 東 ㈱

〒105港 区 虎 ノ 門1-2-29虎 ノ 門産 業 ビ ル

Tel(03)502-2211

FloridaDataCorporation 販売代理店 三井物産電子販売㈱

600DJohnRodesBlvd.MelbourneFL 〒105港 区西 新 橋2-11-5呉 ビ ル

32935U.S.A. Tel(03)502-2271

Te1(305)259-4700

Forthlnc. 総代理 店 ㈱ オ ー トメー シ ョン シ ス テ ム リサ ー チ

815ManhattanAve.ManhattanBeachCA 〒105港 区西新橋3-15-8西 新橋 中央 ビル

90266U.S.A. Tel(03)437-5471

Tel(213)372-8493

Four-PhaseSystems,「nc. 総代理 店 東 洋 オ フ ィ ス メー シ ョン㈱

10070NDeAnzaBlvd.CupertinoCA95014 〒105港 区 芝 浦1-13-10第3東 運 ビル

U.S.A. Te1(03)454-0811

Tel(408)255-0900

GeneralAutomation,lnc. 子 会 社 光 洋 ジ ェネ ラル ・オー トメー シ ョン㈱

1055SouthEastSt、AnaheimCA92803 〒104中 央区銀座7-1H5

U.S.A. Tel(03)572-5991

Tel(714)778-4800

GeneralDataCommlndustries,lnc, 総代 理店 千代田情報機器㈱

OneKennedyAve,DanburyCTO6810 〒102千 代 田区麹町5-3ヤ マ トビル

U.S.A, Te1(03)264-6131

Te1(203)797-0711

GeneralElectricCo. 子 会 社 ゼ ネ ラ ル ・エ レ ク ト リッ ク ・イ ン ダ ス トリア ル ・オ

3135EastonTurnpikeFairfieldCTO6431 (60%) 一 トメ ー シ ョン㈱

U.S.A. 〒107港 区 赤 坂1-14-14第35興 和 ビ ル5F

Tel(203)373-2211 Tel(03)588-5192

GenesysLtd, 販売代理店 ㈱構造計画研究所

LisleStreetLoughboroughLE110AYU.K. (ソ フ トウ ェア ・ 〒160中 野区本町4-38-13日 本 ホルスタイン会館

Tel(0509)39185 パ ッケ ー ジ) Tel(03)382-6761

GeniscoComputersCorp, 総代 理店 伯 東 ㈱

3545CadillacAve.CostaMesa,CA92626 〒105港 区 虎 ノ門1-2-29虎 ノ門 産 業 ビル

U,S.A.Tel(714)556-4916 Te1(03)502-2211

Gould.SE.L. 総代 理店 住 友 商 事 ㈱ 航機電子部電子機器課

6901WestSunriseBlvd.FortLauderdaleFL 〒541大 阪市東区北浜5-15新 住友 ビル

33313U.S.A. Te1(06)220-6000

Tel(305)587-2900

GMLCorP. 販売代理店 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・リサ ー チ ャズ ㈱

594MarrettRd.Lexington,MAO2173U.S.A. (情報フ ァイル) 〒150渋 谷 区 代 々 木4-59-3

Tel・(617)861-0515 Tel(03)370-4475

GTETelenetCommunicationsCorp, 総代 理店 ㈱ インテッ ク

8229BooneBlvd.ViennaVA22180U、S.A. 〒930富 山市奥 田町2-11

Te1(703)442-1000 Te1(0764)32-5511
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HarrisCorporation 総代理 店 兼松 エ レク トロニクス㈱

1025NASABoulevardMelbourneFL32919 〒105港 区 虎 ノ 門3-23-6秀 和 虎 ノ門3丁 目 ビル

U.S.A. Tel(03)436-9511

Tel(305)727-9100

HazeltinCorp. 総 代理 店 プロテ ック㈱

CommackNY11725U.S.A. 〒160新 宿 区 西.新 宿7-22-43

Tel(516)462-5100 Tel(03)365-0751

HendrixElectronics 総代 理店 丸 文 ㈱

670N.CommercialSt.ManchesterNH 〒103中 央区 日本橋大伝馬町8-1

03103U.S.A. Tel(03)662-8151

Tel(603)669-9050

HermesPrecisalnternationalS.A. 総代 理店 ㈱ 協 和 商 会

8NuedesPecheurs,CH・1400Yverdow 〒101千 代田区神1琳n泉 町1-1協 和 ビル

Switzerland Tel(03)864-1211

Tel(024)212331

Hewlett-PackardCo. 子 会 社 横 河 ・ビ ュ ー レ ッ ト ・パ ッ カー ド㈱

1501PageMillRd.Pa】oAltoCA94304U.S.A. 〒192八 王子市高倉町9-1

Te1(415)856-1501 Tel(0426)42-1231

販売代理店 日商 岩 井 ビ ジ ネ ス ・オ ー トメー シ ョン㈱

〒105港 区 芝公 園3-4-30第32森 ビ ル3F

Te|(03)436-1966

HoneywelllnformationSystems,lnc. 子 会 社 日本ハ ネ ウエ ル ・イ ン フ ォ メー シ ョン ・シス テ ム ズ㈱

HoneywellPlazaMinneapolisMN55408 〒101千 代 田区神 田神保町2-2波 多野ピル

U.S.A. Tel(03)265-6161

Tel(612)870-5200
子 会 社 日電情報端末 システム ㈱

〒107港 区 南 青 山2-24-15青 山 タ ワー ビル

Tel(03)402-7171

HouStonlnstrument 販売代理店 ㈱ シ ー ・エ ス ・シ ー

8500CameronRd,AustinTX78753U.S.A. 〒1071港 区 北 青 山2-5-8ハ ザ マ ビル

Tel(512)837-2820 Tel(03)405-1511

HughesAircraftCo. 子 会 社 日本 アビオニ クス ㈱

Centinela&Teale,CulverCityCA90230 〒105港 区西新橋1-15-1住 友 田村町 ビル

U.S.A. Tel(03)501-7351

Tel(213)670-1515

lBM 子 会 社 日本 ア イ ・ピー ・エ ム ㈱

ArmonkNY10504U.S.A. 〒106港 区 六 本 木3-2-12

Tel(914)765-1900 Tel(03)586-1111

lCＬLtd. 子 会 社 日本ア イシーエル機械

ICLHousePutneyLondonSW151SW 〒550大 阪市西区京町堀5-1-2中 央興業 ビル

U.K. Te1(06)448-0341

Te1(01)788-7272

lFlPlenumDataCo, 総代 理店 丸 善 ㈱MASISセ ンター

302SwannAve.AlexandoriaVA22301 〒103中 央 区 日本 橋2-3-10

uS.A. Tel(03)272-7211

Tel(703)683-1085

lndustrialProgramminglnc. 総代 理店 伊 藤忠 デー タシステム ㈱

100JerichoQuadrangleJericho,NY11753 〒107港 区 北 青 山2-5-1

U.S.A. Te1(03)497-8090

Te1(516)938-6600
、

'
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lnforex,lnc. 総 代 理店 伊藤忠デー タシステム ㈱

186MiddlesexTpke.BirlingtonMAOI803 〒107港 区 北 青 山2-5-1伊 藤 忠 ビ ル

U.S.A. Tel(03)405-5411

Tel(617)272-6470

lnformatics,lnc. 販売代理店 ㈱ ジェ ー エ ム エ ー シ ス テ ム ズ

21031VenturaBlvd.WoodlandHillsCA (ソ フ トウ ェア ・ 〒105港 区 芝 公 園3-1-22協 立 ビル

91364U.S.A. パ ッケ ー ジ) Tel(03)434-6211

Tel(213)887-9040 販売代理店 ㈱ コ ン ピュ ー タア プ リケ ー シ ョ ン ズ

〒101千 代 田 区 一 ツ橋2-3-1

Tel(03)263-7241

lnformationControlCorp. 総 代理 店 極 東 貿 易 ㈱

9610BellancaAve.LosAngelesCA 〒100千 代 田区大手町2-1-1新 大手町 ビル

90045U.S.A. Tel(03)244-3511

Tel(213>641-8520

lnformationlnternational,lnc. 総代 理店 極 東 貿 易 ㈱

5933SlausonAve.CulverCityCA90230USA. 〒100千 代 川区大手町2-1-1新 大手町 ビル

Tel(213)390-8611 Tel(03)244-3511

|nfotronSystemsCorp. 販売代理店 日本 ダイレックス㈱

CherryHil|IndustrialCenterCherryHill 〒106港 区六 本 木3-18-12ゲ ッ ツ ビ ル

NJO8003U.S.A. Tel(03)585-7801

Tel(609)424-9400

lNMOSLtd. 総代 理 店 松下電器貿易㈱

WhitefriarsLewinsMeadBristolBSI2NP 〒542大 阪府大阪市南区安 堂寺通4-48

U.K.Tel(0272)290861 Tel(06)282-5111

lnputBusinessMachines,lnc. 販売代理店 ㈱ シー ・エ ス ・シー

DataProcessing'Division1133Westchester 〒107港 区 北 青 山2-5-8ハ ザ マ ビル

AvenueWhitePlainsNY10604U.S.A. Tel(03)405-1511

Te1(914)696-1900

lntelCorp. 販売代理店 システム エイジ ㈱

3065BowersAve,SantaClaraCA95051 〒141品 川区東五反 田H4-8

U.S.A.Tel(408)987-8080 Te1(03)443-5671

lnterfaceMechanisms,lnc. 総代 理店 松貿機器㈱

P.O.BoxLynnwoodWA98036U.S.A. 〒564吹 田 市垂 水 町3-25-13

Tel(206)743-7036 Te1(06)386-8901松 下 電 器 貿易 江 坂 ビ ル

lthacalntersystemslnc. 総代 理 店 日本パ ー ソナ ル コン ピュ ー ター ㈱

1650HanshawRd.IthacaNYl4850U.S.A. 〒160新 宿区西新 宿3-3-11第2杉 本ビル

Tel(607)257-0190 Tel(03)342-6101

lTTCourierTerminalSystems,lnc. 総代 理店 高千穂交易㈱

1515W.14thSt.TempeAZ85281USA 〒160新 宿 区 四 谷1-2-8中 村 ビル

Tel(602)894-7000 Te1(03)355-1111

JohnsonSystems,lnc. 総 代 理店 ㈱ ア シ ス ト

7923JonesBranchDr.McLeanVA 〒105港 区西 新 橋3-4-1エ ム ワ イ ビ ル

22102U.S.A.Tel(703)821-1700 Tel(03)437-0921

KeyTronicCorp. 販売代理店 日 創 ㈱

Bldg.14,SpokaneInd.ParkSpokaneWA 〒150渋 谷区桜丘町31-14

99216U.S.A, Tel(03)496-8151

Tel(509)928-8000
,

KienzleApparateGmbH 総代 理 店 ドッ トウエ ル ・エ ン ド ・コ ンパ ニ ー ・リ ミテ ッ ド

Postfach1640D-7730VillingenWest'Germany 〒107港 区 赤 坂1-9-20第16興 和 ビル

Tel(07721)86-11 Te1〔03)584-2351
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LearSiegler,lnc.(DataProductsGroup) 総 代 理店 三協イ ンタナシ ョナ ル ㈱

714N、BrookhurstAnaheimCA92803U.S.A. 〒100千 代 田 区三 崎 町3-3-12

Tel(714)774-1010 Tel(03)264-2431

LexitronCorporation 販売代理店 日商 岩 井 ビ ジネ ス ・オ ー トメー シ ョ ン ㈱

9600DeSotoAvenue,Chatsworth,CA 〒105港 区 芝 公 園3-4-30第32・ 森 ビ ル3F

91311U.S.A. Tel(03)436-1966

LogicalMachinesCorp. 総代 理 店 高千穂交易㈱

1294HammerwoodAve.SunnyvaleCA 〒160新 宿 区 四 谷1-2-8中 村 ビル

94086U.S.A, Tel(03)355-ll11

Te1(408)744-1290

ManagementScienceAmerica,lnc. 販売代理店 ㈱ マ ネ ジメ ン ト ・サ イ エ ンス ・オ ブ ・ア メ リ カ

3445PeachtreeRd.N.E,AtlantaGA 〒105港 区 新 橋5-23-10片 山 ビ ル

30326U.S.A. Tel(03)437-1091

Tel(404)262-2376
A

ManagementSystemsandProgramming 販売代理店 ㈱ コ ンピ ュー タア プ リケ ー シ ョン ズ

71Gloucesterplace,LondonWIH3PFUK. 〒101千 代 田区 一 ツ 橋2-3-1

Tel(01)486-3947 Tel(03)263-7241

MarkWilliamsCo. 総代 理 店 東 京エレク トロン㈱

1430W.WritewoodAve.Chicago,IL 〒160新 宿区西新宿1-26-2

60614US.A. Tel(03)343-4411

Tel(312)472-6659

MDS-Qantel,lnc. 総代 理 店 伊 藤忠デー タシステム ㈱

4142PointEdenWayHaywardCA94545US.A. 〒107港 区北青 山2-5-1伊 藤忠 ビル

Tel(415)877-7777 Tel(03)405-5411

MegatekCorp. 総 代理 店 丸紅エレク トロニ クス㈱

3931SorrentoValleyBlvd.SanDiego 〒1051港 区 虎 ノ門1-16-16

CA92121U.S.A. Tel(03)507-4411

Tel(714)455-5590

MemorexCorp. 子 会 社 日本メモレックス㈱

SanTomasatCentralExpwySantaClara 〒103中 央 区八 重 洲1-7-20

CA95052U.S.A. 八重洲 口会館 ビル3F

Te1(408)987-1000 Te1(03)273-8901

MicrodataCorp. 総 代 理店 極 東 貿 易 ㈱

17481RedHi11Ave.IrvineCA92664 〒100千 代 田区大手町2-1-1新 大 手町 ビル

US.A. Te1(03)244-3511

Te1(714)540-6730

MicroFocusLtd, 販売代理店 マ イ クロ ソ フ トウ ェ ア ・ア ソ シェ イ ツ

58AcaciaRoadSt.JohnsWoodLondonNW8 (ソ フ トウ ェ ア ・ 〒107港 区北 青 山'3-2-2AYビ ル6F

6AGU.K. パ ッ ケー ジ) Tel(03)497-0381

MicroprolnternationalCorp. 業務 提携 ㈱ 内田洋行

33SanPabloAve.SanRafaelCA94903 〒104中 央 区新 川2-4-7

U.S.A. Tel(03)555-4111

Te1(415)499-1200

Microsoft 販売代理店 デ ィ ジ タル コ ン ピ ュー タ ㈱

10800NEEighthSuite819BellevueWA98004 〒102千 代 田区三番 町8-7第25興 和 ビル

US.A、 Tel(03)264-8971

Tel(206)455-8080

MihopeCorp. 総 代 理店 極 東 貿 易 ㈱

9FairchiedAve.PlainviewNY11803U.S.A. 〒100千 代 田区大手 町2-1-1新 大手町 ビル

Tel(516)938-9500 Tel(03)244-3511
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MiltBryce&Associateslnc. 総代 理店 ㈱ 日本システ ミックス

1248SpringfieldPikeCincinattiOH45215 〒107港 区 南 青 山2-12-16石 塚 ビル

U.S.A. Tel(03)478-2939

Tel(513)761-8400

MinnesotaMiningandManufacturing 子 会 社 住友ス リーエム ㈱ 営 業管理部

C。mpany(3M) 〒158世 田 谷 区 玉 川 台2-33-1

St.PaulMN55144U.S.A. Te1(03)709-8540

Tel(612)733-1110

ModularComputerSystems,lnc. 総代 理店 千代田情報機器㈱

P.0.Box6099/1650WestMcNabRd.Ft. 〒102千 代 田区藪 田r5-3

LauderdaleFL33310US.A. Tel(03)264-6131

Te1(305)974-1380

MohawkDataSciencesCorp,(MDS) 総 代 理 店 高千穂交易㈱

SevenCenturyDriveParsippanyNJ 〒160新 宿 区 四 谷1-2-8

07054U.S.A. Tel(03)355-1111

Te1(201)540-9080

MostekCorP. 子 会 社 モ ス テ ッ ク ・ジ ャパ ン ㈱

1215WestCrosbyRoad,Carrolton,TX 〒107港 区北 青 山1-2-7三 洋 ビル3F

75006U.S.A. Tel(03)404-7261

Te1(214)323-6000

Motorolalnc. 日 本 支 社 日本 モ トロー ラ ㈱

1303E.AlgonquinRd.SchaumburgIL60196 〒106港 区 南 麻 布5-2-32第32興 和 ビル

US.A. Tel(03)440-3311

Tel(312)397-5000

NationalComputerSystemslnc. 販売代理店 ㈱ シ ー ・エ ス ・シ ー

4401W.76thSt.EdinaMN55435U.S.A, 〒107港 区 北青 山2-5-8ハ ザ マ ビル

Tel(612)830-7600 Tel(03)405-1511

販売代理店 伊藤忠デー タシステム ㈱

〒103港 区北青 山2-5-1伊 藤忠 ビル

Te1(03)405-5411

NationalComputingCentre,Ltd. 総販売代理店 ㈱ ソ フ トウ ェア ・リサ ー チ ・ア ソ シ ェ イ ツ

OxfordRoadManc』esterM17EDU.K. (ソ フ トウ ェア ・ 〒102千 代 田区 平 河 町1-1-1

Tel(061)228-6333 パ ッケ ー ジ) Tel(03)234-2611

NationalSemiconductorCorp. 日 本 支 社 日本エ ヌエ ス㈱

2900SemiconductorDriveSantaClara 〒160新 宿 区西新宿1-25-1

CA95051U.S.A. 新宿 センター ビル内 私書箱4152

Te1(408)737-5000 Tel(03)349-0811.

NCRCorporation 子 会 社 日本 エ ヌ ・シ ー ・ア ー ル ㈱

1700S.PattersonBlvd.DaytonOH45479 〒107港 区 赤 坂1-2-2

U.S.A.Tel(513)449-2200 Tel(03)582-6111

NCI,lnc. 総代 理店 日本 エ ム ・ア イ ・エ ス ㈱

3720LongviewDr.AtlantaCA30341U.S.A. 〒160新 宿区本塩町21羽 毛 田ピル

Tel(404)451-7455 Tel(03)357-6841

NicoletScientificCorp. 日本事業部 ニ コ レ ー ・ジ ャパ ン ㈱

245LivingstonSt.NorthvaleNJO7647U.S.A. 〒560豊 中市寺内2-4-1緑 地駅 ビル6F

Tel(201)767-7100 Tel(06)863-1550

NixdorfComputerAG 販売代理店 丸紅 エ レクトロニ クス ㈱

Ftrestenallee74790PaderbornWestGermany

Te1(05251)200-1

(Entrex

ブ ラ ン ド製 品)

〒105港 区 虎 ノ 門1-16-16秀 和 第1虎 ノ 門 ビ ル

Te1(03)507-4411

販売代理店 兼 松 ニ クス ドル フ コ ン ピュ ー タ㈱

(Nixdorf 〒105港 区 虎 ノ門3-23-6秀 和 虎 ノ門3丁 目ビ ル

ブ ラン ド製品) Tel(03)436-9452
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NorandCorp. 販売代理店 ㈱ シ ー ・エ ス ・シ ー

550SecondSt,S.E.CedarRapidsIA54201 〒107港 区北 青 山2-5-8ハ ザマ ビル

U.S.A. Tel(03)405-1511

Te1(319)366-7611

NorthStarComputer,lnc. 総代 理 店 日本パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー ター ㈱

14440CatalinaSt.SanLeandroCA94577 〒151渋 谷区代々木2-1H8

U,S.A、 Tel(03)375-5078

Te1(415)357-8500

NorthernTelecomLtd. 販売代理店 三井 物産㈱ 輸送通信磯部

33CityCentrDr.Mississauga,Ontario (PABX) 〒100千 代 田 区 大 手 町1-2-1

CanadaL5B2N5 Tel(03)285-4246

Tel(416)275-0960

NorthernTelecomSystemsCorp. 総代 理店 住商エ レク トロニクス ㈱

P.O.Box1222MinneapolisMN55440U.S.A. 〒101千 代田区神 田美 土代町 住友商事美土代ビル

Te1(612)932-8000 Te|(03>295-2101

Olivetti 子 会 社 日本オ リベ ッテ ィ㈱

ViaJervis100151rrea,Italy 〒152目 黒 区碑 文 谷1-26-17

Tel(0125)525 Tel(03)714-1211

OntelCorp. 総代 理店 丸 文 ㈱

250CrosswaysParkDriveWoodburyNY11797 〒103中 央 区 日本橋大伝 馬町8-1

US.A.Tel(516)364-2121 Tel(03)662-8151

OsboneComputerCorp, 総代 理 店 三協 インタナショナル ㈱

26500CorporateAvenueHayward,CA コンピュー タター ミナル事業所

94545U.S.A. 〒100千 代 田区 三 崎 町3-3-12

Tel'(415)887-8080 Tel(03)264-2431

販売代理店 日綿實業㈱

〒530大 阪市北区中之島2-2-3

Tel(06)202-2271

PansophicSystems,lnc . 総代 理店 ㈱ アシス ト

709EnterpriseDr.OakBrookIL60521 〒105港 区 西 新橋3-4-1エ ム ワ イ ビル

U.S.A. Tel(03)437-0921

Tel(312)986-6000

ParadyneCorp. 販売代理店 コ ン ピュ ター サ ー ビ ス㈱

8550UlmertonRd.Largo,FL33540U.S.A. (PIXNET) 〒160新 宿区西新宿2-6-1新 宿住友 ビル37F

Tel(813)530-2000 Tel(03)344-1811

PertecComputerCorp. 販売代理店 日商エ レク トロニクス ㈱

12910CulverBlvd.P.0.Box92300 (デ ー タ ・ 〒104中 央 区 築地1-12-22コ ン ワ ビ ル

LosAngelesCA90066U.S.A. エ ン トIJ－ 装 置) Tel(03)544-8311

Tel(213)822-9222
販売代理店 丸 文 ㈱

(補助 記憶装 置・ 〒103中 央 区 日本橋大伝 馬町8-1

プ リ ン ター) Tel(03)662-8151

Perkin-ElmerCorp. 総代 理店 極 東 貿 易 ㈱
MainAve.NorwalkCTO6856U.S.A.

(コ ン ピ ュー タ 〒1001千 代 田区大手町2-H新 大手町 ビル

Tel(203)762-1000 周辺装置) Tel(03)244-3511

総 代 理店 丸 紅エ レク トロニ クス㈱

(補助記憶 装置) 〒105港 区虎 ノ門1-16-16秀 和 第1虎 ノ 門 ビル ・

Tel(03)507-4411

総 代 理店 伯 東 ㈱

(CAD/CAM) 〒105港 区 虎 ノ門1-2-29虎 ノ 門 産 業 ビル

Tel(03)502-2211
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N.V.Ph川ips'Gloeilampenfabrieken 総代 理店 ㈱ シー ・エ ス ・シー

(PhilipsDataSystems.B.V.〉 (デ ー タ シス テム 〒1071港 区 北 青 山2-5-8ハ ザ マ ビル

P.0.Box245ApeldoomNetherland 事業部) Te1(03)405-1511

Tel(055)230125

PhoenixDataSystemslnc. 総代 理 店 兼松セ ミコンダ クター ㈱

80WolfRd.6FAIbanyNYU.S.A. (CADソ フ ト) 〒104中 央 区 八 丁 堀2-8-5

Tel(518)459-6202 Tel(03)552-6091

Plantronic5,|nc. 販売代理店 住商エ レク トロニ クス ㈱

1762TechnologyDriveSuite225SanJose 〒101千 代 田区神 田美土代町1

CA95110U.S.A, 住友商事美土代 ビル6F

Tel(408)998-8388 Tel(03)295-2101

P|essyDigital&NetworkSystems 販売代理店 日本 ダイレックス㈱

SopersLenePooleDorsetBH177ER (高 速モデム) 〒106港 区六 本 木3-18-12

EnglandUK. Tel(03)585-7801

TelPoole(02013)5161

Predicasts,lnc, 総代 理店 ㈱紀伊国屋書店(国 際情報部)

11001CedarAve.Cleveland,OH44106U.S.A, (情報サ ービス) 〒150渋 谷区桜丘 町1-7

Tel(216)795-3000 Tel(03)463-4391

PrimeComputer,lnc, 総代 理店 ㈱ プ ラ イム コ ン ピュ ー タ ジ ャパ ン

PrimeParkNatickMAO1760U.S.A. 〒160・ 新 宿 区 西新 宿2-7-1新 宿 第一・生 命 ビル7F

Te1(617)665-8000 Tel(03)345-1171

Printronix,lnc. 販売代理店 ㈱ ワ イ ・イー ・デ ー タ

P.0.Box195591rvineCA92713U,S.A. 〒170豊 島 区 東 池 袋3-1-1

Tel(714)549-7700 サ ンシャ イン60(9F)

Tel(03)989-8001

QantelCorporation 総代 理 店 伊藤忠デー タシステム ㈱

3525BreakwaterAve.HaywardCA94545 〒103港 区 北 青 山2-5-1

U.S.A、 Tel(03)405-5411

Tel(415)783-3410

QantexDiv,NorthAtlanticlndustries,lnc. 総 代理 店 極 東 貿 易 ㈱

200TerminalDrivePlainviewNY11803 〒100千 代 田区大手町2-1-1新 大手 町ビル

U.S.A. Tel(03)244-3511

Te1(516)681-8350

QumeC。rP. 総代理 店 丸 文 ㈱

2350QumeDriveSanJoseCA95131U.S.A. 〒103中 央 区 日本橋大伝 馬町8-1

Tel(408)942-4000 Te1(03)662-8151

Racal日ectronicsLtd, 日本 支社 レ イ カ ル ・ミル ゴ ・フ ァ ー イー ス ト・イ ン ク 日本支 社

WesternRoadBracknellBerkshireRG12 〒105港 区 虎 ノ 門1-21-8秀 和 第3ビ ル3F

1RGU.K. Tel(03)508-9526

TelBrackne11(0344)3244

RaytheonDataSystemsCo. 総代 理店 日商 エ レ ク トロ ニ クス ㈱

1415BostonProvidenceHig』wayNorwood (分散 処理 シス 〒104中 央 区 築 地1-12-22コ ン ワ ビ ル

MAO2062U.S.A. テム,デ ー タ ・タ Tel(03)544-8311

Te1(617)762-6700 一 ミナ ル関係)

RecognitionEquipment,|nc. 日 本 支 社 日本REI

P.OBox222307DallasTX75222U.S.A. 〒106港 区 西 麻 布4-15-21第6興 和 ビ ル

Tel(214)579-6000 Te1(03)407-6011

技 術 提 携 東京芝浦電気㈱

〒210111崎 市幸区堀川町72

Te1(044)522-2111

258



fi主 要国の情報化と情報産業

海 外 企 業 進出/提 携 日 本 企 業

RelationalSoftware|nc. 販売代理店 デ ィ ジ タ ル コン ピ ュ ー タ ㈱

3000SandHillRoad,MenloParkCA 〒102千 代 田区三番 町8-7第25興 和 ビル

94025U.S.A.Tel(415)854-7350 Tel(03)264-8971

RolmCorporation 販売代理店 住 友 商 事 ㈱ 電子部

490001dIronsideDriveSantaClara 〒100千 代 田 区一 ツ橋1-2-2

CA95050U.S.A. Tel(03)217-6213

Tel(408)988-2900
販売代理店 立 石 電 気 ㈱

〒616京 都 市右京 区花園土堂 町10

Te1(075)463-1161東 京(03)436-7111

SAPUsersGroup 総代 理店 ㈱三菱総合研究所

UniversityofSouthernCali£,UniversityPark (プ ロ グ ラム ・ 〒100千 代 田区大手 町2-3-6

LosAngelesCA90007U.S.A. パ ッケ ー ジ) Tel(07)270-9211

Tel(408)741-2311

ScanDataCorp. 販売代理店 ㈱ シ ー ・エ ス ・シ ー

800EMainSt.NorristownPA19401U.S.A. 〒107港 区 北青 山2-5-8ハ ザ マ ビ ル

Tel(215)277-0500 Tel(03)405-1511'

Scan・Optics,lnc. 総代 理店 東 洋 オ フ イス メー シ ョン ㈱

22PrestigeParkEastHartfordCT 〒105港 区 芝蒲1-13-10第3東 運 ビ ル

06108U.S.A. Tel(03)454-0811

Tel(203)289-6001

ScientificCalcurationslnc. 総代 理店 旭光学工業 ㈱ システム ・グループ

7635MainSt.Fishers,NYl4453 〒174板 橋 区前野町2-36-9

U.S.A、 Te1(03)966-0226

Tel(716)924-9303

Siemens 子 会 社 シー メ ン ス ㈱

Wittelsbacherplatz2D-8000Munich2 〒141品 川 区西 五 反 田2-11-20五 反 田 藤 倉 ビル

WestGermany Tel(03)490-2171

Te1(089)234-1
資本技術提携 富士電気製造㈱

〒210川 崎 市ll1崎 区 田辺 新 田1-1

、 Tel(044)333-7111

SilverLiscoCorp. 総代 理 店 伊藤忠デー タシステム ㈱

3172PorterDr,PaloAlto,CA94304 〒107港 区 北 青 山2-5-1

U.S.A. Tel(03)497-8090

Tel(415)856-2525

Siteklnc. 総代 理店 伊藤忠デー タシステム ㈱

1225CharlstonRd.MountainView,CA94043 〒107港 区 北 青 山2-5-1

U.S.A. Tel(03)497-8090

Tel(415)966-7300

SoftechMicrosystemslnc. 販売代理店 日興 通 信 ㈱

16885WestBernardoDr.SanDiegoCA 〒105港 区 芝 公 園3-4-16
、

92127U.S.A. Tel(03)451-2191

Te1(714)451-1230

SoftwareAG 総代 理店 ㈱ ソ フ トウ ェア ・エ ー ジー ・オ ブ ・フ ァー イー ス ト

Hilperstrasse206100Darmstadt 〒104中 央区八重洲2-7-2八 重洲 三井 ビル

WestGermany Te1(03)278-0258

Tel(06151)84072

SoftwareスGofNorthAmerica,lnc, 総代 理店 ㈱ ソ フ トウ ェア ・エ ー ジー ・オ ブ ・フ ァー イ ー ス ト

11800SunriseValleyDriveRestonVA 〒104中 央区八重 洲2-7-2八 重洲三井 ビル

22091U.S.A. Te1(03)278-0258

Tel(703)860-5050
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SpectragraphicCorp. 総代 理 店 三 菱 商 事 ㈱ 情報機械部

10206SorrentoValleyRd.SanDiego,CA 〒100千 代 田 区 丸 の 内2-6-3

92121US.A. Tel(03)210-7132

Te1(619)450-0611

SperryCorp. 資 本提 携 日本ユニパ ック㈱

P.0.Box500BlueBellPA19424 販 売提 携 〒107港 区 赤 坂2-17-51

U.S.A. 技術 提 携 Tel(03)585-4111

Tel(215)542-4011
資 本 提 携 沖ユニパ ック㈱

販 売提 携 〒105港 区 虎 ノ門2-3-13第18森 ビル

技術 提 携 Tel(03)503-2771

SRIlnternational 日 本 支 局 SRI東 亜本部

333RavenswoodAve.MenloParkCA 〒103中 央区 日本橋H2-11

94025US.A. Tel(03)271-7108

Tel(415)326-6200

StanfordTechnologyCorp, 総 代 理店 極 東 貿 易 ㈱

650N.MaryAve.SunnyvaleCA94086 〒100千 代 田区大手町2-1-1新 大手町 ビル

U.S.A. Tel(03)244-3511

Tel(408)737-0200

StorageTechnobgyCorp. 子 会 社 日本 エ ステ イー シー ㈱

2270S.88thSt.LouisvilleCO80027U.S.A. 〒107港 区元赤坂1-2-5タ ネダ ビル8F

Tel(303)673-5151 Tel(03)470-5871

SummagraphicsCorp. 総 代 理店 プロテ ック㈱

35BrentwoodAve.FairfieldCA64030U.S.A. 〒160新 宿 区 西 新 宿7-22-43

Tel(203)384-1344 Tel(03)365-0751

Supersoftlnc, 総 代 理店 エ ー ・エ ス ・ア ー ル ・イ ン タ ーナ シ ョナ ル ㈱

P.0.Box1628ChanpaignIL61820U.S.A. (ソ フ トウ ェア) 〒105港 区西新橋3-23-8

Tel(217)359-2112 Tel(03)437-5371

SykesDatatronics,lnc. 総代 理店 プロテック㈱

3750rchardSt.RochesterNY14606U.S.A. 〒160新 宿区西新宿7-22-43

Tel(716)458-8000 Tel(03)365-0751

Syncsortlnc. 総代 理店 ㈱ シ ー イ ー シ ー

560SylvanAve.EnglewoodCliffsNJO7632 〒150渋 谷 区渋 谷3-15-6

U.S.A. Te1(03)407-8561

Synergetics,lnc, 販売代理店 ㈱ ソフ トウ ェ ア ・リサ ー チ ・ア ソ シェ イ ツ

OneDeAngeloDr.BedfordMAO1730U.S.A. (ソ フ トウ ェア ・ 〒102千 代 田 区平 河 町1-1-1

Tel(617)275-0250 パ ッ ケ ー ジ) Tel(03)234-2611

SystemDevelopmentCorp. 子 会 社 日本エ ス ・デ ィ ・シー ㈱

2500ColoradoAve,SantaMonicaCA90406 〒160新 宿 区西新宿1-13-12西 新宿 昭和 ビル

U.S.A. Tel(03)349-8521

Tel(213)820-4111

TallyCorporation 総代 理店 日本 無 線 ㈱

8301S.180thSt.KentWA98031 〒105港 区 虎 ノ 門1-17-1第5森 ビル

US.A. Tel(03)591-3451

Tel(206)251-5500

TandemComputers,lnc. 子 会 社 日本 タ ンデ ム ・コ ン ピュ ー ター ズ ㈱

19333VallcoParkwayCupertinoCA95014 〒170豊 島 区 東 池袋3-1-1サ ン シ ャ イ ン6019F

U.S.A. Tel(03)984-6000

Tel(408)996-6000 販売代理店 ㈱高岳製作所

〒100千 代 田区大手 町2-2-1新 大手町 ビル

Tel(03)211-1671
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TandyCorp. 販売代理店 ㈱ エ ー ・ア ン ド ・エ ー ・ジ ャ パ ン

16000neTandyCenter,FortWorth,TX タンデ ィラジオシャック事業部

76102U.S.A. 〒160新 宿 区西新宿7-9-7ニ ッカ ビル2F

Tel(03)366-1027

TechnologyModelingAssociateslnc, 総 代理 店 伊藤忠デー タシステム ㈱

445BurgessDr,MenloPark,CA94025U.S.A. 〒107港 区 北青 山2-5-1

Tel(415)327-6300 Tel(03)497-8090

Techtranlndustries,lnc. 総代 理 店 三筋イ ンタナシ ョナル ㈱

200CommerceDr.RochesterNY14623

U.S.A.

〒100千 代 田 区三 崎 町3-3-12「
Tel(03)264-2431

Tel(716)334-9640
販売代理店 プ ロテ ック㈱

〒160新 宿 区西新宿7-22-43

Tel(03)365-0751

TectranCorp.Pty.Ltd. 総代 理店 三筋インタナ シ ョナル ㈱

83YorkSt.SydneyNSWAustralia2000 〒100千 代 田区 三 崎 町3-3-12

Tel(290)2866 Tel(03)264-2431

Telesoftlnc, 販売代理店 日興 通 信 ㈱

10639RoselleSt.SanDiegoCA92121 〒105港 区芝3-4-16

U.S.A. Tel(03)451-2191

Te1(714)457-2700

TeletypeCorp. 販売代理店 丸紅エレク トロニ クス ㈱

5555TouhyAve.SkokieIL60077 〒105港 区虎 ノ門1-16-16秀 和 第1虎 ノ 門 ビ ル

US.A. Tel(03)507-4411

Tel(312)982-2000
販売代理店 住商機電販売㈱

〒101千 代 田区神 田美土代 町7神 田第2中 央 ビル

Te1(03)293-3231

販売代理店 兼松エ レク トロニクス㈱

〒105港 区 虎 ノ門3-23-6秀 和 虎 ノ門3丁 目 ビル

Tel(03)436-9511

Televideo,lnc,(TVC) 総 代 理 店 松貿機器㈱

3190CoronadoDriveSantaClaraCA 〒564吹 田 市垂 水 町3-25-13

95051U.S.A. 松下電器貿易江坂ビル

Tel(408)727-5428 Tel(06)386-8901

TelexComputerProducts,lnc, 販売代理店 ドッ トウ エ ル ・エ ン ド ・コ ンパ ニ ー ・ リ ミテ ッ ド

6422E.41stSt.TulsaOK74135 (GCS製 品) 〒107港 区 赤 坂1-9-20

U.S.A. Tel(03)584-2351

Tel(918)627-1111
販売代理店 ㈱ シ ー ・エ ス ・シ ー

〒107港 区 北青 山2-5-8ハ ザ マ ビル

Tel(03>405-1511

TerakCorp. 販売代理店 ㈱ オー トメー シ ョン シス テ ム リサ ー チ

14151N.76thSt.ScottsdaleAZ85260 〒105港 区西新橋3-15-8西 新橋 中央 ビル

U.S.A. Tel(03)437-5471

Tel(602)998-4800

Texaslnstruments,lnc. 子 会 社 日本 テ キサ ス ・イン ス ツ ル メ ン ト

P.0.Box225474DallasTX75265 〒107港 区北青山3-6-12青 山富士 ビル4F

U.S.A. Tel(03)498-2111

Tel(214)995-2011
販売代理店 ㈱ サ ミ ッ ト

〒530大 阪市北区西 天満4-13-8尼 信 ビル

Tel(06)365-5101
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Tomark,lnc. 総代 理店 デ ー タ エ レ ク トロ ニ ク ス ㈱

29433SouthfieldRd.SouthfieldMI48076 〒107港 区赤 坂9-6-39赤 坂 コー ポサ イ プ レ ス

U.S.A. Tel(03)479-1600

Te1(313)559-9050

TowerSystems,lnc. 総代 理 店 デ ー タエ レ ク トロニ クス ㈱

19782MacArthurBlvd.Suite3651rvineCA 〒1071港 区 赤 坂9-6-39赤 坂 コ ー ポ サ イ プ レ ス

92715U.S.A. Tel(03)479-1600

Te1(714)752-8263

Triumph-AdlerGruppe 総 代理 店 ㈱ 三 筋 社

FUrtherStrasse212D-8500NUrnberg 〒108港 区 芝 浦2-6-16

WestGermany Tel(03)456-2811

Te1(0911)3220

TRW,lnc, 資本 提携 千代田情報機器㈱

23555EucidAvenueClevelandOH44117 〒102千 代 田区麹町5-3ヤ マ トビル

U.S.A. Tel(03)264-6131

Tel(216)383-2121

TSIlnternational 業務 提携 ㈱ ソフ トウ ェア ・リサ ー チ ・ア ソ シェ イ ツ

50WashingtonSt.NorwalkCTO6854 〒102千 代 田 区 平 河 町1-1-1

U.S.A. Tel(03)234-2611

Tel(203)853-2884

Tymshare|nc. 子 会 社 国際 タイム シェア ㈱

20705ValleyGreenDriveCupertino,CA95014 〒102千 代 田区 九 段 北1-13-5

U.S.A. Te|(03)262-8711

Tel(408)446-6000

Ungermann-Bass,lnc. 子 会 社 日本 ア ン ガー マ ン ・バ ス

2560MissionCollegeBlvd.SantaClaraCA 〒106港 区 六 本木1-5-1

95050uS.A.

Tel(408)496-0111
業 務 提携 デ ィジ タル コ ン ピュ ー タ ㈱

〒102千 代 田区三番町8-7第25興 和 ビル
、

Tel(03)264-8971

UniversityComputingCompany 販売代理店 ㈱ コ ン ピ ュー タア プ リケー シ ョン ズ

UCCTower/ExchangeParkDallasTX75235 (ソ フ トウ ェア ・ 〒101千 代 田区 一 ツ橋2-3-1

U.S.A. パ ッケ ー ジ) Tel(03)263-7241

Tel(214)353-7100

ValueComputing,lnc. 総代 理 店 デ ー タエ レ ク トロニ ク ス ㈱

300WestMarltonPikeCherryHil1 〒107港 区赤 坂9-6-39赤 坂 コー ポサ イプ レ ス

NJO8002U.S.A. Tel(03)479-1600

Tel(609)429-4200

VectorGeneral,lnc. 総代 理店 伯 東 ㈱

213000xnardSt.WoodlandsHillsCA 〒105港 区 虎 ノ 門1-2-29虎 ノ 門産 業 ビ ル

91367U.S.A. Tel(03)502-2211

Te1(213)346-3410

VerbatimCorp. 子 会 社 バ ー ベ イ テ ム フ ァー イー ス ト㈱

323SoquelWaySunnyvaleCA94086U.S.A. 〒150渋 谷 区 広 尾1-3-14葉 山 ビル301

Tel(408)245-4400 Te1(03)446-2917

子 会 社 化成バーベ イテム ㈱

(三菱化成 との 〒100千 代 田区丸の内2-1-3明 治生命別館

合弁) Te1(03)283-5996
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WangLaboratories 子 会 社 ワ ン グ ・コ ン ピュ ー タ ㈱

OneIndustrialAve.LowellMA 〒107港 区 北 青 山2-5-8ハ ザ マ ビル

01851U.S.A. Tel(03)478-2870

Te1(617)459-5000
販売代理店 伊藤忠デー タシステム ㈱

〒107港 区 北 青 山2-5-1

Tel(03)405-5411

販売代理店 ㈱数値解析研究所

〒153目 黒 区 中 目黒1-1-71ニ ー ル セ ン ビ ル

Tel(03)710-8511

WesternDigitalCorp. 総代 理店 東京エ レク トロン㈱

2445McCabeWayIrvine,CA92714 〒160新 宿区西新宿1-26-2

U.S.A. Tel(03)343-4411

.Tel(714)557-3550

XeroxCorporation 子 会 社 富士ゼ ロックス ㈱

StamfordCTO6904U.S.A. 〒107港 区赤坂3-3-5

Tel(203)329-8711 Tel(03)585-3211

Zilo9,lnc. 日本 支 社 ザ イ ロ グ ・ジャ パ ン ㈱

10430BubbRd.CupertinoCA95014 〒107港 区 赤 坂5-3-3TBS会 館 ビル2F

U.S.A. Te1(03)587-0528

Te1(408)446-4666
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1 アジア各国

国 名

面 積

人 口

首 都

大 韓 民 国RepublicofKorea

9万8,484km2

3,820万 人

ソウル

使用言語

GNP

通 貨

韓国語

480億 ドル

1ウ ォ ン=O.31円

設 置状 況

コ ンピュー タ設置台数の推移 (単位:台 数)

年度
型別

68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80

大型以上

中 型

小型以下

一

3

3

一

6

8

一

9

10

3

15

11

5

19

13

9

23

17

17

25

26

24

27

39

27

43

56

32

60

84

38

68

149

66

91

270

78

100

297

計 6 14 19 29 37 49 68 90 126 176 255 427 475

メーカー別型別設置状況(79) (単位:台 数)

業種別 コンピュータ型別設置状況(79)

超大型 大型 中型 小型 ミニコン 計

型 別

lBM 12 22 35 6 一 75 業種別
超大型 大型 中型 小型 ミニコン 計(%)

UNIVAC 6 一 18 4 一 28
企 13 18 33 55 100 219

業
CDC 4 5 5 1 2 17 (51.3)

FACOM 6 6 25 3 　 40 教 育 一 1 15 21 24 61
(14.3)

NCR
一 5 4

一 11 20 金 融 保 険
5 13 17 i1

NEC 一 　 1 1 一 2
9 55
(12.9)

WANG 一 一 一 一 28 28 政 府 5 3 18 8 14 48

ECLIPSE 一 } 一 16 1 17 (11.2)

NOVA 一 一 一 1 15 16・ 研 究 4 一 1 9 12 26
(6.1)

BURROUGHS }
一 一 11 1 12

情報処理サービス 1 3 7 4 3 18
PRIME 一 一 一 15 2 18 (4.2)
PDP 一 一 一 12 46 58

HP 一 一 一 32 3 35 計 28 38 91 108 162
427
(100)

lCL
一 一 一 一 3 3

FOUR'PHASE 一 一 一 一 6 6

HONEYWELL 一 一 一 　 7 7
コンピュー タ取 得 方 法('79)

そ の 他 一 一 2 6 37 45

その 他9台 ・
計 28 38 91 108 162 427

(2.2%) バ ＼

レン タ ル151台

(35.3%)427台

(100%)

買 取267台

(62.5%)
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概況

韓国のコンピュー タ設置台数は,1979年 末現在427台 。 この うち超大型が28台,大 型が38台,中 型 が91台,小 型が108台,ミ

ニ コ ンが162台 に な っ て い る。

コンピュータの国産化は,ま だ初歩段階 で,外 国製の コンピュー タの導入供給が不可避 な状態 とされているため,今 後の需

要の増大 に対 して,政 府は,適 切 なコンピュータの効率的利用普及によ り,生 産性の 向上 と国際競争力の強化を図 る一方,関

連最新技術の習得 を通 じて,コ ンピュータ国産化の基盤造 りをしたいと している。

このような基本方針に よって外国製 コ ンピュータ導入に対 し,合 理的検討基準を制定 し,こ れ を告示す ることによって,基

準に適合 するものは,迅 速 に導入 し,不 適合な ものに対 しては,事 前 に導入抑制で きるよ う弾 力的導入政策が検討 されている。

政府 は,コ ンピュー タ開発費用中ソフ トウェアの比重が増大するのに注 目して,ソ フ トウェアの開発お よび輸 出を主要施策

事業 としたいとしてい る。このため,専 門機 関の設立 ・育成,専 門家の海外派遣,海 外の専門家 の招 へい,海 外有力 ソフ トウェ

ア会社の国内誘致等 を推進支援 してゆ く方針 。一方,今 後,ミ ニ,お よびマイクロコ ンピュータが国産化できるようにな った

段階で,そ れに合 うソフ トウェアを開発 して付加価値の高い,特 化商品と して,海 外市場 へ進出 したい としている。

ハー ドウェアの支援策 としては,コ ンピュー タ国産化のため,ミニ/マ イクロおよび,周 辺装置か ら国産化 を進めてゆく方針。

まず ノック ・ダウン方式で国産化率 を高 めてゆくことが検討されている。国産化の一環 と してコンピュー タ団地 を造成 し,東

洋精密,三 星電管,金 星電気,大 韓通信 等が コンピュー タ関連装置 の生産を行 う。金星半導体 がHoneywellと 技術提携によ

りミニコン生産 を推進中。また三星電子,三 星電管,東 洋精密,大 韓通信,韓 国商易等 が,ミ ニ コン,タ ー ミナル等 を生産あ

るいは生産計画中にあ る。政府は,こ れか らマイクロプロセ ッサ ー等,半 導体技術とと もに,ミ ニ およびマ イクロコンビュー

タの開発事業 を国家開発事業(ナ シ ョナル ・プロジェク ト)の 一環 として,本 格的に推進 してゆくことを検討 している。

国 名 中華 人 民 共 和 国People'sRepublicofChina

面 積 959万6,961km2 使用言語 中国語,少 数民族語 ほか

人 口 9億8,255万 人 GNP 2,190億1,000万 ドル

首 都 北京 通 貨
一
1兀=126.26円

設置状況

アプ リケーシ ョン別 コンピュータ設置 台数

(A)

設置台数

(B)うち

輸入台数
B/A (A)

設置台数

(B)うち

輸入台数
B/A

1

エネル ギー関連 251 34 0.14 科 学 教 育 528 57 0.11

紡 績 ・ 化 工 190 17 0.09 文 化 衛 生 113 3 0.03

交 通 ・ 郵 電 202 35 0.17 地 球 物 理 101 33 0.33

冶 金 260 130 0.50 商業計画統計 93 69 0.74

建 築 材 料 29 一 0.00 農 林 ・ 気 象 21 4 0.19

機 械 工 業 574 78 0.14 そ の 他 316 93 0.29

電 子 工 業 245 18 0.07 計 2,923 571 0.20

概況

中 国 の コ ン ピュ ー タ設 置 状 況 は,ミ ニ コ ン を含 め,2,923台 で,う ち輸 入機 は,571台 。輸 入 機 の 比 率 は,20%に 達 してい る。

中国におけるコンピュータの研究開発は,昭 和33年(1958)に 開始 され,第1号 機であるDJS-1が 完成 したのが昭和37年(1962)

で あっ た 。 ま たICの 研 究 も1965年 か ら ス タ ー トを切 っ た とい うが,文 化 大 革 命 の た め に,1966年 ～1976年 の約10年 間 は,研

究 はまったくス トップしで しま った。この ことからも考 えられるように,中 国の計算機界 は,相 当な遅 れをもっているわけで

あるが,1970年 代 は半導体の進歩にとって非常 に重要 な時であったの で,こ の遅れ は,計 算機技術 の発展 にとっては大きな痛

手 で あ っ た。

中国製 のコンピュー タを大別すると,シ リーズ化 されたコンピュータとシリーズ化 されていない ものに分けられ るが,最 近

の方針でシリーズ化を進める ことが確立 されている。

シ リー ズ化 さ れ て い な い コ ン ピ ュ ご タ に は,DJS-6,8,11,TQ-16,731,TΩ 一6,013,HDS-9等 が あ り,中 国 で稼 働 中

の コンピュータの大多数を占めるものと思 われる。

コ ン ピュ ー タの シ リー ズ 化 は,1979年 頃 か ら始 ま り次 の よ うな コ ン ピ ュー タ が開 発 され て い る 。
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① ミニ コ ンピ ュ ー タ 「100」 シ リー ズ

ア メ リカ のDATAGENERALを 見 本 に 開 発 され た もの で,そ の モ デ ル は,101,110,112,130,131,132 ,135,140,153,

154の10モ デ ルが ある 。

② ミニ コン ピ ュ ー タ 「180」 シ リー ズ

ア メ リ カのDECの 製 品 を見 本 と し た もの で,180,183,184,185,186の5モ デル が あ る 。

③ 中 型 汎 用 コ ン ピ ュー タ 「200」 シ リー ズ

ア メ リ カIBMの360シ リー ズ が 手 本 に な っ て お り,モ デル は10,20,40,60の4モ デル が あ る 。

情 報 化 に つ い て は,8項 目 か らな る以 下 の 基 本 方 針 が 実施 され て い る。

① コ ン ピュ ー タの 開 発 は,中 型 以 下 の汎 用 コ ン ピ ュー タ,ミ ニ コ ンピ ュー タお よ び,マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タに重 点 を置 く。

② コ ン ピュ ー タの シ リー ズ化 を進 め,そ の 充 実 を図 ると 共 に,ソ フ トウ ェア お よ び周 辺端 末 の開 発 に力 を注 ぐ。

③ 人 材 の 育成 に努 め るほ か,保 守 サ ー ビ スの 充 実 を図 る 。

④ 企 業 の 自主 権 を拡 大 し,競 争 原 理 の導 入 を図 る。

⑤ 大 中 規模 集 積 回 路 の 開 発 を 急 ぐと共 に,プ リ ン ト基 板,コ ネ ク タ ーな どの部 品開 発 を行 う 。

⑥ 教 育 機 関 での コ ン ピ ュー タ 関連 技 術 の教 育 に努 め る。 ま た ソフ トウ ェ アの版 権 条 例 を制 定 す る。

⑦ 外 国 技 術導 入 に努 め る。

⑧ コ ン ピュ ー タ企 業 の 経 済連 合 を促 進 す る。

国 名 台湾Taiwan

面 積 3万5,961km2 使用言語 中国語

人 口 1,754万 人 GNP

首 都 台北 通 貨 1元=5.74円

設置状況

コンピュータ設置台数の推移(6月 末)

年
大 型 中 型 小 型 ミ ニ 合 計

台数 成長率% 台数 成長率% 台数 成長率% 台数 成長率% 台数 成長率%

71 4 一 28 一 1 一
1

一 34 一

'72
4 0 32 14 2 100 4 300 42 24

'73
5 25 34 6 5 150 10 150 54 29

'74 6 20 42 24 5 0 16 60 69 28

'75 7 17 50 19 16 220 27 69 100 45

'76
7 0 62 24 55 244 43 59 167 67

'77
12 71 64 3 91 65 50 16 217 30

'78
14 17 73 14 143 57 80 60 310 43

'79
20 43 71

一3
227 59 145 81 463 49

'80
28 40 77 8 318 40 223 54 646 40

'81
35 25 83 8 415 31 455 104 988 53

行 政院主計虚電子庭理資料に よる

コンピュータ取得 方法

＼ リ ー ス レンタル 合 計

大 型

中 型

小 型

ミ ニ

25

51

99

37

10

32

316

418

35

83

415

455

合 計 212 776 988

出典:行 政院主計慮
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業種別コンピュータ利用状況の推移

年
民 営 企 業 情報処理サービス業 政 府 機 関 公 営 事 業 教 育 研 究 合 計

台数 成長率% 台数 成長率% 台数 成長率% 台数 成長率% 台数 成長率% 台数 成長率%

71 2 一
6 　 6 一

8 一
12 一 34 一

'72
2 0 7 17 8 33 8 0 17 42 42 24

'73
8 300 7 0 12 50 7 一12

20 18 54 29
'74

13 62 9 29 13 8 10 43 24 20 69 28
'75

18 38 17 89 16 23 17 70 32 33 100 45

76 53 194 23 35 23 44 21 24 47 47 167 67
'77 85 60 26 67 26 13 25 19 55 17 217 30

78 129 52 39 50 34 31 37 48 71 29 310 43

79 208 61 60 54 47 38 56 51 92 30 463 49
'80
301 45 92 53 58 23 79 41 116 26 646 40

'81
440 47 99 8 94 62 183 132 172 48 988 53

行政院主計庭竃子慮理資料による

国 名 香港(イ ギリス領直轄植民地)TheCrownColonyofHongKong

1,045km2 使用言語 英語,中 国語

人 口 471万 人 GNP

首 都 通 貨 1香 港 ドル=38.38円

設置状況

香港の コンピュータ・周辺機 器市場 と輸出入

1976 1977 1978 1980(予 想) 1982(予 想)

ミニコン ピュー タ

輸 入

再輸 出

市場規模

メインフレーム・コンピュータ

輸 入

再輸出

市場規模

周辺機 器(別 売 り)

輸 入

再輸 出

市場規模

合 計

輸 入

再輸出

市場規模

1,108

293

815

5,047

1,337

3,711

668

90

578

6,822

1,718

5,104

635

85

550

2,894

387

2,507

4,562

399

4,163

8,091

870

7,221

1,849

299

1,550

8,843

356

8,487

7,341

958

6,383

18,033

1,613

16,420

2,187

342

1,845

9,673

570

9,103

7,620

978

6,642

19,480

1,890

17,590

2,657

419

2,238

11,867

572

11,295

9,568

1,232

8,336

24,092

2,223

21,869
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産業別 コン ピュータ・周辺機 器ユーザー支出

1978 1980(予 想) 1982(予 想)

1,000ド ル 構 成 比 1,000ド ル 構 成 比 1,000ド ル 構 成 比

政 府 824 5.0 915 5.2 1,159 5.3

製 造 1,202 7.3 1,407 8.0 1,881 8.6

銀行/金融 4,755 29.0 5,453 31.0 7,151 32.7

商 社 1,042 6.3 915 5.2 853 3.9

保 険 84 0.5 88 0.5 66 0.3

小 売 229 1.4 193 1.1 175 0.8

運 輸 1,717 10.5 2,058 11.7 2,603 11.9

電気 ・ガ ス 800 4.9 721 4.1 765 3.5

通 信 877 5.3 739 4.2 656 3.0

教育 ・研究機 関 686 4.2 510 2.9 590 2.7

出 版 160 1.0 211 1.2 350 1.6

情報処理サ ー ビス 2,338 14.2 2,603 14.8 3,280 15.0
■

コンピュータ関連 商社 131 0.8 176 1.0 219 1.0

不動産 ・建設 428 2.6 528 3.0 984 4.5

その他 1,148 7.0 1,073 6.1 1,137 5.2

合 計 16,421 100.0 17,590 100.0 21,869 100.0

概況

1975年 頃までは,あ ま りコンピュータ化が進 んでいなかった香港 だったが,以 後その成長のペースは急速 に速ま りつつある。

マ イクロ コンピュータ,SBCの 普及,香 港経済の上向きによって1978年 の香港の コンピュータ輸入額 は1600万 ドルに達 した。

(これ は前年 度に比 して127%の 増加となった。)大 手商社筋によると1978年 には大幅に ミニ コンが導入 され,中 規模 クラスの

企業で もコンピュー タの導入 が進 んだ。1978年には,新 たに250以 上の ミニおよびメインフレーム ・コンピュータが設置 された。

このす う勢では,1982年 の市場規模 は,2,200万 ドルに達する見込み。

国 名 フ ィ リピ ン共 和 国RepublicofPhilippines

面 積 30万km2 使用言語 英語,タ ガログ語

人 ロ 4,840万 人 GNP 244億LOOO万 ドル
'

首 都 メ トロ ・マ ニ ラ 通 貨 1ペ ソ=26.72円

設置状況

メ ー カ ー,セ ク タ ー別 コ ン ピュ ー タ設 置 状 況

合 計 政府関係
民 間

台数 パーセント 機 関

合 計 305 100.0 57 248

1.BASICFOUR 10 3.3 一 10

2.BURROUGHS 36 11.8 5 31

3.FACOM 18 5.9 12 6

4.IBM 115 37.7 19 96

5.NCR 53 17.4 6 47

6.NOVA 16 5.2 2 14

7,UNIVAC 11 3.6 8 3

8.そ の他 46 15.正 5 41
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政府関係機関のアプリケーション別 コンピュータ活用状況

応 用 の 分 類

分 ス類
テ型
ム∫
心

年間平均時間数
(CPU時 間)

用 の
シ 数
時間数 %

Issuance・fhcenses,permits,etc, 13 一

' Insurance 1 1,536 (0.6)
Banking&Finance 7 3,500 1.1

Bilhng&Collection/Notices/

StatementofAccount 20 24,795 9.3

FinanciaレManagementReports 52 52,575 19.8

Pavroll∨ 42 11,334 4.3

InventoryReporting 50 11,877 4.5

ScientificEngineeringApplication 33 22,251 8.4

Researches 27 32,564 12.2

Acc・ 肋tingApPhcations 30 11,468 4.3

Rec・rdsManagement 54 6,105 2.3

MathematicaレStatisticalApplication 20 22,539 8.5

Marketing/Advertising 一 434 (0.2)
Agricultural 一 19,145 7.2

Scheduling 6 147 (0.1)
Examinations 6 5,347 2.0

OutsideUsers/Clients 一 8,048 3.0

Others 　 32β67 12.2

合 計 361 265,972 100.0

概況

ナ シ ョナ ル ・コ ンピ ュ ー タ ・セ ン ター(NCC)お よ び フ ィ リ ピ ン ・コ ン ピュ ー タ ・ソサ エ テ ィ(PCS)の 指導 に よ っ て行

わ れ た調 査 に よる と1979年 の現 在 に お いて ,コ ン ピ ュー タ導 入 件 数 は255,そ の内15.7%に あ た る40件 が 政 府 の 関係 機 関,84 ,3%

にあたる215件 が民 間による ものであ る。システム数 による内訳 は,政 府の関係機 関においては,30件 が コンピュータ ・シス

テ ム を1つ 有 し,6件 が2シ ス テ ム,2件 が3シ ス テ ム,そ して,4シ ス テ ム と5シ ス テ ム を有 す る と こ ろが そ れ ぞ れ1件 ず

つ で あ る 。民 間 に お い て は
,186件 が コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム を1つ 有 し,25件 が2シ ス テ ム,4件 が3シ ス テ ム有 して い る 。

コンピュー タ ・システムの合計 は305シ ステムということになる。この内18.7%に あたる57シ ステムは政府 の関係機関が有

し,8].3%に あ た る248シ ス テ ム を民 間 が 有 して い る とい う こと に な る。 表 に あ る よ う に
,メ ー カ の 中 で はIBMが や は り こ

の 市 場 を制 して お り,NCRとBurroughsが ,そ れ ぞれ2位 と3位 の位 置 を 占 め て い る。

国 名 イ ン ドネ シ ア共 和 国RepublicofIndonesia

面 積 190万4,345km2 使用言語 イン ドネシア語

人 ロ 1億5,189万 人 GNP 457億8,000万 ドル

首 都 ジャカル タ 通 貨 1ル ピ ア=0.34円

設置状況

1979年5月 ま で に設 置,あ る い は発 注 され た コ ン ピ ュー タ数 は約200。 うち 大 型 コ ン ピュ ー タ は40%以 下 で あ る。 イ ン ドネ

シアでは,毎 年 大型機 が5～10台,小 型機 が20～30台 売れ る。77年 の輸入額は関連機器 を含め772万1 ,000ド ルだった。

設置台数の伸 びは約15～20%と 推定 されている。 しか しミニ コンにつ いては35%以 上 とみ られ る。

振興施策

1978年 以降,国 内投資法の下 で25%以 上 の外 資が入 ってい る企業 はイン ドネ シア国内で直接取引を行 うことが禁 じられた。

こうした企業 は現地 の専門家 を雇 ったりパー トナーを得ねばな らない。 したが ってこの法律 を厳格に運用 すると,コ ンピュー

タのサプ ライヤー は,イ ン ドネシアのユーザ ーに対 し十分 な技術供与 ができ ないこ とに なる。IBMは,現 地企業 のP .T.

UsahaSistimInformasJayaに 対 し,ア フター ・サ ービス,プ ログラム ・サービスなどを依頼 せねばならなか った。その結果,

IBMの コンピュータ ・サー ビスは低下 し,販 売量 も減 った。
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そのほかユーザ ーは次のような問題に直面 している。

・コンピュータ関税が高い

・通関が遅い

・気温の変化 ,不 安定な電力,湿 度

・エ ン ド・ユーザ ーが コンピュータの効果的利用のため追加のソフ トウェアを求 める場合 ,サ プライヤ ーの現地エージェン ト

は注文書を十分 に書 くことができない

・言葉の問題 。マニ ュアルは英語 で書かれているのが普通で,マ ニュアルを読 めない コンピゴータ関係者が多い

政府省庁の多 くがコンピュー タを導入 してきたが,イ ン ドネシアはまだコンピュー タ化の初期段階 にある。 コンピュータの

ほとんどは量的なデータ処理すなわち給与計算,電 話 ・水道 ・電気料金の算定,在 庫管理につ かわれている。政府が先進技術

導入の必要性がわかっていると しても,コ ンピュー タ化についての長期計画はない。

コンピュータ化 に関す る諸機 関には次の ような ものが ある。

(a)BAKOTAN

BAKOTANは69年 に公共部 門のコンピュータ化に向 けての政府施策 を補完するため設立 された。

(b)APNI(AsosianiPersahaanNationalInformatika)

主 と してソフ トウェア ・サー ビスを行 っている企業8社 が共 同で設立 。

(c)IPKIN(lkatanPemakaiKomputerIndonesia)

現在IPKINの メンバ ーは382。 公共機関,国 防省,プ ルタ ミナ,Pusuriが 理事会を構成 している。

国 名 タ イ王 国KingdomofThailand
'

面 積 51万4,000km2 使用言語 タイ語

人 口 4,646万 人 GNP 233億9,000万 ドル

首 都 バ ン コ ッ ク 通 貨 1バ ー ツ=9.41円

設置状況

コン ピュータ設置台 数

年 1964 1965 1966 1967 1968 1969 1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978

台 数 2 4 5 11 15 22 27 34 43 49 66 78 96 149 197

増加率(%) 一 100 25 120 36.3 46.6 22.7 25.9 26.4 13.9 34.6 18.1 23.0 30.7 32.2

(注)*印 は推定値

メーカー別設 置台数

、

メ ー カ ー

台 数 シェア

(%)77年2月
*77・2-78 合計

lBM

CDC

UNIVAC

lCL

WANG

BURROUGHS

DATA100

DEC

DIG|CO

DATAPOINT

日 立

日 本 電 気

そ の 他

68

6

7

5

9

5

3

1

1

1

2
'1

5

39

6

-

5

8

5

-

一

一

一

『

15

5

107

12

7

10

17

10

3

1

1

1

2

16

10

54

6

3

5

8

5

1

0.5

0.5

0.5

1

8

5

合 計 114 83 197 100
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国 名

面 積

人 口

首 都

マ レー シアMalaysia

32万9,747km2

1,344万 人

クア ラ ル ン プ ール

使用言語

GNP

通 貨

マ レー語

152億7,000万 ドル

1リ ンギ=96.25円

設置状況 市場規模

1978年8月 現在,マ レー シアには167台 の コンピュー タが設置 されている。内訳および各年 の設置台数の推移 は以下 のとお り。
マ レーシアにお けるコ ンピュータの今後の伸 び率 は年間約25%と 予想 される。79年 半 ばには約210台 にな っている見込 みだ。
また5年 後 には500台 となる見通 しである。

シェア

マ レーシア市場 は,台 数ベースでは,IBMが シェア第1位 で,DG,NCR,Wang,ICLと 続 いている。

`

設置コンピュータの内訳

台数 比率

大型機(360Kバ イ ト以上)

中型機(128K-360K)

小型機(128Kバ イ ト以下)

17台

26台

124台

10%

16%

74%

コンピュータ

設置台 数推移 メーカ ー別の 設置台数

年

1969

1970

1971

1972

1973

1974

1975

1976

1977

1978

台数

3

7

0

3

7

7

2

4

9

7

1

1

1

2

4

6

8

61

(78年8月 現在)

機種

メーカー

大 型 機

360Kバ イ ト以上
中 型 機

128K～360K

小 型 機

128K以 下 計

IBM 13 6 25 44

DataGeneral 0 4 22 26

NCR 1 6 17 24

Wang 0 0 23 23

ICL 1 3 15 19

DLC/PDP 0 1 7 8

Philips 0 4 0 4

Univac 2 1 0 3

HP 0 1 0 1

Burroughs 0 0 15 15

合 計 17 26 124 167

政府施策

マ レー シアでは,コ ンピュー タにCIFの 約36 .5%の 関税が かかる。 そのほかの課税 もある。コ ンピュータに対 する課税 が

これまでコンピュー タ市場 の成長 を阻害 して きた要因 である。

設置 されているコンピュータのほとん どは買 い取 りまたは レンタルで,リ ースもわずかなが らある。

将来の コンピュータ化 の進展の ためにマ レー シア政府は75年 にEDP協 議会 を設 け,次 の項目を目標 に している。
1)各 省庁,諸 機関 のコンピュー タ化を図る。

2)コ ンピュータ化,コ ンピュー タ産業に関する政策を策定 する。

コンピュータの利用は会計,給 与計算,在 庫管理な どのバ ッチ処理 である。 銀行では,預 金その他の関連作業に使 われて

いる。

政府は現在通信 の リンクがかなえ ばマ レー シア大学,大 学病 院,銀 行でのオンライン ・シス テムの導入を検 討 している。
一
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国 名

面 積

人 ロ

首 都

シ ンガ ポ ー ル共 和 国RepublicofSingapore

581km2

239万 人

シ ン ガポ ー ル

使用言語

GNP

通 貨

英 語,マ レー 語,中 国 語,タ ミール 語

76億 ドル

1シ ン ガ ポ ール ・ ドル=105.68円

概況

シンガポールは自由中継貿易基地 として,繁 栄 を続 ける一方,積 極的に外資を導入 し,工 業化の推進 を行 っている。

同国の コンピュータ化委員会(CommitteeonNationalComputerizati。n)は,1981年1月 報告書を発表 した。この報告書は,

コ ンピュータ関連 産業界 の現状 分析 と将来 の情報産業 の青写真 を描い たもの。 この委員会 は,19SO年3月,教 育大 臣Dr,

TonyTanKengYamの もとに1990年 までに シンガポールを周辺地域のソフ トウェアおよびコンピュー タ ・サ ービスの地域セ

ンターとなるための方策 を探 るために設置 された。

報告書 では,教 育 ・訓練 の強化,コ ンピュータ教育の標準化の ための委員会 の設置,外 国か らの専門家の積極的招へい等 を
'

勧告 している。

この報告 を受 けて シンガポール政府は,積 極的対応 を行っている。①公立校 における コンピュータの設置台数 の増加 と並行

して,コ ンピュータ教育時間の増加。②現在交渉 中を含めて,外 国 からの援助 を受 けて3つ の教育機関の設置。③政府お よび

公共機 関が,民 間部門の模範とな って業務 のコンピュー タ化 を推進 する。

現在 シンガポールの情報化政策 は,NationalComputerBoardが 設置され調整 にあたっている。

国 名

面 積

人 ロ

首 都

イ ン ド共和 国RepublicofIndia

328万7,590km2

6億6,360万 人

ニ ュ ー デ リー

使用言語

GNP

通`貨

ヒンズー語,英 語 ほか

1,175億2,000万 ドル

1ル ピ ー=23.59円

設置状況(台 数,金 額)

448台(台 数ベースによるメーカー別 シェアIBM32%,ECIL22%,DEC13%,ICL9%)(78年 半 ば現在)

サービス市場

国連の援助 によ り国立 インフォマ ティクス ・セ ンター(NIC),国 立 ソフ トウェア開発 ・コ ンピューティング技術 セ ンター

(NSDCT)そ して各地 に地域 コンピュー タ ・セ ンター(RCC)が 設置 されている。

主要企業

1971年,国 策 メーカーECILが 設立 された。同社 は,DECの ミニ コンをベースにした小型 のTDCシ リーズ を100台 以上生

産。現在IBM370/135相 当 の32ビ ッ ト・マ シンTDC-332を 開発中。1980年,国 産機だけを用い る初の情報処理サー ビス会社,

ComputerizedAccountingandManage皿entServicesが ケララ州 に誕生 した。

振興施策

独立性維持 と経済政策上 の理由か ら,政 府 は自国の コンピュータ産業の育成を基本方針 としている。主管庁はエ レク トロニ

クス省。

振興施策

① コンピュータ/周 辺機器の国産化と輸 出奨励

② ソフ トウェアの輸出奨励

③ 多国籍企業 に対す る規制

④ 公共 のコンピュータ ・ファシリティの設置と,研 究開発計画の統合調整

多国籍企業 の活動 には政府 は強い姿勢 をとってお り78年始め1ごIBMは イン ドより撤退 している(そ の後のユーザ ー ・サポー

トは国有会社CornputerMaintenanceCorp.〉 。ICLは,ICIMへ の出資比率 を40%に 減少させて製造許可を得 ている。
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国 名

面 積

人 ロ

首 都

イス ラエ ルStateoflsrael

2万700km2

387万 人

エルサ レム

使用言語

GNP

通 貨

ヘブライ語,ア ラビア語

137億6,000万 ドル

1シ ケ ル=14.36円

概 況

イ ス ラエ ルの エ レ ク トロニ ク ス 関連 企 業 の 多 くは,ア メ リ カと の 合 弁 企業 でMotorola,GTEと い っ た企 業 が進 出 して お り,

この産 業 に従 事 す る 者 は 約30,000人 。

コ ン ピュ ー タ関 連 の 企 業 と して は,ElronElectronicIndustriesとControlDataの 合 弁 のElbitComputerLtd.が あ る 。 同

社 は,ミ ニ コ ン,デ ィス プ レー を主 に製造 して い る。Elbitは,OEM輸 出 の ほ か,Pactと い う独 自の ブ ラ ン ドでSBCを 輸

出 して お り,IBM機 と 互 換性 の あ るCPUANATの 製造 も行 っ て い る。

国 名 ク ウ ェー ト国StateofKuwait

面 積 1万7,818km2 使用言語 アラビア語

人 口 136万 人 GNP 194億1,000万 ドル

首 都 クウ ェ ー ト 通 貨 1ク ウ ェー ト ・デ ィナ ー ル=775.50円

設置状況

1978年5月1980年12月

コンピュータ・システム 設置台 数 コンピュータ・システム 設置台 数

IBM BURROUGHS NCR

370/1582 B18003 85005

370/115→1358 B17002 84003

DataCommunication
Terminals(3780)10

DataEntrySystem

DIGITAL
PDP/115

820016

Century1

81002

(ProgrammableWork FOUR-PHASESYSTEMS14 4998

Stations3741)2
IBM

3992

11302
370/1582 PERKIN・ELMER

.
ICL 370/115-→1487 P-E32203

1904S/1903T2 43411 PRIME
29032 43316

P5502

NCR

Criterion(8550)2
Century(201,151)5

8200Series7
4998

3992

18002
System344

11302
DataCommunication

Terminals(3780)9
DataEntrySystem

(ProgrammableWork

RCCOMPUTER
60004

8000/453

TANDEM
T162

Stations3741)2 WANG5

ICL

29602

ME292

29032

概況

クウェー トは他 の発展途上国 と異な り,豊 富 な原油売却代金に よって1人 当 たり国民所得は世界第1位 で ある。同国 は,こ

の潤沢な資金によって コンピュータ導入にあたっては,資 金 的には,な んの障害 もないと思われる。

しか し同国の コンピュータ利用 はあま り進 んではいない。最 も大 きな問題 は,マ ン・パ ワーで,優 秀 な技術者が極度 に不足

してい る。 したがって コンピュータの販売 を考 える場合 も教育 ・訓練プログラム,そ して他のサポー ト策 も考慮 しなけれ ばな

らな い 。

ク ウ ェー トの1976年 の コ ンピ ュ ー タお よ び オ フ ィス機 器 の 輸 入 量 は,970万 ドル,1977年 は,62.6%増 加 して1,610万 ドル。
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2 ヨ ー ロ ッパ 各 国

国 名

面 積

人 口

首 都

ア イル ラ ン ドIreland

7万283km2

336万 人

ダブ リン

使用言語

GNP

通 貨

アイル ラン ド語,英 語

122億8,000万 ドル

1ア イ ル ラ ン ド ・ポ ン ド=349.09円

設 置 状 況323台(80年IDC調 べ)

(台 数,金 額)1億6,500万 ドル(

アイルラ ン ドに進出 しているコン ピュータ企 業28社

ApPleComputers

Amdahl

BarryComputerSystems

BeehiveInternational

Be11&Howell

CPTCorporation

Centronics

ComputerAutomation

DDC

Dataproducts

DataTerminalSystems

DEC

Documation

TheKeyboardCompany

MDBSystems

MeasurexLimited

Memorex

Mentec

ModularComputerSystems

Nixd・rfComputer

PerkinElmer

PrimeComputer

ソ ー ド電 算 機 シ ス テ ム

TipPeraryTerminals

VerbatimLimited

WangLaboratories

WestinghouseCanada

(Trilogy)

パ ー ソ ナ ル ・コ ン ピ ュー タ

大 型 コ ン ピ ュー タ470V/5,6,7

POS

マ イ コ ン ・ベ ー スの ター ミナ ル

ビ ジ ュ ア ル装 置

ワ ー ドプ ロ セ ッサ ー

マ ト リッ ク ス ・プ リ ン ター

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ,ミ ニ コ ン ピュ ー タ

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ

ラ イ ン プ リン ター

ECR,POS

PDPII,VAX11/760

ライ ン プ リン ター

キ ー ボ ー ド・ペ リフ ェ ラル

イ ン タ フ ェー ス装 置

プ ロセ ス ・コ ン トロ ー ル ・シ ス テム

フ レ キ シ ブル ・デ ィス ク

マ イ ク ロ プ ロセ ッサ ー,ミ ニ コン ピュ ー タ

マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ

ミニ コ ン ピ ュー タ

ミニ コ ン ピ ュー タ,デ ィス プ レイ装 置

ミニ コ ン ピ ュー タ

パ ー ソナ ル ・コ ン ピュ ー タ

コ ン ピュ ー タ ・ター ミナ ル

ミニ コ ン用 記 憶 装 置

ワ ー ドプ ロセ ッサ ー

コ ン ピュ ー タ ・ター ミナ ル

(大 型 コ ン ピュ ー タ ・シ ス テム)

概況

アイルラン ド政府 は,雇 用機 会,ハ イレベルの労働力 の創造の ため積極的に外国企業 を誘致 する政策 を打 ち出 している。

進 出企業 に対 しては,税 制面での優遇,自 由減価償却制 の適用,輸 出 による利益には無税で本国へ送金す る自由。 これに加

えて従業員の教育 には補助金,工 場用地の提供,工 場 の リース制度 もある等いたれ りつ くせ りの措置が とられている。

人口わずか336万 のアイルラン ド島に,半 導体企業7社 を含む電子部品企業45社,コ ンピュー タ企業28社,ソ フ トウェア会

社16社,産 業用電子工業31社,家 電メーカー21社,電 子通信工業13社,エ ンジニア リング企業58社,計212社 が密集 してい る。
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国 名

面 積

人 ロ

首 都

ノル ウ ェ ー王 国KingdomofNorway

32万4,219km2

409万 人

オ ス ロ

使用言語

GNP

通 貨

ノル ウ ェ ー語

387億9,000万 ドル

1ク ロ ー ネ=37.97円

設 置 状 況

(台数,金 額)

519台(80年 末IDC調 べ)

5f意4,400フ ∫ドノレ(〃)

コンピュー タ設置台数 および予測

1979 1984 予想年成長率

汎 用 400 690 11.5

SBC 5,000 17,300 28.1

ター ミナ ル 21,300 60,300 23.1

QuantumScienceCorp.,MaptekEurope,1980に よ る

コンピュータ設置金額 および予測
(単位:百 万 ドル)

パ ー ソ ナ ル ・コ ン ピ ュ ー タ市 場 予 測

(単位 千台)

1977 1981 1985 1990

0.0 2.9 69.5 280.0

注:パ ー ソナル ・コン ピュー タに は次の3つ の グルー プを含む

① 電 源 装 置,外 部 ビデ オまたは テ レタ イ プ を必 要 と

す る シ ン グル ボ ー ドの マ イ ク ロ コン ピュ ー タ

② デ ィス プ レー,キ ー ボ ー ド,高 レベ ル ・ラ ン ゲ_

ジ を備 え た デ ス ク ・ トップ ・コ ン ピ ュー タ

③ 標 準 的 な コ ン ピュ ー タ ・ア ー キ テ ク チ ャー に 基 づ

き性 能 的 に も ミニ コン と同 等 レベ ルの もの

FrostandSullivanに よ る

1979 1984 予想年成長率

汎 用 502 857 11.3

SBC 239 457 18.4

ター ミナ ル 157 310 14.6

QuantumScienceCorp.,MaptekEurope,1980に よ る

NorskDataが 開 発 した コ ン ピ ュー タ

＼ モ デ ル 名 備 考

1968 NORD-1 同社 初 の コン ピ ュ ー タ

1972 NORD-5 第1世 代の32ピ ッ トマシン

1973 NORD-10 汎用機

1975 NORD-50

1977 ND-10/S

1979 NORD-100 16ビ ッ トマ シ ン

1981 NORD-100/CE

ND-500
第3世 代の汎用

32ビ ッ トマ シン
一

概 況

ノル ウェ ー に は,ヨ ー ロ ッパ で5本 の指 に は い る ミニ コ ン ・メー カーNorskDataABが オ ス ロ に あ る 。

同 社 の1980年 の 売 上 げ は,前 年 を46%上 まわ る3億1,300万NKr,81年 の 売 上 げ も80年 を40%上 ま わ る4億4,000万NKrが

見 込 まれ て い る。同社 は,日 本 で は あ ま り名前 が知 られ てい な い もの の1967年 に設 立 後,数 々の ミニ コ ン を開 発 し,現 在 は32ビ ッ

トの ス ーパ ー ・ミニ コ ンNORD-500を 開 発 す る な ど ミニ コ ン分 野 で極 め て優 秀 な技 術 を 持 っ て お り,か くれ た ミニ コ ンの 巨

人 と もい わ れ て い る。 これ は 同 社 が もと も と軍 用 に開 発 して きた マ シ ンを民 間 に転 用 して い る た め,信 頼 性 の 高 い製 品 と な っ

てお り,ヨ ー ロ ッパ 核 研 究機 構(CERN)で も高 い評 価 を受 けて い る。

1975年 の フ ラ ン ス を始 め と して ス ウェ ー デ ン,デ ンマ ー ク,西 ドイ ツ,ア メ リ カ,イ ギ リス に子 会社 を持 って お り,エ ン ド ・

ユ ー ザ ー に対 す る直 売 方 式 を特 徴 と して い る。

この 他 ノ ル ウ ェ ー に は,CAD/CAM市 場 で活 躍 して い るKongsberg,8ビ ッ トのマ イ ク ロ プ ロ セ ッサ ー ・シ ス テ ムMyc-

ron3の 販 売 で 知 られ るMycTonA/S,サ ー ビ ス会 社 と して は,運 輸 会社AndersWilhelmsen&Co .の子 会 社 で 昨年 ス ウ ェ ー

デ ン のSedab/Nardataを 買 収 して,売 上 げ を一 挙 に 倍 以 上 の2億3,000万NKrと した オ ス ロ のTeamcoA、S.&Co.等 が あ

る。
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国 名

面 積

人 口

首 都

ス ウ ェー デ ン王 国KingdomofSweden

44万9,964km2

831万 人

ス トック ホ ル ム

使用言語

GNP

通 貨

ス ウ ェ ー デ ン語

872億6,000万 ドル

1ク ロ ー ネ=39,85円

設 置 状 況

(台数,金 額)

1,124台(80年 末IDC調 べ)

12億2,800万 ドル(〃)

中央政府の累計 コン ピュータ調達額 の推移

(単イ立:100万 クロー ネ)2
,000

コン ピュータ設置台数 および予測

1979 1984 予測年成長率

汎 用 783 1,250 9.9

SBC 8,320 50,800 43.6

ター ミナ ル 64,700 161,000 20.0

QuantumScienceCorp.,MaptekEurope,1980に よ る

コン ピュータ設置金額 および予測
(単 位 百万 ドル)

＼ 1979 1984 予測年成長率

汎 用 1,100 1,840 10.7

SBC 355 950 21.8

ター ミナ ル 546 960 12.0

QuantumScienceCorp.,MaptekEurope,1980に よ る

パ ー ソナ ル ・コ ン ピュ ー タ 市 場 予 測
(単 位 千台)

1977 1981 1985 1990

0.27 40.0 377.2 650.7

注:パ ー ソナ ル ・コンピュー タには 次の3つ の グルー プ を含 む

① 電 源 装 置,外 部 ビ デ オま たは テ レ タ イ プ を必 要 と

す る シ ン グル ボー ドのマ イ ク ロ コン ピュ ー タ

② デ ィ ス プ レー,キ ー ボ ー ド,高 レベ ル ・ラ ン ゲー

ジ を備 え たデ ス ク ・ト ップ ・コ ン ピュ ー タ

③ 標 準 的 な コ ン ピ ュ ー タ ・ア ー キ テ クチ ャ ー に 基 づ

き性 能 的 に も ミニ コン と同等 レベ ル の もの

FrostandSullivanに よ る

1,000
900
800
700
600
500

400

300

200

100

1962636465666768697071727374757677787980

(各 年1月1日 現 在,1971年 以 降 ター ミナル機 器 をの ぞ く)

政府が運用するコンピュータのメーカー別 シェア(金 額比)

Ovriga
16.8%

033
CD4t/1]E/i'

Solp・1.{xo

SaabUnivac

23.8%

総 額14億3,100万 ク ロ ー ネ

公共部 門の コン ピュー タ利用状況

コ ン ピ ュー タ

タ ー ミ ナ ル

{単位:10砺クローネ)

パー セ ン ト
コン ピュー タ

設 置 台 数

コン ピュー タ

利 用 機 関 数
レンタル比率

19791980 19791980 19791980 19791980 19791980

中央政府

公共企業

政府保有企業

646703

477489

210239

4849

3634

1617

94114

4347

4452

4145

66

2125

2219

3339

5461

合 計 13331431,, 100100 181213 6876 3133
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Datasaab

1978年,Saab-Scaniaと 政 府 の折 半 出 資 で 分 散 処 理 用 タ ー ミナ ル,SBCメ ー カ ー と して ス ター トしたDatasaabは,79年

5,000万 ドル の欠 損 を計 上 し,経 営 に い きづ ま1り 通 信機 メ ー カ ーL.M,Ericssonに 買収 され た。

Ericss。nは,Saab-Scaniaの 持 株 す べ て と政 府 保有 の40.5%を 買 収 し た。 買収 の 目的 は,今 後 発 展 の予 想 さ れ る ビ ジ ネ ス ・

コ ミュニ ケ ー シ ョ ンと事 務 機 器 部 門 の強 化 。

主 要 コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビ ス会 社

会 社 名 所 在 地 サ ー ビ ス 内 容 関 連 会 社

ABDATA Box93,Danderyd ●請 負プログラ ミング 独立系

SERVICE 1Sweden ●バ ッチ

BONNIER Sweden ● ソ フ トウ ェ ア ・パ ッ ケー ジ Bonnierグ ル ー プ

DATAAB ●請 負プロ グラ ミング

●NIS

● バ ッチ

●FM

DEFA 10086Stockholm ●NIS 政府

Sweden ●バ ッチ

DATEMAAB Box1056 ● ソ フ トウ ェア ・パ ッケー ジ RederiAB

17121Solna ●請 負プログラ ミング Nordstiernan

Sweden ●NIS

●バ ッチ

●FM

ESSELTE 16126Bromma ●請 負プログラ ミング ARKO

DATAAB Sweden ● ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ

INDUSTRIDATAAB Albygatan102, ● ソ フ トウ エ ア ・パ ッ ケー ジ ASEA

Fack,17120 ●請 負プ ログラ ミング

SolnalSweden ■NIS

● バ ッチ

KOMMUNDATAAB 12612Stockholm ●NIS 政府

42,Sweden ●バ ッチ

LANTBRUKSDATA Sweden ● ソ フ トウ ェア ・パ ッケー ジ 政府

●バ ッチ

S.D.C 85101Sundsvall ●NIS 独立系

(Sk・gsbrukets 1,Sweden ●バ ッ チ

DatacentraD

SPADAB 10320Stockholm ●NIS SavingBanks

16.Sweden ●バ ッチ

●請 負プロ グラ ミング

STATSKONSULT Sweden ●請負プ ログラミング 政府
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国 名

面 積

人 口

首 都

フ ィ ンラ ン ド共 和 国RepublicofFinland

33万7,009krn2

478万 人

ヘ ルシンキ

使用言語

GNP

通 貨

フ ィ ン ラ ン ド語,ス ウェ ー デ ン語

340億2,000万 ドル

1マ ル ッ カ=50.51円

設 置 状 況471台(80年 末IDC調 べ)

(台 数,金 額)4億1,500万 ドル(

⊇ンピュータ設置台数お よび予測

1979 1984 予測年成長率

汎 用 233 383 10.5

SBC 3,200 11,700 29.7

ター ミナ ル 14,800 35,300 19.0

QuantumScienceCorp.,MaptekEurope,1980に よ る

コンピュー タ設置金 額および予測
(単 位 百万 ドル)

1979 1984 予測年成長率

汎 用 339 589 11.9

SBC 122 278 18.0

タ ー ミナ ル 125 214 11.0

む

パ ー ソナ ル ・コ ン ピュ ー タ 市 場 予測

(単位1千 台)

1977 1981 1985 1990

0.0 2.9 79.3 286.1

注:パ ーソナル ・コンピュータには次の3つ のグループを含む

① 電源装置,外 部 ビデオまたはテレタイプを必要 とす

る シ ン グル ボー ドの マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ

② デ ィ ス プ レー,キ ー ボー ド,高 レベ ル ・ラ ンゲ_

ジ を備 えた デ ス ク ・トップ ・コ ン ピュ ー タ

③ 標 準 的 な コ ン ピュ ー タ ・ア ー キ テ クチ ャ ー に 基づ

き性 能 的 に も ミニ コ ン と同 等 レベ ル の もの

FrostandSullivanに よ る

QuantumScienceCorp.MaptekEurope,1980に よ る

概 況

フ ィ ン ラ ン ドの 大 手 コ ン ピュ ー タ関連 企 業 に は,NokiaDataが あ る 。同 社 は,10億 ドル の 売 上 げを 誇 るOyNokiaの 事 業

部NokiaElectronicsの 一 部 で,Cii-HBの メ イ ン フ レー ムの 他 ミニ コ ンMikko,パ ー ソナ ル ・コ ンピ ュ ー タMicro-Mikko,

各種 ター ミナ ル を販 売 して い る。

NokiaElectlonicsは,そ の 通 信 と情 報 処 理 技 術 を生 か して,商 用 で は世 界 で2番 目の ビデ オ テ ックス ・サ ー ビス を ヘ ル シ

ンキ でHelsinginTelsetOy,SanomaOyお よ びHelsinkiTelephoneCo.と 合 弁 で 行 っ て い る。

Nokiaは,こ の 他 に は,OA市 場 む けの 製 品 の 開発,大 手 の サ ー ビ ス ・ビュ ー ロ ー も保 有 して い る。

国 名 デ ンマ ー ク王 国KingdomofDenmark

面 積 4万3,069km2 使用言語 デ ンマ ー ク語

人 口 512万 人 GNP 540億

首 都 コ ペ ンハ ー ゲ ン 通 貨 1ク ロ ー ネ=30.49円

コンピュー タ設置台数 および予測
設 置 状 況

(台数,金 額)

878台(80年 末IDC調 べ)

8億9,400万 ドル(〃)
1979 1984 予測年成長率

汎 用 486 823 11.1

SBC 6,110 22,400 29.6

ター ミナ ル 27,000 65,700 19.4

QuantumScienceCorp.,MaptekEurope,1980に よ る

280



mそ の他各国の情報化と情報産業

コンピュータ設置金額 および予測
(単位 百万'ドル)

1979 1984 予測年成長率

汎 用 686 1,140 11.1

SBC 259 570 17.1

ター ミナ ル 239 393 10.5

QuantumScienceCorp.,MaptekEurope,1980に よ る

パ ー ソナ ル ・コ ン ピ ュー タ市 場 予 測
(単位 千台)

1977 1981 1985 1990

0.4 7.1 158.7 407.7

注:パ ー ソナル ・コン ピュー タには 次の3つ の グルー プを含む

① 電 源 装 置 外 部 ビデ オ また は テ レタイプを必 要 とす

る シ ン グル ボ ー ドの マ イ ク ロ コン ピュ ー タ

② デ ィス プ レー,キ ー ボー ド,高 レベ ル ・ラ ン ゲー

ジ を備 え た デ ス ク ・ トッ プ ・コ ン ピュ ー タ

③ 標 準 的 な コ ン ピ ュー タ ・ア ー キ テ クチ ャー に基 づ

き性 能 的 に も ミニ コ ン と 同等 レベ ル の もの

FrostandSullivanに よ る

主 要 コ ン ピ ュ ー タ・サ ー ビス 会 社

会 社 名 所 在 地 サービス内容
関連会社お
よびそれへ
の売上比率

DATA・

CENTRALEN

VedStadsgraven

15,KφpenhavnS

Denmark

■ ソフ トウ ェア

・パ ッケー ジ

●請負 プ ログラ

ミング

●NIS

●バ ッチ

政府

JDC

(JYDSKDATA

CENTER)

Dia・avel2・Vej・

Denmark

Denmark[e

●バ ッチ 独立系

KOMMUNE

DATAI/S

Nyrupsgade37,

1602Copenhagen

VDenmark

●NIS

●バ ッチ

政府86%

L.E,C,

(Landbrugets

Edb・Centraler)

ThamasB.

Thriegade30,

50000dense

Denmark

●NIS

●バ ッチ

独立系

REGNE・

CENTRALEN

Falkonerall61,

DK・2000

C・penhagenF

Denmark

● ソフ トウ ェア

・パ ッケー ジ

'
●請負 プ ・グラ

ミング

●NIS

●バ ッチ

●FM

独立系

国 名 オ ラ ン ダ王 国KingdomofNetherlands

面 積 4万844km2 使用言語 オランダ語

人 口 1,414万 人 GNP ユ,282億7,000万 ドル

首 都 アムステルダム 通 貨 1ギ ル ダ ー=121.12円

設 置 状 況

(台数,金 額)

2、047台(80年 末IDC調 べ)

17億1,000万 ドル(〃)

コンピュータ

生産 ・輸出入
輸入

4億8,330万 ドル(1977年)

6億4,010万 ドル(1978年,対 前年比32.4%増)

輸出 4億6,960万 ドル(1978年)

輸入/輸 出比 1.36

281



第皿部'83世 界情報化事典

主 要 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス会 社

会 社 名 所 在 地 ＼サー ビス内容

関連会社お
よびそれへ
の売上比率

AC・VOLMAC

.

Zwartehondstraat

1,Rotterdaml

Netherlands

●ソフ トウ ェア

・パ ッケー ジ

●請 負プ ログラ

ミン グ

●バ ッチ

独立系

ALPHA

COMPUTER

DIENSTEN

Netherlands ●請 負プ ログラ

ミン グ

●NIS

●バ ッチ

Middlestand

Bank

C,E.A BosenLommerp・

lantsoenl,

Amsterdam

Netherlands

●NIS

●バ ッチ

●FM

Central

Beheer

CEA26%

COMPUTER

CENTRUN

Wilnbrugstraat22,

Postbus1097,

Rotterdaml

Netherlands

●請 負プ ログラ

ミン グ

●NIS

●バ ッチ

●ソフ トウェア

・パ ッケー ジ

独立系

CSR Netherlands ●請 負プ ログラ

ミン グ

●NIS

●バ ッチ

●FM

独立系

C.V,1

(CentrumVoor

Informatiever・

werking)

Moreelsepark1,

Utrecht,Nether・

lands

● ソフ トウェア

・パ ッケー ジ

●NIS

●バ ッチ

国有鉄道

70%

R.A,E,T, Lovinklaan1,

Arnhen

Netherlands

●ソフ トウ ェア

・パ ッケー ジ

●請 負プ ログラ

ミング

●NIS

OJJM

26%

Philips

1891年 に白 熱 球 ラ ン プ工 場 と して創 立 さ れ,現 在 で は世 界 的 エ レ ク トロニ クス 企 業 に成 長 したPhilipsは,1962年 コ ンピ ュ ー

タ事 業 に 参 入 して い る が,1975年Unidataの 崩 壊 以 来 メ イ ン フ レー ムか ら撤 退 して い る。 現 在 は,ス モ ール ・ビ ジ ネ ス ・コ

ンピ ュ ー タ とバ ンキ ン グ ・ター ミナ ル を 中心 に,小 型 シ ス テム 分 野 に 力 を集 中 して い る 。

Philipsの 業 績
(単位:百 万 ギル ダー)

1977年 1978年 1979年 1980年

総 売 上 高

純 利 益

従業員数(人)

31,164

634

383,900

32,658

707

387,900

33,238

619

378,600

36,536

328

372,600
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国 名

面 積

人 口

首 都

ベ ル ギ ー王 国KingdomofBelgium

3万513km2

986万 人

ブ リュ ッセ ル

使用言語

GNP

通 貨

フ ラマ ン語,フ ラ ンス語

945億5,000万 ドル

1ベ ルギ ー ・フ ラ ン=5.83円

設 置 状 況1,187台(80年 末IDC調 べ)

(台 数,金 額)9億9,300万 ドル(〃)

概 況

ベ ル ギ ー の コ ン ピュ ー タお よ び 周辺 機 器 の 市 場 規 模 は,1978年 で2億700万 ドル,年 率9%の 成 長 が 見 込 まれ てお り1983年

に は,3億1,700万 ドル に達 す る見 通 し。

同 国 は,コ ン ピュ ー タ ・シ ス テ ム の ほ と ん ど を輸 入 に た よ っ て お り輸 入 量 は,1978年 の7,500万 ドル か ら1983年 に は1億

4,800万 ドル とな る 見込 み 。

国 名

面 積

人 ロ

首 都

ス イス 連邦SwissConfederation

4万1,288km2

637万 人

ベルン

使用言語

GNP

通 貨

ドイ ツ語,フ ラ ンス 語,イ タ リア語,ロ マ ン シュ語

819億3,000万 ドル

1ス イ ス ・フ ラ ン=225.69円

設 置 状 況1,659台(80年 末IDC調 べ)

(台数,金 額)14億9,000万 ドル(

コンピュータ

生産 ・輸出入

2億6,140万 ドル(1977年)

3億6,690万 ドル(1978年 対前年比40.3%増)

2億450万 ドル(1978年)

1億5,300万 ドル(1977年)

、
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国 名 オ ー ス トリア共 和 国RepublicofAustria

面 積 8万3,849km2 使用言語 ドイツ語

人 口 751万 人 GNP 1564億5,000万 ドル

首 都 ウ ィー ン 通 貨 1オ ー ス トリア ・シ リ ン グ=13 .92円

設 置 状 況

(台数,金 額)

741台(80年 末IDC調 べ)

6億3,600万 ドル(〃)

コン ピュータ

生産 ・輸 出入
輸 入

1億6,900万 ドル(1977年)

2億1,070万 ドル(1978年 対 前 年 比24.6%増)

輸出 4,180万 ドル(1978年)

輸入/輸 出比 5.04

サ ー ビス市場 6,600万 ドル

主 要 企 業 オー ス トリアの コンピュー タ市場で最 も優位 にある国は,西 ドイツで,2位 がア メ リカ,そ の後に イギ

リス,フ ランスが続 く。 しか し,こ れ らの国 々から輸 入される製品は大部分がア メリカの子会社がそれ

ぞれの 国で生産 した ものであ る。

主要 コン ピュータ ・サー ビス会社

会 社 名 所 在 地 要員数
売上高
(100万
ドル)

サー ビス内容 備 考

D.V,D. Austria 130 5.5

(76年)

●請 負 プ ロ グ ラ ミン グ

●NIS

● バ ッチ

独立系

国 名 イ タ リア共 和 国ItalianRepublic

面 積 30万1,225km2 使用言語 イタリア語

人 口 5,701万 人 GNP 2,609億4,000万 ドル
一

首 都 ロ ー マ 通 貨 1リ ラ=0.18円

設 置 状 況 4,132台(80年 末IDC調 べ)
ユーザー部門別EDP支 出

(台数,金 額) 37億7,400万 ドル(〃) 1977 1982

金額 金額

(単位:百 万 ドル)百 分比 (単位:百 万 ドル)百 分比

政 府 74.1514.0 154,015.9

製造業 193.1036.5 360,337.2

銀行 ・金融 95.2518.0 151,015.6

保 険 21,184.0 36.83.8

卸 売 ・小売 52,209.9 105,610.9

運 輸 13232.5 23.42.4

公 益 11,902.2 23.22.4

通 信 7,981.5 15.51.6

医 療 7,711.5 15.91.6

教育 ・研 究 10,402.0 16.51.7

出 版 5,301.0 8.70.9

情報処理サービス 20,953.9 37.83.9

その他 15,853.0 20.12.1

合 計 529.20100.0 968.8100.0
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コンピュー タ/周辺機 器市場規模予想
(単 位:百 万 ドル)

1975 |976 1977 1978 |982

ミニ コ ン

生産 4.1 5.7 8.3 12.1 20

輸入 12.4 15.9 19.0 23.0 38

輸出 0.7 1.0 1.4 2.0 4

市場規模 15.8 20.6 25.9 33.1 54

汎用 コンピュータ

生産 160.5 181.5 218.0 252.2 403

輸入 271.8 288.0 309.0 349.0 535

輸出 94.0 109.0 129.0 152.0 234

市場規模 338.3 360.5 398.0 449.2 704

周辺機器

生産 71.4 85.4 108.7 127.5 206

輸入 54.8 61.5 71.9 79.8 135

輸出 56.3 67.0 89.1 98.0 151

市場規模 69.9 79.9 91.5 109.3 190

デー タ通信機器

生産

輸入

7.2

5.1

8.2

6.0

9.2

6.5

10.0

7.3

15

10
lng.C.Olivetti&C.,Sp.Aの 業績(各12月 締 め)

輸出 1.3 1.6 1.9 2.4 4
(単 位:百 万 リラ)

市場規模 11.0 12.6 13.8 14.9 21 ＼ 1977年 1978年 1979年 1980年

合 計 総 売上高 575,101 718,468 902,934 1,102,921

生産 243.2 280.8 344.2 401.8 644 (う ち海外) (255,773) (310,638) (360,740) (409,349)
輸入 344.1 37L4 406.4 459.1 718 総 利 益 5,303 2,070 23,807 50,125

輸出 1523 178.6 221.4 254.4 393 R&D費 34,700 36,474 50,749 　

市場規模 435.0 473.6 529.2 606.5 969 従業員(人) 66,073 61,534 55,931 53,339

概況

イタリアの汎用 コ ンピュータの設置状況は,IDCの 調 べによると1978年 末現在4 ,665台,金 額 にして28億9,000万 ドルであっ
た。

イタリアのコンピュータ化 は,す でに コンピュータが十 分社会 に浸透 している他の西欧先進国に比べて
,立 ち遅 れの部分 が

目立つ。このため,市 場の成長性 は高 く,特 に中小企業 が多いことか ら,小 型 システムの需要 の伸 びが予想される。

複雑 な電子産業界

イタ リアの電子工業は,他 国では,例 を見 られないような複雑な構造となっている。悪名高 いほどうまく働 かない電話網が

あるかと思 う一方,完 全 にオー トメー ション化 され たワイア ッ ト(Fiat>の 自動車工場 や,オ フィス機器 では世界的企業であ
るOlivettiの ように極端 に高度 な部分 も持 ち合わせているか らである。

イタリア政府は,そ の強 い分野 を強化 し,弱 点 を補 うため,1977年,電 子工業のすべての分野を対象 とした近代化計画 を策

定 した。

しか し,イ タリア産業 を活性化 させ るはずであったこの計画は,あ ま りに野心的す ぎたために,約 束 された援助が実現 しな

かった り,成 功 を収 めるには至 っていない。

世界の有 力メーカー と提携の道を進 むOtivetti

Olivettiは,1960年 メインフ レーム分野へ進出 したが,68年 に この分野 か ら撤退 した。その後,独 自の設計によるプ リンター
のOEM販 路を拓 き,オ フィス製品の欧州に おける大手メー カーの地位 を確立,SBC,ワ ー ドプロセ ッサーで もその地位 を

不動の もの とした。

しか し同社 は,コ ンピュータ ・メーカーとして飛躍す るためには,中 ・大型 コンピュータを持 つことが不可欠との認識 か ら,

IPLシ ステムズ社 および,日 立 と販売提携を結 び,IBM中 ・大型機 のプラグ ・コンパ ティブル機の販売 に乗 りだした。

80年 には,フ ランスのSaint-Gobainと 資本提携を結び,Cii-HBを 通 して フランス市場へ参入,81年 に入って,ス イスの
ヘル メス社(タ イプラ イター の名門)と 提携 ,さ らに フラ ンス政府 の要請 によ り経営不振 に陥 った大手周 辺機器 メー カー

L。gaBaxの 経営権 を獲得するなど,着 々と世界戦略を展開 して いる。
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国 名 'ギ リ シア共 和 国HellenicRepublic

面 積 13万1,944km2 使用言語 ギリシア語

人 口 945万 人 GNP 324億3,000万 ドル

首 都
一 、

ア ア 不 通 貨 1ド ラ クマ=3,86円

設 置 状 況

(台数,金額)

164台(80年 末IDC調 べ)

8,800フ 『ドノレ([})

コンピュータ

生産 ・輸出入
輸入

2,070万 ドル(1977年)

2,950万 ドル(1978年 対 前 年 比42.5%増)

国 名

面 積

人 ロ

首 都

スペ イ ンSpain

50万4,782km2

3,743万 人

マ ドリー ド

使用言語

GNP

通 貨

スペ イ ン語,カ タ ロ ニ ア語,バ ス ク語

1,469億4,000万 ドル

1ペ セ タ=2.29円

設 置 状 況

(台数,金 額)

1,604台(80年 末IDC調 べ)

12イ意9,800-Jiド ノレ(〃)

スペイ ンのEDP市 場 (単位 百万 ドル)

1978年 1983年(予 測)

市場規模 % 市場規模 %

製 造 業 90.8 33.0 197.0 38.0

金 融 66.0 24.0 104.0 20.0

政 府 16.5 6.0 52.0 10.0

サ ー ビス ・ ビ ュ ー ロ ー 22.1 8.0 49.0 9.0

医 療 8.4 3.1 20.0 4.0

出 版 ・ 印 刷 2.8 1.0 6.3 1.0

そ の 他 68.4 24.9 91.7 18.0

合 計 275.0 100.0 520.0 100.0

概況

ア メリカ商務省 によれば,ス ペイ ンのコ ンピュータ/周 辺装置市場 は,1979年 の3億3,300万 ドルか ら年率12%の ペースで

拡大 してお り,1983年 には5億2,000万 ドル規模 に達 する。

スペ インでは コンピュータの現地生産 がほとんどないため,必 然的に輸入 に依存せざるを得ない。ちなみに,ス ペ インのエ

ン ド・ユ ーザー需要の90%は 海外メーカーによって供給 されている と見られてい る。

海外 メーカーの中では,ア メリカ系企業が伝統 的に強 く,こ の傾向は今後 ます ます強化 されると思われる。アメリカか らの

コ ンピュータ/周 辺装置購入額 は,1978年 には7,430万 ドル(コ ン ピュータ/周 辺装置輸入総額の32%)だ ったが,こ れが'83

年 には2億700万 ドル(同44%)に 達 すると予測 される。 しかも,こ れはアメリカか らの直接輸入 によるものであり,こ のほ

かに,ア メ リカ系 メーカーの欧州子会社か らの輸入 もある。これ らを合計すれば,ア メリカ系製品 の輸入 は60%を 超えると見

られ る。

ミニ コンの需要 が増大

今後,特 に売上増 が期待 され るのは,ミ ニ コンピュー タとデー タ通信 の両分野。 ミニ コンの売上 高は,1979年 には5,250万

ドルだったが,年 率15%の 成長が見込まれてお り,1983年 には9,200万 ドル市場 を形 成するものと思 われる。一方,デ ー タ通
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'信 網の整 備もめ ざま しく
,こ れ に伴 って,デ ータ通信装置の売上高 も急増 している。同分野の年 間伸 び率 も15%と 見込まれ,

1983年 には6,000万 ドルに達するもよう。

コンピュータ ・メイ ンフ レームの規模別需要に関 しては,パ ワフル ・ミニ コンの利用増に伴い,小 型,中 型,大 型の汎用 メ

インフレームの伸びが鈍化 して きて いる。 しか し,政 府機関や公共機関など,'い わゆる大手ユーザ ーの コンピュータ化には,

依然と して汎用メイ ンフレームが必然的な ものにな っており,こ れによって同市場 は年率10%と いう成長率 を維持 している。

同市場は'83年 には1億4,000万 ドルに達す る予定。一方,過 去数年間にわたるコンピュー タの機能 アップに よって,大 型機ユー

ザーは次第 に中型機 へ移行す る傾向 も出て きている。この結果,小 型および大型コンピュータよ りも,中 型 コンピュータの伸

び率が高 くなっている。

データ処理の分散化 とユーザーが単一メーカーか らの一括購入 を少なくしている傾向が相 まって,個 別売 りの周辺端末装置

市場が活発化 している。同市場は1979年 に1億5,200万 ドルに達 し,ス ペイン全体のEDP市 場 の半分近 くを占め るまでになっ

ている。

特 に,タ ー ミナルに対する需 要増が大き く,ち なみに79年 の利用 ター ミナル台数 は3万 台だが,こ れが83年 には7万7,000台

になると見込まれている。

主要企業

Secoinsa

同社 は,1975年 富士通 とCTNE(国 有 電話会社)とINI(InstitutoNacionaldeIndustria:産 業省傘 下の産業公団)が 共

同出資 して設立 された国策コン ピュータ ・メーカー。

設立後,国 内市場 および中南米輸 出向けに富士通 のオフコ ンVo田 やモデムなどの製造 ・販売を行ってお り,ゆ くゆくは,

中型機の生産にも手 を広げたい希望 。

主 要 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス 会 社

会 社 名 所 在 地 サービス内容 関連企業

GRUPOC.C,S. Spain ● ソフ トウェア

・パ ッケー ジ

●請 負プ ログ ラ

ミン グ

●NIS

●バ ッチ

独立系

SERESCO RondaSanPedro

33,Barcelona10

Spain

●請 負プ ログラ

ミング

●NIS

●バ ッチ

独立系
'

国 名

面 積

人 ロ

首 都

ポル トガ ル共 和 国 ・PortuguesaRepublic

9万2,082km2

993万 人

リスボ ン

使用言語

GNP

通 貨

ポル トガル語

190億 ドル

1エ ス ク ー ド=3.37円

設 置 状 況151台(80年 末IDC調 べ)

(台数,金 額)1億500万 ドル(

コンピュータ

生産 ・輸出入

3,590万 ドル(1977年)

4,580万 ドル(1978年 対前年比27.5%増)
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国 名

面 積

人 口

首 都

ドイ ツ民 主 共 和 国GermanDemocraticRepublic

10万8,178km2

1,674万 人

ベ ル リ ン

使用言語

GNP

通 貨

ドイツ語

949億6,000万 ドル

1東 ドイ ツ ・マル ク=96.79円

設 置状 況

東 ドイ ツ にお ける コ ン ピュ ー タ設 置 台 数 は,統 計 資料 が な いた め正 確iな 台 数 は わ か らな い が,1977年 現 在 で2,300～2,500台

程 度 と推 定 され る。 この う ち西 側 か らの 輸 入 は数 十 台程 度 で ある 。

コン ピ ュ ーーータ生 産 ・輸 出入(輸 入)491万 ドル(1977年),573万 ドル(1978年,対 前 年 比16.7%増)

主 要企 業

メ ー カ ー で はVEBKombinatRobotronが 中 心 的 存 在 だ。Robotr。nは2万 人 の 従業 員 を もつ 大 企 業 で,Ryadシ リー ズ の

中 型機ES-1040,そ の 後 継 機 とな るES-1055,マ イ コ ンのK1520,1510等 を生 産 して い る。ES-1040は 年 間100台 以上 生 産 され,

ユ ー ゴ ス ラ ビ ア や東 欧 以 外 の発 展 途 上 国 に も か な りの 台数 が 輸 出 され て い る 。 ま たES-1055はRyadシ リー ズ で は初 の 仮想

記 憶 を装 備 し,MOSメ モ リー を採 用 して い る。 出 荷 開 始 は1980年 の予 定 だ が,す で に ラ イ プチ ッ ヒ ・フ ェ アで 展 示 され て 注

目 を集 め て お り,今 後 の ベ ス トセ ラ ー機 種 に な る とみ られ て い る。 この ほ か独 自の 機 種 と してR21や ミニ コ ンお よ び プ ロ コ ン

のRobotron4000シ リー ズ を生 産 して い る 。

同社 は80年3月 に 開 催 され た ラ イ プ チ ッ ヒ ・フ ェ アで16ビ ッ ト ・マ イ クロ コ ン 「K1620」 を発 表 した。 同 マ シ ン は コム ビ ッ

ト ・マ イ ク ロエ レ ク トロ ニ クス(KM)が 生 産 す る8ビ ッ ト ・マ イ ク ロ プロ セ ッサ ー 「U83」2チ ップ構 成 とな っ て い る。

Robotronの ほか,VEBKombinatZentronik社 が 小 型 事 務用 コ ンピ ュ ー タ を生 産 し,DAROの 商標 で西 欧 に も輸 出 して い

る。

また東 ドイ ツ には,コ メ コ ン諸 国最 大 の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス/ソ フ トウ ェ ア会 社 と してVVBMRと い う組 織 が あ る。

国 名

面 積

人 口

首 都

ボ ー ラ ン ド人 民 共 和 国PolishPeople'sRepublic

31万2,677km2

3,558万 人

ワル シ ャ ワ

使用言語

GNP

通 貨

ポーラン ド語

1,275億6,000万 ドル

1ズ ロチ==2.75円

概況

ポーラン ドでは,80年 末で715台 の汎用 コンピュー タが稼動 していたが この うち西欧か ら輸入 したものは33台,ソ 連,チ ェ

コなど東欧圏か らの輸入 は,71台 となって いる。

情報処理科学技術委員 会によると,同 国 は,今 後西欧か らの汎用 コンピュー タの輸入 を中止す るとともに,西 欧か ら輸入 し

た既存マ シンを国産または東 欧のマ シンに リプ レースし,全 体の設置規模 も縮 小する方針 を固め た。これは,西 欧か ら多額 の

借入金 をかか え,こ の返 済のために同国の輸 出収入の60～70%を 当 てなければな らないという厳 しい経済状況 に直面 している

のが理 由。

85年 には,ポ ーラ ン ドで稼動 してい る西 欧の マ シンは10台 に なる もの と見 られ,そ の内訳 は,ICL29031台,IBM

370-1482台,CDCCyber173-162台,Univac11061台,CII・HBのIRIS801台,シ ンガーのS-103台 となっ

ている。
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国 名

面 積

人 口

首 都

ハ ンガ リー 人民 共和 国HungarianPeople'sRepublic

9万3,030km2

1,071万 人

ブダペ ス ト

使用言語

GNP

通 貨

ハ ンガ リー語

371億5,000万 ドル

1フ ォ リ ン ト=6.29円

表1 コンピュータ設置状況

Performance categories1960 1965 1970 1975 1976 1977 1978

ltems

small performance 5 16 42 219 272 322 382

mid・small performance 一 5 48 32 32 30 30

medium performance
一 一 29 118 133 150 164

mid・high performance
一 一

1 12 16 17 20

high performance 一 『 一
1 1 2 2

total 5 21 120 382 454 521 598

index :1970=100 .00 4.2 17.5 100.0 318.3 378.3 434.2 498.3

表2コ ンピュー タの利用 分野別,カ テ ゴリー別の設置状況(1977)

産 業fi
gures

computertotal
small mid-small medium mid-high high

Industry 30.3 34.2 20.0 23.3 35.3 －

BuildingIndustry 4.4 4.7 3.3 4.7 　 　

AgricultureandForestry 0.4 一 一
1.3 　 －

TransportandCommunication 5.4 5.6 3.4 5.3 6.0 －

Trade 5.0 4.0 一
7.3 一 }

WaterSupplies 1.5 1.8 一 0.7 5.9 －

PersonalandEconomicServices 17.5 9.6 30.0 32.0 17.6
－

Health,SocialandCulturalServices 26.5 32.6 40.0 12.7 17.0 －

Public,AdministrativeandOther 9.0 6.8 3.3 12.7 17.6 100.0

Services

Total 100.0 100.0 100.1 100.0 100.0 100.0

表3ミ ニおよびマ イクロコンピュータの利用状 況

197019751976 1977

minicomputer

microcomputer

27105123

-61116

150

180

total

index:1970=100.O

minicomputer

microcomputer

27166239

100.0614.8885.2

percentaldistribution

100,063,351.5

-36 ,748.5

330

1222.2

45.5

54.5

tota1 100.0100.0100.0 100.0

(1)until1974mini・andmicrocomputersarenotpointedout

separatelySource:SzimitistechnikaiStatitsztikaiEvk6nyv,

1978
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概況

ミニおよびマイクロコンピュー タを除 く,1978年 のハ ンガ リーのコン ピュータ設置台数 は598台 となってお り,1970年 の設

置台数の約5倍 になっている。また金額 ベースでは,1977年 に114億 フォリン トとなってお り,当 該年次の設置台数521台 で除

すと,1台 当た りの平均価格は,2,200万 フォリン トとなる。

表2は,1977年 時点,利 用分野別,カ テゴ リー別の設置状況を台数ベースで見 たものである。 これによると,最 も多くの コ

ン ピュータが利用 されている分野は工業 分野 の30.3%で あり,こ'れ に次いで,社 会福祉分野の26.5%,経 済活動分野 の17.5%

となっており,こ の3分 野で全体の約3/4を 占め ている。 また カテゴリー別特徴 としては,大 型機が使用 されている分野 が,

行政部門 となっている点 が指摘 される。

ミニおよびマ イクロコンピュータについての利用状況 は表3に 示す通 りである。 これによると1977年 末 においてハンガ リー

に設置 されている ミニ およびマ イクロコンピュータ数 は,330台 とな ってお り,内 マ イクロ コンピュー タが180台 で,初 めて ミ

ニ コンピュー タよ りも多 くなっている。1970年 当時 には27台 の ミニ コンピュータが設置 されていたにすぎないので,こ の間,

12倍 もの増加を見 たことになる。1970年 代後半 における伸び率 は40%以 上 となっているが,こ の増加傾向 に大 きく寄与 して来

てい るのはマイクロコンピュー タであり,将 来 とも急速な成長 が予想 され るところである。

国 名

面 積

人 口

首 都

ソ ビエ ト社 会 主 義 共 和 国 連 邦UnionofSovietSocialistRepublics

2,2401万2,200km2

2億6,554万 人

モスクワ

使用言語

GNP

通 貨

ロシア語 ほか(合 計69言 語)

9,678億2,000万 ドル

1ル ー ブル=307.52円

設 置 状 況

(台 数,金 額)

16,710台(80年 末IDC調 べ)

91億8,900万 ドル(〃)

ソ連 の 汎 用 コン ピュー タ設 置 台数 は,IDC

の 調 査 に よれ ば1980年 末 で1万6,700台,金

額 に し て90億 ドル程 度 とみ られ る 。 これ は

同 じ時 点 の ア メ リカ の 台 数 の3分 の1程 度

で,コ ン ピュ ー タ は社 会 に か な り浸 透 して

い る とい え る。 た だ し機 種 の 型 は か な り古

い もの が 大 半 を 占め る。

市 場 ・規模 は,InternationalResource

Development杜 の 推 定 に よ る と コ ン ピュ ー

タ,周 辺 機 器 、

ソ連の コンピュー タ市場予測 (単 位;100万 ドル)

197919811984|989

市 場 規 模(
国内生産+輸 入)

う ち 輸 入 額

4,5006,0008,00011,000

350450520800

注:ソ フ トウ ェ ア 、周 辺 装 置 も含 む 。

(lnternationalResourceDevelopmentの 予 測 に

よ る)

ソフ トウェアをあわせ て1979年 で45億 ドル程度 とみられ,同 じ社会主義 国である中国の

市場 と比べ ると20倍 あ大 きさが ある。 この うち輸 入 が3億5,000万 ドル を占め る。輸 入 元は東 ドイツ と

ブル ガ リアが断然 多い。
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コ ン ピ ュー タ

生 産 ・輸 出 入
輸入

1億1,560万 ドル(1977年)

1億5,280万 ドル(1978年 対 前 年 比32,2%増)

輸出 1億6,680万 ドル(1978年)

輸入/輸 出比 0.91

生産 1979年 出荷額 約60億 ドル

ソ連の コン ピュータ機器 輸入(1977年) ソ連のコンピュータ機器輸 出(1977年)

相 手 国 金額比(%) 相 手 国 金額比(%)

ブ ル ガ リ ア 18.2 ブ ル ガ リ ア 11.9

東 ド イ ツ 39.2 ハ ン ガ リ 一 15.2

ポ ー ラ ン ド 1.2 東 ド イ ツ 26.9

オ ー ス ト リ ア 2.5 ポ ー ラ ン ド 8.5

イ ギ リ ス 1.0 チ ェコス回バキア 37.2

イ タ リ ア 0.3 イ ン ド 0.3

フ ラ ン ス 2.4
合 計 100.0

日 本 2.0

ア メ リ カ 8.4

合 計 75.2

概況

コメコン諸国の コンピュータ開発計画

コンピュータ産業面でコメコ ン諸国が西側 と大 きく異なるのは,そ の共同開発体制である。

この体制は 「Ryadコ ンピュータ共 同開発計画」 として知 られ,1969年 にソ連が東欧諸国に呼 びか けて始まったものである。

西側 に頼 らない自給体制 の確立 を目標 に しているが,欧 米諸 国との技術の接点国を通 じて西側の技術 を採 り入れることができ

るよう工夫 され ているのが特徴 で,IBM機 と互 換性をもたせることで,西 側の巨大なIBMソ フ トの ライブラリー を利用 で

きるようになっている。

第1次 計画 では,IBM360の アーキ テクチャーをベースに,第2次 計画(1977～80)で はIBM370を ベ ースに開発が進 め

られた。

第3次Ryad計 画 につ いて は,ポ ーラン ド情勢が不安定であるところか ら最終 的な合意に達するのに手間 どっている模様 だ

が,新 計画の概要 としては次 のように想像 されてい る。

(1)開発期間は,80年 代,前 期 の5カ 年計画 に合 わせ,新 シリーズの発表 は,82～83年 を目標 とする。

(2噺 シリーズの能力は,第2次Ryadシ リーズと比較す ると,コ ス ト・パフォーマンスは3-7倍,信 頼性 は約5倍 となる。

(3)新シリーズのメイン ・メモ リーは2～5MB,デ ィスクは30～200MB。

(4)周辺装置は,第2次Ryadシ リーズに使用 されているものをベースと し,こ れ を改良する。
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3 南北アメ リカ各国

国 名

面 積

人 口

首 都

カナ ダCanada

997万6,139km2

2,394万 人

オタワ

使用言語

GNP

通 貨

英語,フ ラ ンス語

2,039億8,000万 ドル

1カ ナ ダ ・ドル=184.26円

設 置 状 況3,589台(80年 末IDC調 べ)

(台 数,金 額)39億1,800万 ドル(

表1カ ナダの コンピュータ ・ハー ド/サ ー ビス市場の規模 (単 位 百万カナダ ・ドル,輸 出含む)

ハー ドウエア

売切 り,リ ース・レンタル

メンテナンス,そ の他

ハー ド合 計

年成長率

処理サ ービス

パ ッチ

リモー ト・バッチ

インタラクテ ィブ

その他

処理サー ビス合 計

年成長率

ソ フ トウェア

アプ リケ ーシ ョン・パ ッケージ

システム・パ ッケージ

システム開発

ソフ トウェア合計

年成長率

処理 サー ビス,ソ フ トウ ェア合計

年成長率

その他

総計

年成長率

340

N/A

N/A

N/A

N/A

N/A

N/A

N/A

N/A

9361,412

82128

1,5402,4492,864

20%19%(1)17%

177

76

55

71

235

147

116

114

612

25%

31

24

109

250

198

158

128

4358

3449

120146

197

20%

1404691,126

N/A22%21%

304567

5101,5322,3733,4464,057

N/Al9%25%19%(1)18%

3,631

255

6,386

18%

280

310

298

159

1,0471,2572,172

20%20%20%

316

25%

88

96

207

164

187

394

745

24%

14,042

997

1,3637,590

21%21%

70130

4,7555,6199,39322,759

17%18%19%19%

注:NA→ 不 明

:1979年 よ りNorthernTelecomの 数 字 を含 ん で い る ため,成 長 率 と合 計 の 数 字 が 合 っ て い な い 。

CanadianIfiformationProcessingSocfetyに よ る
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表2メ ー カ ー別 マ ー ケ ッ トシ ェア

噛

メ ー カ ー
1974 1976 1978 1979 1980

台 数 (%) 台 数 (%) 台 数 (%) 台 数 (%) 台 数 (%)

AmdahlLtd. 6 0.1 29 0.3 41 0.4

BurroughsBusinessMachhesLtd. 94 2.4 170 2.8 296 3.6 268 3.1 289 2.8

ConsolidatedComputerlnc. 129 2.2 166 2.0 142 1.7 147 1.4

ControlDataCanadaLtd. 67 1.7 62 1.0 70 0.8 70 0.8 60 0.6

DataGeneralCorporation 60 1.5 179 3.0 298 3.6 379 4.4 516
「

5.0

DigitalEquipmentofCanadaLtd . 399 10.2 985 16.6 1,462 17.7 1, 542 17.9 2,028 19.5

Hewlett・PackardCanadaLtd . 101 2.6 222 3.7 433 5.3 493 5.7 648 6.2

HoneywelllnformationSystems 459 11.8 532 9.0 583 7.1 538 6.3 528 5.1

lBMCanadaLtd. 1 ,524 39.1 1,645 27.7 1,837 22.3 1,991 23.2 2,277 21.9

MAICanadaLtd. 130 2.2 175 2.1 240 2.8 278 2.7

NCRCanadaLtd. 218 5.6 448 7.5 748 9.1 593 6.9 590 5.7

PhilipsElectronicsLtd. 45 1.1 129 2.2 164 2.0 120 1.4 116 1.1

SperryUnivacComputerSystems 400 10.3 402 6.8 481 5.8 477 5.5 458 4.4

Other 530 13.6 904 15.2 1,532 18.6 1,716 20.0 2,419 23.3

Total 3,897 5,937 8,251 8,598 10,395

注:1974年 よ りCIPSの セ ンサ ス に は 月額 レ ン タ ル1,000ド ル 以 下 の 機 種 は カ ウ ン トされ て い な い 。

CanadianInformationProcessingSocietyに よ る

表3地 域別 コン ピュータ設置台数

地 域
1970 1974(2) 1976 1978 |979 1980 1970か ら80年

台 数(%) 台 数(%) 台 数(%) 台 数(%) 台 数(%) 台 数(%) までの成長率

Alberta 2137.9 3308.5 5559.4 7949.6 99510.0 1,08410.4 十2.5

BritishColumbia 2248.3 3318.5 62110.5 89610.9 1,09411.0 1,20011.5 十2.7

Manitoba 1114.1 1513.9 2604.4 3334.0 4184.2 3963.8 十 〇.1

NewBrunswick 401.5 591.5 971.6 1371.7 1691.7 1691.6 十 〇.1

Newfoundland 190.7 441.1 671.1 1081.3 1191.2 12412 十 〇.5

NovaScotia 702.6 1082.8 1432.4 1992.4 2672.7 2762.7 十 〇,1

Ontario 1,36150.4 1,89448.6 2,71445.7 3,70344.9 4,43644.6 4,76045.8 一5 .8

PrinceEdwardlsland 20.1 60.2
ぺ

1002 110.1 IIO.1 120.1 0.0

Quebec 60322.3 87922.6 1,35022.7 1,85422.5 2,14821.6 2,03719.6 一2
.7

Saskatchewan 572.1 922.4 1131.9 2042.5 2692.7 3203.1 十 〇.6

NorthwestTerritories 0 10.03 50.08 80.1 100.1 100.1 十 〇.1

Yukon 0 20.05 20.03 40.03 80.1 70.1 十 〇口

Total 2,700 3,897 5,937 8,251 9,946 10,395

注:1974年 よOCIPSの セ ンサ ス に は 月額 レ ン タ ル1,000ド ル 以 下 の 機 種 は カ ウ ン トさ れ てい な い。

CanadianInformationProcessingSocietyに よ る
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表4コ ンピュータ利用分野

|970 1974(2) 1976 1978 |979 1980 1970か ら80年

台 数(%) 台 数(%) 台 数(%) 台 数(%) 台 数(%) 台 数(%) までの成長率

農林漁業 ・鉱業 973.6 1323.4 2263.8 2853.5 3683.7 3933.8 十〇.2

建 設 351.3 531.4 901.5 1441.8 1791.8 2042.0 十〇.7

製 造 66724.7 98125.2 1,33222.4 1,7632L4 2,07920.9 2,13820.6 一4
.1

運 輸 1184.3 1533.9 2364.0 2993.6 3583.6 2972.9 一1
.4

公 益 1204.4 2055.3 3315.6 4285.2 5275.3 5885.7 十1.3

通 信 652.4 1283.3 2093.5 2983.6 3383.4 3723.6 十1.2

流 通 2047.6 3268.4 71412.0 1,07413.0 1,25312.6 1,25612.0 十4,4

金融(銀 行,証 券 ・保険) 2318.6, 2887.4 3536.0 5286.4 6376.4 6266.0
一2
.6

その他サービス 52419.4 53813.8 81913.8 1.090132 L35313.6 1,51714.6 一4
.8

(教育,会 計士,レ ス トラン ・ホテル) 2348.7 39610.2 5869.9 82710.0 9859.9 9769.4 十〇.7

サ ー ビス ・ビュ ー ロー 28710.6 477122 69011.6 98612.0 1,16411.7 1,22211.8 十1.2

政 府 692.6 1082.8 1612.7 2793.4 4084.1 4424.3 十1.7

石 油 491.8 1142.9 1903.2 2503.0 2973.0 3643.5 +f.7

合 計 2,700 3β99 5,937 8,251 9,946 10,395

注:1974年 よ りCIPSの セ ンサ ス に は 月 額 レ ン タル1,000ド ル 以下 の機 種 は カ ウ ン トされ て いな い 。

出典:CanadianInformationProcessingSociety

概況

カナ ダのコンピュータ産業は,1980年 の時点で,ハ ー ドウェアが約29億 カナダ ・ドル,サ ービスが11億 カナ ダ ・ドルで合

計40億 カナ ダ ・ドルの市場規模 となってお り,EvansResearchの 予想 によれ ば,今 後 とも年 間15～20%の 伸び率で成長 して

いくものと予想 されてい る。

これ らコンピュータの使用個所 を地域的 にみ ると,オ ンタリオ,ケ ベ ックの東部工業州 に多い ものの,BC州,ア ルバー タ

州の西部州 の伸 びが大 きく,カ ナダ経済の西部への シフ ト現象が見 られる。

カナ ダのコンピュータは,メ ーカー別マーケ ッ トシェアか らも分 るとお り,ほ とんどアメ リカか らの輸入 にたよっている。

同国の80年 のコンピュー タ輸入 は,前 年比48,4%増 の16億4,000万 カナダ:ド ルと大幅に伸 びた。

80年 代はさ らに速 いスピー ドで輸入 が増加する ものとみられ る。全体に占めるアメリカの割合 は,94,3%と 前年 に引 き続 き

90%を 超えた。

この ようなアメ リカに対する過度 の依存体制か ら脱却 するために トル ドー政権 は,オ フィス ・オー トメーシ ョン市場では,

カナ ダの自主性 を向上 させるための政策 を取 りつつある。これは,連 邦政府の調達 にあたっては,カナダ国内 に製造工場,研 究 ・

開発施設を有 する企業 を優遇 しようというもの。

この政策 は,カ ナダの支店工場経済 を根本か らゆ さぶ りつつあ る現在の不況 に対応 するとともに,ワ ー ドプロセ ッサーの

MicomCo.やAESDataLtd.と い ったかな り競 争力を持 ったカナダ企業 を育成 し,オ フィス ・オー トメーシ ョン市 場で国内

の企業の力を強化す ることをね らっている。1981年 の時点で カナ ダの電子オフ ィス機器 は10億 ドルの赤字を計上 しているが,

この ままでは,こ れが85年 までに50億 ドルに上ると予想 されている。

国 名

面 積

人 ロ

首 都

プエル トリコ

8,897km2

344万 人

サ ン フ ァ ン

使用言語

GNP

通 貨

スペイン語,英 語

概況

プエル トリコのコンピュータ産業 は,世 界の どの地域とも比較 にならない勢いで成長 してい る。コ ンピュー タお よびその関

連製品を製造 する工場の数 は,1977年 の5か ら現在 は,31に まで増加 している。 この期 間中 に,こ の産業 に従事す る人の数 は

3,077人 か ら8,005人 と大幅 に増加 している。プエル トリコか らアメ リカへ対する輸出 も2,680万 ドルか ら1980年 度の6,330万 ド

ル と増加 し年 当たりの成長率は,136%に 達 した。
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国 名

面 積

人 ロ

首 都

メ キ シ コ合 衆 国UnitedMexicoStates

197万2,547km2

7,191万 人

メキ シ コ シチ ー

使用言語

GNP

通 貨

スペイ ン語

919億1,000万 ドル

1ペ ソ=8.37円

設 置 状 況1,174台(80年 末IDC調 べ)

(台数,金 額)5億2,600万 ドル(

コンピュータ

生産 ・輸出入

1億680万 ドル(1977年)

1億6,080万 ドル(1978年 対前年比50.6%増)

概況

メキシコには,IBM,Burroughs,Wang,Honeywell,Philipsと いった企業が,か なり以前か ら進出 してお り,近 年で は,

Apple,RadioShackも 進出 している。

同国のコンピュー タ導入 は50年 代 の後半 に始 まり,当 初の穏やかな上昇か ら近年 では,そ の増 加のペースは著 しく高 まって

いる。

しか し,情 報処理機器,サ ービスの購入 にあたっては,高 度 な専門知識が必要 であ り,こ の知識がないため,以 前はみす み

す高い物 を買 ったり,無 駄 な支 出を したり,導 入 されたコンピュータも,技 術的に孤立 してい たということがあった。このた

め政府は,コ ンピュータ導入 のためのガイ ドラインを策定 し,情 報処理機器 ・サービスの効率的購入に務 めている。

、

国 名

面 積

人 口

首 都

キ ュ ーバ 共 和 国RepublicofCuba

11万4,524km2

983万 人

ハバナ

使用言語

GNP

通 貨

スペイ ン語

123億3,000万 ドル

1ペ ソ=269.79円

概 況

キ ュ ーバ で は コ ン ピュ ー タ に対 す る需 要 は か な り強 い も の の,導 入 を希 望 した者 が 自 由 にマ シ ンを購 入 し,利 用 す る こと は

で き な い。 同 国 で は,政 府 のNationalInstituteofAutomatedSystemsandComputingTechniques(lnsac)が コ ン ピュ ー

タ に係 わ る研 究,開 発,教 育,設 置,技 術 サ ー ビス等 の す べ て を キ ュー バ の経 済 計 画 全 体 を考 慮 しつ つ,調 整 ・サ ー ビス を 行 っ

てい る 。

キ ュ ーバ で使 わ れ て い る コ ン ピュ ー タの 多 く は ソ連 製 の も の で,型 も古 く,国 内 の 需 要 を 満 た す と こ ろ まで はい っ て い ない 。

しか し同国 は,ス ペ イ ン語 圏 と い う こ と も あ っ て ソ ビエ ト圏の 文 献 も利 用 し難 く,西 側 か らの 情 報 も大 変 に 限 られて い る た め

情 報不 足 が,深 刻 な 問題 と な って い る。

キ ュ ーバ で の 国 産 コ ン ピュ ー タ開 発 はTheInstituteforDigitalResearch(lcid)が 担 当 して お り,今 ま で に ミニ コ ン ピュ ー

タCID-20/A,201B,300/10,400が 開発 さ れ て い る。
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国 名

面 積

人 口

首 都

ブ ラ ジ ル 連 邦 共 和 国FederalRepublicofBrazil

851万1,965km2

1億2,303万 人

ブラジリア

使用言語

GNP

通 貨

ポル トガル語

1,800億2,000万 ドル

1ク ル ゼ イ ロ=1.79円

設 置 状 況

(台数,金 額)

2,482台(80年 末IDC調 べ)

15億6,900万 ドル(〃)

表1メ ーカー別設置状況 (1978.7月 末現 在)(単 位USド ル1,000)

ク ラ ス 別

企 業 名

超大型 大 型 中 型 小 型 小 計
ミ ニ

コンピュータ
合 、計

台数 % 台数 % 台数 % 台数 % 台数 % 台数 % 台数 %

BURROUGHS 22 23.7 9 5.4 99 26.8 172 12.5 302 15.1 1,520 32.8 1,822 27.4

COBRA★ 　 47 1.0 47 0.7

COMMICROMATION 一 43 0.9 43 0.6

CONTROLDATA 1 1.1 1 0.1 一 1 －

DATAGENERAL 12 0.9 12 0.6 14 0.3 26 0.4

DIGITAL 3 0.8 181 13.1 184 9.2 一 184 2.8

FACOM 2 1.2 14 3.8 20 1.5 36 1.8 5 0.1 41 0.6

HP 102 7.4 102 5.1 218 4.7 320 4.8

HONEYWELレBULL 3 3.2 6 3.6 49 13.3 54 3.9 112 5.6 一 112 1.7

lBM 67 72.0 141 85.0 168 45.4 740 53.7 1,116 55.6 一 1,116 16.8

lCL 27 2.0 27 1.3 13 0.3 40 0.6

NCR 3 1.8 6 1.6 6 0.4 15 0.7 269 5.8 284 4.3

OuVETTl 一 2,073 44.7 2,073 31.2

PHILIPS 　 276 6.0 276 4.2

RUF 一 63 1.4 63 1.0

SISCO★ 一 14 0.3 14 0.2

THOMSON 2 0.5 11 0.8 13 0.6 一 13 0.2

TRW 一 38 0.8 38 0.6

UNIVAC 5 3.0 29 7.8 53 3.8 87 4.3 一 87 1.3

VARIAN 一 23 0.5 23 0.3

WANG 一 18 0.4 18 0.3

計 93 100 166 100 370 100 1,378 100 2,007 100 4,634 100 6,641 100

対小計比(%) 4.6 8.3 18.4 68.7 100.0

対合計比(%) 1.4 2.5 5.6 20.7 30.2 69.8 100.0

対前年比(%). 6.9 36.1 4.8 6.3 8.0 12.9 11.4

超大型1,200以 上 大 型600～1,200

注:★ 印はブラジルの国内企業 。

出典:「 電子工業 月報」 第23巻 第3号

中型180～600小 型30～180 ミニ コン30以 下
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表2ブ ラジルのコンピュータ企 業

ブラジル企業名
技 術 導 入 元

`

企 業 名 システム名

COBRA
SYCOR

FERRANTI
l

440

ARGUS700

EDISA FUJITSU

I

FACOMVoIII

FACOMVosIII

LABO NIXDORF
.

8870

SID LOGABAX
I

LX-5200

SISCO DATAGENERAL NOVA3

SElの 組織

共和国大統領
国家安保審議会

SEI長 官

特別委員会 顧 問

事務 局長

出典 「電子工業 月報」 第23巻 第3号

研究調査部 産 業 局 サービス部 戦略活動部 総 務 部

表3ブ ラジル政府のコンピュータ振興策

レ ベ ル 政 府 の 方 針

国 産 ミニ コンピュータ
●50%は,ブ ラジル国内向け として カバー したい。

●輸出義務 をメーカーに与 えるか どうかは検討中。

中型 ・大型 コンピュー タ
●100%外 資企業の製造 を認め るこ とに している。

●輸 出義務 をメーカー に与 える計画であ る。

超 大 型 コンピュータ ●当面は,輸 入を前提 としている。

出典:「 電子工業 月報」第23巻 第3号

概況

最初の コンピュータがブラジルに輸入 されたのは1959年 で あった。しか しコンピュータ輸入が本格化 したのは1969年 以後で
,

69年 か ら75年 にかけてコンピュータ関連製品 の輸入 は,2,500万 ドルから2億1,200万 ドルへと急成長 した。

しか しブラジル政府 は,1973年4月,国 内 コンピュー タ産業の振興 を目的 とした計画省 の一部局
,CAPREがDigibrasを

つ くり政策 の一 大転換 を した。1975年 政府 は,き びしい輸入制限 を行 い,76年 輸入 は,8,200万 ドルに落 ち込 み,78年 になっ

て もこれは1億1,100万 ドルにしか回復 しなかった。ブラジル政府 は,外 国企業との技術提携 あるいは資本 参加による国内メー

カーを設立 した。主要企業 は表2の とお り。
や　
フ フジルの情報処理産業 を統括 す る機 関と して79年10月8日 付法令第84067号 により国家安全 審議会(CONSELHODE

SEGURANCANATIONAL:CSN)の 直属機関 のSEI(SECRETARIAESPECIALDEINFORMATICA)が 新 たに設

置 され,国 産 コンピュータの保護,技 術導入 プロジェク トの審査 ,許 認可業務 など,情 報産業育成政策 を進め るとと もに,マ ー

ケテ ィング調査,既 存コンピュー タの有効利用,さ らには外貨流 出の防止等 の市場 コン トロールを行 って自国のコンピュー タ

産業の発展 と振興 を図っている。

なお,ブ ラジル政府 のコンピュータ国産化 に対す る今後の基本方針は表3の とお りである。
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4 その他各国

国 名

面 積

人 ロ

首 都

オ ー ス トラ リ ア 連 邦CommonwealthofAustralia

768万6,848km2

1,462万 人

キャンベ ラ

使用言語

GNP

通 貨

英語

1,147億8,000万 ドル

1オ ー ス トラ リア ・ ドル=249.32円

設 置 状 況

(台数,金 額)

2,356台(80年 末IDC調 べ)

17億8,700万 ドル(〃)

設 置 状 況 汎用 コンピュー タメー カー別 シェア(設 置金額ベース)

IBM37%CDC7.2%

Burroughs11%NCR3.9%

Honeywell11%DEC3.8%

ICL8.9%富 士通3.5%

Univac8.8%79年 末IDCオ ー ス トラ リア調 べ

SBCの メー カー別 シェア(設 置金額ベー ス)

IBMll%Hewlett-Packard7%

DEC10%Nixdorf4%

Wang10%DataGeneral4%

Datapoint8%Burroughs3%

Quante17%BasicFour2%

Microdata7%ICL2%

その他18%

コン ピュータ

生産 ・輸 出入
輸入

2億8,170万 ドル(1977年)

3億6,190万 ドル(1978年,対 前 年 比28.4%増)

コン ピュー タ/周 辺機器のほ とんどを輸 入にた よってい る。

輸 入 相 手 国 は,ア メ リカ,日 本 、 イ ギ リス の順 。

サー ビス市場 1億600万 ドル(ソ フ ト,コ ンサ ル タ ン ト,タ ー ン キー ・シ ス テ ム を除 く)

バ ッ チ6,300万 ドル

リモー ト ・バ ッチ1,600万 ドル

イ ン タ ラ クテ ィブ2,660万 ドル

概況

オース トラ リアの コンピュー タお よび関連機器の市場 は年率15%で 成長 し,1978年 の2億6,800万 ドルか ら1983年 には,5

億3,500万 ドルに達 する見込 み。

国内のメーカーは,ま だ揺藍期 にあり,需 給の大きなギ ャップは輸入によって埋 められている。輸入の相手 国は,ア メリカ,

日本,イ ギリスの順 で,ア メリカのメー カーが同国では非常に大 きなシェアを握 ってい る。

今後は,ミ ニコ ン周辺機器の急成長 と,デ ー タ通信の市場は,現 在 は小 さいものの広い国土のオース トラ リアで は,今 後急

速 に成熟 した市場 となることが予想 され る。

振興施策

80年 末,VLSI開 発のための調査 に着手,実 施はCSIRO=連 邦科学産業研究所が中心。当初予算額 は150万 ドル,プ ロジェ

ク トの総括 は前DEC(USA)のVLSI開 発部長CraigMudge博 士 。

●81年 オース トラ リア政府 は,以 前 のオース トラ リア製品優先購入政策 を撤 回 し,自 由化政策を打 ち出 した。 しか し,同 国

の国内産業 の歴史 は浅 く,今 な お,政 府 の保護 ・育成策 が必要 とされている。 このた め新政策の模索 は,政 府のIndustries

AssistanceCommissionが 行 ってお り,同 国の コンピュータ政策のゆ くえは,IACが82年 に提出する報告書にかかっている。
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田 その他各国の情報化と情報産業

国 名

面 積

人 口

首 都

南 ア フ リ カ共 和 国RepublicofSouthAfrica

122万1,037km2

2,929万 人

ウ

フ レ トリア

使用言語

GNP

通 貨

ア フ リ カー ンス語,英 語

437億6,000万 ドル

1ラ ン ド=225.69円

南 アフ リカの コン ピュータ輸 入相手国

設 置 状 況1,129台(80年 末IDC調 べ)

(台数、金額)8億9,400万 ドル(

その他 の国々

$46.1

西 ドイツ$25.4

イ ギ リス$63.5

25%

アメリカS119

47%

1980年(百 万 ドル)

RepublicofSouthAfricaCustomsに よ る

概況

1975-78の 不況期 に も年率25%の 成長 を遂 げた南 アフ リカの コンピュータ市場規模 は,80年,に は8億9,000万 ドルに達 したと

思われる(周 辺機器,ソ フ トウェアを含 む)。

1977年,カ ーター大統領に よる軍事 目的のための コンピュータ禁輸政策のため,南 ア フリカの国内生産 は活発化 した。国内

の主 要エ レク トロニク ス企業 と は,AlliedTechnology(ALTEC宜 〉,コ ングロマ リッ トBARLOWRANDの 子会 社の

BARLOWELECTRONICSが あ る。国内の これ ら企業は,既 にかなり高度な製品 の生産 も行 うこともできると思われるが,

需要量 との関係か らもメインフレームの生産 は行われていない模様。

レーガン政権 は,同 国 に対する輸 出をかなり自由化する政策 を打 ち出 したが,現 在 も輸出の承認 にはか なり時間がかかって

いる模様。

〔面積,人 口〕 国連統計年鑑1978年 版,81年 版 国連統計月報

(人口は1980年 年央 における国連推定)

〔通貨換算〕81年11月20日 現在の実勢 レー トを採用 した(東 京銀行調 べ)。

〔GNP〕1978年 の数字で世界銀行調 べ
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年

1632

1645

1694

1820

1822

1833

1874

1882

1886

1887

1890

1892

1896

1905

1906

1910

1911

1919

1920

1922

1923

1924

1925

《世界の コンピュータ産業総合年表》

海 外

・オ ー トレ ッ ド(Oughtred)
,計 算 尺 を発 明

・Bパ ス カル(Pascal:仏)
,最 初 の 機 械 式 加 算機 を試

作

・GW .ラ イ プ ニ ッツ(Leibniz:独),加 ・乗 算 用 計 算

機 を試 作

・C .X.ト ー マ ス(Thomas),ト ー マ ス型 計 算 機 完 成

・C .バ ベ ジ(CharlesBabbage:英),"Difference

Engine"(加 算機)を 完成

・バ ベ ジ ,"AnalyticalEngine"の 構 想,現 在 の 計 算

機 概 念 の 初 め

・W .T,オ ドナ ー(Odhner:ス ウ ェー デ ン),オ ドナ 一

型 計 算 機 完 成

・Nati。nalCashRegisterCo .設 立

・AmericanArithmometerCo .設 立

・H .ホ レ リス(Hollerith),PCS(パ ンチ ・カ ー ド ・

シス テ ム)を 完 成

・ホ レ リス式PCS ,米 の 国勢 調 査 に使 用 さる

・ この 頃(1889～92)バ ロー ス(Burroughs:米 〉 が

加 算 機 と 印字 機 構 を結 合

・ホ レリス
,TabulatingMachine社 設 立

・ハ ー マ ン(Ch 、Hamann>,提 子 運 動 利 用 の 計 算 機

"M
ercedesEuklid"を 完成

・AmericanArithmometer ,BurroughsAddig

MachineCo,と して新 発 足

・J.パ ワー ズ(Powers;米),パ ワー ズ式PCSを 完 成

・パ ワ ーズ 式PCS ,米 の 国 勢 調 査 に使 用 さ る

・ComputingScaleCo .ofAmerica,Tabu[ating

MachineCo.,lnternationalTimeRecordingCo,,

BundyManufacturingCo.の 各 社,合 併 しCTR

(Cornputing・Tabulating-RecordingCo,)を 設 立

・パ ワー ズ,PowersAccountingMachine社 設 立

・モ ンロ ー(Monroe) ,キ ーボ ー ド式 計算 機 完 成

・TJ .ワ トソ ン氏,CTRの 社 長 に就 任

・CTR
,TicketrographCo.を 吸 収

・CTR
,PeirceAccoutingMachineCo.を 併 合

・ 【2月 】CTR ,InternationalBusinessMachines

Corp.を 吸 収,IBMを 新 社 名 に

・この 頃MITの ブ ッ シュ(VannevarBush),機 械 式

の 大型 ア ナ ロ グ計 算 機 を製 作

日 本

・国勢 院(現 在の総理 府統計局)川 口式 統計機 を試

用

・電動式計算機初輸入

・国勢 院,ホ レリス式PCS輸 入

・電気試験所,電 気式集計機 を完成

・三井 物産,パ ワーズ式PCSを 国勢 院,鉄 道省,横

浜税関に納入

・大本寅治郎,「 虎印計算機」完成

・三井物産,パ ワーズの総代理店 に

・森村 商事,IBMの 代理権取得 し,

を日本陶器 に納入

ホ レリス式PCS
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年

1927

1930

ユ931

1933

1934

]935

ユ936

1937

1938

1939

1940

1942

1943

1944

1945

1946

1947

1948

1949

1950

海 外

・IBM
,80欄 カ ー ド採 用

・RemingtonRand
,Inc.,Powers社 を 吸 収

・Minneapolis・HoneywellRegulatorCo .設 立

・RemingtonRand
,カ ー ドを45欄 か ら90欄 に拡 大

・SperryCorp ,設立

・IBM405会 計 機完 成

・A ,Mチ ュ ー リ ン グ(Turing)の 計 算 機 械 の論 理 模

型(仮 想 機 械)

・H ,エ イケ ン(Aiken),ハ ーバ ー ド大 で"Automatic

SequenceControlledCalculator"(後 のMarkI)

開発 に着 手

・ス テ ィ ビ ッ ツ(Stibitz) ,2進i加 算 機 製 作

・BellLab .,リ レー式 計 算 機Model]を 完 成

・ モ ー ク リー
,エ ッ カ ー ト,ENIAC(Electronic

NumericalIntegratorandComputer)の 開 発 で 陸

軍 の援 助 を受 く

・エ イ ケ ンの"MarkI"完 成
,ハ ーバ ー ドに設 置

・ム ー ア 電 気工 学 数 室(MoorSchoolofE .E.:ペ ン シ

ル ベ ニ ア大),EDVAC(ElectronicDiscreteVari-

ableAutomaticC。mputer)の 設 計 と製 作 に着 手

・ノ イマ ン(JohnvonNeumann)
,「電 子 計 算 機 の 論 理

設 計 序 論 」発 表,プ ロ グ ラ ム記 憶 方 式概 念 を打 出 す

・モ ー ク リ ー
,エ ッカ ー トのENIAC完 成

・BellLab ,,リレー式ModelV完 成

・Inst .ofAdvancedStudy(プ リン ス トン大)概 念

に 基 づ くIASコ ン ピュ ー タ 開発 開 始

・BellLab .,ト ラ ンジ ス タ発 明

・ウ ィー ナ ー
,サ イバ ネ テ ィク ス発 表

・MIT
,WHIRLWINDIプ ロ ジ ェ ク ト開 始

・モ ー ク リー ,エ ッ カー ト,BINAC完 成

・M .V,ウ ィル ク ス(Wilkes:ケ ンブ リ ッ ジ大 〉,最 初

の プ ロ グ ラ ム 内 蔵 方 式 計 算 機EDSAC(Electronic

DelayedSt。rageAutomaticCalculator)完 成

・RemingtonRand
,EckertMauchlyComputerCorp,

買収

・IBM
,WTCを 独 立 子 会 社 に

・ペ ン シル バ ニ ア大,EDVAC完 成
,ア バ デ ィー ン試 射

場 に設 置(当 初 と は別 の グル ー プに よ り完 成)

・英NPL
,ACEを 開発

・UNIVAC60/120発 表
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日 本

【1月】IBMの 代理権,黒 沢貞次郎商店 に移 る

・大本寅治郎,タ イガー計算機 を設立

・日本ナショナル金銭登録機設立

・富士通,個 数演算装置開発

・日本ワ トソン統計会計機設立

・塩川新助(富 士電気),二 進回路理論 を発表

・特殊製紙,カ ー ド原紙 国産化 に成功

・小野勝次(東 大),リ レー式2進 の分類集計機 を構想

・富士通,加 減集計装置 開発

・山下英男(東 大),佐 藤 亮策(同 〉,小 野勝 次,分

類集計機の開発に着手

・佐 々木達治郎(航 研) ,計 数研究所 を設立

・日本 ワ トソン,敵 産 と して活動 を止 めらる

・小野,山 下,佐 藤,分 類集計機の開発再開

・中央統計社設立

・塩川,二 進法四則電算盤完成

・吉沢会計機設立

・山下式分類集計機完成

・城憲三(阪 大) ,ENIAC型 電子計算機の研究開始

・吉沢会計機,RemingtonRandの 代理権取得

・日本 ワ トソン復活

・岡崎文次(富 士 フイルム),FUJIC開 発に着手

・日本 インターナ ショナル・ビジネス・マシンズ発足

・三 田繁(東 芝 マ ツダ研究 所) ,電子 管式 計算機 を設

計

・富士通,リ レー式統計分類集計機完成



第田部'83世 界情報化事典

年

(1950>

1951

1952

1953

1954

1955

1956

1957

海 外

・MIT,コ ア記 憶 装 置 実 用 化

・BurroughsAddingM .,UDECプ ロ トタイ プ完 成

・RemingtonRand ,UNIVACI(UniversalAutomatic

Computer)を 完成,統 計 局 に設 置(プ ロ グラ ム記 憶

方 式 に よ る最 初 の商 業 計 算 機)

・イ リ ノ イ大,ILLIAC・1完 成

・RemingtonRand ,エ ッ カー ト ・モ ー ク リ一社 と合

併

・GAMMA3完 成

・IBM,701発 表

・IBM702,650発 表

・ERAScientific1103開 発

・工BM ,DC(IBM701)第1号 機 を 原 子 力 委 員 会

(AEC)へ 納 入

・IBM704 ,705発 表

・Burroughs205を 発 表

・IBM
,FORTRAN開 発 開始

・Rand社JOHNIAC完 成

・Honeywell,コ ン ピュ ー タ事 業 進 出 計 画 か た め る

Ratheonと 合 併 でDatamatic社 設立(1955)

・Philco ,サ ー フ ェス ・バ リア ー-Jト ラ ン ジス タ開発

・Bendix
,G15完 成

・UNIVACScientific1103改 良 型(磁 心 記 憶 装 置)完

成

・磁 気 ドラ ム式UNIVACフ ァイル ・コンピュー タ完 成

・RerningtonRand ,UNIVACll発 表

・RR.とSperry社 合 併,SperryRand社 設 立

・IBM702 ,704,705納 入 開始

・UNIVAC1103A開 発

・USSCの プ ロ トタ イプUMC完 成 .

・MIT
,APT・1を 開 発

・IBM ,305RAMAC,650RAMAC発 表

・RCA ,BIZMAC納 入 開始

ControlDataCorporation(CDC)設 立
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日 本

・東大 ,電 気計算機 の研究 の1項 目に電子 計算機 を

あげる

・ユ ネスコ国際計算 セ ンター条約会議(パ リ)に 山

下英男出席

・東大,TAC開 発に着手

・富士通 ,リ レー式株 価計算機の開発始める

・阪大城研究室ENIAC型 モデル完成

・電気通信学会 に電子計算機専門委員会を設 置

・高千 穂交易,バ ロース ・アディ ング ・マ シ ンズ社

の代理店に

・電気試験所MARK・1完 成(リ レー式)

・PCS輸 入税の免除

【3月 】後藤英一(東 大),パ ラメ トロン発明

【5月】電気通信 学会電子 計算機専 門委員会 でパ ラメ

トロン発表

・TAC東 大 に搬入

・日本IBM ,IBM24型 穿孔機,56型 穿孔検 孔機の 国

産第1号 完成

・日科技連,PC委 員会発足

・電 電公社電 気通信研究所,パ ラメ トロ ン計算機 の

研究開始

【10月】東大,通 研,国 際電電 のパ ラメ トロ ン共 同研

究 開始

・富士通 リレー式FACOM100完 成

【12月】日本 ビジネス発足

【4月】電 波技術協会に電子 計算機調査委員会設置

・通信 機 ・電気 メー カー6社 分担 で外国機 種 を分解

調査

・南沢宣 郎(小 野田セ メン ト)の 「M式 総合機械化,

経営指針決定資料,一 貫処理方式」 が紹介 される

・野 田克彦(電 気試験所),高 性能低速 アナログ計算

機開発

・電気試験所,ト ランジスタ式MARK・ 田開発着手

【11月】ETL・MARK・H(リ レー)完 成

・高田昇平(日 立製作所),長 森亨三(日 本電気)が

それぞれパ ラメ トロン計算機 の研究開始

【3月】FUJIC完 成

【7月 】ETL・MARK・UI完 成,次 いで接合 型 トラ ン

ジスタ式MARK・IVに 着手

・富士通,リ レー式FACOM128完 成

・電気試験所,ハ イブ リッドETL・RTC開 発着手

・日本電子測器,パ ラメ トロン式PD1516完 成

・和 田英一(東 大),テ ープ コピイング・ロボ ッ ト開発

【11月】有 隣電機精機FACOMI28Bに よ り初の計算

サー ビス

【3月 】電気通信研究所,MUSASHINO・1完 成



年

(1957)

1958

1959

]960

海 トタ

・UNIVAC・ATENA(軍 用)完 成

・ トラ ンジ ス タ式USSC発 表

・工BM ,サ ー ビ ス ・ ビ ュー ロ ー ・コ ポ レー シ ョ ン

(SBC>設 立

・IBM709発 表

・UNIVAC[納 入 開 始

・Datamatic1000納 入 開 始

・DigitalEquipmentCorp
.(CDC)設 立

・FORTRAN・n完 成

・全 トラ ン ジ ス タ式Philco2000発 表

・ALGOL58(暫 定 報 告 書)UNIVAC1105開 発 イー

ス タ ン航 空UFCで オ ン ラ イ ン

・米 空 軍 ,SAGEシ ス テ ム開 発

・IBM7090
,7070発 表

・GE .ソ リ ッ ド ・ス テ ー トERMA納 入 開 始

・米 国 防 省COBOL会 議

・IBM1401発 表

・IBM1620発 表

・IBM357デ ー タ収 集 シス テ ム発 表

・GE
,GAMMA60発 表

・IBM,7090納 入 開始

・パ リ国 際 会 議
,ALGOL-60,COBOL-60制 定

・UNIVAC490
,同1107,同 皿発 表

・UNIVAC・LARK完 成

・IBM1410
,同7030STRETCH,同7000シ リ ー ズ生

産 開 始

・IBM ,テ レ プロ セ ッ シ ング概 念 生 ま れ る

・IBM
,SRIを 設 立(教 育 機 関)

・GE635発 表

・Philco社2000シ ス テム(モ デ ル211)納 入 開 始

・CDC
,1604納 入 開始
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日 本

・パ ラメ トロン研究所設立

・科学技術情報セ ンター発足

【5月 】国産5社,分 担試作 開始

【6月 】電子工業振興臨時措置法の制定

【7月 】エ レク トロニクス協議会発足

【8月 】日立HIPAC1完 成

【9月 】東大高橋研究室PC1/4完 成,PC:1開 発着手

【11月】ETL・MARK・W完 成,国 産各社 を技術 指導

・江崎玲於奈,エ サキダイオー ド発明

・光電製作所KS325完 成

【1月 】日電パ ラメ トロン式NEAC1101完 成

【3月 】東大高橋研究室,PC・1完 成

・MUSASINO・1メ モ リー増大

・三菱電機 中央研究所 にG15を 導入

【4月 】日本電子工業振興協会発足

・日本 レ ミン トン ・ユニパ ック社設立。第一物産(現

三井物産),SperryRand,東 芝 の共 同出資

【5月 】PC・2,富 士通と共 同開発 開始

【9月 】日本電気,ト ランジスタ式NEAC2201完 成

【10月】日本IBM,IBM650を 設置 し計算セ ンター開設

【11月】伊藤忠商事,東 京電子計算サー ビス設立

・日電,東 北大 と共同でSENAC(NEAC1102)を 開

発

・電子協,電子計算センター開設,NEAC2201を 設置

・日立,HIPACユ01完 成

【1月 】日科 技連,プ ログラム懇談会 発足

・東京電機 大学TDACを 完成

・日本 イ ンターナシ ョナル ・ビジネス ・マ シンズ社,

日本アイ ・ピー ・エム と社名変更

【2月】電 気試験所翻訳機 「やまと」完成

・TAC完 成

・日本建設 コンサル タン ト設立

【5月】HITAC301発 表

【6月 】パ リのユ ネ ス コ会議 にNEAC2201,HIPAC

10]を 出品

・日本 ビジネスコンサル タン ト設立

【11月】国鉄,座 席予約 システムMARS導 入

・松下通信工業,MADICI完 成

・東芝 ,TOSBAC2100,3100完 成

・北辰電機HOCIOO完 成

【3月 】三菱電機MELCOM1101発 表

【4月 】情報処理学会設立

【7月 】日本計算セ ンター設立

【9月 】東京計算セ ンター設立

【10月】電子工業5カ 年計画 の策定

・NHK技 術研究所 ,ト ランジス タ式計算機 を開発

・ETL・MARK・V ,日 立 に発注

・HITAC102(京 大KDC1)開 発

【11月】OKITAC5090発 表

・ウノケ電子工業設立



第田部'83世 界情報化事典

年

(1960)

1961

1962

1963

1964

海 外

・IBMソ リ ッ ド ・ステ ー ト1401納 入 開 始

・Burroughs,B5000発 表

・MIT ,プ ロ ジ ェク トMACの 開始(TSS)

・UFCll発 表

・IBM,シ ス テ ム360設 計 開 始

・IBMワ トソ ン研 究 所 開設

・CDC3600発 表

・IBM1440 ,同7094,同7010発 表

・IBM1420銀 行 シス テ ム発 表

・UNIVAC1004発 表

・SperryRand社 にUnivac部 門 が 発 足

・FORTRANIV発 表

・Philco社,FordMotor社 に吸 収 され る

・UNIVACI107納 入 開始

・CDC6600,ロ ー レンス放 射 線 研 究 所 へ 納 入

・IBM ,テ レプ ロ セ ッ シン グ ・シ ス テ ム発 表

・IBM709411,同!460,同1240銀 行 用 シ ス テ ム発 表

・IBM ,GPSS開 発

・MIT
,MACシ ス テ ム開 発

・CDC,BendixComputer社 を吸 収

・GEとMachinesBuLlがBullGEを 設 立

・Burroughs,B5000納 入 開 始

・IBM7044発 表

・Honeywel1200コ ン ピュ ー タ発 表

・UNIVAC418発 表

・旧Mシ ステ ム360発 表

・ア メ リカ ン ・エ ア ライ ン ズのSABRE稼 動

・ダー トマ ス大 がGE2356,DN30でTSS開 始
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日 本

・光電製作所,KODIC401完 成

・日本 アイ ・ピー ・エム,IBM・WTCと の技術援助

契約許可

・国産メーカー7社 とIBMが 基本特許使用契約 を締結

・富士通,FACOM241開 発

・北辰電気HOC200完 成

【2月】全国IBMユ ーザー協議会発足

・松下電工,MADIcnA完 成

【5月】日立,RCAと 技術提携

・日電NEAC1201完 成

・東 京電子計算 サー ビス,伊 藤 忠電子 計算 サー ビス

と名称変更

【8月 】日本電子計算機(JECC)設 立

・PC2(FACOM202)完 成

・HIPACIO3 ,HITAC3010発 表

【10月1日本 アイ ・ピー ・'エム千鳥町工場開設

【11月】FACOM222完 成

【12月】ウノケ電子工業,USAC5010,3010を 開発

・東芝TOSBAC4200発 表

・北辰電機HOC300完 成

【2月 】三菱電機TRWと 技術 提携

・日電,NEAC2206発 表

【3月】内田洋行,ウ ノケ電子工業 と業務提携

・日本 レミン トン・ユニパ ック,特殊 印刷 に資本参加

【5月1日 本 デー タプロセ シング協会設立

・東大計算セ ンターOKITAC5090C,Dお よびPC・2

設置 して開所

【7月 】日電,Honeywellと 技術提携

・国立7大 学計算 センター協議会が発足

【9月】電子計算機技術研究組合 が発足

・富士通 ,沖,日 電3社FONTAC開 発開始

・ウノケ電子USAC2010完 成

・ 日 本 ア イ ・ピー ・エ ム の デー タ セ ン ター に

IBM7090設 置

【11月】日電,NEAC2230完 成

・第1回 電子計算機 シ ョー開 く

【3月】富士通,FACOM231完 成

【4月】日電,NEAC2400,3400,2800,3800発 表

【6月】日本IBM,1440国 産化開始

【9月】沖,ス ペ リー ラン ドと技術提携

・日立,HITAC5020発 表

【10月】日立,HITAC4010発 表

【11月】東芝,TOSBAC1100発 表

・沖,ス ペ リーラン ド社合併 で沖ユニパ ック設立

・ETL・MARK・V[開 発

【2月 】国鉄 み ど りの 窓 口(MARS101)開 設

【4月 】OUKIO50,1040H/皿 発 表

・IBMシ ス テ ム/360発 表

【6月 】日電,NEAC2200発 表



年

(1964)

1965

1966

海 外

・CDC6600納 入 開 始

・GE600発 表

・UNIVAC494 ,1108発 表

・ジ ョ ン ソ ン大 統 領 ア メ リ カ政 府 各 省 のPPBS採 用

を声 明

・GE
,イ ン フ ォメ ー シ ョン部 門 設 置

・IBMシ ス テ ム360の 出荷 開 始

・IBM360モ デ ル44
,65,75,TSS用67発 表

・IBM1130発 表

・DEC ,PDP8納 入 開始

・ア メ リカ 政 府
,フ ラ ン ス原 子 力機 関 へ のCDC6600

輸 出 を 禁止

・フラ ン ス
,プ ラン ・カ ル キ ュ ル 開始

・フ ラ ン ス
,CAEとSEAがCII社 を設 立

・ILLIAC・IV計 画 開 始

・GE ,TSSサ ー ビ ス を開 始

・MIT
,GE645に よ るTSS完 成

・SBCが360を125台 使 って 情 報 ネ ッ トワ ー ク建 設
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日 本

・IBM360国 産化決定

【7月】日本航空,座 席予約 システム稼動

【10月】東芝,GEと 技術提携

・三菱電機MELCOM1530発 表

・東京 オ リンピック,日 本IBMが 競技 デー タ ・サー

ビス

・松下通信工業,コ ンピュータ事業 か ら撤退

【11月】富士通,沖,日 電3社 共 同開発 の大型電 算機

FONTAC完 成

【12月】電子工業振興臨時措置法延長

・吉沢 ビジネス ・マ シンズ発足

・東芝,TOSBAC5200,5300,5400,7000,3400,

4300発 表

・日電,NEAC1210発 表

【2月】東大大型計算 センター開所

【3月 】富士通,FACOM230-10発 表

【4月 】電子 工業審議会 「電子 計算機 の 国際競争 力の

育成」諮問 について通産大臣に中間答 申

・労 働省,FACOM230-50,UNIVACMで オ ンラ イ

ン ・システム実施

【5月】日本電子開発協会発足

【6月 】三井 銀行,オ ンライ ン ・バ ンキ ング ・システ

ム導入

・日本電気,NEAC2200シ リーズ発表

・富士通,FACOM230シ リーズ発表

・日立,HITAC8000シ リーズ発表

【9月】農林 中央金庫,FACOM230-30で 為替 オ ンラ

イン開始

【10月】ISO・TC/97東 京大会

【ll月】東芝,TOSBAC5100発 表

・富士通,FACOM270シ リーズ発表

・日本IBMシ ステム360モ デル20
,40国 産化計画 を発

表

【1月 】東大大型計算機 センターでHITAC5020稼 動

【2月IIBM360-40国 産化開始

【6月】OUK9200,9300発 表

・IBM360-20国 産化開始

【8月】日電,NEAC2200-50発 表 。2200-500にIC採 用

・コンピュータ・アプリケーシ ョンズ社(CAC)設 立

【9月 】日本 事務能率協会,第 一 回 デー タプロセ シ ン

グ資格試験実施

【10月】日本 ソフ トウェ ア設立,日 電,日 立,富 士通

の共同出資

【11月】日本電 子計算開発 協会 「コ ンピュー タ白書」

刊行

・東芝,TOSBAC5100発 表

【12月】日本IBM,360-40を タイへ ⑳をブラジルへ輸出

・日立,HITAC8100発 表

・大型 プ ロジェク ト超高性 能電子 計 算機開 発ス ター

ト



第田部'83世 界情報化事典

年

1967

1968

海 外

・SDS,Sigma7を 開発

・CDC6500発 表

・Burroughs ,B6500発 表

・CDC3500発 表

・IBM360-25発 表

・IBMパ リ,ア メ リ カ 問 を人 工 衛 星 を介 し デー タ ・

コ ミュ ニ ケ ー シ ョン実 験

・空 軍 ,Burroughsか ら135台 のB3500購 入

【2月 】IBM360-25,85発 表

【3月 】NCRセ ンチ ュ リー100,200発 表

・FCC「 コ ン ピュ ー タ/通 信 問題 」 に関 す る意見 書 を

収 集

【6月 】CDC,CCC社 と の合 併 構 想 発 表

【7月 】ア メ リ カ国 内線 航 空 会 社 の 共 同 座 席 予 約 シス

テ ム構 想 発 表

・ICT,EEC,Plessey合 併 に よ り,イ ギ リス にICL

正式 成 立

・ハ ンガ リー の 国 産 第1号 機 生産 開始

【8月 】WU,CSCと の合 併交 渉 中 止

・ニ ュ ー ヨー ク ・タイ ム ズ1Rシ ス テ ム開 発 に着 手

・イ ギ リ スICL
,新 超 大 型 機1908A開 発 を打 ち出 す

【9月 】DEC,TSS用 コ ン ピュ ー タTime-Share8発 表

・FCCの カ ー ター ホ ン 裁 定

【10月 】司 法 省 独 禁 局,IBMのTSSサ ー ビ ス調 査 に 乗

り出 す

・IBM,TSS事 業 をSBCに 肩 代 わ りさせ ること を決定

・UCC通 信 事 業 に 進 出

・第1回 ソ フ トウ ェ ア年 次 大 会 開 催

・UNIVAC8400DISK発 表

・CSC ,U1108を30台 導 入

【11月 】Dun&Bradstreetマ ー ケ ッ ト・デ ー タバ ン ク設 立

【12月 】CDC,IBMを 独 禁 法 違 反 で提 訴

・IBM,69年7月 ま で にハ ー ドウ ェア と保 守 サ ー ビス

の 価格 分離 を行 う予 定 と発 表
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日 本

【1月 】コン トロール ・データ ・ファーイース ト開設

【2月 】富士銀行UNIVAC418で 普通預金 オ ンライン ・

システム開始

・日電,NEAC1240発 表

【3月】日電,NEAC3100発 表

・三和銀行,東 洋 コンピュー タサービス設立

【4月 】電子 工業審議 会電子計算 機工業 の国際競争力

強化のための施策 を答申

【5月 】FORTRN7000,5000,3000の 標 準JIS化,

ALGOL7000,6000,5000,4000,3000JIS化

【8月 】万国OR会 議京都で開 く

・富士通 ,モ ン トリオール世界博 にFACOM230-20

出品

・日本IBMの 藤沢工場完成

【9月】日立,HITAC8210発 表

・三菱電機 ,MELCOM9100発 表

【10月】日本電子計 算開発協会 と日本生 産性本部,訪

米MIS視 察 団を派遣

【11月】大阪大学,NEAC2200-500でTSS開 発

・通 産大 臣,産 業 構造 審議 会 に「情報 処理 および情

報産業の健全な発展 をはかるための施策」を諮問

・電気通信総合研究所設立

【12月】日本情報処理開発セ ンター発足

・慶応大学 ,東 芝 と共同でTSS開 発

【1月】内田洋行,USAC2500開 発

・石川島播磨,技 術計算 オンライン開始

・三井造船,技 術計算 オンライン開始

【2月 】関西電力,自 動給電 システム運用開始

【4月】電電公社,第4次5カ 年計画でデータ通信本格

化

・東芝,TOSBAC1500発 表

【7月】電電公社,全 国地方銀行協会加盟62行4,363店

にデータ通信 サービスを開始

【8月 】「政府 に おける電子計 算機 利用 の今後の方 策

につ いて」 閣議 決定

・26省庁担当者が電子計算機利用技術研究会を結成

・EDPユ ーザー団体連合会 が発足

・日本経営 情報 開発協会発 足(前 日本電子 計算開発

協会)

・NHKのTOPICS運 用 開始

【9月】産構審 「情報産業施策諮問」 の中間答 申

・郵便番号制 実施

・富士通FACOM230-25,35,45発 表

【10月】沖電気OKITAC6000発 表

・日本情報処理開発セ ンター中央研修所開設

・コンピューターサービス㈱設立

【11月】日電,NEAC2200-700発 表

・日本 システム開発 が発足

・富士通研究所発 足

【12月】京大大型計算センター,FACOM230-60を 設 置 し
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年 海 外 日 本

(1968) ・上 院独 占お よび独禁法小 委員会,ク レジッ ト・シ 開所

ステムにお けるプライバ シー問題 をと りあげる ・日本 レ ミン トン ・ユ ニ パ ッ ク が 日 本 ユ ニ パ ッ ク に

改称

・買戻 し損失準備金制度(10%)新 設

1969 【1月 】アメ リカ司法省,IBMを 独禁法違反 と提訴 【1月 】自民党,情 報産業振興議員連盟が発足

・CDCがIBMを 告訴r 【2月 】産構審 「情報処理施策 の基本方向」出す

・GE105
,53発 表

・日本交通公社,旅 行 システム完成

・Honeywell,シ リ ー ズ16発 表 ・日立 ,HITAC10ミ ニ コ ン発 表

・ フ ラ ン スCII
,プ ラ ン ・カ ル キ ュ ル 第1号 機 【3月 】富士通FACOM・Rミ ニ コン発表

(IRIS50)発 表 ・日電 ,NEAC2200-150,250発 表

【2月 】Bulroughs,小 型B2000で 価 格 分 離 を 採 用 す る
・内田洋行USAC1500発 表

と声明 【4月 】日本ユニパ ック総合研究所設立

・Xerox
,SDSを 吸収,コ ン ピ ュー タ事 業 に進 出 【5月 】産構審 「情報産業育成施策」答 申

・CDC ,TSSサ ー ビ ス(Cybernet)に 乗 り出 す 【7月 】通産省重 工業局 に電子 政策課 お よび官房 に情

・アメリカGE ,欧州での タイムシェア リング計画発表 報産業室を新設

【4月 】ソ フ トウェ ア会 社ADR,IBMを 独禁 法違反 で ・沖 ,OKITAC4300ミ ニ コ ン発 表

提訴 ・日電
,NEACM4ミ ニ コ ン発 表

・DEC,PDP15発 表 ・日本 システム設立

【5月 】UNIVACllO6発 表 【9月 】日本IBM,藤 沢工業でシステム/3生 産 開始

・ソ フ トウ ェ ア社Programatics ,IBMを 独 禁法 違 反 で ・郵政省,デ ー タ通 信の ための回線利 用 自由化 基本

提訴 方針を出す

・GEJCペ ニ ーに トレー ダー ・シ ス テム 売 り込 む ・郵政大 臣,郵 政審議会 に 「回線の利用制度について」

【6月 】GE120,]05RTS発 表

・IBM価 格 分 離 を発 表

・Burroughs ,L2000発 表

・銀 行 のEDP分 野 進 出 と規 制 案 を め ぐ っ て論 戦 展 開

さ る

【7月 】Honeywell従 来 の価 格 政 策 を維持 す る と発 表

【8月 】IBM360-195発 表

・IBMシ ス テ ム/3発 表

・IBMに 対 す る 独 禁 法 係 争,一 括 審 議 され る こ と に

決 定

・SDC営 利 企 業 に転 身

【9月 】Xerox,SDSSigma3発 表

・FCC
,MCI申 請 を 認 可,特 殊 通 信 会 社(SCC)第

1号 と な る

・RCA ,ス ペ ク トラ70/61発 表

・イ ギ リスICL超 大 型 機1908A開 発 を断 念
,新 た に プ

ロ ジ ェ ク ト52を 開 始

・西 ドイ ツSiemens,モ デ ル306発 表

【10月 】CDC,NCR価 格 分 離 を 発表

・フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト会社(CTI
,EDSな ど)

台 頭

・フ ラ ン スCII,大 型 機IRIS80開 発 計 画 発 表

・イ ギ リスICL ,カ ナ ダ に新 子 会 社 設 立

【11月 】GE58発 表

・イ ギ リスICL
,ソ 連 か ら1900A5台 受 注

【12月 】GEモ デ ル655発 表,ト レー ダー ・シ ス テ ム で

GEとJCPennyの 不 和 説 流 れ る

・UCC
,GTIの 買 収 を計 画

諮問

【11月】情報処理技術者認定制度に基づき第1回 情報

処理技術者試験実施
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第m部'83世 界情報化事典

年

(1969)

1970

海 外

・Xerox,ヨ ー ロ ッパ ・コ ン ピ ュ ー タ市 場 へ 進 出

・EECが 超 大 型 機共 同 開発 を計 画

【1月 】NBSのH.グ ロ ー シ ュ(Grosch)博 士,シ ス テ

ム/3を 標 準化 に逆 行 と非 難

・NCR,教 育 サ ー ビ ス料 金 の 分 離 を正 式 に 発 表

・RCAデ ビ ッ ド ・サ ー ノブ(DavidSarnoff)社 長 引

退

【2月 】コ メコ ン諸 国,RYADコ ン ピュ ー タ共 同 開発 に

調 印

・イギ リス ・ソ フ トウ ェ ア業 界 ,新 協 会 を設 立

・IBM新 営業 方 式 発 表

・CDC ,超 大 型 機Star発 表

・FCC
,西 部 地 区 の マ イ ク ロ ウ ェー ブ網 申請 を却 下

・IBM価 格 分 離政 策 ,世 界 各 国 に適 用

【4月 】IBM,複 写 機 発表,Xeroxは 特 許 侵 害 と提 訴

・IBM・wTC会 長 にG.E .ジ ョー ン ズ氏(G,E.Jones)

任 命

・Singer社
,シ ス テム10発 表

'ComPuticket(CSCの 子 会 社)
,Speedata(CAIの

子 会 社)相 次 い で倒 産

・FCC
,「 コ ン ピュ ー タ/通 信 問題 」 に暫 定 裁 定

・AT&T ,UCCの 全 国 デ ー タ網 構 想 を非 難

・ア メ リカTymshare社/フ ラ ンスCEGOS提 携
,西 欧

TSS市 場 へ進 出

・西 ドイ ツ
,AEGTelefunkenとSiemens大 型 機 共 同

開発 で提 携

【5月 】GE,コ ン ピ ュー タ 事 業 か ら撤 退,コ ン ピ ュー

タ部 門 をHoneywellに 売 却

・CDC ,ミ ニ コ ン5100発 表

・XDS(ゼ ロ ッ ク ス ・デ ー タ ・シ ス テ ム)Sigma6

発 表

【6月 】IBMシ ステ ム370モ デル155,165発 表

・CDC6200発 表

・Burroughs
,B4500発 表

・ADRAUTOFLOW特 許 を 獲 得

・イ ギ リスICL
,フ ラ ンスCII提 携 説 流 れ る

・ハ ンガ リー初 の 第3世 代 機 発 表

【7月 】Keydata社,黒 字 計上

・FCC
,デ ー タ伝 送 分 野 の 自 由化 を打 ち 出す

【8月 】IBM独 禁法 係 争 で続 々 と示 談 成 立(ADR,Pro-

gramatics,Levin,DPF&G)

・WU
,通 信 衛 星 打 ち上 げ を計 画

・フ ラ ンス政 府 ,HoneywellのBull・GE買 収 を認 可

・OECD ,「コ ン ピュ ー タ技 術 格 差 レポ ー ト」を発 表

【9月 】イ タ リア でGE,Honeywell合 併 のHISI発 足

・IBM ,シ ス テ ム370モ デ ル145発 表

・RCA ,新 機 種2,3,6,7,発 表

・NCRCentury300発 表

【10月 】IBMシ ス テ ム3モ デ ル6発 表

・IBMシ ス テム7発 表
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日 本

【1月】東芝,TOSBAC5600発 表

【2月】松下通信工業MACC7発 表

・日本電子計算機,月 額150万 円以下の機種 を レンタ

ル扱いからはずす

【3月】EXPO70開 催

・日本IBMダ イセル中央研究 所 とIBM1130に よる ラ

ボ ラ トリー ・システムを完成

・情報処理研修 センター発足

【4月 】三菱電機,MELCOM7000発 表

・富士通FACOM230-15発 表

・沖,OKITAC4500発 表

・入出力装置の集中分担生産具体化

【5月 】芙蓉情報 センター設立

・三菱総合研究所設立

・ソフ トウェア産業振興協会発足

・東芝,TOSBAC40ミ ニコン発表

・日本IBMシ ステム3国 産化

・アイ電子AICOM・C4発 表

・情報処理振興事業協会等 に関す る法律成立

・地方 自治情報セ ンター設立

【6月】富士通FACOM230-75発 表

・日立,HITAC8700発 売

・関西情報 センター設立

・三菱電機,MELCOM83,84を 英 フ ァー リ ン トンへ

大量輸 出契約

・理経産業PDPII発 売

【7月】日本情報セ ンター協 会発足

・理経産業PDP8E発 売

・IBM370モ デル155 ,165発 表,同 時に新営業方式(価

格分離)発 表

・産構審にシンクタンクのあ り方諮問

・日本 ユニパ ック,東 京,大 阪,名 古 屋 を結 ぶTSS

実施

【8月 】日本IBM野 洲工場建設

・日本IBM藤 沢工場 でIBM370-155の 生産 を開始

【9月 】沖,日 本ユ ニパ ック,沖 ユニ パ ックが業 務提

携

・松下通信工業 ,MACC7発 表

・沖,OKITAC4300E発 表

・日本総合研究所設立

【10月1情報処理研修 セ ンター開講

・米 国電子計算機 ショウ開催

・東芝TOSBACl200発 表

・高千穂交易,自 社 開発T70を 発表

・日電 ,NEAC2200-700公 開

・情報処理振興事業協会発足

【11月】三菱電機,沖 ユニパ ックに資本参加

・日本航空JALCOM・n始 動



世界のコンピュータ産業総合年表

年 海 外 日 本

(ユ970) ・Burroughs ,B700発 表 ・三井情報開発設立

・大手 ソフ トウェア会社CAI破 産
【12月】電子計算機特別償却制度の新設

・フ ラ ン ス税 関 の ソ フ ィ ア ・プ ロ ジ ェ ク トにIBMフ ラ ・電子情報処理振興審議会が発足(電 子工業審議会

ンスと,フ ランスのソフ トウェア会社3社 共同入札 を発展解消)
・AmdahlCorp .設立

【11月】XeroxDataSystem,Sigma9発 表

・Datran(UCCの 子 会 社) ,FCCに 特 別 認 可 を申請

・ イ ギ リスICL－ フ ラ ン スCIIー ア メ リ カCDC
,ベ ル`

ギー に合 併 会 社MultinationalData設 立

・フ ラ ン スCII－ 酉 ドイ ツSiemens－ オ ラ ンダPhihps

社に よる欧州 コンピュータ連合取沙汰 さる

【12月 】NCR,Century50発 表

・HeizerCorp 、,Amdahlに 資 本 参 加

・OPMLeasing設 立 さる

1971 【2月 】HIS,6000シ リ ーズ 発 表 【2月 】国際開発 センター発足

【3月 】IBMシ ス テ ム370/135発 表 ・情 報産業振興事業 協会第1回 委託 開発 プロ グラム

・CDC,Cyber-70発 表 募集
・XDS
,Sigma80発 表 ・日立

,HITACミ ニ を発 表

・FCC「 コン ピュータ/通信 問題」(第一次)に 最終裁決 ・富 士通 ,FACOM230-45S発 表

【4月】RCA,IBM顧 客の横取 り作戦好調 と伝え られる ・日本IBM,370モ デ ル155国 産 第1号 完 成

・イギ リスICL新Sシ リーズ発表 ・沖 ,OKITAC4300S発 表

【5月】IBM,周 辺装置 を15%値 下げ ・東 芝
,TOSBAC3400-51発 表

・FCC ,デ ータ通信分野 に全 面的自由競争導入 【3月】電子計算機買戻 し準備金制度2年 延長

・グ ロ ー シ ュ博 士(Grosch) ,欧 州 コ ン ピュ ー タ ・メ ー ・電子審 「電子計算機利用高度化計 画」を了承

カ ー に対 し,IBM支 配 の 脅威 を説 く

・ソ連 の コ ン ピュ ー タ5カ 年 計 画 発表

【6月 】IBM,CDCを 反 訴

・IBMシ ス テム370/]95発 表

・GE ,タ イ ム シ ェ ア リ ン グ網 を拡 張

【7月]IBMの ワ トソ ン会 長(Wats。n)辞 任,後 任 は リ

ア ソ ン氏(Learson)

・IBMジ ェネ ラル ・シ ス テ ム ズ部 門 を再 編

・HIS
,モ デ ル105発 表

・西 ドイ ツSiemens/Telefunkenの 提 携 失 敗

【8月 】Univac1616発 表

・Burroughs ,B6700ラ イ ンを 拡 大(B6711,6721)

・RCA
,イ ギ リス市 場 に本 格 進 出 と発 表

・RCA ,510人 を レイ ・オ フ

・フ ラ ンス 税 関 の ソ フ ィ ア ・プ ロ ジ ェ ク トCIIに 落 札

の可 能 性 強 ま る

・フ ラ ンス 政 府
,CIIに1億6,500万 ドル(今 後5年)

の助 成 金 を約 束

・フ ラ ンス 税 関 の ソ フ ィア ・プ ロ ジ ェ ク ト規 模縮 小

【9月 】DEC,シ ス テ ム10発 売

・
.RCA,コ ン ピュ ー タ事 業 か ら撤 退

【10月 】Univac,9000シ リー ズ 発 表

・RCA買 収 でMDSが 浮 上

・ 西 ド イ ツNixdorfとTelefunken合 弁 会 社 設 立

(TelefunkenComputerAG>

・IBM
,ソ 連 か ら360/50受 注

'プ ロ グ ラ ム調 査 簿 ま と ま る

・IBMWTCと 国産 メ ー カー の 特 許 契 約 更 改 の話 合

い ま と ま る

・日立 ,HITAC8800発 表

・特 定 電 子 工 業 お よ び特 定 機 械 工 業 振 興 臨 時 措 置 法
,

成立

【4月 】リコ ー,RICOM8発 表

・日本 シー ・デ ィー ・シー 設 立 認 可

・東 芝
,TOSBAC5600-50完 成 ・TOSBAC3400-5]完 成

・東 芝 ,H6000国 産化 につ いてHISと 合 意

・富士 通
,FACOM230-25を 米 グ ラ フ ィ ッ ク ・シス

テム ズ へ

・日電
,NEAC2200-75,175,255発 表

・日本 ミニ コ ン ピ ュー タ設 立

・東 芝
,TOSBAC5400-150発 表

【5月 】文 部 省 情 報 処 理 教 育 に 関 す る 会 議 第2次 中 間

答 申

・公 衆電 気 通 信 法 の 一部 改定
,可 決成 立

・日本 シー ・デ ィ ー ・シー発 足

・東 芝 ,TOSBAC10ミ ニ コ ン発表

・富 士 通 ,ブ ル ガ リア か らFACOM230-45を ふ く む

デー タ通 信 シス テ ム を受 注

・松 下通 信 ,ナ シ ョナ ル ・ソ フ トウ ェ ア設 立

・日立
,HITAC80-10発 表

【6月 】兼 松 ニ クス ドル フ ・コ ン ピ ュ ー タ設 立

・遠 隔情 報 処 理利 用推 進 協 議 会 が 発 足
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年

(1971>

1972

海 外

・AmdahlCorp .会 社 登 記

【11月 】Univac,RCAの コ ンピ ュー タ ・ベ ー ス を買 収

【12月 】RCAユ ーザ ー会,Univacを 歓 迎 す る 旨声 明

【1月 】IBM/Memorex係 争 示 談 解 決

・HIS,2000シ リー ズ 発 表

・CDC/NCR提 携 を計 画

・DEC,RCAの 旧 メ モ リー 製造 部 門 を買 収

・フ ラ ン スCII・ 西 ドイ ツSiemens提 携

【2月 】カ リ フ ォ ル ニ ア 州,ソ フ トウ ェ ア税 制 に 関 す

る プ ロ ポ ーザ ル提 出

・ATT新 会 長 に デ ュバ ッツ氏(Debutts)

・英ICLの ウ ォー ル 会 長(Wall)辞 任 ,後 任 にIBM・

UKの ハ ドソン氏(Hadson)

・ソ連 コ ン ピュ ー タ視 察 団訪 米

・富 士 通
,Amdahlに 資 本 参 加,相 互 ラ イ セ ンス 協定

【3月 】IBM・WTCを 再編 成

・Xerox,コ ン ピ ュ ー タ/複 写 機 事 業 を統 合,XDSは

消 滅

・Memorex,汎 用 機MRX40,50発 表

・ソ連 ,RYAD第1号 機 完成 を発 表

【4月 】CDC/NCRの 合 併 会 社CornputerPeripheral発

足

・カ リフ ォ ル ニ ア州,ソ フ ト税 制 を 時 期 尚 早 と2年

延 期

・FCC
,Datran申 請 を 認可

・東 ドイ ツ,ラ イ プ チ ヒ見 本 市 で 東 欧 勢 力 第 三 世 代

機 発 表
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日 本

・ソフ トウェア権利 保護調 査委員会発足

・IBM370モ デル195発 表

・日立,HITAC8350,8450発 表

・パ ター ン情報 処理 シス テム開発計画(第2次 大型

プロジェク ト)ス ター ト

【7月1電 通,GEのTSSソ フ トウェアMARKI技 術援

助契約 が認可

・国産 コンピュータ,一 部 自由化方針決定

・特定機電法の高度化計画決定

【9月】富士通,FACOM・R/Eミ ニ コン発表

・東芝,TOSBAC1250,同RT150発 表

・三菱電機,MELCOM70ミ ニ コン発表

・内田洋行,USAC720発 表

・日立 と富士通,新 機種共 同開発で基本的協力 関係

・日電,NEAC2200-575,375発 表

・沖電気 と三菱電機 が技術提携関係に入ることで合意

【10月】日本パ ンチセンター協会発足

【11月】「国民 総背番号制 に反対 しプ ライバ シーを守 る

中央 会議」発足

・富士通,FACOM230-55発 表

・日電 と東芝 ,新 機種 開発 など提 携関係 に入 る こと

で合意

【12月】富士通 と内田洋行,販 売提携

・東芝,TOSBAC・TSS40発 表

・産構審,昭 和47年 度通産施策を了承

・CAC ,MARKIVソ フ ト発売

【1月 】日本IBM,東 京でTSSサ ー ビス開始

・日本特許情報 センター,特許情報検索サ ービス開始

・富士通 ,ハ ワイに日米経営科学研究所設立

・総合政策研 究所 ,70年 代情報化社会への提言

・郵政省,プ ログラムに関する高度化計画決定

【2月 】日本電気,ニ ュー ヨー クにNECシ ステム研究

所設立

・郵政省,公 衆通信回線利 用調査会設置

・情報処理振興審議会情報化推進施策の基本方向

・富士通,米Amdahlに 資本参加

【3月 】国産3グ ループ,新 機種 開発計画 を通 産省 に提

出

・富士 通 ・内田洋行 ・ユーザ ック電 子工業,技 術,

製造,株 式面 で提携

・千葉市,大 気汚染監視 システム稼動

【4月】三菱電機,沖 ユニパ ックに資本参加

・日立,HITAC8150発 売

・東芝,ミ ニ コンTOSBAC10E発 売

・機械振興協会,CAIに よる教育訓練開始

・東芝,制 御用TOSBAC7000-25,ミ ニコ ン同40Bを 発

売

・電通,商 用TSSサ ービス開始

・日本IBM ,CALL/RJEサ ー ビス開始

【6月1日 本電子計算,商 用TSSサ ービス開始



年

(1972>

1973

海 外

【5月 】HIS,ミ ニ コ ン ・シ ス テ ム700発 表

・Burroughs,700シ リー ズで13モ デ ル追 加

・英ICL常 務 にUnivacか ら クロ ス 氏(Cross)就 任

【6月 】Burroughs,1700シ リー ズ発 表

・FCC
,国 内 通 信 衛 星 政 策 を裁 定

・Burroughs,イ ギ リスICLの 株 式 過 半 数 買 収 取沙 汰

さ れ る

【7月 】IBM,Greyhoundと の独 禁 係 争 で勝 利

・ア メ リカ技 術 者6名 訪 中

・ソ連 ア エ ロ フ ロ ー ト航 空,大 規 模 な 予 約 シス テ ム

の入 札 つ の る

・DataGeneral ,Novaを 北 京 で展 示

・カ リフ ォル ニ ア州
,ソ フ トウ ェ ア税 制 で 議論 百 出

・IBM
,シ ス テ ム370/158・168発 表

・米 ソ
,科 学 技 術 協 会 に調 印

・中 国 の 第3世 代機 論 争

【9月 】IBMの リア ソ ン会長(Learson)引 退

・Univacの シ リー ズ70事 業(旧RCAコ ン ピュー タ販

売 〉好 調

・フ ラ ンスCII ,ソ フ ィア ・プロ ジ ェ ク ト受 注

【10月 】IBMシ ス テ ム370/125発 表

【11月 】BEMA,プ ロ グ ラ ム特 許 化 を拒 否(ベ ンソ&

タ ボ ッ ト係 争)

・西 ドイ ツNixdorf
,Victor社 コ ン ピ ュ ー タ部 門 を 買

収 し て米 市 場 本 格 進 出

・イ ギ リ ス と フ ラ ンス の ソ フ トウェ ア会 社 の業 務 提

携 増 大

・新 華 社
,上 海 でIC使 用 の コ ン ピ ュー タ を 開発 した

と報 道

【!2月 】バ イザ ー(HeizerCorp.会 長),Amdahlの 重

役 に就 任

【1月 】CDC/IBM独 禁 係 争,示 談 解 決,SBCはCDC

が 買 収 へ

・IBM
,Telexを 反 訴

・NqR,Century251発 表

・Univac ,1110発 表

・Xerox
,530シ ス テ ム発 表

・西 ドイ ツSiemens/フ ラ ンスCII
,コ ン ピュ ー タ事 業

提 携 で 一 部正 式 調 印

311

世界のコンピュータ産業総合年表

日 本

・ソフ トウェア法的保護調査委,中 間報告

【7月 】日本IBM,新 営業方式(ソ フ ト有料化)実 施

・富士通 フ ァコム,商 用TSSサ ー ビス開始

・富士通 ,フ ァコム ・オース トラリア設立

・日立 ,富 士通,超 高性 能 コンピュー タ開発技 術研

究組 合結成

・日電,東 芝,新 コ ンピュー タ ・シ リーズ技術 研究

組合結成

・日立,HITAC8250開 発

・オンライン化促進開銀融資制度開始

【8月 】日本IBM,IBM370モ デル158,同 サ ブモ デル2,

モ デル168発 表

・三 菱,沖 電気,超 高性 能電子計算 機技術 研究組 合

結成

・日立,制 御用HIDIC350開 発

・富士通,FACOM・U200発 売

【9月 】内田洋行,USAC720/1030開 発

・NEAC情 報処理サー ビス事業 グループ結成

【10月1日本ユ ニパ ック総合研究 所,商 用TSSサ ー ビ

ス開始

・日本IBM ,IBM370/125発 表

・日本 電気 ハ ネウェル ・インフォメー ション ・シス

テムズ(前,山 武 データ機器 〉発足

・中央電子 ,CEC555Mシ リーズ発売

・シャープ ・システム ・プロダク ト設立

・日本 シス テム,米SDCと 合弁 で日本エ ス ・デー ・

シー設立

・第1回 情報化週間開催

・第1回 日米 コンピュータ会議開催

・富士通ほか情報処理教育研修助成財団設立

・第1回 コミュニケー ション国際会議開催

【11月】内田洋行,USAC720-50発 売

・三菱電機,制 御用 ミニ コンMELCOM350-7発 売

・東 北大学,ハ ワイ大学 と宇宙通信 に よるTSS研 究

開始

【12月】日本 コンピュータ ・ユーテ ィリテ ィ協会発 足

・日本 ソフ トウェア解散

・HITAC情 報セ ンター ・ネッ トワーク協議会結成

・日本NCR,ミ ニコンNCR399発 売

・富士通,フ ァコム ・ド ・ブ ラジル設 立

・ワンビシ倉庫,磁 気 テープ保管専用倉庫建設

・沖電気,米 にOkiDataCorporation設 立

【1月 】工業 技術協議会 テ クノロジー ・アセ スメ ン ト

に関する通産省諮 問に中間答申

・内田洋行,USAC720-90完 成

・東芝,TOSBACll50,1350発 売

・日本NCR ,セ ンチュ リー101発 売

・日本ユニパ ック,UNIVACll10モ デル工発売

・高千穂交易 ,L8000発 売'

・松下通信工業,ミ ニコンMACC7/L開 発
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年

(1973)

海 外

・西 ドイ ツ
,シ ュ ツ ッツ ガ ル ト裁 判 所,IBMに メ ン

テナ ンス続 行 命 令 下 す

・中国 視 察 団 ,西 独AEGTelefunkenの 工 場 を視 察

【2月 】IBM,シ ス テ ム370/158,168に マ ル チ ・プ ロ

セ ッサ ー 方式(MP)採 用

・SBC従 業 員 ,CDC/IBM示 談 に 伴 うSBCの 買 却 に

関 してIBMを 提 訴

・IBM
,ア メ リカ市 場 で3740発 表

・Univac ,シ リー ズ70の 出 荷 高 が1億34万 ドル を突

破 と発表

・EC委 員 会 ,欧 州 メー カ ー に結 束 を呼 びか ける

【3月 】IBM,シ ス テ ム370/115発 表 。 「幻 の デ ィス ク」

3340同 時発 表

・Amdahl社
,仮 称Aシ ス テ ム の一 部 公 開

・Burroughs ,小 型B700シ リー ズ発 表

・Univac
,9480シ ス テム 発表

・IBM
,4年 間 の 長 期 レ ンタ ル ・プ ラ ン(TLP)発 表

・イ ギ リス で 中 古 デ ィー ラ ー
,メ ン テ ナ ン ス会 社 が結

束,コ ン ピ ュー タ ・ワー ル ド・トレー ド(CWT)誕 生

・第1回 米 ソ科 学 技 術 合 同 会議 開催

・ア メ リ カ 各 社(IBM
,Burroughs,RCA,TI)中

国 と技術 交 流 に関 して 交 渉

【4月 】IBM/Telex独 禁 裁 判,審 理 に入 る

・Univac/Honeywell
,NEIACを め ぐ る裁 判 示 談

・カ リ フ ォル ニ ア 州 下 院 議 会
,ソ フ トウ ェ ア 税 制 可

決,ベ ー シ ック ・プ ロ グ ラム の み課 税

・CDC/ル ー マ ニ ア ,合 弁 会 社ROM/Control

Data/SRL設 立

・モ ス ク ワ の博 覧 会 でGEが 商 用 ネ ッ トワ ー ク を デ モ

ンス トレー シ ョン

・西 ドイ ツ のNixd。rf社 とEntrex社 が 販 売 に 関 して提

携

・イギ リスICL
,ハ ノ ーバ ー 見 本市 で小 型2903発 売

【5月 】Memorex社 の 財 政 難 取 沙 汰 さ れ る

・CDC
,大 幅 な組 織 再 編

・HIS ,モ デル6025発 表

・AT&T,Dataspeed40発 表

・米 東 西 貿易 委 員 会 ,73年 秋 に北 京 で コ ン ピュ ー タ ・

シ ョー を 開 く と発 表

・Honeywell ,6000シ リー ズ の 最 小 機 種,モ デ ル6025

発 表

・イギ リスICL ,2903の 受 注 好 調 を伝 え る

【6月 】第1回NCC開 催

・IBMの 新 世 代 機FS(FutureSystem)が 取 沙 汰

され る

・Memorex
,汎 用 コ ン ピ ュー タ事 業 を手 放 す 。Sin-

gerの 援 助 を示 唆

・西 ドイ ツSiemens ,シ ス テ ム4004に2モ デ ル 追 加

・中 国 政府 ,米 コ ン ピュ ー タ ・シ ョー を承 認

【7月 】IBM,370/115,125,135の メ モ リー拡 大
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日 本

・東芝,TOSBAC5600モ デル160,同160E発 表

・郵政省 ・行 政管理庁 ,行 政情報 通信 ネッ トワー ク

構想提示

【2月 】高千穂バロース設立

・日本IBM ,370-158,168の マルチ ・プロセ ッサ ー発表

・日立,シ ステム開発研究所設立

・郵政省,情 報通信業連絡協議会発足

・ トヨタ自販,部 品共販会社 とオ ンライン化

・山下新 日本 汽船 ・サ ンフ ランシス コ事務所 とデ ー

タ伝送開始

【3月 】第一勧銀,ジ ャス コ,富 士通,POSシ ステム

運用開始

・日本IBM ,IBM370-115発 表

・国際電電,オ ー トメックス ・サー ビス開始

・科学技術庁,NIST構 想 で懇談会設置

【4月 】日本IBM,370値 下げ,輸 入 各社追随

・日本ユニパ ック ・サ プライ設立

・通産省 ・電子計算機 自由化最終案まとまる

・国産6社 ,電 算機協調促進協議会設置

・外資審議会,第5次 資本 自由化答申

・政府,電 算機 自由化 を正式決定

・電通,TSSMARK・Hサ ービス開始

・全国銀行デー タ通信 システム稼動

・東商,情 報処理 サービス企業台帳閲覧開始

・情報処理技術研修費税額控除制度創設

【5月 】日立,HITAC5,55発 売

・高千穂バ ロース,B700シ リーズ発売

・DEC日 本支社,PDPI1/40発 売

・三菱電機MELCOM86発 売

・東芝,マ イクロコンピュータ発売

・FACOM電 子計算セ ンター協議会結成

【6月 】日立,米Singerと 合弁で 日立 シンガー設立

・日本経営情 報開発協 会,日 本情 報開発協会 に名称

変更

・著作権審議会,プ ログラム保護に関 し報告

・富士通,ス ペ インに富士通 イスパニア設立

・生活映像情報 システム開発協会発足

【7月1富 士通 ・松 下グループ,パ ナフ ァコム設立

・古河電工 など,日 本CATV設 立

・総合研究開発機構法成立

・協栄生 命,富 士通,ブ ラジル協栄 コ ンピュータ ・

センター設立

・日本IBM ,シ ステム7モ デルE発 売

【8月 】富 士通,FACOM230-8シ リーズ 発売,28,

28S,38,48,58の5機 種

・日本IBM ,シ ステム3モ デル15発 表

・DEC日 本支社,ミ ニコン値下 げ

・日本電気,NEAC100発 表

・内田洋行,USAC620発 売

・日本 キーパ ンチ ・オペ レーター協会設立
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年 海 外 日 本

(1973) ・Memorex
,Singerと の 提 携 を 白紙 に ・TOSBAC計 算セ ンター協議会 発足

・DEC ,旧RCAコ ン ビ ュー タ工 場 買 収 ・三菱倉庫,コ ンピュー タ専用貸 ビル完成

・IBMデ ィスク・スパ イ事件 で8名 の容疑者逮捕さる ・高千 穂 バ ロー ス
,Bl728発 表

・FBIの 国家 犯 罪 情 報 セ ン タ ー(NCIC)
,デ ー タバ ン 【9月】日立,富 士通,日 本周辺機 を設立

クの保全が不十分 と非難 さる ・沖,西 ドイ ツ にOkiElectricofEuropeを 設 立

・フ ラ ン スCll/西 ドイ ツSiemens/オ ラ ン ダPhilips
,

・国産メーカー,IBMと の基本特許契約変更で合意

Unidata社 結 成 ・東 京 エ レ ク トロ ン研 究 所
,テ ル ・デ ー タ ・シス テ

・英政府,ICLに2,580万 ポン ドの追加援助発表 ム設立

・スウェーデンで情報基本法の一部実施 ・FACOMコ ン ピ ュー タ ・サ ー ビ ス ・ネ ッ トワ ー ク結 成

・IEEEメ ンバ ー ,ソ 連 の コ ン ピュ ー タ事 情視 察 【10月】日本電子部 品信頼性 センター設立

,【8月 】IBM,3650シ ス テム でPOS進 出 ・日本ベ ンチ ャービジネス協議会発足

・IBM ,シ ス テ ム7で ニ ュ ー ・モ デ ル発 表 ・紙パル プ情報 システム研究所設立

・Univac
,RCAのPOS事 業 買 収 ・日本電子計算,公衆通 信回線使用TSSサ ービス開始

・Memorex財 政援助 でCDCに 接近 と伝 えられる ・財団法人,日 本 データ通信協会発足
・ベ ルギ ーのMultinationalDataS

,A.1こNCR参 加 ・通産省,産構審に情報 化,情 報産業の あり方諮問

・HEW(保 健 ・教育 ・厚生 省〉 プライバ シー保護の
【11月】日本IBM,遠 隔診断保守サ ービス開始

必要性を強調 【12月】三菱電機 メル コム ・ビジネス設立

・Xerox
,Sigma9モ デル3発 表 ・電電公社 ,DEMOS-Eサ ービス開始

・MCI ,主 要20都 市でサー ビス開始

・EC委 員会,1980年 を目標 に欧州 コンピュー タ業界

の統合を呼びかける

・新 華社 ,北 京 で演算能 力100万 回/秒 の第3世 代機

を開発 したと伝 える

【9月】Telex/IBM裁 判 に判決,IBMは 独禁法 に抵触

・Memorex
,CDCと の 話 し合 い を中 止 と 発表

・CDC
,英 でCALL370TSSサ ー ビス を実 施 す ると発

表

・北 京 の コ ン ピ ュ ー タ ・シ ョー 延 期 さる

【10月】ク リス テ ンセ ン判 事,Telex/IBM裁 判 に誤 り

あ りと発表

・CalComp社
,IBMを 独 禁 法 違 反 で提 訴 。1億 ドル

1974

の賠 償 を要 求

・Univac ,新 コ ン ピ ュ ー タ と して シ リー ズ90を 発 表

・Telex/IBM判 決 で 聴 聞 会 開 始

・フ ラ ン ス周 辺 装 置 業 界
,政 府 の 音 頭 でCPEと 呼 ば

れ る グル ー プ を結 成

・下 院 に プ ラ イバ シー 法(HR10610)提 出 さ る

・中国 コ ン ピュ ー タ視 察 団訪 米

【11月 】IBM/Telex原 判 決 に 対 し,S,ク リス テ ンセ ン

判 事 は修 正 判 決 を出 す

・司 法 省 ,IBM独 禁 係 争 審 理 開 始 は74年10月 と発 表

・PltueyBowes -Alpex ,POS事 業 か ら撤 退

・CDC/ソ 連 科 学 技 術 委 員 会
,広 範 囲 な技 術 協 力 を結

ぶ

・Honeywell
,GEの プ ロ セ ス ・コ ン トロー ル ・コ ン

ピュ ー タ部 門 を買 収

【12月 】HuClsonGenera1,MarshallIndustries,

Memorex,相 次 い でIBMを 独 禁 法 違 反 で提 訴

【1月 】IBM,DOS/VSリ リ ース29発 表

・Graphnet社 の パ ケ ッ ト交 換 シ ステ ム 認 可 さる

【1月】ソフ トウェア技術研究組 合,ORお よび事業処

理分野の グル ープ結成
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海 外

・Unidata
,第1号 機7720発 表

・TCTS(TransCanadaTelephoneSystem),新 し

い デ ジ タル 交 換 サ ー ビス 発表

・Univac
,3330タ イ プ ・デ ィス クU8430発 表

・ThomasJ .WatosnJr,(IBM幹 部 会 会 長)引 退,

Watson家,IBMの 経 営 か ら手 を引 く

・SBC(ServiceBureauCorp .),TSSサ ー ビ ス

Call/370を ロ ン ドンに 拡張

・Tymshare社
,英 国 でTSS開 始

【2月 】Xerox,仮 想 記 憶 の 中型 機,550お よび560を 発

表

・MDS ,デ ィス ク工 場 閉 鎖,3330プ ラ グ ・コ ンパ テ ィ

ブ ル ・ビ ジ ネ スか ら撤 退

・ICL ,小 型 機1901T,1902T発 表

・CIIの 内紛,Thomson/CSFとCGEが 対 立

・第 三 者 リー スの 大 手ltel社
,360リ ー ス ・ビジ ネ ス か

ら撤 退

・IBM
,対Telex係 争 で デ ンバ ー の第10回 巡 回控 訴裁

に控 訴

【3月 】IBM,WTCを 分 割

・MCI ,AT&Tを 独 禁 法 違 反 で シ カ ゴ連 邦 地 裁 に提 訴

・IBM
,3340の 固 定 ヘ ッ ド ・バ ー ジ ョン,3348モ デ

ル70F発 表

・AT&T ,MCIを 反 訴

・WTCI(WestrenTele-Communications ,Inc.),

SCCと して 認 可 され る

・CAPフ ラ ン ス とSogeti ,合 併 会 社 設 立 で 合意,事

実 上 の 合 併 へ

・ア メ リ カ,東 欧 へ の 輸 出規 制 緩 和,フ ェ ー ズ1を

認 可

・ポ ー ラ ン ド最 大 のTSS「 シ フ ロ ネ ッ ト」稼 動,ベ ー

ス はCyber72

・DEC ,マ イ ク ロ プ ロ セ ッサ ー ・シ リー ズ(MPS)

PDP-8/A発 表

・台 湾 初 の 商 用 オ ン ラ イ ン ・リ ア ル タ イ ム ・シ ス テ

ム,CAL(ChinaAirLines)で 稼 動

・ニ ク ソ ン大統 領 ,プ ラ イバ シー 委員 会 の設 置 を発表

・国 連
,プ ライ バ シー 報告 書 ま と め る

【4月]HIS,60シ リー ズ 発表

・AT&TとGTE ,国 内通 信 衛 星 シ ス テ ムで 提 携

・FCC ,AT&Tに 相 互 接続 を 命令

・CDC
,Cyber/70シ リー ズ お よ びIBMの3330の プ ラ

グ ・コ ンパ テ ィブ ル ・デ ィス ク33302を 発 表

・GE ,MARK・ 田 サ ー ビス を ア イル ラ ン ド,フ ィ ン

ラ ン ド,ノ ル ウ ェ ー に拡 張

・AmericanRegitel ,GeneralInstruments社 に 吸 収 さ

れ る

・Honeywell ,60シ リー ズ を発 表

・NCR,Century50Mod1を 発 表

【5月 】CDC,値 上 げ発 表
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日 本

・総合研究開発機構設立

・日本電 気,米 デ ィジタル ・コ ミュニケー ション社

の株式取得

・ミロク経理,米Comshareか らTSS技 術導入認 可。

ミロク ・コムシェア設立

【2月】富士通,フ ァコム ・コリア設立

・ソ フ トウェア ・モ ジュール研 究組合,5グ ルー プ

結成,連 絡協議会発 足

・電気通信産業連盟発足

・高千穂バ ロース に米BurrOughsが50%資 本参加

・日本IBM,財 務内容公開

・中央電子,CEC555発 売

【3月 】シャープ ・ター ミナル ・シス テム設立

・太 陽神戸銀 行,旧 太陽,旧 神戸両 コ ンピュ丁 タ ・

システムを結合

・郵政省,通 信白書発表

・日電東芝情報 システム設立

【4月 】東芝,ミ ニ コンTOSBAC40N発 売

・三菱事務機械,FACOM機 販売開始

・早大 ,シ ステム科学研究所(前,生 研)発 足

・商業帳簿マイクロ写真化含む商法改正を可決

・システムエンジニア リング,TSSサ ービス開始

【5月 】日電,東 芝,,ACOSシ リーズ77発 表。 シス テ

ム200,300,400の3機 種

・三菱 ・沖,COSMOシ リーズ ・モデル700発 表

・情報機器専門商社懇談会発 足

・日本IBM,CALL370開 始

・日本電子機械工業会(前 ・電子機械工業会 〉設立

・全商運,記 帳機械 化事業推 進,政 府 補助で レンタ

ルバ ック機 を全国の商工会 に設置へ

・鉄 鋼連盟,鉄 鋼情報 システム開発

【6月】自動計測技術研究組合発足

・日本 フォーム印刷協議会発足

・社会党,プ ライバ シー 保護政策要綱 まとむ

・行 管庁長官 ,行 政監 理委員 会に プライバ シー保護

対策の あり方諮問

・富士通 ・日立,フ ァコム ・ハ イタック設立

・日本NCR,セ ンチ ュリー151発 売

【7月1電 子計算機 の技術導入,完 全 自由化

・沖 ・日本 ユ ニパ ック ・沖ユ ニパ ック,OUKシ リー

ズ90発 売

・医療情報 システム開発 セ ンター発足

・高千穂バロース,B1718発 売

【8月 】電子計算機の製造 ・販売業,50%資 本 自由化

・通産省,情 報化保険制度案固める

・El本電気,日 電 コンピュータ販売設立

・富士通 ,FACOMVO発 売

・インテ ック,公衆回線利用のTSSサ ービス開始

・日本NCR ,セ ンチュ リー201発 売

【9月 】高千穂 交易,漢 字処理 システムT5100発 売



世界のコンピュータ産業総合年表

年 海 外 日 本

(1974) ・NCR
,Centurvl51,同201を 発 表v

・日本NCR
,セ ンチ ュ リ ー350発 売

・(第2回)NCC
,シ カ ゴ で開 催 さる(6日 ～10日) ・日本IBM ,シ ス テム3モ デ ル8発 売

・DEC ,PDP-11/05S発 表,同11/35S発 表 ・三菱総 合研究所,TSSサ ービス開始

・Univac ,ソ 連と科学 技術協力協定締結 ・東京証券取引所,株 価 システム稼動

・Telenetの パ ケ ッ ト通 信 網 認 可 され る ・関 東 地 区 コ ン ピュ ー タ ・サ ー ビ ス ・ネ ッ トワ ー ク発 足

・H-P ,新 シ リー ズ ・ ミニ コ ン ピュ ー タ21MX2種 ・日電,日 本電気情報サービス設立

発表 ・東芝,国 際基督教大学 と漢字CAI開 発,稼 動

【6月 】DEC,シ テ ム10にVS機 能 ・産構 審 ・情報 産業部会,情 報 化 ・情 報産業 の あ り

・Univac
,90/30発 表

・NPL(英 国 立 物 理 研 究 所)の コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ ト

ワー ク と フ ラ ン ス の ネ ッ トワー クCycladesが 接 続

実 験

・Nixdorf
,キ ー ・ツ ー ・デ ィス ク専 門 メ ー カー,En-

trexか ら生 産権 を買 収

・Burroughs
,L6000で4機 種,L8000で2機 種 発 表

・AFIPS,プ ラ イバ シー保 護 特 別 委 員 会 新設

・ア ー ビ ン上 院議 員
,同 氏 の プ ラ イバ シー 法案 を修 正

・GSA ,プ ラ イバ シ ー保 護 論 の あお りでFEDNET計

画 を 中止

・上 院 独 占禁 止 小 委 員 会(ハ ー ト小 委 員 会)
,AT&T独

占 問 題 を 討議

・イ ギ リ ス コ ン ピ ュ ー タ学 会
,プ ラ イバ シー 保 護 法

の 必 要性 を強 調

・Memorex
,MRX40,50す べ て(20台)をAUC

(AmericanUsedComputer)に 売 却

・SPCC
,SCCと して認 可 され る

【7月 】IBM,Comsatと 提 携 して 国 内 通 信 衛 星 市 場 進

出 計 画 を発 表

・WU,国 内 衛 星 通 信 サ ー ビスWesterIの サ ー ビ ス

開 始

・産 業 再 編 成 法案(IRA-Sll67)の 聴 聞 会 開 始

・Univac
,アエ ロ7ロ ー ト航 空 の予 約 シ ス テム 受 注

・西 ドイ ツSiemens,TelefunkenComputerAGを 吸

収

【8月]IBM,ジ ェ ネ ラ ル ・シス テ ム ズ事 業 部 へ 大 幅

権 限 移 行 を発表

・ア ム ダ ール(AmdahlCorp .社長),会 長 に退 く

・ForroPrecision社
,IBMを 独 禁法 違 反 で提 訴

【9月 】連 邦 取 引委 員 会(FTC),IBMの 国 内 通 信 衛星

進 出 を非 難

・GSA ,プ ラ イバ シ ー保 護監 視 委 員 会 新 設

・Burroughs ,B7700(4機 種),B4700(3機 種)発 表

・DPE,IBMを 独 禁 法違 反 で提 訴

・TSSユ ー ザ ー協 会
,ACTSU設 立

・lBM
,SNA発 表

・IBM
,シ ス テム3/モ デル8発 表

【10月 】FBI・NCICの コ ン ピ ュ ー タ 犯 罪 用 シ ス テ ム

(CCH)メ ッセ ー ジ 交換 機 能 追 加 申 請 に非 難 高 ま る

・オ イル ・ダ ラー のIBM株 買 収 取 沙 汰 され る

・フ ラ ン ス,情 報局 を解 体

方 と施策について中間答申

・理経,ミ ニ コンTSSのRSTS/E発 売

・日本IBM ,SNA(シ ステム・ネッ トワーク体系)発 表

・三菱電機,MELCOM80モ デル31発 売

【10月】三菱 ・沖,メ ル コム ・オキ タック ・シス テム

ズ設立

・富 士銀行 ・幸 福相互銀行 が預 金オ ンラ イン業務 提

携 を計画,大 蔵省 に申請

・日電 ・ミニ コンNEAC3200モ デル70発 表

【11月】日本NCR,ミ ニ コンNCR299発 表

・ミロ ク ・コムシェア,TSSサ ー ビス開始

・気象庁,地域 気象観測 データ通信 システム完成

・日電,東 芝ACOSシ リー ズ77シ ステム600,700発

表

・富士通 ・日立,Mシ リーズM190,M180発 売

・日本IBM ,通信衛星に よる保守 用技術情報 シス テム

の運用開始

・日電,16ビ ッ ト・マイクロコンピュータを発表

・米IBM ,東 京証券取引所上場認可

・電総研 ,パ ターン情報処理研究 システム公 開

【12月】情報処理サー ビス業の50%資 本 自由化

・集積 回路の資本ユ00%自 由化

・集積 回路,輸 入 自由化

・パ ナフ ァコム,産 業用PANAFACOM・U300-400

発売

・米 スペ リーラン ド,ITT東 京証券取 引所上場

・日電 ,日 本 ター ミナル販売設立
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・イギ リスICL ,ニ ュ ー レイ ン ジ2900発 表

・TRW ,POS事 業 に進 出

・DEC
,シ ス テ ム10で2機 種 発 表

・WU
,国 内 通 信 衛星,WesterH打 上 げ

・IBM ,3850マ ス ・ス トレー ジ ・シス テ ム発 表

【11月 】FBI,NCICのCCHメ ッセ ー ジ 交 換追 加 計 画 中

止

・司 法 省
,AT&Tを 独 禁 法 違 反 で 告 訴

・ ア メ リ カ 上 ・下 院 で 各 々 の プ ラ イ バ シ ー 法 案

(HRI6373,S3418)可 決

・MemoryTechnology
,独 禁 法 違 反 でIBMを 告 訴

【12月 】フ ォー ド大統 領,プ ラ イバ シー法 にサ イ ン

・フ ラ ン ス
,ジ ス カ ー ル デ ス タ ン大 統 領,CII援 助 を

発 表

【1月 】FCC,IBMのDomsat事 業 申請 却 下

・SandarsAssociates
,IBMを 独 禁 法 違 反 で 告 訴

・WilliamMarion
,IBMを 独 禁 法 違 反 で告 訴(2月

示 談)

・IBM ,System/32発 売

・IBM/Telex係 争 でIBM勝 訴(控 訴 審)

・Honeywell
,66/10,68/60を 発 表

【2月 】EC委 員 会,デ ー タ処 理 優 先 プ ロ ジ ェ ク ト第1

次提 案 ま とめ る

・CDC ,Plessey,ICL,Nixdorf合 弁 でStak社 を フ ラ

ンク フル トに 設立

・NCR210お よ び255POSタ ー ミナル 発 表

・Burroughs
,GraphicSciencesを 買 収

・Burroughs ,B720シ リー ズ と して721,723をB700の

エ ン トリ ー ・レベ ル ・モ デ ル と して702,704,709,

713を 発表

【3月 】IBM,FSコ ー ドの 破棄 発表

・IBM
,158,168機 能 拡 張(158¶,]68一 田)

・Regnecentralen
,RC8000を 発 表 して,本 体 事 業 に復帰

・ス イ ス ・ユ ニ オ ン銀 行
,シ ス テ ム 開 発 失 敗 を理 由

にCDC告 訴

・Univac ,8433ダ ブ ル デ ン シ テ ィ・デ ィ ス ク 発 表(33

30-11型)

・Univac ,1100/20,40大 型 機 発 表

【4月 】IBM,レ ーザ ー利 用 の 超 高 速 プ リ ン ター3800発

表

・Saab-Univac設 立

・CDC-Honeywell
,合 弁 でMagneticPeripherals,lnc,

を設 立

・Xerox
,SigmagMPの 販 売 開 始

・HoskynsGroup
1米MartinMariettaに 買 収 さ る

【5月 】IBM/司 法 省裁 判 開始

・CII ,Honeywell-Bulk,合 併 で 合 意

・CDC
,IBM3850対 抗 マ ス ス トレー ジ38500発 表

【6月 】Burroughs,B6738発 表

・Burrcughs新 デ ー タ通信 方 式BDLC発 表
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日 本

【3月 】日本IBM,シ ステム32発 表

【4月 】日本IBM,シ ス テム370-158M,168田,レ ー

ザー ・プリンター3800発 表

・国立市 は全国で も初 のプ ライバ シー保護 をね らっ

た 「電算機運営条例」 を制定

・公社の専用回線使用料金の値上げ認可

・日本周 辺機 はIBM3340ウ ィンチ ェスター ・デ ィス

クとコンパ ティブルな「NP20シ リーズ」を開発

【5月】富士通,FACOM230-38Sを 開発

・富士通,日 立製作所 はMシ リーズの新 モデルM160 ,

170の2機 種を発表

【6月】日本 電気 と東 芝 はACOSシ リーズ77の 新モ デ

ル 「システム500」 を発表

【7月】郵政省,電 子郵便導入の ための研究会発足

【9月】日本経 済新聞社 データバ ンク局は ミク ロ経済

分 析 シ ス テ ム 「NEEDS・TS/1」 を 完 成,Bur・

roughsB6700に よるTSSサ ー ビスで一 般ユ ーザ ー

への本格サ ービス開始

・次世代 コンピュー タ開発計画 がまとまる

・通産省,超LSI開 発に補助金交付 を計画

【10月】富 士通,日 立,新 シ リーズM180n,M160n

を発売

・日本電 子計算 は同社のTSSに 計算 ・情 報検索 サー

ビス以外 に情報提供サー ビスを開始

【12月】コンピュータ産業の100%資 本 自由化 を実施

・日本 情報 セン ター 協会 「情報処理サー ビス業の プ

ライバ シー保護体制(中 間報告)」 をま とめ る

・電子計 算機の100%輸 入自由化実施

・電通 は米GEと 合弁のTSS会 社 「電通 国際情報サー

ビス」(資 本金4.5億 円)設 立
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年 海 外 日 本

(1975) ・Amdahl
,IBMコ ンパ テ ィ ブ ルCPUの470V/6第1

号機出荷

【7月 】IBM,3340,3350デ ィス ク発 表

・IBM370/115 ,125CPU値 下 げ

・IBM3760でKTD初 進 出

・Xerox ,本 体事業 か ら撤退 を発表

【8月 】Honeywell,中 古 シ ス テ ム に ソ フ ト譲 渡 禁 止 条

項適用

【9月 】Telex,対IBM独 禁法裁判 で上告取下 げ

・Telenetサ ー ビス 開 始

・Philips ,Unidataか ら撤 退,汎 用 事 業 か ら も撤 退

・Unidata崩 壊

・Thomson ,Telemechanique両 社 コ ン ピ ュー ター事 業

合併を公表

・IBM ,5100発 表

・IBM/Comsatプ ラ ンAetnaLife&Casualtyが 参

加,SBS設 立

・ICL
,CPLに 正 式 参 加

・フ ラ ン ス
,Micheld'Ornano産 業相,ミ ニ コ ン&周

辺機器業界統合計画打ち出す

【10月 】Burroughs,高 千 穂 バ ロ ー ス の 持 株 比 率 を95%

に

・Honeywell ,Xeroxの サ ー ビ ス お よ び販 売 事 業 を引

き継 ぐことで 基本的合意

・Univac中 型 機1100/10発 表

【11月 】CII,Honeywell-Bull合 併 に正 式 調 印

【12月 】CDC.イ ラ ンで ジ ョ イ ン トベ ンチ ャ ー

・Burroughs"800"フ ァ ミリ ー7機 種 お よ びB37210

発表

・イギ リスでプライバ シー白書発行 され る

・Singer
,EDP分 野 か ら撤 退 を発 表

ユ976 【1月 】Honeywell,レ ベ ル6ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ3機 種 【1月】三菱事務機械 はFACOM・Mシ リー ズを販 売す

発表 ることで富士通 と合意

・Burroughs
,Redactron買 収 ・日本 電気 と東芝 は超LSIの 共 同開発体 制 を固 める

・Siemens
,ユ ニ デ ー タ か ら引 き継 い だ7000シ リー ズ 【2月】超LSI開 発 プロジェク トに参加す る7社 の共同

で 新 モ デ ル7,722と7.730の 強 化 機 種 を発 表 研 究所 が川崎 市 ・宮崎 台に ある 日本電 気中央研究

【2月 】HISに 対 す るGEの 持株 が18.5%か ら11.7%に 所内に設立決定

減少 ・富士通 のスペインでの合併会社,富 士通 イスパニ ア
・イ ギ リスICL ,モ デ ル2903/20発 表 の100%株 式保有が正式に認可

・CSC
,Infonetサ ー ビス を 欧州 に拡 張 【3月 】特 許庁 はソフ トウェアが特 許権 と して成立す

・IBM ,独 占禁 止 法 係 争 でSymbolicControl,Inc.に る 「審査基準」 をまとめ た

勝 訴

・IBM
,370/168APシ ス テ ム を発 表

【3月 】CDC,ICLとControlDataset設 立 で合 意

・Honeywell-Bull
,MPIに 参 加

・西 ドイ ツ政 府
,第3次 情 報 処 理 振 興 政策 を開 始

・イ ギ リスICL
,モ デ ル2960発 表

・イ ギ リスICL
,SingerBMD海 外 部 門 買 収

・CCITTで パ ケ ッ ト交 換 プ ロ トコ ル 標 準 化 案 採 択 さ

る(X25)

・全 銀協 は国際的 なデー タ通信網(為 替 交換)で あ

るSWIFTに 加盟 を発表,78年 にオ ンライン網 に組

み込まれる予定

・超エル ・エス ・アイ技術研究組合発足

・電子計算 機利用 高度化 計画,情 報処理振興審 議会

で了承 さる

・富士通 ,日立,三 菱電機 の合弁 会社 コ ンピュー タ総

合研究所(CDL)は,4月1日 までに川崎分室,武 蔵

分室,伊 丹分室 を開設 し,この3研 究室 に90人 の技
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・「76年 消 費 者 通 信 改 革 法 案 」 が 下 院 に提 出 さ る

・連 邦 最 高 裁 ,コ ン ピ ュ ー タ ・プ ロ グ ラ ム 特 許 申請

を却下

【4月 】Burroughs,B730シ リ ー ズ 発 表,B7700シ リー

ズ に4機 種 追 加

・CDC ,コ ン ピュ ー タ ・ベ ー ス 教 育 シ ス テ ムPLATO

発 表

・IBM
,独 禁 法 係 争 でVIPSystem,Inc.と 示 談

【5月 】NCR,Criterionシ リー ズ 発 表

・IBM
,370の メ モ リー大 幅値 下 げ

・イギ リスICL ,モ デ ル2904発 表

【6月 】フ ラ ンスSligos株 の20%をTymshareが 獲 得

・イギ リスICL ,モ デ ル2976発 表

・カナ ダの 国 策 周 辺 端 末 メー カーCCIに 富 士通 が技 術

供与

・SperryUnivac,NCCで 大 型 コ ン ピュ ー タ90/80

発表

・IBM ,OS/VS2,リ リー ス3.7発 表

・CDC
,CMIと 提 携

【7月 】IBM,370/138,148発 表

・西 ドイ ツSiernens,ニ ュ ー モ デ ル7.738,7.748を

発 表

・フ ラ ン ス政 府,プ ラ イバ シー 保 護 法案 を承 認

・フ ラ ン ス
,CII-HB発 足

・フ ラ ンスCII-HB,ニ ュ ー ・モ デ ル7730,7735発 表

・イギ リスICL ,Singer子 会 社C。gar社 を 吸収

・欧 州 の ネ ッ トワー クEIN'稼 動 開 始

・イ ン ドネ シア ,静 止 衛 星 打 上 げ,4番 目の 保有 国 に

・ソ連RYADの 最 大 機 種ES1060生 産 開始

・CMI
,財 政 危 機 でCDCと の契 約 ご破 算 に

【8月 】Wyly,AT&Tを 独 禁 法 違 反 で提 訴

・FCC ,第2次 コン ピ ュー タ/通 信 調 査 に 着 手

・Amdahl
、株 式 公 開 に 成功

【9月 】元Burroughs副 社 長 のC.E.Exley氏NCR社 長 に

就 任

・フ ラ ン ス,CII-HB ,X4/X5をY4/Y5に 改 称,

開発 続 行 を打 ち出 す

・フ ラ ン ス ,CII-HB,次 期 統 一 シ リー ズUnisys構 想

を発 表

・ フ ラ ン スHBNetworkInformationServices設 立,

Marknlを マ ー ケ テ ィ ン グ

・オ ラ ン ダPhilips ,ワ ー ド・プ ロセ ッサ ー ・フ ァ ミリー

のWP5000シ リ ー ズ発 表

・イ ラ ンのIEIとCDCが ター ミナ ル 事 業 で 合 弁 会 社

CTI設 立 発表

・ソ連 イ ン ツ ー リス ト向 けIBM370/145に ア メ リ カ政

府 の 正式 認 可

・CDC ,CybernetにStar100投 入

・Amdahl 、カナ ダ にAmdahlLtd.設 立

【10月 】西 ドイ ツSlemens,ニ ュ ー ・モ デ ル7.767発 表
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Eヨ 本

術者 を配置 し,超LSIの 開発 を開始

・郵政省 は国際航空通信協同体(SITA)加 盟航空会

社 か ら申請 が出て いた国際特定 通信回線 の共同使

用 を認可

・三菱電 機 と沖 電気 はCOSMOシ リー ズの最上位機

種モデル900(512K～4MB>を 発売

・日電東芝情 報 シス テム(NTIS>は 超LSI開 発の研

究所を設 立

・日本電 気,東 芝 の両社 はACOSシ リー ズ77の 超大

型モ デル800/900の2機 種を発表

【5月 】日立製作所 は米CDCとIBM3770シ リーズ相 当

のター ミナルの共同開発を開始

【7月 】富士 通 はカナ ダ政府 との間 でカナ ダの国策 コ

ンピュー タ周辺機会 社CCIの 株式330万 株 を取 得す

る契約に調印

・産 業構造審議 会情報 産業部会 は昭和60年 度にお け

るわが国の情 報化 および情報 産業の計量予測 結果

を発表

・郵政省 特定通信 回線の他 人使 用の基準 を改正 し,

情報処理 業者の業務の制限 を大幅に緩和

【10月】日本情報 セ ンター協会 「情報処理 産業倫理綱

領」ま とめる

【11月】三 菱 電機 と沖電 気工 業 はCOSMO700の バ ー

ジ ョンア ップ ・モデル700H(256K～3MB)を 発

売

・富 士 通 はAmdahl社 と 合 弁 で バー ミューダ島に

「AmdahlInternational」 を設立

・CDC・DSFEはKDDに 対 して東京一 サ ンフ ランシ

スコ間の国際専用 回線の使用申請

・丸紅 と米Tymshare社 は情報処 理サー ビス を日本 で

合弁 で行 うことに合意

・東 芝 はコ ンピュー タ ・ネ ッ トワー ク体系 「ANSA」

(AdvancedNetworkSystemArchitecture)を 発

表

・日本 電 気 は コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク 体 系

「DINA」(DistributedInformation・processing

NetworkArchitecture)を 発表



世界のコンピュータ産業総合年表

年 海 外 日 本

(1976) ・IBM
,370/ユ58AP発 表

・中 国 へ のCDCCyber172輸 出
,ア メ リ カ政 府 が認 可

・ltel .NationalSemicon.と 提 携 しASシ リー ズ2機

種6モ デル発表

【11月】Univac,1100/80お よびDCAコ ン セ プ ト発表

・A・ndahl ,富 士 通,合 弁 でAmdahlInternational設 立

・IBM
,新SNAを 発 表

・IBM ,Series/1ミ ニ コ ン発 表

・FCC
,AT&TのDataspeed40/4認 可

・Amdahl ,ユ ーザ ー ・グル ー プ第1回 会 合

・CCPA(ア メリカ関税特許控 訴裁),ソ フ トウェア

は特許 の対象 になりうるとの判決

【12月 】CDC,370/145エ ミュ レー ター 販 売 権 に 関 し
.

IPLSystemと 契 約

・東 ドイ ツRobotron
,次 世 代 機ES1055開 発 計 画 を表

明

・370/138出 荷 開始

]977 【1月 】FCC、SBS(SateUiteBusinessSystems)の 国 【1月 】日立製 作所 と富 士 通 は新 シ リーズ の 中型 機

内衛星通信サ ービスを認可 M150発 売

・西独連邦議会,プ ライバ シー保護法 を可決 ・富士通はオ フィス ・コンを含む小型機Vシ リーズの

・カーター大統領,新閣僚に4名 のIBM関 係者 を登用 新 しい3機 種 を発売

・Burroughs
,小 型 デ ィ ス ク ・ベ ー スのB800を 発 表 【2月 】郵政省 は簡易保険 オンラインを14日 か ら東京,

・Univac
,小 型 ビジ ネ ス機BC・7発 表 神奈川の10郵 便局 と東 日本の3地 方 簡易局で開始,

・Honeywell
,ネ ッ トワ ー ク ・ア ー キ テ ク チ ャ ーDSE 5年 間で全 システム完成

を発表 【3月 】兼松 ニ クス ドル フ ・コ ンピュー タは分散処 理

・NCR
,マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ7200モ デルIV発 表 志 向 の コ ン ピ ュー タ・ネ ッ トワー ク 「NCN」 を発 表

・Honeywell ,6/43,64/30,64/50,64/60,66/85発 ・電 電 公 社 のDCNAに 対 応 して 富 士 通/日 立 は

表 MSNA,沖 はDONAを 発表

【2月 】CalCompの 対IBM独 禁法提訴却下 【4月】富士通 はMシ リーズの最上位機種M190H(仮

・GEは オ ラ ンダの ア ム ステ ル ダ ム郊 外 にMark田 タイ

ム シ ェア リ ン グ ・サ ー ビス ・セ ンタ ー を完 成

・イ ギ リス 企 業 庁(NEB)は イ ギ リス 製 ソ フ トウェ

ア を ア メ リ カ,日 本 な ど を 中心 に 輸 出 す る会 社ln-

sacDataSystemsLtd.を 創 立

・Amdahl社470V/6-[発 表

・Burroughs
,大 型 機B7800発 表

・Univac
,90/25発 表

・IBM
,自 社 株400万 株(発 行 株 式 の2.7%)を 公 開買

い 付 け

・HIS
,Xeroxマ シ ン にハ ー ド/ソ フ トのエ ンハ ン ス メ

ン ト発 表

【3月 】IBM自 社 株 購 入 は255万 株 にお わ る

・lBM ,超 大 型 機3033を 発 表 。 同時 に370も 値 下 げ

・Univac
,VarianDataMachinesの 買 収 交 渉 を進 め

る

・Burroughs
,ミ ラ ビ ト氏 を 次期 会 長 と し て非 公 式 に

指 定

・DEC
,中 型機PDP-11/60発 表

・Amdahl470V/6値 下 げ,470V/5,V/7発 表

称)の 国内営業活動開始

・通産省 は 「電子計算機 シス テム安 全対策 規準」 ま

とめる

・郵政省 「情報通信業実態調査」 まとめ る

・ンヤーフ,ア メ リカZilog社 と技術提携

・電電公社 は光露光方式に よって1チ ップ64Kビ ッ ト

の超LSIメ モ リーの開発 に成功

・El本 電気 は北 アメ リカ地域 にお けるコ ンピュー タ

販売会社 「NECイ ンフォメーシ ョン ・システ ムズ」

(NECIS)を 設立

【5月 】富 士通/日 立 はMシ リーズ の中,小 型 モデ ル

M140,Ml30の2機 種発表

・富士通,コ ミュニケー ション ・ネ ッ トワーク ・アー

キテクチャー 「FNA」 発表

・超 エル ・エス ・アイ技術研究組合「可 変寸法矩(く)

形 ビーム方式」と称 する電子 ビーム露光法 を開発

・富士通 はMシ リーズの下位3機 種 ,M160,140,

130でIBM並 みの本格的 なア ンバ ン ドリングに踏 み

切 る

・三 菱電機 はデー タ通信 のための ネ ッ トワーク体系

「MNA」 を発表
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年

(1977)

海 トタ

・CDC ,Plato用 新 タ ー ミナ ル 発表,Cyber171(中 型),

176(超 大 型)発 表

【4月 】Nixdorf,ア メ リカ の ター ミナ ル ・メ ー カ ーEn・

trex買 収 で合 意

・BurroughsBSPの 概 要 明 らか に さ る。B7811発 表,

B7765,7821値 下 げ(20～26%)

・NCR ,N-8350,N-8450,N-8560,V-8560発 表

・HIS
,Honeywellの 完 全 子 会 社 に

・イギ リスNEB(NationalEnterpriseBoard)は,ソ フ

トウ ェ ア 輸 出 振 興 策 の 第 一 番 手 と してCAPの 株

29.9%を 約100万 ドル で 購入

・IBM
,370CPU買 取 り価 格,メ モ リー の レ ン タル ・

リ ー ス価 格 値 下 げ

・IBM
,OSIVSの リ リー ス3を 発 表

・IBM ,リ ー シ ン グ契 約 を標 準 契 約 と して一 本 化

・IBM
,シ ス テム/34を 発 表

【5月 】IBM,DOS/VSリ リ ー ス34の 発 表 でMVS/SE

と 同 様 の プ ロ グ ラ ム ・プ ロ ダ ク ツ に よ る価 格 有 償

化策 を打 ち 出 す

・NCR ,1-8230発 表

・IBM370/115 ,125レ ンタ ル,リ ー ス値 下 げ

・CDC ,Omegaラ イ ン480-1,480-2を 発 表,ブ ラ

コ ンCPU事 業 に参 入

・CDC
,NCR,の 合 弁,ASLの 解 体報 じ られ る

・CDC
,Cyber18に 初 の ア プ リケ ー シ ョン ・パ ッケ ー

ジ発 表

・CDC ,組 織 再 編

・Univac
,1100/10,90/60,90/30,90/30B,90/25

値下 げ。1100/10の 新パ ッケ ー ジ ・シ ス テ ム発 表

【6月 】フ ラ ンス政 府 は向 こ う5カ 年 間 に1億2,000万

ドル をつ ぎ込 み,コ ンピュ ータ と周辺 機 器 産 業 を支 援

・西 ドイ ツSiemens社 ,ア メ リカ市 場 参 入 きめ る

・Burroughs ,IBMに 対 抗 してB1700,1800,2802,

2803,6811,6812値 下 げ,6807を 機 能強 化 し値 下 げ,

B2810,2815,6803,6805発 表

・Univac
,VarianDataMachines社 の 吸 収 合 併 を 完

了

・NCRがCDCコ ン ピュ ー タ部 門買 収 の 噂

・CDCCyber76の ソ 連 へ の 輸 出 申 請 を め ぐ り政 府 部

内 で激 論

・NCR ,SWIFTイ ンタ フ ェ ー ス ・デバ イ ス発 表

【7月 】控 訴裁,MCIのExec皿etサ ー ビ ス を認 可

・CDC
,Cyber172を ソ連 お よ び チ ェ コの 両 国 か ら各

1台 受 注

・この 頃 よ りHIS66/85の 製 品化 が疑 問 視 さ る

・Burroughs
、B3800の 新 機 種B3834,B3835発 表

・ltel ,日 立 と提 携

【8月 】NCR,ネ ッ トワー キ ング/デ ィス トリビ ュー テ ッ

ド・プ ロ セ ッシ ン グ ・コ ン セ プ トNCR/DNAを 発 表

・Intel社 とPhilips(子 会 社Signetics社)が 提携
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日 本

・電電 公社,新 デー タ網 サー ビス(DDX)を79年 上期

か ら東京,大 阪,横 浜,名 古屋 で開始 すると発表(回

線交換サー ビスとパケ ッ ト交換 サー ビス)

【7月 】日立製作所,ア メ リカItelと 共 同で大型 コン

ピュー タを開発,そ の製造 を担当す ると発表

・アメ リカltelは日本 に子会 社 「日本 ア イテル」(資

本金4,000万 円 〉を設立

・日本周辺機 はrBM3344コ ンパ テ ィブ ルのデ ィス ク

「NP24デ ータ ・モ ジュール型装置」 を開発

【9月 】郵政省 は電電公社,KDDか ら認可 申請の あっ

たCDC/DSFEの 回線共 同利用 を認可

・富士通 はオ ン ライン ・データベース用 ソフ トウェ

ア 「AIM」 を有償で提供 開始

・富士通 はスペ イ ン国立電話会 社向 けに超大型 コ ン

ピュー タFACOMMI90,1台 を出荷,Mの 輸出 はこ

れが初めて

・日立 はHNAに 基づ くター ミナ ル 「Lシ リーズ」 を

開 発,そ の第 一弾 と してL320シ ステ ム を発売,

CDCと の共 同開発の成果で もある

【10月】富士通,サ ウジア ラ ビア に合 弁で サー ビス会

社ARACOMを 設立すると発表

・国産 コンピュー タ業 界,通 産 省 にコ ンピュー タ関

税 引き下 げ反対の要望提 出

・電電 公社,不 振の データ通 信部 門の立 て直 し策 発

表

【12】通産省,"ポ ス ト機 電法"と して 「機 情法」の内

容 をまとめる

・国産 メーカー6社,ア ンバ ン ドリン グ制移行 を決

定

・日本IBMのTSSコ ール370に 日経新 聞の経 済デー タ

バ ンクNEEDSの データがの る

・コ ンピュータ,周 辺機器の輸入関税引 き下 げ



年

(1977)

海 外

・IBM対Greyhound
,再 審 決 定

・CDC ,Omega出 荷 開始

・CDC
,ユ ー ゴ ス ラ ビア のlskraZPと 提 携

・HIS
,TPE-ll有 料 化 でOSア ンバ ン ドリ ン グの 方

向へ

【9月 】Univac,AmericanSatelliteと 高 周 波 衛 星 通 信

サ ー ビス 導 入 契 約

・Univac ,IBM370か ら90/80へ の コ ン バ ー ジ ョ ン ・

エ イズ 発 表

・NCR ,8000シ リー ズ の 第11番 目 の モ デ ル と して1-

8430を 発表

・Burroughs ,AFP(AttachedFortranProcessor)発 表

・IBM
,イ ン ド,ナ イ ジ ェ リ ア,イ ン ドネ シ アな どで

子 会 社 に 現地 資 本 参 加 要 求 をつ きつ け られ る

【10月】CDCと ソ連 が現 地 生 産 で 合 意

・SiemensがAdvancedMicroDevices社 と 合 弁 で ア

メ リカ で マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ生 産

・フ ラン ス下 院 で プ ラ イバ シー 法 案 通過

・IBM
,大 型 プロ セ ッサ ー2種(3031,3032)発 表

・BurroughsB6817発 表(IBM3031対 抗)

・CDC
,6/250bpiの テ ー プ シ ス テ ムCDC677,679発

表 。STAR-100の 機 能 強 化 発表

・NCR
,1-8130,1-8150発 表

・Itel ,AS/6発 表

・Amdahl470V/5出 荷 開 始

・MagnusonSystems設 立

【11月 】IBM,イ ン ドか ら撤 退

・ス ウェ ー デ ンで 国 産 コ ン ピ ュ ー タ産 業 の再 編
,2

大 メー カ ー が合 併 して,新 た に国 策 メー カー と して

発 足

・カナ ダで プ ラ イバ シー法 成 立

・イギ リス ,フ ラ ンス でIC産 業 育 成 策 を 政 府 が発 表

・NCR
,8000シ リー ズ を拡 張,V-8580,8590を 発 表,

V-8600構 想 を発 表

・最 高 裁
,AT&Tの 出 して い た 司 法 省 提 訴 独 禁 法 係 争

に対 す る棄 却 要 請 を却 下 。 訴 件 は公 判 入 り確 定

・Burroughs
,B80に20と60の サ ブ モ デ ル追 加 。 ミ ラ

ビ ト社 長(62歳)会 長 就 任 決 定(就 任 は78年1月1

日付)

・Univac ,1100/80,1100/83,1100/84,90/80-2,

90/80-3発 表

・HIS
,レ ベ ル68/DPS発 表

・Itel,AS/5モ デ ル7031発 表

【12月 】IBM,中 国銀 行 か ら2,000万 ドル の 受 注

・IBM ,民 族 化 問題 で イ ン ドネ シ ア と 合 意成 立 。事 業

続 行 が 決 定

・Univac
,統 一 ラ イ ン開 発 計画 を放 棄,か わ りに1100

お よ び90シ リー ズ を拡 張 す る計 画

・NBS(ア メ リ カ標 準 局)が ター ミナ ル ・プ ロ トコ

ル標 準 化 を 計 画
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年

(1977)

1978

海 外

・ブ ラ ジ ル政 府 ,現 地 企 業3社 に ミニ コ ン製 造 を認

可 。 米 国 メ ー カー を しめ 出す

・Burroughs,MCPIy開 発 中止 を公 表

・CDC
,ア プ リケ ー シ ョ ン ・ソフ ト料 金 に 使用 料 金 制

導入

・富士 通 オ ー ス トラ リ ア,Amdahlの 販 売 代理 店 に

・EM&M ,ブ ラ コ ンCPU参 入 意 向 の 報 道

・OPMLeasing ,日 本 メ ー カー と 提携 の 噂

【1月IDEC,IASのOSを 機 能 強 化,Datasystem330発

表

・IBM
,5100発 表

・CDC
,Cyber170/100,200,300,Cyber176の 廉 価 版

発 表

・NCR ,7200モ デ ルNを 発 表

・Sycor
,Sycorlinkネ ッ トワ ー ク ・ア ー キ テ ク チ ャ ー

発 表

・DG
,EclipseM/600発 表

・ノー ザ ンテ レコ ム,Sycorの 吸収 合 併 で正 式 契 約

・ICL,優 先 買 上 げ を地 方 政 府,教 育 機 関 に も拡 大 す

る よ う要 請

・企 業 庁(NEB),82年 ま で の 強 化 分 野 と して コ ン

ピュ ー タ ・サ ー ビ ス,オ フ ィス通 信,半 導 体 な ど を

決 定

・ラ イ プ チ ヒ ・シ ョー で 東 欧 最 大 の コ ン ピ ュー タ,

ロ ボ トロ ン1055が 展 示 され た

・Amdahl値 下 げ

【2月 】HIS,レ ベ ル66/DPS発 表

・Univac,BC/7小 型 ビ ジネ ス ・コ ン ピ ュー タに2機

種 追 加

・CA社
,450万 ドル でGeneralCornputerSystems

Inc買 収

・IBM
,5251-1,2,5252発 表

・IBM ,Xeroxを7件 の特 許 権 侵 害 で提 訴

・Perkin-Elmer社 ,32ビ ッ ト ・マ シ ン700,800

BusinessSystem発 表

・DEC
,DECnetソ フ トウ ェ アの 第 二 次 バ ー ジ ョン発

表

・CII-HB
,Philips子 会 社RTC(RadioTechnique

Complec)とLSI開 発 で提 携

【3月 】IBM,138,148セ ン トラ ル ・プ ロ セ ッ サ ー の

買 取 価 格 を20%値 下 げ

・IBM ,テ レ ッ ク ス と4年 前 か ら争 っ て い た特 許 権 使

用 料 をめ ぐ る訴 訟 に和解

・Itel,AS/6第1号 機 受注

・CMI
,独 自に ブ ラ コ ンCPU進 出 の 意 向表 明

・HIS
,14カ 月前 に 発 表 した レベ ル66-85の 中 止 を決 定

・DEC ,2020,2060発 表

・IBM ,3770-3/4発 表

・IBM
,3033の 第1号 機 を シ ンガ ー 社 に 出荷

・NCR ,N-8350発 表
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日 本

【1月 】日本IBMは 藤 沢/野 洲 工 場 の統 一 化 を目 的 に 生

産 本 部 の 大 幅 な組 織 変 更.

・三 菱 総 合 研 究 所 はIBM3850MSSを 使 っ たMCC

/MSSサ ー ビス を 開始

・東 芝 は 新 し い メ ガ ・ ミニTOSBACシ リー ス7モ デ

ル70発 表

・日本NCR,2151POSタ ー ミナール発 表

・富 士通/日 立 製作 所,M-200発 表

・富 士 通,Siernensと コ ン ピ ュ ー タ事 業 で全 面 的 提 携

に入 る と発表

・ ミ ロ ク ・コ ム シ ェ ア の 事 業 停 止 に と も な い ア メ リ

カComshareが 資 本撤 退

・日本IBM
,小 型 コ ン ピ ュ ー タ5110発 表

・日本 情 報 セ ン タ ー協 会 会 長 に桑 江 和 夫 氏(日 本 ビ

ジ ネ ス コ ンサ ル タ ン ト社長)内 定

・JECC 、プ ロ グ ラ ム ・プ ロ ダ ク トの取 り扱 い開 始

【2月 】電 電 公 社tIBM次 機 種 に 対 抗 す る 公 社 の コ ン

ピュ ー タと してユ980年 まで に現 在 のDIPS-11の 大 幅

改 良 決 定

・ 日 本 電 気 ミ ニ コ ン の 新 シ リー ズNEAcLMSコ ン

ピ ュ ー タ発売

・工 業 技 術 院
,情 報 交 換 用 漢 字 コ ー ド化 作 業 を 終 了

し,JIS6226と して 公 開

・三 菱 事 務 機 械
,ハ ネ ウ ェ ル の超 大 型 コ ン ピュ ー タ,

レベ ル66/DPS5機 種 を 国 内 販売

・東 京 重 機 工 業 ,IBM3740相 当 の キ ー ・デ ィ ス ケ ッ

ト ・エ ン ト リーJUKI1841/184]デ ー タ ・ レ コー

ダ ー発 売

・DEC日 本 支社,VAXII/780発 表
.

・日 本 電 気,
.16ビ ッ トの マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ー,

μCM1600発 表

・東 芝 ,汎 用 コ ン ピュ ー タ部 門 をNTISに 移 管 す る こ

と で 日電 と合 意

【3月 】三 菱 事 務 機 械,静 岡 県 農 協 電 算 対 策 委 員 会 か

らハ ネ ウ ェ ル60/66受 注

・三 菱 電 機MELCOM350-50プ ロ セ ス ・コ ン ピ ュー

タ ・シ リー ズ発 表

・バ ロ ー ス
,オ フ ィ ス ・コ ン ピュ ー タ 「B80-20」2

機 種 を発 売

・日本 ア イ テ ル ,IBMコ ンパ テ ィ フ ル ・マ シ ン,ア

ドバ ン ス ト ・シス テ ム4/5発 売

・DEC日 本 支 社
,ボ ー ド ・コ ン ピュ ー タLSIl1/2を



世界のコンピュータ産業総合年表

年 海 外 日 本

(1978) ・Interdata社 ,Packl60,320発 表 発売

【4月】CDC,PLATO教 育 ター ミナル値下げ ・日立Lシ リーズの上位機種L340/L330発 表

・HIS ,三菱事務機械 との合弁会社 日本HIS設 立 ・日本NCR
,大 型 コ ン ピュ ー タV8580/8590発 売

・UNIVAC
,リ チ ャー ド ・ゲ ー リ ング,ユ ニ パ ッ ク事 ・日 本IBM ,370-138/148のCPUの 買 い 取 り 価 格 を

業部社長 に就任。16Kビ ッ トMOSメ モ リー採 用の 20%引 き上 げ

90/40発 表 ・コ ン ピュ ー タ ーサ ー ビ ス
,ア メ リカの コ ン ピ ュー タ・

・Philips
,久 々の 新 機種P330,P430発 表 リー ス会 社Comdisco社 と提 携 を強 化

・ア ム ダ ー ル470V/5
,V/6の メモ リー 価格 値 下 げ ・バ ロ ー ス

,71億 円 を増 資(新 資 本 金109億 円 〉

・Fairchild社
,ブ ラ コ ンCPUの 新 会 社Magnuson社 ・日本IBM ,IBM飯 倉 ビルが完成,GBGが 入居

の株式3分 の1を 買収 ・郵 政省,国 際 タイムシェアの 国際/国 内通 信回線の
・Two-PiCompany

,32ビ ッ ト ・ミニ コ ンで370プ ラ コ 使用を認可

ンのTwo-Piv/32発 表 ・通 産 省
,ナ シ ョナ ル ・プ ロ ジ ェ ク ト超LSI開 発 の 特

・Burroughs
,16Kビ ッ トMOSメ モ リ ー を採 用 した, 許公開を決定

B6800ラ イ ンの4モ デル発表,中 型機 でも5機 種発
【4月 】日電,NB3300バ ドミン トン ・プ リ ン タ ー発 表

表 ・日電
,NEACシ ス テム100機 能 強 化

・NS ,ブ ラ コ ンCPUSystem/400発 表 ・武蔵野通研,128Kビ ッ トROM開 発
・ICL
,ス ーパ ー コ ン ピュ ー タDAP発 表 ・日本IBM ,Eシ リー ズ,プ レ ・セ ー ル ス表 面 化

・NEB ,通 信 機 器 メ ー カーCSE(Computer&Sys一 【5月 】日本IBM,安 全保護 を目的 とす る暗号 システム

temsEngineering)の 株 式28%取 得 発表
・イギリスーアメリ力闘 の パケット交 換サービス開始 ・カ シオ 計 算 機 オ フ ィス ・コ ン 「カ シ オ Σ8600シ

【5月】NCR,ア プル トン ・ペーパーズ事業部 を英国企 リー ズ」 発表

業に2億2,000万 ドルで売却
、 ㊨

・ソ ヤー フ
,オ フ ィス ・コ ン 「HAYAC6000」 発表

・UNIVAC90/80・4発 表 ・三菱電機CRTに 漢字 が表 示で きる オ フィス ・コ

・Magnusonが370/138
,148対 抗 の ブ ラ コ ンCPUと ンMELCOM80/18,同28発 表

してM80/3,4発 表 ・東 芝
,オ フ ィ ス ・コ ンTOSBAC漢 字 シ ス テ ム15発

・IBM ,中 国か ら初の370中 型機 の受注に成功 売
・CDC ,NCR,ICLの 合弁 会社CPIの 株 式 の60%を ・キ ヤ ノ ン,オ フ ィス ・コ ン,キ ヤ ノナ ッ ク750発 売

取得し実質的子会社とした ・DEC日 本支社370/138対 抗 のDECSYSTEM2020発

・CDC ,イ ンテ リジ ェ ン ト ・ター ミナルC'760発 表 売
・HIS
,ゼ ロ ッ クス ・ユ ーザ ー ・ベ ー ス 向 け に,レ ベ ・日立,ICLと2年 間の技術交流契約

ル66/DPS発 表 ・東 芝
,LSI化 ミニ コ ンTOSBACマ イ ク ロ7発 売

・Amdahl
,ア イ ル ラ ン ド・ダ ブ リ ン工 場 を正 式 に 開

所

・HPの チ ー フ ・エ グ ゼ ク テ ィブ の ウ ィ リア ム ・R・

ビュ ー レ ッ ト氏 が 辞任(会 長 職 は継 続)

・Siemens
,ICLと レー ザ ー ・プ リン ター のOEM販 売

契約

・Siemens
,ニ ュ ー モ デ ル7.708,7.718発 売

・ICL ,Siemensの レー ザ ー ・プ リ ン ター のOEM購 入

契 約

・BPOのViewdataの 正 式 名 称
,Prestelに 決 定

・ICL
,日 立 と技 術 交 流 で 提携

・英 産 業 省 ,マ イ ク ロ エ レ ク トロ ニ ク ス 分 野 強 化 策

を近 く策 定 と発 表

【6月 】HIS,GEと リモ ー トデ ー タ処 理 サ ー ビ ス の 合

弁 会 社 設 立 で 合 意,レ ベ ル6モ デ ル23ブ ラ ン ズ

ウ ィ ック 社 か ら大量 受注)

・IBM
,ナ イ ジ ェ リアか ら撤 退

・ソ フ トウ ユ ア ・パ ッケ ー ジMVS/SEAssistを 完 成

・HarrisComputerSystems
,シ リー ズ500発 表

・日本 ミニ コンピュー タ,マ イクロNOVA発 売

・日本 マニク,ア メリカPrimeComputerのPRIME

シリーズ発売

・三菱電機,COSMOシ リーズ機能強化

・日本 デ ジタル研究所 ,オ フ ィス ・コンJDL208モ デ

ル20発 売

・日立,Mユ80用 にCPUに 内蔵可能なア レイプロセ ッ

サー,高 速演算機構の付加機構発売

【6月 】日立,OEM向 け ミニコンHITACIOII/L発 売

・日本IBM3250グ ラフ ィック ・システム機能強化

・富士通 ,ア ムダール470V/7の1号 機出荷

・特定機械 情報産業振興 臨時措置 法 が参院 本会議 で

可決成立

・日本ユ ニパ ック,オ フィス ・コンBC/7販 売開始

【7月 】DSFE日 本支社 は,TSSに 加 えてRJEサ ー ビ

ス開始

・日電,ソ 連か らシステム100受 注'

・日本IBM ,3033,四 国電力 に納入

・日本IBM ,Eシ リーズの プレ ・セールス事件にか ら
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第皿部'83世 界情報化事典

年

(1978)

海 外

・PrimeComputer
,Inc.ニ ュ ー ヨー ク証 券 取 引 所 に

上 場

・BPOのPrestel,テ ス ト ・サ ー ビ ス開 始

・ICL
,16Kメ モ リー ・チ ッ プ の モ デ ル2972,2976E

発 表

・GEC/Fairchild
,合 弁 会 社UKMe皿oriesLtd.設 立

を計 画

【7月 】IBM,ノ ー ス ・カ ロ ラ ・fナ 州 シ ャー ロ ッ テ に

SCDの 新 工 場 建設

・Univac ,タ ス通 信 よ りモ ス ク ワ ・オ リ ン ピ ック用 に

メ ッ セ ー ジ ・ス イ ッチ ン グ ・コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ

トワ ー ク受 注

・Univac
,北 京 科 学 技 術 大学 向 け2台 の1100/11成 約

・IBM ,GBGの 組 織分 離 を検 討 す る と発 表

・HarrisCorp .は,Dum&Bradstreet社 の株 価 情 報 サ ー

ビス 会 社 で あ るQuotronSystems、Inc.を450万 ドル

で 買 収

・HIS
,大 型 機 レベ ル66/DPS用 の 在 庫 管 理 ソ フ ト

ウ ェ アProfit66発 表

・ カー ター 大 統 領
,タ ス 通 信 向 けUnivac大 型 コ ン

ピ ュ ー タの 輸 出禁 止

・ノ ル ウ ェ ーで プ ラ イバ シ ー法 が成 立

・HIS
,ゼ ロ ック ス ・ユ ーザ ー の グ ロ ー ス ・パ ス と し

て レベ ル66/DPS/Cを 発 表

・NEBの 半 導 体 企 業INMOS設 立(投 資 額5 ,900万 ポ

ン ド〉

・NEBのlnsac ,米 国 サ ー ビス会 社 買 収 を計 画

・InsacにLogica参 加

・産 業 省 ,マ イ ク ロ エ レ ク トロ ニ クス 分 野 強 化 策 と

してMISP,MAP発 表

・産 業 省 にElectronicsApplicationsDivision新 設

・CII-HB
,マ イ コ ン ・メ ー カ ーR2Eの 買 収 を取 沙 汰

さる

・Siemens
,富 士 通 と提 携

【8月 】IBM,Xeroxと コ ピ ア ー,電 子 タ イ プ ラ イ ター

の 特 許 係争 で和 解

・IBM ,SPDをDSDとSPDに2分 割

・NCR
,Ωuant。rCorp,を750万 ドル で 買 収

・Univac 1ス ーパ ー 向 けPOS市 場 か ら撤 退

・WangLab .GraphicSystemsを190万 ドル で 買 収 す

る こ とで 合意

・CambridgeMemories社 は370/115～135レ ンジ の ブ

ラ コ ンCPU32ビ ッ ト ・マ シ ン発 表

・Datapoint ,1800DPシ ス テ ム発 表

・INMQS
,米 国M・stekか ら企 業 機 密 盗 用 で告 訴 さ れ

る

・BPO/lnsac/GEC ,Prestelの 国 際 マ ー ケ テ ィ ン グ協

力 を 約 束

・SEMS
,新 モ デ ル発 売

【9月 】IBM,MVSリ リー ス3.8,0S/VS1リ リー ス
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日 本

む処 分 者50人 にの ぼ る

・生 活 映 像 情 報 シ ス テ ム 開発 協 会 ,奈 良 県 生 駒 市 で

ハ イ ・オ ー ビス の実 験 放 送 開 始

・富 士 通,シ ー メ ン ス と提 携

・東 芝 ,マ ル チ ・ワー ク機 能 を持 っ た オ フ ィス ・コ

ンTOSBACシ ス テム55ACE発 売

・伊 藤 忠 デ ー タ ・シ ス テ ム,WangLaboratories社

のWANG2200VS発 売

【8月 】郵 貯 オ ン ラ イ ンが神 奈 川 県 の 一 部 で 開始

・ トー メ ン,内 田 洋 行 は オ フ ィス ・コ ン販 売 で提 携

・日立,制 御 用 コ ン ピュ ー タHIDIC80-E発 売

・日 立 ,米 国 ダ ラス に ヒ タチ ・セ ミ コ ン ダ ク ター ・

ア メ リ カ設 立

・日電 ,SBSか ら地 球 局 用 施 設100局 分 を受 注

・DSFE,TSSサ ー ビス料 金 を10～28%値 下 げ

・東 芝
,IBM3790対 抗 の イ ン テ リジ ェ ン ト ・シ ス テ

ムTOSBAC-DP/6発 売

【9月 】コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス,リ ー ス ・バ ッ ク の

IBM370を 再 び リー スす る セ カ ン ド ・リー ス業 務 に

乗 り出 す

・バ ロー ス 社長 に ジ ョン ・J・ ホ ル トン氏 選 任

・日立
,超 大型 コ ン ピ ュー タHITAC-M200H発 表

・富 士 通,中 型機 の 対 米 輸 出 の 市 場 調 査 開 始

・東 芝 ,シ リー ズ70ミ ニ コ ンの 下 位2機 種 発 売

・紀 伊 国 屋 書 店,ア メ リカLockheed社 と代 理 店 契 約

・三菱 電 機 ,オ フィス コンの新 モ デル,ス ーパ ー8発 売

・三菱 電 機
,MELCOM70モ デ ル60LSIミ ニ コ ン発 売

・日本IBM ,付 加 プ ロ セ ッサ ーIBM3031AP発 表

・電 通 国 際 サ ー ビ ス,音 声 で 回 答 す る音 声 応 答 シ ス

テ ム ・サ ー ビス 開始

【10月 】日立,T550/30分 散 型OCRを 機 能 強 化

・富 士 ゼ ロ ッ ク ス
,IBM3800対 抗 の レーザ ー ・ビ ー

ム ・プ リ ン ター,9700エ レ ク トロ ・プ リ ン テ ィ ン

グ ・シス テ ム発 売

・日本IBM ,3033MP発 売

・カ シオ計 算 機,Σ8600シ リー ズ に新 モ デ ル追 加

・日本IBM ,8100情 報 シス テ ム 発 表

・日本 ア イテ ル
,IBMブ ラ コ ン ・マ シ ンAS/5の1

号 機,松 下 電 器 に納 入

・日本 周 辺 機
,富 士 通,日 立 の3社,IBM3850MSS

コ ンパ テ ィブ ル マ シ ン開 発 に成 功

・日本IBM
,シ ス テ ム/38発 売

・三 菱 電 機 漢 字 住 所 入 力 装 置M8234開 発 に成 功,

11月1日 か ら販売 開始

【11月】昭 和 情 報 機 器,低 価 格 の オ ン ラ イ ン端 末 漢 字

プ リン タ ーS840発 売

・横 河 ビ ュ ー レ ッ ト ・パ ッ カ ー ド,YHPシ リー ズ33

発 売

・全 日空
,新 しい座 席予 約 オ ン ラ イ ンRESANAの 運

用 開 始



世界のコンピュータ産業総合年表

年 海 外 日 本

(1978) 6.7発 表 ・東 芝 ビ ジ ネ ス ・コ ン ピ ュ ー タ
,日 本 イ ンテ リ ジ ェ

・Itel ,370/138,148対 抗 ブ ラ コ ンCPU,AS/3-3, ン ト ・タ ー ミナ ル と オ フ ィス ・コ ンの 販 売提 携

3-4発 表 ・日本IBM ,藤 沢,野 洲両工場 の設備拡張方針決定

・Citel,370/138 ,148対 抗 の ブ ラ コ ン2機 種 発表 ・電電 公社,デ ータ通信網 アーキ テ クチャーDCNA

・DG ,日 本 ミニ コ ン の株 式 の50%を 取 得 す る こ とで 第1版 作成

基本的合意 ・日本 電 気 ,N6300-40工 場 用 タ ー ミナ ル ・シ ス テ ム

・DEC
,PDP-11/83'Lを 発 表 発売

・H－巳System35発 表 ・電通国際情報 サービスMARK皿 に2,400ボ ー回線利

・NorthernTelecom社
,SECにDatalOOCorp.の 用 の バ ック ・グ ラ ン ド ・サ ー ビ ス開 始

NorthernTelecomComputersInc、 へ の 合併 を申 請 【12月】日本IBM,1/O機 器 の一部値下 げ

・IBM3031AP発 表 ・日電 ,シ リー ズ/1対 抗 ミニ コ ンMS10発 売

・HIS ,Comshare社 ヘ シ グ マ9コ ン パ テ ィ ブ ル ・日本NCR,SWIFT接 続 システムNCR・SWIFTシ

CPU24台,1,420万 ドルで 提 供 ステム発売

・Calcomp ,Insacと 会 話 型 グ ラ フ ィ ック ・シス テ ム ・ ・KDD,SWIFTの 日本延長 につ いてKDD案 提示 ,

ソフ トウユアの共 同開発 に合意 SWIFTの79年 末サー ビス も困難の ようす

【10月】IBM,8100,8775,3730,3630発 表 ・日立,Lシ リー ズ.コ ン ピュ ー タ の ア ンバ ン ドリ ン

・Burroughs
,BurroughsNetworkArchitecture発 表 グに踏みきる

・HIS ,レ ベ ル6ミ ニ コ ン 約2,000万 ドル をGeneral ・CRC,超 高 速 コ ン ピュ ー タCray・1導 入 決定

ComPuterCorp.よ り受 注 ・日本IBM
,3033の12/16メ ガ ・バ ー ジ ョ ン発表,

・IBM ,GBGの 組織 分割 の中止 を決定 MOSFETア ド ・オ ン ・メ モ リー値 下 げ

・ア ム ダ ー ル 社 は
,470V/8,V/5-2の 新 機 種2モ ・富士通 ,FACOM-Vの 機能強化発表

デル発表 ・日電,8100対 抗のN4700分 散処理 システム発売

・Itel
,AS/6-2発 売 ・日立,シ ス テ ム/34対 抗 のL320-60マ ル チ ワ ー ク ・

・IBM ,S/38発 売 ス テ ー シ ョン ・シス テ ム 発売

・HIS ,ユ ー ゴ ス ラ ビ アのEIと ミニ コ ン ・端 末 製 造 ・日本,中 国郵政部か らACOS500受 注

の合弁会社設立で合意 ・DSFE日 本 支 社 ,ウ ォ ー ク イ ン ・サ ー ビス 開始

・Univac ,イ ン ドか ら大 型 機3台 受 注 ・日立
,IBM3630対 抗 の 生 産 管 理 タ ー ミナ ル ・シ ス

・NEB
,オ フ ィス ・オ ー トメ分 野 へ の て こ入 れ を表 テ ムT550・30発 売

明 ・帝 人
,ア メ リ カのMemorex社 と共 同 で 帝 人 メ モ レ ッ

・ICL
,新POSタ ー ミナ ル9500シ リー ズ発 表 クス設立

・ICL米 国子会社の新社長 にR・ ブ ライ ト氏就任

【11月 】IBM,ナ イ ジ ェ リア 政 府 と40%出 資 の メ ン テ

ナ ンス ・サービスの合弁会社設立で合意

・Intel
,シ ン グ ル ・ボ ー ド ・コ ン ピュ ー タ86/12発 表

・Xerox ,CalCompの ハ ー ド ・デ ィス ク 部 門 を2,500

万 ドル現金 で買収 することで合意

・Honeywell ,ユ ー ゴ ス ラ ビ ア と合 弁 で ミニ コ ン製 造

・NCR,S/38対 抗 の1-8270 ,1・8410発 表

・NCR
,3033,3032対 抗 のV・8670,8650発 表

・GA,SyFaシ ス テム の デ ュ アル ・プ ロセ ッサ ー ・バ ー

ジ ョン発売

・英 デー タ保護委 員会(DPC)
,プ ライバ シー保護勧

告 案 ま と め る

・Siemens
,SBCか ら3033対 抗 ま で11の モ デ ル発 表

・Nixdorfに ドイ ツ銀 行 が25%資 本 参 加

・GEC ,オ フ ィ ス ・オ ー トメ分 野 に 進 出

【12月 】IBM,国 際 エ レ ク トロ ン ・デバ イ ス 会 議 で

256Kチ ップ ・メ モ リー,1万 ゲ ー トの論 理 回 路 を

作 り う る1ミ ク ロ ン ・シ リ コ ン回 路技 術 発 表

・IBM
,ア ド ・オ ン用 メモ リ ー価 格 値 下 げ
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・Univac
,V77-800ミ ニ コ ン発 表

・Amdahl
,VM/RE発 表,富 士 通 との 間 に半 導 体 の ク

ロス ・ラ イ セ ンス 契 約

・Ampexは16KRAMを 使 っ た303Xア ド ・オ ン ・メ

モ リー市 場 に参 入

・CDC ,中 国 か ら石 油 ・ガ ス調 査 用Cyber170シ リー

ズ12台 を受 注

・IBM ,79年5月 に株 式 を4分 の1に 分割 す る と発 表

・IBM
,イ タ リア に3,600万 ドル を投 じて新 工 場 建設

・フ ラ ンス政 府 電 子 機 器 開 発 で 中 国 に協 力

・GEC
,オ フ ィス ・.オー トメ分 野 に進 出

・英 国 キ ャ ラバ ン首 相
,マ イ ク ロ エ レ ク トロ ニ ク

ス ・サ ポ ー ト拡 充 を発 表

・Insac,メ ン バ ー のSystimeソ フ トを米 国 で 販 売 開

始

【1月 】ブ ラ ジ ル政 府,海 外 企 業 に よ る 中 ・大 型 コ ン

ピ ュー タ製 造 認 可

・Plessey同 社 所 有 のICL株 式24 .4%全 株 を機 関投 資

家 お よびNEBに 売 却

・イ ギ リス のPrestel ,ア メ リ カのGT&E社 が採 用 す

る こ とほ ほ確 実

・フ ラ ンス の パ ケ ッ ト交 換 網Transpac稼 動 開 始

・Amdahl,Phiiipsか ら470V/7受 注,欧 州 で の設 置

台数25台

・Xerox ,WUIを2億700ド ル で 買 収

・CDC
,ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タCyber203発 表

・BurroughsS/38対 抗 と してB1815
,1855,1885発 表

・IBM
,噂 のEシ リー ズ,4300と して発 表(4331,4341,

370の 同 等 機 種 と比 べ性 能/価 格 比 が4～8倍 に 向

上)

・BPO,コ ン ピュ ー タ電 話 交 換 シス テ ム の 海 外 販 売

で 国内 通 信機 メ ー カ ー3社 との 合 弁 を計 画

・INMOSの 幹 部 陣4名 発 表 さ る

・NEB
,オ フ ィ ス ・ オ ー ト メ 参 入 の た めNex。s

OfficeSystemsLtd.設 立

・ICLハ ドソ ン会 長
,78年 度 年 次 報 告 書 の 中 で79年 内

引退 表 明

・ICL ,ネ ッ トワ ー ク ・ア ーキ テ クチ ャー を4～5月

に打 ち出 す と 発表

・SEMS ,イ ギ リス に進 出

・Systime ,MidlandBusinessMachinesを 吸 収 し て

イギ リス 大 手 ミニ コ ン ・メ ー カ ー と な る

・ECFIS(Thomsonと 原 子 力委 の合 弁)とMotorola
,

半 導 体 で 合 弁

【2月 】IBM,6670イ ン フ ォ メ ー シ ョン ・デ ィス トリ

ビュ ー ター発 表

・CII-HB,DDP市 場 対 策 の 柱 と して ,SBCの 新 機

種61/DPS発 表

・CII-HB ,オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン分 野 へ参 入

・Itel
,4300シ リー ズ 対 抗 機 と してAS/3-5発 表
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日 本

【1月 】超エル ・エス ・ア イ技術 研究組合,超LSIの 電

子 ビーム描画用 ソフ トウェアAMDESを 開発

・日本経済新聞社,NewYorkTimesと 提携,同 社の

記事情 報検索 サー ビスを,日 経 デー タバ ンクの一

環 としてオ ンライン提供

・社団法人,化 学情報協会,「 ケ ミスツ文献サー ビス」

を開始

・国産 電算機 の次世代 基本技術 開発補助制度 の創設

決 まる(11日)

・ソフ トウェア流通基 盤整備の ための優遇 税制措置 と

して汎用 ソフ トウェア開発準備金制 度の創設決 まる

・日本経 済新聞社 と日本 オ リベ ッテ ィ,フ ロッピー

ディスクによるデータ ・バ ンク ・サー ビスNEEDS

-FDを 開始

・日本IBM ,IBM5260小 売業 システム2機 種 を発売

(18日)

・日本 ビ ジネス ・コ ンピュータ,JBCIstシ リー ズを

発表(22日)

・日本消 費者連盟,日 本電子 計算機 とメー カー6社

の レンタル方 式 を独 禁法違反 として公正 取引委員

会に提訴

・ネ ッ トワーク情報サー ビス事業協会 ,発 足(31日)

・日本情報サ ービス,Comshare社 と技術提携 してい

るTSSサ ー ビスCOMMANDERllの 本 格販売 を開

始,

【2月 】日 本 特 許 情 報 セ ン ター ・発 明協 会,特 許 情 報

検 索 オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム のPATLISサ ー ビ ス を

開始(1日)

・三 菱 電 機 ・El本 ユ ニ パ ッ ク
,レ ー ザ ー ・ビー ム 方

式 の漢 字 プ リン タ ーM8290-1/0793を 発 表

・電 通 ,SystemDevelopmentCorp.と 文 献情 報 検
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・Burroughs
,4300シ リー ズ 対 抗 と し て,B2930,

B3950発 表

・BurrOttghs ,オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン部 門 を設

立

・ICLウdル ソ ン社 長
,ECに 対 して 欧 州 メー カ ー優

先購 入 を要 請

・Plessey
,オ フ ィス ・オー トメー ショ ン分 野 へ 本 格 参 入

・イ ギ リ ス産 業 省 ,オ フ ィ ス ・オ ー トメ調 査 で コ ン

サ ル テ ィ ング会 社 を結集

・NEB
,LogicaVTS株 の43%を 取 得,同 社 はNexos'

の 第1号 メ ンバ ー と な る。

・NEDC
,マ4ク ロエ レク トロ ニ ク ス利 用 に 関 し て

ワー キ ン グ ・パ ー テ ィ新設 を 計画

・lnsac
,ビ ュ ー デ ー タ海 外 売 り込 み セ ンター と して,

InternationaiViewdataCenter(ロ ン ドン)新 設

・NixdorfのIBMブ ラ コ ンCPU参 入 取 沙 汰 さる

・CII-HB
,CPTCorp.(ミ ネ ソ タ州)の ワー ドプ ロ

セ ッサ ー 販 売権 獲 得

・Matra ,Harris半 導 体 で合 弁事 業 契 約

【3月1NCR,4300シ リー ズ 対 抗 機 と して,V8585,

8575,8565,8555の4機 種 発 表

・イ ギ リ ス 郵 政 省 が 進 め て い たViewdata/Prestel

サ ー ビ ス が3月27日 か ら ロ ン ドン で 開 始 。 同 省

は こ の プ ロ ジ ェ ク トに す で に1,000万 ポ ン ドを投

入,追 加4,000万 ポ ン ドを計 画

・IBM
,シ リー ズ/1にOEM価 格設 定

・MagnusonSysterns,4300シ リー ズ対 抗 機 発表

・ADL ,マ イ ク ロ エ レ ク トロ ニ ク ス 革 命 の 成 果 と し

て 欧 米 で 今 後10年 間 に100万 人 の 雇 用 機 会 が 創 出 さ

れ る と調 査 結 果 発 表

・DEC,LSI-11/23発 表

・ITT ,Infotexサ ー ビ ス開 始

・Itel,AS/6-2AP発 表 ノ

・ライ プ チ ヒ見 本 市 でES-1055展 示

・GEC,BPOプ レス テル 用 の ミニ コ ン で大 幅 な売 上

増 発表

・Plessey社 ,子 会 社PlesseyTelecemmunications&

OfficeSystemsを 新 設 して オ フ ィ ス ・オ ー トメ市 場

へ 本格 参 入

・GSI,CISI両 社,ア メ リカ の サ ー ビス会 社 吸 収

・CII-HB,政 府 か ら4年 間 最 後 の 助 成 金 を入 手(最

終 分1億 フ ラ ン)

・CII-HBブ ル レ社 長 ,「80年 ま で に 出荷 額 でIBMフ

ラ ンス を抜 くの は不 可 能」 と の コ メ ン トを出 す

・フラ ン ス で欧 州 初 の 本格 的EFTS実 験

【4月 】ア メ リ カ商 務 省 は政 府 調 達 コ ン ピュ ー タの 標

準 と してIBM360/3701/Oイ ン タ フ ェ ー スの 採 用 を

義 務 づ け る こ と に決 め たが,40万 ドル未 満 の 小 型

機 は適 用 除 外 と す る よう,NBSが 提 案

・HIS,4341対 抗 機 と して レベ ル66DPS・440 ,520,
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日 本

索サー ビスSDCサ ーチ ・サー ビスに関す る 日本総

代理店契約 を締結

・新全銀データ通信システムがス ター ト

・日本電気,日 電東芝 情報 シス テム,ACOSシ ステ

ム250を 発表(6日)

・電 電公社,新 全国銀行 データ通信 シス テムの認可

を申請(7ED

・情 報処理振興事業協 会,53年 度第2回 特 定 プログ

ラム開発委託事業の委託先 を選定

・三 菱 電 機,MELCOM-COSMOモ デ ル700mと

700Sを 発表

・日本IBM ,IBMシ ステ ム370シ リー ズ と小 型 コ ン

ピュー タの25%価 格引上 げを発表(15日)

・郵 政省,㈱ キ ャプ テンシステ ム開発研究所 の設 立

を認可(28日)

【3月 】日本IBM,IBM4331と4341を 発表(1日)

・日本電子 工業 振興協会,ジ ェ トロ ・シ ンガポール

に海外情報センターの駐在員事務所 を開設

・電気通信ユーザー協議会 ,ユ ーザー 白書 をまとむ

・日本エ ヌ ・シー ・アール,NCRV8600フ ァ ミリー

2機 種の受注 を開始(6日)

・バ ロー ス,B1800シ リー ズ にB1815 ,Bl855,

B1885の3機 種 を追加(12日)

・電電公 社,記 憶 容量1兆 ビッ ト級 のカー トリッジ

集合型超大容量記憶装置 を開発

・超エ ル ・エス ・アイ技術研究組 合共 同研究 所,反

射投影方式の遠紫外線 露光装置 を開発(22日)

・電電公社の海外資材調達額 にアメ リカ側 が不満

【4月 】日本IBM,TSSサ ー ビ ス にVSP-C,対 話 式 計

算 機 能 サ ー ビス を追 加

・日本IBM,IBM3033AP発 表(2日 〉

・キ ヤ ノ ン
,レ ーザ ー ビー ム ・プ リ ン ター を開 発

・日立 ,Motorolaと16ビ ッ ト ・マ イ コ シ で提 携
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4331対 抗 機 と して レベ ル64DPS-320,350発 表

・Univac
,西 ドイ ツSiemensと レーザ ー ・プ リ ンタ ー

のOEM購 入 契 約

・Itel ,4300攻 勢 の あ お りを 受 け てASコ ン ピ ュー タ

の 売 上予 測 を年 間400台 か ら200台 へ下 方 修 正

・DECはIBM4300の 価 格 対 応 策 と し てDEC

System20の 半 導 体 メ モ リー を30%値 下 げ

・CDC
,Cyber170に シ リー ズ700追 加

・DG,COBOLベ ー ス の小 型 機CS/30発 表

・lntel
,初 の1メ ガ ・ビ ッ トの磁 気 バ ブル ・メ モ リー

の 商 用化 に成 功 。7110の 名 称 で秋 か ら出荷 開 始

・HIS
,レ ベ ル68/DPS向 け にMulticsの 新 バ ー ジ ョ

ン発 表

・サ ッチ ャー 保守 党
,選 挙 戦 でNEBを 非 難

・BPO ,ア メ リ カ と の 間 に 世 界 初 の パ ケ ッ ト交 換 に

よ る商 用 大 陸 間 デ ー タ ・サ ー ビ ス開 始

・GEC ,シ カ ゴ のAB.Dickを 買 収,AB,Dick新 社 長

に前ICL社 長G.ク ロ ス氏 就 任

・BPO ,パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ スPSSの タ リフ を正 式

発 表

・CDC子 会 社MPIと 英 のDRI(DataRecording

Instrument)合 弁 会 社(デ ィス ク ・メ モ リー 生産)

に政 府 が 補 助金 を 決 定

・ハ ノー バ ー 見 本 市 に 各 社 オ フ ィス ・オ ー トメ機 器

展 示

・Siemens ,ハ ノ ー バ ー 見 本 市 で パ ー ソ ナ ル ・コ ン

ピ ュ ー タPC100発 表

・Siemens ,IBM4300対 抗 と して7.500ラ イ ン3機 種

発 表

・西 ドイ ツ研 究 技 術 者
,超LSIプ ロジ ェ ク ト(2カ 年)

発 表 。(予 算3億 ドル)一 西 ドイ ツ企 業 独 自 ま た

は ア メ リ カと の 合 弁 事 業援 助

・ デ ン マ ー ク 国 産 コ ン ピ ュ ー タ ・ メ ー カー

Regnecentralen,財 政 危 機 に

・大 手 サ ー ビ ス 会 社GSIの イ ギ リス子 会 社
,イ ギ リ

ス の サ ー ビス ・ビ ュ ー ロ ウ買 収 を計 画

・Transpac
,本 格 的 運 用 開始(交 換 ノー ド10カ 所;ユ ー

ザ ー数,専 用線70社,電 話/テ レ ック ス経 由60社)

・IBM
,定 時 株 主 総 会 で10日 付 で 株 式 の4対1の 分

割 を行 う こと を 決 定

【5月 】NCR,同 社 初 のCOM1100シ リー ズ発 表

・IBM ,電 子 交 換 機1750を ヨー ロ ッパ で発 表

・IBM
,デ ィ ス ク機 器,5100,5110お よ び シ ス テ ム

/32を 値 下 げ

・CDCの 教 育 事 業Platoは6年 間 に3
,800万 ドル の 赤

字 を 出 し,現 在 も黒 字 転 換 に成 功 して い な い こ と

が 明 らか とな る

・OlivettiU .S.A.は 卸 売 業 向 けのSBCの 新 機 種 と

してBCS(26,780ド ルか ら 〉 を発表

・TI ,DS990モ デ ル20と30を 発 表
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日 本

・バ ロー ス ,不 ッ トワ ー ク ・ア ー キ テ ク チ ャ ーBNA

発 表

・富 士 通
,M・130F,140F,150F,160F発 表(11日)

・電 電 公 社 武 蔵 野 通 研 ,ワ ンチ ップの 音 声 合成LSIを

開 発

・日本 電 気 情報 サ ー ビ ス
,オ ー サ ー制 度 を採 用

・富 士 通 ,FACOMV830発 表(17日)

・東 芝
,TOSBACシ ス テ ム15シ リー ズ ・モ デ ル60発

表(18日)

・第5世 代 コ ン ピュ ー タ調 査 研 究委 員 会
,発 足(19日)

・電 電 公 社
,門 戸 開放 で25億 ドル を提 示

・富 士 通
,FACOMシ ス テ ム80発 表(23日)

・電 電 公 社 の 門戸 開放 で 日米 交 渉物 別 れ

・松 下 電 器
,ビ ジネ ス ・コ ン ピュ ー タBC-5000発 表(27

日 〉

・日本 電 子 計 算
,BurroughsBSP導 入 を決 定

【5月 】日 本 周 辺 機,富 士 通,日 立 製 作 所 の3社,最

大4,720億 バ イ トの 大 容 量 記 憶 シス テ ムの 製 品 化 に

成 功

・日 本IBM ,IBM5110とIBMシ ス テ ム/32の 買 敗 り

価 格 引 下 げ(7日)

・ リ コー
,オ フ ィス ・コ ン ピュ ー タの リ コー ・ペ ン

コー ルDE・1500発 表(7日 〉

・市 況 情 報 セ ン タ ー,ロ イ ター モ ニ タ ー の 日本 で の

サ ー ビス を開 始(7日)

・ キ ヤ ノ ン 電 子
,BASFの ミニ ・デ ィ ス ク ・ ドラ イ

ブ6106を 国 産 化
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年 海 外 日 本

(1979) ・イ ギ リス の コ ン ピ ュ ー タ通 信 計 画 のSystemXは タ o・シャー フ,日 本語の音声合成 システムを開発(8日)

レ ン'ト不 足 に よ り ソ フ トウ エ ア 開 発 の 遅 れ で,計 ・日 本 エ ヌ ・シー ・ア ー ル
,NCRV8000Mシ リー ズ

画全体 が大幅 に予定 か らズ レる見込み 9機 種発表(8日)

・ICL ,2905,2950/10,2956/10発 表 ・日本 電 気
,パ ー ソナ ル ・コ ン ピュ ー タPC-8001発 表

・サ ッチャー保守 党誕 生,NEB活 動制限 を示唆,国 (8日)

内に一大論争展開 さる ・バ ロー ス,B2930 ,B3950の 輸 入 販 売 を開 始

・SGPM ,CII・HBへ の資 本 参 加 の噂 ・富 士 通 ,ス ペ イ ンのSecoinsa社 に 対 す る 出 資 比 率

・NEBのNexos
,2番 手 メ ンバ ー と してMuirheadに を28%か ら25%に 引下 げ,ス ペイ ン国立 電話会社

照準 が51%の 株 式 を 取 得 し,Secoinsa社 は完 全 な 国 策

・ACTP助 成打 ち切 り表 明さる
会社に

・Siemens ,ア メ リ カ市 場 で ネ ッ トワ ー ク ・シス テ ム ・IPA ,79年 度特定プロ グラム委託開発テーマ発表

EDX販 売 を決定 ・富 士 通
,西 独SiemensとM200お よ びM180-Hの

・SaintGobain
,CII-HB株 式 買 収 の うわ さを否 定 OEM輸 出で提携

・ア メ リ カHoneywell本 社
,DPS8な ど80年 代 の マ ・丸 善

,Predicast社 と 販 売 代 理 店 契 約 を 結 び,産 業

シン用OSと してGCOS8発 表 経済情報のオ ンライン検索サー ビスを開始

【6月 】ICL,2982発 表 ・日本 エ ヌ ・シー ・ア ー ル
,L8270,1-84ユ0を 発 表(31

・Insac ,創 業 丸1年 を経 過 して130万 ポ ン ドの赤 字 を 日)

計上 【6月】ソフ トウェア流通促進セ ンター発足(1日)

・ソ連 とフラ ンスが共 同で1985年 以 降の世代での新 ・電電公社,資 材調達門戸開放 問題 で一応の合意(2

コンピュータの開発 を行 うことで基本的 に合意 日)
一

・IBM,MVS,OS/VS1,DOS/VSEユ ー ザ ー 向 け に ・日立 製 作 所 ,M160H,M・150H,M-140Hを 発 表(5

80年 中頃 か ら開始 するSNAの ニューバー ジョン発 日)

表 ・三菱電 機,電 通国際情報 サービスと提 携 し,MARK一

・Univac
,4300シ リー ズ 対抗 機 と して1100/60発 表 田の端末 と してMELCOM80シ リーズを販売

・Wang
,4300シ リーズ 対 抗 機 と してVS100発 表 ・日本 ユ ニパ ック

,UNIVAC1]00/60を 発 表

・Wang ,OIS/125,145発 表 ・DataGeneral
,日 本 ミニ コ ン ピュ ー タの株 式 の2分

・FederalLeasing
,370リ ー ス の 早 期 解 約 よ り生 じ の1取 得 で合意

た損 失5,000万 ドルの 保 険 金 支払 い を こぱん だ ・公正 取引委員 会,国 産 コ ンピュータの値 引き販売

Loyd'sofLondon(ロ イ ド保 険 会 社)と17の 保 険 を独禁法違反の疑いで調査
'

会社 を相手どって5億5,000万 ドルの賠償請求提訴 ・日本 ア イ ・ピー ・エ ム ,IBM4331の 客 先 向 け 出 荷

・IBM
,最 新 鋭 機4300,S/38,8100を 除 い た ほ と ん 開始(29日)

どすべ ての シス テムの レンタル/リ ー ス価格の5%

値上 げ等を10月1日 か ら実施す ると発表

・イギ リス新政権,MISP/MAP政 策を再点検中と発

表

・ICL78年 度上半期(78/3月 締)決 算 ,売 上 げ2億

8,500万 ポ ン ド(23%増),税 引 前 利 益1,860ボ ン ド

(17%増),R&D支 出5,500億 ボ ン ド

・Insac,ビ ュ ー デ ー タ販 売 の パ ー トナ ー をGTEに

・Hewlett-Packard ,欧 州 ミニ コ ン市 場 の拠 点 と して

西 ドイツ本拠地 ボーブ リゲンの活動強化を決定

・Saint-Gobain-Pont-a-MoussonとNationalSemi 一

conductorの 半導 体合 弁会 社Eurotechnique正 式 発 足

【7月 】DECはVAX-11/780,PDP-11/70,PDP-11/34 【7月 】住 友 商 事,SystemsEngineeringLab,と

Aの メモ リー価格 の最大60%ま での値下 げを発表 SEL32シ リーズの販売代理店契約(4日)

・Memorex
,ス ピ ン ドル 当 り635メ ガ ・バ イ トの3652 ・電子計算機基本技術研 究組合

,発 足(5日)

デ ュ ア ル ・ス ピ ン ドル の ウ ィ ンチ ェ ス タ ー ・デ ィ ・日 本IBM ,大 部 分 の 製 品 とサ ー ビ ス の レ ン タ ル,

スクを発表 リース料金の値上 げ発表(9ED

・Itel
,日 立 と の共 同 開 発 に よ るAS/7・7033とAS/8 ・富士通,SBSか ら,衛 星通信用モデム受注

一7034を 発 表 ・東 芝,兼 松 ニ クス ドル フ ・コン ピュー タ と 日 本 語 ワ
」
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年

(1979)

海 外

・CII-HB,レ ベ ル6を ベ ー ス に3705と 同 じ役 割 を 果

た す通 信 プ ロ セ ッサ ーDatanet7100,ま た8ユ00対 抗

の レベ ル6/DSSを 発表

・Burroughs 、出遅 れ て い た レ ー ザ ー ・プ リ ン ター 領

域 へ の 参 入 と してB9270-35ペ ー ジ ・プ リ ン ター 発

表

・フ ラ ンス 政 府
,中 国 と13の 電 子 機 器 プ ロ ジ ェ ク ト

で の協 力 契 約 を締 結

・BASF
,業 界 トッ プ を切 っ てIBMピ ッ コロ(3310)コ

ンパ テ ィブ ルのSeries6170デ ィス ク を発 表

・lntel
,IBM2305リ プ レー ス メ ン トと して 全 固 体化 ド

ラムFast-'3805を 発表

・Siemens
,ア メ リ カ のMicrowaveSemiconductor

Corp.を 買 収

・Univac 、SiemensのND-2メ カ ニ ズ ム をベ ー ス に し

た レー ザ ー ・プ リ ン ター0777を 発表

・フ ラ ンス政 府,中 国 と の 間 に13の 電 子 機 器 プ ロジ ェ

ク トで協 力 す る契 約 を締 結

・CDC,1403ラ イ ン ・プ リ ン ター の リ プ レー ス用 と

してFastrain20001pmプ リン タ ー を発 表

・Univac
,BC/7フ ァ ミ リー にMPと ジ ョブ ・スル ー

プ ッ トの100%改 善,ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン増 強 な ど

のBC/7-900を 発 表

●KeithJoseph(SecretaryofStateforIndustry)
,

NEBの 民 間 企 業 保 有 株 式 の 売 却 強 要 を 示 唆 す る な

ど そ の 活 動 制 限 を再 確 認 。 しか し,新 高 度 技 術 部

門 につ い て は そ の 役割 を評 価

・Volkswagen ,Triumph-Adlerに 資 本 参 加

・NEDC(NationalEconomicDevelopmentCouncil)

のMultinationals'Panelレ ポー トで,日 本 と ア メ リ

カ の企 業 の 連 合 で の 国 内産 業 強 化 必 要 性 を示 唆

【8月 】IBM,ア メ リ カの37行 の 銀 行 と の 間 に15億 ド

ル の与 信 枠 設 定 に 成 功 した と 発 表(た だ し,借 入

時 期,目 的 な ど に つ い て は触 れ ず,需 要 急 増 に よ

る"リ ー ス と レ ン タ ル 機 器"へ の 大 き な 投 資 が 必

要 だ と して い る)

・SperryRand ,社 名 をSperryCorp、 に 変更,ま た トッ

プ 禅 譲 を 容 易 に す る た め6名 か らな る会 長 室 を創

設

・Amdahl
,Memorexと 合 併 を前 提 と し た話 し合 い を

開 始

・IBM
,S/38の 出荷 を予 定 よ り6～9カ 月 繰 下 げる と

発 表 。 理 由 は ソ フ トウ ェ ア の 統 合 と テ ス トが遅 れ

て お り,当 初 仕 様 通 りの 性 能 が 提 供 で きな い た め

・Amdahl
,3033の パ ワー で27%安 い470V/7Aと

470/acceleratorを 発 表

・CII-HB ,SESAは ス ペ シ ャ ル ・・プ ロ ジ ェ ク トで の

高 度 シス テ ム 開発 を め ざす 子 会 社 を合 併 で 設 立

・IBM ,ビ デ オ'・ デ ィス グ のMCAと の合 併 会 社 設 立

を発 表,家 電 へ の進 出 か と話 題 を呼 ぶ'
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日 本

一 ド ・プロ セ ッサJW-10の 販 売 代 理 店契 約

・通 産 省
,マ イ ク ロ エ レ ク トロ ニ ク ス の 雇 用 に 与 え

る影 響 の 調査 に着 手

・日立 製 作 所,制 御 用 コ ン ピ ュー タ の ソ フ トウ ェ ア ・

エ ン ジ ニ ア リ ン グ会 社,日 立 コ ン トロ ー ル シス テ

ム ズ を設 立

・カ シ オ 計 算 機 ,漢 字 オ フ ィ ス ・コ ン ピュ ー タ,カ

シオ Σ一・8700シ リー ズ4機 種 発 表(25日)

・ 日 立 製 作 所,中 国 儀 器 進 出 口 絵 公 司 か ら

HITACM・150を11台,一 括 受 注(25日)

・日本 ユ ニパ ック ,オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タで三 菱 電

機 と提 携

【8月】日本データプロセ シング協会,情 報 シス テム ・

コンサルタン ト資格制度を新設

・松下電器 ・松下通信工業,ナ シ ョナ ル ・シス テム ・

エ ンジニアを設立

・日本IBM ,シ ステム/38の 出荷予定時期 を延期

・通産省,80年 度予算要求案 まとむ

・日本 ミニコン,DataGeneralの 資本参加 を承認

・KDD ,SITA用 国際デー タ通信サー ビス開始



年

(1979)

海 外

・IBM
,158,168のAPバ ー ジ ョン の 買収 価 格 を25%

値 下 げ

・Itel ,3部 門 をCSCに,ま た 別 の 一 部 門 をXeroxに

売 却

・NixdorfU .S.A.、8100対 抗 の600/X5の5機 種 を

発表

・CDC
,Platoシ ス テ ム に よ るCAIサ ー ビス を一 般 家

庭 に 普 及 させ る 目的 で,ミ ネ ア ポ リ スの1000の 家 庭

を 選 び値 段 を下 げ て テ ス ト ・マ ー ケ テ ィ ン グ を開

始

・IBM
,138/148の レ ン タ ル ・ユ ー ザ ー に 対 して も下

取 り制 を提 案 。10月31日 ま で に現 有 機 を買 取 り に

切 り換 え て,1981年7月1日 に は じま る1年 間 に 次

のマ シ ンを導 入 し た場 合,15%ま で 値 引 き

・イギ リ ス新 政 権
,NEBに よ る ア メ リカDΩ1社 との

合 弁 事 業(ポ ー タ ブ ル ・マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ生

産 ・販 売)に500万 ポ ン ドの投 資 を認 可

・ICL
,2900用 のDBMSと してIDMSXを 発表

・フ ラ ンス 政府
,中 国 と の電 子 産 業 協 力 で話 し合 い

・SEMS
,Solar16で 新 型2機 種Solarl6/75,同16/04

発 表

【9月 】CII-HB,カ リ フォ ル ニ ア 州 のSystemIndus-

tries社 の デ ィス ク ・サ ブ シ ス テ ム を買 収 す る こ と

で 基 本 的 に合 意

・IBM ,MCAInc.と の 合 併 の ビデ オ デ ィス ク会 社 は

折 半 出 資 でDiscovisionAssociatesと な り,IBMは

特 許 権,技 術,資 金 面 で貢 献

・イ ギ リスNEB
,未 来 型 事 務 機 開 発 の ため 設 立 した

NexosはExxonの 子 会 社 のDelphiCommunications

か ら,Deltaマ シ ンの 欧 州 で の 製 造 販 売 の 権 利 を 取

得

・ICL ,チ ェ コの ブ ル ー ノ ・フ ェ アで1500ラ イ ンの 新

機 種 と して パ ワ ー を4倍 に 増 強,コ ス トは30%上

昇 に抑 え た1500Sを 発 表

・南 ア フ リカAnkerDataSystems〔 ス イ ス 企 業 の 子

会 社),現 地 開発 の ミニ コ ンAD4900を 発 表

・フ ラ ン ス の 半 導 体 メ ー カ ー の 大手
,St-Gobain-

Pont_a_Mousson,CGEに か わ りCII-HBの 株 式 の

一 部 を所 有 す る こ と で合 意

・ス ウ ェ ーデ ンDatasaab
,ミ ニ コ ンSeriesl6発 表

・Nexos
,業 務拡 大 の第 三 段 階 と して イ ギ リス最 大 の

フ ァク シ ミ リ会 社Muirheadと 提 携

・Insac
,ロ サ ンゼ ル ス に あ る ソ フ トウ ェア 会 社Glob-

alDataCorp.(従 業 員110名)を 買 収

・CII-HB
,3031,3032対 抗 のDPS7/80,7/82発 表

・IBM
,10億 ドル の社 債 発 行 計 画 を発 表

・ltel,コ ン ピ ュー タ 事 業 か ら撤 退 へ,事 業 部 はNSに

売 却 の 方 針

・富 士 通
,TRW社 と ア メ リカ に 合弁 会 社 設 立

・イギ リス新 政 権 に よ るBPOの 通 信 と郵 便 分 割 案
,取
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日 本

【9月 】キ ヤ ノ ン,オ フ ィ ス ・コ ン ピ ュー タ,キ ヤ ノ

ナ ッ ク71発 表

・日本 シ ー ・デ ィー シ ー
,Cyber203,同170シ リ ー ズ

700発 表(6日)

・東 芝 ,レ ー ザ ー技 術 採 用 の 画 像 情 報 フ ァ イ ル 装 置

発 表(12日)

・日本 ク レイ
,設 立(17日)

・昭 和 情 報 機 器
,ハ ング ル文 字 の ワー ド ・プ ロ セ ッ

サ ーS850Aを 開 発

・富 士 通
,TRWと の合 弁 につ い て 検 討 開 始

・ シ ャー プ
,日 本 語 ワ ー ド プ ロ セ ッ サ ー 「書 院

WD-3000」 発 表(21日)

・IBM ,ユ ニバ ーサ ル ・パ イ オ ニ ア の株 を取 得

・日本IBM,東 京 と大 阪 に ビ ジネ ス ・コ ン ピ ュ ー タ ・

セ ン ター を開 設

・日本IBM ,IBM漢 字 情 報 シ ステ ム 発 売(25日)

・総 評 ,「 納 税 者総 背 番 号 制 」 阻止 運 動 へ

・日本 経済 新 聞 ,日 経 リ コ ー ル ・サ ー ビ ス開 始 へ

・富 士 通
,ユ ー ゴ ス ラ ビ ア の ス ロ ベ ニ ア統 計 局 か ら

FACOMM18011AD受 注

・富 士 通 ,科 学 計算 用 の ス ー パ ー ・コ ン ピ ュ ー タ,

ベ ク ター ・プ ロセ ッサ ー を 開発
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年

(1979)

海 外

沙 汰 さ る

・イ ギ リ ス新 政 権 に よ る通 信 分 野 の 自由 競 争 検 討 さ

る(VANな ど 〉

・ICL ,新 ス モ ー ル ・ビ ジ ネ ス ・コ ン ピュー タ,シ ス

テ ム10シ リー ズ120発 表

・西 ドイ ツ研 究 技 術 省
,80～83年 を カバ ー す る新 サ

ポ ー ト策(予 算10億 ドル ・マ ル ク)を 計画

・CII-HB
,ア メ リカ の デ ィス ク ・メー カ ーSystems

Industries買 収 を発 表

【10月 】IBM,3270カ ラ ー ・グ ラ フ ィ ッ ク ・ター ミナ

ル発 表

・富 士 通 ,サ ンデ ィエ ゴに 半 導体 工 場 建 設

・NS ,ItelのDP部 門 の ほ とん ど を買 い取 る ことで合 意

・Burroughs
,国 内 ユ ーザ ー向 け に7800出 荷 開始

・Burroughs ,B91,B92シ ス テ ム発 表

・Burroughs
,R田 ワ ー ドプロ セ ッサ ー発表

・IBMの 第3四 半 期 ,18%の 減 益

・Burroughs
,900フ ァ ミ リーB1900,3モ デ ル追 加

・HIS ,DPS8/20,44,52,70発 表

・IBM
,16KRAMの 外 部 調 達 意 向 を発 表

・IBM ,Transamericaに 勝 訴

・韓 国 政 府
,ICの 研 究 開 発 に6,000万 ドル投 資

・AT&T 、ACSサ ー ビ ス無 期 延 期,申 請 取 り下 げ

・イ ギ リ ス 国 立 マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ ・セ ン タ ー

(NMC)構 想 のDOI/NCCフ ィー ジ ビ リテ ィ調 査

開 始 さる

・Nexos
,UltronicDataSystems(リ コー の ワー ドプ

ロ セ ッサ ー を販 売)を 吸 収

・ICL
,モ デ ル2950で 初 の ア メ リ カの カ ス トマ ー獲 得

・AEG-Telefunken ,Modcompの25%,同 ミュ ン ヘ

ン子 会 社 の75%を 獲 得

・Siemens ,Unidata崩 壊 以 来 は じめ て フ ラ ンス 市 場

に カ ムバ ッ ク

・AEG-Telef皿kenの 再 建築 ,取 引 銀行 か ら承 認 さ る

・CAP-Gemini-Sogeti
,イ ギ リスIALと 合 弁 でIAL

Gemin▲ 設 立

・SGPM
,CII-HBへ の 資 本 参 加

・フ ラ ンス ,中 国 と コ ン ピュ ー タ関連 の協 力 を密 に

・フ ラ ン ス のTeletelビ ュ ー デ ー タ実験 セ ン タ ーにCII

-HB
,Matra,Steriaが 決定

【11月 】IBM,303X/370値 下 げ,新 プ ロ セ ッサ ーNew-

port(3033)発 表

・Amdahl ,Newport対 抗470V/7A,7B発 表

・Cray
,Cray1Sシ リー ズ ・ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ に

S1300,Sl400を 追 加 発表

・日本 か らの 半 導 体 の 輸 入 が 前 年 度 の2倍 に達 す る、

一 部 企 業 で は 日本 製 品 輸 入 手 び か え も

・Amdahl
,Memorex合 併 交 渉 決裂

・IBM,シ ェ ア ド ・ロ ジ ッ ク5520「 管 理 シ ス テ ム」

発 表
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日 本

【10月】兼松江商,兼 松 オフィスシステムを設立(1日)

・国際電 信電話 ,国 際専用回線 の料 金 を平 均10%値

下げ(1日)

・日本IBM ,カ ラー ・デ ィスプ レイおよび カラー ・

プリンターを発表(2日)

・日本 電気 ・日電東芝 情報 システム,ACOSシ ステ

ム350,同450,同550発 表(15日)

・日本IBM ,漢 字情報処理サー ビス開始

・日本IBM ,IBM漢 字 システム/34発 表(25日 〉

・電電公社,国 際調達対策室を新設

・富 士通,FACOMM200MP・4CPUシ ステムを

初公開

【ll月】東芝,音 声タイプライターの試作 に成功

・東芝,TOSBACシ ステム65発 表

・東芝 ,AMDと マ イ クロプ ロセ ッサーの セ カ ン ド

ソース契約で基本合意

・日本 エス ・デ ィー ・シー,科学技術文献 検索サー ビ

ス,サ ーチ ・Jの12月3日 か らの開始 を発表(8日)

・電 電公社 ,新 デー タ網 サー ビス実施 の認可 を申請

(12日)

・オフィス ・オ ー トメーシ ョン学会発足

・通産省,マ イクロエ レク トロニクスの雇 用への影響調



年

(1979)

海 トタ

・Ohvetti
,日 立 のM180,200を 欧 州 で 販 売 す る た め

の交 渉 開始

・日本 と ア メ リカ間 の 半 導 体 戦 争 が 本格 化

・ICL ,2903/4な ど6種 の プ ロ ダ ク ツ で 大幅 値 引 き

率 のOEM市 場 参 入

・NEBメ ンバ ー,長 官 以 下 全 員 辞 任

・Insac
,ア メ リカ市 場 で 受 託 開 発 契 約 もね らう

・SEMS
,イ ギ リス市 場 に子 会 社 設 立

・各 種 の マ イ コ ン の雇 用 へ の イ ンパ ク ト調 査 発 表 さ

る

・ブ ル レCII-HB会 長 ,欧 州 メ ー カ ー結 束(CII-HB,

ICL,Siemens,Philips)を 呼 び か け

・フ ラ ン スPTTと カ ナ ダ通 信 省 ,ビ デ オ テ ッ クス で

協 力 体制 を組 む

【12月 】NationalSemiconductor,日 立 のCPU販 売 で

合 意

・IBM・GSD(小 型 機 部 門)
,メ モ リーと プ ロ セ ッサ ー

の値 下 げ

・FCC
,AT&TとWesternUnionの 国 際 デ ー タ通 信 事

業 へ の参 入 を認 め る裁 定

・IBM ,サ ウ ジ ア ラ ビ ア 通 貨 庁(中 央 銀 行)を 購 入

先 と す る3億 ドル の 私 募社 債 発 行

・NEC,17年 続 い たHISと の 技 術 交換 契 約 解 消

・MCI対AT&Tの 独 禁 法 係 争 予 審 開 始

・ア ル ゼ ン チ ン,コ ン ピュ ー タ化5カ 年計 画 で フ ラ

ンス と協 力契 約

・IBM,80年 よ り教 育 ,メ ン テ ナ ンス 等 を含 む製 品

値 下 げ

・イ ギ リ スの 公 正 取 引局(OFT),ICLの ブ ラ コ ン ・

ハ ー ドウ ェ ア お よ び 中 古 マ シ ン ・メ ンテ ナ ン ス政

策 を 非 難

・Burroughs ,イ ギ リ ス政 府 のICL優 先 買 上 げ策 を 非

難

・EAIP(EuropeanAssociationoflnforrnation

Providers)設 立 準 備 委 員 会 委 員 長 にlnspecのD.

Barlowデ ィ レク タ ー就 任

・イ ギ リ ス新 政 府 ,NEBを め ぐる ガ イ ドラ イ ン発 表 。

一 基 本 的 役 割 は 変 わ らず ,た だ し規 制 を強 化

・NEB ,lCLの 持 株 を売 却

・Inmos第1号 工 場 用 地
,ブ リス トル に 決定

・ イ ギ リ ス 政 府 の コ ン ピ ュー タ 購 入 窓 口CCA

(CentralComputer&Telecomrnunication

Agency)と な る

・Bundespost ,国 内 に コ ン ピュ ー タ を設 置 して い な

いTSS業 者 へ82年 以 降 回線 提 供 せず と示 唆

・ク ラ ブ ・ ド ・ラ ・ペ リ ・ア ン フ ォ ル マ テ ィ 久 政

府 の 新5カ 年 政策 に対 し,同 分 野 へ の 助 成 強 化,

CII-HBサ ポ ー トと の不 均 衡 是 正 を要 請
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日 本

査報告案 まとめ る

・日本技術 貿易,英 ダ ウエ ン ト社 と提 携 し,同 社 の

特許,医 療文 献情報 フ ァイルのオンライン検索サー

ビス開始 を発表(開 始は12月3日 から)

【12月】三 菱電 機,MELCOMCOSMOシ リーズ モ

デル90011発 表

・日本パ ンチセ ンター協 会,キ ー ・パ ンチ ャー技 能

認定制度創設 を発表

・紀伊国屋書店,Lockheed社 と国際専用 回線で結 び,

文献情報検索 サー ビスDIALOGの オンラ インでの

提供 を決定

・キャプテ ン ・システム開発研究所
,キ ャプテン ・シ

ステムの実験 サー ビス を25日 か ら開始す ると発表

(17日)

・日本IBM,IBMシ ステム/38と 同34の 機能拡大 と38

の80年9月 末出荷開始 を発表

・日立,中 国向 け銀行 保険 シス テム輸出で ココムの

認可を受 く

・富士通,全 国8カ 所 に ソフ トウェア ・デモ ンス ト

レーション ・センター を開設

・郵政省,電 電 公社 のDDX回 線 交換サー ビス を認可

(21日)
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年
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【1月 】CrayResearch,Cray-1S-250(500万 ドル)

をGrummanDataSystemsCorp,か ら 受 注 。 出 荷

は81年 第2四 半 期

・CII-HBの ブル レ社 長
,新Unidataの 再 ス タ ー ト提 案

・Burroughs
,IBM8100対 抗 のCP9400,2500発 表

・NationalAdvancedSystems ,3032,33レ ン ジ の

AS/7000N,7000,7000DPCの3機 種 発表

・Amdahl
,470モ デ ル 全 機 種 の2年 お よび4年 リー ス

料 金 を6～9%値 上 げ 。 ソ フ トウ ェ ア は17%値 上 げ

・ItelCorp ,ロ ン ドン の ロ イ ド保 険 会 社 と の3億

8,000万 ドル の コ ン ピュ ー タ ・リー ス保 険 問 題 解 決

・NAS ,434ユ,3031対 抗 のAS/5の 再 設 計 バ ー ジ ョ ン

AS/3000N,3000発 表

・Amdahl ,IBMMVS/SE2コ ン パ チ ブ ル な

MVS/SEAssistの ニ ュ ーバ ー ジ ョ ン発 表

・Xerox
,OCRと 音 声 シ ン セ サ イ ザ ー の メー カー

KuryweilComputerProducts,Inc.を360万 ドル で

買 収

【2月 】Burroughs,4341,3031レ ン ジ の対 抗 マ シ ン と し

てB6900発 表

・CII-HB ,DPS7ラ イ ン に7/60,7/70の モ デ ル追

加

・CII-HB ,79年 度 利 益 は,政 府 の 補 助 金 抜 き で1億

フ ラ ンを 計上

・IBM,5120発 表 。 常 時 在 庫 の 店 頭 セ ー ル で10 ,000

ドル を切 る モ デ ル も あ る

・DEC
,DECnetソ フ トウ ェ ア の ア ッ プ ・デ ー ト,

PDP-11がIBMのSNAホ ス トに イ ンタ フ ェ ー スす

る ソフ トウ ェ ア 発 表

・V。lkswagenwerkAG傘 下 のTriumph -Adler ,家 庭,

学 校 向 け に450ポ ン ドの パ;一 ソナ ル ・コ ン ピ ュー タ

発 売

・CDC
,Homeworkと い う 名称 のPlatoシ ス テ ム の 一

般 向 け商 用 サ ー ビ ス 開始

【3月 】ワ シ ン トン 巡 回 控 訴 裁,SatelliteBusiness

Systemsの 業 務 開 始 を阻 止 し た前 判 決 を くつ が え

す 。SBSは81年1月 よ り業 務 を開 始 で き る 。

・IBMの ケ ア リー 会 長,60歳 の 誕 生 日(12月)を 前

に最 高 責 任 者CEOの 座 を去 る こ と を表 明

・イ ギ リス 政 府
,マ イ ク ロ エ レク トロ ニ クス 振 興 に

80,81の 両 年 で1,500万 ポ ン ドを計 画

・SEMS(フ ラ ンス) ,PDP-11/60対 抗 のMitra525発

表

・ICL
,2903シ リー ズ の 後 継 マ シ ン と し てME29シ

リー ズ,モ デ ル35,45の2機 種 発 表
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日 本

【1月 】政府,未 公開LSI官 民共有,国 有特許 の1月

中公開 を決定

・都銀各行,一 層 のサー ビス向上 と事務 機械 化 を目

ざ した第3次 オンラインの準備開始

・日立製作所,イ ギ リスICLと2年 にわたる技術交流

を今春解消

・行 政管理庁,「テー プ ・ガバ メ ン ト」 達成の一環 と

して 「電子 計算機利 用の効率 化 に関す るガイ ドラ

イン」 を作成

・CRCは アメ リカCrav社 のスーパー ・コンピュータ

「Cray-1」 をCRCネ ッ ト・サ ー ビス ・ビュー ロー

に設置,4月 か ら本格稼動

・日立製作所 ,Olivettiと 大型 コ ンピュー タ販売 で業

務提携

【2月】日立製作所,El立 漢字情報 システム(KEIS)発

表

・日本 電 気,日 本 語 処 理 機 能 のつ い た オ フ コ ン

NEACシ ステム15011,100U,5011を 発表

・通産省,マ イ クロコ ンピュー タの雇 用 に対 す る影

響調 査 を まとむ。マ イコ ンの利用 により,1985年

時点 で情報処理 技術者 が21万 ～65万 人増 える と し

なが ら,そ の反面21～48万 人の工程 作業者 が減少

する見込み

・日立,西 ドイツに正C製造会社日立セ ミコ ンダクター

設立

・ソフ トウェア流通促進 セ ンター,自 社開発 の ソフ

トを販売 したい とす るユーザー と商 品化技 術 をも

つソフ ト業者の仲介,あ っせん を計画

・沖電気 は,汎 用 コ ンピュータに再進出 を決定

・NationalSemiconductor(ア メリカ〉,日 本法人 「日

本NS」 設立

・電子技術 総合研 究所 ,ジ ョセブ ソン素 子 を使 った

論 理演算素子 「ジョセ ブ ソン接合 直接結合 型論理

ゲー ト」の開発,動 作実験 に成功

・日本IBM稲 垣早苗会長,退 任 を表明

【3月】東京電気化学工業,イ リノイ大学と共 同で対話

型 コンピュータ教育 システム 「PLATO」 開発

・地 方 自治 情報 セ ン ター,全 国 の 自治 体の 「コ ン

ピュータ利用状況 ・検索 システム」・の開発 に着手

・通産省 ,システムハ ウス育成のための企業 台帳作成

・日本情報セ ンター協会,郵 政省,電 電公社,通 産 省に

「パ ケッ ト交換サー ビスに関 する要望書」提出

・武蔵野通 研,将 来 の公 衆電 話 サー ビスの1つ とし

て 「音声蓄積交換機」 の開発 に着手

・三菱電 機,日 本語 の扱 えるMELCOM80日 本語 オ

フ ィス ・コンピュータ発売



年

(1980)

海 トタ

・フ ラ ン クT ,ケ ア リー の後 任 と して81年1月 ユ日付

で ジ ョンR.オ ベ ル 氏 がIBMCEOに 就 任 。ケ ア リ ー

会 長 は取締 役会,反 トラス ト法 訴訟 関 係 を扱 う

・Burroughs
,ModularTerminalラ イ ン に3機 種 追 加

・CalCempの 親 会社Sandars ,CalCompがIBMを 相手

と した 反 トラ ス ト法 訴 訟 敗 訴 の 最 高 裁 へ の 上 告 を

断 念

【4月 】Amdahl,StorageTechnologyCorp.と の 合 併

覚 書 き に調 印

・Memorex
,Ohvettiと 合 弁 で イ タ リア で リ ジ ッ ト ・

デ ィス ク生 産

・IBM
,3033Nに12,16メ ガ ・バ イ トの メ イ ン ・メ ガ

メ モ リー を持 つ2つ のサ ブモ デル 追 加

・CII-HB
,世 界 初 の カ ー ドの な か にMostek3872を

埋 め 込 ん だ マ イ ク ロ ・ベ ー ス の ク レ ジ ッ ト カー

ド ・シス テムCP8を 発 表

・Datapoint ,rnforex買 収 の 覚 書 き に調 印

・Saint-Gobain(フ ラ ンス)はOiivettiの 株 式20%を

1億8,000万 ドルで 購 入

・Xerox ,ThomsonCSF(フ ラ ンス 〉 と光 デ ィ ス ク

の共 同 開 発 開 始

・DataGeneral ,32ビ ッ ト ・マ シ ンのEclipseMV/

8000発 表

【5月 】IBM,4331の1.8～2.3倍 の パ フ ォ ー マ ン ス の

4331-2発 表

・Nixdorf ,IBMメ イ ン フ レー ム市 場 参 入 を ソ フ ト

ウェ ア ・サ イ ドか ら始 動 。 ア メ リ カ の ソ フ トウ ェ

ア 会 社TSSCを2,000万 マ ル ク で 買 収 。新 社 名 は,

NixdorfComputerSoftwareCompany

・DEC,カ ラー ・グ ラ フ ィク ・シス テ ムVSII
,VS22

発表

・HIS ,ニ ョ一 三ー ク で 開 催 され たAmericanBank-

ersAssociationの 会 議 で,7712を 発 表(自 動 テ

フー'マ ン ン

【6月 】Univac,82年 に 自 社 用 半 導 体 製 造 開 始 の た め

5,000万 ドル を投 入 して セ ン トポ ー ル 工 場 を充 実

・HIS副 会 長 ス テ フ ァンF .キ ー テ ィ ング氏 退 任 。同 氏

は,74-78年 ま で会 長 をつ とめ た 。GEの コ ン ピュ ー

タ部 門 を買 収 しHISを 結 成 し た1970年 当 時 は 社 長

・IBMワ トソ ン研究 所,よ り一 般 的 な オ フ ィス ・オ ー

トメ業 務 に利 用 で き るQBE(querry-by-exarnple)リ

・レー シ ョナ ル ・デー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム拡 張 バ ー
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日 本

・信州精器,漢字オフコン 「EPSON-KXI」 発表

・産業構造審議会,「80年 代 の通 商産業 ビジ ョン」 の

答申案 を通産相に提出

・三菱電機 オフコンか ら汎用 コンピュー タまで一

貫 した思想 で体係化 した 「三 菱 日本語情 報処 理 シ

ステムゴ発表

【4月】三菱,IBMブ ラコン機製作 のため専 門工 場建

設

・電電公社,一 般通話の ほか に,デ ー タ通信 も簡単,

確実 にで きる 「データ ・テ レホン」発表

・日本ユ ニパック,三 菱電機 と共 同開発 の汎用 漢字

ター ミナル 「UTS5000」 とレーザー漢字 プリンター

「0793-02/03」発売

・沖電気Sperry社 への ドッ トプリンター供給で合意

・日本IBM ,4300プ ロセッサー,8100情 報 システ ム

の価格 リースで5%,売 切 りで3%値 上 げ
'■日立,西 ドイツBASF社 とコン ピュー タで販売 提携

・富士通,Memorexと8イ ンチ ・デ ィス クの共 同開

発製造 に関するクロスライセンス契約締結 で合意

・通産 省,80年 度か ら5カ 年計画 で ジ ョセ ブソ ン素

子の開発 を助成

【5月】日本DG,漢 字 デー タ拡張機構発売

・富士通,日 本語ワー ドプロセ ッサー 「日本語 タイプ

ライター」発売

・沖電気,日 本語タイプライター「レターメイ ト8」

の発売

・シャー プ,音 声でオペ レー ショ ン ・ガ イ ダンスが

できる漢字オフコン 「HAYAC3800」 発表

・富士 通,TRW社 とTHETRW-FUJITSUCOM・

PANY(TFC)設 立 で合意

・東芝,日 本語 ワー ドプ ロセ ッサーJW-lo-2発 売

・日本IBM ,433ユ ー2型プロセ ッサー発表

・バロース,日 本語情報処理 システム開発

・データベ ース ・サービス業連絡 懇談会 ,デ ータベ ー

ス ・サ ービス産業確立振興 のための提案 まとめる

・通産省,6月 に産業構 造審議 会情報 産業部 会 を開

き,80年 代 における,コ ンピュータ,デ ー タ通信

などのあり方を諮問

・日電,不 特定多数の電 話音声 を認 識で きる装置 を

実用化,住 友銀行へ納入

【6月 】日本CDC,ス ーパー ・コン ビiニ タCYBER

205,CYBER170-740発 表

・郵政省,キ ャプテン ・システムの中間報告 まとめ る

・富 士通 ,FACOMVの 後継 機V850を 発 表(IBM

S/38対 抗機 で,日 本語処理 とワー ド・プロセ ッシ

ング機能 を持っている)

・電電公社,パ ケ ッ ト交換 サー ビスを郵政 大 臣に認

可 申請
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〔1980)

海 外

ジ ョ ン開 発

・SBS ,1981年 の サ ー ビス 開 始 に 引 き続 い て,1982

年 か らはWATS類 似 の ロー コ ス ト州 際 電 話 サ ー ビ

ス を当 面20地 上局 を建 設 してス ター ト,と 発 表

・IBM ,AP3042-2,3380,3370デ ィス ク発表

・Siemensは 中 ・大 型 の7 .500に 新 機種4モ デ ル を追

加 し て4300対 策 と し た。7.536は4331-2対 抗,

7.551は8Kキ ャ ッシ ュ と,2,3メ ガ ・バ イ トの メ

モ リー,7.561は16Kキ ャ ッ シ ュ と8メ ガ ま で の メ

モ リー一,そ して7.571は このMPバ ー ジ ョン

・IBM
,10月 よ り レン タル リー ス料 金 の5%(DPD製

品),7%(GSD製 品),保 守 料 の10%値 上 げ発 表

【7月 】IBM,11カ 月 遅 れ でS/38の 出 荷 を開始

・SEMS(フ ラ ン ス) ,ソ フ トウ ェ ア 会 社Toltecと

OEM契 約

・BASF(西 ドイ ツ) ,日 立 とのOEM契 約 でIBMブ

ラ コ ンCPU市 場 に参 入

・Philips ,84年 ま で に イ ギ リ スDDP市 場 の シ ェ ア

10%を 目 ざ して提 携 先 のFour-PhaseSystems,Inc.

の イ ギ リス子 会 社 買 収

・Siernens
,BS2000オ ペ レー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム を

ベ ー ス に し た7 .500ラ イ ン に4機 種 追 加(64K・

RAM採 用)

・CDC,社 長 に ロ バ ー トM .プ ラ イ ス,会 長 代 理 に ル

ベ ル トR .ベ ル グiを 選 任,同 時 に ウ イ リアム

ズ 会 長 を加 え てCEO(CorporateExecutiveOffice)

創 設

・Denelcorlnc .(デ ンバ ー),多 重 デ ー タ ・ス トリー

ム で 違 っ た イ ンス トラ ク シ ョ ンを 同 時 に 実 行 で き

る ス ー パ ー ・コ ン ピ ュー タHeterogeniousElement

Processor発 表

・Olivetti,ブ ラ コ ンCPUセ ー ル ス の ため,9月 に,

イ ギ リス にOlivettiComputers設 立 。M200Hを ベ ー

ス と したOH5560販 売 を開 始

・EC委 員 会 ,共 同 プ ロ ジェ ク トと して 向 こう4年 間

に マ イ ク ロエ レク トロ ニ ク ス に1億4,200万 ドル 支

出

【8月 】現 在 の大 型 機 の40倍 のパ ワ ーの ス ーパ ー ・コ ン

ピュ ー タ を開 発 し よう と す るNASAの 研 究 開 発 計

画 にCDCとBurroughsが 応 札

・Nixdorf
,ブ ラ コ ン市 場 参 入 のパ ー トナ ー と して話

し合 い を進 め て い たTwo-Pi社 との 提 携 を 断念

・IBM ,GSDとOPDの 製 品 開 発 と製 造 部 門 を統 合 し

てISD(lnformationSystemsDiv,)設 立

・Burroughs ,B6900,7900フ ァ ミ リー の ロー ・コ ス
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日 本

・国際電電,郵 政省に国際コ ンピュータ ・アクセス ・

サービス(ICAS)の 認可申請

・日本IBM,3033AP ,3380デ ィスク,MVS/SP発 表

・通 産省,「第5世 代コ ンピュータ」 開発に着手,産

構審情報産業部会 に諮問

・通 産省,83年 度完成予定の新庁舎 にオフ ィス ・オー

トメ採用 のため推進委員会設置

・日本IBM ,野 洲工場に半導体 の一貫生産 を行 う設

備を導入 し,3年 後か ら生産開始の予定

・電電公社申請のパケ ッ ト交換サー ビスが申請どおり

認可,7月 末 に主要7都 市 でサー ビス ・イン

・光 通信,光 コ ンピュー タ,光 セ ンサ ーな ど今後 の

成長 商品 とみ られ るオ プ ト・エ レク トロニ クス市

場 の開拓の ため,メ ー カー20社 が結集 して 「光産

業振興協会」 を設立す る意向

・ 「第2回 世界 情報処理産業会議」(サ ンフランシス

コ)に 日本か ら45社 が出席

【7月 】T1ア ジア,ホ ーム ・コン ピュータTI99/4の

周辺機器と して音声出力機能(ス ピーチ ・シンセサ

イザー)発 売

・日立製作所 ,8ビ ッ ト・シ ングル ・カー ド・コン

ピュー タH62SCOI発 売

・バ ロース,B900フ ァ ミリーの大型 機B6900シ リー

ズ発表

・日本IBM ,日 本語 ワー ド・プロセ ッシング機能 を

付加 す るソ フ トを発表,漢 字 情 報表 示 システ ム

IBM3270で 同機能が使える

・日本 オ リベ ッテ仁 日本 語 ワー ド・プロセッシング

機能 をもつオフコン 「オリベ ッテ ィ2530」 発表

・日立製 作所,西 ドイツBASF社 にM170相 当 の大

型機 をOEM供 給す ることで基本的合意

・ 「80年代の情報化お よび情報産業の あり方 と政策」

(情 報産業 ビジョン)に つ いて通産 相の諮 問を受

けた産業構造 審議会情 報産業部会 は,6年 ぶ りの

答申審議開始

・日本 情報処理 開発協会,第5世 代 コ ンピュー タに

関する調査研究中間成果報告 まとめ る

・日本CDC ,教 育用 シス テムPLATOの 日本 語版 開

発に着手

.・東芝,日 電,OA機 器販売のため共同 出資 で 「日本

オフィス ・オー トメーション」設立

【8月】電電公社 はかな文字 で情報検索のできるキャプ

テ ン ・システムの開発に着手

・日立製作所,IBM3380デ ィスク相当の2.52GB大 容

量デ ィスク 「H8598」 開発

・郵 政省,81年 度 に は 「キャプテ ン ・シス テム」 の

実験規模を大幅拡大の意向

・日電 ,毎 分3,300行 の印字速度 をもつ コ.ンパ ク トな

日本語 プ リンター 「N7384ペ ー ジ ・プリンター」 発



年
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海 外

ト版B5900発 表

・Burroughs
,ソ フ トウェ ア 会 社 の トッ プ企 業,Sys-

temsDevelopmentCorp.を9,800万 ドル で買 収 す る

こ とで 合 意

・ジー ン ・ア ム ダー ル博 士
,大 型 機 開 発 の新 会 社 設

立 の た めAmdahlを 退 社

・Apple社
,80年 秋 に株 式 公 開 を決 定

・CDC
,ス ウ ェ ー デ ンの ソ フ ト会 社2社 に対 し,Pla・

to教 育 タ ー ミナ ル の 事業 開始 の た め20万 ドル 投 資

【9月 】NAS,AS/5000の 下 位 モ デ ルAS5000Nと5000E

追 加

・東 ドイ ツ のRobotren社U830ビ ッ ト ・ス ライ ス ・マ

イク ロ プ ロ セ ッサ ー発 表

・NAS
,3033よ り30～80%フ 。ラ イ ス ・パ フ ォ ー マ ン

ス の良 いAS/9000発 表

・ア メ リカ 政 府,中 国 向 け3033輸 出 認 可
。共 産 圏 向

け最 大 の マ シ ンで,石 油探 井 デ ー タ解 析 用

・IBM
,4300の 最 上 位 モ デ ル4341-2発 表 。 こ れ に伴

い4300シ リー ズ ・マ シ ン を買 取 りユ0% ,レ ン タ ル

5%値 下 げ'

・Nixdorf
,IBMブ ラ コ ンCPU市 場 参 入 の た め イス ラ

エ ル のElbit社 と提 携 ,8890シ リー ズ と して2機 種

発表

'Burroughs
,予 定 よ り3カ 月 早 く,W,マ イ ケ ル ・

フ ル メ ン ソ ー ル をCEOに 選 任

【10月 】Sperry,社 長 兼COO(ChiefOperatingOfficer)

に前 ユ ニ パ ッ ク部 門 チ ー フ だ っ た ジ ェ ラル ドG .プ

ロブ ス ト氏 を選 任

・Xerox
,DECIInte1の3社 は,ロ ー カ ル'エ リ ア ・

不 ッ トワ ー クEthernetの 仕 様 を正 式 発 表

・ジ ー ン ・ア ム ダ ー ル氏 の 新 会 社
,AcsysLtd.は,半

導 体 開 発 か らの 一 貫 生 産 を 計 画,資 金枠 も倍 増 し,

海 外 か らの 資 金 集 め に も積 極 的

・HIS
,4341-2対 抗 と して,8/44D,8/62発 表

'CDC
,Plato教 育 用 コ ン ピュ ー タの ス タ ン ド ・ア ロ

ー ン版 発 表

・IBM
,3033Nの1/0機 能 を最 大16チ ャ ネル ま で に

拡 大

・Zilog
,Sperry向 け16ビ ッ ト ・マ イ クロ 商戦 でMoto-

rola,工ntelを 破 りZ8000受 注

・Nexos
,ワ ー ドプ ロ セ ッサ ー2200発 表

【11月 】TandemComputer,異 種 コ ン.ビ ュ ー タ と50M

ビ ッ ト/秒 の ロ ー カ ル ・ ネ ッ トワ ー ク の 組 め る

"Fib
erLink"発 表
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日 本

売

・富士通 ,ブ ラジルの コンピュー タ国産化 協力 の一

環と してEDISAに 技術援助

【9月 】東 レ,カ タカナ 機 構 を付 加 したAppleCompu-

tel(ア メ リ カ)社 製 パ ー ソ ナ ル ・コ ンApplell

Jplus－ 発 売

・日電 ,ソ フ トウェ ア ・セ ン ター を北 京 に設 立 す る

こ とで 中 国政 府 と合 意

・日電 ,科 学 計 算 で も事 務 計 算 で もACOSシ ス テ ム

900よ り4～5倍 速 い シ ス テ ム1000発 表

・富 士 通 ,容 量1メ ガ ・ビ ッ トの バ ブ ル ・メ モ リー

FBM545D開 発

・東 芝 ,シ リ コ ン ・オ ン ・サ フ ァ イ ア(SOS)技 術

を活 用 し ゲ ー ト数12,000で ゲ ー ト遅 延 時 間0.7ナ ノ

秒 と早 い16ビ ッ ト ・マ イ ク ロ プ ロ セ ッサ ーT88000

の 開 発 に成 功

・コモ ドー ル ・ジ ャパ ン
,7万 円 を割 るパ ー ソナ ル ・

コ ンピ ュ ー タ 「VIC1001」 発 表

・日立 製作 所
,ワ ー ド ・プ ロセ ッ シ ン グ機 能 を もつ オ

フ コン 「HITACL320-30且,50H」 発 売

【10月】情 報 処 理 連 合 展,第8回 世 界 コ ン ピ ュ ー タ会 議

開催 され る。39カ 国 が参 加

・日本NCR
,日 本語 情 報 処 理 シス テ ムJAPAN発 表

・日本 ユ ニパ ック
,UNIVAC1100/60バ ン ガ ー ド ・シ

ス テム の新 モ デル61E発 表

・バ ロー ス
,B5900発 表

・DEC日 本 支 社
,ス ー パ ー ・ミニ コ ンVAX-11/780

の 下位 機 種VAXI1/750発 表

・日本NCR
,8000シ リー ズ の 下 位 機 種 工一8151販 売 開

始

・ComputerVision(ア メ リ カ)
,日 本,ア ジ ア で の

販 売 強 化 の た め 日本 に コ ン ピュ ー タ ー ビ ジ ョ ン ・

ア ジア設 立

・電 電 公 社,IBM(ア メ リ カ)と コ ン ピ ュ ー タ周 辺

機 器 の長 期 継 続 購 入契 約

・電 電 公 社
,デ ー タテ レフ ォ ン を販 売 の た め郵 政 省 に

認 可 申請

・郵 政 省
,電 気 通 信 制 度 政 策 の 方 向 づ け を行 う た め

の諮 問機 関電 気 通 信 政 策 懇 談 会 新 設

・キ ヤ ノ ン ,日 本 語 ワー ド ・プ ロ セ ッ サ ー,キ ヤ ノ

ワー ド55発 表

【11月】日電,世 界 最 高 速 で装 置 間 の デ ー タ伝 送 が で き

る光構 内通 信 網N6770デ ー タ リ ンク を 製 品 化

・IBMシ ス テ ム/38
,ユ ー ザ ー 向 け 初 出 荷



、

第田部'83世 界情報化事典

年

(1980)

1981

海 外

・IBM
,複 数 シ ス テ ム が デー タ ベ ー ス を 共 用 で き る

DBMSと してIMS/VSバ ー ジ ョン1リ リー ス2発

表

・Nexos,小 型 ビ ジ ネ ス ・シズ テムNexos4500発 表

・ICL ,2966,2955発 表

・IBM
,Hシ リ ーズ 第1弾8081発 表,同 時 に3033S発

表 。 これ に伴 い3033は 値 下 げ

・IBM ,半 導 体 事 業 部 門 を す べ てGTD(General

TechnologyDiv,)に 統 合 。GTDの 管 轄 を従 来 の

GBGか らDPPGへ 移 管

・IBM,事 務 機 器 販 売 の 小売 りチ ェ ー ン作 りの た め,

OPD第1号 を フ ィ ラ デ ル フ ィア に開 店

・GEC,GEC4000プ ラ イベ ー ト ・ビ ュ ー デ ー タ ・シ

ス テ ム発 表

【12月 】Burroughs,4年 を越 え る 開 発 期 間 を 費 や した

ス ーパ ー ・コ ン ピュ ー タBSPプ ロ ジ ェ ク トを中 止

・Saab-Scaniaと ス ウェ ー デ ン 政 府 の 半 額 出 資 の

DataSaab社 がLMEricssonに 合 併 され る こ とが 決

定 的 と な った

・Wang ,IBMのDisplaywriterの 対 抗 マ シ ンWangwri-

ter発 表

・Four-Phase,ブ ラ コンCPUメ ー カ ーTwoPiCorp.

を900万 ドル で 買 収

・Apple
,12日 に株 式 公 開

・SDC ,株 式 総会 でBurroughsへ の買 収 が認 め られ る

・SBC(CDC)
,ハ ー ド ・セ ー ル ス 市 場 に参 入

・EC委 員 会 は,IBM宛 に ロー マ 条 約 違 法 の カ ドで 抗

議 書 送 付

【1月 】STC,ブ ラ コ ン事 業 参 入 の ためSTCComputer

ResearchCorp.を 設 定

・IBM
,一 部 製 品 サ ー ビス の 値 上 げ発表

・EC委,IBMに 対 し競争 制 限行 為 の疑 義 を警 告

・IBM・DPD組 織 再 編

・TRW-Fujitsu
,TFC7880POSタ ー ミナ ル発 表

・イ ギ リ ス産 業 省,石 油 会 社 にICLへ の 資 金 援助 を打

診

・Acsys ,三 菱 電 機 に 資 本 参 加 要 請

・CDC
,一 部 製 品,サ ー ビ スの 値 上 げ。 値 下 げ製 品 も。
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日 本

・日本IBM ,IBM3081プ ロセ ッサー発表(21日 〉

・日本IBM ,制 御 プログラ ミングMVS/SP機 能強化

・日本HIS,大 型 コ ンピュー タDPS8シ リーズ に新

モデル2機 種8/62,8/44D追 加

・バ ロース,分 散 処理用 コ ミュニケー ション ・ブロ

ーセ ッサーCP9500フ ァミリー3機 種販売開始

・日電,32ビ ッ ト多 目的 コ ンピュー タNEACMS70

発表

・アメ リカBUIroughs ,わ が国で汎用 コンピュータ,

周端装置生産決定

・日本情 報サー ビス,ア メリカComshareと 共同 で,

国際 ネッ トワーク ・サービス開始

・(社)化学 情報協 会,ア メ リカ化学協会の化学物質 に

関す るオンライン情報 検索サー ビス,わ が国で開始

・通 産省,情 報 処理 サー ビス業安全 対策登録 制度 ス

ター ト

・電電公 社,58年 実用化 を メ ドに,ジ ョセ ブソン ・

コンピュータ開発に着手

【12月】協 同システム,81年 度か ら5カ 年計画で ソフ ト

ウェア保守技術の開発に着手

・丸善,81年 度 よりDIALOGシ ス テムにMEDLINE

追加

・アメ リカCDC,日 本 での情報処理 サービス事 業の

販売 は日本CDC,セ ンターの運営管理はデータサ ー

ビス ・ファー イース ト日本支社 に変更

・郵政 省,東 京,名 古屋,大 阪 の3都 市 間を専用 回

線 で結 び電子郵便実験を81年3月 開始 と発表

・産業構造 審議会 ,80年 代情 報産業政 策 ビジ ョンの

中問答 申を田中通産相に提出

・電電公社資材調達問題,大 来政府代表 とアスキ ュー

USTR代 表 との書簡 交換 で3年 越 しの長期交 渉 に

ピリオ ド

・電 電公社新 総裁 に真 藤石川 島播磨重工業相 談役 が

決定

・郵政省,KDDの 国際特定通信 回線 の利用制限緩和

・日本NCR,汎 用 イ ンテ リ ジェ ン ト・ター ミナ ル

NCR2950発 表

・日本 ユ ニパ ッ ク,低 価 格 の汎 用漢 字 ター ミナ ル

UTS4000フ ァ ミリー発表

・ソニー,ア メリカでオフィス ・オー トメ市場へ参入

【1月 】富士通,米TRW-Fujitsuを 通 じ中型4機 種 の

自社ブ ラン ド販売 開始

・郵政 省,電 電公社に対 し,デ ータ通信 回線開放 の検

討 を指示

・日立,中 国 の水利 水雷科学研 究院か らMl60受 注,

出荷 は3月 の予定

・M200H8台 か ら成 る超大型システム,東 大大型計算

機 センターで稼動開始

・電電公社の資材調達 問題 解決,年 間33億 ドル を公開

入札 に



年

(1981)

海 外

・Itel
,サ ン フ ラ ン シ ス コ連 邦 地 裁 に会 社 更生 法適 用 申

請,受 理

・IBM
,100%子 会社IBMCreditCorp.設 立

・イギ リスINMOS
,第1号 製 品16KRAM発 売

・IBM ,松 下 電 器 に 提 携 申 し入 れ

・欧 州 理 事 会
,ヨ ー ロ ッパ7カ 国 のTDF国 際 条 約 調

印 を発 表

・IBM
,GreyhoundComputerと の 独 禁 法 係 争 で和 解

・Univac
,一 部 製 品,サ ー ビス を値 上 げ

・NAS
,IBM3081対 抗 のAS9000DPC発 表

【2月 】CDC,IBM3380コ ン パ テ ィ ブ ル ・デ ィ ス ク

33800発 表

・イ ン ド政 府 ,ソ フ トウ ェ ア の 輸 出 振 興 の た め,輸 入

コ ン ピュ ー タ業 者 に 対 す る ソ フ トの 輸 出 義務 強 化

・Burronghs
,買 収 子 会 社SystemDevelopment社 を

OA事 業 部 と統 合 し,オ フ ィス ・シ ス テ ム ・グル ー

プ を新 設

・SaintGobain
,01ivettiの 持 株 比 率 を30%ま で増 加

・NCR
,V8565M,V8575Mほ か プ ロ セ ッサ ー,ソ フ ト

ウ ェア等 の値 上 げ発 表

・NAS
,IBM3033U対 抗 でAS9000/N発 表

・独 仏 両 国政 府
,対 日戦 略報 告 書 発 表

・EC ,米 国 防総 省 が 開 発 したADAの 欧州 改 訂,高 機

能 版 開 発 に350万 ポ ン ドの 支 出 を 決定

・ICL ,IBM3033グ ル ー プS対 抗 の2977を 発 表

・Intel
,32ビ ッ トMPUのiAPX432を 発 表

・IBM ,DPD8100のDCPX用 と して2つ のDOSFを

強 化 して 発表

・カナ ダ政府
,テ リ ドン計 画 に 約2,750万 ドル を助 成 す

る と発 表

・Comsat社
,衛 星放 送 事 業 をFCCに 認 可 申 請

・NS社 ,次 世 代 マ イ ク ロ プロ セ ッサ ー と して32ビ ッ

トのNS16032を 開 発

【3月 】AT&Tと 司 法 省 の独 禁 法 係 争 再 開

・HIS
,CP6シ ス テ ム用 の 新 型 コ ン ピュ ー タ4種 発 表

・CII-HB
,Acsysの 主 要 株 主 とな る

・TRw -Fujitsu
,初 の コ ン ピュ ー タTFC8500発 表

・IBM
,3380デ ィ ス ク を81年 第4四 半 期 に 出 荷 予 定

・ポ ー ラ ン ド,西 欧 か らの 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ輸 入 を 中

止 し,設 置 規 模 も縮 小 す る方 針 を決 定

・Perkin-Elmer
,DECのVAX11/750対 抗 機 と して32

ビッ トの3230を 発 表

・EC ,ソ フ トウ ェ アお よ び応 用 技 術 開発 プロ ジェ ク ト

に資 金 援 助続 行 の方 針 決 定

・英 国政 府 ,ICLに4億5,600万 ドル の 債 務 保 証 を 行

うと 発表

・仏 政 府
,VLSI開 発 計画 促 進 の た め83年 ま で に3,900

万 ドル投 資 す る方 針 決 定

・SEMS社
,中 国 の 電 子 技 術 輸 入 公 司 と8,000万 仏 フ

ラ ンの 契 約 締 結 表 明
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日 本

・行政管理庁,「データ通信に関 する行政監察」実施

・松 下電送機器,新 聞2ペ ージ分大 を送受 でき る大判

ファクシ ミリ開発

・日本電 気,三 菱電機,米 国での 自社 ブラ ン ド・オ フ

コンの販売体制整備に着手

・大型 プロジェク ト 「科学技 術用 高速計算機 システム

の研究開発」スター ト,目 標値 は10BFLOPS

・三菱電 気,大 型汎用機MELCOM-COSMOシ リー

ズ,モ デル800田 と中型の800S発 表

【2月 】 日本 ア イ ・ピ ー ・エ ム,3031,3032,3033な ど

の15～30%値 下 げ発 表

・ 日 本 電 気 ,豪 州 に100%出 資 のNECInformation

SystemsAustraha設 立

・日本IBM ,3033S発 表

・日本 電 気
,中 国 儀器 進 出総 公 司 か ら中 型 コ ン ピュ ー

タ6シ ス テ ム受注

・日本 シー ・デ ィー ・シー
,Cybernetで の リモ ー ト ・

コ ン ピ ュー テ ィン グ ・サ ー ビス 開 始

・日立
,超 大型 機M280Hと1:}:1型 機M240H発 表

・イ ン テ ル ・ジ ャパ ン
,32ビ ッ ト ・チ ップiAPX432発

表

【3月 】 松 下 電 器 産業,パ ー ソ ナ ル ・コ ン ピュ ー タ事 業

に 参 入

・電 電 公 社
,衛 星 通 信 回線 に よ り3秒(A4判)送 信

が で き る フ ァク シ ミリ開発

・郵 政 省
,国 際電 信 電話 に よ るSWIFTサ ー ビス認 可

・松 下 電 送 機 器
,ブ ック ・フ ァ ク シ ミ リ開 発

・日 本 ア イ ・ピー ・エ ム
,3380デ ィス クの 出 荷 延 期 を

発 表

・日本 シ ー ・デ ィー ・シ ー
,Cyber176で の 計 算 サ ー ビ

ス 開 始
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・米最大手 コ ンピュー タ ・リース会社の ひとっ である

OPMリ ー シング社,資 産保全 申請,負 債総額 は5

億 ドル

【4月 】IBM,GSDとOPDの フィール ド・サ ービス

部門 を統 合 して,カ ス トマー ・サービス ・ディビジョ

ン設立

・ブラジル政府 ,CII-HBが 同国内でDPS-765を 製造

す る計画に同意

・CII-HB ,HIS社 レベル6シ リーズ4機 種の販 売を

開始

・IBM ,ECの 行政的措置 を欧州裁判所 に提訴

・GE ,工 業用ロボ ッ トの開発販売に当たるオー トメー

ション ・システムズ ・ビジネス ・デ ィビジ ョンを設

立

・BT,電 子 メール ・サー ビスTeletex開 始の計画発表

・CDC ,VLSI共 同開発 を呼びかけ

・ハ ンガ リーの国家技術開発委員会,81～85年 に実施

する電算機計画 に数億 フォリン トの投資 を予定

・Xerox ,8010StarInformationSystem発 表

・IBM,パ ソコン市 場に参入す る意向を表 明

【5月】 チェコ,第7次5カ 年画でマイクロエ レク トロ

ニ クス産業の育成 を打 ち出す

・AT&Tの データ処理分 野への進 出 を認 め るFCC

の決定 に対 し,6つ の企業 団体がコロ ンビア地裁に

提訴

・ICL,新 会長 にBP副 会長 を迎 え経営 陣 を一新する

とともに,米 コンピュータ会社 との提携 を断念

・IBM ,FloatingPointSystems社 と,同 社のア レイ ・

プロセッサ ーの共同営業協約 を締結

・Xerox,XTEN計 画 を断念

・IBM ,4300シ リーズ,5280,5520,デ ィスプ レイ ・

ライターにつ いて量販 ディス カウン ト制導入

・英政府は第五世代 コンピュー タ開発への参加 を要請

・AT&T,ビ デオテ ックスに関す る規格 を発表

・IBM ,電 電公社 と特許交換契約(ク ロス ライセ ンス)

す ることで合意

・仏のLogAbax社 ,破 産

・ECお よび欧州会 議,EC諸 国のマ イ クロエ レク ト

ロニクス産業振興のため6,000万 ポ ン ド支出を予定

・英 ,独,仏,「 ビューデータ」の規格統 一作成 につい

て合意

【6月 】STC,ブ ラコンCPUビ ジネス参入

・CII-HB ,新 型SBCの61-DPS2を 発表

・英 政府,郵 政 当局 か ら電気通信 業務 を分 離 しtBT

へ移管する意向

・Xerox ,Ethernetに 接続可能 な820イ ンフォメーショ

ン ・プロセ ッサーを発表

・英 郵電 公社 は,9月 か らデ ィジタル専用回線サー ビ

ス開始 を予定

・TI,バ ブル ・メモ リーの生産 中止
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日 本

【4月】 日本情報セ ンター協会,通 信回線問題で要望書

提出

・アスター ・インターナ シ ョナ ル,中 国北京大学 に中

古のHITAC8300シ ステムを納入

・松下電器貿易,英Inmosと 国内総代理店契約

・電電公社,世 界最大の超大型 コンピュータDIPSl1

モデル45開 発

・日本ハ ネウエル ・インフォメーシ ョン ・システムズ,

DPS6の 販売開始

・日本電気,中 国国家電子計算機工業総局 と,ソ フ ト

ウェア技 術者養成のための 日中 ソフ トウェア ・セ ン

ター設立 で合意

・日本IBM,「 スーパ ー ・コ ンピュー タ開発 プロジェ

ク ト」 への参加希望 を表明

・次世代産業基盤技術研究開発制度始動

・富士通 ,超 大型機M300の 開発 に成功

【5月 】全 国信用金庫連合会,普 通預金 オンラ・fン提携

第2次 計画スター ト

・東芝 ,印 刷漢字2,000種 等2,300字 種 が認識で きる漢

字OCR開 発

・富士通 ,64Kビ ッ トLSI実 装の パー ソナル ・コン

ピュータMICRO8発 表

・日本電 子計算,米BRSの 文献 デー タベー ス ・サー

ビス提供 開始

・富士通 ,超 大型機M380,382発 表

・経済団体連合会,通 信 回線 自由化で提言

・東芝,言 声ワー ドプロセ ッサ ー開発

【6月 】日本IBM,初 の子 会社 としてシステム開発設

立

・電電公 社,手 書 き文字 入力がで きる日本語 ワー ドプ

ロセッサーAESOP開 発 に成功

・電 気通 信政策懇談会,回 線 自由化 に関す る提言 まと

める

・日本電気と 日電 東芝情報 システム,超 大型機ACOS

システム750と 大型機650発 表

・日本電気,米BurroughsへOCR技 術 供与 で契約



世界のコンピュータ産業総合年表

年 海 外 日 本

(1981) ・IBM ,シ ス テ ム38に モ デ ル4を 追 加 し,モ デ ル3の ・産業構造審 議会 ・情報 産業部会,情 報化 ビジ ョンを

価格 を16%値 下げ 答申

・ヰ国,DJS140小 型多 目的高 性能 コン ピュー タの独 ・日本情報処 理開発協 会,デ ー タ通信回線 自由化 で提

自による設計,試 作 に成功 。量産化 を予定 言

・英政府,日 本政府 に対 してICL救 済協力を要請 し,

'

・日本IBM ,中 国科学 院か ら4331受 注

富士通とICLの 大型提携交渉が進行中 ・ 日 本 エ ヌ ・ シ ー ・ア ー ル
,8000シ リ ー ズ ・コ ン ビ ュ ー

・CCIA
,ワ シ ン トン 控 訴 院 にFCCの 第2次 コ ン タの国産化決定

ピュータ調査裁定 の破棄 を求 む ・理経
,米ThreeRiversComputerと 総代 理 店 契 約

・仏 政 府
,SaintGobainグ ル ー プ に対 し破 産 状 態 に あ ・日本 電 気 ,ACOS250の1,000号 機 出 荷

るLogAbaxを 吸収 するよう依頼 ・EDPユ ーザ ー団体連 合会 ,通 信回線 制度改善 で提

・NAS
,Itelの 残 資 産 を4,180万 ドル で 買 収 言

〔米最高裁,Memorex,IBM独 禁法訴訟の上告却下 ・日本IBM ,5280に 数量割引制適用

・Burroughs
,管 理 ・専 門 職 を対 象 と したOA機 器, 亘情報処理振興審議会,電 子計算機利用高度化計画ま

OFIS－ イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・シス テ ム を発 表 とめる

・ICL ,初 のIBMコ ンパ テ ィブル分散 処理小型 コン

ピュ ー タ,シ ス テ ム25を 発 表

・IBM,一 部製品,サ ービス価格 の値上 げを発表 ,値

上幅 は最 大15%で3081,3380な ど は据 え置 き

【7月 】CII-HB,ブ ル ー レ会 長 後 任 に マ キ シム ・ボ ネ 【7月】富士通,英ICL再 建への協 力で合意

氏を選任 ・沖電気,中 国新華社通信 か らフ ァクシミリ同報 ネッ

・CrayResearch社 のSeymourR .Cray社 長 辞 任 トワ ー ク ・シス テ ム受 注

・台湾工業技術研究 院,同 国初 の1104型 ミニコンを開 ・日本 オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン協 会発 足

発 ・労働省 デー タ通信 システム本格稼動

・英 国,電 子 企業 を含 む事務機産業の振興 を図 り1億 ・行政 管理庁,郵 政 省に データ通信 回線利用 自由化 を

6,500万 ドル以上の資金援助 を計画 勧告

・仏政府 ,金 融機関 および大手12企 業 の国有化方針 を ・バ ロース,コ ンピュー タの国内生産方針 を決定

発表

・米USTR代 表,高 度技術 等の 日本市場 の全面的な

開放に注力する意 向を示す

・西独の ビデオテ ックス加入者 ,ユ0万 人 を超え る

・IPLSystems社
,IBM4300コ ンパ テ ィ ブル の4443,

4446価 格 およびメ ンテナンス料金 を値上 げ

・英産業省,NEBとNRDを 合併 し,BTG(プ リティ 、

シュ ・テ ク ノ ロ ジ ー ・グ ル ー プ)を 新 設 す ると発 表,

なお新組織は法律決定までは独立に活動

・米上院通信委員 会,ユ934年 通 信法改正の修正法案 を

採択 し,下 院通信委員会へ回付

・米政 府
,中 国 へ の 輸 出 規 制 大 幅 緩 和 を決 定

・Olivetti ,仏 政 府 の 要 請 に よ り,自 己 破 産 し た

LogAbaxを 買収

【8月 】IBM,Fairwayと い う コ ー ドで開 発 され て い た

低価 格 コ ン ピ ュ ー タ,シ ス テ ム/23デ ー タマ ス ター を

発表

・Burroughs
,1億600万 ドル でMemorexを 買 収 す る

こと で合 意

・英GEC
,32ビ ッ ト ・ ミニ コ ン 「GEC4090」 を開 発

・英 政 府
,情 報 テ ク ノ ロ ジー ・セ ン ター 開設

・英 政 府,光 フ ァ イバ ー お よび 関 連 技 術 の研 究 開発 に
,

2,500万 ポ ン ド援 助 す る と発 表

・IBM
,Intelの8088MPU使 用 の16ビ ッ ト ・パ ソ コ ン

【8月 】三井 情報開発,米CSCのINFONETサ ー ビ

ス開始

・日立,米GeneralElectricと 高性 能 ロボ ッ トで広範

な提携契約

・㊥ 新機能素子研究開 発協会発足 ,コ ンピュータ関連

6社,松 下電器産業,三 洋電機,シ ャー プ,住 友電

気工業 の10社 が参加

・松下電 器産業 と信州 精器,米IBMの パー ソナ ル ・

コンピュータにCRTと プリンターを供給

・バ イオテクノロジー開発技術研究組合発足
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を デ ィス プ レイ付 き4,500ド ル で 発表

・英 政 府
,通 信 社 の 独 占 体 制 に終 止 符 を打 つ 法 案 を 提

出 し,下 院 で可 決

・中 国 ,漢 字 植 字 シ ス テ ム開 発

・Magnuson
,IBM4331対 抗 機 種M80/30発 表

・Siemence ,64Kビ ッ トRAMの 販 売 開 始

・EC
,デ ー タ通 信 ネ ッ トワー ク に ス ウェ ー デ ンも接 続

・メキ シ コ政府,420品 目の 関 税 引 き上 げ ,コ ン ピ ュー

タ は引 き上 げ率20～40%

【9月 】EC委,ユ ー ロ ネ ッ ト ・デ ィ ア ー ヌ拡 大 の た め

情 報 サ ー ビ ス行 動3カ 年 計 画 実 施 の 方 針 示 す .

・連 邦 地裁 ,AT&Tの 新 分野 へ の進 出認 可

・NS
,バ ブル ・メ モ リー市 場 か らの撤 退 を発 表

・CDC ,英 国 気 象 国 本 部 へCyber205第1号 機 を納 入完

了

・仏 政 府
,第1次 企 業 国 有 化 法 案 決 定

・Perkin-Elmer ,32ビ ッ ト ・ ス ー パ ー ・ ミ ニ コ ン

ピュ ー タ3210を 発 表

・米 国 防 総 省 ,日 立 が 中 国 貿 易 総 公 司 か ら受 注 した

M-180の 輸 出 に反 対 し,わ が 国 に通 告

・NCSS ,Two-PiとFour-Phase社 のIBMコ ン パ

テ ィブ ルCPUの 販 売 中 止

・仏 政 府 ,企 業 ・銀 行 国有 化 法 案 を決 定

・Burroughs
,中 型 電 算 機 の 新 製 品B3955ほ か,CP

3680を 発表

・Univac
,第 五 世 代 コ ン ピ ュ ー タ の 国 際 共 同 開 発 計 画

に参 加 意 向表 明

・IBM3033と 日立 のM-180の 対 中 国 輸 出
,相 方 と も コ

コム の 承認 を得 る

・IBM
,7デ ィ ビ ジ ョ ン を再 編 し,イ ン フ ォ メー シ ョ

ン ・シ ス テ ム ズ ・デ ィ ビ シ ョ ンに統 合,来 年 早 々 に

は再 び編 成 す る予 定

【10月 】IBM,同 社 最 大 容 量 の3380を 今 月 か ら出荷 す る

と発 表

・米 国 上 院 ,1934年 通 信 改正 法 案 を可 決

・FCC
,AT&Tの 非 規 制 分 野 へ の市 場 参 入 の最 終 認

可 期 日 を83年1月1日 に延 期

・ICLと 富 士 通,販 売 ・技 術 協 定 を締結

・仏 政 府 ,82年 度DP研 究 予 算 を今 年 よ り50%増 の6

億 フ ラ ンに す る予 定

・HIS ,中 位 シ ス テ ムDPS7/モ デ ル35,45,55,65を 発 表

・Siemens ,カ ナ ダの テ リ ドン ・シス テム 購 入 へ

・IBM
,同 社 の 最 上 位 機 種 と な るIBM3081モ デ ルKを

発 表

・GE ,子 会 社GeneralElectricInformationSystems

社 のHoneywellの 持 株15.9%を7,000万 ドル で買 収

・ICL
,米ThreeRiversComputing社 の パ ソ コ ン

PERΩ を ラ イセ ンス 生 産 へ

・AT&T ,光 フ ァ イバ ー ・シ ス テ ム で 一 番 札 の富 士 通

を抑 え,子 会 社WE社 と7,500万 ドルの 契 約締 結
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日 本

'
・高分子基盤技術研究組合発足

・自民党 ・情報産業議員連盟,通 信回線問題で提言

・電電公社 ,ミ ニフ ァクス販売 とファクシ ミリ通信網

サー ビス開始

・電気通信政 策懇談会,80年 代の電気通信政策 のあ り

方 を提言

【9月 】米IBM・GBG/1,日 本IBMのGBG部 門権 限

をすべて日本rBMに 移譲

・三和銀行で コンピュータ犯罪

・日本電 気,英 国ヘパー ソナ ル ・コンピュー タ輸 出開

始

・データベース ・サー ビス業連絡懇談会 ,デ ータベー

ス業確立への第二次提言 まとめる

・ICの 関税引き下 げ,日 米協議で合意

・日本電 気,米NewYorkTeleph。neか ら大規模 な光

通信 システム受注

【10月】光応用 システム技術研究組合,光 技術共同研究

所発足

・富士通,英ICL,提 携 で合意

・富士通,中 国清華大学 にM150F納 入

・日立,中 国北京自市範大 と漢字 シス テムの共同研究 で

合意

・第五世代 コンピュー タ国際会議開催

・日立,大 型機M260H発 表

・第五世代 コンピュー タ開発プロ ジェク トに米Sperry

が参加希望表明

・AT&Tの 光通信 システムで一番札の富士通敗退



年
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海 外

・Nixdorf ,ブ ラコン大型モデル8890/70を 発表

・カナ ダ政府 ,テ リ ドンに当面475万 ポ ン ド支 出 し,

6,000台 の ターミナルを購入,無 償貸与決定

【11月】Burronghs,SBC市 場への参入を計画

・Amdahl ,5860,5880シ ス テムお よび470シ リーズ価格

を値上 げ

・EC ,82年 度予 算 でVLSIな どの開発 研究 に総額 約

4,400万 ドル投入すると決定

・仏 政 府,国 有 化 問 題 でCII-HBに つ い て 米

Honeywellと の交渉開始

・オース トラ リアにお いて,TelecomAustraliaの 通

信独 占体制緩和 を求 める動 きがで る

・IBM ,4300シ リー ズ の新 モ デ ル4321,4331/11,

4341/10,11を 発表

・東独,汎 用小型機K1620を 開発,量 産に入る

・Amdahl ,IBM3081モ デルKの 対抗機種5870を 発表

・仏大統 領,マ イクロ情報処理利 用開発世界セ ンター

設立の構想を表 明

・ロイ ド保険業者協会,新 たに コンピュー タ犯罪に対

する保険引き受けを開始

【12月】英 産業 省,82年7月 以降に宅 内機器市場 を大幅

に自由化する方針打 ち出す

・AT&T ,通 信事業拡大 を図 り子会社新設 の資金計画

の承認 をFCCに 申請

・西独 政府,マ イクロエ レク トロニクス振興計画 に3

年間 で3億 マル クの助成 を行 う旨発表

・英 政府,ICLに 対す る債務保証 を2年 か ら5年 に延

長

・Univac ,1100/60を 拡 張,4プ ロ セ ッサー の1100/

64H1と1100/64H2,3プ ロセ ッサーの63H163H2を 発

表

・IBM ,デ ィビジ ョン再編 によ りNAD(大 ユ ーザ ー担

当)お よびNMDを 発足予定

・富士通 とICL ,技術提携契約 で正式 に調印

・Siemence ,7,800シ リーズに大型機7,890,7,892の2

モデルを加 えると発表

・米エ ネルギー委通信小委 員会,81年 通信法案 を下 院

に提 出

・Motorola ,Four-Phase社 を約2億5,000万 ドル で買

収することで合意

・日立,・M-150Hの 中国科学技 術協会へ の輸 出にっ い

てCOCOMの 許可を得る

・BT ,プ レステルを使 った電子 郵便サー ビス開始

・MCI ,WUIをXeroxか ら1億8,500万 ドルで買収

・SBS社 ,高 速 ファクシ ミリ伝送サー ビスの実験 に成

功

・HIS ,組織再編を発表

・IBM,DP機 器 と一部 の事務 製品価格,保 守料 金,

出版物 を値上 げ

・英産業 相,CAD/CAM普 及 振興 を図 りDECへ600
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日 本

【11月】日本電気,フ ァクシ ミリ兼用複写機 とプ リンター

兼用 フ ァクシ ミリ発表

・松 下電送機 器,フ ァク シミリに出力で きる画像情 報

分配 システム開発

・富士通 ,AT&Tの 光通信入札問題 でFCCに 提訴

・鹿 島建設 ,カ ラー図面作成 システムを開発

・電電公 社,米IBMと クロス ライセ ンス契約 覚書 に

調印

【12月】電電 公社,DCNAで 異機種 コンピュー タ問の

通信実験に成功

・日本IBM,超 大型機3081Kプ ロセ ッサー発表

・富士通,英ICLと 技術援助で正式調印

・国 際電 電,テ レックスとファクシ ミリの統 合端末 開

発

・三菱化成,米Exxonの 光情報部門 を買収

・国 際電 電,国 際テ レックスで蓄積 交換サー ビスの認

可申請

・シャープ,百 科事典サ イズの日本 語 ワー ドプロセ ッ

サ ー,書 院 ・WD1000発 表

・郵政 省,付 加価値 データ伝送業務 に関する法律案 と

公衆電気通信法の一部改正案 をまとめ る
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万 ポ ン ド助 成 す る意 向表 明

・AT&T
,テ レ ビ会 議 ピ ク チ ャ ー ホ ン ・ ミー テ ィ ン

グ ・サ ー ビス の実 用 化 をFCCに 申請

・Magnuson ,IBM4300新 機 種 に 対 抗 し,M80/30E,

M80/41を 発 表 し,現 行 機 種 を値 下 げ

・米 下 院歳 入 委 員 会 貿 易 小 委,日 本 へ の武 器 購 入 拡 大

等 を求 め る 報告 書 提 出

【1月 】 仏 で電 子 郵 便 の 試 験 サ ー ビス始 ま る

・英 で 情 報技 術年 の キ ャ ンペ ー ン始 まる

・英 政 府
,情 報 技術 教 育 セ ン タ ー に900万 ポ ン ドの 助成

意 向

・SBS
,英 国 へ の接 続 でBritishTelecomと 合 意

・AT&T
,対 司 法省 独 禁 法 係 争 で 和解

・司 法 省
,対IBM独 禁 法 違 反 提 訴 取 り下 げ

・WU ,ECOMに 初 接 続

・HIS,1 ,150人 を レ イオ フ

・ICL
,Nexosの 一 部 資 産 買 収 で 合 意

・IBM,仏MarcelDassaultのCADシ ス テ ム販 売 権

を獲 得

・仏 政 府 ,ThomsonCSFに 対 し,米SELと32ビ ッ

ト ・ ミニ コ ンの 製 造 ラ イ セ ンス を め ぐる 話 し合 い 中

止 とCII-HBと の協 議 を指 令

・仏 憲 法 院
,ミ ッテ ラ ン政 権 の 国有 化 法案 を 補 償不 当

等 を理 由 と し違憲 裁 決'

・ECC
,マ イ ク ロエ レク トロニ ク ス産 業 振 興4カ 年 計

画 を策 定

・米 国 で の プ レス テ ル ・サ ー ビス
,1月19日 に ボ ス ト

ン地 区 で 開 始

・HIS
,CII-HBの 持 株 比 率 を47%か ら19%に 減 らす

意 向 を表 明,仏 側 と 話 し合 い へ

・CDC
,NCR,ICLの3社,Centronics社 へ 資 本参 加,

CentronicsはCDC,NCR合 弁 のCPIの プ リ ン ター

事 業 継 承 へ

・BritishTelecom ,ジ ョ イ ン ト ・ベ ン チ ャ ーで コマ ー

シ ャ ル事 業 を開 始

・Tandy ,ビ ジ ネ ス ・コ ン ピ ュー タ市 場 に参 入

・英 労 働 楓 プ ラ イバ シー 法案 を ま とむ

・カ ナ ダ 連 邦 通 信 省,ビ デ オ テ ッ クス 研 究 セ ン ター 建

設 へ

・仏 ,「 マ イ クロ コ ン ピュ ー タ世 界 セ ン ター」 設 立 を計

画,会 長 に シ ュ レベ ー ル,所 長 に ネ グ ロポ ンチ 内定

・STC ,Magnusonの 吸 収 合 併 交 渉 を中 止

【2月 】NAS,Magnusonの 買 収 に食 指

・HIS ,一 部 製 品,サ ー ビ ス を4～20%値 上 げ(2月

1日 か ら適 用)

・IBM,イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ネ ッ トワー ク ・サ ー ビ

ス で米 国 内 で のサ ー ビ ス市 場 に 復 帰

・IBM
,303X,3081の 買 い取 りオ プ シ ョン比率 を引 き

下 げ

・英 産 業 省,第 五 世 代 コ ン ピ ュー タの 調 査 計 画 意 向 を
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日 本

【1月 】通産省工業技術院,ス ーパ ー ・コンピュータの

研究開発開始

・米政 府,わ が国政府 に対 し高度 データ通信サ ービス

の完全開放 を要請

・公正 取引委員会,郵 政省の デー タ通信法案 につ いて

全面的 な手直 しを求 める方針

・(この頃〉日米貿易摩擦問題で米の対 日批判強まる

・通 産省が公衆電気通信改正案要綱 をまとめたことに

対 し,郵 政省は反発
、

・日本経営協会,第1回 ビジネス ・プログラム ・コン

テス ト実施 を決定

・電電公社,ス イッチホ ンの成作 に成功,実 用化 を研

究 中

・電電公社 ,デ ー タ通信事業の分離 を示唆

・日立,松 下電器産業,日 立マ クセルの共同提案 によ

る コンパ ク ト・フロッピー ・デ ィス クの標準化 に国

内外30社 が参加の意向

・東芝,コ ンピュー タ関係機器の57年 度輸 出額 を150億

円とする

・丸紅,米 アポロ ・コ ンピュータ社 のスーパー ・パ ソ

コン,ア ポロDOMAINシ ステムの総代理店 となる

・伊藤忠データシステム,広帯域 ローカル ・ネッ トワー

ク,WANGNETお よびWANGVS-100の 発売 を発

表

・日本 電 気,32ビ ッ ト・スーパー ・ミニ コ ンNEC

MS190の 販売 を発表

・日本電 気が中国国家電子計算機工業総局 と北京に設

立す る日中ソフ トウェア ・センター,1月 中旬正式

に発足

・日本電気 と日電東芝情報 システム,超 大型 コンピュー

タの新機種,「ACOSシ ステム850」 を開発,25日 か

ら発売

【2月 】「情報処理産業厚生年金基金」の発足

・国 際金 融デー タ通信 システム,3月1日 より業務取

り扱い開始

・経団連,情 報懇,デ ータ通信自由化 に意見

・新機能素子研究 開発協会発足

・電気通 信ユーザー協議会,公 衆通信は公正競争 にと

の独立案 を出す

・郵政省,デ ー タ通信 自由化問題 で新法断念,見 送 り



年

(1982)

海 外

表 明

・IBM ,ビ デ オ デ ィ ス ク事 業 か ら撤 退

・IBM
,シ リー ズ/1に モ デ ル4954追 加,新 ソ フ トウ ェ

ア も発 表

・Nixdorf ,米 国 内 市 場 でIBM4331対 抗 ブ ラ コ ン ・マ

シ ン8890/30,50,70を 発 表

・米 レー ガ ン政 権
,日 本 製 －D・RAMの 輸 入 制 限 の 検

討 へ

・NAS ,Magnuson買 収 交 渉 中 止

・英 産 業 省
,情 報 技 術 年 に60万 ポ ン ドの 支 出 を 計画

・西 独BASF
,4341-2対 抗 の 日立 製 ブ ラ コ ン ・マ シ ン

7/65を 発 表

・NCR
,IBM4300対 抗 新 機 種 と してV-8500グ ル ー プ

ll7モ デ ル発 表

・IBM
,System/34,38大 量 購 入 割 引 制 の割 引 比 率 を

引 き上 げ

・AT&T
,地 方 運 営 子 会 社 の7分 割 案 発 表

・英BTG ,NPLの 協 力 を 得 て ス マ ー ト ・カー ド開 発

の た めの タス クフ ォー ス設 立

・英 産 業 相 ,Cable&Wireless,BritishPetroleum,

BarclaysMerchantBank3社 共 同 に よ るMercury

の デ ー タ通信 網 構 築 を認 可

・英 産 業 相
,CAD振 興 策 を発 表

・IBM
,ワ ンハ ン ドの プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ロ ボ ッ ト発表

・Xerox
,西 独Siemensと 統 合 オ フ ィス ・シス テ ム の

開 発,販 売 で提 携

・STC
,4300コ ンパ テ ィブ ル ・ター ンキ ー ・シス テ ム

販 売 の た め,UltimaccBusinessSystems,Inc設 立

【3月 】IBMヨ ー ロ ッパ,リ ー ス,レ ン タ ル,メ ン テ

ナ ンス料 を値 上 げ,9カ 月 で3度 目

・仏 政 府
,マ イ ク ロ エ レ ク トロ ニ ク ス振 興5カ 年 計 画

の大 要 発 表

・英 政 府
,BritishTelecomの50%売 却 を計 画

・英 政 府
,85年 ま で の 先 端技 術 へ の助 成 金 の1億3,000

万 ポ ン ド増 額 を発 表

・欧 州 議 会
,EECに 対 し,加 盟 各 国 に プ ラ イバ シー

法 制 定 を促 す よ う要 請

・仏 政 府
,ITTの 仏 子 会社 国有 化 を 断念

・ス ウ ェ ー デ ンEricsson ,オ フ ィ ス ・オ ー トメー シ ョ

ン分 野 に参 入

・IBMSystem/38に モ デ ル7追 加

・米 下 院 通 信 小委
,AT&T/司 法省 の 同意 審 決 内容 と

異 な る通 信 法 案 可 決

・ICL
,Nexosの ワー ドプ ロ セ ッサ ー の 販 売,引 き継

ぎ で合 意

・HIS ,IBM4341-11対 抗 の ためDPS/8に8/50追 加

・CDC
,Philips,ビ デ オ デ ィ ス ク ・シ ス テ ム 開 発 の

ため 合 弁 会 社設 立

・IBM3083E ,B,J発 表,3033値 下 げ(31日 〉
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日 本

・パ イオニアと米 ディスコビジ ョン ・アソシェイツ,

合弁事業 を解消す ることで合意

・インテ ック,GTEテ レネ ッ トの代理店に

・電電公社,経 営形態改革3案 を臨調 に提出

・米IBM ,産 業 ロボ ッ トで三協精機 とOEM契 約結ぶ

・労働省,マ イクロエ レク トロニ クスと雇用で対応策

検討 へ

【3月 】 日本IBM,卓 上 型 ビジ ネス ・コ ンピュー タ

IBMシ ステム/23を 発売 し,兼 松江商,東 京 日産 自

動車販売等15社 と特約店契約結ぶ

・松 下 電 送,電 送 時 間12秒 の 超 高 速 フ ァク シ ミリ

UF-212発 売

・米 ウェステ ィングハ ウス社,三 菱電機 小松製作 所

と産業 ロボ ッ トで契約

・日立,米 ヒュー レッ トパ ッカー ド社 へ64Kダ イナ ミッ

クRAMの 技術供与 をす ることで合意

・日本情報 セ ンター協会 ,デ ー タ通信 自由化問題 につ

いて要望書発表

・日本ユニパ ック,大 型機UNIVACVANGUARDn,

1100/60nシ ステム,2モ デルの国内販売開始'

・郵政省,国 際電信電話 のパケ ッ ト交換方式 による公

衆加入型国際データ伝送 サービスを認可

・全国相 互銀行協会,相 銀CDグ ルー プと都市銀行上

位 グループとのオンライン提携 を都銀側へ申 し入 れ

・富士 ゼロ ックス,ソ ー ド電算機 システムとパ ソコン

でOEM契 約給 ぷ

・日本IBM ,IBM4300プ ロセ ッサーに新 モデル3機

種 を加 え,漢 字情報 シス テムにIBM3200印 刷 サ ブ

システムを加 えると発表
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【4月 】SperryCorp.のCEOに プ ロブ ス ト氏 就 任 。6

月1日 か ら は会長 職 に も

・BritishTelecom
,プ ラ イベ ー ト・ ビュ ー デ ー タ ・

サ ー ビ スの 料 金90%カ ッ ト

・Univ'ac
,IBM4331-2対 抗 の た め1100/60シ リー ズ に

1100/61B1を 追 加

・英SPLInternationalと 英 政 府,そ れ ぞ れ別 個 に 第

五 世 代 コ ンピ ュ ー タ研 究 プ ロ ジ ェ ク ト結 成

・仏 政 府,CII-HBの 国 有 化 でHoneywellと 合 意,

Honeywel1の 持 株 は19.9%に

・NAS ,IBM4341-2対 抗 の 自 社 製AS6130,6150発

表

・CrayResearch ,ス ー パ ー ・コ ン ピュ ー タCRAY

XMPを 発 表
ひ り

・ICL ,英 国 でパ ソ コ ン ・シ ョ ッフ8店 オ ー ブ ン

・CDC,Cyber170シ リ ー ズ に700ラ イ ンの リ フ レー ス

と して800ラ イ ン5モ デ ル 発表

・米 連 邦 通 信 委 員 会,AT&Tの 大 規 模 光 通 信 計 画 の

入 札 結 果 を不 当 と す る 富 士 通 の 訴 え を退 け,West・

ernElectricへ の 発 注 を認 可

【5月】英でプステルによる電子雑誌(ニ ュース,広 告)

ス ター ト

・CII-HBのCEO会 長 にSESAの 会 長 ス ター ン氏

(5月 末 ～)

・CDC提 唱 お よび半 導体工 業会主導 のVLSI共 同開

発計画,そ れぞれスター ト

・英産 業省 ,ソ フ トウェ ア ・プロ ダク ト・スキー ム

(SPS)を 復 活,1,000万 ポ ン ドの予算計上

・対 共産 圏輸出調整委 員会(COCOM),CDCの 対 中
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日 本

・郵政,通 産,行 管 の3省 庁,デ ー タ通信 自由化 の改

正案で合意

・政 府,公 衆電気通信法改正等15法 律 を含 む許認可 等

一括整理法案を決定

・電電公社,DDXサ ービスの加入区域 を拡大

【4月 】 日本IBM,事 務機 とサ プライ製品 を特約 店販

売方式 に変更

・富 士通,新 演算 素子HEMTの 演 算速 度 を従来 の

16,7ピ コ秒か ら12.8ピ コ秒 に短縮す ることに成功

・富士ゼ ロ ックス,業 界初 のA4判 カッ ト紙に漢字両

面 プリン トのできる超 高速 レーザー ・プリンター富

士ゼロ ックス9700KPSを 開発

・日立 ソフ トウェアエ ンジニア リング,女 性 プログ ラ

マーを対象と した在宅勤務制度 を導入 ・

・日本生 産性本部,マ イクロエ レク トロニクスと労使

関係の 白書 を発表

・日本電気,ジ ョセ ブソン素子 で演算速度10,8ピ コ秒

という最高速記録を達成

・日立 システム開発研 究所,英 和 機械翻訳実験 システ

ムを開発

・電 電公 社,プ ッ シュホ ンに よ る電 話計 算サ ー ビス

DIALSの 廃止 を発表

・三洋電 機,パ ーソナルお よび ビジネス ・コ ンピュー

タの本格的な対米輸出開始

・通産 省,新 世代 コンピュー タ技術 開発機構 の設 立 を

認可

・立 石電 機,現 金 支払 い装 置 につ い て 日本IBMと

OEM契 約結 ぶ

・ワイ ・イー ・データ,5.25イ ンチの新 ミニ ・フロッ

ピー ・デ ィス ク装置の開発 を機 に,電 電公社 による

ミニFDDの 規格統一 に乗 り出す

・日本IBM ,大 型 コンピュータIBM3083プ ロセ ッサー

の受注活動開始

・日本 ク レイ,超 大型高速科学技術 計算用 コンピュー

タ,CRAY・X-MPシ リーズの受注活動開始 を発表

・日立,大 型機HITAC240Hシ ステムの機能拡張 を発

表

・電電公社 ,高 度情 報通信サ ービス(INS)の 実用化

計画 まとめる

・日本 シーデ ィーシー,大 型コ ンピュータ,Cyber170

シリーズ800の 販売 開始

【5月1富 士通,初 めて100万 円 を切 った日本語 ワー ド

プロセ ッサーMy-OASYSを 発売

・日本IBM,大 手 リース会社9社 と協定

・経 済審議会長期展望委員会,産 業,労 働,生 活の見

通 し報告 まとめる

・El立,統 合光 ループ伝送 システム,H-8644ル ープ ・

ネ ッ トワーク開発

・ソフ トウェア産業振興協 会,中 国の ソフ トウエア産

業の拡 充,強 化 に積極的に協力



年
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国 コ ン ピュ ー タ輸 出認 可

・Burroughsデ ス ク トップ ・コ ン ピュ ー タB20シ リー

ズ 発 表

・ICL ,富 士 通 のM380,382をAtlas10,25と し て 発

表

・NAS,日 立 のM280HのOEM販 売 で 日立 と合 意

・IPLSystems
,ブ ラ コ ン ・マ シ ン4436に ア ク セ レー

ター 発表

・DECProfessional325
,350発 表 で パ ー ソ ナ ル ・コ

ン ピュ ー タ市 場 に参 入

・ロ ン ドン商 工 会 議 所
,ビ ュ ー デ ー タ ・サ ー ビス 開 始

・NAS ,日 立 のM280Hを ベ ー ス と し たAS9060,

9080発 表

・英 国 政 府
,コ ン ピ ュー タの 入 札 を外 国 メ ー カー に も

開放 へ

・対 共 産 圏 輸 出 調 整 委 員 会(COCOM>
,日 立 製 作 所

の 中 国 向 け大 型機 「M180」 の輸 出 を特 別 認 可

・Honeywell
,CII-HB開 発 の ス マ ー ト ・カー ド米 国

で テ ス ト

・ブ ラ コ ンCPUメ ー カ ーFormation
,23%の 要 員 カ ッ

ト

・JessCorporation台 湾 で最 初 の ビ ュ ー デー タ導 入

・Burroughs組 織 再 編
,新 社 長 に ポー ル ・G・ ス ター

ン氏

・IBM
,Datamaster販 売 で も付 加 価 値 再 販 業 者(VAR)

を採 用

・シ ン ガ ポ ー ル政 府
,情 報 化 推 進 の た め コ ン ピュ ー タ

委 員 会(NCB)を 設 置,3年 間 の 予 算 と して2,500

万 ポ ン ドを計 上

【6月 】TrilogyLtd.,住 友 商 事 と ア ジ ア で の販 売 会 社

の合 弁 設 立 で合 意

・HIS組 識 再 編

・米 下 院 科 学 技 術 委 員 会,仏 の 「マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー

タ世 界 セ ン タ ー」 の 動 向 に懸 念 を表 明

・イ ン ド,ケ ラ ラ州 選挙 で電 子 投 票 シス テム を導 入

・オ ー ス トラ リ アCSIRO
,VSLI研 究 セ ン タ ー設 立

・英 産 業 省
,付 加 価 値通 信 サ ー ビス 承 認 の 意 向

・仏,ソ 連 に 対 し,米 国 技 術 に よ る コ ン ピ ュー タ製 品

の 輸 出 を拒 絶

・電 気 通 信 分 野 の 日英 相 互 協 力 で 合 意

・FCC
,AT&Tの 子 会社 に よ る 非 規 制 分 野 へ の 進 出

認 可,AT&TはAmericamBell設 立

・SperryUnivac
,販 売,サ ー ス組 織 を再 編

・西 独AEG-Telefunken財 政 危 機
,政 府 救 済 に 乗 り出

す

・Computerland
,兼 松 江南 と 合 弁 で 日 本 に コ ン ピュ ー

タラ ン ド ・ス トア開 店

・IBM ,松 下電 器 と提 携 で 話 し合 い へ

・FCC
,Pay-TVに 対 す る規 制 大 幅 に 緩和

・Sperryと 三 菱
,コ ン ピュ ー タ/機 器 の 開 発,販 売 の
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日 本

・富士通,中 国天津市科学技術委員 会 と 「中国語情報

システム」 の共同開発 に成功

・第2臨 調第4部 会,電 電公社の民営 化方 向を報告

・富士通,TSS事 業 を子会社富士通 エフ ・アイ ・ピー

へ7月1日 付 で営業譲渡す ると発表

・情報化週間推進会議,今 年か ら情報 化週 間を月間 と

する ことに決定

・「VHSコ ンパ ク ト・ビデオカセ ッ ト」の標準規 格が

正式に固まり松下電器,日 立等12社 が合意

・三井情報開発,国 際電 子 メール ・サ ービスの開始 を

発表

・日本電気,オ ンライ ン手書 き文字即時認識 シス テム

を開発

・東洋情報 システムの構造解析支援 システムFEMAS

お よびソフ トウェア ・エ ージー ・オブ ・フ ァー イー

ス トの電 算 自動 運用 シス テムA-AUTOが 米 イ ン

ターナ ショナル ・コンピュータ ・プロ グラム ズ社 認

定の ミリオ ン ・ダラー賞 を受賞

・政府,貿 易摩擦の緩和 をめ ざす第2弾 の市場 開放 策

8項 目を発表

・パ ソコン用 ソフ トウェアの開発 ,販 売企業12社 が中

心 とな り,日 本パソコンソフ トウェア協会 を発足

【6月 】郵政省,デ ータ保 護手 法にMIX暗 号方式 を開

発

・郵便貯金 による電話,電 気料金 を除 く公共料金 自動

払い込 み,24都 府県で開始

・日立,HITACMシ リーズの新 中型機 「M240D」,

「M200H」 の2機 種,関 連周辺装置,オ ペ レーテ ィ

ング ・システム 「VOSI/ES」 等 を開発

・バ ロース,バ ロースB3955中 型機 の販売 開始

・住友商事,米 トロジー社,ア イ シー社 と共 同で84年

に販売会社 を日本に設立 すると発表

・日本経済新聞社,国 際 オ ンラインDBサ ー ビス を7

月1日 に開始すると発表

・松下電器産業,米IBMに 自動そ う入 ロボ ッ トを供給

することを決定

・三菱電機,米 スペリ一社 と コンピュー タ,シ ス テム

分野 での相互協力契約締結

・通産省,プ ログラムの信用 保険制 を7月1日 より実

施すると発表

・日本IBM ,フ ァクシ ミリ分野への参入 を決定

・精工舎等3社 は,米 サ イエ ンス ・マネ ジメン ト社 と

の合弁 会 社エ ス ・エ ム ・シー ・セ イ コム社(本 社
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協 力 で 合 意

・CII-HB,国 有 企 業 と して 再 ス タ ー ト,HISと は期

間10年 の 新 た な 技 術 協 力契 約

・BritishTelecom ,ミ ル トンキ ー ン ズで 光 フ ァ イバ ー

を用 い たFibervisionの 実 験 を開始

・日立 ,三 菱 社 員,IBMの 極 秘 デー タ購 入 で逮 捕,告

発 され る

・FCC ,衛 星 か らの 直接 放 映 テ レビ開 始 の た めの 手 続

き を制 定

・FCC,MCIに よ るXeroxの 子 会 社WUIの 買 収 を

認 可

・Formation ,F/4000付 加 プ ロセ ッサ ー ・キ ッ トを発

表

・IBM ,超 ベ ス トセ ラー 機System/3の 販 売 の 完 全 停

止 を 発表(実 施 は9月17日)

・CDC
,NCR,ICLの3社,Centronics社 の 株 式 を

取 得

【7月 】CII-HBの ス タ ー ン社 長,欧 州 コ ン ピュ ー タ ・

メ ー カ ー ・グ ル ー プUnidataの 復 活 を 呼 び か け

・仏 政府 の マ イ ク ロ エ レク トロニ ク ス計 画 ,一 時 頓 挫

・仏 政 府,ITTの 子 会 社4社 の 国有 化 で合 意,買 収 額

は5,000万 ドル

・IBMとBurroughs,英 政 府 のICL優 先 調 達 策 に抗

議,提 訴

・SperryUnivac,超 大 型 コ ン ピ ュ ー タ1100/90シ リー

ズ4モ デ ル(91～94)発 表

・FCC ,ネ ッ トワー クTVに ケー ブ ルTVの 所 有 を 認

可 へ

・Burroughs ,SNAコ ンパ テ ィブ ル のCP9500コ ミュ

ニ ケ ー シ ョン ・プ ロセ ッサ ー発 表

・仏 政 府 ,研 究 技 術 省 と 産 業 省 を統 合 し研 究 産 業 省 を

設 置

・FCC5企 業 に デ ジ タ ル ・ター ミ不 一 シ ョ ン ・不 ッ

トワー ク ・サ ー ビ ス を認 可

・英 政 府BritishTelecom株 式 の 最 大51%の 売 却 具 体

案 を 公表

・IBM
,Mitelと 提 携 しMitelの デ ィ ジ タルPABX技

術 を 導入 した製 品 の開 発 へ

・米 連 邦 準 備 委 員 会 ,Citicorpの コ ン ピュ ー タ ・サ ー

ビス 市場 へ の 参 入 を条 件 付 きで 認 可
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日 本

ニ ュー ジャージー州)を7月 に設立すると発表

・富士 通 ,中 型 機FACOM・M310,M320,0SIV/

ESP・V2,レ ーザー ・プリンター等 を発売

・電電公社,商 用通 信衛星CS-2の2号 機 を59年 夏 よ

り民間 にも利用させると発表

・日本IBM ,IBMテ クノロジー ・フェア開催

・日本IBM ,「 日本 アイ ・ピー ・エ ム販売」 の設立 を

発表

・兼松江南,米 コンピュータラン ド社との合弁会社 「コ

ンピュータラン ドジャパ ン」設立 を発表

・電電公社50%出 資のLSI開 発 ・製造会社 「日本電子

技術」発足

・コ ンピュー タサー ビス(CSK) ,東 証第2部 に上 場

される

・富士通 ,OSIV/F4MSPお よび大型機FACOM・

M380S,M380R,M360の 販売 開始

・松下 電器産 業,米IBMと パ ソコ ン分野 での提携 で

基本的合意

・全 国金 属産業労働組合同盟,メ カ トロニ クスお よび

OAの 導入 に伴 う雇用への影響を調査

・米FBI ,日 立 および三菱電機 社員18人 をIBM情 報

不正取得容疑で逮捕

・通産省,ソ フ トウェア保護法制定の方針固め る

・日本 エヌ ・シー ・アール,中型機V-8500グ ループll,

7モ デルを発表

・日本電気,ガ リウムひ素半導体 で世界最高演算速 度

(30ピ コ秒)を 実現

【7月 】日立,IBM産 業スパイ事件 で無罪 を主張

・富士通,演 算速度500MFLOPSと 世界最高速のスー

パー ・コンピュー タFACOM・VP200,VP100の2

機種 を開発

・損害保険業界,ロ ボ ッ ト総合保険の開発に着手

・日米先端技術作業部会,第1回 会合 を行 う

・三 菱電機,IBM互 換機開発強 化のため米IPLシ ス

テムズ社 と技術提携

・日本ユ ニパ ック,「エクステン ド・アーキテクチ ャー」

を採用 した超 大型機 「UNIVAC1100/90シ リーズ」

の販売 開始 一

・シャープ,伊 オ リベ ッティとOAで 技術提携

・プ ライバ シー保護研究会,報 告書まとめる

・電機労連 ,マ イクロエ レク トロニクスの雇 用への影

響 を調査

・古河電 気工業と リコー,光 ケーブルのOA用 ローカ

ル ・ネッ トを共同開発



年

(1982)

海 外

・IBM ,MerrillLynchと 提 携 し,リ ー ス事 業 積 極 化,

当 面 は ロー エ ン ド ・マ シ ンの み

・IBM
,パ ー ソ ナ ル ・コ ン ピ ュー タの 指 定 小 売 業 者 を

11社 追 加,合 計17社 に

・SperryUnivac
,ソ フ トウ ェ ア ・サ ポ ー トの ア ンバ

ン ドリ ング方 針 発 表,1]00/90か ら適 用 開始

・英NEB設 立 のInsacSoftware
,Inc.,Britton-Leeへ

の 売 却 後 も不 振,遂 に企 業 解 散 へ

・米 司 法 省 ,高 値 誘 導 の 疑 い で 日 本 の 半 導 体 メー カー

の64K-RAMの 価 格 調 査 意 向 を 日本 政 府 に通 告

・AppleComputer ,ApplleHの 模 造 品 製 造 差 し止 め を

求 め 台 湾,香 港,ニ ュ ー ジー ラ ン ドの 企 業 を 提 訴,

日本 は調 査 中

・EECの12カ 国 に よ る 情 報 技 術 共 同 研 究 プ ロ グ ラ ム

Esprit承 認 さ る

・Plessey
,Inmosの 買 収 に 食 指

・FredricTowersofMarylandの 財 務 ソ フ トウ ェ ア ・

パ ッケ ー ジValport,10年 の 法 廷 の 闘 争 の 末 特 許 権

認 め られ る

・仏 政 府 エ レ ク トロニ クス5カ 年 計画 で1
,400億 フ ラ ン

の 投 資 計 画 を 発 表

・STC ,VSS(バ ー チ ャル ・ス トレー ジ ・シス テ ム)

の 開 発 計 画 を 断念

・米 連 邦 通 信 委 員 会 ,AT&Tの パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ

ス認 可 申 請 を却 下

・IBM
,8100の 通 信 機 能強 化

【8月 】 台 湾 のMultitechInternationalCorp.世 界 初 の

漢字 ホ ー ム コ ン ピ ュ ー タ発 表

・NationalSemiconductor
,約1,000人 の従 業 員 を レ イ

オ フ

・Hewlett -Packard,64Kビ ッ トRAMの 内 製 化 に成

功

・AEGTelefunken和 議 申請 で 事 実 上 倒 産

・IBM ,3033ア ドオ ン ・メモ リー の買 い取 り価 格 を最

大62%引 き下 げ

・RCA ,CylixCommunicationsNetwork,Inc.の 買

収 で 原 則 合 意

・英Logica
,NEBの 手 か ら完 全 に離 れ る(NEBの 持

株0に)

・IBM
,メ ン テ ナ ンス 料 金 を約9%値 上 げ,一 部 につ

い て は 最 大25%引 き下 げ

・AT&T/司 法 省 の 独 禁 法 係 争 和 解 で裁 判 所 ・原 ・被

告 が 合意

・仏 ミッ テ ラ ン大統 領
,テ ロ リス ト ・デ ー タベ ース 構'

築 の ス ピー ドア ップ を言 明

・シ ン ガ ポ ー ル政 府 ,コ ン ピ ュ ー タ訓 練,ソ フ トパ ッ

ケ ー ジ開 発5カ 年 計 画 に1億7,000万 ドル準 備

・IEEE802委 員 会2年 半 に わ た る ロー カ ル ・ネ ッ ト

ワ ー ク標 準 案 作 成 完 了,最 終 修 正 を 投 票 ま ち

・ECMA
,ロ ー カル ・ネ ッ トワー クの標 準 取 り決 め る
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}

【8月 】日本経済調査協議会,産 業用 ロボッ ト等高度電

子機器の雇用への影響 を調査

・米IBM ,日 本IBMに 対 し大幅 に権限委譲

・日本IBM ,わ が国初 のテ レビ会議実用化 に踏み切 る

・国際電信電話 ,VENUS-Pと 電電 公社のDDXサ ー

ビス を相互接続す ることで郵政省 に認可申請(9月

に認可 される)

・日本ハネウェル ・イ ンフ ォメーシ ョン ・システムズ,

OS・CP-6の 国内営業開始 を発表

・東芝,世 界初のガ リウム ひ素 よるゲー トア レイLSI

の開発 を発表

・富士通,中 国の清華大学 とソフ トの共同開発契約結

ぶ

・ソフ トウェア産業振 興協会 ,ソ フ ト法的保護に関 す

る報告書 まとめる

・郵政省,キ ャプテン ・サー ビス を84年11月 に実用化

すると発表

・日・立,世 界 最 高 速 の スー パ ー ・コ ン ピュー タ

HITACS810ア レイ ・プロセッサ ー ・システムを開

発
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海 外

【9月 】IntellIBMに64K・RAM技 術 協 力 で合 意

・英 ア ル ベ イ委 員 会,第5世 代 コ ン ピュ ー タ開 発 で3

億5,000万 ポ ン ドの 計画 を提 案

・ス ペ イ ン で電 気 通 信 白書 ま と ま る 。各 方 面 か ら痛 烈

非 難

・IBM ,308Xの 最 上 位 機 種3084発 表,3081の 買 い 取 り

値下 げ,レ ン タ ル/リ ー ス は 値上 げ

・英 国IBM大 型 シ ス テ ム の レ ン タル/リ ー ス料 再 値 上

げ

・ス ウェ ー デ ン の 公 衆 デ ー タ網,EuronetとTelepac

に接 続 さ る

・NAS
,AS/1100ネ ッ トワー ク ・コ ン トロ ー ラー 発 表

で分 散 処 理 市 場 に 参 入

・Amdahl
,富 士 通 か らの 供 給 を得,ブ ラ コ ン大型 デ ィ

ス ク市 場 に参 入

・NCR
,32ビ ッ ト ・マ イ ク ロ プ ロセ ッサ ー 発表

・CrayResearchX-MP ,モ デ ルS,Mの 価 格 引 き下 げ

発表

・IBMロ ー カ ル ・ネ ッ トワ ー ク用IC開 発 でTexas

Instrumentsと 提 携

・仏 ,エ レク トロニ ク ス5カ 年 計 画 推 進 の た め シ ン ク

タ ン ク設 立

・CII-HB ,Thomsonの ミニ コ ン事 業 吸 収 へ

・仏 政 府,Sch互umbergerに 世 界 第2の プ ロ ッ ター ・

メ ー カ ーBenson買 収 を勧 告

・英 産 業 省
,総 額380万 ボ ン ドの ロ ー カ ル ・ネ ッ トワー

ク の標 準/開 発 計画 発 表

・IBM産 業 スパ イ訴 訟 でIBMは 民 事 訴 訟 も追 加

・米 連 邦 通信 委 員 会,Comsatの 衛 星 一 家庭 テ レビ ジ ョ

ン ・シス テ ム の構 築 認 可

・仏 研 究 産 業 相,Olivettiに 対 し,国 有 会 社Saint-

Gobainが 所 有 して い るOlivetti株(33%)の 買 い戻

し また は 残 り株 の仏 側 へ の売 り渡 し を要 請

・NAS ,IBM3083B対 抗 のAS/9040,3083J対 抗 の

AS/9050,3081K対 抗 の9070発 表,9060,9080の 買

取 価 格 引 き下 げ

・HISの トッ プに コン トロ ー ル部 門 のRenier氏

・中 国 のBCM-11ミ ニ コ ン ピュ ー タ初 の 輸 出 へ

・CBS/AT&T ,ビ デ オ テ ッ クス 実験 サ ー ビス 開始

・米 連 邦 通 信 委 員 会,SBSとBritishTelecomの 衛 星

通 信 回線 接 続 を認 可

・Burroughs,B4800の リ プ レー ス と してB4955発 表

【10月】Amdahl,IBM3081G相 当 の5850発 表

・教 育 の た め のEDP機 器 寄 贈 に対 す る 税 制 優 遇 法 案

米 上 院 を通 過

・BritishTelecomlnternationalとAT&T ,ビ デ オ会

議 サ ー ビ スの 実 験 開 始

・MagnusonComputerSystems,IBM4321対 抗 の ブ ラ

コンCPU,M80/20発 表

・ITT
,仏 子 会 社 の 同 国 政 府 へ の売 り渡 し価 格 の約40%
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日 本

【9月 】横河電機製作所 と北辰電機製作所,合 併調印

・労働省,OAと 雇 用に関する実態調査 まとめる

・米DEC .全 額 出資の 「日本 デ ィジタル ・イクイ ップ

メン ト研究開発 セ ンター」設立

・神奈川県議会,情 報公開条例 を可決

・日本IBM ,大 型機3084と3081-Gを 発表

・日本IBM ,わ が国大手 リース会社と業務提携

・兼松江南と日本IBM,共 同出資の 「日本 オフィス ・

システム」社設立を発表

・日本 クレイ,ク レイーIMシ リーズを発表

・日本メモ レックス,IBM3380,3370対 抗 の磁気 ディ

スク 「3680,3690」 および 「3260磁気 テープ」の販

売 を日本で開始

・日立,中 国の機 械進出総公司天津分公司 とフ ァク シ

ミリのOEM輸 出契約 を結ぶ

・米IBM産 業 スパ イ事件 で 日立 とNASを 相手 に民

事訴訟起 こす

・米DEC ,こ れまでのDEC日 本支社か ら新たに100%

子会社 の 「日本 ディジタル ・イク イップメ ン ト」 を

設立すると発表。11月 か ら営業開始

・郵政 省,デ ータ通信 回線 の第2次 自由化実施の ため

の省令改正案 まとめ る

・電電公社,米AT&Tと 対等 の特許契約 を結ぶ こと

で合意

・東芝,世 界初の垂 直磁気記録方式 によるフロッピー ・

デ ィスク装置の試作 に成功

・松下電送,OAフ ァクシ ミリUF-1000,UF-2100を

開発

・シャープ,中 国政府とパソ コンの輸出契約 を結ぶ

・日本IBM,小 型機 システム34を 直販に加え特約店販

売 も開始

【10月】情報化月間が,生 活 と情報化 をテーマに始 まる

・三菱電機,米 スペ リーユニバ ックへ 中型 機CPUと

フロ ッピー ・デ ィスク装置 をOEM輸 出 することで

同社 と合意

・電電公社,日 電,富 士通,日 立 と共同の超LSI研 究

開発プロジェク トに東芝 の参加 を認 める

・富士ゼロックス,80001NSを 開発

・富 士 通,ロ ー カ ル ・ネ ッ トワー ク ・シ ス テ ム



年

(1982)

海 外

引 き下 げ に 同意

・SperryUnivac ,三 菱 電 機 と共 同 開 発 のSystem80モ

デ ル8発 表,パ ワ ー はIBM4331-2相 当

・HIS ,超 大 型 機DPS88/81,82を 発 表

・カ ー ネ ギ ー メ ロ ン大 学 とIBM
,共 同 で 高 性 能 ワ ー ク

ス テ ー シ ョン と デ ー タ ・ネ ッ トワー クの 開発 に着 手

・英Inmosの 不 振 さ らに深 刻 化

・IBM
,4300,System/38等 小 型 シス テ ム の 価 格 を最 大

34%値 上 げ,4341-9,ユ2発 表

・FCC
,AT&Tの シ カ ゴで の移 動 電 話 サ ー ビス 認 可

・仏 政 府 ,エ レ ク トロ ニ ク ス5か 年 計 画 の83年 予 算 と

して11億3,500万 ドル計 上

・SperryUnivac ,83年4月 か らUNIVAC商 標 の 使 用

中 止 意 向 を公 表

・IntelとPhilips
,チ ップ技 術 で 提 携

・英 第2次 電 気 通 信 法 案上 程 へ

【11月】Computerland,英 で も事 業 開 始

・ICL ,TIの 技 術 を 採 用 し た デ ス ク トッ プ ・ コ ン

ピュ ー タSystem25発 表

・HIS ,1,850人 を レイ オ フ

・仏 の マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ世 界 セ ン タ ー に対 し米 側

参加 者 が参 加 拒否 の構 え

・仏 政 府 ,140万 世 帯 を 結 ぶCATV3年 計 画 に ゴ ー ・

サ イ ン

・NCR ,Tower1632(PDPll/70相 当 の パ ワー)を 発

表 し,OEM事 業 拡 大

・BankofArnerica
,Magnusonの 負債 整 理 案 を 拒 否

・政 府
,マ イ ク ロ プ ロ セ ッサ ー ・ア プ リケ ー シ ョ ン ・

プ ロ ジ ェ ク ト(MAP)予 算 に3年 間 で3,000万 ポ ン

ド追 加

・ 英GECComputer
,32ビ ッ ト ・ コ ン ピ ュー タ

GEC4150を 発 表

・Forrnation
,F/4000を 値 上 げ

・IbisSystems ,IBM3380/3880相 当 製 品 を 発 表 し,

PCM市 場 へ参 入

・Hewlett-Packard
,32ビ ッ ト ・チ ッ プ に基 づ くマ イ ク

ロ コ ン ピ ュー タ発 表

・ADAPSO
,マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ ・ソ フ トウェ ア 部

会 設 立,38社 が 参加

・Thomson-CSF
,Eurotechnique(NationalSemicon-

ductor49%仏SaintGobain51%所 有)買 収 へ

・ICL
,IBM4341-10相 当 の パ ワー を持 つ2957発 表,米

ThreeRiversとPerqの 開発 ・製 造 ・販 売 で 新 契約

・西 独 政 府
,情 報 産 業 振 興 を策 定,郵 政 省 の83年 予 算

に約10億 マ ル ク計 上

【12月】 ス ペ イ ンSecoinsa,富 士 通 か らの 技 術 協 力 再 契

約 へ

・仏 ミッ テ ラ ン大 統 領 ,コ ン ピ ュ ー タ生 産 等 で の英 国

の 日本 と の協 調 体 制 批 判,欧 州 企 業 間 の 協 同体 制 へ

の参 加 要 請
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FACOM2880シ リーズ光 デー タ ・ハ イ ウェ イ ・シス

テムお よびFACOM2861光 ワイヤ レス ・モ デムを開

発

・日本電気,音 声ワー ドプロセッサ ーを世 界で初 めて

製品化

・松下電送,「 ワープロフ ァクシ ミリ」 とい うOA複 合

機器 を開発

・日本ハ ネウエル ・インフォ メー ション ・システムズ,

超大型機DPS88シ リーズ2機 種 を発表

・立石電機,日 本IBMと 医用機器の取扱店契約締結

・富 士 通,国 内 企 業 初 の128Kビ ッ トEPROM ,

MBM27128を 開発

・米IBM ,通 産省に対 し,第5世 代 コンピュー タ開発

プロジェク トの参加を申 し入れ

【ll月】電 電 公社,IBMの3081Kお よ び 富 士 通 の

M380等 に相当する超大型機DIPS-11モ デ ル45を 完

成

・インテ ック,富 士通 エフ ・アイ ・ピー,ヤ マ トシス

テム開発 の3社,中 小企業向 けVAN実 施 を郵 政省

へ届 け出

・ソフ トウェア産業振興協会,ソ フ トウェア相談 所 を

開設

・東芝,光 伝送方式ローカル ・ネッ トワー クを開発

・米 マ イクロソフ ト社,著 作権法違 反の疑 いで出版会

社 ・秀和 システム トレーディングを訴え る

・横 河 ビュー レッ ト・パ ッカー ド,32ビ ッ ト超LSIプ

ロ セ ッ シ ン グ・シス テ ム搭 載 の スーパ ー ミニ,

HP9000シ リーズ5003機 種を発表

・日本IBM ,リ ース会社 との合弁会社 「コ ンピュー タ ・

システムリース㈱」 を設立す ることで合意

・地方 自治協会,情 報公開 に関する報 告書ま とめる

・日本マ イコンソフ トウェア協会発足

・日 立,米NAS社 にIBM3081K対 抗 機HITAC・

M280HのOEM出 荷開始

・全国信用組合データ通信為替 システム,稼 動開始

【12月】郵 政省,国 際電信電話 が 申請 してい た国際電

話網 への端末,コ ンピュータの直接接続 および デー

テル回線,海 事衛星通信 への コンピュータ接続 を認

可

・東京地裁,プ ログラムの著作権認め る
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・Sorbus
,第 三 者 メ ンテ ナ ンス 会 社 と して 初 めてIBM

パ ー ソ ナ ル ・コ ン ピュ ー タを 対 象 と した全 国 サ ー ビ

ス開 始

・CDC ,Cyber800に エ ン トリー ・モ デ ル815追 加

・西 独Siemensと オ ラ ン ダPhilips ,情 報 技 術 の研 究 開

発 で共 同 事 業

・CII-HB
,組 織 再 編,政 府 は10億 フ ラ ンの 援 助 へ

・MITの パパ ー ト教 授,仏 の マ イ クロ コ ン ピュ ー タ世

界 セ ンタ ー の チー フ ・サ イエ ン テ ィス トを辞 職

・IBM ,3380デ ィ ス ク装 置 の 買 い 取 り価格15%値 下 げ,

一括 購 入 割 引制 も導 入

・SperryUnivac ,ISS事 業 部 をCDC,HIS合 弁 の

MPI(MagneticPeripherals)と 合 併 さ せMPIへ

参 加 で 合 意

・IBM
,Intelの 株12%買 収 で 同社 と合 意

・GTETelenet
,国 際 記 録 通 信 業 者 の 認 可,英 国 の パ

ケ ッ ト網 と直 接接 続 へ

・CII-HB
,ス マ ー ト ・カー ド事 業 の 子 会 社 設 立

・英 政 府,IT教 育 に1億 ポ ン ドの 予 算 発表

・Burroughs,IBM308X対 抗 のB7900フ ァ ミ リー3モ

デ ル発 表

・AT&TとPhilips
,デ ィ ジ タ ル交 換 シ ス テ ム の マ ー

ケ テ ィ ング共 同 で 合 意

日 本

・日本IBM ,4300プ ロセッサ ーに4341-9型,12型 を加

えるとと もに,同 プロセ ッサーお よび システム38,

34等 を値下げ

・三協精機 米IBMと 産業 ロボ ッ トに関す る提携関

係拡大

・自動縫製 システム技術研究組合 ,通 産省 と工業技術

院の受託研究機関と して設立 される

・バロース,超 大型機B7900の 販売開始

・ファナ ック,英600グ ルー プ社 と合弁 でロボッ ト会社

「600ファナ ックロボテ ィクス」設立

・郵政省,INS研 究会の研究結果まとめる

・携帯 コンピュータ振興協会発足

・信用金庫88金 庫,ロ ボッ トを導入す る中小企業を対

象 に特別利子補給制度開始

・西武鉄道,CATV事 業へ進出のため子会社 「西武 ケー

ブルビジョン」設立

・ヤマ トシステム開発,宅 配便情報 のVANを 開始

・松 下 電 器,日 本 ア イ ・ピー ・エ ム ヘ パ ソ コン を

OEM供 給へ
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